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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　１　お話のはじまり







　あるところに、深い森となだらかな草山にはさまれて、小さな町がありました。

　この町は南へゆっくりさがる坂の町で、こげたパンのような色の小さな屋根がならんでいます。

　そして、町のほぼまん中には駅、ちょっとはなれたところにはかたまって、役所、警察署、消防署、学校があります。この町は、どこにでもあるふつうの町のようです。

　ところが、すこし気をつけて見ると、ふつうの町ではあまり見られないものがあるのです。

　その一つは、町の高い木という木のてっぺんにぶらさがっている銀色の鈴です。この鈴は、嵐でもないのにときどき大きな音をだすことがあるのです。すると町の人たちは顔を見あわせて、

「おや、おや、またちっちゃなキキが足をひっかけたね」

　と笑いあうのでした。

　そう、みんなにうわさされているこのキキも、ふつうではありません。ちっちゃなくせに、高い木の鈴を鳴らすのですから。

　それでは、目を町の東のはずれにうつして、キキが住んでいる家をちょっとのぞいてみましょうか。

　通りに面した門の柱には、

「くしゃみのおくすり　おわけいたします」

　という木のふだがかかっていて、緑色のペンキでぬった戸が大きくあいています。そこを入ると、広い庭があって、左奥に平屋の家が見えます。庭には、大きな葉やとがった葉のいろいろ変わった草がきれいにならべて植えてあり、あたり一面に、なにかぷんとこうばしいようなにおいがただよっています。このにおいは家の中までつづいていて、台所においてある大きな銅のおなべのところでいちばん強くにおうようです。台所からは、ちょうど居間の正面の壁が見えますが、どこの家でも見られるような絵や写真のかわりに、木の枝をたばねたほうきが、大きいのと小さいのと、二本ならべてかざってあるのが、ちょっと変わっているといえましょうか。

　おや、居間から家族の話し声がきこえてきました。どうやらお茶の時間のようです。

「キキ、出発はいつにするつもりなの。もうそろそろきかせてくれてもいいんじゃないの。いつまでもぐずぐずのばすわけにはいかないわ。しっかりしてよ」

　不満そうな女の人の声です。

「また、その話なの……だいじょうぶよ、かあさん。あたしだってかあさんのむすめです。魔女のはしくれです。ちゃんとまじめに考えてるわ」

　ちょっとうるさそうな女の子の声です。

「かあさん、もうキキにまかせたらどうだい。キキがその気にならなくちゃ、いくらいってもむだだと思うよ」

　こんどは、おちついた男の人の声です。

「ええ、そうかもしれません。でもあたし気が気じゃないんです。責任、感じちゃって」

　かあさんと呼ばれている女の人の声がすこし高くなりました。




　もう、おわかりでしょうか。この家には、魔女の一家が住んでいるのです。

　といっても、かあさんのコキリさんは、長い伝統をもつ正真正銘の魔女ですが、とうさんのオキノさんは、ふつうの人間です。民俗学者で、妖よう精せいや魔女についての伝説や民話を研究している人です。そして、キキは、このふたりのあいだに生まれた、今年十三歳になるひとりむすめなのです。

　今、こうして三人が話しあっているのは、キキのひとり立ちの日をいつにするかということなのでした。

　人間と魔女が結婚をして、生まれた子どもが女の子のばあいは、たいてい魔女として生きていくのがふつうでした。でもたまにはいやがる子もいるので、十歳をすぎたころ、自分で決めてよいことになっていました。もし魔女になると決心がつけば、ただちにおかあさんから魔法をおしえてもらって、十三歳の年の満月の夜をえらんで、ひとり立ちをすることになります。この魔女のひとり立ちというのは、自分の家をはなれ、魔女のいない町や村をさがして、たったひとりで暮らしはじめることです。もちろん、小さな女の子にとってそれはたいへんなことだったのですが、今では魔法の力も弱くなり、数もめっきり少なくなってしまった魔女たちが生きのこっていくためには、たいせつな習慣なのでした。ひとつでも多くの町や村に、そしてひとりでも多くの人に、魔女がまだちゃんといることを知ってもらうためには、いい方法でもあったのです。

　キキのばあいも、十歳の中ごろ、魔女になる決心をしたのですが、そのあとすぐ、コキリさんのもっている魔法を習いはじめました。一つは薬草をそだててくしゃみの薬をつくること、もう一つはほうきで空を飛ぶことの二つでした。

　ほうきで空を飛ぶのは、すぐじょうずになりました。ただ、ちょっぴりおとなになりかけでしたから、飛んでいるといろいろなことに気をひかれてしまうのでした。たとえば、鼻のわきによく出る大きなにきびのこととか、友だちのたんじょう日に着るドレスのこととか。

　するとたいへん、ほうきは急に落ちはじめます。あるときは、はじめて着たレースの下着のことばかり気にして、ほうきが落ちだしたのも気づかずに電信柱にぶつかってしまったのです。ほうきはめちゃめちゃにこわれ、キキのほうは鼻の頭と両足のひざっこぞうに合計三つもこぶをつくってしまいました。

　それでかあさんのコキリさんが、高い木をえらんで鈴をとりつけたというわけなのです。キキがついうっかりして低く飛んでも、足が鈴にあたれば音で気がつくように。このごろでは、鈴のなる回数はめっきり減っていますが……。

　ところが、もう一つのくしゃみの薬づくりはどうもキキの性にあわないようです。気がみじかいというのでしょうか、薬草をそだて、葉や根をこまかくきざんで、じっくり煮つめていくことが、どうしてもじょうずにできないのです。

「また一つ、魔法が消えちゃうのかしら」

と、コキリさんはなげいています。むかし、魔女といえばいろいろな魔法を使うことができました。それが、いつのまにか一つ一つと消えてしまい、今では正真正銘の魔女のコキリさんでも、たったの二つしか使えず、そのかたっぽうをキキがいやがるのですから、むりもありません。

「だってさ、おなべをかきまわすより、空を飛ぶほうがずっといい気持なんですもの」

　キキはけろりとしています。そうなると、オキノさんがコキリさんをとりなします。

「まあ、しょうがないじゃないか。そのうち、消えた魔法がまたできるようになることだってあるかもしれないよ。それに黒猫だっているじゃないか」

　むかしから、魔女には黒猫がつきものでした。これも一つの魔法といえるかもしれません。

　キキにも、ジジという名の小さな黒猫がいます。コキリさんにもむかしはメメという黒猫がいました。魔女のおかあさんは、女の子が生まれると、同じ時期に生まれた黒猫をさがして、いっしょにそだてていきます。そのあいだに、女の子と黒猫はふたりだけのおしゃべりができるようになるのでした。やがてひとり立ちする女の子にとって、この猫はとてもたいせつななかまです。悲しくっても、うれしくても、分かちあえる者がいることは、とても心強いことなのです。やがて女の子も成長し、猫にかわるようなたいせつな人ができ、結婚ということになると、黒猫も自分のあいてを見つけて、わかれて暮らすようになるのでした。







　２　キキ、ひとり立ちの時をむかえる







　お茶の時間のあと、コキリさんとオキノさんが用事で出かけてしまうと、キキは黒猫のジジといっしょに、陽のあたる庭さきにぼんやりすわっていました。

「早く旅立ったほうがいいわね」

　キキはひとりごとのようにいいました。

「そうだよ。いまさら、魔女になりたくない、なんていうんじゃないでしょうね」

　ジジが頭をあげてキキを見ました。

「まさか。自分で決めたことよ」

　キキはきっぱりといいました。そして、はじめてほうきで飛んだときの感激を思いおこしていました。




　十歳になるまで、キキはまあまあふつうの女の子としてそだってきました。かあさんが魔女で、自分も十歳になったら魔女になるかどうか決めなくてはならないとわかっていたのですが、あまりそのことを本気で考えたことはなかったのです。十歳になってしばらくたったころ、友だちが、「あたし、かあさんのあとをついで美容師になるんだ」といったのを耳にして、「あとつぎ」ということを急に考えるようになったのです。コキリさんがあとをついでほしいと思っていることはうすうす感じていました。でもキキは、かあさんが魔女だからあたしも、とかんたんに考えるのはどうも気がすすまなかったのです。

（あたしは自分のすきなものになるんだ。自分で決めるんだ）

　キキはそう思っていました。

　そんなある日、コキリさんが、

「ちょっとだけ、飛んでみない？」

　と小さなほうきをつくってくれたのです。

「あたしが？　飛べる？」

「魔女のむすめですもの、だいじょうぶなはずよ」

　キキは、そのさそうようないいかたがすこし気になりましたが、めずらしさもてつだって、さっそくかんたんな飛びあがりと着地のしかたをおしえてもらうと、コキリさんのあとについて、おずおずとほうきにまたがって、地をけったのでした。

　とたんに体がすっと軽くなり、キキは、なんと、空中に浮いていたのです！

「あたし、飛んでる！」

　キキは思わずさけんでいました。それは屋根よりたった三メートルばかりの高さでしたが、とてもいい気持でした。空気も、ほんのすこし青い感じでした。それに、もっと高いところを飛んでみよう、もっと、もっと……そしたら何が見えるかな、何があるかな、もっと、もっと……とまるで体と心をもちあげるようなふしぎな興味がわいてきて、たちまち飛ぶことがだいすきになってしまいました。

　そしてもちろん、魔女になる決心をしたのです。

「やっぱり血すじですよ」

　コキリさんは大よろこびでしたが、キキは、それだけじゃないわ、あたしが自分でえらんだのよ、と自分にいいきかせていました。




　キキは、ぴょんと立ちあがると、

「ねえ、ジジ、あれを見てみようか、ちょっとだけ。かあさんいないから」

　庭のすみにある物置のほうに、あごをしゃくってみせました。

「どうして、コキリさんに秘密にするのさ」

　ジジは、めんどうくさそうにいいました。

「だってさ、かあさんはひとり立ちのことになると、大げさにさわぐんですもの。それになんでも口をはさみたがるでしょ。とたんに話がややっこしくなっちゃうんだもん」

「まあ、いいけど……さ。でも、あれはたっぷりお日さまにあてなくちゃいけないんだよ」

「ちょっとだけよ」

「そうかな。また抱いてねたりしたら、かびがはえちゃうよ」

「わかってるわよ。あんたも協力してくれなくちゃこまるわ、これからふたりっきりなんだから」

　キキは、そういいながら、腰ぐらいまである薬草のあいだをじょうずにすりぬけていき、物置と塀とのすきまに体をななめに入れました。と同時に、うれしそうな声をあげました。

「見てっ」

　物置の軒下に、細長いほうきが一本、ぶらさがっています。すこし西にかたむきかけたお日さまにあたって、白く光っていました。

「あんなきれいになったわ。もうだいじょうぶね」

　キキは思わずかすれた声をあげました。

「こんどは、うまくいったらしいね」

　キキの足もとから顔をのぞかせて、ジジも目をまるくして見あげています。

「ねえ、キキ、ちょっとひとっ飛び、ためしてみたら？　いいお天気だし、さ」

「だめよう」

　キキは首をふりました。

「あの日までは使わないの。もうすぐよ。あたしはね、なにもかも新しくしていきたいのよ。洋服も靴も、それにほうきもね。生まれたての赤ちゃんみたいにさ。かあさんはすぐ、『古い血すじの魔女だもの、むかしからのことはたいせつにしなくちゃ』っていうでしょ。でもあたしはあたし。新しい魔女なんだから」

「じゃ、ぼくは、どうやって新しくしたらいいんでしょうかね」

　ジジはちょっとすねて、ひげをふるわせました。

「だいじょうぶよ。きれいに毛をすいてあげます、ぴかーっと光るまでね。できたてのほやほやにしてあげるわよ」

「ふん」

　ジジは鼻を鳴らしました。

「できたての猫なんてさ、お料理みたいにいわないでよ。ひとり立ちするのは、キキだけじゃないんだから」

「そうでした。ごめん」

　キキは笑いをこらえて、ジジの目をのぞきました。

「あたしたち、出発するとき、どんな気分かしら」

「キキは泣くよ、たぶん」

「やだ、泣いたりなんてしないわよ」

「ところでいったい、いつにするつもりなの」

　ジジはあらためてキキを見あげました。

「もういつでも出発できそうね。思いきって、このつぎの満月の日にしちゃおうか」

「えっ、つぎの？」

「そう、あと五日。決めたら、すぐっていうの、気持いいじゃない」

「大さわぎだね。またまた」

「今夜、あたし、とうさんとかあさんにきちんというわ。ジジ、あたしたち、どんな町に行くのかしらね」

　キキはちょっぴりおとなの気分で、空のむこうを見あげました。

「どうなることやら、心配だね。決めたらすぐの人だから」

「あら、そう。あたし、心配なんてしてないわ。心配はおきたときすればいいのよ。今は、贈りもののふたをあけるときみたいにわくわくしてるわ」

　はずんだ声でいうと、キキは手をのばしてほうきをつっつきました。ほうきは、うなずくようにぷらんぷらんとゆれました。




　その日の夕食のあと、キキはジジといっしょにオキノさんとコキリさんの前に立ちました。

「ご安心ください。出発の日を決めましたよ」

　とたんにコキリさんも椅子から立ちあがりました。

「まあ、ほんと？　それで、いつ？」

「このつぎの満月の夜にしたわ」

　コキリさんはあわてて、壁の暦に目を走らせました。

「えーっ、あと五日しかないわよ。じょうだんじゃないわ。そのあとの満月までのばしなさい」

　キキは口をまげて、肩をすくめました。

「ほらね、かあさんの大さわぎがはじまったわ。あたしがぐずぐずしているとおこるし、ちゃんと決めると文句がでるんだから」

「そうだよ、かあさん、おかしいぞ」

　オキノさんがいいました。

「そんなこといったって、いろいろ用意もあるし、母親って、たいへんなんですから」

　コキリさんは顔を赤くしながら、しどろもどろです。

　キキは、そんなコキリさんの前に顔をつきだすと、腰をふってうたうようにいいました。

「あなたのむすめを、信じなさいったら、信じなさい。もう用意はできてます」

　それから、「ね、ジジ」と声をかけると、ジジは、返事のかわりにしっぽをぱたりと動かしてみせました。

「まあ」

　コキリさんはぽかんと口をあけて、それから目をふせました。

「用意って、どんなことをしたの」

「ほうきよ。新しくつくったの。ジジといっしょに、ねっ。ちょっと待って、今もってくるから」

　キキはドアをあけて、とびだしました。

「これよ」

　すぐもどってきたキキは、コキリさんとオキノさんの前に、さっきのほうきをさしだしました。

「ほーう。やるじゃないか」

　オキノさんが目を細めていいました。

「柳の枝を川の水でさらして、そのあとお日さまにもさらしてつくったの。よくできたでしょ、ねえ、かあさん」

　キキはほうきをびゅんとふってみせました。

　コキリさんはゆっくり首をふりました。

「とってもきれいだわ。でも、そのほうきはだめよ」

「どうして？　今までの小さなほうきなんていやよ。あたし、空を飛ぶことしかできないんですもの。新しくして、気にいったほうきで飛びたいのよ」

　コキリさんはまた首をふりました。

「飛ぶことしかできないから、なおさらほうきがたいせつじゃないの。慣れないほうきで飛んで、もし失敗したらどうするの。はじめがかんじんなのよ。ひとり立ちってね、そんなにかんたんなことじゃないんですから。お金はほんのすこし、きりつめてきりつめて一年やっと食べるぐらいしかもたせられないのよ。そのあと魔女はね、自分のできる魔法で生きていかなければならないの。だからこの一年で、なんとか自分の生きかた見つけなきゃ。かあさんが薬草をつくって、町の人たちのお役にたってきたようにね。かあさんのほうきで行きなさい。あのほうきならようく使いこんであるし、飛びかたもこころえているから」

「いやだあっ、あんなの。すすけて、まっくろくろ。煙突そうじのほうきみたいじゃないの。それに柄もふとくって、ずどーんとしてて、やぼったいんだもん。ねえ、ジジ」

　キキは足もとでようすをうかがっているジジにききました。半分うしろをむきかけていたジジは、こんどは大げさにぐるーんとのどを鳴らしました。

「ほら、ジジだっていってますよう。あのほうきじゃ、乗っている黒猫は雨雲とまちがえられちゃうって。柳のほうきなら、ガラスの馬車に乗った花むこさんに見えるのにって」

「まあ、ふたりいっしょになって……」

　コキリさんはふきだしました。

「まだまだ子どもねえ。ほうきはおもちゃじゃありませんよ。いずれはこのかあさんのほうきも古くなるでしょうよ、そうしたらキキのすきなのにしなさい。そのときはあなたも一人前になっているでしょうから」

　コキリさんは何か考えるように、ふっと目をつぶりました。

　キキは口をとがらせて、ほうきでとんとんとゆかをたたきました。

「せっかくつくったのに……これは、どうするのよ」

「かあさんが、かわりに使うわ。それでいいでしょ」

　コキリさんのことばに、キキはしばらく自分のほうきを見つめていましたが、顔をあげると、いいました。

「うん、それなら、いいわ。それじゃ、洋服はあたしのすきなのにしてよ。大通りのお店のウィンドーに、いいのが出てるの、コスモスもようよ。あれならきっと花が飛んでいるように見えると思うわ」

「かわいそうだけど、それもだめよ」

　コキリさんはまたもむずかしい顔をしました。

「今では魔女だからといって、とんがり帽子も、長マントも着なくなったけど、むかしから魔女の洋服の色はすべての黒の中の黒って決まっているの。これは変えられないのよ」

　キキはもう、ふくれっつらです。

「古くさいんだから、ほんとに。黒い魔女に黒猫、くろぐろじゃないの」

「古くさいのはしかたがないわ。古い血すじの魔女ですもの。でも黒い洋服って、形ですてきに見えるものよ。かあさんにまかしといて。大いそぎでつくるからね」

　キキは「また古い血すじ……」とつぶやくと、返事のかわりにくちびるをぴっとつきだしました。

「キキ、そんなに、形ばかりにこだわらないの。心がたいせつよ」

「かあさん、わかってるわよ。心のほうはまかしといて。お見せできなくてざんねんです」

　キキは、あきらめ顔であごをしゃくると、オキノさんのそばにすいっと寄っていきました。

「とうさん、ラジオはいいでしょ。あたし音楽をききながら飛んでいきたいの。赤いラジオがいいんだけどな」

「よし、よーし、ひきうけたよ」

　オキノさんは笑ってうなずきました。コキリさんもこんどはにこにこしています。そして、ふとうしろをむくと、

「さ、もういいわ、おやすみなさい、キキ」

　と、いいました。右手がエプロンのすそをにぎって、そっと目のほうにもちあげられたようでした。







　３　キキ、大きな町におり立つ







　お月さまは一日一日とまるくなって、もうきょうは満月の日です。キキが旅立とうと決めた日がきたのです。

　お日さまがすこし西へかたむきかけたころから、キキは、コキリさんのつくってくれた新しい黒い服を着て、鏡の前で前をむいたりうしろをむいたり、大さわぎです。足もとでは黒猫のジジも負けてはいられないというように、横から鏡をのぞきこんでは、体をのばしたり、ちぢめたりしています。かと思うと、ふたりしてコキリさんのほうきに乗りこんで、ちょっと横をむいて気どってみたりしています。

「さあさ、あなたたち、おしゃれはそのぐらいにしたら……ほら、西の空を見てごらん、夕やけの色がもうあんなにうすくなってきたわ」

　コキリさんはいそがしそうにあちこち動きまわりながら声をかけました。

「かあさん、もうちょっとでいいからスカート、みじかくしてよ」

　キキはスカートをひっぱって、つまさき立ちしながらいいました。

「どうして？　とてもにあっているのに」

「もうすこし足が見えたほうがすてきだと思うわ」

「そのほうがずっとお上品よ。おとなしく見えるほうがいいのよ。そうじゃなくても魔女のことをとやかくいう人が多いんだから。さ、これ、おべんとうよ」

　コキリさんはキキの肩をたたいて、そばに小さな包みをおきました。

「なるべくくさらないように薬草入れてつくってあるわ。たいせつに食べるのよ。あたしのおかあさんはね、このひとり立ちの日のおべんとうをつくるのがとてもじょうずだったの。パンに入れる薬草になにやら魔法をかけることを知っててね、そうするとくさらないし、かたくもならなかったのよ。もうわたしたちにはできないなんて、ざんねんだわねえ」

「そんなことはかんたんに伝えられそうに思うけどなあ。どうして消えちまうんだろう。やっぱりそこが魔法なんだろうなあ」

　仕事部屋から本を片手に出てきたオキノさんが、口をはさみました。

「魔女のわたしにもわからないなんて、おかしいですけど……ほんとうにまっくらな夜と、まったく音のないしずけさがなくなったせいだっていう人がいるのよ。どこかが明るかったり、ちょっとでも音がすると、気がちってしまって魔法がじょうずに使えないって……」

「そういやあ、大むかしからみれば、ずっと明るくなってるだろうな。今じゃ、どこかにあかりがついてるもんな」

「そう、世の中が変わってしまったってことですね」

　コキリさんがうなずくと、鏡を見ていたキキが、

「あら、そうかしら」

　と、不満そうな顔をむけました。

「あたしはね、魔法が消えたのは世の中のせいじゃないと思うわ。魔女がね、えんりょしすぎたせいよ。かあさんだって、魔女はおとなしく、ひかえめにって、いつもいってるでしょ。あたしはね、ひとになんていわれるか、いつも気にして生きるのはいやよ。やりたいことはどんどんやってみたいわ」

「ほう、キキもいうじゃないか」

　オキノさんが大げさに目をまるくしました。

「でも、キキ、きいて。わたしたち魔女もそうだけど、むかしはいろいろふしぎなことができる人たちがいたものよ。でもたいていの人たちは、そんな人たちを悪いこととむすびつけて考えてしまったのよ。なにか不吉なものを運んでくるんじゃないかってね」

「そういうところあるかもしれんな……」

　オキノさんも、考えぶかげにうなずきます。

「そうですよ。よくいわれる、しぼりたてのミルクに魔女がカビをはやしたってことでも、あれはとくべつなチーズをつくるためだったっていいますよ。ほら、今じゃみんな同じようなもの食べてるじゃありませんか」

　そういって、コキリさんは心配そうにキキを見ました。

「そんな世間で、魔女が生きのこってこれたのは、ふつうの人たちともちつもたれつ生きようって、気持を変えたからなのよ。ときにはえんりょも必要、おたがいにできることはたすけあう、これがよかったと思うの。今じゃとうさんみたいに、すすんで魔女や妖よう精せいの研究をして理解しようという人もいるくらいですもの」

「ほめられたのかな、光栄だね」

　オキノさんはちょっとおどけて、腰をかがめました。

「あっらら、外はすっかり暗くなってる。もうじきお月さまが出るわよ、はやく食事にしないと。ややっこしい話はそのくらいにして」

　コキリさんはぱんと手をたたいて立ちあがりました。

「満月の夜は明るいから、旅立ちにはいいと思うけど、ぼくが調べたところでは、魔女が旅立った日のお天気のデータは、雨の日と晴れの日と、五十パーセントずつなんだがな……」

「それはそのときの運ですわ。今夜はだいじょうぶそうよ、空気がこんなに澄んでいるから。キキ、準備はほんとにもういいの？」

　オキノさんがぼそぼそいうことばを軽くかわして、コキリさんはまた立ち働きはじめました。

「いいところ、見つかるといいね」

　オキノさんはキキの目をじっとのぞきこみました。

「でもキキ、めんどくさがって、おちつくところをいいかげんに決めちゃだめよ」

　コキリさんが声をかけます。

「わかってます。かあさんたら心配ばかりして」

「ちがう星に行ってしまうわけじゃないよ。たかがちがう町じゃないか。それに一年たったらどうどうと里帰りもできるんだろ」

　オキノさんが、コキリさんとキキを両方なぐさめるようにいいます。

　コキリさんは、まじめな顔でまたキキの前に立ちました。

「キキ、くどいようだけど、町はよくえらんでちょうだいよ。店がたくさんあるとか、にぎやかだとか、そういう見た感じで決めるのは考えものよ。大きな町ではみないそがしくって、ほかの人のことなんて考えてるひまのない人ばかりですから。それに、町に着いたらおどおどしちゃだめよ。なるべく笑い顔でね。まず安心してもらうことよ」

「わかったわ、かあさん。あたし、だいじょうぶよ。心配しないで」

　キキは何度もうなずくと、オキノさんのほうをむきました。

「ねえ、とうさん。小さいときしてくれた、たかいたかい、して。ほら、あたしのわきの下に手を入れて、よくぽーんぽーんともちあげてくれたでしょ。あれ、もう一度やって」

　キキははずかしそうに舌をちろりと出しました。

「よーし」

　オキノさんはわざと大きな声をだすと、キキの両腕の下に手を入れて、もちあげようとしました。

「ふう、おもいな。いつのまにこんなに大きくなっちゃったんだ。もう一度だ」

　オキノさんはちょっとよろけながら、もう一度手を入れて、キキをもちあげました。

「あっ、あがった。だけど、ふふふ、くすぐったーい」

　キキは体をくねらせて笑いました。




　予想どおり、満月の光が、東の草山の上からふりそそいでいました。

「さ、行こうかな」

　キキはちゃんとしたわかれのあいさつをいうつもりだったのですが、でてきたことばはこんなかんたんなものになってしまいました。肩から荷物の袋をさげると、そばに立てておいたほうきをかかえました。もう一つの手で、オキノさんに買ってもらった赤いラジオをもちあげると、さっきからおとなしく足もとにすわっていたジジにいいました。

「さ、さよならしなさい」

　ジジはすっくり立つと、オキノさんとコキリさんを見あげました。

「たのむわよ。ジジ」

　コキリさんがいいました。ジジは返事のかわりに、いつものようにしっぽをぱたりと動かしました。

「じゃ、かあさん、すぐ、手紙を書くわね」

「ええ、知らせてね」

「うまくいかなかったら帰ってきてもいいんだよ」

　オキノさんが横からいいました。

「そんなことには、なりませんよーだ」

　キキがすかさず答えました。

「とうさんったら、今になってあまい顔するんですから」

　コキリさんはオキノさんをかるくにらみました。

　オキノさんが玄関の戸をあけると、「おめでとう」という声がとびこんできました。町の人たちです。門の前にざっと十人ぐらい、かたまって立っていました。

「あれっ」

　キキはびっくりして、ことばになりません。

「ごぞんじだったんですか」

　コキリさんもかすれた声でいいました。

「そりゃ、あたしたちのちっちゃなキキと、しばらくおわかれですからねえ」

「それにほれ、おめでたいことですもの」

　みんな口ぐちにいいました。

「ときどき帰って、またあの鈴を鳴らして」

「おみやげ話、待ってるわよ」

　キキの友だちの声もします。

「うれしいわ。ありがとう」

　キキはやっとこれだけいうと、ゆがんだ顔をかくすようにジジを抱きあげました。

「いいお天気で、ほんとうによかった」

　オキノさんが空を見あげて、ぽつりといいました。




　何度も「さよなら」のことばをかわしたあと、キキはほうきの前にラジオをさげ、うしろにジジを乗せて、飛びあがりました。ほうきがすこし浮いたところで、キキはふりかえって、コキリさんにおわかれをいいました。

「かあさん、元気でね」

　すこしはなれてからでないと、自分もコキリさんも泣きだしてしまうと思ったからでした。

「ほら、ほら、よそみしちゃだめよ」

　コキリさんのいつもの声が追いかけてきました。そのことばに、みんながどっとあげた笑い声もいっしょに。

　キキはほっとしていました。こんなとくべつのときでも、かあさんはいつものかあさんらしいほうがいい、とキキは思ったのでした。

「さようなら」

　キキはもう一度、大きくさけぶと、一気にのぼっていきました。みんなのふる手がひらひらと見えて、それもだんだんとぼやけると、町全体の灯が星空をさかさまにしたようにまたたきはじめました。まんまるの月が、キキを見まもるように浮かんでいます。

　やがて、町の光も遠のいて、目の下に見えるのは黒々とした動物の背中のような山ばかりになりました。

「どっちに行くか、はやく決めてよ」

　うしろからジジがつっつきました。

「ええとー」

　キキはあわてて四方を見まわしました。

「南、みなみに行きたいの。南へ行くとね、かならずいつかは海に出るってきいたことあるの。あたし、一度でいいから、海ってもん見てみたいのよ。いいかしら、ジジ」

「いけないっていっても、いいんですかね」

「おねがい、いわないで」

　キキはちょっとほうきをゆすってさけびました。

「どうして女の子って、こうむだな質問するんだろう。でもね、まちがいなくたのみますよ。さがすのは海じゃなくて、町ですからね」

「はい、承知してますとも。さーて、南、南は……と」

　キキはきょときょと見まわしてから、ほっとしたようにいいました。

「わかったわ、こっちよ。お月さまが左にあるからまちがいなし」

　そして口笛をひとふきすると、ぐんぐん速度をあげていきました。ぶつかる風は強くなり、ほうきの房が川の流れのような音をたてはじめました。




　ときどき黒い山のあいだに、あかりがぽつりぽつりと見えることがありました。急に灰色の畑が見えることもありました。でもそれはほんのちょっとのことで、また山、山とつづいています。

　キキは、どんどん、どんどん飛びつづけました。東の空がうっすらと白くなりはじめました。空の白い部分は夜を追い出すように、みるみる広さをましていきます。すると、今まで灰色とこい青の世界だったものが、いろいろな色をつけはじめました。低い山は春のやわらかい緑におおわれ、空中に浮きあがろうとでもしているように軽やかに見えます。とがった岩山もぬれたように光りはじめます。キキはお日さまのほんの一すじが、世界をこんなに美しく変えてしまうことに、胸がどきどきするほど感動していました。

　せまい谷間に小さな村が見え、煙突からけむりが一すじ、二すじと横に流れていきます。

　まもなく山のあいだにきらりと光って、細い川が見えてきました。それはかくれたり、現われたりして、だんだん大きくなっていきました。

「あの川にそって飛んでみよう。川の終りは海っていうもの」

　キキはラジオのスイッチをひねり、流れだした音楽にあわせて口笛をふきはじめました。ほうきはちょうど追風をうけて、元気よく飛びつづけました。

「あたしね、かあさんがあんなこといってたけど、小さな町はやっぱりいやだなあ」

　キキは急にひとりごとのようにいいました。

「じゃ、どんな町ならいいのさ」

　風の音とラジオの音に負けまいと、ジジが声をはりあげました。

「そうねえ、かあさんの町より大きいのがいいな。高い建物があって、動物園があって、汽車が出たり入ったりする駅があってさ。それに遊園地……ジジはどう？」

「よくばりだなあ。ぼくは……ただお日さまがあたる屋根があれば……それからお日さまのあたる出窓があれば……それにお日さまのあたる廊下があれば……」

「あんた、寒いんじゃないの？」

「うん、すこし」

「じゃ、こっちにいらっしゃい。えんりょしないでなんでもいわなきゃだめよ。これからはふたりきりなんだから」

　キキはそういいながら、背中にかじりついてきたジジをひざの上に乗せました。




「ねえ、キキ、あの町どう？」

　しばらくすると、ジジがとつぜん首をのばしていいました。ま下に見えるその町は、ぐるりと低いきれいな緑の山にかこまれて、お皿のような形をしています。赤や青の屋根がかたまって、スープに入ったにんじんやグリーンピースのように見えます。

「きれいね」

　キキがいいました。

「こういう町がいいんだよ、きっと。住むにはさ」

　ジジがこころえ顔でいいます。

「だけど……ちょっとちっちゃすぎる……あれ？　あそこ」

　キキが急に大きな声をあげて指さしました。それははるか下のぽちんとした黒い点で、だんだん近づいてくるのをよく見ると、ひとりの魔女が、肩に黒猫を乗せてほうきで飛んでいるのでした。でも、がくがくと、あばれ馬にでも乗っているように見えます。

「ちょっと行ってみようか」

　キキはぐっとからだを下にむけました。

「あら」

　その人はキキを見ると、あいかわらずがくがく飛びながら目をまるくしました。キキよりちょっとおねえさんみたいでした。

「まあ、なつかしいこと、おなかまに会えるなんて。どこからきたの？　あれ、もしかしたら、あなた、きょうはたいせつなあの日なんじゃないの？」

　その魔女は、すばやくキキの全身に目を走らせるといいました。

「そうなの、きのうの夜発たってきたばかり。わかった？」

　キキは、ほうきを彼女の横につけて飛びながらいいました。

「そりゃ、わかるわよ。おしゃれしてるしさ。顔がこわばっているしさ。あたしもだったもの」

「そう、やっぱり、こわばってる？　あたし、平気なつもりだったけど……」

　キキは、ふふふっと笑いました。

「あなたはいつだったの」

「もうすぐ一年目」

「この町はどう？」

「やっと慣れたとこ」

「やっぱりたいへんだった？」

　キキはすこし心配になって目をよせました。

「あたしはね、まあまあだいじょうぶだったわよ」

　おねえさん魔女は得意そうにちょっと首をすくめました。まるい顔の両側にぷっくりとえくぼができて、やさしい顔になりました。

（この顔だわ）

　キキはコキリさんが「笑い顔」といったことばを思い出していました。

「それで、何をして暮らしていらっしゃるの」

「占いやさんよ。この猫のププとね。あたし、ひとの気持がなんとなくわかるもんだから。よく当たるって評判なのよ。おせじかもしれないけどねえ……まあ町の人ってやさしいから」

「いいわねえ。それにもうじき、里帰りでしょ」

「そう、そうなの。胸はって帰れるから、それだけでまんぞくよ。でもねえ、こう見えても、たいへんなときもあるのよ」

「そうでしょうねえ。ほうきもこわれちゃってるみたいだし」

「あっははは、これはちがうのよ。あたし飛ぶのがへたなのよ。でもたまには飛ばないと、魔女だかなんだかわからなくなっちゃうでしょ、それもこまるのよ。せっかくひとり立ちしたんですものね。きょうはね、むこうの山の牧場のめ牛のごきげんがわるいから、ちょっとみてくれっていうもんで、朝早くからこうして出かけてきたの。占いとはいえないけどね……」

「まあ、牛の？」

「たのまれたらいやっていわないのが、魔女の仕事のこつよ。このめ牛はちょっとばかり変わっててね、人間に似てるのよ。このあいだなんて、首にさげてもらった鈴の音が気にいらないって、だだこねたんだから」

「まあ、ぜいたく」

　キキは笑いました。

「音楽ずきっていうのかしらね。鈴をかえて、しばらくそばで歌をうたってやったらきげんをなおしたわ。だけど、このめ牛の飼い主のおかみさん、お礼にとってもおいしいチーズをくださるの。いいにおいで、ストーブであぶると、びゅーんってのびるのよ。とってもたのしみ」

「うらやましいわ。うまくいってて」

「あなたもだいじょうぶよ。あたしと同じでかわいいしさ。あたしと同じで頭もわるくなさそうだし、飛ぶのうまくて、ちょっとおてんばさんのようだけど……まあがんばりなさいね。じゃ、あたし、いそぐから」

　おねえさん魔女は手をひらひらさせると、あいかわらずがくがくゆれながらはなれていきました。

「なんだか、あの人、ついでにじまんしてったみたいだ」

　ジジが小声でいいました。

「でも、あたしのこと、ほめてくれたわ」

「そうかなあ。あの猫、すましちゃってさ。あいさつもしない。先輩ぶってさ」

「おや、まあ、ジジったら、話したかったんじゃないの。そういうときは、あんたからあいさつするもんよ」

「べつに、ぼくは……」

　ジジは鼻を鳴らしました。

「さ、あたしはあたしで、自分のことを考えなくっちゃ」

　キキはいきおいをつけて、ぐるっとまわれ右すると、飛びつづけました。




　キキはどんどん飛んでいきました。よさそうな町もいくつか見えました。そのたびにジジが「はやく決めちゃえば」と文句をいっても、キキは「海まで」といいつづけました。「もうちょっと、ちょっとだけ」と、同じことばをくりかえすのでした。

　やがて山がだんだん少なくなり、かわって畑や村や町がつぎつぎと見えてきました。川は今ではずっと広くなり、大きくまがりくねって流れていきます。水の上にはキキたちの影が小さくうつって、まるで魚が泳いでいるようでした。

「あっ、あれ、海じゃないの」

　ジジが大きな声をあげました。

　下にばかり気をとられていたキキが目をあげると、はるか遠くに、すうっと一本の線が光り、青い空と海を二つにわけていました。

「そうよ、あれが海よ、まちがいないわ。あんた、見つけるのはやいわねえ」

「なんだ、大きな水たまりじゃないか」

　ジジはものたりなさそうです。

「でもすごい、すごいじゃない」

　キキはむちゅうで声をあげながら、目のとどくところはじからはじまでながめて、ふと、川が海へ入ろうとしているところにひろがっている町に気がつきました。

「あっ、あの町、あっ、大きな橋」

　キキがまた声をあげました。

「あっ、汽車」

　同時にジジもさけびました。

「さ、いそいで行ってみよう」

　キキはぐんとスピードをあげました。

　近づくとそこは、思っていたよりもずっと大きな町でした。四角や三角の高い建物がいくつも空へむかってつきでています。キキはぐるりと見まわすと、うきうきした声でいいました。

「あたし、ここに決めたわ」

「でも、大きすぎるんじゃない？　コキリさん、いってたでしょ。大きくてにぎやかなのは考えもんだって」

　ジジはすこし心配そうです。

「だけど、あたし、気にいっちゃった。ほら、あの塔を見てよ」

　キキが指さした高い時計台は、ほぼ町の中央にあって、まるで天にのぼるはしごのようにそびえていました。

「あそこを持ってさ、この町をコマみたいにくるっとまわしたら、おもしろいでしょうねえ。影があんなにのびて、町ぜんぶが日時計みたいじゃない」

　キキは目をきらきらとさせて、下をのぞいています。

「ずいぶん、いせいのいいこというじゃない。でもさっきの町みたいに、もう魔女が住んでるかもしれないよ」

「おりていって、きいてみなくちゃわからないでしょ」

　キキはほうきの柄をぐっと下にむけ、ゆっくり町の通りへおりていきました。

　ちょうどそのころ、通りは午後の買い物の人でにぎわっていました。キキが石だたみにとんと足をついてとまると、みんなびっくりして立ちどまりました。中にはこわがってよける人や、人のうしろにかくれる人がいて、たちまちキキを遠まきにして人垣ができてしまいました。キキはあわててほうきから足をはずすと、ジジを肩に乗せ、にっこりと笑い顔をつくりました。

「あの……あたし、魔女のキキっていうんですけど……」

「ほほう、魔女かい。今どきめずらしいねえ」

　ひとりのおばあさんが、めがねを動かしてじっとキキを見ました。

「あら、それなら、この町に今、魔女はいないんですね。ああよかった。あたし、魔女のキキ、そしてこれ、黒猫のジジです。おじゃまさせていただきます」

　キキはそういうと、まわりを見まわして、とくべつていねいにおじぎをしました。

「おじゃまさせていただくって、このコリコの町にかい？」

　男の人が口をはさみました。

「そんなことだれが決めたの？　あの新しい町長さんかしら」

　女の人の声がしました。

　するとみんな、となりの人と顔を見あわせて、かってにいろいろしゃべりはじめました。

「魔女がいると、何かいいことあるんですか？」

「今どき空を飛ぶなんて、へんだと思いません？」

「町にひとりぐらいはいるもんだって、むかしからいいますけどねえ。今までいなくっても、どうってことありませんでしたねえ」

「かあさん、魔女って魔法を使うんでしょ。おもしろそうだね」

「とんでもない、こわいことするのよ」

「まさか、何か悪いこと、たくらんでるんじゃないでしょうな」

　キキはつぎつぎとんでくる、あまりやさしいとはいえないことばをきいているうちに、胸がきゅっといたくなってきました。それでも、笑い顔、笑い顔と自分をはげましながら、何かいわなくてはと思っていました。

「あたし、この町に住まわせていただきたいんです。きれいだし、時計台もすてきだし」

「気にいっていただいたのはけっこうですけどねえ」

「でも、めんどうはごめんですよ」

「まあ、ごかってに」

　みんな、それぞれおしゃべりをして気がすんでしまうと、ばらばらとまたちらばって、町の中に消えていきました。

　キキは今までの元気はどこへやら、すっかりしょげかえりました。この町に魔女がいないときいたとき、めずらしがってみんなが歓迎してくれると思いこんでしまっていたのでした。朝から何も食べずに飛びつづけてきたつかれもどっと出て、このまま体がどこかへしずんでいくような気がしました。

　キキが生まれた町の人は、魔女と暮らすのをよろこんでくれていました。

「魔女ってね、時計にさす油みたいなものよ。いてくれると町がいきいきするわ」

　と、とてもたいせつにしてくれたのです。毎日、おすそわけですよ、とだれかが何かおいしいものをもってきてくれました。もちろんキキたちもお返しのおすそわけをしました。コキリさんのくしゃみ薬をわけてあげたり、また、古くから使っている薬草の名前をおしえてあげたり、ひとり暮らしのお年寄りとあやとりをしてあげたり、ほうきに乗って、わすれものをとどけてあげたり、もちつもたれつ暮らしてきたのでした。

　生まれてからずっと、こんなふうでしたから、今「ごかってに」ととつぜんいわれても……はじめての町で、しかもひとり立ちしたばかりというのに、どう〝ごかってに〟暮らせばいいのか、とほうにくれてしまいます。

　キキは通りをはずれると、ほうきをひきずってしょんぼり歩きはじめました。

「コキリさんがいったようにさ、やっぱり、大きな町ってよくないんだよ」

　肩の上に乗ったままのジジが、耳もとでぽつんといいます。

　キキはなみだがあふれないように、わざとゆっくりうなずくと、

「どうしよう……ねえ」

　とつぶやいて、ジジのしっぽをなでました。

「どうにかなるさ」

　ジジはわざとそのしっぽを元気よくふりました。

　もうすぐ夜になるでしょう。食べものはコキリさんがつくってくれたおべんとうがまだそっくりあります。でも、ねるところはどうしたらいいのでしょう。宿に泊まるお金はあっても、この町で魔女を泊めてくれるところがあるでしょうか。キキはすっかり自信をなくし、ただおろおろと歩いていきました。

「ちぇっ、魔女も弱くなったもんだよ。むかしだったらさ、こんな町なんて、ただじゃおかないんだけど。あの塔を持って、この町ごと、どこかの山のてっぺんにでも乗せちゃうんだけどなあ」

　ジジはキキをはげますように、急に大きな声でいいました。キキはだまってちょっと肩をすくめました。




　どこをどう歩いたのか、あちこちうろついているうちに、せまい通りにきていました。高い建物にかわって、小さな家がよりかかるようにならんでいます。いつのまにか日も暮れて、両側の店も戸をしめようとしていました。食事中でしょうか、お皿のふれあう音や、笑い声が窓のむこうからひびいてきます。

　とつぜん、すぐ前の、半分しまりかけたパン屋さんの中から女の人のかん高い声がきこえてきました。

「あれっ、まあ、あのおくさんたら、たいへんなものをわすれて。ちょっと、あんた、とどけてあげてよう」

　キキは自分にいわれたのかと思って立ちどまりました。するとつづいて、男の人の声がきこえてきました。

「なんてさわぎだい。たいへんたって、たかが赤んぼうのおしゃぶりじゃないか。赤んぼうをわすれてったわけじゃないだろう。おれはこれから寄合があるんだよ。あしたの朝になったらひとっぱしりとどけに行ってやるよ」

「それじゃこまるからいっているのに。あそこはいいお得意さんなんですよ。遠いところから、それも赤ちゃんをつれて、うちのバタパンを買いにきてくれるんですから。たかがおしゃぶりっておっしゃいますけどねえ、赤ちゃんにしてみりゃたいせつなものよ、あんたのパイプと同じです。かわいそうに、今夜あの子は、ねむれないわ。いいですよ、あたしが行ってきますから」

　パン屋のおかみさんらしい人が、シャッターをくぐって店の前に出てきました。中から男の人の声が追いかけてきました。

「おい、だめだよ。そんな体で、大川こえていくなんて」

　見ると、おかみさんは今にも赤ちゃんが生まれそうな大きなおなかをしています。手にはゴムのおしゃぶりをしっかりにぎっていました。

　おかみさんはふりむいていいました。

「じゃ、あんた、行ってくださるの」

「あしたならな」

「ふん」

　おかみさんはぐっとあごをしゃくりました。

「あんたも、もうじきおとうちゃんってもんになるんですよ。そんないじわるなおとうちゃんなんて……」

　おかみさんは店の中にむかってこういうと、ずんとつきだしたおなかを両手でかかえて、歩きだしました。肩が大きくゆれ、息が苦しそうです。

「あのー」

　キキは思わず追いかけると、声をかけていました。

「あたしでよかったら、かわりにおとどけしましょうか」

　おかみさんはふりかえると、二、三歩うしろにさがりました。それから、すばやくキキの頭のてっぺんからつまさきまで見まわしました。

「あなた、おわかいおじょうさんなのに、黒いお洋服着て、それにほうき持って、煙突そうじ屋さん？」

「いえ、あの……じつはあたし……ついさっきこの町にきたばかりの、魔女なんです」

　キキはおそるおそるいいました。

　おかみさんは大いそぎでまたキキをながめました。

「へえー、魔女？　へえー、魔女なの。話にはきいていたけど、見るのははじめてよ、あたし」

　おかみさんは肩で大きく息をしました。

「でも、まさか……ほんとうはお芝居の女優さんなんでしょ」

　キキはあわてて首をふりました。

「いえ、ほんとうなんです。ですからあたし、とどけることならかんたんにできますから、お役にたたせていただきますわ」

　キキはていねいにいいました。

「ほんとの魔女、ねえ……。でも、ちょっぴり遠いのよ。それでもいいの？」

「ええ、いくら遠くてもけっこうですけど……あまり北のほう、北極なんてことないでしょ。あたし、こんな薄着で、マント持ってないんです」

　おかみさんはぷーっとふきだしました。

「あたし、なんだか、あなたのこと気にいったわ。じゃ、おねがいしてもいいかしら」

「ええ、もちろん」

　キキも笑ってうなずきました。でもふと心配になっていいました。

「あの……おくさん」

「やだ、おくさんなんて、あたしはパン屋のおソノさんで通ってるの」

　おかみさんは顔の前で手をふりました。

「じゃ、あの……おソノさん、あたし空を飛んでいくんです。それでもかまいません？」

「また、そんな大げさなこといって。飛行機なんて乗らなくていいのよ」

「いいえ、ほうきに乗るんです」

「えっ」

　おソノさんは首をかしげて、口をぱくぱくあけたりしめたりすると、やっとつぶやきました。

「きょうはへんてこな日だわねえ」

　それからぶるんと頭をふっていいました。

「魔女だろうが、かかしだろうが、飛ぼうが、泳ごうが、あたしはかまいませんよ。話をややっこしくするのはあまりすきじゃないもんで。今、たいせつなのは、おしゃぶりをとどけることですから」

「そうおっしゃっていただくと、あたしも気がらくだわ」

　キキはにっこり笑いました。ジジも肩の上でしっぽをふってあいきょうをふりまきました。

「そうと決まれば、はやいとこおねがい」

　おソノさんはエプロンのポケットをさぐりながらいいました。

「すぐ地図を書くわね。それと、あんたを信用しないわけじゃないけど、とどけたらこの地図に赤ちゃんのおかあさんの名前を書いてもらってきてよ。そうしたら、あたし、何かお礼ぐらいはしますよ」

「わー、やったあっ」

　キキは思わず友だちにいうようにさけんでしまいました。それから、地図とおしゃぶりを受けとると、すぐほうきにまたがり、足でどんと地面をけって飛びあがりました。

「あれっ、やっぱり本ものだったの？」

　おソノさんのおどろく声が、追いかけるようにきこえてきました。




　キキが無事におしゃぶりをとどけると、赤ちゃんのおかあさんは、「たすかったわ」と何度もお礼をいってくれました。大声で泣いていた赤ちゃんもおしゃぶりが口に入ると、にっこり笑ってくれました。

　キキはパン屋さんにむかって、また空を飛びながら、とてもいい気持でした。

「たすかったわ」といわれて、さっきからしょげていた心がふうっとあたたかくなってきたのでした。キキはおしりにしがみついているジジにいいました。

「あたしね、だいじょうぶだから、あんたも安心していいわよ」

「ふん」

　ジジは鼻を鳴らしました。

「なんだか急におなかがすいてきたよ」

「ほんとだ」

　キキは手をのばして、ジジの背中をぽんとたたくと、つづけていいました。

「この用事が終ったら、どこかの木の下にでも行って、かあさんのつくってくれたおべんとう食べよう。でもすこしにしておこうね。だいじに食べないとね。お月さまがあんなに大きくって、やっぱりたすかるわねえ」




　パン屋のおソノさんは、さっきと同じところに、さっきと同じように空をむいて口をあけたまま立っていました。キキがしずかに着陸すると、とびつくようにしていいました。

「空を飛べるって便利ねえ。おねがい、あたしにも飛びかた、おしえて」

「それはむりなんです。魔女の血が流れていないと飛べないんです」

「そうなの……」

　おソノさんはざんねんそうな声をあげました。

「あたしだって、流れていないとはかぎらないけど……どう？　見えない？」

　おソノさんは大きなおなかから両手をはなして、鳥の羽のようにひろげると、ばたばたと動かしました。

　キキは目をふせて、ちょっと笑いました。

「やっぱり魔女じゃないみたいだわ」

「やっぱり？　どうしてわかっちゃうの？」

「なんとなくなんです」

「まっ、つまらないこと。でもむりでしょうねえ、うちのおばあちゃん、そのずっと前のおばあちゃんだって、魔女だったって話はきいたことないんですものね。あっ、そうそう、赤ちゃん、どうでした？」

　キキは、名前を書いてもらった地図をおソノさんにさしだしました。

「泣いていたけど、すぐごきげんになって……あたしもうれしくなっちゃった」

「それはよかったわ。ところで魔女さん、お礼をしなくちゃね」

「どうぞキキって呼んでください。お礼なんてとんでもないですわ。いい方にお会いできて……それだけで、もう……あたし、ついさっきこの町についたばかりなんですもの」

「まあ、欲のないことねえ。きょうの売れのこりでわるいけど……」

　おソノさんはそういいながら、お店の中からバタパンを五つかかえてきてキキにわたしてくれました。

「まあ、おいしそう。それでは、いただきます」

　キキは思わずはずんだ声をだしてそれをうけとると、ていねいにおじぎをして、立ち去ろうとしました。

「ねえ、魔女さん、あっ、キキっていうんだったわね。あんた、この町にきたばかりっていってたけど、今夜はどこに泊まるの？」

　おソノさんが声をかけました。

「………」

　キキはふりむくと、ジジを抱いたまま、しょんぼりと下をむいてしまいました。

「まさか、泊まるとこがないっていうんじゃないでしょうねえ」

「………」

「なんで、それをはやくいわないの。それじゃ、うちの粉置場の二階を使いなさい。小さいけどベッドが一つあるし、まあまあ水も出るわ」

「えっ、ほんとですか」

　キキは思わずジジを抱きしめてさけびました。

「もし気にいらなかったら、あした、もっといいとこさがせばいいわ」

「いいえ、とんでもない。たすかりました。あたし、ほんとは、こまっていたんです。でも、いいんですか。あたし、魔女なんです。この町の人たちはあまりおすきじゃないようですけど」

「あたしはあなたのことを気にいったわよ。安心してよ。それに魔女をうちに泊めるなんて、たぶんちょっとすてきなことだと思うの」

　おソノさんは、またしょんぼりしてしまったキキのあごに手をあてて、上をむかせると、ぱちりと片目をつぶってみせました。




　パン屋さんのとなりにある粉置場は、どこもかしこもうっすらと粉をかぶって白く見えました。キキとジジは、安心しておべんとうを食べると、つかれきって、ベッドにもぐりこみました。

「ぼく、あしたになったら、白猫になってるんじゃないかな」

　ジジは自分の体を見まわして、小さなくしゃみをしました。

「でもジジ、あんたのすきな、お日さまのあたりそうな出窓があるじゃない」

　キキはほっとしていました。長い旅をして、ひとり立ちの一日はやっと終ろうとしていました。

「ねえ、キキ、あした、どこかほかの町さがす？」

　ジジがききました。

「あたしね、もうすこしこの町にいようかと思ってるの。思ったようには歓迎されなかったけど、パン屋のおばさん、あたしのこと気にいってくれたでしょ。もしかしたら、もうひとりか、ふたり、気にいってくれる人がいるかもしれない、そう思わない？」

「うん、まあね。もうふたり、か、三人ぐらいはいるかもしれないよ」

　ジジはそういうと、もうすーすーと寝息をたてていました。







　４　キキ、お店をひらく







　魔女のキキが、このコリコの町にきて、きょうでもう三日がすぎました。

「いつまでいてもいいのよ」

とパン屋のおソノさんがいってくれるのをいいことに、キキは粉置場にずっとこもったきりです。かあさんのコキリさんのつくってくれたおべんとうののこりと、おソノさんにもらったバタパンを、あまり食欲のないおなかにすこしずつ入れながら、ベッドのはじにぼうっとすわったままですごしてきました。そんなキキの気持がうつったのか、ジジもキキのそばにぺたりとくっついてはなれません。

　きょうあたりはもう、そろそろ食べるものを買いに出なければなりません。それなのにキキは、どうしても外に出ていけないのでした。ひっきりなしにきこえてくる町の音や、窓ガラスごしにいそがしそうに歩いている人たちを見ると、わけもなくおびえてしまうのでした。この町ではなにもかもが、知らんぷりした顔で動いているように見えるのです。あの夜、赤ちゃんにおしゃぶりをとどけたときは、もうだいじょうぶと自信がわいてきたのに、その気持はつぎの日の朝には、ぺちゃぺちゃとつぶれてしまっていました。

「だってさ、あたし、だってさ……」

　と、きょうも朝から、ことばにもならないいいわけを、心の中でくりかえしているのでした。

　このままこの町で、人間のふりして暮らすこともできるのです。でなけりゃ、うちに帰ることもできないわけではありません、はずかしいのをがまんできれば……。でも、そんなことをしたら、頭だけちょっと出して一生を終るようなみのむしと同じになってしまう、みのむしにはわるいけど、あたしはいやだとキキは思うのでした。キキは部屋のすみに立てかけたままのコキリさんのほうきを、何かがつかえたような胸に手をあてて、ながめました。

（こんなことじゃいけない。何かあたしにできるものを見つけなくちゃ……あたし、おしゃぶりをとどけてあげたわ。ああいうことだったら、できるかもしれない。空を飛ぶことは得意だもの。……ほら、かあさんもいってた。大きな町ではみんないそがしいって。その大きな町にちょうどあたしはいるんだもの。いそがしくって、ちょっとしたとどけものにもこまっている人は、たくさんいるかもしれないわ）

　考えているうちに、キキの心はほんのすこしふくらんできました。

　それで、キキは、ようすを見にきたおソノさんに相談してみました。

「とどける……って……つまり運送屋さん？」

　おソノさんはちょっとわからないというようにたずねました。

「そうなんですけど……でも運ぶものはなんでも、荷物っていえないようなもの……小さなものとか、いろいろ。……気らくに、ほら、おとなりのおねえさんにたのむようにたのんでくださってもいいし……」

「ふん、そりゃ、いいかもしれない。ふんふん。考えてみると、このわたしもたすかるわ。赤ちゃんが生まれたら、ちょっとしたことでも、なかなか出かけられなくなっちゃうもの。ふん、いいわよ、これはいいわ」

　おソノさんはだんだんと身をのりだしてきました。

「でも、そんな小さなものまで運ぶとすると、料金を決めるのがむずかしいわねえ。どうするつもり？」

「それでしたら、ほんのおすそわけでけっこうなんです」

「えっ、なに？　それ」

　おソノさんはききかえしました。

「お、す、そ、わ、け、です。あたしたち魔女は、このごろではそうやって暮らしているんです。あたしたちができることでお役にたてていただいて、そのかわり、みなさんのものをすこしわけていただいて、こういうの『もちつもたれつ』ってもいうんです」

　キキは、知らず知らずのうちに、コキリさんの口調をまねていました。

「そういえば……そんなことば、あったわねえ。でも、それじゃたりないでしょ」

「いいえ、あたしたち、あまりいろいろなものいりませんから。洋服もこのとおりだし、食べものもすこしでいいし……なければないようにやっていくつもりですから」

「そういうことなの」

　おソノさんは感心したようにうなずきました。

「ということになると、やっぱりお店がいるわねえ」

「ええ、小さくても、看板ぐらいかけて、『おとどけ屋』とか……」

「じゃ、ここはどう？　下の粉置場。荷物をすみにかたづけて」

「えっ、いいんですか？」

「まあ、小さすぎるかもしれないけど、でも商売っていうのはね、小さくはじめるのがいいのよ。だんだん大きくする楽しみがあるから」

　おソノさんは、まるで自分がはじめるようにうきうきしていました。

「そうと決まれば、はやいほうがいいわよ。でも、キキ、『おとどけ屋さん』っていう名前はあまりよくないんじゃないの。『おとぼけ屋さん』ってきこえるわよ。あたし、どこかで『宅急便屋さん』っていうのあるってきいたことあるわ。お宅まで大いそぎでとどけるっていうんで、そんな名前にしたんですって。とってもちょうほうなんですって。そうだわ、あなたがやるんだから、その上に〝魔女〟をつけるのよ。〝魔女の宅急便〟、いいじゃないの」

「魔女なんてつけて、だいじょうぶかしら」

「また、そんなえんりょをして。お店の名前は変わっているほうがいいのよ。うちをごらんなさいな。『グーチョキパン屋』よ。だれでもすぐおぼえてくれるわ。これも商売のこつ」

　おソノさんはキキを見ながら、自信がありそうに何度もうなずきました。




　そのつぎの日、おソノさんに女の赤ちゃんが生まれました。キキは、パン屋さんのてつだいやら、おソノさんの世話やらで大いそがしでした。そのため、店の準備はすこしあとにのびましたが、十日ほどたって、とうとう開店の日がやってきました。

　粉がついてうっすらと白くなっていた表の壁は、ていねいにそうじされ、看板がかけられました。

「魔女の宅急便。こっちのお宅から、あっちのお宅まで、どこよりもはやく、どんなものでもおとどけいたします。電話番号は一いち二に三さん─八は一い八は一い」

　おソノさんの口ききで、こんないい番号の電話がひけたのでした。

　キキとジジは何回も外へ出て、看板を見あげました。

「もうはじまっちゃったんだから、心配したってしょうがないものね」

　キキはそのたびに、ひとりごとのようにいいました。

「そうだよ。ひとり立ちのときわくわくするっていってたのは、どこのどなたさんでしたっけ」

　ジジもせいいっぱい、キキを力づけました。

　店の中も、おソノさんのご主人のおかげで、いちおう必要なものはそろいました。今まであちこちにおいてあった粉の袋をすみっこにかたづけて、入口近くに、板とレンガでつくった机をおきました。その上に、新しい電話をおき、目の前の壁には、コリコの町の大きな地図をはりつけました。そして入ってきた人がすぐ目につく正面の柱に、きれいにみがいてぴかぴかにした、あのかあさんのほうきをさげました。キキはそれを見ながら、つくづく思いました。

（あの細い新しいほうきでなくてよかった。たくさんある心配のうち、ほうきの心配だけは、しなくってすむもの）




　ところが、開店はしたものの、一週間たっても、お客さんはひとりもありませんでした。

「やっぱり魔女って名前をつけたのがいけなかったかもしれないわねえ。これ、あたしのせいね。ごめんなさい。あずけた品物が魔法をかけられて変わったり、なくなったりするんじゃないかっていう人がいるらしいのよ。じょうだんじゃないわよねえ」

　キキが赤ちゃんを見に行ったとき、おソノさんはすまなそうにいいました。

「一度ためしてくれればしめたものなんだけどねえ。あたしが動けるんなら、いい方法を考えてあげられるんだけど」

「だいじょうぶよ。今にきっと、わかってもらえるわ」

　キキは笑ってみせました。が、おソノさんのところから帰ってくると、椅子にぐったりすわりこんでしまい、昼ごはんをとるのもわすれていました。

「あたし、悲しいわ。どうして魔女は悪いことをするって決めちゃうの？」

「知らないからだよ。しょうがないよ」

　ジジがおとなぶっていいました。

「ほんとうなの、知らないのよね。もともと魔女は悪いことなんてしていないのよ。変わったことはしたかもしれないけど……人間って自分で理解できないことは、かんたんに悪いことにしちゃったのよね。そんなことはむかしのことだとばかり思っていたのに……」

「だからさ、おしえてあげなきゃ。つまり宣伝っていうのが、必要なんじゃないの」

「宣伝？　どうすりゃいいの？」

「手紙をいろんなところに出すとかさ」

「どんな？」

「かわいい女の子の魔女です、とかさ」

「ふう、それはいいわねえ」

　キキの声がやっとすこし明るくなってきました。

「それじゃ、手紙でも書きますか……」

　キキは立ちあがると、しめきっていた窓をあけました。待っていたように、風が入りこんできます。あまり強くもつめたくもない、やさしい春の風でした。そして、その風を顔にうけたとたん、キキは、このところ石のようにかたくなっていた気持が、すっとぬけていくのがわかりました。

　キキは、土の中から出てきたもぐらみたいに、まぶしい目で、ゆっくりとあたりを見まわしました。

　通りのむこうにならんでいるどの家の窓も、大きくあいています。カーテンもきっちりあけられ、お日さまがいっぱいにあたっています。風に乗って、ラジオの音楽がきこえてきました。だれかがだれかを呼んでいるような声もきこえてきます。

　キキはちょっとはなれたアパートの窓に、ふと目をとめました。ひとりのわかい女の人が、大きく手をふっているのです。せわしなくおいでおいでをして、どうもキキにむかってふっているように見えるのでした。キキは「あたしのこと？」というように、大いそぎで指を顔にあてました。女の人は「そうだ」というようにうなずくと、また手まねきをつづけました。キキはさっと目を走らせて、その窓のあるところをかぞえました。どうやら三階の、左から四番目の部屋のようです。

　キキはほうきに手をかけると、

「あたしちょっと行ってくる、呼ばれてるみたいなの。ジジ、あんたもくる？」

といいながらドアをあけました。ジジはだまってキキにとびついてきました。




　キキが階段をのぼっていくと、その部屋はドアがあいていて、すぐわかりました。中では、さっきのむすめさんが空色のトランクを片手に、鏡の前で赤い帽子をかぶっているところでした。

「さ、入って、入って」

　鏡にうつったキキに気がつくと、早口でいいました。

「あたし、パン屋のおかみさんにきいたんだけど……あんた、荷物をとどけてくれるんですって？」

「ええ、まあ」

「空、飛んでくんですってねえ」

「はい」

　キキはちょっと目をふせました。また何かいわれるのじゃないかとこわくなったのでした。

「ちょっとしたお礼でやってくれるんですってねえ」

　キキはだまってうなずきました。

「だけど、あんた、かわいいのねえ。あたし、魔女だっていうから、口から牙きばはやして、頭に角でもついているのかと思ったわよ」

　むすめさんはことばとは反対に、ちょっとつまらなそうな顔をしました。キキは思わず「ひどい！」っていいそうになって、あわてて口をつぐみました。

「あっ、ごめん、この町には魔女がいなかったもんだから。あたし、見たことなかったのよ。お話の中じゃ、すごくこわく書いてあるんですもん。ところで、ちょっとしたお礼っていくら？　空飛ぶんじゃ、きっとお高いんでしょうねえ」

「いいえ、ほんのおすそわけでいいんです」

　キキはまた目をふせていいました。

「おすそわけ？　なに？　それ。あたしはお針子だから、スカートのおすそはしょっちゅうあげたりさげたりしますけどねえ……」

　むすめさんははじめてふりむくと、鼻にしわをよせて、キキを上から下までずーんとながめました。そして、首をふりながら、ツッツッツッと舌を鳴らしました。

「あなたのそのドレス。すてきだけど、ちょっと長すぎるんじゃない？　スカートからひざを半分だすのが今年の流行よ。そうだ、ちょうどいいわ。あたし、三日たったら帰ってくるから、あなたのそのスカートのおすそをあげてあげるわ。料金はそれでいいってことにしない？」

（運ぶものもまだいわないうちに、ひとりで決めちゃうんだから……）

　キキはちょっと口をまげて立っていました。

　むすめさんはまた鏡を見て、帽子をピンでかっこうよくとめると、前よりももっと早口でいいました。

「あたしね、遠くのお客さんに呼ばれて急に出かけなくちゃならなくなったの。洋服がほしいと思ったら、その日のうちに着てみたいせっかちなお客さんなもんだから。それで……」

　むすめさんはテーブルの上にのっている、白いレースのおおいがかかった鳥かごを指さしました。

「これ、おいの五つのたんじょう日の贈りものなんだけど、あたしのかわりにとどけてほしいの。あの子ったら、新しい鳥かごとお人形と、二つもほしいっていうのよ。あたし、約束させられちゃったの。それもきょうの四時までにとどけるって。ちょっとでもおくれたら九十四回もさかだちさせられちゃうんだから。そんなにしてごらんなさいよ、どっちが頭でどっちが足だか、わからなくなっちゃうでしょ。あと一時間しかないわ。ぜったいにまにあわせてよ。おねがいよ。えっ、住所？　アンズ通り十番地。川をのぼって、町のはずれの大きな花屋のうらの道。えっ、名前？　わんぱく坊主、それでわかるわ。じゃ、よろしくね」

　むすめさんはひとりでべらべらとしゃべると、せきたてるように鳥かごをキキに手わたして、自分もアパートを出ていきました。

　キキはレースをめくってかごの中をのぞきました。

「まあ、ジジ、あんたにそっくりよ。かわいいこと」

　中には、首にハッカ色のリボンを大きくむすんだ黒猫のぬいぐるみが、銀色のざぶとんの上にちょんとすわっていました。むすめさんのお手製なのでしょう。

　キキは鳥かごの取手をほうきの柄に通し、ラジオのすぐうしろにぶらさげると、

「うしろからしっかり見ててね」

　と、ジジをほうきの房の上にすわらせました。そして建物のかげから大いそぎで飛びあがりました。

「ひさしぶりねえ。いい気持だわ」

　お日さまはもう西の空にうつって、まぶしく光っています。ジジはときどき風でもちあがるレースのカーテンごしに、かごの中をにらんでいます。

「あいつ、リボンなんてつけて、おしゃれしちゃって」

　ぼそっとつぶやいて、しばらくしてからまたひとりごとをいいました。

「あいつ、あんなもんにすわっちゃって」

「おや、あんたもほしいの？」

　キキがふりむいて笑いかけました。

「あれはね、じっとしているぬいぐるみ用なのよ」

　ジジはキキのことばには知らんぷりで、体をそろりそろりとかごのそばに近づけていきました。そして前足をのばすと、いきなり爪でかごをひきよせました。ほうきががくんとゆれました。

「だめっ。じっとして」

　キキがどなりました。ジジは耳をぴんと立てると、ゆっくりと前足をひっこめて口にくわえました。

「ジジ、かごに入りたいの？　まさかねえ」

「だって、きれいじゃないか」

「まったく、ジジったら、あたしと同じ年って思うといやになるわ」

　キキはあきれて笑いました。

　ほうきもまた、なめらかに飛びはじめました。するとジジは、それを待っていたように、こんどはすばやくかごの入口を爪であけ、体をのばして入りこもうとしました。ほうきがものすごくゆれだしました。

「あっ、あっ、あっ」

　キキがあわててとめようとしてもだめです。ひらいたままのかごの入口から、ぬいぐるみの猫がころげだしました。

「ああっ」

　キキがさけんだって、手をのばしたって、もうまにあいません。ぬいぐるみは、黒いうずまきのようにまわりながら、落ちていきました。

　キキはすぐさま方向を変えると、追いかけはじめました。はるか下のもりあがった緑の森が、みるみる近づいて、キキはそこにつっこむようにとびこんでいきました。木の枝がびんびんと体にあたります。やっと小さな空き地を見つけて、地面に足をつけました。そしてすぐほうきをふりまわして、あっちの木の枝、こっちの草のあいだとさがしてあるきました。

　でも、見つかりません。森は大きいし、おまけに木はやわらかい葉をいっぱいにつけています。枝のかさなりあった暗いところにでもひっかかっていたら、さがしきれるものではありません。それに、軽いぬいぐるみですから、もしかしたら風にふかれて、まるで方向ちがいのところに落ちてしまったかもしれないのです。

　キキは泣きだしたくなってしまいました。

　あのむすめさんは、はじめて会ったキキを信用して、だいじな用事をいいつけてくれたのです。開店してはじめてのお客さんだったのに、それが失敗しそうなのですから。

　約束の四時はもうすぐです。キキは、申しわけなさそうにちぢこまっているジジをにらみました。

「あなたって猫は……」

　キキはここまでいいかけて、ふっと息をつきました。

「そうだわ、いいこと思いついたわ。ジジ、あなたがかわりにこの鳥かごに入りなさい」

　ジジはびくっと顔をあげると、首をふってあとずさりしました。

「入りたかったんでしょ。いいから入りなさい。時間がないの」

　キキは声をはりあげて、かごを指さしました。目がきゅっとつりあがっています。ジジはあわててかごの中に入っていき、それでも、落ちずにのこったあの銀色のざぶとんにすわるのだけは、わすれませんでした。キキはかごの戸をしめると、こんどはやさしくいいました。

「ちょっとのあいだだけよ。ぬいぐるみが見つかったら、すぐとりかえに行ってあげるから」

　ジジは、うらめしそうにキキを見あげました。

「とするとさ、ぼくがぬいぐるみってことになるの？」

「そうよ」

「じゃ、鳴いちゃいけないんでしょ？」

「そう、ねちゃえばいいのよ。らくちんよ」

「息もしちゃいけないの？」

「なるべくね」

「だけど、いやだよ。あいてはわんぱく坊主だよ。九十四回もさかだちさせるって、あの女の人、いってたでしょう」

「だいじょうぶよ。すぐむかえに行ってあげるから」

　ジジはふーっとためいきをつくと、しょんぼりうずくまりました。そして顔をくるんとむこうへむけてしまいました。キキはこんどは用心して、鳥かごを自分の前にぶらさげ、大いそぎで飛びあがりました。




　川にそって四つ角ごとに書かれた通りの名前を見ながら進んでいくと、花屋さんのうらのアンズ通り十番地はすぐわかりました。玄関のベルを押すと、どたどたと足音がして、「おばちゃん？」という声といっしょにドアがあきました。

　そこには、ほっぺたの上に一つ、鼻の上に一つ、おでこに二つ、ひざっこぞうに三つ、ばんそうこうをはった男の子が立っていました。

「ごめんなさい。おばさん来れなくってね、かわりに来たの。はいこれ、おやくそくの贈りものですよ。おたんじょう日、おめでとう」

　キキからかごをうけとった男の子は、すばやく中をのぞくと、両手でかかえてうれしそうにはねまわりました。すきまから、ジジも顔をしかめていっしょにはねているのが見えます。キキはあわてていいました。

「おっととと、その猫ちゃん、かわいがってあげてよ」

「うん、かわいがるよ。たいせつにするよ。きちんとたたんでポケットに入れとくよ」

　男の子はべろんと舌を出しました。

「ひゃーっ」

　かごの中から、あわれな声がかすかにきこえてきました。

「じゃ、またね」

　キキは男の子に手をふりました。

「あれっ、また、何かくれるの？」

「ええ、たぶん」

　キキはそういうと、ほうきをかかえて、かけだしました。

　ひき返すと、そこは公園の森でした。ぬいぐるみが落ちたあたりをもう一度念入りにさがしてあるきました。でもどうしても見つかりません。

　もし、このままだったら……ジジはずうっとあのわんぱく坊主のところにいなくてはなりません。キキのところには帰ってこない……たったのふたりきりだったのに……。

　あたりには夕暮れが近づいていました。キキはとほうにくれて、そばの木によりかかりました。そして、ふと目を落として自分のスカートをつまんでながめました。

「この洋服のすそを切って、あたしがぬいぐるみの猫をぬうよりしかたがないわねえ。みじかいスカートがはやっているっていうから……やってみようか……」

　そのとき、うしろからこんな歌が小さくきこえてきました。


　　　「わるいくろは　けむりのくろ

　　　いいくろは　黒猫のくろ

　　　もっといいのは　魔女のくろ

　　　くろは　いろいろ

　　　いらいら　えらぶ」



　キキがおどろいてふりむくと、木の枝のすきまから小さな家が見えました。森の木と思ってよりかかっていたのは、のびほうだいにのびた垣根の木だったようです。あいた窓べで、髪の毛をきゅっとうしろでむすんだ女の人が、背中をこっちにむけて絵を描かいていました。

（あの人、何か知ってるかもしれない。きいてみよう）

　キキは、すこしあいていた垣根のしげみをやっとかきわけると、草花がさいている庭をよこぎって家に近づいていきました。

　キキが声をかけようと背のびをして窓をのぞきこむと、女の人の描いているのは、どうやら猫の形をしているようなのです。はっとして、絵のむこうを見ると、そこにはなんと、あの、なくしたぬいぐるみがおいてあるではありませんか。

　女の人は、物音にふりむきました。

「あっ、あの、そっ、それ」

「あっ、それ、そ、その……」

　顔を見あわせたふたりは、同時にさけびあいました。

「ああ、よかった」

「ああ、うれしい」

　ふたりは同時に息をつきました。

「見つかって、よかった」

「見つかって、よかった」

　またまた、ふたりは同時にいいました。

「何が？」

「何が？」

　ふたりはふしぎそうにききあいました。

「あたしはその黒猫のぬいぐるみよ」

「あたしはあなた。すてきな黒いドレスの女の子よ」

　また同時にとびだしたふたりの声は、途中でぶつかって、こんなふうにきこえました。

「あたしはすてき、その黒猫ドレスの女の子のぬいぐるみ」って。

　キキは、やっとおちつくと、今度ははっきりと女の人にたずねました。

「もしかして、その黒猫のぬいぐるみは、空から落ちてきませんでした？」

　女の人はふしぎそうにキキを見ました。

「空からふってきたか、地からわいてきたかは知らないけど、さっき森で見つけたの。あたし、ずうっと展覧会の絵のためにさがしてたのよ、いい黒をね。黒の中のほんとうの黒をね。できれば魔女の黒をね。この黒猫は、まにあわせなの」

　女の人はふと口をつぐむと、キキの持っているほうきに目を走らせてさけびました。

「あっ、あなた、もしかして……」

「あたしは、その、魔女ですけど」

　キキがうなずくまもなく、女の人はとびつかんばかりに窓から身をのりだして、キキの手をにぎりました。

「よかったら、この黒猫なんて、あなたにあげるわ。だから、さ、はやく中に入って、あの椅子にすわってちょうだい。あたしね、この町にはむかしから魔女がいないっていうから、ひっこそうかって考えてたくらいなのよ。でも、なんてすばらしいの。魔女のほうからきてくれるなんて。さ、すわって、すわって」

　キキは女の人のいきおいに押されそうになりながらも、手をふりました。

「いいですよ。でもね、今はだめ。あのぬいぐるみの猫いただければ、そのかわり本ものの黒猫、それも魔女の猫をつれてきます。あたしとそろって絵を描いていただくわ」

「ほんと？」

「ぜったい、ほんと」

　キキは大きな声でうなずくと、ぬいぐるみの黒猫をうけとり、あとも見ずに走りだしました。

「約束よう」

　女の人の声が追いかけてきました。




　キキがわんぱく坊主の家についたころには、もうすっかり暗くなっていました。キキは足音をしのばせて、あかりのついた窓を一つ一つのぞいていきました。

　あっ、ジジがいました。わんぱく坊主にしっかりと抱かれて、ベッドの中でいっしょにねていました。きちんとたたむどころか、ぐちゃんぐちゃんにたたまれていました。ジジの顔は背中のほうをむいて、坊やの手にぎゅんとおさえられ、おなかはわきの下におしつぶされています。わんぱく坊主とおそろいのばんそうこうが、鼻の上にはられていました。

　キキはそっと窓をあけ、背のびをしてジジのしっぽをひっぱりました。ジジは動きません。すっかりぬいぐるみになりきっているみたいです。キキの鼻の奥が、つーんといたくなってきました。ジジがたいせつななかまだということが、いまさらながら身にしみました。

「ジジ、ジジ」

　キキは小声で呼びました。ジジがゆっくり片目をあけました。キキは、ぬいぐるみの猫を坊やのおなかの上において、いいました。

「はやく」

　ジジはそっとぬけだすと、まりのようにはずんでキキの腕の中にとびこんできました。のどの奥で、泣き声だか、笑い声だかが、ぐるぐると鳴っていました。




「すてきだね、おおっぴらに息ができるってさ。動けるってさ」

　ジジはキキといっしょに空を飛びながら、きょろきょろ目を動かしました。

「それがねえ」

　キキは、ジジのほうを見ないでいいました。

「すまないけど、ついでにもうちょっとてつだってほしいの。でもこんどは、ぬいぐるみのふりじゃないのよ。だから笑っても、泣いてもいいのよ」

「それなら、らくちんじゃないか」

　ジジはものわかりよくうなずきました。

　ところが絵描きさんは、キキとジジをならべてすわらせると、こういったのです。

「きちんとしててよ。魔女猫さんはしっぽをくるんとまるめて。それからつんとした顔をして。そうそう、息をとめて、そのまま、そのまま、動いちゃだめよ」

　ジジはおこって、ぶーっと毛を立てました。

　すると絵描きさんは、うれしそうにさけびました。

「まあすてき、さすが魔女猫、そのまま、そのまま」

　キキもいっしょにすましてすわりながら、なんだかとてもうれしくなりました。

（あたしのこと気にいってくれた人が、ここにも、ひとりいたわ）




　その夜、キキは、オキノさんとコキリさんに、はじめての手紙を書きました。


　　「コリコという町に住むことにしました。海の近くの大きな町です。ちょっと大きすぎるかなと思いましたが、あたしがはじめようと思った仕事にはぴったりの町なのです。それは『魔女の宅急便』といって………」



　キキは元気をなくしたときのことはのぞいて、今までにあったことをみんな書きました。そして、手紙をこんなふうに終りにしました。


　　「お針子さんから、おすそわけをいただくとしたら、あたしの服のおすそあげではなくって、ジジに銀色のざぶとんをつくっていただこうと思います。こんど、ジジのすました顔を絵にして送ります。

　　　楽しくやっていますから、どうぞご心配なく。とうさんもかあさんもお元気で。では、さようなら」









　５　キキ、一大事にあう







　キキは店の戸をあけると、「まぶしい」と思わずひたいに手をかざしました。

　いいお天気でした。

　キキがこの町にきたころは、お日さまの光は空をゆっくり遊びながら落ちてくるようでした。キキが生まれそだった森の多い小さな町のお日さまと、そんなにちがっていませんでした。でも、今、この町のお日さまの光は、ねらって投げつけるまりのように、せわしなくぶつかってきます。

「海辺の夏ってすごいのね、ふうふうしちゃう」

　キキはつぶやきながら、胸のボタンを一つはずして風を入れると、ちょっと背のびしました。

（あらやだ。背のびしたって、見えるわけないのに、かあさんの手紙のせいだわ）

　キキが生まれた家からは、背のびをすると、東の草山のてっぺんがよく見えたのです。おととい、かあさんのコキリさんは、手紙でその草山のことを書いてきたのでした。


　　「きのうね、かあさんは用事で出かけた帰りに東の草山まで飛んでいきました。あなたがお使いに行くと、あそこに寄り道してなかなか帰ってこなかったのを思い出してね。草がひざっこぞうぐらいまでのびていましたよ。かあさんはしばらくすわって空を見てました。それからどうしたと思う？　ねちゃったのよ。草はいいにおいがするし、すずしい風がふいてくるし。どのくらいたったかしら、目をさましてあわてて帰ってきたの。そしたらかあさんの顔を見てとうさん、笑うじゃないの。キキにそっくりだって。ほっぺたに草のあとがいっぱいついちゃってたのよ。かあさんも思わずいっしょに笑っちゃったわ」



　キキは燃えるような日ざしの中で、遊びなれた草山や、小さな町の小さな通りのあれこれを思い出すと、もうなつかしさで胸がいっぱいになってしまいました。

「さあ、はじめよう」

　キキは思いなおすように商売道具のほうきをとると、やわらかい布でみがきはじめました。これはキキが「魔女の宅急便」をはじめてから、毎朝かかさずにしている仕事でした。

「おや、おや、働きものだこと。きょうもお仕事？」

　となりのパン屋の店先から、赤ちゃんを抱いたおソノさんが出てきて、窓から声をかけました。

「そんなにいっしょうけんめいしてもね、きょうはあんまり商売にならないと思うわよ。町がからっぽだもの。まあね、そこの横町で道路をそうじしている、感心な男の子もいるみたいだけど……ほとんどの人はいないわ」

　キキは顔をあげて通りをのぞきました。そういわれれば、目にとまるのはまぶしい光と、くっきりと黒い建物の影だけです。

「きょうは日曜、しかも夏のまっさかり、みんな海に行っちゃったのよ」

「海へ、何しに？」

「もちろん泳ぎによ。あなたもきょうは休みにして行ってきたら？」

「こんな暑いのに？」

「いやだわ。暑いから行くんじゃないの。気持のいいもんよ。ここにいたら、海に行かないと夏はつらいわよ」

「でも、あたし、泳いだことないの」

「じゃ、なおさら、行ってらっしゃいよ。水着ならあたしのかしてあげるわよ。ちょうどわかいとき着た黒いのがあるから。魔女はやっぱり、黒いのじゃなくちゃいけないんでしょ」

「おソノさんは行かないの？」

「こんな小さいのがいるのよ。むり、むり。今年はがまんだわ。そこへいくと、キキはいいわねえ。ほうきでひとっ飛びなんだから」

「あたし、いっしょに行ってあげるわよ。赤ちゃん見ててあげるわ」

　キキはおソノさんの腕の中で気持よさそうにねている赤ちゃんのほっぺたを、そっとさわりました。

「いいのよ。キキ、あなたもこの町にきてからずーっと、気持の休まるときがなかったでしょ。すこしずつ仕事もふえてきたし、ひさしぶりにのんびりしてらっしゃいな。ただ砂の上でねそべってるだけでもいいものよ。ちょっと待ってね。今、水着もってきてあげるから。洋服の下に着ていって、むこうでぬぐとかんたんよ」

　おソノさんはいそいで家に入っていきました。

「海……か」

　キキは小さくつぶやきながら、黒猫のジジに声をかけました。

「ねえ、ちょっと行ってみる？」

　暑さをさけて、風通しのいい階段に、まるでとけたバターのようにねそべっていたジジは、めんどくさそうに鼻声でこたえました。

「毛皮を着ている者にねえ、こんな暑いなか動けっていうんですか。ひどい話だ」

「あら、海風にむかって飛ぶのよ。うちの中でじっとしているより、よっぽどらくだと思うけど。それにさ、ほうきにだって、たまには遊び飛びっていうの、させてあげなくっちゃ」

「たまにですかねえ」

　ジジは鼻を鳴らして、のっそりと立ちあがり、しっぽでばたばたと体をたたきました。これは出かけるときのジジのくせなのです。キキはにっこりして首をすくめると、店の窓をしめはじめました。

　キキはおソノさんがもってきてくれた水着を着てみました。ぎゅーっとひっぱって体を入れると、ばちんとゴムみたいにはねて体にすいつきます。

「これでいいの？」

　キキははずかしくなって、体をちぢめておソノさんにききました。

「そう、にあうわよ。あたしもむかしは、あなたぐらいやせてたのよねえ。その水着が着られるなんて、うらやましいこと」

「でも、なんだか、体がはみだしてるみたいで……いやだなあ」

「いいのよ、それで。海に行けばみんなおんなじだから、気にならなくなるわ」

　おソノさんはそういいながら、自分もスカートをひっぱって、足をにゅっと出してみせました。

「さ、はやく行ってらっしゃい」

　キキは水着の上に洋服を着ると、ラジオをぶらさげたほうきを片手に、ジジと外に出ました。それからお店の戸に、「本日臨時休業」というふだをさげました。




　キキとジジは、ぬけるような青い空の中を飛んでいきます。ラジオからは調子のいい音楽がひびいてきて、キキはそれにあわせてからだをゆすっていました。

「なんていい気持なの」

　うまく風に乗っては、右へ左へと大きくカーブをつけて飛んでいきます。

「飛べるって、ほんとにすてきなことだわ。おソノさんが飛びたがるの、むりないわねえ」

　キキは下にひろがっているコリコの町を、目を細めてながめました。大川をはさんで両側に、ちょうちょの羽根のようにのびているこの町も、音楽にあわせて動いて見えます。

「ねえ、キキ、ラジオが何かいってるよ」

　ジジがうしろからキキの背中をたたきました。いつのまにか音楽は終って、天気予報に変わったようです。

「それでは特別警報をくりかえします。本日コリコ地方の海上に、ぞくに海坊主風と呼ばれている突風がふくおそれがあります。この風はこの季節にとつぜん現われ、大あばれするというので、こんな名前がついています。海水浴にお出かけの方はくれぐれもご注意ねがいます」

「ほら、お天気、わるくなるってさ」

　ジジがいいました。

「えーっ、こんないいお天気なのに？」

　キキはまったく気にかけようとしません。

「ほら、海が見えてきたでしょ。あんなに人がはだかで遊んでるじゃないの。天気予報のまちがいですよう。あんたは楽しいときにわざとわるいこと考えるくせがあるけど、それ、あんまりいい性格じゃないわよ」

「うかれすぎるってのも、いい性格ではありませんよ」

　ジジは横をむくと、体の毛をふくらませました。

　まもなく、キキはほうきの柄をさげ、おりはじめました。そして、砂浜のはずれに、そっと着陸しました。魔女の海水浴なんて、とうのキキだって生まれてはじめてきく話です。なるべく目立たないようにするのがいい、と思ったのでした。

　キキは、横目でにぎやかなほうを見ました。どの人も遊ぶのにむちゅうです。砂で玉をつくって投げっこする人。砂にうずまって首だけ出している人。背中をお日さまにあてている人。水ぎわで波を追いかけている人。手を大きくふって泳いでいる人。海辺って、なんていろんな遊びかたがあるんでしょう。あっちもこっちも笑い声と、笑い顔だらけです。

　こころもち強くなった風に、ビーチパラソルがぱたぱたと音をたてはじめました。つられて波もちょっと高くなり、波乗りの人たちのさわぐ声がいちだんと高くなりました。

「やっぱり、あっちに行こうかな」

　キキは洋服と靴をぬいで両手にかかえると、背中をまるめてこわごわ歩きはじめました。はだしで砂の上を歩くのもはじめてだったのですが、その砂は、まだ昼前だというのにものすごく熱くなっていて、とてもゆっくり歩いていられません。ぴょんぴょんはねながら、大さわぎです。

　ジジはちゃっかりキキの影の中に入ろうと、自分もぴょんぴょんついていきながら、ぶつぶつ文句のいいどおしです。

「へんなかっこう。まるでフライパンの中のいり豆みたい。コキリさんに見せてやりたいよ」

　キキは、やっとの思いでにぎやかなところにたどりつくと、みんなのまねをしてすこし穴を掘り、うつぶせにねそべってみました。砂はおふろのようなあたたかさで、とてもいい気持です。顔のそばを、いろいろな人の足が通りすぎていきます。でもみんなそれぞれ遊ぶのにむちゅうで、まわりのことなど気にしていないようなのが、キキをほっとさせました。

　キキはあごの下に両腕を入れて、海をながめました。海はもりあがり、たえず動いて大きな生きもののようです。その背中にとりつくように、人がつぎつぎ飛びこんでいきます。

「あたしも入れるのかしら」

　キキは、かあさんのコキリさんが海のことを何もおしえてくれなかったことに気がつきました。それも当然かもしれません、コキリさんも海は見たことがなかったのですから。

「キキ、魔女はね、水に入るととけちゃうかもしれないよ。やめたほうがいいよ」

　ジジが心配そうにキキの顔をのぞきこみました。

「まさかあ。みんな気持よさそうにしているじゃない。魔女にだけいけないってことないと思うわ。足だけでも入れてみようかな」

　キキは起きあがって、砂の上にすわりました。そして水平線のむこうに、さっきまでなかった黒い雲がひとかたまり、現われたのに、ふと目をとめました。砂の上に目を動かすと、小さなつむじ風がまわりながら走っていきます。

「あら、やっぱり天気予報、あたったのかしら」

　それでも、あいかわらず空には元気なお日さまが照っているのをたしかめると、またうらやましそうに海で遊ぶ人たちをながめました。

「ねえ、ちょっと」

　近くでいきなり声がしました。

　キキが声のほうをむくと、すぐとなりでおなかを下に寝そべっていた女の人が、笑いかけていました。その人はゆっくりと起きあがって、そばのほうきを指さしました。

「あなたのそれ、こんなところまでもってきて、海で遊ぶため？　浮きぶくろのかわりにでもするの？」

「ふふふ」

　キキはあんまりおかしなことをいわれて、思わず笑ってしまいました。女の人も肩をすくめて笑うと、つづけていいました。

「町にね、魔女がきたってきいたけど……もうさっそくまねがはやりだしたのね。でも、すてきじゃないの。あたしね、坊やの世話でいそがしくって、このところ流行にはとんとごぶさたなの。ちょっと前もわかい男の子が持っているのを見たわ」

　キキは、あわててほうきをうしろにかくすようにしました。

「ほら、あすこよ、見て」

　女の人がうしろをむいて指さす先、砂遊びしている人のむこうに、小さな荷物とほうきをかかえた男の子がこちらを見ていました。

「あ、あの人はおそうじの人でしょ」

「あら、そうなの、あなたもおそうじなの。あたし、てっきり……」

　女の人はそういいながら、首をのばしてあたりを見まわすと、いきなり高い叫び声をあげました。

「坊や、坊や、だめよ、遠くに行っちゃ。おかあさんの見えるところにいるのよ。そ、そうそう。お水のところでぺたぺたやってなさい。ほら、波がどぶーんとくるでしょう」

　女の人が手をふると、オレンジ色のおぼんのような浮きぶくろにすわった小さな男の子が、こっちを見ながら足をばたばたさせました。女の人はキキに目をもどして、大きく肩で息をしました。

「子どもってかわいいけど、とってもたいへん。おかあさんって、とってもたいへんよ」

　それから、またいきなりすっとんきょうな声をあげました。

「あっ、坊や、深いところに行っちゃだめよ。そう、そこにおすわりしてなさい。いい子ね」

　女の人は、またキキににっこりした顔をむけました。

「海にきたときぐらいゆっくりしたいのに……あっ、そう、そうだわ。あなたのそこにいる猫ちゃん、坊やと遊んでくれないかしら。とってもかしこそうな猫ちゃんですもの。そしたらうちの坊やはひとりで遠くに行かないわ」

　女の人は手をのばして、ごきげんをとるようにジジの背中をなでました。

「ジジ、行ってあげなさい」

　キキもジジのおなかをつっつきました。ジジはのっそりと起きあがり、ひと声おなかの中でうなり声をあげました。

「猫ちゃんだってよ、一人前の猫に。ぞっとするね」

　と、ひとりごとをいいながら、おしりをふりふり水辺にむかって歩いていきました。

「なんて、おりこうさん」

　女の人は目を細めて、ジジのうしろ姿が坊やのそばまで行くのを見とどけると、ふにふにと鼻歌をうたいながら、またおなかを下にねころがりました。キキもつられてまたねそべりました。目をつぶると、まわりでまざりあういろいろな音が、いっそうはっきりときこえてきます。塩っぽくて、お魚のにおいやわかめのにおいがかすかにまじりあったような海のにおいも、なかなかいいものでした。

　とつぜん、ごうっと音がして、今までとはまるでちがった風がふきつけてきました。それは空から落ちてきたかと思うようなはげしさでした。悲鳴に近い声があちこちであがりました。

　砂の入った目をしばたたかせながらキキがまわりを見ると、麦わら帽子が飛びかい、浮きぶくろがまるで車輪のように走りまわっています。あわてて立ちあがると、今まであんなに平和な遊び場だった浜辺は、一変していました。子どもをこわきにかかえて、浜のはずれの松林のほうににげる人。飛ばされた荷物を追って走りまわる人。

「坊やあー」

　となりの女の人が、はりさけんばかりの声でさけぶと、気がくるったように水辺にむかって走りだしました。

　目でそれを追いかけたキキは、オレンジ色の浮きぶくろに乗った坊やとジジが、大きな波の間にひきこまれようとしているのを見ました。女の人は水に飛びこんでいきましたが、ジジと坊やを乗せた浮きぶくろは、強い渦にまかれながら沖に流されていくばかりです。ひきさくような泣き声がきこえてきます。

　キキもつづいて走りながら、

「しっかりつかまっているのよ、今、たすけに行ってあげるから」

　と、ジジにむかってさけびました。

　そして、足を波にさらわれながらおろおろ立っている女の人に、いいました。

「安心して。あたし、飛べるの。たすけてくるわ」

　そばでだれかがいいました。

「そうだ。この子は空を飛ぶっていう宅急便屋さんじゃないか」

「じゃ、はやく、はやく」

　キキは砂の上にとって返し、ほうきをもちあげました。

　そのとたん、キキはまっ青になりました。いつのまにかほうきがちがっているのです。あの使いなれたかあさんのほうきとは、似ても似つかない、安っぽいほうきに変わっていたのです。

　こんなたいせつなときに、なんということでしょう。さわぎにまぎれて、だれかがとりかえていったのでしょうか、それとも目をつぶっていい気持になっていたときか。キキの胸ははげしく鳴りだしました。どうしよう！

　とにかく、考えているひまはありません。キキは大いそぎでほうきにまたがると、飛びあがりました。でも、飛びあがったと思ったとたん、がくんとつんのめって、柄の先を水につけてしまいました。

「あーっ」

　集まった人から、がっかりしたような声があがりました。

　キキはあわてて柄を上にむけると、こんどは房のほうがどぶんと水に入ってしまいます。とたんにほうきは水を吸って重くなり、よたっよたっと浜辺のほうにおりようとします。キキがいっしょうけんめい方向を変えようとすると、そっくり返ったり、つんのめったり、あばれ馬みたいにいうことをききません。そのあいだにも、坊やとジジは流されていきます。

　キキは必死で飛びました。水に入ったり、はねあがったりして、やっとのことで坊やのところまで追いつくと、ほうきに腹ばいになって、手をのばしました。坊やは泣きわめいているので、なかなかつかまりません。やっと海水パンツに手をかけて、ひっぱりあげました。つづいて、ジジのしっぽをつかんでひきあげました。そのとたん大きな波がおそいかかり、まるい浮きぶくろはくるくるまわりながら、すごいはやさで沖に流されていきました。

　水辺の人たちはいっせいにとびあがって、よろこびの声をあげました。

　キキはなんとか浜辺におり立つと、ぐったりした坊やをおかあさんにあずけ、これまたぐったりとしたジジを抱いたまま、大いそぎでぬれた体の上に洋服を着ました。それからラジオをかかえると、すぐまたほうきにまたがり、飛びあがりました。

「ちょっと休んだら。風がひどいよ」

　みんなが声をかけましたが、キキはそれどころではなかったのです。はやくほうきをさがしださなくてはなりません。キキには心あたりがあるのです。さっきちらりと見た、ほうきを持っていたあの男の子……。いま思えば、魔女のほうきがほしくってとりかえようとしていたのにちがいありません。キキはかんかんに怒っていました。ぜったいにゆるせないと思いました。坊やとジジがたすかったからよかったものの、失敗したときのことを考えると、ふるえがとまらないのです。つかまえて、百万回でもごめんなさいをいわせてみせると思いました。

　キキは用心ぶかく下を見ながら、あばれ馬みたいにがくがくゆれるほうきに乗って、飛びつづけました。

　魔女のほうきがほしくてもっていった人が、まずだいいちに行くところがどんなところか……それはかならず崖がけのような高いところです。なにはさておいても、ためしに飛んでみようと思うに決まっているからです。

　キキは、海水浴場とコリコの町のあいだに点々とある丘の上を、つぎつぎ飛んでいきました。

「キキ、あそこ」

　ジジが前方を指さしました。思ったとおり、小さな丘のてっぺんで、黒い洋服を着たひとりの人が、今、まさに飛びたとうとしているところでした。

「キキ、はやくとめなきゃ」

「しーっ、だまって」

　キキは、飛んでいたほうきを空中にとめてしまいました。

「けがしちゃうよ」

　ジジがまたいいました。

「飛びたいんだから、飛ばせてあげましょうよ。いたい目にあえばわかるでしょ。だまって、ひとの物をもっていくなんて、ひどいじゃないの」

　キキはがくがく動こうとするほうきをおさえながら、つめたくいいました。

「ほんとに、飛んじゃう」ジジがさけびました。

　丘の上の人がとうとう飛びだしたのです。でも、そのままどすんと地面におしりをぶつけ、石ころみたいに丘の斜面をころげ落ちていきました。

　追いかけて、キキも飛びだしました。そして、丘の下でおしりをさすって、体をふるわせているほうきどろぼうのそばにおり立つと、つんとした声でいいました。

「ざんねんでしたねっ」

　おどろいて上をむいた顔は、やっぱりさっき見かけた、キキと同じくらいの年の男の子でした。めがねはひびが入り、あちこちすりむいて、血がにじんでいます。キキは思わず、ふふふっと笑ってしまいました。その男の子は、なんと、キキの洋服に似た黒いワンピースまで自分の服の上に着こんでいるではありませんか。

「ごくろうさまね。魔女の服までまねて」

　男の子は顔をしかめながら立ちあがると、あわててワンピースをぬぎ、ぱっと顔を赤らめて、下をむきました。

「あなたのために、あたし、たいへんな目にあったのよ」

　キキはほうきの柄をずんと地面にうちつけて、大げさに怒ってみせました。黒のワンピースまで着こんで、男のくせに魔女のまねをいっしょうけんめいしているのを見たら、ほんとうのところ、キキは怒るより、おかしくってたまらないのでした。

「あやまっていただきたいわ。百万回ぐらいはね」

　男の子はだまってぺこりと頭をさげました。つづいて、一歩さがってまた、ぺこりと頭をさげました。

「そういうときはね、ふつうは、いいわけっていうのするもんじゃないの。あなた、生まれつきのどろぼうじゃないんでしょ」

「まさか、ちがうよ。研究のためなんだ」

　男の子はすこし抗議するように、口をとがらせました。

「研究って？」

　キキはきんとした声をはりあげました。

「そんなにどならないでよ。今、いうからさ。じつはぼくたち、この町で飛行クラブっていうのやってるんだ。自分の力でなんとか飛ぼうって考えてるものの集まりなんだよ。今は三つの班にわかれて、競争で研究しているところなんだ。一つは空とぶ靴の研究で、もう一つは空とぶじゅうたんの研究、それから空とぶ魔女のほうきの研究」

「あなたは、その、ほうきの班ってわけね」

　キキが顔をのぞきこむと、男の子はてれくさそうにうなずきました。

「だから、きょうも、君のお店の近くにいたんだけど、パン屋のおかみさんと話してるのがきこえたもんだから……それで、ぼくも、いそいでやってきたんだ」

「……あたしのほうきで飛ぼうってわけね。それはだめなのよ。いくらほうきがあったって飛べないのよ。あたしが飛べるのは、あたしが魔女だから。つまり、ここを流れている血がちがうんです」

　キキは、自分の胸をとんと一つ、たたいてみせました。

「じゃ、血が飛ぶってわけ？」

　男の子は目をまるくして、キキを見つめました。

「いやだ。へんなこといって……」

　キキは思わずふきだすと、あわてて笑いをひっこめて、まじめな顔をしてつぶやきました。

「でも、ほんとに何が飛ぶのかしらねえ。あたしにもわからないわ」

　キキはぽかんと空をながめて、またふっと笑いました。

「……でも、やっぱりほうきにもよるのよ。どうせ研究するなら、魔女が飛びやすいほうきの研究にしてほしかったわよ。なあに、このほうきは……」

「それじゃ、だめ？　ぼくがつくったんだけど、なるべく君のに似せてつくったつもりだったけど……」

「さんざんだったわ。がくんがくんしてさ。おしりがいたくて。まったく、お馬に乗ってハイドウドウって感じなんだから。みんなの前で、ちょっぴり傷ついたわよ。さあ、あたしのほうき、返して……」

　といいかけて、キキははじめてまわりを見ました。そのとたん、「あーあ」と叫び声をあげていました。かあさんのお古のあのほうきが、まっぷたつに折れて、地面にころがっていたのです。

「どうしよう、どうしよう」

　キキは思わずそれをひろって抱きしめました。

「ごめん」

　男の子ががくんと頭をさげました。

「かあさんのお古なのに。……家を出るときもらってきたのに。……とっても飛びやすかったのに」

　キキはなみだまじりの声でいいました。

「ごめん」

　男の子はもう一度小さな声でいうと、それっきり肩をしょんぼり落として下をむいてしまいました。

「しかたないわ」

　キキはかすれた声でやっといいました。いやだっていってもしょうがないもの、と思いながら、あふれてきそうななみだを、胸の中におしもどしました。

「あたし、自分でほうきつくることにする。前にもつくったことあるから、たぶん、だいじょうぶよ。はじめっから、このほうきみたいにいくとは思わないけど……なんとか乗りこなしてみせるわよ」

「……どうしたらなめらかに飛べるかって研究のほうだったら、ずいぶんしたから、なにか、ぼくに、てつだえること、あるかもしれないよ」

　男の子がおずおずといいました。

「お気持はありがたくいただいとくわ。でも、これは魔女の仕事だから」

　キキはせいぜい胸をはっていいました。

「飛べるっていうのも、なかなかたいへんなんだね」

「そうね、飛べないっていうのも、きのどくかもしれないけど……ね」

　キキはようやく、顔をちょっとあげてその男の子に笑いかけました。







　６　キキ、ちょっといらいらする







　海に行ってさんざんな目にあったつぎの日、キキは、町の西のはずれの森から、とねりこの木の枝を一本さがしてくると、さっそく新しいほうきづくりにとりかかりました。旅立ちの前につくったような細くきどった柄のほうきは、もうほしいとは思いませんでした。強い風の中でも水に泳ぐ魚のようにしなやかで、しかも芯しんがしまって強いものをと、考えてえらびました。キキはまよったあげく、枝に、あの折れてしまったほうきの房をむすびつけることにしました。

「かあさんとはんぶん、はんぶん」

　キキはひとりごとをいって、首をすくめました。これを機会に、思いきってぜんぶ新しくしてみようかと考えないわけではありませんでした。でも、かあさんのほうきの房には、安心がたくさんのこっているような気がして、どうしてもすててしまう気になれなかったのでした。

「やっぱり、はんぶん、はんぶん」

　キキはまたひとりごとをいいました。そばで目をつぶってすわっていた黒猫のジジは、それをきくと、目を細くあけてほうきを見て、安心したようにほっと息をつきました。

　ところが、できあがったほうきはあまり調子よく飛んではくれませんでした。大いそぎでつくったので、枝がじゅうぶんかわいていなかったのかもしれません。それともまだ、飛ぶことに慣れていないのかもしれません。

「いずれにしろ、あたしが自分で乗りこなさなくちゃいけないのよね」

　乗るたびに目がまわるような思いをさせられながら、それでもキキは、あきらめずに飛びつづけました。

　このほうきはどちらかというと、かあさんの房のほうがずっと元気がよくて、すぐあばれ馬のようにおしりがはねあがってしまうのです。それで、キキがつまずいてころびかけてるような……また、ただいまさかだちの練習中というような……へんなかっこうになってしまうのです。

　でも、世の中とは……おかしなものです。キキがひや汗をかきかき、こんな姿で飛んでいると、前よりずっと、町の人が声をかけてくれるようになったのです。

「おや、おや、だいじょうぶ？」

「このごろどうしたの、風邪でもひいたの？」

「おしりが軽くなったのかしら」

「落ちるときはじょうずに落ちなさいよ」

　また、こんなふうにいう人もありました。

「なんだか安心したわ。前のように黒いとがった線みたいに飛んでいるのを見るとね、いかにも悪い魔女みたいに見えちゃうのよねえ」

　キキはつくづく思いました。

「へたになったらすかれるなんて、おかしなこと。かあさんもここまでは気がつかなかったみたい」




　このほうきさわぎから十日ばかりたったある日のこと、一いち二に三さん─八は一い八は一いの電話が鳴りました。キキが受話器をとると、とびこんできたのは、キキとジジの絵を描かいた、あの絵描きさんの声でした。

「ご、ぶ、さ、た、しました。お元気？　おかげさまでやっとできあがったのよ、あなたたちの絵がね。それでおねがいついでに、展覧会の会場まで運んでいただけないかしら。そんなお仕事をはじめられたってきいたものだから。ごぞんじのように、ちょっと大きいんだけど、なんとかしてちょうだいな」

「ええ、もちろん」

　キキはいいかけて、思わず息をすいこみました。急に不安になったのです。ああいう大きくてうすい板のようなものを運ぶのは、とてもむずかしいのです。風がふいたりしたらもっとたいへんです。それにちょうど今は、ほうきが信用できないときではありませんか。

　キキは、ほうきで飛べるようになってしばらくしたころ、急の雨でとうさんに傘をとどけに行く途中、風でその傘がひらいてしまい、ほうきごと風車のようにまわりだしたときのこわかったことを思い出したのでした。

「あなたを描いた絵ですもの、ぜひ、おねがいね」

　絵描きさんは、キキがひきうけてくれると思いこんでいるようです。

「ええ、それじゃあ、なんとか」

　キキはしかたなく返事をしました。

「よかった。じゃ、あしたお昼ごろ、とりにきてね。おねがいしたわよ。そのとき絵もお見せしたいわ」

　絵描きさんの声はうきうきとしていました。




　つぎの日の朝は、ひとかけらの雲もなく、青く澄んだ空でした。でも、キキはまた心配になってしまいました。朝、こんなに空が高く見える日は、上のほうでは風が強くふいている証拠なのです。そしてお昼近くになると、その風が下のほうに移動してくることがあるのです。

（うまく運べるかしら。たいせつな絵ですもの）

　キキはふと、あの飛行クラブの男の子がいっていたことばを思い出しました。たしか、

「なめらかに飛ぶ方法だったらずいぶん研究した」といったはずです。

　さっそくおソノさんのところから電話帳をかりてくると、飛行クラブの番号を調べてかけてみました。

「あの……男の子、えーと、空とぶ魔女のほうき研究班の、ひょろんと背の高い男の子、いらっしゃいますか」

「えー、こまったなあ。みんな、ひょろんとした者ばかりなんですがねえ」

「どうしよう。それじゃ、おでこにすりきずのある人います？　まだついているといいんですけど……」

「は、ははは、ついてます、ついてます。あいつね。まだちゃんとついてますよ。あいつは、とんぼさんっていうんです。めがねが似てるでしょ。あっ、いま顔をだしました。お待ちください」

「もしもし、とんぼです」

　声がかわりました。

「あっ、あたし、先日の魔女です。キキっていいます」

「へえ、ここがよくわかったなあ。あのときはほんとうにすいません。まだなにか、ぼく、悪いことしましたか」

「いいえ、あれはもうおしまい。きょうはね、ちょっとたすけていただきたくって」

　それからキキは、風の中で大きな絵を運ぶにはどうしたらいいか、たずねました。

「それなら、お散歩方式、これがいちばんだと思いますよ」

　とんぼさんはすぐに答をだしました。

「なあに、それ？」

「ぼくにまかせてください。おてつだいできると思います」

「まあ、ありがとう。その絵描きさんの家、北の公園の森のはじっこに、木でうずもれたようになっている家なんですけど、ごぞんじかしら。あたしもこれから行きますけど」

「知ってます。穴ぐまの家みたいな」

「そ、そう、じゃ、おねがいします」

　キキは、穴ぐまの家って、ほんとだわと思うと、おかしくて、笑いながら電話を切り、いそいで出かけるしたくをはじめました。




　キキがジジといっしょに、公園のはずれにおり立つと、むこうから、大きな紙袋をかかえたとんぼさんが走ってきました。

　絵描きさんは、キキを見ると、うれしそうに奥の部屋から絵をもって出てきました。

「ああ」

　キキは思わず声をあげました。ジジも同時にのどをぐるるると鳴らしました。それは、暗い空を背景に、黒いドレスの魔女と猫が、浮きあがるように描かれていました。その黒い色のつややかで美しいこと、キキはあらためて自分のスカートを見つめました。

「目がちがうな」

　しずかにしていたとんぼさんが、とつぜん横から不満そうにいいました。

「どうちがうの？」

　絵描きさんははじめてとんぼさんに気がついて、びっくりしながらいいました。

「どうしてって……もっと、くるんとしてかわいいよ。キキさんのは……」

「あら、そのほうがよかったかしら。魔女の雰囲気をだそうとしてみたんだけど……」

　絵描きさんは、へんな顔をして、とんぼさんを見つめました。

「あ、この方、あたしのお友だちです。絵を運びいいように、工夫してくださるんです」

　キキがあわてて紹介しました。とんぼさんはそれ以上は何もいわずに、口をきゅっとつぐんで、もう一度絵を見ると、仕事にかかりました。まず紙袋の中から、色とりどりの風船をとりだしました。

「風船？　これで絵を飛ばしちゃうの？」

　絵描きさんはおろおろして、絵をおさえました。

「いえ、絵を散歩させるんです」

　とんぼさんは、あいかわらずにこりともしないで、こんどは袋の中から小さなボンベを出しました。そして、つぎつぎ風船をふくらませていき、それぞれに長いひもをつけて一つにまとめると、額縁の上の部分にヒートンをねじこみ、それにしっかりとむすびつけました。それから、そのむすび目にかぶせるように、ふといひもをくくりつけました。風船は浮きあがり、絵は地上すれすれでしずかにゆれていました。上に飛びあがるのでもなく、下に落ちるのでもなく、とてもいいぐあいに浮いています。

「風船に入れる水素ガスの量と、風船の数が、こつなんですよ」

　とんぼさんは、ちょっと得意顔です。

「キキさん、このふといひもを、犬の綱みたいに持って飛んでください。風でどこかへ行きそうになったら、ぐいっとひっぱってね、いうこときかすんですよ」

　とんぼさんはキキにいいました。

「まあ、犬ですって？」

　絵描きさんは、またも心配そうにキキを見ました。

　キキは、自分がまったく思ってもいなかったことをあっさりやってのけたとんぼさんを、感心してながめていたのです。

「だいじょうぶみたい。これなら絵はずっと軽くなるはずだし、どこから風がきたって、絵は自由に動けるし、すばらしいやりかただわ」

　キキがいうと、とんぼさんは、はじめてうれしそうに白い歯を見せて笑いました。




　ほんとうにこれはすばらしい方法でした。キキがひもを持って飛びあがると、絵はおとなしくついてきました。風にまわりながらも、ゆっくりゆっくり進んでいきます。美術館に行く前からもうすでに、道を歩いている人、窓から外を見ていた人、屋上で日なたぼっこしていた人、みんな、本もののキキとジジ、それからキキとジジを描いた絵を、同時に見ることができたのです。

「本ものそっくりだ。どっちがどっちだかわからんくらいだ」

　こんなふうにつぶやいた人もいました。

「黒い洋服の人と黒い猫を描くなんて、とってもむずかしいことですよ」

　こんなふうにつぶやいた人もいました。

「これはたしかに、本もの以上のできばえです」

　こんなふうにつぶやいた人もいました。

　ともかく、たいへんな評判になりました。

　美術館でも、「世界一美しい黒」という題のこの絵の前は、いつも人だかりがしていました。

　絵描きさんが大よろこびしたことはいうまでもありません。キキのお店の看板に、すてきなキキとジジの絵を描いて、お礼をしてくれました。でもキキは、それ以上のおすそわけをうけとったことになりました。キキのはじめた商売が、コリコの町のすみずみまで知れわたったことでした。つまり、ジジのいう、〝宣伝〟というものができたのです。

　おかげでキキの商売は、いそがしくなりました。たんじょう日のお花とか、わすれたおべんとうとか、ひとり暮らしのおばあちゃんにとどけるスープとか。お医者さんのわすれた聴診器とか。みんな気らくにたのんでくれるようになったのです。でも、中にはちゃっかりしている人もいました。カバンを持って学校についてきて、とか。悪口をとどけてとか。そんなことはもちろんおことわりです。




　暑かった夏もすぎ、まわりはすこしずつ、秋の景色に変わろうとしていました。

　ほうきもなんとかなめらかに飛ぶようになったし、キキの生活も、おちついてきたかに見えました。

　が、キキはこのところ、ちょっとごきげんななめでした。これといった理由もないのに、なにかいらいらしてくるのです。

「この町にきてからずっとたいへんだったから、つかれがでてるんだわ」

　キキは自分で自分にいいわけをいうようにときどきつぶやきました。でも、それだけではないことに、キキはぼんやりと気がついているのです。

　絵描きさんの絵をお散歩方式で運んだのをきっかけに、飛行クラブのとんぼさんは、よくキキの店に遊びにくるようになりました。そんなとき、とんぼさんがなにげなくいったことばを、キキは気にしていたのです。

「キキってさ、空を飛ぶせいかな、さばさばしてて、ぼく、気らくでいいや。女の子っていう気がしないもんな。なんでも話せるし」

　そのときは、とんぼさんが自分をほめてくれたと思いました。でも日がたつにつれ、「女の子っていう気がしないもんな」ということばが心にひっかかってきたのです。

「あのとき、あたしの目は絵よりかわいいっていったくせに……こんどは、さばさばだって、……さばさばってどういうこと？　こういう大きな町の女の子っていうのは、とくべつなのかしら、……そんなにちがうのかしら」

　キキは心がどうももやもやして、決まりがつかない感じなのでした。

　きょうもスリッパがかたっぽなくなったといって、ジジにとがった声をあげました。

「あたし、こまるのよ。おもちゃにして遊ぶのはけっこうだけど、ちゃんともどしといてくれなきゃ。もうこれで何度目？　色のちがうスリッパばかりのこっちゃって」

　ジジはきこえないふりして、大きなあくびをしました。

　すると、電話のベルが鳴りだしました。キキはかたっぽのスリッパ足でけんけんとびをしながら、部屋をよこぎって受話器をとりあげました。

「魔女屋さんって、そちらさん？　ごきげんよう」

　のんびりした声がきこえてきました。

「はあ、まあ」

　キキは、気持のきりかえがつかなくて、ぼんやりと答えてしまいました。

「なんでもたのんでいいのかしら。もっていっていただきたいんですけど」

「はあ」

「ところであなた、それはビスケットなのよ。あたしのねえさんはねえ、のぎく。いえ、あたしの名前はすみれよ。おばあさんなのに、すみれっていうんだからはずかしいことねえ。ふふふふ」

　キキは、なんともはっきりしないいいかたに、思わず、うふんと咳せきばらいをしました。

「ねえさんのところへ行くのはあとよ。あたしのうちはやなぎ通り、ごぞんじかしら？　そのはずれ、きゅうきゅう番地、九九よ。九十九、わかる？」

「ええわかりました。すぐまいります」

　キキはみなまできかずに早口で答えると、自分から電話を切ってしまいました。そして、つっかけていたかたっぽのスリッパを、思いきり部屋のすみに足で飛ばしました。




　やなぎ通り九十九番地はすぐわかりました。

　キキが戸のわきにさがっているひもをひっぱると、からからからとかわいた音がして、「こっちにきてくださーい」という声が、家のうらからきこえてきました。キキが家にそった路地を入っていくと、小さな木戸があいていて、その庭では、いさましく腕まくりしたおばあさんが、洗濯のまっ最中でした。

　大きなたらいを四つもならべて、一つには白いものばかり、一つには黒いものばかり、一つには青いものばかり、一つには赤いものばかりが入っています。石けんの泡がお日さまに光って、生きもののようにふわふわと動いていました。白いところに白い泡、黒いところに黒い泡、青いところに青い泡、赤いところに赤い泡。

「すみれさんですか？」

　キキは木戸を入って声をかけました。

　おばあさんはむちゅうで洗濯しながら、白い毛のまじったおかっぱ頭をはずませて、うなずきました。ひたいには、まるい汗がいっぱい浮いています。

「魔女の宅急便です」

　すみれさんはすばやくエプロンで手をふくと、キキを見あげました。

「魔女屋さん、じゃないの？」

「まあ……品物をおとどけする仕事してます」

「あたし、魔女……ってきいたでしょ。なんでもやってくれる商売かと思ったのよ。……でもみんなやってくれちゃうとなると、あたしの商売のほうがあがったりになっちゃうわね……よかった、おとどけ屋さんだけで。あたしもね、めずらしい商売してるのよ。ふふふ、まにあわせ屋さんっていうのよ。ちょっとあなたに似てるんじゃない？　似てないかしら」

　すみれさんは自分でいったことばをおもしろがって、くすんと笑いました。

「でも……たすかるわ、ほんとうに」

　すみれさんはまたたらいに手をつっこむと、洗濯のつづきをはじめました。

「あたしのねえさんたら、がんこものでねえ。きょうもっていくっていったら、ぜったいにきょうでなきゃだめなの。気がすまないの。ちょっと待ってね、これ洗っちゃうわね。じゃじゃじゃん」

　すみれさんは景気をつけるように声をだして、白いシャツに石けんをこすりつけてもみました。

「いちいちものをとどけるのもたいへんだから、あたし、ねえさんといっしょに住みたいのよね。でも、あちらはひとり暮らしが気らくでいいんですって。さっ、じゃじゃじゃん、ぱぱぱーん、と。それなのによっ、ビスケット一つ焼けないんだから。

　じゃじゃじゃん。一週間に一度はなにかとどけてあげたり、会っておしゃべりしなくちゃならないのよね。ふたりきりのきょうだいなの、あたしたち。よいしょ、じゃじゃじゃーん、ぱぱぱーん。ここんとこのよごれなかなか落ちないわ、もう一度じゃじゃじゃん。そうなの、でもきょうはあたし、とてもいそがしくってねえ、それどころじゃないもんだから……」

　すみれさんは洗濯の手を休めずに、またキキを見あげました。

「わるいわねえ、お待たせしちゃって……。きのうまでお天気がわるかったでしょ。こんなに洗濯物をためたのはじめてよ。お客さんからさいそくがきてるの。はやくかわかさないと……じゃじゃじゃん、ぱぱぱーん」

「これ、ぜんぶ、洗うんですか？」

　キキは目をまるくしていいました。

「そうよ。どうして？　もちろんよ」

「手で？」

「そうなのよね、あたし、洗濯機がないの。でも、まにあわせ屋さんだから、手でまにあわせ、ってわけ」

　しゃべりながらも、すみれさんの手は機械のように動きつづけます。キキは、そのはやくてじょうずなことに目を見はりました。洗濯物を板の上にのばすと、石けんをひとなで、それからじゃじゃじゃんともんで、ぱぱぱーんと両手でひろげて、よごれがおちたかどうか、見るのです。


　　「じゃじゃじゃん　と　ぱぱぱーん

　　　じゃじゃじゃん　と　ぱぱぱーん」



　すみれさんは自分の動作にあわせて、小さな声で伴奏を入れているのです。そのあいだに、泡もふわわあんと空に飛んでいきます。

　みるみる白のたらいも、黒のたらいも、青のたらいも、赤のたらいも洗いあがっていきました。つづいて、ホースで水をひくと、同じように、じゃじゃじゃん、ぱぱぱーんとゆすぎはじめました。

　キキはうっとりとながめていました。仕事で来たのもすっかりわすれていました。

　とうとう、しぼってねじりん棒になった洗濯物が、大きなかご山もりいっぱいになりました。いちばん下が白、つぎが黒、そして青に赤。すみれさんは立ちあがると、腰に手をあてて、空を見あげてふうっと深呼吸しました。

「さて、ほそうかな」

　すみれさんは麻のひもをもってくると、はじをつまんでちょっと考えました。それから、そばでほうきとジジをかかえて立っていたキキに、いいました。

「わるいわねえ。ちょっとこのひもの先、持ってくださる？　洗濯物さげるの。こんなたくさんだから、長いひもじゃないと……」

　すみれさんは返事もきかずに、ひもの先をキキの手にわたしました。それから、洗濯物の山からまず赤いリボンをつまむと、ひもにつるしました。

「小さいものから、じゅんじゅんに」

　すみれさんはこんどもうたうようにいうと、つぎは赤ちゃんのくつした、赤ちゃんのスカート、おねえさんのブラウスと、手ぎわよくつるしていきます。そのたびに、キキはすこしずつすみれさんからはなれて動いていきました。ひもは洗濯物で重くなって、まあるくたれていきました。

「あっ、地面についちゃうわよ」

　キキが叫び声をあげました。

「あっ、たいへん、じゃ、背のびしてくれない？」

　すみれさんもさけぶようにいうと、大きな赤いテーブルクロスをつるしました。

「あっ、だめよ。つく、ついちゃうわよう」

　キキはひもを持った手を頭の上にあてて、ぴょんとはねました。

「もっと上に持って。あっ、おねがい。それじゃちょっとほうきで飛んでくれない？」

　すみれさんは上を見ていいました。

「そ、そうね」

　キキは思わずうなずいてほうきにまたがると、軒先の高さまで飛びあがりました。

　すみれさんはまた、かごに身をかがめました。つぎは青いものです。

「小さいものから、じゅんじゅんに」

　おかあさんのハンカチ、坊やの帽子、おとうさんのパンツ、女の子の水着、おとうさんのワイシャツ、窓のカーテン、水色のシーツ、ならんで、ならんで、黒いものに変わります。

　洗濯物がまた地面につきそうになって、キキは屋根の上まで飛びあがりました。すみれさんは汗をふきふき、どんどんつるしていきます。

　おとうさんのくつした、坊やのズボン、おかあさんのスカート、おばあさんのワンピース、ならんでならんで、白いものに変わります。

　赤ちゃんの手袋、よだれかけ、パンツに洋服、だんだん、だんだん、大きなものへ。おかあさんのスリップ、おとうさんのステテコ、最後にシーツが五枚もならびました。

「あっ、終った」

　すみれさんはすっきりした声でいうと、ひものはじをそばの囲いにゆわえつけました。

「これ、どうするのおっ？」

　屋根の上はるかかなたで、キキはひものはじっこをふって、大声でさけびました。

「あら、たいへん、どうしよう」

　見あげたすみれさんは、びっくりして両手をあげました。

「すいませーん。どこかてきとうなところさがして、むすんでちょうだいな」

「そんなこといったってーっ」

　キキはさけびかえしました。空の上に、てきとうなむすぶところなんて、あるわけありません。あるとしたら、こうして飛んでいるキキしかないじゃありませんか。手をはなしたら、洗濯はやりなおし、ってことになってしまいます。キキはあきらめて肩をすくめると、ひもを力いっぱいひっぱって、自分の腰にむすびつけました。

「わー、すごいぞ。ぼくたち、でっかいしっぽ、さげてるみたいだ」

　ジジはほうきの房からのりだして、旗のように動いている洗濯物の列を見ています。

「わーすてき、運動会の旗みたいよ。ヨーイドン、はやく、はやく、とんで、とんで、がんばれーっ」

　下ではすみれさんが、手をたたきながらぴょんぴょんとんでいます。通りを歩いている人たちも、おどろいて上を見あげました。

「連だこだあ、連だこだあ」

　子どもたちも集まってきました。

「じょうだんじゃないわよ」

　キキは口をまげました。でも、その口のまげかたはちょっと上むきで、楽しいことにむちゅうになっているときと同じまげかたでした。

「しょうがないわ、はやく、かわかさなくっちゃね」

　キキは飛びはじめました。すみれさんの上空、はるか高いところで、ゆっくりまわりはじめました。風がキキの体をふきぬけていくたびに、このところ心にもやもやとたまっていたものが、いっしょに飛んでいくような気持がしました。

「じゃじゃじゃん、と、ぱぱぱーん」

　キキはさっききいたばかりのすみれさんの歌を、口ずさみました。すると、ずらりとならんだ洗濯物も、こんな音をたてて、伴奏してくれているようでした。

　ぱぱぱあん、ぱたたあん、ぱぱぱあん、ぱたたあん




　秋のはじめの澄んだ空気とお日さまが、空を泳ぐ洗濯物をどんどんかわかしていきます。ぱたあん、ぱたあんと鳴っていたのが、いつのまにか、ぱたぱたと軽い音に変わっていきました。

「あーりーがーとーうー」

　下からすみれさんがひもをつんつんとひっぱりました。それから一つずつ、洗濯物をはずしはじめました。それにつれて、キキもすこしずつ、すこしずつおりていきます。

　白い洗濯物、黒い洗濯物、青い洗濯物、赤い洗濯物がかごにふんわりとした山をつくると、キキもようやく地面に足をつけました。すみれさんがそばにかけよってきました。

「こんなにはやくかわいて、大だすかりよ」

「さすがは、まにあわせ屋さんね、あたしをちゃんとまにあわせて。洗濯竿ざおのかわりにね」

　キキは笑っていいました。

　すみれさんは首をすくめて、舌をちろっと出しました。

「そう、そのとおり。これ、まにあわせ屋さんのまにあわせ。まにあえば、しあわせ、まにあわなければ、ふしあわせ」

　すみれさんはまたうたうようにいうと、洗濯物のかごを家の中に運びこみました。キキもいっしょに入っていくと、そこには、変わったものがいっぱいありました。

　玄関のドアは、上と下二つにわかれていて、顔だけ出すことも、足だけ見せることもできるようになっていました。

「ドアがこわれたから、小さいの二つでまにあわせ」

　すみれさんはいいました。

　表の戸から一本のひもがつづいていて、その先に、くるみや、くぎや、スプーンをたばねてさげてありました。

　すみれさんは笑いながら指さすと、いいました。

「これ、鈴のまにあわせ。さっきひっぱって、いい音したでしょ」

　そうかと思うと、黒い長靴のかたっぽに、すすきがいっぱい生けてありました。

「これ、花びんのまにあわせ。すてきでしょ」

　すみれさんは、目のまわりにこまかいしわをいっぱいよせて笑いました。それから、

「あら、あたし、すっかりいい気持になっちゃってたけど……ねえさんにビスケットをとどけていただくんだったわね」

　やっとほんとうの用事を思い出したようです。すみれさんは、はずかしそうに口をつぼませると、台所から袋を二つもってきました。

「ねえさんのうちは枯れ木通りのとんがり荘。いちばんとんがっている家よ。そう、あなたにもあるのよ、ささやかなお礼。これ星くずビスケットって名前なの。あたし、焼くとき失敗しちゃって、小さくかけちゃったの。だからすてきな名前でまにあわせ、ってわけ」

　キキはよろこんでいただきました。




　キキがとんがり荘にビスケットをとどけると、ねえさんののぎくさんは、ぶっとふくれていいました。

「おや、自分でこないで、ひとさまにとどけてもらうなんて、なんてぜいたくなの。こごとをいってやらなくっちゃ」

　でも、目はうれしそうに袋の中をのぞいていました。

　そして、その夜、キキのお店から、こんな歌がしきりにきこえてきました。


　　　「これ　まにあわせ屋さんのまにあわせ、

　　　まにあえば　しあわせ

　　　まにあわなければ　ふしあわせ」



　キキとジジが、かたっぽになったスリッパを前にしてうたっているのでした。でも、どうまにあわせたらいいのか、なかなか思いつかないようなのです。







　７　キキ、ひとの秘密をのぞく







　とんとんとん。

　店の戸をたたく音がしました。二階にいたキキがいそいでおりていくと、戸口に、女の子がひとり立っていました。くるくるとまるまったこい茶色の髪がやさしく顔をつつみ、うすいピンクのセーターがよくにあっています。細い足には、ひざまでの白いブーツが光っていました。キキには女の子の姿が、まるで空中に浮いているようにまぶしく見えました。

「あっ、い、いらっしゃいませ」

　キキはすっかりあがって、ことばがのどからよくでてきません。自分と同じぐらいの年のお客さんは、はじめてのことだったのです。

　女の子もキキを見ると、一瞬ふっと息をすいこみ、目をふせると、同じようにことばをつまらせました。

「あたし、あっ、あの……」

「おとどけものですか？」

　キキは、すこし気をとりなおしていいました。

「なんでももっていってくださるってきいたから。あなたが運んでくださるの？」

　女の子はこわばった顔に笑いをうかべて、首をかしげました。

「ええ、ちゃんと。ご心配はいらないわ」

「そう」

　女の子はうなずいて、黒い目をきらりと光らせると、わざとらしくゆっくりとまばたきをしました。キキに見せびらかすように念をいれてすましているふうにも、見えました。

「とどけていただきたいの、だけど……ちょっと秘密なの」

「秘密？」

　キキはまゆをよせてききかえしました。

「でも、けっしてわるいことなんかじゃないわよ」

　女の子はあごをしゃくって、キキをななめに見あげました。それから片手をあげて入口の柱によりかかりました。セーターのえりもとに、細い銀色のブローチが光っているのが見えました。

「贈りものをとどけてほしいのよ、アイ君にね。きょうは彼のおたんじょう日なのよ。十四歳になったの。いいでしょ」

　女の子は、彼のたんじょう日を自分でつくったみたいにじまんしていいました。

（いいでしょ、って……なにがさ）

　キキはいらいらして口の中でつぶやきました。女の子は、いいつづけました。

「でもね、あたしからの贈りものだってこと、いわないでほしいの」

「あら、どうして？」

　キキはすこしいじわるい声でききました。

「どうしてっても……アイ君とは小さいときから知ってるのよ。だから今でも私のこと、ちっちゃな女の子ぐらいにしか考えてくれないの。あたしもう十三になったのに……」

「それだから秘密にするってわけ？　へんね」

　女の子はキキを見あげて、ほこらしげにふっと笑いました。

「あなたわかんない？　こんな気持？」

　キキは、ますますいらいらしてきました。

「まさか、贈りものって、へんなもんじゃないでしょうね。あけたらカエルがとびだすとか、そういうの、あたし、おことわりしたいのよ」

「ふふふ、あなたって……」

　女の子はおとなっぽく低い声でまた笑いました。

「魔女ってきいていたけど、何も知らないのね。同じぐらいの女の子はみんな、そういうことして遊ぶものだって思ってるの？」

「そんな……」

　キキはかっとしてにらみました。すると、女の子はすずしい顔で、長い髪をかきあげ、その手をスカートのポケットにつっこんで、

「あたし、おこづかいぜんぶつかって、アイ君とおそろいの万年筆買ったの。ほら、見て」

　と、銀色の万年筆を一本出し、同時にセーターのえりをめくって、もう一本の万年筆が内側にささっているのを見せました。キキが銀色のブローチと思ったのは、万年筆のクリップだったのです。

「こういうの、肌身はなさず、っていう持ちかたなの。おそろいのときのね。ちょっとはやってるのよ」

　女の子はまたじまんたっぷりに肩をつんともちあげました。

　キキは、あっさり「そうなの」っていおうとしました。この人はお客さまです。「わかりました」と品物をとどければいいのです。ところが、口をあけたら、こんなことばがとびだしてしまいました。

「それで、どうしておそろいってことになるの。アイ君って人は、あなたからの贈りものだってことも知らないのに」

「そうよ、でもあたしは知ってるもの」

　キキのせいいっぱいとげのあることばなんて、あっさりす通りです。それどころか女の子は、どこかを見つめてうっとりとしているではありませんか。

「すてきな贈りものなんだから、自分でわたせば？　なんでもないじゃない」

　キキは追いかけるようにいいました。

「だってあたし、はずかしいんですもの」

　女の子はまたゆっくりとまばたきしました。それははずかしいのがとてもいい気持とでもいっているふうでした。キキは、この自分と同じ年の女の子が、ずっとおとなに見えて、ふいに胸をおされたようなショックを感じていました。

「はずかしいだなんて、へんね」

　キキはまた、いいました。

「あら、あなた、そういう気持、まだわからないの？」

　女の子はうっすらほほえんで、キキをあわれんでいるみたいです。

　キキは負けまいとして、いそいでいいかえしました。

「アイ君がどう思うか心配なのね、もしかしたらめいわくってこともあるし……ね。あたしだって、わかるわよ、それぐらい」

「あら、そんな心配してないわ。あたし、ちょっとかくしたいだけなの。秘密っぽくしたいだけなのよ、ふふふ」

　キキは女の子をあらためてじっと見つめました。このきれいなピンクのセーターの下には、ずいぶんややっこしい気持がかくれているんだなとおどろいてしまったのです。ふつうの女の子って、みんなこうなのかしら……。キキはちらりと、とんぼさんがいったことばを思い出しました。

（あたしってやっぱり、女の子には見えないんだ……）

　女の子はなおもつづけていいました。

「あなた、知らないの。男の子ってそういうものなのよ。半分しかわからないと、もう半分をどうしても知りたくなるんですってよ。だから、あたし、アイ君にさがしてもらうのよ」

「贈りものがだれからきたのかを？」

「そうよ」

「もしさがしてくれなかったら？」

「そんなことないわよ。ぜったいにないわ」

　女の子はじゅうぶん自信がありそうに見えました。

「わかったわ。その万年筆をおとどけすればいいのね」

　キキは、このいつまでもつづきそうなややっこしい話を、おしまいにしたくなりました。

「おねがいします。それからこれもいっしょに……」

　女の子はポケットをさぐり、黄色の小さな封筒をとりだしました。

「お手紙ね」

「そう、でも中は、詩なのよ」

「詩って、歌みたいな……」

「そうよ、あたしがつくったの。あなた、知らなかった？　男の子への贈りものには、詩はつきものっていうわよ」

　キキはまた話があともどりしそうなので、いそいでたずねました。

「それではアイ君の住所は？」

「大川のむこうのみずき通り、動物園の西側、三十八番地。でも午後になると、すぐ近くのグラウンドでたいていひとりテニスをしているわ」

「で、あなたは？」

「名前は秘密よ。みずき通りのおとなりの、かやの木通りにいるの」

「そんなに近いのなら、あなたが行けばいいのに」

「だって……」

「わ、わかった、わかったわ」

　キキはあわてて手をふりました。

「もしあたしに会っても、知らんぷりしててよ。あ、そうそう。お礼をしなくちゃね」

　女の子のことばに、キキはちょっとまよってから答えました。

「あたし、もしよかったら、このあとどうなるか知りたいの。おしえてよ」

　そういいながらキキは、もしアイ君が見つけようとしなかったら、おもしろいな、と、ちょっぴり期待しました。

「アイ君があたしをさがすか、どうかっていうこと？　あなたって、知りたがりやなのね。いいわ、おしえてあげる」

　女の子はあくまで自信たっぷりに見えました。

「それなら、お礼はいらないわ」

「まあ、それでいいの？」

「だって、あたし……」

　キキがいいかけると、

「男の子の研究ってわけね、わかる、わかる」

　女の子はさも先輩ぶって、うなずきました。キキは返事のかわりに鼻にしわをよせて、きこえないくらいの小さな声で、イーッといいました。




　女の子が帰ってしまうと、キキは鏡の前へ行って自分を見つめました。ブラシで髪をすいたり、黒い洋服のえりをゆがむようにずらしてあけたり、背中をそらしておしりの形を見たり、そのあと楽しそうにひとりごとをいいました。

「もしかしてさ、アイ君がさ、あたしをその女の子だって思うかもね。そしたら、どうしよう」

　そばでジジが、あきれたようにひっくりかえり、

「女ってさ、単純。つきあってられないよ」

　といって、大きなあくびをしました。

「じゃ、いっしょにこないの？」

　キキが万年筆と封筒をポケットに入れ、上からぽんとたたくと、ジジはのっそりと起きあがりました。

　キキとジジは店の前から飛びあがりました。このごろ急につめたくなった風がほほをうちます。空の上から見ると、町の景色はもうすっかり秋でした。この町に多いいちょうの葉は、まっ黄色に色づき、たまにきまぐれな葉が、こんな高いキキのところまでのぼってきて、胸にぺたりとはりついたりしました。

「キキ、きょうはずいぶんゆっくりしてるんだね」

　ジジがうしろから声をはりあげました。

「同じとこばかりまわっているよ」

「あら、そうかしら」

　キキははっとわれにかえって、下を見おろしました。じつはさっきから、ずっと一つのことばかり考えていたのです。それはポケットの中、そしてそのまた封筒の中の女の子の詩のことでした。

　キキは小さかったとき、こんな詩をつくったことがありました。





　　おくつはくつくつとわらいます。

　　ぼうしはかぶるかぶるとわらいます。

　　わたしは　おかしいとわらいます。






　あとにもさきにも、詩というものと縁があったのはこれっきりです。封筒の中の詩がこんな幼稚なものでないことぐらい、キキにもわかります。男の子にあげる詩なんて、いったいどんなことが書いてあるのでしょう。あの人はあんなにきれいだったしおとなっぽいから、きっとすごいことが書いてあるにちがいありません。キキはいろいろ想像して、胸がどきどきしてしまうのです。見てはいけないと思えば思うほど、封筒はポケットからとびだし、どんどん大きくなって、目の前いっぱいにひろがっていきます。

「ジジ、あたし、ちょっと休みたいんだけど……あの土手におりて」

「まだ、飛んだばかりだよ」

「だって、秋ですもの」

　キキは答にならない答をつぶやいて、とんびのような大きな円を描くと、もうおりはじめています。やがて、大川と土手とのあいだに長くのびている公園に、足をつけました。

　公園には人かげがなく、風にふかれてブランコがひとりでゆれていました。そのむこうに、ときおり白い波をたてて大川が流れています。

「ジジ、ちょっとなら、どこかで遊んできてもいいわよ」

　キキはまっ黄色の葉をしきりに落としているいちょうの木にほうきを立てかけ、自分はその葉がつもった根もとにすわりこみました。

「いいよ、ここにいるよ。寒いから、はやく秋とやら、すませてよ」

「まあっ、ジジったら」

　キキはこまったように笑うと、

「散歩でもしたら？　おともだちのねこじゃらしが、ほら、土手にいっぱいあるわよ」

　とくりかえしました。

「ぼくをじゃまにするの」

　ジジが目をとがらせました。

「そう、じゃまなんだ」

　キキは風でみだれる髪をおでこの上までかきあげて、ちょっとおどけていいかえしました。

「かくしごとなんだね」

「そう、やっぱり……いけないかな？」

　キキは首をすくめました。

「でもさ、こわすとかさ、なくすとかさ、よごすとかさ、するわけじゃないもんね。ちょっとだけだもんね。ちらりだもんね。えい見ちゃえっ」

「さっきからなんのこと？　それ」

　ジジがむっとした顔で、キキの目をのぞきました。

「ジジ、おこっちゃいやよ、あたし、あの人の詩をどうしても見たいのよ。わるいとは思うけど、でも見たいのよ。これもね、魔女のひとり立ちのお勉強っていえなくもないんじゃない」

　キキもジジの顔色をうかがいました。

「なくもないないとか、ややこしいこということないよ。そんなことなら、見ちゃえば。あのきどったブーツのでしょ」

　ジジはあっさりうなずきました。

「だけど、ぼくにだって勉強だからね。ちゃんと読んでよ」

「まあ、ジジったら」

　キキはさっそくポケットの封筒をとりだしました。黄色い封筒の表には、花束の絵がもりあがって浮いてみえます。

「かんたんにあくといいけど……」

　封筒のはじを持って、しずかにそらすと、くっついていたのりが、ぱりっと音をたててはがれました。中に、同じもようの紙が半分に折って入っていました。ころんとまるい字で詩は書いてありました。

　キキは小さな声で読みはじめました。





　　おたんじょう日　おめでとう

　　声をだしていいたいわ

　　でもなぜか　あとずさり

　　おたんじょう日　おめでとう

　　目をみていいたいわ

　　でもなぜか　あとずさり

　　贈りものをおわたししたいわ

　　あたしの手から　あなたの手へ

　　でもなぜか　あとずさり

　　おいわいで　心いっぱいなのに

　　どうしても　あとずさり






「ふーん、ずいぶんあとずさりしちゃうんだねえ。よわむしの猫みたいだ」

　キキがスカートのひざの上に手紙をおくと、もう一度のぞきこんでジジがいいました。

「あの人がほんとうに書いたのかしら。なんだかにあわない。あんなに自信まんまんだったのに」

　キキも首をかしげています。

「さ、もとどおりにしておとどけしなくちゃ」

　キキが封筒を片手に、詩の紙をとりあげようとすると、急にふいてきた風にスカートがもちあがり、紙はキキの手をすりぬけて、空中にまいあがってしまいました。あっというまのできごとです。キキは追いかけて走りだしました。紙はつかもうとするとまいあがり、いちょうの落ち葉といっしょになって、まるでキキをからかうように飛んでいってしまいます。キキは先へと手をのばし、よろけてはまた走ります。

「ほうき、ほうき。乗って、はやく」

　ジジのあわてた声がします。

　キキはほうきをとりにもどろうとして、草の根につまずいてころんでしまいました。

「あーあ」ジジの叫び声がします。

「お、落ちちゃったよーう」

　立ちあがりかけたキキの目に、黄色い紙が川の中に落ちて、流れていくのがちらりと見えました。

「あ、あっ、あっ」

　声ばかり追いかけたって、足のほうがまにあいません。キキがやっと走りだしたときには、川のはやい流れにおしやられて、紙はもうどこにも見あたりませんでした。

「どうしよう」

　キキはぼうぜんと立ちすくんでいました。

「こんどの失敗は、ぼくじゃないよ」

　ジジがうしろからいいました。

「やっぱり、ひとの手紙の中なんて見るから、ばちが当たっちゃったんだわ」

　キキはしょんぼり肩を落としました。

「しょうがないわ。あやまるより」

「かわりに口で詩をいってあげたら……」

　ジジはせいいっぱいのなぐさめ顔です。

「それじゃわるいわ。あの人の気持わかるもの。人にいってもらうなんて、あたしだっていやよ」

「ならさ、ここに落ちてる葉っぱに書いたら？　ぼく、詩、だいたいおぼえてるよ」

「……そうねえ。だれからの手紙かわからないんだから……」

「だいじょうぶだよ」

「……ええと、はじめは、おたんじょう日、おめでとう、だったわよねえ。じゃ、ジジ、てつだってくれる？」

　キキはまわりを見まわして、大きないちょうの葉を一枚えらんでひろうと、また木の下にすわりました。それから、贈りものの万年筆をポケットから出してキャップをはずし、書きはじめました。

「『おたんじょう日……』のつぎは『声をだしていいたいわ』だったわ」

「そう、そして『でもなぞなぞ　あとずさり』っていうの」

「いやだわ。『なぞなぞ』じゃないわ。『なぜなぜ』よ。そしてつぎは……『目をのぞきたいわ』で……また『あとずさり』でしょ」

「あんまりじょうずじゃないみたいだね。同じことばかりいってさ」

「そうかしら……さっきはいいと思ったけど……えーと、つぎは、贈りもののこと」

「万年筆でしょ」

　キキは手もとの万年筆に目をやりました。

「これ、さすがよ、とっても書きいいわ。それで、『おそろいの贈りもの　銀色の万年筆』と……」

　ジジが目を空にむけて考えながら、書いているキキにいいました。

「たしか、銀色なんて、なかったよ」

「でももう書いちゃった。銀色なんだからいいわよ。つぎは『あたしの手から　あなたの手へ』ここはすてきだから、よーくおぼえてるの。また『あとずさり』あら、『あとずさり』だった？　こんなに何回も？」

「ちがうよ。そう、『なぜなぜ　かくれんぼ』だったよ」

「そうよね。あとははっきりおぼえてるの、『おいわいで　心いっぱいなのに　どうしても　かくれんぼ』っていうの。ああ、よかった。ちゃんと書けたわ」

　キキがふうっと息をつくと、

「どれどれ」ジジものぞきこんで、「上出来だよ」とうなずきました。

　キキとジジがまとめた詩は、こんなふうになりました。





　　おたんじょう日　おめでとう

　　声をだしていいたいわ

　　でもなぜなぜ　あとずさり

　　おたんじょう日　おめでとう

　　目をみていいたいわ

　　でもなぜなぜ　あとずさり

　　おそろいの贈りもの　銀色の万年筆

　　あたしの手から　あなたの手へ

　　でもなぜなぜ　かくれんぼ

　　おいわいで　心いっぱいなのに

　　どうしても　かくれんぼ






　キキとジジは飛んでいきます。大川をこえ、高いビルをまあるくよけて、やがて動物園の人ごみを下に見ると、ゆるやかにおりはじめました。

　キキは、みずき通りの中ほどにあるグラウンドに目をとめました。枯れた芝生の上で、壁にむかって男の子がひとり、ラケットをふっているのが見えたのです。

「あの人だわ」

　キキはほうきの柄をいそいで下にむけました。

「アイ君ですね。おたんじょう日、おめでとうございます」

　グラウンドのすみにおり立ったキキは、男の子に近づいていいました。

「えっ、ぼくに？　どうして？　でもぼくのこと、よく知ってるね、君」

　ひやけした顔で、黒い目がふしぎそうにくりくりと動いています。

「十四歳になったんでしょ。でも、あなたをよく知ってるのは、ある女の子で、あたしは、ただのおつかいさん」

　キキはちょっとじらすように笑いかけました。

「女の子？　だれ？　それ？」

「さあ、だれでしょ。この町の女の子よ。その人からの贈りもの」

　キキはポケットから万年筆と封筒をとりだしました。

「へえすごい。ぴかぴか光って、ロケットみたいだ」

　男の子は万年筆を目の高さにあげて、くるくるまわしてみせ、それから、ひょいとシャツのえりにさし、上からぽんと軽くたたきました。

「まあ、ほんとう。おそろいだわ」

　キキはとっさに男の子のえりもとを指さすと、感心してさけびました。

「この手紙の中に、名前、書いてあるかな」

　男の子は封筒のふたをめくろうとしました。とたんにキキは、いやでも中の落ち葉のことを思い出しました。

「あ、待って、えーと、どうかしら、じゃあ、あたしは、これで……」

　とっさにわけのわからないことばをつぶやくと、キキは、大いそぎでうしろをむいて歩きだしました。

「ねえ、いったい、だれなの？　おしえてよ」

　男の子の声が追いかけてきます。キキはうしろをむいたまま首をふって、

「いわないって約束なの」

　とさけびかえしました。

（やっぱり知りたがってる、半分を……）

　キキはちらりと、うれしそうなあの女の子の顔を思いえがきました。




　それから三日して、あの女の子が風に追われた葉っぱのようにキキの店へとびこんできました。キキはなくした手紙のことがあったので、思わず下をむいてしまいました。しかし、彼女は、

「魔女さんいる？」

　と、うたうようにいうと、片足でくるんとひとまわりしたのです。白いブーツが光りました。

「アイ君たらね、あたしのこと見つけたわよ。贈りものは君からだね、って」

「よかったわね」

　キキも思わずはずんだ声で答えました。

「でも、おかしいのよ、アイ君たら、へんなこというの。『君、落ち葉とは、考えたね。すてきな思いつきだね』って。あなたが空を飛んで運んでくださったとき、どこかに落ち葉がまぎれこんだのかしら……でも、いいんだ。あたしってわかったのはね、その落ち葉でじゃなくってね、この万年筆でだったんですもの。ほらここ、同じだったから」

　女の子はえりもとを指さして、うれしそうに笑いました。

　今、すなおによろこんでいるこの人を見ていると、キキはつっぱっていた気持もうそのように消えて、自分までうれしくなってしまいました。それで、思いきって口をひらきました。

「あたし、ほんとのこというとね……」

　すると、同時に、女の子も、

「あたし、白状しちゃうとね……」

　といいかけていました。

「あら」

　ふたりは顔を見あわせました。

「魔女さんが先にいって」

　女の子はいいました。

「あたし、わるいことしちゃったのよ」

　キキは目をふせて、女の子の詩を見てしまったこと、その紙を飛ばしてしまって、かわりに落ち葉に詩をうつしてアイ君にとどけたことを、ぜんぶ話しました。

「まあ」

　女の子はちょっとがっかりした声をあげました。

「ごめんなさい。でも詩はね、ちゃんと思い出して書いたつもりよ。あなたがお店にきたとき、あたしと同じ年なのにあんまりきれいだったし、それになんでも知ってるみたいだし……そんな女の子って、どんなこと書くのか知りたくって……がまんできなかったの。ゆるしてね」

「まあ、あなたもそう思ったの。あたしもよ」

　女の子はいいました。

「アイ君があたしをさがしてくれるなんて、ぜんぜん自信がなかったの。名前をいったら、『あ、そう』なんていわれて、問題にしてくれないと思ってたの。でも、ここにたのみにきたら、年も同じぐらいなのにあなたがとてもおとなっぽくきれいに見えたんですもの。とたんにどうしたわけか負けられないっていう気持になっちゃって。ごめんなさい。……魔女さんとあたし、おたがいに似ているみたい。気があいそうね」

　女の子はこの前と同じように、すてきなまばたきをして笑いました。キキもそれに笑顔をかえすと、ちょっとまじめな声でいいました。

「あたし〝魔女さん〟なんだけど、キキって名前なの。これからそう呼んで」

「あたしはふつうの女の子なんだけど、ミミって名前なの。これからそう呼んで」

　女の子は、キキの口調をまねて笑いながらくりかえしました。







　８　キキ、船長さんのなやみを解決する







　秋も半分以上がすぎて、毎日つめたい風のふく日がつづいています。茶色に枯れた街路樹の葉も、とっくにふきとばされ、キキのいる店の窓から見たコリコの町は、かわいて白く光っていました。

　風はコンクリートの建物の角にぶつかり、また角にぶつかってくるせいでしょうか、ふくときは刃物のようにするどく、かと思うと、ぱったりとまり、また急にふきはじめるのです。そのたびにかんたんなつくりのキキの店は、小さな声をあげてゆれました。

（うちのほうじゃ、もう初雪、ふったかしら）

　キキは風の音をききながら、生まれた町の冬のはじまりを思い出していました。ある日とつぜん寒くなって、窓から見ると、北の森のうしろの山々が、レースのハンカチをかけたように白くけぶっているのでした。その白いものはだんだんと下におりてきて、やがては町全体をいつのまにかすっぽりとつつんでしまうのです。あの町では、冬のきたのは、風の音ではなく、雪の白い色で知るのでした。そういえば、キキがほうきで飛ぶことをならってはじめての冬のある日に、コキリさんとつれだって出かけたとき、コキリさんは、「どこもかしこもまっ白でしょ。それにときどきお日さまで光って目がいたくなるから、気をつけて飛ぶのよ」といいながら、町の屋根の形を「あのおまんじゅうみたいに見えるのは火の見やぐらの屋根、あの階段みたいになっているのは図書館の屋根、あのま四角に見えるのは体育館の屋根よ」とおしえてくれたのでした。




「魔女は寒さに強いはずなのよ。でも、この町の寒さったら、つきささるみたい」

　キキは店先にすわると、洋服のえりをかきあわせてつぶやきました。

「ひまだからさ。動かないからさ」

　ジジはちゃっかりキキのスカートの上に乗って、まるくなっています。

　寒くなると、人はあまり気がまわらなくなるのでしょうか、それともよけいなことはしないですまそうとするのでしょうか。キキの仕事はめっきり少なくなっていたのでした。

（こんなときは、毛布にくるまって、あったかいもの、そう、サフランのお茶でものみながら、かあさんとおしゃべりがしたいなあ）

　キキはとろんとした黄色いお茶のにおいを思い出しながら、コキリさんを恋しく思いました。

「サフランって、いつ植えるのかしら」

　キキはだれにいうともなくつぶやきました。そして、毎年くりかえしていた薬草づくりのことも、コキリさんからちゃんとおそわらなかったのを、とてもざんねんに思いました。

（とんがらしのしっぷだって、煮るんだったかしら、いためるんだったかしら。おなかのいたいときの野菜スープに何か入れるのがいいっていってたけど、その何かってなんだったかしら）

　キキはつぎつぎコキリさんのやっていたことを思い出しながらも、どれ一つとして、正確におぼえていないのです。

（かあさんのいうこと、どうしてあんなにうるさがったのかしら。いま思うと、ふしぎだわ）

　キキは口をむっとまげて、目をふせました。

　急に風が強く入ってきました。見ると、入口の戸が細くあいて、きょときょとした目が四つのぞいて、話し声がしました。

「魔女猫はね、さむくなると目が懐中電灯みたいに青緑に光るってきいたけど……うそだよ、ちっともほかのと変わってないよ」

「どれ、どれ、ほんとだ。それじゃ、口をあけると火をふくんじゃないの。魔女猫はマッチのかわりになるって、となりのおにいちゃんがいってたよ。もっとよく見てみようよ」

　ジジは、キキと顔を見あわせると、外にむかってわざと目をまるくしてみせ、つづいて口を大きくあけて、はあっと息をふきだしました。

「あっ」と声がしてあわてて戸がしまりました。

「見た？　いまの」

「うん、でもマッチにならなかったよ」

「懐中電灯にも、ならなかったよ」

「ちっとも、光らなかったね」

「ただのまっくろくろねこだね」

　小さな足音が、ぱたぱたと遠ざかっていきました。

「ふつうの猫でわるうございましたねっ。これだからやんなっちゃう、しょっちゅう近所の子たちにのぞかれるんだから」

　ジジはぼやくと、またキキのスカートの上でまるくなりました。

「ごくろうさん。人気ものはつらいわね」

　キキは目をぱちぱち動かして、ジジをからかいました。

「いっそのこと、変わったかっこうにしちゃえば？　毛をそめてまっ赤にするとか、サングラスをかけちゃうとか、さ」

　ジジは、うらめしげにちらっとキキを見あげると、あとは知らんぷりをきめこみました。

　しばらくして、電話が鳴りだしました。

「まあ、仕事かしら、めずらしいこと」

　キキが受話器をとると、ゆっくりした声がきこえてきました。

「まじょの……たっきゅう……びん……や、さん……でしょ。ねえ、お、ねがい……が、ある……の。あたし……は、おばあちゃん。あっ、ちょっと……まって。くび……に、はさんだ……でんわ……が、おちそう。あたし……いま、あみもの……で……いそがし……くて、りょうて……が、ふさがって……いるの。あたし……は、おばあちゃん。ぐみの木……どおり……の、ににんが……四ばんち……よ。きて……ちょう……だい」

「は……い、かしこ……まり……ました」

　キキもつられて、ゆっくりと答えました。

　キキとジジがさっそく飛んでいくと、ぐみの木通り、ににんが四番地は、大川からわかれた小さな川のほとりにありました。空色のペンキをぬった小さな船着き場につづいた、小さな家でした。中に入ってみると、これまた小さなおばあちゃんが、椅子の上にちょんとすわって、あみものをしていました。

「あのね……ちょっと……まっててちょう……だいね。いま……すぐ、この、はらまき……あみ……おわるわ」

　おばあちゃんはゆっくり話すわけです。あみものの針を動かすのにあわせて、口も動かしているのです。

「あたしが……すぐ……できる、から……って、いうのに、せがれった……ら、行っちまっ……たんですよ。そんなもの……いらないよ、ばか……ばか……しいって。あのこ……まだ……はんこう……きなの。あ……あ、やっと、でき……あがったわ」

　おばあちゃんは、はさみで毛糸を切ると、首と肩をぐるぐると動かしました。

「ああ、つかれた」

　それからキキの目を見て、こんどはふつうのはやさで話しはじめました。

「ところで、宅急便屋さん、あなた、おなかはだいじょうぶ？」

「ええ、食事をしたばかりですから。すいてません」

　キキはかかとをあげて、元気に背のびしてみせました。

「ちがうのよ。いたくないかってきいてるの」

「ぜんぜん。とっても元気です。どんな遠くにでも行けますよ」

「そういう元気なときは、とくに注意がたいせつですよ。おなかは冷やしてはいけませんよ。いつもあたたかくしておくのがいちばん。たいせつにたいせつに、ね。おなかは宇宙の中心ですから。それにはなんといっても、腹まきがいちばんいいの。それもね、あまり毛糸を色どりよくつないで、いっぱいこぶをつくって編んだのがいいの。あったかなのよ。ねえ、そう思うでしょ」

　おばあちゃんはひとりでまんぞくそうにうなずくと、キキの足もとにすわっているジジに目をうつしていいました。

「おや、あんたはどう？」

　ジジは返事のかわりに、のどの奥でごろごろと音をたてました。

「あら、たいへん。その音はおなかが冷えてる証拠よ。どこかにあんたにちょうどいい腹まき、ないかしら」

　おばあちゃんはまわりを見まわしました。なんと、家の中にある品物は、みんな毛糸の腹まきをしているのでした。電話、コーヒーカップ、ポット、薬びん、やかん、魔法びん、お茶筒、長靴、植木鉢、つえ。

「あ、そうだわ、あれならいい」

　おばあちゃんは椅子からおりると、魔法びんの腹まきをはずしました。

「魔法びんと魔法ねこ。それにね、この腹まきね、表は水玉、うらはしまの魔法腹まき。ちょうどいいわ」

　おばあちゃんは口にしわをよせて、うれしそうに笑いながら、ジジのおなかにはかせてくれました。その腹まきは、こい桃色とうすい桃色をまぜて編んであって、表は花ざかりのあんず畑のように、うらは春のかすみが流れる朝やけのように見えました。

「まあ、きれい」

　キキは思わず声をあげました。それからジジにいいました。

「黒い毛にとってもよくにあうわ」

　でも、ジジはあまり気にいらないようです。しっぽをぴんと立てて、ふんと顔をそむけて歩きはじめました。

「あんたにも、編んであげようねえ。宅急便の料金はほんとうにわずかでわるいけど、二つの腹まきってことにしてくれると、たすかるんだけど……」

　おばあちゃんは、すまなそうにいいました。

「ええ、もちろんけっこうです」

　キキがにっこりうなずくと、おばあちゃんもにっこりして、また口をひらきました。

「腹まきさえすればもう安心よ。こんな完全で安あがりな健康法はありませんよ。ついこのあいだも、町長さんにすすめてやりました。腹まきでおへそをかくしなさい、おへそのまがっているの町の人に見られたらこまるでしょ、ってね。それに、あなた、去年の冬、動物園の動物が集団冷え腹病にかかったの、ごぞんじ？　動物たちに腹まきさせるようにすすめたのに。園長さんたら、うちのせがれみたいにいうこときかないから……今年はだれがなんといおうと、あたし、編んでもっていってやるつもりよ」

　おばあちゃんは小さな顔に汗をうかべていいました。

「それでわかったわ。あたしがこれから運ぶ、それ、動物園の象さんのものなんですね」

　キキはたった今、おばあちゃんが編みおえたばかりの、青空と雲がまざりあったように見える、きれいな青と白のしまもようの腹まきを指さしました。キキはさっきから、腹まきにしてはずいぶん大きいと、気にしていたのです。

「いいえ、これはせがれのよ。あの子はぽんぽん船の船長さんなんです。なんでもきょうはとてもたいせつなものを、ほら、コリコ湾のとっ先のモリモ半島まで運ぶんだって、朝早く出ていったのよ。たいせつなものってね、ひとかかえもある大きなびんに入った、高級なぶどう酒なんだそうだけど、そっとそっと運ばないと、味が、がたっと落ちちゃうんだそうよ。味って、がたって音をたてるのかしらねえ。あたし、そんな音きいたこともないわ」

　おばあちゃんは、口をちゅーっとつぼめると、またいいました。

「モリモ半島には山が二つもあるでしょ。それで船のほうが自動車よりゆれないってことになったらしいんだけど、海には波の山が二つどころじゃないわよねえ。だいじょうぶかしら」

　おばあちゃんは一息つくと、キキの返事もきかずに、またしゃべりつづけました。

「そこであなたにおねがいってわけよ。せがれの船はテテ号っていう白いぽんぽん船なのよ。このごろじゃ、あたしと同じようにおばあちゃんになっちゃってね、ぽんぽんなんていう元気なくてさ、ぽかんぽかんってあくびみたいな音させて、煙だしてるけど……この船にね、たいせつなお役目はたせるように、この腹まきとどけてやってほしいのよ。せがれにはちゃんといっといたから。……大川ぞいにさがしていってくださいな、すぐわかると思うけど。ほんとうにいうこときかないせがれで、手間のかかることったら」

　おばあさんは、肩をすぼめて、ため息をつきました。

　キキは大きな腹まきをうけとるにはうけとりましたが、首をかしげてしまいました。

（息子さんって、どのくらい大きな人なのかしら、こんな小さなおかあさんなのに……）

　すると、おばあちゃんはまたいいました。

「せがれがね、まだ文句いうようだったら、あなた着せてやってちょうだい。大きかったら、ちょっとつまんでもいいし、小さかったら、ちょっとひっぱれば……だいじょうぶ」

　キキはまだうたがっていましたが、でもにっこり笑っていいました。

「はい、かしこまりました」

　キキは、大きな腹まきをマントのように自分の肩にまきつけると、飛びあがりました。

「これならあったかいし、いい思いつきだわ」

　ジジは、うしろでぶつぶついっています。

「れっきとした毛があるのに、その上に毛糸じゃ、〝ひつじねこ〟になっちゃう。お年寄りにはいやっていえないし……」

　とはいうものの、きれいな色にはまんざらでもなさそうです。

「よくにあってるわよ」

　キキがいうと、

「あんたがいってた〝変わったかっこう〟ってのは、こんなもんでいいんですかね」

　ジジは、さっきからかわれたことに、お返しをしました。

　大川が海に流れこむところに、港があります。岸ぺきには大きな客船が二そう、そしてもう一そうはちょうどタグボートにおされて停止しようとしていました。まわりには無数の小さな船が動いています。ヒュイヒュイヒュイとなにかの合図の汽笛がきこえてきます。左手前方に、モリモ半島が、女の人のくちびるのような形でのびています。高い空から見ると、なにもかもがゆっくりで、なんだかもどかしいような気さえします。キキはときどき空中にとまって、テテ号と書いてある船はないかとさがしました。港の中にはめざす船がいないのをたしかめると、こんどは海の上に出ていきました。風が急に強く下からふきあげてきます。船の数はぐっと少なくなり、ほうぼうにちらばっています。遠くにどうやらぽんぽん船らしい船が見えてきました。青い海に、白い小さな花びらのように浮いていました。近づくと、おばあちゃんのいっていたとおり、ぽかんぽかんというあくびみたいな音を煙突から煙といっしょにあげていました。船の横腹には、ペンキがはげかかっていても、テテ号という文字がなんとか読めました。

　キキは上から声をかけました。

「テテ号さーん、船長さーん。おとどけものでーす」

　甲板で、たくさんのびんに抱きつくようにしていた船員が何人か、おどろいて顔をあげました。

「魔女の宅急便でーす。おりてもいいですか」

「どうぞ、どうぞ」

　船長さんが操そう舵だ室から首を出して、手をふりました。それから急に小さな声になって、

「でも、積荷をおどろかさないように、そっとおりてきてくださいよ」

といいました。

「あら、ワインじゃなくて、生きものだったんですか」

　キキも小さな声になって、しずかに甲板におり立ちました。

　集まってきた船員たちは、とつぜん空から現われた女の子を、びっくりして見つめています。でももっとびっくりしたのは、キキのほうでした。大きいと想像していたのは船長さんのおなかだけだったのに、ほかの船員さんのおなかもみんなそろって、お金持ちの食いしん坊みたいにふくれていたのです。これでよく船が沈まないものです。キキは笑いたいのをこらえていいました。

「船長さん、おかあさんからのおとどけものですよ。あったかい腹まきです」

「えーっ。おふくろったら、しつこいなあー」

　船長さんはさもうんざり、というような声をあげ、船員さんたちも、「まいっちまうよな」と小声でいいながら顔を見あわせました。

「でも、これ、船長さんのそのおなかにも、大きすぎるみたい。だぶだぶじゃないかしら。つまんでくださいっていってたけど、それにしても……」

　キキは、海の上だといっそうきれいに見える空色と白の腹まきを、ひろげて見せました。

「いやですねえ。わたしんじゃありませんよ。じつはこれ、船の煙突の腹まきなんです。ぽんぽん船のくせに、このごろぽかんぽかんというようになっちゃったもんだから。おふくろのいうには、煙突の腹が冷えたせいだっていうんですよ。それには腹まきがいちばんだ、ってわけで……つきあいきれませんや、まったく」

「えーっ、煙突の腹まきだったんですかあ……」

　キキは、ぽかんとして、船の煙突を見あげました。なるほどこれなら、大きさはぴったりのようでした。

　船長さんが大げさに顔をしかめました。

「おふくろときたら、世界じゅうの腹をあたためなくちゃ気がすまないんですから。まいりますよ。ほら、見てください。わたしだってちゃんといいつけ守って、このありさまですよ」

　船長さんは、はじけそうな上着のボタンをやっとはずすと、その下には、腹まきが何まいも何まいもかさなっていました。はでな色が渦をまいています。

「わたしたちも、これじゃ働けませんや」

　そばの船員たちも上着をめくってみせました。そこも腹まきの渦です。食いしん坊腹と思ったのは、じつは腹まき腹だったのです。キキはそっくりかえって笑いだしました。

「あの……船長、このかたは……」

　ひとりの船員さんが、おずおずと口をだしました。

「いま町で評判の、魔女の宅急便屋さんとちがいますか？」

「ええ」

　キキはうなずきました。

「それじゃ、ひとつ、お願いしてみたらどうでしょう。うわさにきくと、なんでも運んでくれるっていうから。この船まるごと運んでいただいたら……空には、やっかいな波がないでしょうから」

「えっ、なんですって」

　キキはびっくりしてしまいました。

「船を？　まさか。どうして、そんな」

「じつは積荷のせいなんですよ」

　船長さんがいいました。

「上等なぶどう酒なもんですから、そっと運ばなくちゃならないんですが……そんな遠いところまで運ぶわけじゃないから、甲板におくだけでいいだろうと思ったのがいけませんでした。どうしてもびんとびんとがぶつかっちゃって、これじゃ味が落ちてしまうんですよ。みんな総出で、いっしょうけんめいおさえているんですが、たいへんな仕事で……」

　いわれてみると、甲板にならんでいるびんは、ぶつかりあってかちかち音をたて、中のぶどう酒にこまかい泡が浮かんでいました。

「それなら、はなしておいたら？」

「そうすると、ころげるのが出るしまつで。やっぱり空飛んで運ぶのは、むりでしょうねえ」

　キキはこまって目をうろうろ動かしました。キキのお店の看板には、どんな品物でも運ぶ、と書いてあるのです。これは約束、やぶるわけにはいきません。でもいくら、ぽかんぽかんのあくび船だからといっても、船は船です。ちょっと持って運ぶというわけにはいきません。

「あの……びんとびんがぶつからなければいいんですか」

　キキはみんなのふくれたおなかと、同じようにぷっくりふくれた形の大きなびんを、かわりばんこに見ました。

「そう、そうなんです。かんたんなことなんですが、船の上ではむずかしくって」

「それならいいこと考えられそうですわ。こまったことが一度に二つも解決できるようなこと」

「そ、それ、なんですか？」

　船長さんも船員さんも、のりだしてきました。

「でも、やっぱり、おかあさんのいいつけは、守らなくちゃいけないでしょうか」

　キキは船長さんを見つめました。

「おふくろに目をつぶっててもらいましょうか」

　船長さんはにやっと笑って肩をすくめました。

「それなら……」

　キキは大きな声でいいました。

「みなさんの腹まきをとって、ぶどう酒のびんのほうに、はめたらいかがでしょう。それなら、みなさんのおなかがやせて働きよくなるし、びんはぶつからないし、ぶどう酒はまずくならないし」

「ほう、なる、ほど、ねえ」

　船長さんは、さっそく自分の腹まきをぬぎにかかりました。ぐっとさげて、足からひきぬきます。みるみるおなかはへこんでいきました。船員さんたちも負けてはいられないと、ぬぎはじめました。たちまち色とりどりの腹まきの山が甲板にでき、そばにはスタイルのいい船員さんたちがそろいました。

　つづいてみんなは、腹まきをぶどう酒のびん一つ一つにていねいにはかせていきました。こんどは、びんがいろんな色の腹まきをつけ、お金持ちの食いしん坊みたいにおなかをふくらませて、甲板にならびました。もうかちかちぶつかる音もしません。

「なるほどねえ」

　みんな、ほっとしたようにうなずきあいました。

「じゃ、わたしはこれで……」

　キキはジジといっしょにほうきにまたがりかけて、船長さんにいいました。

「あっ、わすれてた、この煙突用腹まき。そうだわ、一つだけでもおばあちゃんのいいつけ守って、着せてあげたらどうでしょう」

「はあ、そうですな」

　船長さんがしぶしぶ、でもすこしほっとしたような顔つきでいうと、船員さんたちもうなずきました。それからみんなで力をあわせて、空色と白の腹まきを煙突に着せました。

「じゃ、こんどこそ、これで失礼します」

　キキは手をふりながら、飛びあがりました。そしてコリコの町のほうにほうきの柄をむけました。うしろから追いかけるように船の音がきこえてきます。気のせいか、ぽかんぽかんじゃなくて、ぽんぽんという音に変わってきたような気がしました。




　そのつぎの日、キキは新聞を見てびっくりしました。テテ号の乗組員全員に集団冷え腹病発生、と書かれてあったのです。またその下にはこんな記事ものっていました。

「モリモ半島の、ある酒屋では、美しい毛糸の帯をつけたぶどう酒を売り出しました。味といい、その形といい、一見の価値あり。ただし値段のほうは多少高め」

　それから一週間がたちました。ジジは、あのおばあちゃんにもらった腹まきをぬごうとしませんでした。それどころか、しっぽでばたばたはたいて、いつもきれいにしています。というのは、町を歩いていたとき、こんなことをいっている人がいるのを、ジジはちゃんときいたのです。

「まあ、魔女猫はちがったもんねえ。魔法をあっためているのよ、きっと」

　そしてまた一週間ほどたったころ、おばあちゃんからキキに、腹まきができたという知らせがありました。キキがとりに行くと、おばあちゃんは、ドロップのびんの中みたいにいろんな色のまざった腹まきを見せていいました。

「あんた、いつも黒い洋服ばかりだから、せめて腹まきぐらい、はでに楽しみなさいな」

　そこでキキは、もう一つおねだりしました。

「おばあさん、あたしにもあみものおしえてください。あたし、いろんなことできるようになりたいんです」

「ええ、おやすいご用よ。それでなに編みたいの」

　おばあちゃんは目を細くして、キキを見ました。

「かあさんととうさんの……」

「もちろん、腹まきね。それはけっこうだこと」







　９　キキ、お正月を運ぶ







　コリコの町は、あと四時間で今年も終ろうとしていました。とうとう大みそかです。どこの家も、新しい年をむかえる準備はすべて終ったようでした。窓ガラスはすっきりとみがかれ、やわらかいオレンジ色の光が通りにまであふれています。

　キキは胸がきゅっといたみました。生まれてからずーっと、キキの家では、大みそかといえば、とうさんかあさん、それにキキ、黒猫のジジが集まって、いっしょに暮らすしあわせをしみじみ味わう夜のはずでした。でも今年は、ジジとふたりっきりですごさなくてはなりません。ひとり立ちした魔女は、一年間は里帰りすることができないのです。

（あと四ヵ月とちょっと、それまでせいぜい楽しくしよう。がまん、がまん）

　キキは気をとりなおして、肉だんごづくりにとりかかりました。りんごぐらい大きい肉だんごです。かあさんがやっていたのを思い出しながら、夏のあいだに水煮をして保存していたトマトといっしょに、煮ました。

　キキが生まれた町では、大みそかの夕食に、トマトで煮た大きな肉だんごを食べる習慣がありました。そのとき、みんなそれぞれ一年間にあったことをいろいろ思い出しながらおしゃべりをして、やがて時計が十二時を打つと、待っていたようにとなりにいあわせた人と抱きあって、「いい年でしたね、おたがいに」とあいさつをするのでした。

「ねえ、ジジ」

　キキはなべの中に塩とこしょうをふり入れながら、いいました。

「今年はあんたとふたりきりだけど、これから肉だんごを食べて、十二時になったら、いつもの年のように、いつものあいさつをしましょうね」

「ええ、まあ、いいでしょ。このまま終ればまあまあですよ。考えようによっちゃ、そんなにわるい年でもなかったから」

　ジジは、前足をつっぱってぐんとのびをしました。

（それにしても、大みそかの夜だっていうのに、なんだかへんねえ）

　キキは、スープの味見をしながら首をかしげました。通りのあちこちが、いつもの夜よりもずっとさわがしいのです。なにやら人が集まっているようすです。

（今ごろは、にぎやかなのは町の中じゃなくて、家の中のテーブルのまわりのはずなのにねえ）

　そのとき、

「ごめんなさいよ」

　と、店の戸があいて、おソノさんが赤ちゃんを抱いて入ってきました。赤ちゃんはもうずいぶん大きくなって、足をばたばたと動かしています。おソノさんはキキと顔があうと、うたうような調子でいいました。

「耳をすましましょう」

　そのいいかたがあんまりきどっているので、キキはちょっとのあいだ、ぽかんとおソノさんを見つめました。それからふしぎそうにいいました。

「あら、どうして？」

　すると、こんどは反対に、おソノさんがぽかんとキキを見つめました。

「あっ、そうだわ」

　おソノさんはしまったというふうに首をふりました。

「そういえば、あなた、知らなかったのよねえ。この町の大みそかのあいさつを……ごめん、ごめん。おしえてあげなきゃいけなかったわ。ちょっと、見て、あの時計」

　おソノさんは、窓ごしに遠くかすんで見える時計を指さしました。

「だれがつくったんだかしらないけどねえ。あのお役所の背せいたかのっぽの時計。時間を知りたくて見ると、たいてい雲にかくれていて見えないし、そうじゃないときは、あんまり高くて、首がいたくなってけっきょくあまりよく見えないというしろものだけど……でも一年に一回だけ、たいせつな働きをするのよ。それが大みそか。あの時計はね、大みそかの夜、それも十二時だけ鐘を鳴らすのよ。ぼんぼんと十二回。すると、この町の人はいっせいにマラソンをするの。役所の前から、町をぐるっと……つまり新しい年へむかって走るってわけ。これは、この時計台ができたときから今まで一回も休まずにつづいてる、この町のだいじな行事なのよ。それでね、時計の音をききのがさないために、いつのまにか『耳をすましましょう』というのが、この日のあいさつになっちゃったのね」

「それじゃあ、町のあのさわがしさも？」

「そう、もちろんよ。気のはやい人はとっくに外に出て、みんなにあいさつしながら待ってるわよ」

「まあ、そういうことなの。あたしも走っていいのかしら」

　キキは身をのりだしました。

「とうぜん。でも空を飛ぶのは、なしよ」

「ええ、そんなずるはいたしません」

「あたしはこの子おんぶして、主人と走るつもりなの。じゃ、そのときいっしょにね」

　パン屋のおソノさんが帰ってしまうと、さっそくキキはドレスのスカートをつまみあげて、足をふみならしてみました。ジジもしんけんな顔で足を一本ずつかわりばんこにぶるんぶるんとふって、準備体操をはじめました。




　それから二時間とちょっとたったころでした。コリコの町のわかい町長さんは、今年じゅうにしなければならない仕事をやっと終って、机の前で大きなのびをしました。今年のはじめに選挙で町長になってから、仕事はすべてうまくいきました。わかいのによくやると、町の人の評判も上々です。一年が終わる今夜、町長さんは最高にはりきっていました。伝統ある大みそかのマラソンではなんとしても先頭を走って、町の人に、ますますたよりがいのある町長さんだということを見せなければならないと、かたく決心をしているのです。

　町長さんは一、二、一、二と手を頭の上にあげ、三、四、三、四と、足をふみならしました。それから窓をあけて、町を見おろすと、大みそかのあいさつをたからかにさけびました。

「耳をすましましょう」

　そのとたん、あんまりびっくりして、窓から手をすべらせそうになりました。町長さんの部屋は役所のいちばん高いところにあるので、窓をあければ、雲がかかっていても雨がふっていても、頭の上はるかかなたの時計台の音をかすかにきくことができるのです。それが今、いつもの規則正しい音ではなくて、まるであくびでもするように、コッチン、アッチン、ポッチンとなさけないひびきをたてているではありませんか。町長さんはあわてて窓から体をつきだして時計を見あげました。すると町長さんに知らせて安心でもしたように、時計はクククとかすかなうなり声をあげて、とまってしまったのです。十時三十六分でした。この時計が一年に一度のたいせつな働きをする十二時まで、あと一時間と二十四分しかありません。

　町長さんは電話にとびつくと、代々この時計の世話をしている時計屋さんを呼び出しました。

「時計台の時計がとまってしまった。すぐ飛んできてくれ。町の人にはぜったいにないしょにしてな」

　町長さんは電話をおくと、自分も大いそぎで時計台にのぼっていきました。この時計は、できたときから今まで、一度も故障したことなんてありませんでした。だから毎年きちんとした時間に、大みそかのマラソンははじまっていました。それは町の人たちにとってじまんの種でもありました。それなのに、よりにもよって自分が町長になったその年に、故障してしまうなんて……もしかしたら町の歴史に書かれてしまうかもしれません。これはたいへん不名誉なことです。わかくてはりきっている町長さんには、とてもがまんができないことでした。

　しばらくして、大きな道具袋をさげた時計屋さんが、二三五八段もの階段をのぼって時計台にやってきました。この時計屋さんの家は、ずっと前の前の……五つほど前のおじいさんの代から、この大時計の世話をいっしょうけんめいしてきたのです。そのかいあって、これまで一度もとまるようなことはありませんでした。それなのに……もしかしたら一週間ほど前、きょうの大みそかのために最後の調整をしたときに、なにか手落ちがあったのかもしれません。時計屋さんの胸は、元気のよいときの時計みたいにコチコチと大きな音をたてはじめました。

　青い顔をした時計屋さんは、さっそく修理にかかりました。小さなかなづちで、あっちのねじ、こっちの歯車とたたいていきました。そしてすぐほっと息をつきました。

「あっ、わかりました。いちばん大きな歯車がこわれたのです。これならかんたん、かんたん。とりかえればすむことです。三分ですみますよ」

「ほんとか？」

　町長さんは思わず、一、二、一、二と足ぶみしてから、まだ心配そうにいいました。

「時間のおくれたのも、なおるのだろうな？」

「ええ、新しい歯車ととりかえりゃ、またたくまですよ」

「ちゃんと十二時に鐘が鳴るようになるか？」

「もちろんですとも」

　さっきの心配もどこへやら、時計屋さんは自信満々です。かるい鼻歌をひとふし、道具袋をのぞきこみました。そのとたん、またまたがらりと顔が青くなって、手がぶるぶるとふるえだしました。

「で、でも……替えの歯車が……な、なかったんでした」

「な、なんだって、じゃ、はやくとってこい」

　町長さんも青くなり、ふるえ声でいいました。

「で、でも……わたしの店にも、な、ないのです。注文し、しなくちゃ」

「じゃ、は、はやく、はやく」

「で、でも……五十三日も、かかるんです」

　町長さんはよろよろとうしろにさがりました。それから苦しそうにうなり声をあげると、やっと口をひらきました。

「どこかにないのか」

「あっ、あっ、あることはあります。でもそれが……むずかしいところで……」

「はやくいえ」

「あ、あの西の山を三つこえて、そのむこうの町の時計が、これと同じだってきいたことがありました。歯車だけちょっと、お借りしてくれば……」

「借りるって？」

「はい、つまり、ちょっとないしょで……」

「つまり、ぬすむのか？」

「はい、でも……」

「でも、なんだ」

「どろぼうがいません」

「なにいってる。おまえがなれ」

「えっ？　は、はい。で、でも、時間が……あっ、そうです。サイレンつきの警察の自動車に乗っていけば、もしかしたら……」

「ばかっ。どろぼうするのに警察の車に乗れるか。ほかに方法はないのか」

「えーあー、あっ、そうです。あります、あります。いま町で評判になってる……」




　ルルルルー　ルルルルー

　キキのお店の電話が鳴りはじめました。おいしくできた肉だんごの夕食のあと、マラソンの練習で足をふみならしていたキキは、受話器をとると、小さくおじぎをしてうたうようにいいました。

「耳をすましましょう」

　とたんにかみつくような声がとびこんできました。

「耳なんてどうでもよろしい。ぼくはここの町長だがねえ、きみは品物をとどける仕事をしているそうだが、とってくるっていう仕事はやらんのですか」

「そんなにがみがみおっしゃらないで。おとどけするのが商売ですから、こっちからあっちだって、あっちからこっちだってやりますよ」

　キキはつんとして答えました。

「ほう、そりゃたすかった。それでは大大至急、時計台の上まできてくださらんか」

　町長さんはすこしていねいなことばになっていいました。

　キキはジジをつれて、ぶつぶつ文句をいいながら飛んでいきました。今夜だけは、空を飛ぶのはいやでした。地上を走りたかったのです。下を見ると、役所の前には、十二時を待って人がもうたくさん集まっていました。

「さっそくだがね」

　キキが時計台に到着すると、町長さんはせかせかといいました。

「じつは、この時計のいちばん大きな歯車がこわれてな……西へ三つ山こえて、そのむこうの町の……しっけいしてきてくれんかね……ムニャムニャ、超特急で……ななな」

「しっけいしてくるって？」

　キキは目をまるくしてききました。とたんに町長さんは肩をすぼめて、小さな声でいいました。

「つまり、十二時の鐘が鳴るあいだだけ、だまってお借りする……ってわけで……」

「つまり、ぬすんでくるってこと？」

「しーっ、ことばがわるい。女の子はそんなことばをつかわんもんだ。あくまでお借りするってことにしたいんだ。あとで返すんだから」

「それなら、鐘だけ鳴らせばいいじゃないの。どうせ時計は高くてあまりよく見えないんですから」

　すると、時計屋さんがもうしわけなさそうにいいました。

「時計を動かして、十二時に二本の針をあわせないと、この時計は鳴らないようになっているんですよ。やっかいなことに……ねえ」

「それじゃ、十二時になったら、町長さんが、ヨーイドンって手をたたけばすむことじゃないの」

「それはだめだ」

　町長さんは大きく首をふりました。

「長いあいだつづいている習慣というものは、そんなかんたんに変えてはいかんのだよ。そんなことしたら、走りだしたとたんに足をくじいたり、じんましんになったりする人が出てくるかもしれん。おねがいだから、行ってくれないか。もう時間がないんだ」

　町長さんは顔を赤くしたり、青くしたりしていいました。それからまゆをハの字にまげ、ちょっとべそをかいたような顔でキキを見つめました。

（しょうがない人）

　キキはむっと口をつぐむと、返事もせずに飛びたちました。




　コリコの町から西にむかってお行儀よくならんだ山を三つ飛びこすと、谷間にガラスの首かざりをおいたような町の光が見えてきました。

「ねえ、キキ、だいじょうぶ？　つかまったりしないかな」

　ジジがキキの背中にしがみついてきました。

「行ってみなくちゃわからないわ。わけをいえば、ちょっとのあいだだったらほんとにかしてくれるかもわからないし」

　キキは、半分は自分を安心させるようにいいました。

　その町はとても小さくて、時計台はすぐわかりました。キキはなるべく気づかれないようにと、体をちぢめて時計台の上におり立ちました。それからふと下を見てびっくりしてしまいました。下の時計台前の広場には、コリコの町と同じように人が大ぜい集まっているのです。しかも時計台を見あげて、どうやらここの人たちも、時間を気にしているようなのです。キキはそっと屋根づたいに地上へおりていきました。人々は楽しそうにおしゃべりをしています。ところがみんな、おしゃべりをしながら、右手の小指をぴんとのばしたり、くきくきと動かしたりしているのでした。

（この町では、マラソンではなくて、小指の体操でもするのかしら）

　すると、そばでおじいさんがキキにうたうようにいいました。

「十二時をおわすれなく」

　キキはまたびっくりしてしまいました。そのいいかたが、コリコの町の「耳をすましましょう」にそっくりだったからです。

「ところで、これはなんのお集まりなんでしょう」

　キキはたずねました。

「こりゃ、おどろいた、ごぞんじないのかね。十二時になったらな、『来年もなかよくしましょう』ってとなりの人と約束の指きりげんまんをするのさ。これがこの町の、むかしからの習慣でね」

　おじいさんは笑いながら、自分の小指をキキの前にさしだしました。

「ほら、もうじきだよ。あんたも用意はいいかい。おや、おや、ほうきなんぞ持って、まだ大そうじもすまんのかね。さあさ、いそぎなさいよ」

　おじいさんはそういうと、けしかけるようにキキの背中を押しました。思わずよろけながら人ごみをぬけると、キキはジジにいいました。

「さ、帰りましょ」

「でも、歯車は、どうするのさ」

　ジジが心配そうにキキを見あげました。

「もういいの。このまま帰っちゃう」

　キキはぶっきらぼうにこたえました。

「でも……でもさあ、ちょっと借りるだけでしょ。やらないの」

「ええ。そんなことできないわよ。もしあたしが歯車を借りたらよ、ここの時計は十二時を打たないわ。すると、この町の人は、なかよしの指きりげんまんができないのよ。そしたら来年はこの町、けんかばかりになっちゃうかもしれないじゃないの」

「でも、コリコの町もこまるよ。どうするの」

「すこしかんがえてみる」

　キキは大いそぎで、ものかげから夜の空へ飛びあがりました。

　キキがコリコの町の時計台にもどると、町長さんと時計屋さんがとびついてきました。

「どうだった？」

「はやく歯車を」

　キキはなんにも持っていない手をふってみせました。

「このとおりよ。でも、ご心配なく。あたしがうまくやるから。さ、ふたりとも下におりて待っててください」

「でも……」

　ふたりは不安そうにキキを見つめて動こうとしません。

「だいじょうぶです。あたしは魔女よ。ちゃんとやれるわ」

　キキはきっぱりいうと、ふたりを階段のほうに追いやりました。それから、両手をひろげて大きな深呼吸をすると、

「さ、ジジ、あなたもたすけて。あたしにしっかりつかまって、うしろから力いっぱい押してよ」

　というと、しんけんな顔でほうきにまたがり、ものすごいいきおいで飛びたちました。

　キキは、一気に町はずれまで行き、すばやくまわれ右するやいなや、もっと速度をあげて、時計めがけて突進していきました。そして、時計にぶつかりそうなくらいすれすれに近づいたとき、長い針を両手でぐっとつかむと、いきおいに乗って、文字盤の上をまわりはじめました。またたくまに一回転と二十四分。二つの針はみごとに十二のところでかさなりました。

「ぼん、ぼん、ぼん……」

　コリコの町に、たからかに鐘の音が鳴りわたりました。役所の前から、ワーッという叫び声があがりました。そして町全体に足音をひびかせて、マラソンがはじまりました。

　一方、時計の針をはなしたキキは、はずみで町のはずれまで放りなげられるように飛んでいきました。それから、なかなかとまらないほうきをなだめて、時計台の上まで帰ってくると、ぐったりとすわりこみました。髪はさかだち、中身がかたよってしまったような頭をぶるんとふって下を見ると、みんな元気に走っています。人でうずまって、まるで道が動いているように見えます。いちばん前でひときわ目立ってとびはねているのは、どうやら町長さんのようです。

「すごかったねえ。しっぽが飛ばされるかと思ったよ」

　猫の押花みたいに、ぺったりとのびて、ジジがいいました。

「あたしだってさ、目も口も飛ばされて、のっぺらぼうになるかくごだったわよ」

　キキはほっとして、自分の腕時計を見ました。なんてことでしょう。まだ十二時五分前です。

「うふうふうふ」

　キキは思わずふきだし、体をよじって笑いつづけました。

「ちょっとばかり、うまくやりすぎちゃった。でも、おくれたんじゃないから、いいわよねえ」

　それから舌をぺろりと出しました。

「いいかげんなんだねえ」

　ジジはあきれたようにまわりを見まわして、とつぜん、

「あー、ないっ」

　とさけびました。

「ぼくの腹まき、どっかに行っちゃった」

「あら、ほんとだ。飛んじゃったんだわ。……いいじゃないの、それくらい」

「よかないよ、だいじにしてたんだから。あれがなきゃ、ただのまっくろ猫にもどっちゃう。……おすそわけもらうどころか、大そんがいだ」

　するとキキはなだめるようにいいました。

「あたしたちはね、お正月を運んできたのよ。そんなすごい宅急便屋さんいると思う？　あなたとあたしだからできたのよ。ただのまっくろな猫にできることだと思う？　さ、気をとりなおして、あたしたちもいっしょに走りましょうよ。ちょっとずるにはなるけどさ、ほうきで追いついて、おソノさんたちと走りましょうよ。とんぼさんやミミさんもさがさなくちゃ。さ、いそいで」

　そして、ジジをさっとかかえると、ほうきに飛びのりました。




　ところで、年が明けてから、キキが街に出かけていくと、知らない人からも「ごくろうさん」と声をかけられるようになりました。キキは、

（新年になって、みんな気持にゆとりがあるんだわ、きっと）

　とうれしかったのですが、ある日、おソノさんがおしえてくれました。

「時計台の時計屋さんがね、みんなに話して歩いているらしいのよ。キキは、こわれた歯車をすぐに直して、あの十二時にまにあわせたって……あんな魔法を使う魔女が、ひとりくらいこの町にいるとたすかるって。あたしも鼻が高いわ、前からそう思ってたんですからね」







　10　キキ、春の音を運ぶ







　毎日、寒い日がつづいています。

　黒猫ジジは椅子の上にちぢこまって、ぶつぶつ文句をいいだしました。

「なんて長い冬なんだろう。これ以上寒くなったら、ぼく、猫をやめちゃおうと思うよ。とてもやってられないよ」

「それで何になるおつもり？　そんなりっぱな毛を着てるのに……」

　キキは、ジジの背中をぽんとたたきました。

「寒い寒いっていったって、もう風の音がちがってきたわよ。まちがいなく春の音よ。もうじきかあさんに会える春よ。あんたみたいに文句ばっかりいっている人には、そういういい音がきこえてこないのよ」

　ジジはぷんとふくれて、顔を前足のあいだにかくしてしまいました。でもかわいい黒い耳だけはぴんと立って、ひくひく小さく動きはじめました。




　ルルルルー　ルルルルー

　電話のベルが鳴りだしました。キキが受話器をとると、あわてた声がとびこんできました。

「あのー、おねがい、おねがいします。いそいで、いそいで。駅まできてください。コリコの中央駅です」

　電話の声はこれだけさけぶと、切れてしまいました。

「あたしのところにくる仕事は、どうしてこういつも大あわてなのかしら」

　キキはいそいで出かけました。

　中央駅の上空にたどりつくと、ホームで駅長さんが、「こっち、こっち、はやく」と手をふっています。そばには枯枝みたいにやせた男の人が八人、おそろいの黒い洋服を着て立っていました。キキがその人たちの前に、ほうきごとおり立っても、みんなおどろきもせず、こわい顔をして駅長さんをにらんでいます。

「この方たちは楽士さんで……」

　駅長さんがキキにいいかけると、男の人のひとりが目をきっと光らせていいました。

「いや、楽士ではない。音楽家だ」

「はい、そうでした。……その、この、音楽家さまたちは、きょうの午後、野外音楽堂で音楽会をなさることになっていたのですが……」

「こんな寒いのに？　野外って、外でしょ」

　キキはおどろいていいました。

　男の人はうほんと咳せきばらいをすると、胸をぐっとそらしました。

「寒いからやるんですよ。わたしたちの音楽は、心をあたためるからねえ。『春を呼ぶコンサート』っていってるぐらいさ。要はだね、この町の人の耳がいいか……ってところだが。はなはだ心配だがね。なにしろぬけとるようだから」

「そ、そうなんですよ。宅急便屋さん。この方たちのたいせつな楽器を、荷物係のものが列車からおろすのわすれてしまったんですよ。まったくこまりました」

　駅長さんは帽子をとって、ひたいの汗を帽子でふきました。見ると、ちょっとはなれたところに、荷物係らしいわかい男の人がふたり、しょぼんと下をむいて立っていました。

「まあ」

　キキはちょんととびあがって、列車が消えたと思われる線路のむこうをながめました。

「そういうことなんです。楽器を乗せて列車は行っちゃったというわけなんです」

「じゃ、いそいでつぎの駅に電話して。あたしとってきますから」

「それが……あの列車は急行で、この駅を出ちゃったら、終点までとまらないんですよう」

　駅長さんはますます苦しそうにいいました。

「それじゃ、あたしにどうしろとおっしゃるの？」

「走ってる列車の窓から入ってとってくる……ってわけにはいかないでしょうねえ、やっぱり。いちばんうしろの車両なんですが……」

「むりよう、そんなこと」

　キキは思わず大きな声をだしました。

「でも、やった人、あるんですよ。窓から入って金の塊、ぬすんだやつが……」

「まあ、あきれた。それより、どこかで楽器をかりてくればいいでしょ。この町にだって、それぐらいあるでしょ」

「それも考えたんですが……」

　駅長さんは男の人たちの顔色をうかがいました。

「だめです」

　ひとりがどなるようにいいました。

「とんでもない。そんじょそこいらの楽器でまにあわすような、そんじょそこらの音楽家じゃないんです、われわれは。風がふいても鳴るようなへぼ楽器で、演奏ができますか」

　すると、つづいてならんでいるのこりの七人も、つりあがった細い目をいっそうとがらせてうなずきました。

（こんな北風みたいなつめたい目をして……春を呼ぶコンサートだってさ。気にいらないわね）

　キキは口の中でぶつぶつ文句をいいました。

「北風がかわいそうだよ」

　ジジも調子をあわせて、耳もとでつぶやきました。

「なんたって、楽器をおろしてくれなかったのがいけないんです」

　さっきの男の人がまたいいました。

「ちゃんとコリコ行きって書いといたんですから。こっちに落ち度はありません。駅長さん、責任はぜんぶあなたにあるんですよ」

　駅長さんはこまってすがるようにキキを見ました。荷物係の男の人たちも必死の目つきで見ています。キキは肩をすくめて手をひろげました。たのまれると、どうしてもいやとはいえないのです。

「できるかどうかわからないけど、列車だけでも追いかけてみるわ」

「いそいで」

　さっきの男の人が命令するようにいいました。

「もう時間がないんだ。われわれは野外音楽堂で待ってるから、三時までにもってきてください。わかりましたね」

　キキはわざと返事をせずに、そのまま空へ飛びあがりました。




　一気に空高くまいあがると、キキは線路にそって飛びつづけました。線路はしばらくのあいだ、町の中を北へ走り、畑と森をすぎると、山また山、トンネルまたトンネルとつづいていきます。

「ねえ、ほんとにそんな芸当、できるの？」

　ジジがうしろから心配そうにききました。

「だいじょうぶよ。あの人たち、いばってるから、ちょっといじわるしてやったのよ」

「だって、走ってる列車に飛びのるんだよ」

「ジジがいるもん。だいじょうぶよ」

「なんだって？」

　ジジは叫び声をあげました。

「あっ、いた、いた」

　キキがほうきから腰を浮かせてさけびました。列車のいちばんうしろの車両が、とかげのしっぽみたいにちょんとトンネルの中に入りこむところです。キキはよいしょと声をあげると、ぐんと高く飛びあがって山をこえ、トンネルの出口へ先まわりしました。

「最後の車両っていってたから、屋根にとびおりるわよ。そしたらジジ、あいてる窓から入って、うしろの扉のかぎをあけてよ」

　やがて、ポーポーと汽笛が鳴り、列車が姿を現わしました。キキはほうきの柄を下にむけ、おりる準備にかかりました。

「あんな小さなところに？」

　ジジが泣きそうな声をだしました。ジジにいわれなくても、キキもびっくりしているのです。いざおりようと思うと、列車の屋根はまるで飛んでる葉っぱみたいに小さく見えるのです。

（あーあ、あたしは魔女なのに……とまれ、っていう魔法も使えないなんて……）

「でも、やるよりしょうがないわ」

　キキは自分の弱い気持をふりはらって、おりはじめました。耳のそばを風がごうごうと通りすぎ、キキの髪の毛もジジのしっぽも、空からひっぱられているようにさかだっています。

「あっ、ぶつかる！」

　ジジが悲鳴をあげました。と、キキはほうきごと体をすべらせて、屋根にとりつきました。列車はなにも気づかずに走りつづけています。キキは、ゆれる屋根にしがみつきながらなんとか体をずらすと、細くあいた窓から中をのぞきました。

　ありました。「コリコ行き」とふだのさがった荷物の山が見えます。

「さ、ジジ、ここから入って」

「だめだよ。むりだよ。落っこっちゃうよ」

　ジジはしりごみして、ほうきの柄からはなれません。

「だめ、行くの」

　キキはジジの首をつまんで、窓のすきまから押しこみました。線路にせまっている山から木の枝がはりだして、キキの体をこすります。体をたいらにしてなんとか一つやりすごすと、またつぎの枝がやってくるのです。

「はやく、ジジ、あけてよ。おねがい」

　キキは体半分つきだして、うしろの扉をたたきました。

　そのときです。列車はまたトンネルに入りました。あたりはまっくらになり、ものすごい音といっしょに風がま横からふいてきます。キキの体がずずーっとすべって落ちそうになりました。あわててほうきをかかえ、手さぐりで何かをつかんだとたん、体が屋根からぶらりとさがってしまいました。

「ジジ、ジジ」

　キキは足でばたばたと列車をけとばしました。そのひょうしにいきなり扉が内側にひらき、キキはそのまま中に投げだされました。と同時に列車がトンネルからぬけだしたのでしょう、窓から明るい光がさしてきました。ジジが、腰をぬかしたようにゆかにすわりこんで、キキをきょとんと見ています。

　そこは荷物の山でした。でも楽器八つはみんな変わった形の箱に入っているので、すぐわかりました。それにしても、そうとうな量です。

「どうやって運ぶのよ、これ」

　キキもへたへたとすわりこんでしまいました。

「持つとこあるでしょ。ほうきの柄に通せないの？」

　やっと気をとりなおしたのか、ジジはキキのそばに体をよせていいました。

「八つもよ。できると思う？」

「むずかしいかな」

「あっ、ちょっと待って。箱から出したらすこし軽くなるかもしれない」

　キキはそばの箱をあけてみました。中にはぴかぴかと金色に光った、まるで遊園地のぐるぐるすべり台みたいな形の楽器が入っていました。

「これ、ラッパよ。口でふくのよ。あら、これもラッパ、これもよ。あれ、こっちはバイオリン……それにチェロ。あたし、とうさんにおしえてもらったから知ってるんだ」

　キキはつぎつぎと箱をあけていきました。あの楽士さんたちがじまんするだけあって、楽器はどれもこれもぴかぴかに光っています。

「ジジ、あなた、バイオリン一つぐらいなら持てるでしょ。あたしもこのチェロ持つから、あとのラッパは大きい順に首かざりみたいにつないで、ほうきからつりさげたらどうかしら。そこにある荷物のひもを、すこしずつもらってさ」

　キキはいそがしくしゃべりながら、さっさと楽器をつなぎはじめました。そして、ほうきの柄にしっかりゆわえつけると、

「さ、ジジ、いそぐわよ。うしろに乗りなさい」

　といって、ほうきにまたがり、右手とひざでチェロをかかえて、左手に弓を持ちました。ジジも自分より大きなバイオリンを四本の足でかかえこみ、ほうきの房の上にしっぽでしがみつきました。

「さ、行くわよ。それっ」

　キキは大きな声をはりあげて、あいたままだった列車の扉から飛びだしました。ひっぱられて、つぎつぎラッパも飛びあがりました。

　ぷりー　ぷりー　ぷ　ぷ　ぷりー

　外に出て、風にあたったとたん、ラッパがめいめいかってに鳴りだしたのです。列車のお客さんがおどろいて、窓から首を出しました。指さして、「あ、あっ」と声をあげてさわいでいます。

「ふふふ、空ではね、いろんなことが起こるのよ。これ、ちょっとすてきでしょ」

　キキは得意になって、かかえたチェロをひきはじめました。ジジもバイオリンの弦を爪でひっかいて鳴らしました。ふたりとも楽器をひくなんてはじめてのことです。だからほんとうはきしきしきんきんした音です。歯がいたくなりそうなひどい音です。ラッパだって、風にふかれて、気まぐれに鳴っているのです。ぶたの鳴き声やいびきみたいな音です。でも、南のほうからふいてくる風にまざると、楽しそうにはずんできこえるのでした。キキはおもしろくなって、右に飛び、左へ飛び、一気にのぼったり、ぐーんとおりたりしていろいろ音をためしてみながら、コリコの町へむかいました。

　ちょうどそのころ、コリコの町の野外音楽堂は、お客さんでいっぱいでした。音楽会がはじまる予定の三時をもう十分もすぎていました。舞台の中央には「春を呼ぶコンサート」とはり紙があり、その下にとがった顔を正面にむけて、八人の楽士さんたちが、一列にすわっていました。こんなにすましていても、心の中ではキキが楽器をもってきてくれるのを、はらはらしながら待っているのでした。そして、舞台のうらでは、駅長さんと荷物係さんたちが、もっとはらはらして待っていました。

「寒いからはやくはじめてくれ」

　お客さんの中から声が飛んできました。

「こごえちゃうよう。春を呼んでくれるんじゃなかったのかい」

　つづいてだれかがいうと、みんなひやかすような笑い声をたてました。すると楽士さんのひとりが立ちあがっていいました。

「もうすぐはじめます。どうぞみなさん、耳をすましてお待ちください。この寒空の下でも、ひとたびわれわれが手をそえると、美しい音がわきおこり、きくものの心に春がやってくるでしょう。今、われわれはそのための準備の祈りをささげているところです」

　楽士さんはお客さんをゆっくり見まわすと、うふふんといばった咳せきばらいをしました。ならんですわっているほかの楽士さんたちも、いらいらした気持をかくして、あわてて咳ばらいをすると、下をむいてお祈りしているように見せかけました。お客さんたちは、そういわれると、さわいだらわるいような気がして、そっと下をむきました。

　すると、どうでしょう。どこからか、かすかに、かすかに音がきこえてきました。





　　　ふあん　ふわわーん　ぷららーん

　　　ほあん　ほわわーん　ほららーん

　　　やあん　やわわーん　やららーん






　雲のあいだから、山のむこうから、大川こえて、海のほうから、ささやくように、さそうように、ないしょ話するように、それは、お祈りが通じてほんとうに春がやってきたような音でした。お客さんも楽士さんも、つぎつぎ顔をあげて上を見ました。空の一点に、お日さまの光をうけて、きらきら光るものがゆれています。それは右、左と大きくゆれながら、ゆっくり近づいてきます。





　　　ふあん　ふわわーん　ぷららーん

　　　くーりりー　くーりりー

　　　ほあん　ほわわーん　ほららーん

　　　ぷーりりー　ぷーりりー

　　　やあん　やわわーん　やららーん






　オーバーのえりの中に首をちぢめていた人も、背中をまるめていた人も、ひざをかかえていた人も、つぎつぎ体をのばして見あげました。きれいな音に近づいて、はやく春といっしょになりたいと思っているようでした。ただ、びっくりしてしまったのは舞台の上の楽士さんたちでした。顔を見あわせて、「こりゃなんだ、だれがひいているんだ」とささやきあって、目をぱちぱちさせています。

　そのうちにきらきらとした光のかたまりは、すこしずつ姿を現わしてきました。そう、もちろん、ほうきに乗った魔女のキキとジジ、そして光の首かざりに見えるラッパたちです。楽士さんたちはあわてて舞台のうしろにひっこみました。キキが地上についたらすぐ、楽器をうけとって、音楽会をはじめるためです。駅長さんも荷物係さんも、手を力いっぱいふってキキに合図を送りました。

　でもキキは、知らんぷりしています。風が鳴らすラッパの音にあわせてチェロをひくのは、とてもいい気持なのです。

「もうすこし飛んでようか」

　ふりむいてジジにいいました。

「もちろん、もちろんです。列車の扉があかなかったと思えばいいのです」

　ジジもバイオリンをかかえて、おちつきはらっています。

「なるほどすばらしい音楽会だ」

「空から音楽がふってくるとは……」

　下ではお客さんたちが、こんなことをささやきあっていました。うっとりと目をつぶってききいっている人もいます。手をふる人もいます。音にあわせて、足をそっと動かしている人もいます。

「あたし、春のしたくをしなくっちゃ」

「そうだわ、今年はすみれ草を帽子につけよう」

　みんな、もう春がきたみたいにうきうきしていました。

　やがて、お客さんの中から拍手がわきおこりました。大きく大きく鳴りつづけました。

「さ、おりるわよ」

　キキは楽器が地面にぶつかって傷がつかないように、ほうきの上にひっぱりあげると、楽士さんや駅長さんたちが待っている舞台のうしろに、そっとおりていきました。お客さんたちはキキの姿が見えなくなると、ひときわ大きな拍手をして、立ちあがりました。

　いっぽう舞台のうらでは、キキが地上につくのを待って、楽士さんたちがとびついてきました。

「なんておそいんだ」

　キキに文句をいいながら、ほうきからあわてて楽器をはずしはじめました。

「だって風のせいですもの」

　キキはすましていいました。楽士さんたちは楽器をかかえて舞台にとびだしていきました。が、お客さんたちはもう、みんな背をむけて、出口へぞろぞろと歩いていきます。

「あのー」

　楽士さんが声をかけました。するとお客さんがひとり、ふりむいていいました。

「すばらしい音楽をありがとう。かわいい魔女さんにたのんで、空から音楽を送ってくださるなんて、ほんとうにいい思いつきですね。またぜひ、きてくださいよ」

　それをきいて、楽士さんたちは八人が八人とも、ぱくりと口をあけて、大きなため息をつきました。




　キキとジジは、お店にもどるため、また空を飛んでいきました。

「ねえ、キキ、お礼をもらった？」

　ジジが声をかけました。

「何いってるの。あんな楽しいことさせてもらって。このうえ何かもらうつもり？」

　キキがふりかえってあきれたようにいいました。

「そうだね」

　ジジはうなずいて、黒い耳をぴんと立てました。

「まだ春の音きこえてるよ」

「もう春なのよ。ほんとの春の音なのよ」

　キキは下にひろがるコリコの町を、じっとながめました。

「ここにきて、もうじき一年になるんだわ」







　11　キキ、里帰りする







　コリコの町はもうすっかり春でした。

　キキは、お日さまのさしこむ窓べに椅子をひきずっていくと、その上にひざをかかえてすわりこみました。見あげると空はどことなくけぶって、赤ちゃんのほっぺたみたいなやわらかい光にみちていました。

「あさってで、とうとう一年。里帰りできるのよ」

　さっきからキキは、このことばを何度つぶやいたことでしょうか。

　じつはだんだんこの日が近づくにつれ、キキは、うれしいのにこわいという、へんな気持がしているのです。

「そうだよ。きょうとあしたと、二日しかないよ。用意しなくていいの？」

「なにも、きっかり一年目じゃなくてもいいのよ」

　キキのことばに、ジジはせかせかと歩きまわり、しっぽでゆかを打ちました。

「どうかしたの？　キキ、帰るのあんなに楽しみにしてたのに。いよいよとなったら急におちついちゃってさ」

　キキは、じっとひざを見つめながら、スカートをつまんで、つまさきをそろえてならんでいる二つの足を、体をななめにしてながめました。

「ねえ、あたし、変わったかな。すこしおとなになったかしら」

「背がのびたよ」

「それだけ？」

「まあね」

　ジジはいらいらとひげをふるわせました。

「ひとり立ちできたと思う？」

　キキはまたききました。

「なにいってるのさ。今ごろ」

　ジジはあきれて、キキを見、ふと首をかしげてなぐさめのことばにかえました。

「まあまあ、上等じゃないの」

「ありがとう」

　といったものの、キキはまたむっと口をつぐみました。

　おかあさんのあとつぎという、どの女の子も考えそうな道を、キキはえらんだのでしたが、そのあとは自分の判断でこのコリコの町をえらび、考えたあげく、魔女の宅急便という仕事をはじめたのです。思いかえすと、たいへんなこともたくさんありました。でも一年間、せいいっぱいやってきたと自分でも思えるのです。それなのに、今ごろになって、「あたし、ほんとにできたのかしら」という、予想もしなかった不安にキキはおそわれていたのでした。ひとり立ち前のキキだったら、「あたし、やったわ、えらいでしょ」とすすんでいいふらすことぐらいしたかもしれません。ところが今は、ジジが「上等だよ」といってくれても、もう一つ自信がもてないのです。ほんとうはどうなのか、だれかにきいてみたいという気がしきりにするのでした。

「里帰り、のばすっていうんじゃないでしょう？」

　ジジが横目でいいました。

「まさか」

　キキはもやもやに区切りをつけるように、急に元気よく立ちあがると、背中をぴんとのばしました。

「さ、仕事よ。そうなのよ、里帰りってさ、つまり宅急便なの。かあさんにあたしたちを運ばなくちゃ。用意、は、じ、めっ」

「やったね」

　ジジはおどけた声をあげて、うしろ宙がえりをしてみせました。キキもやっと心がはずんできて、ばたばたと動きはじめました。

「……となればまず、おソノさんに知らせてこなくちゃ」




「おや、まあ、あさってなの、まだまだ先のことかと思ってたけど……しばらくるすをするって、どのくらいなの」

　おソノさんは前から里帰りのことはきいていたので、あまりおどろきはしませんでした。

「そうね、十五日ぐらいかしら。一年ぶりでしょ。すこしゆっくりしてこようと思って」

　キキが答えると、おソノさんはにやっと笑って、キキのほっぺたをつっつきました。

「あんた、もうあまったれ顔になっちゃってるわよ。それもけっこうだけどね、あたしにいわせていただければ、しばらくっていったら、ふつう十日ぐらいよ。『みじかいしばらく』にして、はやく帰ってらっしゃいよ」

　キキはてれて、舌をちろりと出しました。

　そのあと、キキはとんぼさんに電話をしました。

「いいなあ、長い旅になるんでしょ、どのくらいスピード出すんですか。どのくらいの高さで飛ぶんですか。追い風ですか。むかい風ですか。空の上の温度は？　雲の中を飛ぶときはどんな感じですか。雲には味ってあるのかなあ」

　とんぼさんは話しているあいだじゅう、質問ばかりしていました。

（男の子の頭の中には、質問しかないのかしら。いっつもこの調子、お勉強ばっかり）

　キキは受話器をおいたあと、なにかものたりなくて、しばらく電話をにらんでいました。

　それからキキは、よく仕事をたのんでくるお客さん数人と、友だちのミミさんに電話しおわると、厚い紙で「お知らせ」をつくりました。「しばらくおやすみさせていただきます。申しわけございません。キキ」として、すみに、「しばらくは十日ぐらいです」と書きそえました。

　その夜、キキはジジにいいわたしました。

「あしたお店をおそうじして、あさっては朝はやく出発。ね、いいわね」

　ジジはもうにやにやがとまりません。しっぽを口にくわえようと、ぐるぐるぐるぐる同じところをまわっています。そのうち、ふと動くのをやめて、思い出したようにいいました。

「コキリさんとオキノさんへのおみやげ、どうするの。キキが用意しないなんて、まずいよ」

「いっぱいあるじゃないの。おみやげ話が……」

「それだけ？　あの腹まきはどうしたのさ。編んでたでしょ。青い毛糸で……」

　キキはなにもいわずに鼻の上にしわをよせました。

「できあがらなかったの？　ちぇっ、あいかわらずだね。薬づくりもだめだったけど、こつこつやるのは、またしてもだめですか」

　ジジは、キキの足もとにぶーっと音をたてて息をふきかけました。

「まあ、なんてしつれいな」

　キキはがまんしていた表情をくずすと、にやっと笑って戸棚からふくらんだ紙袋を出してきました。

「こつこつちゃんとやりましたよ。ほら」

　と中からぱっととりだして手をひろげると、ゆかに落ちたのは、小さな腹まきでした。明るい青に銀色のもようがちらばっています。

「ジジのよ。帰るときのおしゃれにつくってあげたのよ。おばあちゃんにもらったの、大みそかの夜に飛ばしちゃったから」

　キキがジジに腹まきを着せてやると、ジジはもうことばもなく、またぐるぐるまわりをしだしました。

「それにかあさんたちのだって、ちゃんとあるんだから」

　キキはみかん色のと、こい緑色のと、たっぷりとした腹まきを二つとりだしました。

「ジジにかくれて編むのに苦労しちゃったわよ」

「ずるいよ。ないしょなんて」

「でもね、いいないしょは三倍うれしいっていうわ」

「いいないしょね。なるほどね、うん、わかった」

「なにがわかった？」

　キキがいうと、ジジは「べつに」といいながら、またまた元気にぐるぐるまわりをはじめました。




　つぎの日、キキとジジがそうじをしていると、息をはあはあいわせてとんぼさんがとびこんできました。そしてキキに、なんだか怒っているみたいな赤い顔で、手に持った紙づつみを「これ」といってさしだしました。

　キキは、男の子ってどうもわかんない……と思いながらあけてみると、それは肩からさげる小さな袋でした。ピンクの地に黒猫のもようがししゅうしてあります。

「まあ、すてき」

　きのうのジジみたいに、キキもあまりうれしくってこれしかいえません。

「気に入った？」

　キキがこっくりとうなずくと、

「じゃ、よかった。もってってよ」

　ぶっきらぼうにいったとんぼさんは、キキがさっそく肩にかけたのを、めがねの奥の目ではずかしそうに見ると、

「出発はあしたの朝だったね、じゃ、元気でね」

　と早口でいいながら、ジジの頭をちょっとなでて、きたときと同じように走っていってしまいました。

「どうしちゃったの、とんぼさん」

　キキはあっけにとられて、そのうしろ姿を見ていました。

「黒猫のもようなんて、とんぼさん、気がきいてるね」

　ジジがとりなすようにいいました。

「ほんと」

　キキはそれにうなずきかえしながら、うれしさでいっぱいでした。

「こんなかわいいものえらんで……すこしはあたしのこと、女の子って思ってくれてたんだわ」

　赤いボタンでとまった袋のふたをあけてみたキキは、「あら」とさけんで小さな紙切れをとりだしました。それには、「あした大川の橋の上で手をふります。とんぼ」と書いてありました。

「なあに？」

　ジジがききました。

「ううん、なんでもない、ただちょっと」

　キキは首をふると、紙切れを中にしまい、上からそっと手でおさえました。




「さあ、出発よ」

　キキはジジに声をかけ、ほうきと荷物をかかえて外に出ようとして、思わずふりかえり、自分の店の中を見まわしました。

　赤い電話、レンガと板の机。地図、せまい階段、すみにつまれた粉の袋、必要になってこの町にきてから買ったこまごましたもの。みんな一度に一年間の思い出となって、どっとキキの胸を打ちました。

「行きましょ」

　キキは大きく息をして、かすれてしまった声でいいました。

　キキが入口の戸に「お知らせ」の紙をはりつけていると、大きなパンの袋をかかえたおソノさんと、赤ちゃんを抱いたパン屋のご主人が店から出てきました。

「仕事ですよ、キキ」

　おソノさんはおどけて声をかけました。

「このパン、あなたのおかあさんまでとどけてちょうだい。コリコの町一番のパン屋だっていうのわすれないでよ」

　おソノさんは、キキのちょっぴりしずんだ表情に気がついて、それをふきとばすように笑い声をあげました。

「キキ、かならず帰ってくるのよ。あたしたち、おとなりさんが魔女でほんとにまんぞくしてるんだから。だれかもいってたわよ、キキがこの町の空を三日も飛ばないと、なんだかものたりない、って」

　キキは泣きだしそうになる顔をゆがめて、おソノさんにとびつきました。

「もちろん、もちろん、帰ってくるわ」




　キキは一気に空たかくまいあがりました。ほうきの柄にくくりつけたおみやげをゆらして、飛んでいきます。コリコの町は、海からあがる朝ぎりでうっすらとけぶっていました。時計台を中心に大きな円をえがいて、町を一周すると、キキは急に高度をさげて大川の橋の上にむかいました。

　あっ、いました。とんぼさんです。橋のちょうどまん中で、自転車にまたがって両手を大きくふっています。キキも手をふりました。

「あれ、とんぼさんじゃないか」

　ジジがうしろからおどろいていいました。

「そうよ」

　キキは胸をはりました。

「キキ、知ってたの？」

　キキはジジの質問には答えないで、手をふりつづけました。

「おりないの？　手をふるだけじゃわるいんじゃない？」

「いいのよ、これで」

　キキはいっそう大きく手をふりつづけ、橋のはじからはじまで二回往復すると、こんどはほうきを左右に大きくふって、思いきったように北をめざしてスピードをあげました。とんぼさんの姿はたちまち小さくなり、橋のかげにかくれてしまいました。

「さ、はじまり」

　キキはほっと息をつきました。あとは家をめざして一直線です。ほうきはなめらかに飛んでいます。以前のコキリさんのほうきとまったく変わりません。いつからあのしりあがりのおてんばほうきが、こんなにじょうずに飛ぶようになったのでしょう。キキはあらためてそのことに気がついて、おどろいていました。

　それに、自分がコリコの町にいることで、町の人たちにはちょっとした喜びや、ちょっとしたおどろきをふりまいているらしいことも、はっきりしてきました。おソノさんは「早く帰っていらっしゃい」といってくれました。とんぼさんがくれた袋にもそんな気持がこもっていました。キキが空を飛ばないとなんとなくものたりないという人もいるのです。キキは、こうして飛びながら、もやもやとしていた気持が、風といっしょにすこしうしろに遠ざかっていくのを感じていました。




　キキたちの旅は、一年前のときよりもずっとはやく進んでいきました。

　日が大きくまわり、一番星が弱い光をはなち、それが満天の星空にかわるころ、森の切れ目からなつかしい町が見えてきました。どの家もあかりをつけ、しずかにならんでいます。海のそばとちがって、森の夜つゆをふくんだような、しっとりとした重い空気があたりにみちていました。そして、もっとなつかしいことに、高い木という木の上には、まだ鈴がさがったまま、にぶく光っていたのです！

　キキは一直線、町の東のはずれにある自分の家をめざしました。そして屋根の上空にとまりました。

「あっ、豆スープのにおいだ」

　ジジがいいました。

「ね、きっとすると思ったんだ、あたしたちの好物だから」

　キキとジジはなつかしいにおいを胸いっぱいにすいこみ、しずかに庭におり立ちました。足音をしのばせて近づくと、入口の扉をやさしくたたきました。

「どうぞ、おはいりください。すいませんね、今、ちょっと手がはなせないもんですから」

　コキリさんの声です。

　キキはジジと顔を見あわせ、いたずらっ子のようにうなずくと、扉を細くあけて、男の人みたいな低い声でいいました。

「もしもし、おとどけものですよ！」

　コキリさんが台所からばっとふりむきました。同時にキキも扉を大きくあけました。

「まあ、キキ、キキったら。はやくても明けがたかと思ってたわ」

　コキリさんはスープがぽたぽたたれるおたまをにぎった手を、キキのほうにひろげました。

「でもかあさんの思ったとおりだわ。キキのことだから、ぴったり一年目に帰ってくると思ってた」

「そのとおり！」

　キキも戸口に荷物とほうきをおくと、かけよりました。

「まあ、まあ、まあ」

　コキリさんはキキの肩に手をおいて、こんなことばをくりかえすばかりです。そのたびにキキも声をあげてうなずきました。

　となりの部屋から出てきたとうさんのオキノさんは、ふたりの大さわぎをただただ笑ってながめています。しばらくしておどけた口をやっとひらきました。

「こちらのほうもおわすれなく願いたいね」

「あっ、とうさん、ただいまっ」

　キキはオキノさんの首にかじりついていきました。

　いっときの大さわぎがおさまると、こんどはおしゃべりです。コキリさんがしゃべれば、キキがしゃべり、そばでオキノさんとジジがあきれて見ています。体の中にはこんなにことばってあるものでしょうか。

　キキは、おソノさんからもらったパンを出し、自分が編んだ腹まきを見せました。

「まあ、キキがこんなことできるようになったなんて……」

　コキリさんはさっそく洋服の上から腹まきをつけて、おなかをたたきました。

「かあさん、そのおばあちゃんね、どうもふしぎな力をもってて、腹まき編むときに入れているような気がするの」

「お年寄りには、よくそういう人がいるもんだよ」

　オキノさんが自分の腹まきを手にとってながめながら、いいました。

　そのときジジが、待っていたように体をのばしてテーブルごしに顔を出すと、小さなうすむらさき色の貝がらをぽとりと耳から落として、コキリさんの前におきました。

「おや、あんたもおみやげ？」

　コキリさんはおどろきました。

「あら、ジジったら、ないしょにして」

　キキもびっくりして、大きな声をあげました。するとジジは、キキに顔をよせて、小さな声で、すましていいました。

「去年の夏に海に行ったとき、ひろっておいたんだ。いいないしょは三倍うれしい、ってね」

　ほんとうに三倍でした。コキリさんは大よろこびで手のひらにのせては、ひっくりかえし、ひっくりかえしては顔を近づけて見ています。

「これ貝がらでしょ。海ってこんな色しているの？」

　コキリさんがききました。

「そう、それはちょうど夜あけの海の色に似てるわ」

　キキが答えました。するとコキリさんはキキとジジの顔を見て、しみじみといいました。

「ふたりとも、ずいぶん遠いところに行っていたのねえ。ついこのあいだまで赤ちゃんだったのに……りっぱにやって……」

　そのことばをきいて、キキの心に自信とほこらしさがゆっくりひろがっていきました。だれかにきいてみたい、と思っていたことを、コキリさんが答えてくれたのです。そしてキキは、いまさらのように気がついたのでした。コキリさんこそ一番きいてみたい人だったのだと。

「かあさん、あたしちょっと考えたんだけどね、魔女はね、ほうきにばかり乗って飛んでちゃいけないんじゃないかって思うのよ。そりゃ、おとどけものはいそぐから、飛ぶのはしかたがないけど……でもときどきは歩いたほうがいいんじゃないかしら。だってほら、歩くといろんな人といやでも話すことになるじゃない？　おソノさんに会えたのも歩いていたからだし……あのとき悲しまぎれに飛んでたら、どうなってたかわからないもの。反対にむこうだって、魔女を近くで見れば、鼻がとんがって口がさけてるんじゃないってわかるでしょ。それにお話もできるし、おたがいわかりあえると思うの……」

「ほんとに、そうね」

　コキリさんは感心してうなずき、オキノさんは、まるではじめて自分のむすめを見るようなおどろきの目で見つめていました。




　つぎの日から、キキは子どものころにすっかりかえってすごしました。

「かんたんにもどっちゃうものね。ま、いいでしょ、一年と十三年のちがいだもの」

　とコキリさんは笑いました。

　キキはお気にいりの茶わんでお茶をのみ、すきなだけ鏡にむかっておしゃれもしました。夜になると、赤ちゃんのときから使っていた小花もようのふとんを抱きかかえてねむりました。そして目がさめるまでねぼうをしました。

　また、ひまさえあれば、町を歩きまわりました。

「まあ、キキ、帰ったの？」

「まあ、キキ、きれいになって」

「まあ、キキ、しばらく。おしゃべりによってよ」

　町の人はきそって声をかけてくれました。

　たいせつにされて、キキはとてもまんぞくでした。やっぱり生まれた町はいいものです。

　ところが、そんな日が五日もつづいて、ふと気がつくと、キキはコリコの町のことを考えているのでした。

　おソノさんの笑い声、焼きたてのパン、アパートの窓から声をかけてくれるあの人やこの人、大川ぞいの並木道、海のにおい、のっぽの時計台、友だちのミミさんの笑い顔。一つ一つなつかしく思えてくるのです。そして、とんぼさん。あの橋の上でいっしょうけんめい手をふってくれた姿がいつも心のどこかにのこっていて、キキをコリコの町へひっぱっていこうとします。とんぼさんとは、こんど会ったら、話すことがとてもたくさんあるような気がするのでした。

　それに、店はどうなっているでしょうか。電話が鳴っているかもしれません。つぎつぎ気になって、ここが自分の生まれた町だというのに、なんだか遊びにきているようでおちつかないのです。コリコの町にはたったの一年暮らしただけなのに、キキには自分の気持がふしぎに思えるほどでした。

　とうとう、キキはいいました。

「あたし、あしたかあさって、コリコの町へ帰ろうと思うの」

「おや、十日はいると思ってたよ」

　オキノさんはおどろいて、キキを見て、

「ここはたいくつかい？」

　と、つづけてききました。

「そうじゃないの。でもお客さんがあたしのことを待っているかもしれないし……電話も鳴ってるかもしれない……」

「そんなこと気にしたらきりないよ。ここにいるときはここにいるときさ」

「でも……」

　キキはいいかけて口をつぐみました。オキノさんもコキリさんも、キキの帰りを一年間待っていたはずです。それなのに、こんなにはやく帰るなんていいだしてしまって、とてもつめたいむすめだと気づいたのでした。

　すると、そばでだまっていたコキリさんがいいました。

「……そうね、帰ったほうがいいかもしれないわ。むこうの町が気にならないようじゃ、これまたこまったことですもの。あたしもこの町から里帰りしたとき、ふしぎなほどもどってきたくなっちゃったのおぼえているわ。キキ、一年たったら、また、いらっしゃい」




　つぎの日、キキはジジといっしょに東の草山に飛んでいきました。町を見おろす斜面にすわって、左からじゅんじゅんに見えるかぎりの景色をながめました。

「ジジ、あした帰ることにしたの。いいでしょ？」

　キキは、草の中の虫を前足でからかっているジジにいいました。

「いいよ。ほどいてすぐまた荷づくりだけど」

「おみやげのことなら、もう考えてあるわ」

「こんども、ないしょなの？」

「ううん。おソノさんにはかあさんの薬。くしゃみの薬は赤ちゃんにとってもいいと思うの。とんぼさんのおみやげにはこまっちゃったんだけど……ほら、木のてっぺんにかあさんがさげた鈴、あれどうかと思っているの。いちばん大きいのをはずして、みがけば光ると思うわ。あたしの子どものときの記念のものだし……」

「うん、いいと思うよ。万年筆なんかよりずっと気がきいてるよ」

　ジジがうなずくと、

「まあ、ジジったら」

　と、キキは笑いだしました。

「きれいな音が出るから、あたしは詩はつけないわ。自信ないんですもん」

　足もとから草のにおいがのぼってきます。ときどきふくやわらかい風に乗って、あちこちで草を食べている牛の声が、高く低くきこえてきます。ねころがって目をつぶると、お日さまの光が目の中で草色の水玉になって、泳ぐように動きまわりました。

（帰るところがあるっていうのは、なんてすばらしいのかしら）

　キキは里帰りをしたことでまた、新しい自分を発見できたような気がするのでした。

　キキが家に帰ると、コキリさんが笑いながらいいました。

「草山に行ったの？」

「わかる？」

「ええ、ほっぺに草のあとがくっきりよ」

　その日の午後、キキは、町の木にぶらさげてあった鈴を一つ一つ、コキリさんといっしょにはずしました。

「この一年、風がふく日に鈴の音がきこえると、あなたを思い出していたのよ」

　コキリさんは泣くような笑うような、ふくざつな顔をしました。

「もういらないと思うと、さびしいわ」

　とキキがつぶやくと、

「また、いるときまで、たいせつにしまっといてあげるわよ」

　とコキリさんがいいました。

「えっ？」

　キキは思わずききかえしました。するとコキリさんは意味ありげにまばたいて、

「あなたのむすめにね。だれかさんに似てあわてんぼうよ、きっと」

　と笑いました。

　キキは鈴の中からいちばん大きいのをえらんで、みがいて、包みに入れました。




　キキはまた、コキリさんとオキノさんにさよならをいいました。こんどはひとり立ちのときのような、きりきりした必死な気持はありませんでした。

「またね」

「またね」

　手をふって笑いあいながらいいました。

　キキとジジは一直線、コリコの町めざして飛びつづけました。ほうきの柄にさげた荷物から、ときどき軽く鈴の音がきこえます。するとキキは、いっそうスピードをあげて、ほうきを飛ばすのでした。

　やがて遠くに光る海が見え、四角や三角の積み木をかさねたようなコリコの町が、現われました。

「ほら、あたしたちの町よ」

　キキは指さしてさけびました。

　夕方の日をななめにうけて、時計台の影が、コリコの町の半分をよこぎるように、長くのびていました。
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　１　キキ、コリコの町に帰る







　今から十四年ほど前、深い森となだらかな草山にかこまれたある小さな町に、キキという女の子が生まれました。

　この女の子にはちょっぴり秘密がありました。とうさんはふつうの人ですが、かあさんは魔女なのです。ですからキキは半分魔女。十歳になったとき、キキはかあさんのように魔女として生きていこうと決めました。でもあまりすごい魔法は使えません。たった一つ、ほうきで空を飛ぶことだけです。これなら、そんなにへたではありません。ほうきのうしろに黒猫のジジをのせて、宙返り、二回転半ぐらいならおちゃのこさいさいです。

　この黒猫ジジは生まれてすぐからキキといっしょに育ちました。でも魔法のほうはさっぱりです。まあ、キキとだけおしゃべりができるというのが、魔法といえば魔法でしょうか。

　かあさんのコキリさんはほうきで飛ぶことと、くしゃみの薬をつくることができます。コキリさんのおかあさん、キキのおばあさんはもっといろいろ、たとえばおべんとうをくさらせないようにする魔法なんかもできたのです。どうやら魔法はどんどん弱く、少なくなっているようです。それはまっくらな夜と、まったく音のないしずけさがなくなったせいだという人もいます。今は、いつもどこかが明るかったり、いつもどこかで音がするので、気がちって魔法がじょうずに使えなくなってしまったのだというのです。民俗学者で、妖よう精せいや魔女についての昔話や伝説を研究しているとうさんのオキノさんは、「そのうち、消えた魔法がもどってくることだってあるかもしれない」というのですが……。

　ところで魔女は十三歳の年の満月の夜をえらんでひとり立ちをします。生まれた家からはなれ、魔女のいない町や村をさがして、自分のもっている力を使いながら、たったひとりで暮らしていくのです。この世に魔女がまだちゃんといることを知ってもらうための、これはたいせつな決まりなのでした。このお話の主人公、キキもちょうど一年前、ひとり立ちをしました。海辺のコリコという大きな町を見つけ、住みつくと、そこで宅急便屋をひらいたのです。この一年間、キキはいろいろな経験をしました。悲しいこと、おどろいたこと、わくわくしたこと。運んだものもたくさん、それも見えるもの見えないものなどいろいろでした。こうして一年をなんとかぶじにすごし、ふるさとの家に里帰りしたのでした。




　そして、今、キキとジジはコリコの町にもどっていくところです。ほうきは気持ちよく飛んでいます。

「ねえ、ジジ、見て、見て、コリコの町よ」

　キキは前方を指さしました。夕やけが消えかけた、うすむらさきの空をうしろにして、コリコの町が浮きあがって見えます。ちかっと、いちばんはやく電気がついているのは時計台でしょうか。ほんのすこしこの町をはなれていただけなのに、あの道、あのまがり角、あの屋根の形、出会った人びとの顔をいっぺんに思い出して、キキの胸はなつかしさでいっぱいになりました。

「一年前、ここに来たとき、あたしって、ほんとうに赤ちゃん魔女だったと思うわ」

「そうかな」

　ほうきの房の上に乗っているジジが、つつつと舌を鳴らしてつぶやきました。

「えっ、なんですって？」

「べつに……ただそんなに変わったかなって……」

「あんたって、いじわる」

　キキはつんと体をおこすと、スピードをあげました。

　夕日が海のむこうに姿をかくしました。暗くなった空から、おしゃれな女の人の眉まゆ毛げのような細い月が浮きでてきました。

「あの日は満月だったけど、きょうのお月さまはあーんなやせっぽち」

「なんだかゆうれいみたいだね」

　ジジがいいました。

　キキはほうきの柄の先をさげると、ゆっくりおりていきました。町からはなれたこのへんでは、もうすっかり暗くなって、葉っぱをつけた木がまっくろなおばけみたいにならんでいます。

「いた、いたた、いたい」

　とつぜんキキが声をあげました。足に何かあたったのです。

「あっ」

　ジジが首をすくめました。

「ほっぺたの横を、ぴって何か飛んでいった」

「ひりひりする。何だろう」

　キキは大いそぎでまわれ右しました。下を見ると、何か白くぼーっとしたかたまりが、ひときわ高い木の先で左右に大きくゆれています。するとまた、びしびしと何かが飛んできました。

「い、いたいっ」

　キキが思わず両手で顔をかばったからたいへん、ほうきは急に落ちはじめました。荷物の中で、仲よしのとんぼさんへもってきた、おみやげの鈴がカラカラと鳴っています。

「みゅー」

　ジジの悲鳴がひびきます。キキはむちゅうでほうきの柄をつかみなおそうとしました。でも、とどきません。ほうきはまっさかさまに地面にむかっています。

「こっち、こっち、枝をつかんで」

　キキのスカートにぶらさがっているジジがさけびました。キキは手をむちゃくちゃにのばして、さわった枝にしがみつきました。枝はキキがぶらさがると、サーカスのブランコのようにゆれだしました。

「あっ、やった、やったーっ」

　上から声がふってきました。見あげると、白いパジャマを着た小さな男の子が、同じように枝の上でゆれながらのぞきこんでいます。

「つかまえたよーう、おねえちゃーん」

　男の子はまた大きな声でさけびました。下のほうでぽーっとあかりがひろがり、この木によりかかるようにたっている小さな家の扉があいて、ひとりの女の子がとび出してきました。

「また、そんなこといって、いいかげんにしなさい」

「大きなこうもりと、小さなこうもり、つかまえたんだよう、ほら」

　こうもり？　キキがふしぎに思って、あちこち見まわすと、ちょうど上をむいていた女の子と目があいました。女の子はぎくっと体をこわばらせました。年ごろはキキと同じぐらいでしょうか。

「こんばんは」

　キキは下をのぞいて、しかたなくいいました。

「木にぶらさがってはいるけど、あたし、こうもりじゃないわよ」

　女の子はわかっているというようにうなずきました。

「うそだーい。こうもりだーい。こうもりがばけたんだあー。だって、まっくろじゃないか」

　男の子は木をゆすっていいかえしました。

「あっ、おねがい、じっとして」

　キキがさけんだとたん、つかんでいた枝がめりっと音をたててさけ、つぎの瞬間にはキキとジジは地面に投げだされていました。キキのおしりがずきんといたみだしました。そばではジジが目をあけたままのびています。

「ジジ、ジジ」

　キキはあわてて抱きあげ、ひげをぴんぴんとひっぱりました。ジジはふーっと大きく息をつきました。

「だいじょうぶ？」

　女の子はこわごわのぞきこみました。

「ええ、なんとか」

　キキはいたい腰をおさえながらやっと立ちあがると、「あたし……」といいかけました。

「知ってるわ、今、町で評判になっている魔女さんでしょ」

　キキがうなずくと、女の子は顔をかがやかせて、

「町から来た人にきいたの。宅急便屋さんしてるんでしょ。すごくかっこよく飛ぶんですってねえ」

　それから、土やほこりでよごれているキキを見て、へんな顔をしました。

「でも、あんた、おっこちたの？」

「そうらしいわね」

　キキはむっとしながら、スカートの土をぱっぱっとはたきました。

「おねえちゃん、ちゃんと命中したでしょ。すごいでしょ」

　また上から男の子の声がきこえてきました。見あげた女の子はびくっと体をふるわせました。

「あっ、ヤアくん、そんな上までのぼっちゃだめ。あっ、あぶない、じっとして……」

「へっちゃら、へっちゃら」

　男の子は見せびらかすように、もう一つ上の枝に手をかけています。

「お月さまに近くなる、お月さまに近くなる」

　男の子は両手をあげて歌いながらわざと体をゆすっています。手にもったゴムのパチンコがちらっと見えました。枝が前後左右にくらー、くらーと、ひときわ大きく動きだしました。

「あっ、どうしよう、枝、おれそう。あの子おっこちちゃう」

「ちょっと待って、あたし、おとどけ屋さんだから、まずあのいたずら坊主をあなたにおとどけするわ」

　キキはくすっと笑うと、「ここじゃ、あんまりかっこよく飛べないけど……」といいながら、ほうきにまたがって、ふーっとまっすぐ上に飛びあがりました。それから一気に木のてっぺんまでいくと、ゆれている男の子のパジャマのズボンを、なんとかつかんでつりあげました。

「やだ、やめろよ」

　男の子は足をばたばた動かします。

「おねえちゃーん、こうもりがぼくを食べちゃうよーっ」

「あたし、こうもりじゃないってば」

　キキは木の葉のようにすーっとおりながらいいました。

「でも、まっくろいかっこしてるじゃないか。お月さまをはやくもとどおり、まんまるにしろ」

「えっ？　お月さまを？　もどす？　へんなことばかりいう子ねえ」

　キキは女の子のほうに顔をむけました。

「ご・め・ん」

　女の子は首をすくめました。

「このヤアくん、わたしの弟なんだけど……、ものすごくお月さまがすきでさ、それも満月が……でもお月さまって、欠けていって、消えちゃうときもあるでしょ。すると、どうして消えちゃったの、どうして消えちゃったのって、たいへんなの。きのうなんて、空みて、べそかくのよ、あんなに細くなっちゃったって。それで、あたし、とっさに、大きな黒いこうもりがかくしちゃったのよって、いっちゃったもんだから」

「それでね、石がとんできたのは」

　キキは血のにじんだ足をさすりました。

「うー」

　ジジがのどを鳴らして、しっぽを立てました。

「あら、たいへん、しっぽ、まがっちゃってる！」

　女の子はかがんで申しわけなさそうに、ジジのしっぽをなでました。

「やい、お月さま出せ」

　ヤアくんは思いきりキキのスカートをひっぱりました。

「ほら、また、はじまっちゃった」

　女の子は肩をすくめました。

「とうちゃんとかあちゃん、出かせぎに行ってるもんだから、できれば、おねえちゃんとしてね、ちゃんと答えてあげたいんだけど……近くにある草や花のことなら、なんとなく気持ちわかるんだけど……空の上のことはねえ、遠いし、大きすぎちゃって。ときどき来てくれるおばあちゃんは、あいも変わらず、お月さまはチーズでできてるから、ねずみが食べちゃったんだ、なんていうの。でも、ヤアくんたら、ねずみはあんな高いとこまで飛べないって……へんなことわかってるのよね、この子……」

「あのね」

　キキはヤアくんの顔をのぞきこみました。

「あたしがきいたところではね、お月さまが小さくなるのは、お空の中にある山のむこうへ、さんぽにいくからなんだって……」

「ふーん」

　ヤアくんは空を見あげました。

「ねえ、ヤアくん、このまっくろくろのこうもりおねえちゃんが、飛んでいって、お月さまに、ちゃんともどってきてね、ヤアくんが待ってるからって、言ってきてあげようか？」

「ほんと？　それじゃお月さまと約束してきてくれる？」

「うん、約束のしるしにヤアくんのあくしゅ、お月さまにとどけてあげよう」

「わーい、いいな」

「じゃ、おねえちゃんとあくしゅして……」

　キキは手をさしだしました。ヤアくんはキキの手をぎゅっとにぎっていいました。

「まんまるお月さまに、はやく帰ってきてねっていってね」

「わかった」

「魔女さん、ありがとう、たすかったわ。あなたって、かしこい」

　女の子はほっとしたように笑いました。

「じゃ、行くわね」

　キキはほうきにまたがりました。ジジがあわててとびのると、ほうきはふーっと浮きあがりました。そしてたちまち木の上へ。

「さよなら」

　キキがほうきの柄を空にむけて身がまえました。

　すると、またしてもヤアくんのかん高い声がとんできました。

「あの、ねえ、ねえ、飛ぶおねえちゃん。あくしゅ、もってってくれるっていったけどさあ、お月さまにお手々ってあるの？」

「うーん、さ、さがしてみる」

「見つかんなかったらねえ、あの細いしっぽとあくしゅしてね」

「えっ、あれ、しっぽなの？」

　キキは上をむいて、細い月を見あげました。すると、またヤアくんの声がとんできました。

「いいなあ、猫ちゃんにもしっぽある。ぷらぷら動いてる。ねえ、ねえ、おねえちゃん、どうして猫ちゃんにしっぽあるの？　ヤアくんにはないの？」

「うーん、どうしてだろ……あっ、きっとさ、猫ちゃんはいつもはいはいしてるからじゃないの？」

　キキはほうきをとめていいました。

「ヤアくん、もういいでしょ。さ、おうちにはいって寝るのよ」

　女の子がヤアくんの手をひっぱりました。

「じゃ、さよなら」

　キキはくすりと笑いながら、月の光に目をむけ、一気に高度をあげていきました。

「さ、ちゃんとあくしゅをしてこなくっちゃ」

　キキは暗い空のむこうで、細くてもきんと光っている月に右手を高くあげると、

「さ、あくしゅ、あくしゅして、お月さま」

とさけびながら、どんどん高くのぼっていきました。そして、空気がいちだんとつめたく感じるほど高いところまで行ったとき、右手を大きく二回ふると、

「たしかに、ヤアくんのあくしゅ、おとどけしましたよ」

といって、ゆっくりおりはじめました。

「ねえ、キキ」

　うしろからジジのあらたまった声がひびいてきました。

「あんな小さな子にうそついてもいいの？　ほんとはとどけられないのに……」

「でも、どうしてうそだっていえるの」

「だって、お月さまのところには行けないじゃない」

「そうかな、気持ちは飛んでいくと思うけど……」

「でも、やっぱりあくしゅはできないじゃないか」

「ジジはそういうけどね、うそってさ、元気のもとになることだってあるんだから」

　キキはまだ何かいいたそうなジジに、

「さ、おソノさんとこにかーえろ」

といいました。

「そういえば、ねえ、キキ、どうして夜って暗くなるんだろう。ねえ、どうして？」

「まったく、もーう、あんたって、まねっこ猫。それはね、空が目つぶっちゃうからじゃないの」

「ふーん、空って……目、あんのか」

　ジジは目を細めて空を見あげました。

　つられて、キキも上をむくと、眉まゆ毛げの月が目のように一瞬ぱちっと閉じてあいたような気がして、小さなくしゃみをしました。




「まあ、まあ、まあ、キキ、あんたなの」

　ドアをあけたおソノさんは、ふとった体をゆさゆささせていいました。それからちょっと低い声になってささやきました。

「ほんとにキキが帰ってきたのね。ほんとよね」

「そうよ。あたし、自分を運びたくなっちゃったのよ。コリコの町へ」

　キキはうなずきました。

「まあ、なんてうれしいこと」

　おソノさんはキキの手をとると、

「さ、はいって、はいって」

とひっぱりました。

　中はなつかしいパンのにおいでいっぱいです。

「おっ、おかえり。待ってたよ」

　あしたの朝の準備でしょう、テーブルの上でパン種をたたきつけるようにしながら、おソノさんのだんなさんがいいました。

　キキのすきなあんパンとレモンパンがお皿にのっています。

「赤ちゃん、元気？」

　キキはいいました。

「あの子、ちょっと前に寝たばかり。だからゆっくりできるわ」

と、おソノさんは二階を指さしました。

「それに、あの子、もう赤ちゃんじゃないわよ。とつぜん歩けるようになってねえ。とんでもないいたずらはするし、目がはなせないの」

　おソノさんはしゃべりながらキキに目をとめました。

「キキ、なに、その姿？　ほっぺにどろつけて、……あらら、髪の毛に葉っぱが……、まっ、まっまっ、ジジのそのしっぽ、いったいどうしたの。レの字にまがってるじゃないの」

「そ、そうなの。おソノさん、ばんそうこうある？　ほら、これ見て」

　キキはスカートをつまんでもちあげました。

「まあ、血」

「木の上のいたずらっ子にパチンコで打ちおとされちゃったの。森の中で……」

「いたずらっ子に？」

　おソノさんはあわてて上を見ました。

「ご心配なく、よその子よ」

　キキは思わず笑いだしました。

　おソノさんは大げさに胸をなでてみせると、棚から薬箱をおろしてきました。

「キキの傷は、消毒して、薬つけとけばいいけど、問題は……ジジのしっぽ。まっすぐにするのアイロンじゃだめだろうし……、そ、そう、寝押しがいいかもしれない。今夜、一晩、おとうさんの重い枕、のせといてあげるわね」

　おソノさんはいそいそと薬箱のふたをあけました。ジジはなさけなさそうに、自分のしっぽをふりかえりました。

「それにしても、たいへんなご帰還になりましたねえ。ま、キキらしいけど」

「そう、やっぱり、にぎやかな二年目になりそう」

　キキは首をすくめました。







　２　キキ、カバを運ぶ







　ルルルルー　ルルルルー

　電話が鳴っています。

「かあさーん、おねがい。出てちょうだーい」

　キキはふとんにもぐりながらさけびました。

「ねえ、ちょっと、なにあまったれてるの。ここには、かあさんはいませんよ」

　ジジがふとんのすそのほうを爪でぷつんとはじきました。

　ルルルルー　ルルルルー

　電話の音は鳴りつづけています。

　キキはもう一度顔を出すと、頭をふって、

「あれ、ここどこ？」

と寝ぼけた声でいいながら、いそいで階段をおり、受話器をとりました。

「は、はい……、そうです。ええ、魔女の……、なんですって？　しっぽですって？」

　キキはすっとんきょうな声をあげました。

　そばによってきたジジの耳がぴくんと動き、あわててきのうまがった自分のしっぽをのぞきこみました。おソノさんがしてくれた枕の寝押しのおかげで、レの字がしの字ぐらいになおっていました。ジジはほっと息をつきました。

「はい、すぐまいります」

　キキは急にきびきびと返事をすると、受話器をおきました。

「しっぽって、だれの？」

「カバのしっぽ。動物園がおねがいがあるって」

「しっぽ、運ぶの？」

「さあ、わかんない、行ってみなくちゃ。あんたも行く？」

「もちろんだよ」

　ジジはすっくり立って、キキにさけびかえしました。




　コリコの町の町立動物園は大川のむこうの小高い丘の上にあります。いろいろな型の小屋がならび、屋根にはその中に住んでいる動物の彫刻がのっていました。キキはその中からカバを見つけるとおりていきました。小屋の前にはプールがあり、そのはじにしゃがみこんで水の中を見ていた女の人が、キキの気配で顔をあげました。

「あっ、魔女さん、待ってたのよ。ここ、ここなの。見てちょうだい」

　女の人はキキをひっぱるようにして、プールの中を指さしました。そこには大きなカバと小さなカバが、鼻の穴と目と耳だけを、とびとび石のように水面からのぞかせていました。

「ああやって、朝からぜんぜん出てこないのよ、カバのマルコさんとおかあさん。そうそう、わたしは飼育係のママさん。これ、本名なの。笑わないでね」

　そういって立ちあがったママさんは、まるまるふとって、いっちゃ悪いけど、カバのママさんのようでした。ママさんはそっとキキのひじをつっつくと、小さな声で、

「ねえ、となりのムニャ、ムニャ」

とささやきました。

「えっ、となりがどうかしたの？」

　キキは大きな声でききかえしました。

「しーっ」

　ママさんはキキの耳に口を近づけて、さっきよりもっと小さな声でいいました。

「となりのライオン、どうしてる？　あまりじろじろ見ないで、でも、みてみて」

　キキはふしぎそうな顔をしました。

〈見ないで見てなんて、むずかしいこという人……〉

　それからキキはなにげないふりして、ちらりととなりの檻おりに目を走らせました。そのとたん、寝ているように見えたライオンの目がぱっとあいて、キキの目とぴちっと合ってしまいました。

「こっち見たわ」

　キキはママさんの耳にささやきました。

「やっぱり、気にしてるんだ。ア・イ・ツも……ちょっと、ちょっと」

　ママさんはキキの手をひいて、小屋のかげにつれていきました。

「アイツがね、マルコさんのしっぽ、食べちゃったのよ」

「へー。でもまだ、ちびライオンじゃないの」

「そうなんだけど……ちょうど歯がはえかわるとこでね、かゆいのよね。その目の前でマルコさんたちがしっぽをぴっぴってふるもんだから、ライオンたら、そのたびにイライライライラ。たまには気ばらしに、思いきり走りっこでもさせてやればよかったんでしょうけど……。そしたらたまたま、マルコさんのしっぽが柵さくからびょろんとむこうに出てしまってね……そこをガキッと」

「わー、いたそう」

　ジジが思わず身ぶるいしました。

「そうとういたかったと思うわ。でもあたしが完かん璧ぺきに治療してあげたから、もう痛みはないと思うんだけど。だから、マルコさんも、いいかげんにしっぽのことなんてあきらめたらいいのに……あんなふうにすねちゃってさ」

　ママさんは鼻にかいた汗を手でぬぐいました。

「でも、しっぽってたいせつなんでしょ」

「そうらしいんだわ。ちっちゃいのにねえ。おそらく、マルコさんだって、自分のものではあるけど、自分のしっぽを見たことなんてないんじゃないの。あの大きなおしりがじゃましてさ。でも、なくなったとわかったとたん、すごくすねちゃったの。母親のタルコさんまでいっしょになってしょげて、水の中にはいったっきり。はいったきりって、あまりよくないのよね、ものも食べなくなっちゃったし」

「へー」

　キキは感心したようにマルコさんを見、それから、足元を心配顔でうろちょろしているジジに「しっぽって、そういうもの？」とききました。ジジはだまって、自分のしっぽをつんと立てました。キキたちの話をきいているのか、プールの中のマルコさんとタルコさんの耳が、しきりにびくびくと動いています。

「たかがしっぽ、と思えばいい。見えもしないものに、見み栄えはることない。さわれもしないものに、さわぐことないって、あたし、いったんだけど、でも、問題はそんなかんたんなことじゃないみたいなの……」

　ママさんはふりかえると、こんどはマルコさんにやさしい声でいいました。

「安心しなさい。魔女さんが来てくださったからね」

「こまります。魔女っていっても、あたし……しっぽ、はやすことなんてできません」

　キキは首をふってあとずさりしました。

「わかってる、わかってるわよ。あなたの魔法って、飛ぶだけなんですってねえ」

　ママさんはこまかくうなずきました。

「でも、おとどけ屋さんでしょ。運んでくださるんでしょ」

「えっ、まさか！」

「そう、そのまさかなの。マルコさんを運んでほしいの」

「………」

　キキはものもいえずに口をぽかんとあけました。

「それも、なるべくいそいでね」

「………」

　こんどはごくんと空気をのみこみました。

「あんな、重いものを……ですか？」

「でも、あたし、きいたわよ。あなたは、どこよりもはやく、どんなものでも、たとえ見えないものでも、運んでくださるって。だから、大きさや重さの制限もなしでしょ」

　ママさんはキキの顔をのぞきこみました。

「魔女さん、これ、じょうだんじゃないのよ。わたし、いろいろきいてみたら、マルコさんがおかしいのは、ただのしっぽをうしなったショックだけじゃないんですって。ちゃんとした病気なの。しっぽをうしなったことによる、心と体の中心点行方不明病っていうんですって」

「へえー、そんな病気あるの？」

「あるらしいのよ。ひどくなると、自分がわからなくなる病気なんですって。だから、はやくお医者さんまで運んで」

「なら、お医者さんに来てもらえば。そのほうがかんたんじゃないの」

「それがねえ……こういう変わった病気を研究している獣医さんなんて、この町の近くにはイイナ町の獣医さんひとりきりしかいないのよ。近いったって、二百キロもはなれてるんだけど。でも電話してみましたよ。そしたらねえ、その先生、イシ先生っておっしゃるんだけど、今、あちらでもなにやらおとりこみ中で……たいへんらしいのよ。そのイシ先生がおっしゃるにはね、あんたの町には宅急便やってる魔女がいるでしょ、その人が運んでくるのなら、マルコさんをみましょう、っていうのよ。トラックや汽車じゃだめですよって。魔女さん、なぜか、あなたをご指名なのよ」

「そんなこといったって……」

　キキはつぶやきました。

「わるいけど、いそいでいるのよ。マルコさんもタルコさんも、あんなふうに水にはいりっきりだと、かじられた傷あとにもよくないし、もしかしたら、体にカビがはえちゃうかもしれない。カビってこわいのよ。体の中まではいりこんでくるんだから」

　キキはいわれればいわれるほど、体が熱くなってきました。どうしよう、どうしよう、ということばが、ポンプのように体の中を行ったり、来たりします。キキはプールの中のマルコさんを見ました。水からのぞいている目が不安そうにまばたいています。中心点行方不明病……はじめてきく病気だけど、きいただけでも、なんだか、とてもほうっておけない不安な病気のように思えました。

　魔女のキキがほうきをかかえ、黒猫をつれて、カバの柵の中で飼育係と話をしているものですから、何がおきたのだろうと、人が集まってきました。

「おい、魔女さん、こんどはカバに乗って飛ぶのかい」

なんて声がとんできました。キキはますますあせってしまいました。

「赤ちゃんっていっても、重そうね」

　キキはこわごわききました。

「そうねえ、百キロはあるかしらねえ」

「えっ、百キロ……」

　キキはびくんと体をふるわせながら、ほうきの柄を見つめました。柄は、人さし指と親指をまるめたぐらいの太さしかありません。

（でも、あたしが飛ぶのはほうきが飛ぶんじゃないんだわ。魔女だから、飛ぶのよね）

　キキはなんとか自分の力を信じたいと思いました。すこしでも力が出るように手をぎゅっとにぎりしめました。

「マルコさん、マルコさん」

　ママさんは呼びながら、プールのはじにしゃがみこみました。

「あのね、このおねえさんがね、イタイイタイをなおしにつれてってくださるって」

　すると、プールの水がわさわさと動いて、小さな波がちっていきました。

「ちょ、ちょっと待ってよ」

　キキがあわててそばによると、ママさんは、

「しーっ、マルコさんが動きだしたわ」

と手でキキをおさえました。

　マルコさんはよろよろと岸にむかってきました。体がななめになり、大きなおしりがよろろろろ、よろろろろとゆれています。心と体の中心点行方不明病はうそではなさそうです。おしりのまん中には大きなばんそうこうがはってありました。それを見て、まわりの人がどっと笑いました。

「マルコさん、気にしちゃだめよ。はやくなおりたいでしょ。いい子、いい子」

　ママさんはマルコさんの背中をぱたぱたたたきながら、キキを見ました。

「どうやって、運ぶ、魔女さん？　だっこして飛ぶってわけにはいかないでしょ」

「その子、あばれたりしない？」

「ときどきは……すこしだけど……」

　ママさんはいいかけて、キキのほうきにさがっているラジオに目をとめました。

「そうだわ。何か音楽、きかせてやるといいかも。動物って、きれいな音、すきみたいよ」

　キキはぱちんとラジオのスイッチをまわしました。しずかな曲が流れてきました。マルコさんは、耳をぴくぴくと動かしながら、じっと立っています。つづいてプールからあがってきたタルコさんも、動くのをやめました。となりの檻おりでは、ライオンくんが責任を感じてか、そのようすを柵さくに顔をおしつけて見ています。

　キキはまわりを見まわして、いいました。

「大きなハンモックみたいなもの、ないかしら」

「それなら、ちょうどいいのがあるわ。キリンのキリコさんがねんざしたときつるしたのが……ちょっと、待って」

　ママさんは囲いから外に出ていくと、ハンモックをひきずってもどってきました。それから、地面にひろげて、

「さ、ここにのって、マルコさん。あんたが赤ちゃんで助かったわ」

といいました。マルコさんはまた、よろろろろ、よろろろろとよろけながら、ハンモックの上にのると、ごろんと横になって、大きなあくびをしました。

「へー、よくわかるねえ」

　見物人から声があがりました。ママさんもほっとしたように両手をにぎりしめました。

「よかった。さ、こんどはラジオを消して、しずかにしたほうがいいわ」

　キキはいわれたとおりにラジオを消すと、ハンモックのはじをほうきの柄にとおしました。

「持ちあがるかしら」

　キキは心配そうにほうきにまたがりました。

「あっ、ちょっと待って」

　ママさんはそばのバケツを持つと、プールの水をくんで、マルコさんの背中にかけました。

「カバって、どっかぬれてるのすきなのよ。あら、もうこの子ったら、寝ちゃった。すなおでかわいいこと。あら、猫ちゃん、あんたはどうするの？　はやくしないと、おいてかれちゃうよ」

　ジジはぶーっとふくれて、マルコさんの背中にとびのると、

「猫のほうはさ、どっかぬれてるのはきらいなんだよね」

とつぶやきながら、気持ちわるそうに足をびびっとふるわせて、水をとばしました。

「じゃ」

　キキは足をふんばってから、ぱんとけりました。

「ああーっ」

　見物人がさけび声をあげました。ほうきはふらふらと、それでもあがっていきます。ぴんとハンモックのはじがのび、そのままずずずーっと横すべりすると、マルコさんはつりあがりました。

「うおーっ」

　見物人がいっせいに大きくゆれました。

　キキはおどろいて下をむいて、ママさんを見ました。

「見た目よりずっと軽いわ。うそみたいよ」

「えっ、ほんと？　じゃ、マルコさん、やせちゃったのかしら、一日で？　まさか、でも心配だわ。はやくイシ先生にみてもらって」

　ママさんは自分も飛んでいきたいように手をあげました。キキは顔を上にあげ、またあわてて下をむきました。

「あたし、行き先、きいてなーい」

「あら、ごめん。イイナ町っていうの。東のほうに河を二つ渡って、そのむこうの山にかこまれた町。まん中にね、二つつながった沼があるわ。その北のはずれに、イシ先生の動物病院があるの。すぐわかると思うわ」

「じゃ、行ってきます」

　キキは片手をあげると、さらに高く浮きあがり、東のほうにむきを変えました。




　飼育係のママさんにいわれたとおり、大きな河を二つ渡り、重なりあってならんでいる山をすれすれに飛びこして、その先をのぞくと、山からゆるやかな下り斜面が終わるところに、丸い沼が二つつながって見えてきました。沼は青い空と、赤ちゃんのうぶ毛を集めたようなやわらかな雲をうつして、明るく光っています。高いところから見ると、まるで地面においためがねのようです。

「あそこだわ。イイナ町って、小さいけど、きれいなとこねえ」

「ふー、よかった、ちゃんとついて。景色なんてどうでもいいよ。早くおりようよ。マルコさんの体、もうさっきから、かわいちゃってるよ」

　マルコさんの背中にのっているジジがいいました。

「ほんと？　それでマルコさんはどうしてる？」

「わかんない。ずっと目つぶったままなんだもん。あの沼に落としてやればさ、目さますんじゃないの」

「ま、らんぼうなこといって、ジジったら。マルコさんは病人なのよ」

「そうかな、病院に入れるより、あっちのほうがよろこぶと思うけど」

「それもそうね、あんなにきれいですものね」

　その間にもイイナ町はどんどん近づいてきます。沼のまわりは散歩道なのでしょう、土の道がぐるりとめぐり、それにそって、キキのほうきをさかさまに立てたような、背の高い木がならんでいます。そして、それをまたかこむように、家や商店がつづいていました。

「あらっ」

　キキは声をあげて、のり出しました。

「あそこが動物病院だと思うんだけど、なんだかへんよ。あれはいったい何かしら……」

　沼の北側に、小さな小屋がくっつきあうように集まってみえるところがありました。そして、いちばん大きな小屋の屋根の上に、白い服を着た人が五、六人、しがみつくようにのっていて、何やらわいわいとさわいでいるのでした。

　ママさんがいってた、おとりこみって、このことかしら。

　キキは近づきながら両手を口にあて、ラッパにするとさけびました。

「動物病院はこちらですかーっ」

　でもみんなは下を見てさわぐばかりです。キキは屋根すれすれまで近づいてまたさけびました。

「あのう、動物病院って、こちらですかあ、イシ先生いらっしゃいますかあ」

　すると、ひとりの男の人がはっと顔をあげました。そのとたんに、屋根の斜面をずるりとすべり、あわててつかみなおしました。

「ま、魔女さんだね……そ、そう、ここが……」

「イシ先生？」

　男の人はうんうんとうなずくと、

「いいとき来てくれた、いいとき来てくれた、もっと近くに」

といいながら、屋根にしがみついていた手をこわごわあげてふりました。

「コリコの町の動物園からご連絡してあると思いますけど、カバのマルコさんをつれてきたんですけど……」

　キキがまた大声をあげると、イシ先生はとなりの屋根を指さしていいました。

「そのとんがり屋根に、患者さんをぶらさげて、あんたはこっちに、こっちに」

「あんなとこじゃかわいそうですよ。早く寝かせてあげないと、長旅でしたから」

「わかってる。でもそれが今ちょっとできないんだよ。病人のほうならだいじょうぶだ。医者のわたしがいっているんだから、安心しなさい。だから、あんたはこっちへ、はやく」

　キキはしぶしぶ、マルコさんをハンモックごと、とんがり屋根のてっぺんにひっかけると、「いい子にしててね」と心配そうにいって、となりの屋根にとびうつりました。

　すると、そのとたん、どこからともなくドドドドウと地ひびきがきこえてきました。キキがのぞくと、大きなゾウが、気がくるったように走ってくるではありませんか。鼻を空につきあげ、くるったようにふりまわし、耳を大風に吹かれたドアのようにばたばたと動かして、せまい病院の道をものすごいはやさで走っています。まがり角にいきおいあまって体をぶつけ、はじけとびそうになるのをものともせず、走りまわっています。

「あれがわたしの患者なんだ」

「元気そうじゃないですか」

「まったく、元気もいいとこだよ。今朝は息もたえだえだったんだよ。それが朝の検温の時間に急に逃げだして、あのとおり。こっちもやっとこさ、ここに逃げて」

　イシ先生はひと息つくと、キキをみつめました。

「そしたら、うまいことにっていっちゃわるいけど、ちょうどそちらでもカバのぐあいがわるいというから、ぜひあなたに運んでもらうようにたのんだんですよ。あなたなら、あのあばれん坊にちょいと魔法をかけて、病室にほうりこんでもらえると思って」

「えっ、あのゾウを？」

　キキはびっくりしてとびあがりました。カバのつぎにゾウとは！

「だって、魔女さんでしょうが……」

　イシ先生はいいました。

　キキは思わず口をぎゅっとつぐみました。この先生のように、世の中の人は魔女っていうとなんでもできると思っているのです。こういう人の目の前で、川をひっぱってちょうちょ結びにしてみせたり、山を空にぷかぷか浮かべてみせたりできたら、どんなに気持ちがすーっとするでしょう。でもそんな魔女は大むかしの話、とっくに姿を消しているのです。

「さあ、はやくたのみますよ」

　イシ先生のちゃかちゃかした声がつづきます。

　キキの負けずぎらいがむくむくとわいてきました。キキは目をきっと光らせると、飛びあがりました。

「みゅー」

　乗りおくれそうになったジジが、ほうきの房にひっしにぶらさがっています。キキは一直線に病院の門まで行くと、かんぬきをはずして、扉を大きくひらき、もどってきました。

「ゾウが外に走り出したらどうするんだ」

　イシ先生がわめいています。キキはきこえないふりして飛びつづけると、ちょうど病院の裏庭を走りぬけ、建物の間のいくつもまがっている細い道をぶつかりながら走ってくるゾウに近づいていきました。そして、高々と鼻をあげているゾウのすぐ前を、さそうように飛びながらさけびました。

「いいわよ、走っても。どんどん走りなさい」

　ゾウはうれしそうにほえ声をあげ、ぐんぐんスピードをあげます。追いつかれないようにキキも速度をあげました。キキとゾウは競走するように、さっきキキがあけた門をくぐりぬけ、外にとび出していきました。そして、沼のまわりの散歩道をどーっと走りだしたのです。並木の枝はゆれ、沼の水は波をたてました。散歩していた人はあわてて木のうしろにとびのき、家の中にいた人は反対にとび出してきました。

「あっ、あっ、あっあ、なんてことだ」

　屋根の上のイシ先生が両手で顔をおおっています。

「いいわよ。走りなさい。すきなだけ走りなさい」

　キキはけしかけるように手をふりました。ゾウは走りつづけます。キキも飛びつづけます。もうもうと砂ぼこりをあげ、沼のまわりを三回ほどまわったときでした。すこし、わからないくらいすこし、ゾウのスピードが落ちてきました。キキは、ママさんが動物は音楽がすき、といったことを思い出しました。キキは手をのばしてラジオのスイッチを入れました。ありがたいことに、明るい楽しそうな音楽がきこえてきました。

　ターラッタ　ターラッタ

　ワルツです。

　ゾウの鼻がターラッタ、ターラッタとゆれはじめました。つられるように足の動きもゆっくりになりました。

　ターラッタ　ターラッタ

　キキも音楽にあわせ、ゆれながら飛びはじめました。

　ターラッタ　トーラッタ　ツーラッタ　ターラッタ

　ゾウは目を細めて笑っているみたいです。町の人たちもおもしろそうについてきます。

　ターラッタ　トーラッタ

　まるで運動会の全員いっしょのダンスみたいです。みんな、いい気持ちで、沼のまわりをぐるぐるともうひとまわり、病院の門の中にはいっていきました。それから、なんとゾウは自分からすすんで自分の檻おりに入っていったのです。

「看護婦さーん、ゾウをみてやってください。なんだかようすがおかしいよ。急にしずかになっちゃって、過激な運動をしたから病気がわるくなったのかもしれない」

　こわごわ屋根からおりながらイシ先生はかすれた声でさけびました。

　キキはぐったりとつかれて、ゾウの檻の前にすわりこんでしまいました。ふと上を見ると、マルコさんはまだとんがり屋根にぶらさがったままです。気のせいかマルコさんはだらーんとして、気をうしなっているように見えます。キキはおどろいて立ちあがるとさけびました。

「先生、イシ先生、こんどはマルコさんおねがいしますよう。忘れたらこまりますよう」

「おう、わるい、忘れてた」

　イシ先生はあわてていいました。

　キキはまたほうきで飛びあがると、マルコさんをつりあげて、地面にそっとおろしました。マルコさんはハンモックから出ると、またもとのようによろろろ、よろろろと歩きはじめました。

「おう、みごとに中心がくるっとる」

　イシ先生はそういいながら、マルコさんのおしりから、ばんそうこうをぺりっとはがしました。

「おう、おう、みごとにやられてるな。ところでこの子のしっぽはどうしたね」

「だから、しっぽはライオンくんが……」

「わかってる。そのかじられて、とれちゃったしっぽだよ」

「たぶん、今ごろはライオンくんのおなかの中で」

「ばかなライオンだ。あんなもん、食ったってうまくもないだろうに」

　イシ先生はらんぼうにいうと、

「ちょっと、ちょっと」

とキキを塀のかげにつれていきました。

「あの子にはきかせたくないんでね。この病気はいろいろ知っちゃうと、なおりがわるいんだよ。……本物のしっぽがないんならしょうがない。なんとかかわりを見つけてやらなきゃ」

「まっ、つけるんですか？」

「しーっ、あの子にきこえるよ。りっぱなの見つけてやるから。でも代用品だよ。これはがまんしてもらわないとな。つまり入れしっぽってわけだな」

「………」

　キキは首をかしげました。

「入れ歯っていうのがあるだろう。あれと同じだ」

　イシ先生はそういうとどこかへ走っていき、しばらくして、なにかの毛を十センチほど三つ編みにしたものと診察かばんをもってもどってきました。

　それから、マルコさんには見えないようにうしろにまわると、

「さ、しっぽはもとのようになるよ。前とまったく同じだよ」

といいながら、カバンから大きなホチキスを出して、三つ編みにしたしっぽのようなものを、ばちんとマルコさんのおしりにくっつけました。そのばちんといっしょに、マルコさんもぴくんと体をふるわせ、それから、なにごともなかったように、トットットッとしっかりした足どりで歩きだしました。

「ほーれ、なおった、なおった」

　イシ先生ははでに胸をはると、ふりかえってキキに小声でいいました。

「ちょっとした重さの関係なんだな。ちっぽけなしっぽだって、ばかにできませんよ。ときとして、しっぽは生きるあかしなんですよ」

「生きるあかし？」

「そう、生きているってすばらしい、って思えることです。目の前が明るくなるってやつですよ。さ、もういいよ、つれてお帰りなさい」

「どうもありがとう」

「いや、こちらこそ、ありがとう。ゾウを囲いに入れてくれて。さすが……ですな、魔女さん」

　イシ先生は頭をぺこりとさげました。

　看護婦さんが走ってきました。

「先生、ふしぎなんです。ゾウの病気、なおっちゃったみたいなんです」

「えっ、なんだって？　あのがんこなノイローゼ性鼻ふりまわし病がかい？」

「はい、鼻、しずかになりました」

「走りまわったからだろうか……」

「どうもそのようです」

　キキはイシ先生のそばによってたずねました。

「ところで先生、あのホチキス、あのまんまでいいんですか」

「あっ、あれね、あれはとくべつなホチキスだから、十日ほどしたらとけて、なくなるはずです。そのときまでに病気のほうもなおっているでしょう」

「へー、そんなものですか」

「自慢じゃないがね、これは最新医学でね。まあ正直いって、ほかのもののしっぽがくっつくのはとてもむずかしい。でも、でもですよ。しっぽはもとどおりある、もうなおったんだって思わせてやることがたいせつなんですよ。ほら、『病は気から』っていうでしょ。そのために医者もちょっぴり手品を使わんことには……ところで魔女さん、ふしぎなんですよ。ゾウの病気もなおっちゃったみたいなんです。魔女さん、魔法はだめなんていってたけど、やっぱり……ちょびっと使ったんじゃないんですか。かくさないでおしえてくださいよ」

「そんな、先生、魔女ならなんでもできるなんて思わないで。そう決められると、あたし、つらいんです。ふつうの人と変わらないんですから。ゾウだって、あんな大きな体してるけど、いつもとじこめられてたらかわいそうだわ。病気がなおったのなら、ちかぢか動物園に帰るんでしょ。もうすこし自由に動けるように、先生からもたのんでくださったらと思うわ。いつでも動いていいんだっていう気持ちをもたせてあげるのが、たいせつなんじゃないんでしょうか。マルコさんのしっぽと同じだと思うの」

　キキは胸がどきどきしてきました。

　こんなに自分の思っていることを平気でいうのは、めずらしいことでした。

「うー、なるほど」

　イシ先生は大きく二度もうなずきました。




「じゃ、さようなら」

　キキは来たときと同じように、マルコさんをつるして飛びあがりました。ところがどうしたというのでしょう、マルコさんが重いのです。来たときとはくらべられないほど、ずーんと重いのです。それでもなんとか飛びあがりました。

「先生、へんなんです。急にマルコさんが重くなって」

「心配いらないよ。それはね、体の中心がきちんとしたせいです。マルコさんは自分をちゃんとつかまえたのさ。その重さはなおった証拠。もうだいじょうぶ」

「へえ」

　キキはふしぎな気分でした。

「自分をつかまえる……？　と……重くなる……」

　キキはマルコさんをなんとかつりさげて、ぶじ、コリコの動物園に帰りつきました。

　おかあさんのタルコさんは、マルコさんのしっぽをあやしそうにじろじろと見ていました。でもマルコさんが元気なので安心したようです。ならんでプールのまわりを行進してみせてくれました。

　コリコの町に帰って、はじめての仕事がぶじ終わり、キキもうれしくなって、マルコさんたちのうしろについて、プールをひとまわりしました。飼育係のママさんは、お礼に、すきな動物にのせてあげるといってくれました。キキはさんざん考えて、オットセイの鼻の上にのせてもらいました。もちろんジジもいっしょです。




　その夜、ジジは自分のしっぽを追いかけて、くるくるまわりはじめました。

「ジジ、何してるの？　しっぽがかゆいの？」

「ううん」

「じゃ、しずかにしてよ。あたし、すこしつかれてるの」

「もうちょっと、しっぽをしっかりつかまえてみたいんだよ。ぼくの生きるローソクなんだもん」

「えっ、なんですって、ローソクですって？」

「だってあの先生いってたでしょ。明るくなるって」

「それいうなら、生きるあかしですよう」

　キキは笑いながら、あたしにもしっぽがあったらいいのにな、って思いました。それから、あたしの生きるあかし……は何かしらと考えました。







　３　キキ、空色のかばんを運ぶ







　カバのマルコさんのしっぽをなおしてくれたイシ先生から、手紙がとどきました。

「魔女さん、お元気ですか？　あのときはいろいろお世話になりました。その後、わが病院では毎日夕方、患者さんに二つの沼のまわりを散歩させることにしました。なによりの薬は自由に散歩って、魔女さん、あなたがおしえてくれたのですよ、ありがとう。もちろん退院するときには動物園のほうの住宅事情も改善してもらうように、きちんとたのむつもりです。ところでマルコさんのしっぽは、その後いかがでしょう。白状しちゃうと、あれ、馬のしっぽの毛なんです。切られた馬のほうは毛がのびるまで、ちょっぴり中心点行方不明病にかかっちゃって、体がななめになってしまいました。それで、わたしは鞍くらから三度も落とされました。やれやれですよ」

「ふふふ、お気の毒」

　キキは首をすくめて笑いました。なんだか、とてもいい気分です。コリコの町に帰ってきたあとも、宅急便の仕事はなかなかうまくいっているようです。

　町の人たち、あたしのこと、待っていてくれたんだわ。あたし、どんどん仕事しちゃう。

　キキは立ちあがると、手紙をもった手を元気よくぐいとつきだしました。

「どうしたの、いきなりはりきっちゃって」

　ジジが目をまるくしました。

「そうよ、あたし、とっても元気。知ってた？　魔女を元気にする薬はね、ほめられること……よろしく。おぼえといてね」

「それは魔女の猫も同じです」

「わかった、わかった。あんたはかわいい、かわいい、ふふふ」

　キキはうなずきながら、ほがらかに笑いました。

「そんなかるがるしくいわないでよ。ぼくはいつまでも子猫じゃありません。かわいいなんて……」

　ジジはふんと横をむきました。




　ルルルルー　ルルルルー

　電話が鳴りだしました。

「はい、こちら魔女の宅急便です」

「ちょ、ちょいのちょいと運んでいただきたいんですが……」

　電話のむこうは男の人の声でした。踊るようなちょっと変わったいいかたでした。

「は、はいっ」

　つられてキキもこんな返事をしていました。

「なしの木公園のそばの、なしの種たねアパートの屋上の家です。こちらはコチラと申します。ちょ、ちょいのちょいと……ひとつ」

「ちょ、ちょいのちょいですね。はい、すぐまいります」

　キキは、まねして答えて、くすりと笑いました。

「たのまれたらすぐに出発、魔女のキキ」

　気どって歌うように一言いうと、キキはすぐ出かけるしたくをはじめました。

「おや、キキ、進歩ですねえ」

「そう、あたしは一日一日成長しているんです」

　キキはほうきをかかえると胸をはって戸口にむかいました。ジジもそのあとを追います。




「おや、おはやいおつきで、感謝、感謝」

　コチラさんは大きくとびはねたひげをふるわせていいました。

「おはずかしいことにですよ、ちょっと前、商売用のたいせつな右手を戸にはさんじゃいましてな。こんなにはれてしまって。お茶をちょ、ちょいのちょいと出すつもりが、ばん、ばんのばちんと、指先は戸の中、のこりはこちら側ってなわけで……これでも手品師なんですからね。おはずかしい、あきれ……かえるですわ」

「えっ、か・え・る？」

「いえ、カエルは手品のほうでして。はい、こちらは手品師コチラです。はい」

　男の人はひげを、はれていない左手ですいとのばして、おじぎをしました。

「そんなわけで、弟子のチラリに今夜の舞台はかわってもらうことにしたんですが……あいつときたひにゃ、ずーっとひまだったもんで、道具にカビがはえちまってるって……これは師匠のしつけがわるいってことで……まったくかさねがさね三十六階建ておはずかしいことで……それで、ちょ、ちょいのちょいと、このコチラのかばんをとどけてほしいのです。チラリは、いそいで衣装にアイロンかけしなくちゃならないから、とりに来られないっていうし、わたしはごらんのとおり、重いかばんを片手で運ぶのは、とてもむりでして。ふたりともまったくなさけない芸人で……へへへ」

「わっ、わかりました。ご安心ください」

　キキははっきりとうなずきました。でも、頭の中は手品を見ているときみたいにふしぎな気分です。

「これなんですが……」

　コチラさんは戸棚をあけて、大きなかばんをとりだしました。

「まあ」

　キキは思わず声をあげました。そのかばんはきれいな空色で、一面にぽっかりした雲がうかんでいます。まん中にはまるい金色の留金がついていました。

「このかばんがこのコチラの芸のすべてでしてな。へへへ、ごぞんじで？　わたしがいうのもなんですが、今、この町ではたいへんな人気でしてね。『カバンから、あれよ、あれよ、でるわ、でるわ』っていう演目なんです。とても休むわけにはいきませんのです。そんなわけでして、つぐみ通りの寄席、チラリのところまで、ちょ、ちょいのちょいとおねがいしますよ。ただ、この金色の留金ですがね、あまり強くさわらないようにおねがいしたいんです。もしあいたらたいへんです。この中が手品の秘密のしかけなもんでね」

「はい、わかりました」

　キキはかばんをもちあげました。かばんは思ったより重く、体がよろよろとなってしまうほどでした。

「タネがいろいろ入ってますからね」

　コチラさんは片目をぱちんとつぶっておどけてみせました。

「ところでおじょうさん、お礼をさせてください。ささやかに……」

　コチラさんはキキのそばにすいとよってきました。それから左手をぱっとさしだしました。あくしゅです。つられてキキはその手をにぎりました。そのとたん、キキの手の中から、ゲゲゲッて鳴き声がして、緑色の小さなカエルが何十ぴきもとび出したのです。

「きゃあ！」

　キキはとびのくと、コチラさんはかっかっかっかと笑いながら、とび出したカエルを集めて、きゅっとにぎってまとめると、キキのポケットに入れてくれました。

「これも手品ですよ。出すときはもう一度ぎゅっとにぎって、いせいよく出す。これがコツです。ほんのお礼です。ありがとう、おじょうちゃん。じゃ、おねがいしましたよ」

　キキはびっくりしたまま声もなくこくんとうなずきました。




「キキ、そのかばんぶらさげて飛んでるとね、空だかかばんだかわかんない。これも手品かなあ。きっとさ、そのかばんから、花が出たり、ハトが出たり、するんだよ。もしかしたら本物のライオンなんかも」

　ジジがほうきの柄の先でゆれているかばんを指さしました。

　キキはふりかえっていいました。

「まさかあ、本物はむりよう。でもあのカエルみたいな、ゴムでできた風船のライオンだったら、入っているかもね。あたし、ぱっと出してみたいなあ。お客さん、おどかしてみたいなあ」

「ぼくだって……」

「あたし、なんだかわくわくする。ねえ、ねえ、魔女ってさ、そういうことやっても許されるんじゃない？　たまにはそういうはでな魔女もやってみたいな」

「でも、キキ、できるの？」

「ふん、ジジはすぐわたしの気持ち、ひやすんだから。そういえば、小さいとき、手品みたの思い出した」

「そう、公会堂で、コキリさんといっしょに」

「あのときかあさん、いってた。手品と魔法はちょっとちがうって……魔法は見えないふしぎだけど、手品は見えるふしぎなのよって」

「そうかなあ、手品も見えないよねえ」

「見えるんだったら見たいな。このかばんあけてみたいわ。もういらいらしちゃう」

「ぼくも見たくって……いらいらいら」




「あっ、あそこ」

　とつぜん、ジジがキキの肩にとびうつってきて、さけびました。キキが下を見ると、急な階段のおどり場で、男の子がふたり、とっくみあいの大げんかの最中です。肩をこづき、足でけりあげ、あげくにとびついてころがりだしました。学校のかばんからはノートやクレヨンが、ほうぼうにちらばっています。まわりをかこんだ見物の子どもたちはもっとやれ、もっとやれというように口笛を吹いたり、足をふみ鳴らしたりしています。

「あっ、あぶないっ、おっ、落ちる」

　ジジが悲鳴をあげました。ふたりはくみあったまま、階段をごろごろころげ落ちようとしています。

「うわー、やれ、やれ、もっとやれ」

　まわりの子どもも大さわぎ。思わず階段をふみはずしてよろけている子もいます。

　キキは急降下して、

「やめなさーい」

とさけぶと、ふたりに抱きついて止めました。

「なんだあまったれ、ひーひーいいやがって」

とキキの手の間からひとりがどなると、

「そっちだろあまちゃんは、ママー、ママーって、ママちゃん子」

ともうひとりも足をばたばたさせていいかえします。ふたりのほっぺにはすり傷、洋服はさけ、ボタンがとれています。

「やめなさーい、やめなさーいったらあ」

　キキはどなりました。でもふたりの耳にはぜんぜんきこえていません。キキをつきとばして立ちあがると、またなぐりあいをはじめました。キキはとっさに、ポケットに手を入れ、コチラさんからもらったカエルを、ぎゅっとにぎると、ふたりの顔の前でぱっとひらきました。

　ゲッ、ゲゲッ、ゲッ。

　カエルははじけてとび出しました。

「うわおーっ」

「なんだ、これ」

　ふたりは一瞬動きを止め、顔を見合わせました。

「カエルだぜ」

「気持ちわるーい」

　足もとではねつづけるカエルをよけようと、とびのきました。同時にそばに立っているキキに気がつきました。

「おっ、魔女だよ。いつも飛んでる」

「おまえ、カエル出す魔法もはじめたのかよ」

「ええ、そうよ。これ、けんかのとき使う魔法」

　キキはあごをつきだしました。

「へー、すごいことできるじゃないか」

「おもしれえ、じゃ、も、もっと見せてくれよ。そこにあるんだろ」

　男の子たちはキキがさげているかばんに手をかけました。まわりの子どもたちもうれしそうな声をあげました。

「はやく、はやく、見せろ、見せろ」

「これはだめ」

　キキはあわててかばんをひっぱり、あとずさりしました。

　ジジもがんばって、キキの前に立ちはだかりました。

「出しおしみすんなよな」

「いいだろ、ケチ」

　だれかが手を出してキキのかばんをひっぱりました。

「やめて、やめてよう。これは、たいせつなものなの」

　キキはその手をふりはらい、かばんをかかえこみました。そのひょうしに、金色の留金がどこかにふれたのでしょう、すこしあいて、ふあああーんとあくびのような奇妙な音が流れだしました。いっしょに黄色のちょうちょがひらひらと空中にとびだしました。

「あーっ」

　みんなはいっせいに上を見あげました。つづいて、あくびの音はかろやかな音楽へと変わり、こんど顔を出したのはひよこです。ぴ、ぴ、ぴとかわいい声をあげながら、一列につながって空へ。

　まわりの子どもたちはただ、ただ、ぼうぜんとひよこの行方をみつめるばかりです。

「どうしよう」

　キキはかばんの留金をおさえようとしました。すると、その手をすりぬけるように、ハトです。

　クークークー

　くちばしでつっついて、キキの手をどかすと、一羽、二羽、三羽……ばたばた飛びたちます。

「生きてる、本物だわ」

　キキはかばんを抱きしめながら、ハトが飛んでいった空を見あげました。

「すげー」

「さすがー、魔女だあ」

　おどろいた子どもたちの声がうれしそうな声に変わっていきます。興奮してとびあがる子、手をたたく子、そして、口々にさけびました。

「もっと、もっと、もっと出せ。魔女さん、もっと出せ、わーいのわい」

　キキはそれどころではありません。そばにころがっているほうきをにぎると、「ジジ」と声をかけ、飛びあがりました。ジジはやっとのこと、ほうきの房にとりつきました。キキは自分の頭の中と同様、めちゃくちゃに空中をまわりはじめました。でも、やっとのこと方向を決めました。

「なにはともあれ、寄席に行かなくっちゃ。チラリさんが待ってる」




「わはははは」

　びくびくしながら話すキキに弟子の手品師チラリさんは大きな声で陽気に笑いました。

「『あれよ、あれよ、でるわ、でるわ』っていう手品だもん、出なくちゃおかしいよ。ところでおじょうさん、見物人にはうけたかね。拍手をたくさんちょうだいしたかね」

「ええ、それはもう、みんな大よろこび」

「いい気分だったろ」

「ええ、すこし」

「それならよし。ところで……と。かばんの中、やりなおさんとな。ま、ちょ、ちょいのちょいだ。どれ、どれ」

　チラリさんはコチラさんそっくりのいいかたでいうと、かばんをキキから受けとりました。そして上からやさしくなでると、留金をすこしあけて、片目をつぶってのぞきこみました。

「とび出しちゃったのは、ハトまでだったかね。そりゃよかった。のこりはまだちゃんとしてるわい」

「えーっ、まだはいってるんですか」

「そりゃ、『でるわ、でるわ』だからな。ところでーと、これはちょ、ちょいのちょいとよわったなあ。ちょうちょとひよこはつくりものだから、少々かびてはいるがわたしのでまにあわせるが、……ハトは本物なんでねえ。今ごろはコチラ先生のほうにもどっとるだろう。でも、とりに行くのはまにあわんし……。ほう、それ、それ……ちょうどいいのが……」

　チラリさんは足もとのジジをのぞきこみました。

「猫ちゃん、かわりをちょ、ちょいのちょいとやってくださらんかな」

　ジジはおどろいて思わずしりごみしました。

「苦しいことや、いたいことはぜったいしないよ」

　チラリさんはいいました。

　ジジはあとずさりしながら、キキにききました。

「かわりってさ、あのかばんにはいることかな」

「どうやらそうらしいわね。ジジ、いやならはっきりいやっていいなさい」

　するとジジはじっとかばんを見て、それから思いきったようにいいました。

「ぼく、やってみる」

「えっ！」

　キキがびっくりしてききかえすと、ジジはチラリさんのほうにさっさとよっていきました。

「やってくれるかい。ありがたい、じゃ、たのむよ」

　チラリさんはジジを抱きあげると、かばんをもって、となりの部屋の戸をあけました。

「ここからはお見せするわけにいかんのでね。手品のタネをしかけるんだ。これは仕事上の秘密。つまり企業秘密ってやつでね、へへへ」

　チラリさんは片目をぱちんとつぶると、ドアをぴちりとしめました。

　しばらくすると、チラリさんはぱんぱんにふくらんだかばんをもって出てきました。

「さ、これでよし。あとで猫ちゃんは返すから、ご安心を」

　ベルが鳴りわたりました。

「さて……と、はじまりはじまり」

　チラリさんがいいました。

　キキは思わずそばによって、かばんの中に話しかけました。

「ジジ、どう？　平気？　中にいるんでしょ、いるなら返事をしてよう」

　でも、かばんからはなんの音もきこえてきませんでした。




　キキは大いそぎで入り口にまわって切符を買い、中にはいりました。おおぜいの人がすわっています。むーっとするほどの人いきれです。キキは胸がどきどきして、とてもじっとしていられません。立ったり、すわったり、カーテンのさがった舞台をみつめたり。ジジはどうしているでしょう。あんな小さなかばんに入れられて、ちゃんと息ができるのでしょうか。キキは心配やら、こわいやらで何度も手をにぎりしめました。




　手品がはじまりました。空色のかばんは舞台の大きなテーブルの上にぽつんとおかれていました。細いライトを受けて、忘れものみたいにさびしく見えます。キキの胸がまたどきりと鳴りました。お弟子さんのチラリさんが出てきました。はでな音楽が鳴りだしました。チラリさんはやわらかな身ぶりでかばんにさわりました。音楽がとまりました。お客さんはじっと息をころして見ています。すると、さっきと同じ、ふあああーんとあくびのような音が鳴りはじめ、小さくあいたかばんの口から、ちょうちょがひらりひらりと出てくると、客席のほうに飛びはじめました。

　つぎはひよこです。ぴこぴこ足を動かし、一列につながって空中へ。たいへんな拍手です。チラリさんは得意そうに胸に右手をあてて、おじぎをしました。

　でも、キキはかばんから目をそらすことができません。ジジはハトのかわり、それだったらこのつぎのはずです。

　ぱぱぱーん

　ラッパが鳴りひびきました。かばんの口がぱっと大きくあきました。キキは思わずのりだしました。ところが出てきたのは人の手です。ジジではありません。人の手は音楽にあわせて、ひらひら動きだしました。一つの手がもう一つの手をなでたり、話しかけたり、たたいたり、そうしているうちにけんかをはじめました。お客さんは大笑いです。

「もっと、もっと」

とかけ声がとびます。やがてけんかはだんだんとしずまって、二つの手はやさしくあくしゅをしました。

　音楽がかわりました。はずむような楽しいひびきです。二つの手が花びらのように開いてのびると、その間から黒いかたまりが……猫です。ジジです。きれいな女の人の頭の上にのって出てきました。ジジったらしっぽをぴんと立て、最高に気どっています。女の人は踊りながらくねくねとかばんからぬけだすと、ジジにほおずりをし、お客さんにおじぎをしました。小屋の中はわれるような拍手です。キキはほっとして、手の汗をスカートでふきました。




　その夜、キキはジジのあとをついてまわり、しつっこくききました。

「ねえ、おしえてよう、あのかばんの中ってどうなってるの？　あの女の人って、ずっとかばんの中にいたの？　かばん、すごく重かったけど、まさか人がはいっていたなんて……そんなことないわよね。ねえ、おしえてよ。おしえてってば」

　でもジジはすましてこう答えるだけでした。

「それはだめだよ。だって、手品師コチラさんとチラリさんの企業秘密ですからねえ」







　４　キキ、森の窓を運ぶ







「はい、これおみやげ」

　キキは里帰りしたときもってきた包みを、とんぼさんの前にさし出しました。

「お・み・や・げ？　すごい」

　とんぼさんは受けとるとすぐ、結び目の間から、うれしそうにのぞきこみました。

「あれ、これ、例の鈴？　キキが小さかったとき、木の上につけてたっていう……きれいだね、銀色して……」

「長いこと使っていたから、すごく汚れてたんだけど、あたし、いっしょうけんめいみがいたのよ」

　とんぼさんは包みをといて鈴をとりだしました。

「ねえ、これ、どんなふうに使っていたの？」

「あたしの町の高い木、何本かのてっぺんにかあさんがつけたの。あたし、十歳のとき魔女になろうって決めたのね。それから飛ぶ練習はじめたんだけど、空の上からだといろいろ見えるでしょ。おもしろくって、すぐよそ見しちゃったの。それで、木の上に鈴をつけたのよ。足がさわると鳴るから、あわててもっと高い所を飛ぶ、そんなふうに使ってたの。もちろん、鈴にさわらないときもあってね、ひとの家の屋根におりてびっくりさせたり、足すりむいてべそかいたりしちゃったけど……ときどきわざと足をひっかけて、音ならして遊んだこともあるわ」

　キキはすこしはにかんで、とんぼさんを見あげました。その目を、まぶしそうにしばたたきました。

「あら、とんぼさん、なんだか変わったみたい。背、のびた？」

「そうかなあ……同じだよ。キキこそ変わったんじゃない？　おとなの女の人みたいだ」

　とんぼさんも目を細めました。

「えっ、うそ」

　キキはどきっとして胸に思わず手をおき、それをごまかすように右足をぽんとけりました。

　とんぼさんは手もとの鈴をかりんと鳴らしました。

「鈴をつけるなんてさ、いい考えだよなあ」

「むかしからそうしていたみたいよ」

「ぼく、やってみたいなあ。この町の木にこういう鈴をいっぱいつけて、飛びながら演奏なんかしちゃうの。かりん、ぽあん、かりん、かりん、かりりりーん、なんてさ。おっもしろいだろうな。でもな、ぼくは飛べないもんな、いつも、いつもそこが問題。いいよなあ、キキは……」

　とんぼさんはくやしそうにキキを見ました。

「なんだか申しわけないみたい、飛べちゃって……」

　キキは肩をすくめました。




「とんぼさん、鈴、気に入ってくれた？」

　帰ってきたキキにジジがさっと近づいてきました。

「うん、気に入ったみたい。でも、わかんない」

　キキはどんと椅子にすわりこみました。それからぽつりとつぶやきました。

「男の子って……わかんないな。あたしはおとなの女の人みたいっていったこと、もうすこしききたかったのにな……つまんないな」

「えっ、だれがおとなの女の人なの？」

　ジジが顔をあげました。

「べつに」

　キキが手をふりました。

「キキ、いる？」

　ドアがあいて、おソノさんが顔をのぞかせました。

「手紙が来てるわよ。はい」

「コキリさんかしら」

　キキは受けとるといそいであけました。

「風のように飛ぶというあなたのおうわさをききました。少々遠いのですが、一つ運んでいただきたいものがあるのです。ぼくの小屋はヤママタ山にあります。目じるしに凧たこをあげておきます。よろしく、ミズナ」

「えーと、ヤママタ山って……どこ？」

　キキはぶつぶつつぶやきながら、壁にかけてあるコリコの町の地図をのぞきました。ジジもさっとキキの肩までよじのぼってきました。

「山は海の反対だよねえ」

「そ、そうよ、あっ、こ、ここ。地図のはじっこのとこにちょっぴり見えてる……さ、行こ、ジジ」

「えーっ、今すぐー」

「そうよ。あたりまえでしょ。仕事のほうが楽しいもん。キキはね、町のみなさまに必要とされているのでーす」

「だけど……お昼ごはんは？」

「終わってから」

「ふん、なんだかいばっちゃってる。ごはんぬきか……ひどいなあ」

「ポケットの中にあめが三つあるわ。ジジに二つあげるから、いいでしょ」

　キキはポケットを上からぽんとたたくと、ほうきをもち、ジジをかかえました。

「どうしたの？　急にはりきっちゃって」

「どうもしないわよ。いつものとおりじゃない」

「そうかなあ」

　ジジはキキを見あげました。

　キキはパン屋さんのガラス戸をあけて、顔をつっこむと、

「おソノさーん、ちょっと出かけまーす」

といって、すぐほうきにまたがり、飛びあがりました。

「まあ、もう行くの？」

　おソノさんのあきれたような声が追いかけてきました。

「そうだよ。なんだかてきぱきしすぎるよ。まだ話、とちゅうだったのに」

　ジジはぷーっとらんぼうに息を吹きました。




　コリコの町は春のさかりでした。ときどきふっといいにおいが通りすぎていきます。

「あっ、リンゴの花のにおい。あっ、こっちはアンズだわ」

　キキはにおいをつかまえようとでもするように、飛びながらかわりばんこに手をあちこちのばしました。ほうきの柄にぶらさがっているラジオからは、うきうきするような音楽が流れています。町は明るい日ざしにつつまれて、できたての町のように光って見えました。

　家がまばらになり、緑の野原や森が多くなって、かすんでいた山々が姿をあらわしてきました。キキは山を一つ一つ飛びこえていきました。

「あっ、大きなちょうちょみたいなの、ほら、見て」

　ジジが、キキの背中ごしに指さしました。

「ちょうちょ？　あっ、あれよ、あれがきっとミズナさんっていう人の凧よ」

　やがて、やわらかい緑におおわれた山の上に、黄色い凧がひらひらとゆれているのがはっきりと見えてきました。キキは凧のひもを目で追って、その先が消えている木立にむけておりはじめました。

　ぽってりと厚い草の屋根の家がありました。その屋根は小さな女の子のおかっぱ頭の形で、そのまん中に立っている煙突から、白い煙がゆっくりのぼっています。戸口には、「木の歌声おわけいたします」という看板がかかっていました。コキリさんの「くしゃみのおくすり　おわけいたします」という看板ににている、と思って、キキはうれしくなりました。

「でも、木の歌声って、何かしら……」

　ドアがあきました。キキが目をあげると、白いつなぎの作業服を着、うすい緑色の前かけをかけた若い男の人が立っていました。

「こんにちは。魔女の宅急便です。お手紙いただいてまいりました」

　キキはあわてて頭をさげました。

「ありがとう、ミズナです」

　男の人はちょっと目をふせていいました。うちの中は広い部屋が一つ、ベッドも台所もみんな見えるところにありました。ストーブの上では、やかんのお湯がしゅんしゅんと音をたてています。ドアと反対側にある窓のむこうは芝生の庭で、お日さまがいっぱいあたっています。

「まあ、きれいね」

　キキがのぞいてさけぶと、ミズナさんは窓をいっぱいにあけてくれました。

「おとどけものはなんでしょうか」

　キキはまわりを見まわしました。床の上にいろいろな形の木がおいてあります。木のやわらかいにおいがします。

「もしかしたら、これが、おもてに書いてあった、『木の歌声』？」

「ええ」

　ミズナさんははずかしそうに、そばにおいてあった自分の腕ぐらいある木をもちあげると、キキのほうにさし出しました。

「ここに口があるでしょ」

　木の節のところにまるい穴があいています。

「そこから、木が歌うの？」

　キキはびっくりして穴の中をのぞきました。

「ええ、歌えるようにと思って、ぼく、口をつけているんです。木ってきられちゃうでしょ。それはしかたないんだけど……それでぼく、きこりさんたちから枝やきれはしもらってきて、せめて、きられる前みたいに歌ってもらえたらいいと思って……」

「あら、木って歌ったりするんですか？」

　キキはおどろいて身をのりだしました。

「あれ、知らないんですか。きいたことないんですか？」

　こんどはミズナさんがおどろいたような声をあげました。

「だって……あなた、魔女さんでしょ、魔女さんなら、いろいろなものの歌やおしゃべりきけるのかと思った。石ころの歌声とか、かかしのおしゃべりとか……ぼく、このごろ、やっと木の声だけきこえるようになったんです。こういう山の中に住むようになって、毎日ながめて、耳をすましていたら……」

「すいません、あたし、何もできなくって」

　キキは急に申しわけなくなって、下をむきました。

「あの……木って、どんなときに歌うんですか？」

「しょっちゅうですよ。雨ふりだっていっちゃ歌い、ムシムシ暑いといっちゃ歌い。背のびしたり、体をゆすったりしてね。ぼくたち人間と同じですよ。種類によって声はちがうけど……ほら、あそこに三本ならんではえているブナの木、そろって右肩あげてゆすってるでしょ。あの木たちは合唱がすきでね、とってもごきげんで歌ってますよ。いいお天気だから」

　ミズナさんは窓のむこうを指さしました。キキは耳をすましました。そろってゆれている枝はたしかに歌をうたっているように見えます。でもきこえてくるのはやわらかい風の音と遠くで鳴いている小鳥の声だけでした。

「あたしも、木の歌声、きいてみたいな」

　キキは思わずつぶやきました。

「じゃ」

　ミズナさんはさっきの木を手にとると、

「これはトチの木なんです」

といいながら、木の口といっていたところに自分の口をあて、しずかに息を吹きこみました。

　トゥトゥトゥリッ　トゥーリッ　リッリー

　どこかにひっかかっているような音でした。

「こっちはエンジュの木です」

　ミズナさんはちがう木のかけらをとりあげると、また吹きました。

　フフフ　フッ　フッフー

　こんどは笑っているような音でした。

「ねっ」

　ミズナさんは自慢そうに目を光らせました。

　これが木の歌声？

　キキは思わず首をかしげてしまいました。

「へんですか？」

　それを見て、ミズナさんは不安そうにききました。

「いえ。はじめてきいたので……木っておもしろい声をしているんですね。あたし、かってに高い音かなって思ってたの。木って背高のっぽだから……」

　キキはいそいで笑いかえしました。

「あっ、すいません。ぼく、すぐむちゅうになっちゃって、じつは……」

　ミズナさんは棚の上からいちだんと変わった形の木のかけらをおろすと、いいました。

「これをとどけていただきたいんです。ぼくが行けばいいんだけど、ぼくの顔を見ると、あの人、意地になるから……」

　それは濃い色、うすい色、ねずみっぽい色などの木がくみ合わさって、とてもふしぎな形をしていました。

「いろんな木を集めて、それぞれに口をつけて、そしたらちがった歌声きけると思って……ぼく、これに『森の窓まど』って名前をつけたんですけど……」

「まあ、すてきな名前、それでおとどけする先は？」

「スネル通りなんです。ごぞんじですか」

　キキははっと顔をあげました。

　そこはだれもあまり歩きたがらない通りとして知られていたのです。キキもまだ一度も行ったことがありませんでした。空から見ると、海岸通りの高い建物の裏で、いつも暗くしずんでいるように見える通りでした。

「おいやですか」

「いえ、もちろんおとどけします」

　キキはミズナさんの手から笛を受けとりました。

「三十九番地、貝がらアパートの三号室の女の子に。ナシナさんっていうんです」

「はい、わかりました」

　キキはドアのほうに体をむけると、「さ、行くわよ」ってジジに声をかけました。

　ジジはぱっとキキの肩にとびついてきました。

「あの、ひとつ、魔女さんにどれかおすきなのさしあげたいんですけど……ほんのお礼に」

　ミズナさんがいいました。

「ほんと？　じゃ、あの小さな鳥みたいなの、いいかしら」

「これはアカマツです」

　キキはわたしてもらったアカマツを手にもって、ジジに、「ねえ、あんたもこれでいい？」とききました。

「にゃやーん」

　ジジが返事をするように鳴きました。

「猫のことばはわかるんですか」

　ミズナさんは目をまるくしました。

「やっぱり、魔女さんですねえ。猫のことばって、木の歌声よりずっとむずかしいんでしょうねえ」

「そ、そんな」

　キキは首をふりながら、でも、ちょっぴり得意でした。

「じゃ、さよなら」

　キキは外に出て、ほうきにまたがり、飛びあがりました。

　追いかけて出てきたミズナさんがさけびました。

「あの、ナシナさんにいってください。ここはすてきににぎやかなとこですよ。一度、遊びに来ませんか、って」

　ミズナさんの声はとてもいっしょうけんめいにきこえました。

　キキはわかったというしるしに手をあげて、山の斜面すれすれに飛びはじめました。




　スネル通りは思ったとおり暗く、せまく、ごちゃごちゃした通りでした。せまい道のあちこちにきたない水が流れ、そこにすてられた紙くずがぺたりとはりついています。家々の壁は落書きだらけ。そんな町並の中でも、貝がらアパートはとびぬけて貧しげな建物でした。雨のしみの上にかびが浮いています。しかも、三号室はなんと半分地下にあったのです。キキはこわごわドアをたたきました。

「あいてるわよ」

　強い調子のラジオの音楽といっしょに、女の人の声がかえってきました。

「ナシナさんですか」

　キキはドアをあけながら声をはりあげました。そのとたんにぎくりと立ちどまってしまいました。その部屋は天井近くに細い細いあかりとりの窓があるっきり、昼間だというのにまるで夕暮れの暗さです。あの光にあふれたミズナさんのいるところとは、なんというちがいでしょう。

　キキよりずっと年上に見える女の人が、音楽にあわせてすいと出てきました。

「これミズナさんからのおとどけものです」

　キキはかかえていた木をさし出しました。

「まあ、こんどは、なに？」

　ナシナさんはラジオを消しながら、顔をあげました。

「木の歌声ですって」

「またあーっ。贈り物っていったら、野の花の押花だとか、もみじのしおりだとか……ばっかり。ねえ、あなた、どう思う？　女の子ってさ、もっとほかのものがほしいんじゃないかしら。あの人、いい人なんだけど、いっつも、ちょっと、どっか、ピントがずれてるの」

　ナシナさんはぷっとほっぺたをふくらませると、

「そう、いつもどっかものたりないのよね」

といいながら、しぶしぶ受けとりました。

「あのー、ミズナさんからおことづけがあるんです。山はすてきににぎやかなところだから、一度遊びに来ませんか、って」

「そう、また？　あたし、あの人、すきよ。いっしょにいたいって思うこともあるわ。だから、こっちに来てっていつもたのんでるのに。あたし、あんな木みたいな暮らし、どうもすかないの。毎日、毎日、風とか、木とか、葉っぱがどうしたこうしたなんて。ここはね、人が悪口いうような場所だけど、それにお世辞にもすてきなところとはいえないけど、毎日何かどきどきするようなことがおきるような気がするの。まだ、おきないけどね……でも、新しい歌がはやったり、おしゃれすればふりかえってくれる人もいるじゃない。木じゃあ、そんな気のきいたことしてくれないでしょ。そんなわけでさ、あたしとミズナさん、ずっとひっぱりっこしてるのよ。こっちに来て、こっちに来てって」

　ナシナさんは首をすくめて笑うと、木のかたまりを鼻に近づけました。

「これ、あんがいいいにおいしてるじゃないの」

「でしょ」

　キキは一歩のりだしました。

「それ、「森の窓」っていう名前なんです。ところどころに穴あいてるでしょ。そこに息を吹きこむと、歌をうたうんですって」

「歌？」

「そう、木が歌うなんて、あたしもはじめて知ったんですけど。ミズナさんにはきこえるんですって。合唱する木もあるんですって。これは木の枝やきれはしを集めてつくったものっていってたけど……」

　キキはなんだかミズナさんに加勢したくなってきました。でも、あんなフシフシシーなんていう歌、ナシナさんがすきになるかしらと、ちょっぴり心配でした。

「木の歌なんて、めずらしいと思いません？」

とキキはいつになくおしつけるようにいいました。

「これ、「森の窓」っていうの？」

　ナシナさんは手にもった木のかたまりをじっとながめました。

「なんだか皮肉ね、ここの窓、ちょびっとだから。ところで、この穴に、息を吹くの？」

「えっ、ちょっとやってみてください。あたしもきいてみたいわ」

　ナシナさんは一つの穴にそっと息を吹きこみました。

　トトトルルー　トトルルー

「ふーん、おもしろいわねえ」

　ナシナさんは笑いながら、となりの穴に息を吹きこみました。

　リルリラ　リルリラ　リルリラ

　二つの音はかさなって、こだまのようにひびきつづけました。ナシナさんはちょっとびっくりしたように目を光らせると、そのまたとなりの穴に息を吹きこみました。

　ランラリリー　ランラリリー

　音はつぎつぎとかさなってひびきつづけました。

　半分地下の暗い部屋に大きな明るい窓があいて、やわらかい風が吹きこんでくるような、そんな音でいっぱいになりました。

　これが木の歌なんだわ。

　木ってこんなふうに歌っているのかしら。

　さっき山できいたのとはずいぶんちがうけど……。

　キキはふしぎな空気にすっぽり包まれたみたいでした。

　ナシナさんもうっとりと吹きつづけています。その目のふちがかすかにぬれているように見えます。

　ナシナさんは吹くのをやめて、じっとしていました。それからぽつりとつぶやきました。

「なんだか、ほおずりされているみたいだった。こういうの……もうすっかり忘れてた」

　ナシナさんは目をあけました。その目はちょっと前までのするどい光が消えて、森の木の色をうつしているように、ほんのり緑色に変わっていました。

「あたし、一度、行ってみようかな」

「道、知ってる？　おしえてあげます」

　キキはいそいでいいました。

「知ってるわヤママタ山でしょ。あたし、あなたみたいに飛べないから、リュックしょって、しこしこ歩いていくわよ」

　ナシナさんはにっと笑いました。

　キキは家に帰ると、ミズナさんにもらったアカマツを吹いてみました。

　テテッ　テテテッテッ

「ふふふ」

　キキは思わず笑ってしまいました。

　なんておかしな音なの。

　キキは首をかしげました。

　あたしが吹くと、みんな笑い声になっちゃう。

　どうして「森の窓」だけ、あんなに美しくきこえたのかしら……あの木の中に、ふしぎなものがはいっていたみたい。

　とくべつな人がとくべつな人に贈る、何か……とくべつな気持ち……なのかしら。







　５　キキ、シャツを運ぶ







　ばん　ばん

　大きな音がしました。おどろいてキキが窓から外をのぞくと、おソノさんが洗濯したてのまっ白な敷布を二つに折って景気よくふっています。

「いい音ねえ」

　キキは声をかけました。

「そう、景気のいい音でしょ。こんなふうにふってからほすとね、ぴんとして、あとのアイロンかけがらくなのよ」

　おソノさんはもう一度ばんばんと音をさせると、物もの干ほし竿ざおにかけて、洗濯ばさみで両はじをぴんととめました。

「きょうみたいにスカッと晴れた日は、あとで風が吹くからちゃんととめとかなくちゃ。そういえばキキ、きのう、あたし、見ちゃった。ほら、海岸のはずれの小高い丘あるでしょ。あそこから鳥のつばさみたいなのしょってね、飛んでる人たち。くーる、くーるまわって、まあまあ、すこしは飛ぶのよ。気持ちよさそうなの。あたしもやりたくなっちゃった。あたしたち、魔女のまねしても飛べないけど、鳥のまねすると、飛べるみたいよ」

　おソノさんはたった今、ほしたばかりの敷布の下にかがむと、両はじをもって、つばさのような形にしました。

「へー、どんな人たち？」

「キキぐらいの若い子たち、四、五人いたかしら」

「それ、今、はやってるの？」

「らしいわ」

「とんぼさんもいた？」

「あっ、その子、キキの仲よしさんね。そういえばあの子も飛びたがってたわよねえ。遠くからだったから、顔まではねえ……。やっぱりキキは気になるんだ」

　おソノさんはからかうように目をくるんと動かしました。

　ルルルルー　ルルルルー

　電話が鳴りだしました。キキは受話器をとると、大きな声でいいました。

「こんにちは、魔女の宅急便です」

「まあ、あなた、お元気な声。えーと、こちらはぴんぴん屋ですのよ。ごぞんじ？　はなみずき横丁の角にあるシャツ屋ですのよ。とどけものおねがいしたいの」

「はい、すぐまいります」

　キキは片手で受話器をおきながら、片手でほうきをにぎりました。

「ジジ、仕事ですよー。行きますよー」




　ぴんぴん屋さんは小さなお店でした。看板に蝶ちようネクタイをしたシャツの絵がなかったら通りすぎてしまうところでした。

　中では背中のまがった小さなおばあさんが、シューン、シューと湯気をたてながら、白いシャツにアイロンをかけていました。

「魔女さん、ちょっと待ってね、このシャツをとどけていただきたいのよ。仕上げのアイロン、もうすぐすむわ。ねえ、白いシャツの注文なんて今どきめずらしいでしょ。このごろは、はでな色ばかり、みんな着たがって。白いシャツがすきなんて、この人、きっとおりこうさんですよ」

　おばあさんはちょっと顔をあげて、キキとジジを見ました。それからあわててつけくわえました。

「あら、猫ちゃん、気をわるくしないでね。黒い色が、おばかさんっていうわけじゃないんですよ。黒はふしぎの色、いろんなことかくしているんだから」

　おばあさんはそういいながら、こまめにアイロンを動かしました。

「ぴんぴんにしなくちゃね。しわだらけは、おばあちゃんの顔だけでたくさん」

　おばあさんはまた顔をあげ、キキに笑ってみせました。

「でも、おばあちゃんのしわは笑い顔のしわじゃない？」

　キキも笑いかえしました。




　やがて、ぴんぴん屋さんのおばあさんは、ぴんぴんにアイロンをかけたシャツをたたんで紙に包むと、キキにわたしました。

「おとどけ先は、あおき通りのあおき荘。三階の一号室。ぴんとしたままとどけてちょうだいね。とくにいそぎませんよ。あまりはやく飛ばないでね。包みがくずれるといけないから」

「はい、ご安心ください」

　キキは包みをそっと片手でかかえて、飛びあがりました。

「あっ、そうそう、あなたにお礼だけど……」

　ぴんぴん屋さんは背のびしていいました。

「それならいいんです。もちつもたれつですから」

　キキはさけびました。

「じゃ、こんどしわしわになったもの持ってきて。なんでもいいわ、ぴんぴんにしてあげるから」

　キキはうなずいて手をふりました。




　空の上は、そよそよそよとやさしい風が吹いていい気持ちです。やっぱり空気は地上よりちょっぴり青く感じられます。

　キキは、おかあさんのコキリさんに、はじめて飛びかたをおしえてもらったときのことを思い出しました。あのときも、こういうやさしい風が吹いていたような気がします。キキは、ほうきにぶらさげているラジオのスイッチを入れました。アナウンサーの声が流れてきました。

「みなさん、いいお天気ですねえ。お仕事の手をすこし休めて『わた雲のワルツ』をききながら、青空をながめてください」

　キキは曲にあわせて、やわらかい曲線をえがきながら飛んでいきました。頭に結んだリボンが、ぱたぱたとかるい音をたてています。手にもったシャツの包みも、コソカソ、コソカソと遠慮がちに音をたてていました。

「ちょっと、より道しちゃおうかな」

「どこへ？」

　ジジがうしろから声をはりあげました。キキはそれには答えないで、左のほうに大きく旋回しはじめました。

「あっ、わかった。おソノさんのいっていたとこだ」

「そうよ、ちょっとだけ。見るだけ」

　キキはへへへとてれて笑いました。




　キキは海岸ぞいを飛んでいきました。海はしずかです。波の音もここまではきこえてきません。キキが砂浜の終わりのほうに目をむけると、海にむかって切り立ったがけになっている小さな山の上から、白や赤のハンカチのようなものが、ぽーぽーっと飛びたっています。

「あっ、あそこだわ」

　キキはその山をめざしておりかけ、ちょっと考えると、海のほうに大きくとびだし、そこからまわりこむように山をめざしました。

「ジジ、背中をのばして、かっこいい猫になってよ」

「どうして？」

「だってみんなが見るでしょ」

「だからどうしてよ」

「ふん、ジジ、いじわる！」

「キキは、みんなの前で見み栄えはりたいんだ。わかったよ。協力するよ」

「ジジったら……」

　そのうちに山が目の前にせまってきました。その山の斜面を、白い大きなつばさをしょった男の子が走りおり、足をけって飛びたとうとしていました。見おぼえのある大きなめがねがきらりと光りました。

「やっぱり、とんぼさん、いたいた」

　キキは予想があまりにもぴったりとあたったので、思わず笑ってしまいました。

　とんぼさんは飛びたちました。とたんに海からの風にあおられ、ぐらりとかたむくと、そのまま横に流されていきました。

「あっ、あっ、あっ」

　キキが声をあげると、

「ひー、見ちゃいられないよう」

とジジもさけびました。そんな声がきこえたのか、とんぼさんが顔をあげました。

「あれー、キキじゃないか」

　とたんにまたつばさがぐらりとゆれました。

「あっ、右、右にむいて、風をつかむように」

　キキは声をかぎりにさけぶと、自分はさーっとおりて、とんぼさんの横にならびました。

「風をつかむなんて……できないよう」

　とんぼさんはまたぐーんと高いところに飛ばされ、すぐまた落ちてきました。

　キキは追いかけて、また横にならびました。

「風をつかむってさあ、角度を変えるの？　何度ぐらいにするの？」

　とんぼさんがさけんでいます。そのあいだにもとんぼさんは、たーっと急降下したり、くるりとうしろをむきそうになったり、安定しません。

　キキはそれをひっしで追いかけながらいいました。

「あのねえ、風ってねえ、形があるのよねえ」

「えっ、形？　どんな……」

「そんなの口でいえないわよう。見えないの、感じて。風まかせ、体まかせ。あっ、またちょっと強いの来たみたい、こっち、こっち」

　キキは手まねきしました。

「待ってよう」

　とんぼさんが泳ぐように足を動かしました。

「そ、そうだわ。力をぬいてさー、風にーなったつーもりでーのっかるのよーう。ほ、ほら、いっしょに、ぽーん、ぽん」

　キキはふーっと体を浮かせました。とんぼさんも横を見ながらまねしました。

「そ、そうそう、その調子。わかったでしょ。波のりみたいにね。ほら、また、来たわよ。ぷー、ぽーん」

　キキはほうきの調子をとると、鳥のまねをして手をひろげて飛びました。とんぼさんもつづきます。

「その調子！　すごいじゃないの。できたじゃないの」

「うん」

　とんぼさんはうなずきながら、しんけんな顔で飛んでいます。

「ところでとんぼさーん、着地はどうするのー？」

「わかんないよーう。そんなことまで」

「まあ、のんきねえ。じゃ、いいわ。あたしのあとについてきて、からだをどっちかにうまく動かして、風を通りやすくして、ゆっくり、くるーっとまわって」

　キキはとんぼさんの前を飛びながら声をはりあげました。

「そ、そうそう、ゆっくりゆっくり下にむけて、自然に自然におりて」

　キキはとんぼさんがぶじに着地するのを見とどけると、自分もがけの頂上をめざしておりていきました。

「ひー、よかった。とんぼさん、ちゃんとおりたね。でもさ、そんなに、飛べるって、すてきなことなのかなあ。ぼくは考えちゃうよ。今にふつうの猫も飛ぶようになるのかなあ。そしたらぼくは、とくべつな猫じゃなくなっちゃう。こりゃ問題じゃないの」

　ジジが、ぶつぶつひとりごとをいっています。

「何ごちゃごちゃいってるの。ほら、かっこうよく、かっこうよく」

　キキが声をはりあげました。

　がけの上では同じような飛行服を着た人が二、三人、手をふっています。

「キキ、こっち、こっち」

「おーい」

「がんばれーっ」

　女の人の声もまじっています。ようく見るとミミさんです。そういえば、去年ミミさんにたのまれた手紙を運ぶとちゅう、キキがぬすみ見してたいへんなことになりました。でもそれがきっかけで、ミミさんとはお友だちになれたのでした。

「キキ、キキ、はやくいらっしゃいよー。あたしもあなたといっしょに飛びたーい」

　ミミさんは両手をはげしくふっています。首にまいた、もも色のスカーフが風になびいていました。

〈ミミさんって、いっつもすてき〉

　キキはちょっとうらやましく、自分の黒いスカートに目を落としました。

「おーい、先輩、こっち、はやく」

　男の子たちの声です。飛行クラブで会った人たちでした。

〈先輩だって……〉

　キキはくすりと笑いました。

「行くわねーっ。すぐ、すぐよー」

　キキはいきおいよく両手をふりあげました。そのとたんです。

「あーっ」

　キキからもジジからも、がけの上の人たちからもいっせいに声があがりました。今までたいせつに、たいせつにかかえてきた、ぴんぴん屋さんのシャツの包みが、キキの手からすりぬけてしまったのです。くるくる落ちながら包んでいた紙がやぶれ、たたまれていたシャツがほどけ、ふわんとひろがりました。そして白い大きな鳥のように両りよう袖そでをひろげて、海のほうに飛びはじめたのです。ぴらぴらとシャツのすそをしっぽのようにはためかせて、その飛ぶののはやいこと。

「待ってーっ、待ってーっ」

　キキは手をのばしておいかけました。こわばったジジの爪がキキの背中にくいこんできます。

　シャツはまるで飛ぶのをよろこんでいるみたいに、のばしたキキの手をすりぬけ、すりぬけ飛んでいきます。海からの風に追いあげられると、シャツは陸地のほうに方向を変えました。そして建物がまばらになり、畑や森の広いところに出ると、シャツはやっとおりはじめました。そして、川原のそばの林にすいこまれるように見えなくなりました。もちろんキキも急降下でつづきます。そしてころがるように着地すると、体をくるくるまわして、あたりをさがしました。

「こりゃ、いいや。おあつらえむきの形してる」

　川の土手の下から、とつぜん声がきこえてきました。キキはとび出してのぞきました。川原では男の子や女の子がおおぜい集まっていました。いく人かがひとかたまりになって、ちょうどおとなの人の大きさぐらいの模型の船を、水に浮かべようとしています。どの船も白い帆に風を受けて、ぱたぱたと鳴っています。

「たすかったよなあ、天の恵み。ちょうどぴったしのが飛んでくるなんてさ」

「しんぱーん、三十秒でつけかえますから、ちょっと待ってくださーい」

　ひときわ大声でこんなことばをさけんでいる一団がありました。キキが目をむけると、なんとしたことでしょう。あのぴんぴん屋さんのシャツを船のマストにくくりつけようとしています。

「やめて、やめて！　そ、それーっ、あたしのなのーっ」

　キキが走りよると、その声をきいてみんなが顔をあげました。

「そのシャツはあたしのなの」

　キキはのり出していいました。

「わりいなあ」

　ひとりの男の子が、とびあがるようにキキの前に立ちふさがりました。

「たのむ、貸してよ。かならず返すから。帆がやぶれちゃったんだよ。かわりに使わせてよ。たいせつなレースなんだ。たのむよ」

「だって、あたしだって、だいじな……」

　キキがいいかけたときでした。

　ぴゅるるるー、と笛が鳴りました。

「さ、位置についてーっ」

　川辺に立って審判がさけんでいます。

「ごめん、三十分でおわるから」

　先頭の男の子はぱっと頭をさげると、シャツをくくりつけた船をみんなといっしょにかついで、水の上におきました。

「よーい」

　バーン。審判の手のピストルが鳴りました。十そうあまりの船が、「そーれい」のかけ声といっしょに岸辺から川のまん中に押しだされ、流れにのって走りだしました。どの船も帆を風でぱんぱんにふくらましています。

「よーし、いけっ」「そうだ、いいぞ」「がんばってーっ」「よそ見すんな、よそ見すんな」

　みんな、自分の船を応援しながら、川岸を走りだしました。もちろんキキも走りました。中には気まぐれな船もまじっています。やたらにとなりの船をつんつんつっついたり、ひとり遊びしているみたいに、同じところをいつまでもぐるぐる回っていたり……。ぴんぴん屋さんのシャツはさすがです。ぱんぱんに風をはらんでみごとに走っています。前のボタンをはずした猫背のおじさんのようなへんなかっこうしていても、りっぱに先頭をきって走っています。

「ほら、いけーっ、はやくーう」

　キキも思わず応援をしていました。

「あっ」

　息をのむような声があがりました。先頭を走っていたシャツ号が、つき出ている岩によっていくではありませんか。船の横腹がずずーっと岩をこすります。そして、あまりにもスピードをあげていたせいでしょうか、そのまま横にたおれてしまいました。帆はべたーっと水につかってしまいました。

「あっ、あっ、あっ」

「だれか船をおこして、はやく」

　大さわぎです。するとふたりの男の子が岩をとびこえて近づいて、船をもちあげました。シャツの帆から水がしたたりおちます。ふたりは前後から船をもちあげてぱんぱんと水をきると、川に浮かべて押しました。シャツ号はまた走りだしました。そして、このさわぎのあいだに追いこされた船をじょうずにすりぬけて、また先頭に出ていきました。

「やったあーっ」

　キキもとびあがりました。

　やがてシャツ号は先頭でゴールにすべりこんでいきました。一等賞です。さっきの男の子がキキに走りよってきました。

「ありがとう。たすかりました。すぐお返しします。ぼくたち水上クラブの会員です。きょうは半年に一度の大会なんです。木の枝にひっかけて帆をやぶいちゃって、どうしようかと思ってたとき飛んできたから……天のたすけと思って……」

「ほんと、空から飛んできたんですもの、天のたすけよね」

　キキは笑いながらうなずきました。

「どうもありがとう」

　もうひとりの男の子がシャツをかかえてやってきました。

「あれーっ」

　それを見てキキは目をまるくしました。ぴんぴん屋さんのぴんぴんシャツがしわしわ。

「どおすんのー」

　ジジがきーきー声をあげました。

「かわかして、アイロンかけるわ。ほうきの柄につるして飛べば、うちに帰るまでにかわくから」

「でも、もう夕方だよ。夜になっちゃうよ」

　キキはあたりを見まわしました。いつのまにか夕日は林のむこうに姿を消そうとしています。のこりの光で浮きたっていた川の水が、みるみる青みをおびてきました。

「くよくよしたってしょうがないわ。わけを話してあやまっちゃう。あした、きれいにしておとどけするわ」

　キキはそうつぶやくと、まわりで申しわけなさそうにかしこまっている人たちにいいました。

「船も風で動くのね、知らなかったわ」

「ええ。こういう帆船はね、風がないと、ただの置物です」

　キキはシャツをわきにかかえて歩きだしました。うしろから小走りに追いかけながらジジがいいました。

「とんぼさんたち、きっと心配してるよ」

「あっ」

　キキは立ち止まりました。それから暗くなった空を見あげました。

「あとで電話するわ」




「申しわけございません。運ぶとちゅう、ついうっかり風にとばしてしまって、川に落としちゃったんです。もうかわいてますけど、あしたまでにもう一度きれいに洗って、アイロンをかけておとどけします。ぴんぴん屋さんのシャツですから、すごくぴんぴんだったんですよ。あたしもいっしょうけんめいにぴんぴんにしますから、お許しください」

　キキはしわしわのシャツをささげもって、あおき荘の部屋の戸口に出てきたおくさんにいいました。

「まあ、そうなの。たいへんだったわね。これ息子の誕生日の贈り物にと思ってつくってやったんです。ですから、お手数ですけど、きれいにしてもってきていただこうかしら」

　おくさんのほうも申しわけなさそうにいいました。と、うしろから、

「どうしたの」と声がして、若い男の人が顔を出しました。

「あんた、へんなシャツばかり着てるから、一枚ぐらいはちゃんとした白いシャツがいいと思って、かあさん、つくってもらったんだけど……」

「それをあたしが運ぶとちゅうで失敗しちゃって……くちゃくちゃにしちゃったんです」

「どれどれ」

　男の人はシャツを手にとりました。

「おっ、いいじゃない、このしわしわ、いい顔してるよ」

「いい顔？　またあんたはへんなこというんだから」

「かあさん、こういうの、しゃれてる、いまてきっていうんだよ。わかってよ。おれ、ちょっとむこうで着てみるよ」

「まあ、まあ」

　おくさんは両手をひろげました。

　男の人はすぐシャツを着て出てきました。衿えりをたて、袖そでをまくって、胸のボタンを二つほどはずして。シャツはずーっと前からこの男の人のもののような顔をしていました。

　いい顔ってこういうこと……。

　キキはなんだかおかしくなってしまいました。

　ほっとして、キキとジジはすっかり暗くなった道を歩きだしました。大あわての半日でした。

「でもさあ、でもさあ、この仕事、これでおしまい？」

「そうよ」

「でもさあ、ぴんぴん屋さんのおばあちゃん、気わるくしないかなあ」

「だけど、いいんじゃないの、おばあちゃんはぴんぴんがすき、あの男の人はしわしわがすきなんですもの」

「それでさ、それでさ、キキはどんな気持ち？」

「ジジ、しつっこいわね。みんながいいっていってるからいいじゃない」

　キキはジジにいい返したものの、正直いうと気持ちがもやもやしていました。




「ふーん、水上クラブってのもあるんだ」

　とんぼさんは電話のむこうで感心したような声をあげました。

「そうなの、飛行クラブも、水上クラブも、どっちも風まかせっていうのがおもしろいでしょ。でも、あたし、あのとき、あわてたわ。それで全部おわるまで、とんぼさんたちのことすっかり忘れちゃって、ごめんなさい。心配したでしょ？　とつぜん消えちゃって」

「ううん、ぜんぜん。キキが飛んでくの見とれてたよ。すごくうまかった」

「ほんと？　へんなかっこうしてたでしょ」

「いや、むだな力は使わないでさ、じつに効率よく飛んでた。あれはすごい。風の中にはいっていく角度もいいんだろうなあ。あわててたみたいだけど、飛ぶ形がきちんとしてるの。じたばたしないできまってるんだよなあ。ぼく、あのとき思った。これが魔法なんだなって」

「そうかしら……」

　キキはいいかけて、ふと気がつきました。

　さっき、ジジにみんながいいんだから、いいじゃないなんていっちゃったけど、だいじなものをとどけるんだから、そんなにかんたんに考えちゃいけないかもしれない。だって、あたしは魔法をあたえられて、飛んでいるんだもの。

　キキは自分のほっぺたを小さくつまみました。

　でも……とんぼさんったら見とれたっていってた。

　でも、心配しなかったって。ぜんぜんだって……。ぜんぜんなんて、なんだかつまらない……。

　キキの耳の中で、「ぜんぜん」といったとんぼさんの声がもう一度ひびきました。







　６　キキ、赤ちゃんの写真を運ぶ







　キキはポケットに手をつっこんで、一枚の葉っぱをとりだすと、しわをのばして、ノートの間にはさみました。

「あの赤ちゃん、きょうもくれたわ。もう何枚になるかしら」

　キキはノートをめくってみました。黄色く色の変わったのから、まだ生かわきのまで、いろいろな形の葉っぱがはりつけてあります。毎朝、キキが公園に走りにいくと、「あい、あい」って、入り口近くに止まっている乳母車の中の赤ちゃんが手わたしてくれるのです。なんとなく捨てられなくて、押し葉にしていたのでした。もう何日もつづいています。




「キキ、毎朝、どこか走っているようだけど、大みそかのマラソン大会の練習、もうはじめたの？」

　パン屋のおソノさんが、きょうも出かけていくキキに声をかけました。

「へへへ、ばれちゃった？　去年は走れなかったから、せめて十等にはいりたいな」

　キキが毎朝こうして走っているのはマラソン大会に勝ちたいばかりではないのです。里帰りしたとき、かあさんのコキリさんに「魔女は飛んでばかりいないで、たまには歩いたほうがいいみたい」といったことをつづけてみようと思ったからでした。

　でも、こうしてほうきをもたず、ジジもつれないで歩くのは、なんとなく体のまわりがスカスカして妙な気分です。

　キキが走って公園に入っていくと、「やあ、いつも精が出るね」と声がとんできました。思わず立ち止まると、毎朝会う、おひげのおじいさんです。耳の長い犬の顔の彫刻がついた杖つえを、両手でしっかりもって立っていました。

「あっ、おはようございます」

「ところでおじょうちゃん、お空をお飛びになるようじゃね」

「はい、まあ」

「あんたを見ていて、今、思ったんだが……お空をお飛びになる方は、年をとって体が思うようにならなくなったら、どうなるのかね。飛びあがれなくなるのかね、それとも低くしか飛べなくなるのかね。わたしみたいに、年とって体が不自由になっても、杖なんていうものはいらないんだろうねえ」

　おじいさんは杖に体の重みを全部のせるようにして、キキをみつめました。

「えっ」

　キキはおどろいて声をあげました。自分が年をとるなんてことは、まだ一度も考えたことがなかったのです。そういえば、お話に出てくる魔女はたいていおばあさんです。でも、キキのそばに年とった魔女は今までいませんでした。コキリさんはまだ若いし、コキリさんのおかあさん、おべんとうをくさらないようにできたというキキのおばあちゃんは、キキが生まれたときにはもういなかったのです。

「おばあちゃんははやくなくなったけど、いっつも笑っている人だったわ。それも大きな声で……何をたのまれても、『はい、はい、いいですよ』って。なくなる三日前まで、どこへでも飛んでいったそうよ。そしてね、自分よりずっと年とった人たちとおしゃべりしたりして」と、いつかコキリさんが話してくれたことがありました。

「わたしにとっちゃ、このワンちゃんの杖がささえでね。一本の棒がこんなにありがたくなるとは思わなかった。おや、おじゃましちゃったね。また、あした、会いましょ」

　おじいさんはかぶっていた帽子をちょっとあげると、よっこらしょというように杖を前に一歩進めて、それにひっぱられるように体を一歩移動させました。キキはぼーっとしておじいさんのまがった背中を見ていました。

（あたしって何も知らないんだから）

　大きな声でいつも笑っていたというキキのおばあさんは、自分が魔女だということをどんなふうに思っていたのでしょうか。人にやさしかったというけど、やっぱり魔女だから、ふつうの人とはちがうから、とくべつな目で見られたりするし……たまには考えこんだりすることはなかったのでしょうか。

　キキは急に浮かんできたいろいろな思いをふりはらうように、また走りだしました。

「あい、あい」

　遠くからキキを見つけて、乳母車に乗った赤ちゃんが、いつものとおり葉っぱをもった手をあげています。

「わ、ありがとう」

　キキは走りよりました。すると、すこしはなれたところでごろんとした紙包みをあけていた女の人が顔をあげました。

「あっ、まいど、まいど。この子の新聞のほうがずっと売れ行きがいいのよね。まことにひにく」

　女の人は大きな口をあけて、からからと笑いました。

「新聞？」

「ええ、この子、そのつもりのようよ。あたしのまねしてるのよ。一歳とちょっとで親の仕事のまねするなんて、この子天才かしら、うふふふ。あなた、きょうは、すこしおはやいお出ましじゃないの」

「ええ、まあ……あたしのことごぞんじ？」

「もちよ。この子のたいせつなお客さんだもの。それに有名な魔女さんだし。あたしはいつも公園の入り口のわきで新聞売ってるのよ。そばに乳母車あるとじゃまになるから、この子はここにおいとくの。でも、いつもちゃんと見てるから」

「そうなの。あたし、おかあさんはどこにいるのかなって、いつも思ってたの。あたし、赤ちゃんの葉っぱ全部とってあるの」

「おや、そう。この子にもごひいきさんがいるんだ。ところで魔女さん、どうして毎朝走るの？　やっぱ体をきたえてるの？」

「それもあるけど、いろんな人に会えるから」

「人に会うのすき？」

「ええ、すきよ」

「ふーん、そう。みんなすきよね、人に会うのって。でも、ほんとうに、ぜったいに、完全にひとりぼっちがすきっていう人いると思う？」

「そんな人いるんですか？　石っころみたいね」

「あら、魔女さん、石に変えちゃう魔法もできるの？　それじゃ、うちの人、つれ帰ってぱっと魔法かけて石にしちゃってくれる？　すぐどこかに行っちゃうんですもの」

「うちの人？」

「そう、あたしのつれあい。あら、あたし、たいへん、新聞売らなきゃ。おしゃべりしてたら、朝刊が夕刊になっちゃうわ」

　女の人は、赤ちゃんに「いい子にしてるのよ」と声をかけると、包みをかかえて走り出しながら叫びました。

「あとで相談にうかがうわ。グーチョキパン屋さんとこでしょ。あたし知ってる」

「でも、石に変えるなんて、あたし、できませんよー」

　キキはあわてていい返しました。

　女の人はちょっとふりむいてうなずくと、そのまま公園を出たところに立って、元気のいい声をあげはじめました。


　　「シンブン　シンブン

　　　シンブン　カンプン

　　　読まないと

　　　チンプン　カンプンだよ」






　お昼すぎ、新聞売りの女の人は乳母車を押して、キキの店にやってきました。

「さきほどは……あたし、このとおり来ましたよ、魔女さん」

「あたし、キキっていうんです。この猫はジジ、あたしのあいぼう」

　キキは女の人に椅子をすすめながらいいました。女の人は「お世話になります」とジジにかるく頭をさげました。ジジは返事のかわりに、前足をぎゅっとのばして、おしりをあげました。そのジジに、赤ちゃんは葉っぱを出して、「あい」と投げました。

「おやおや、あいそのいいこと。この子はね、サアっていうの。わたしは朝刊売りのマア。そしてゆくえ知れずのうちの人はガンタっていうの」

「ゆくえ知れず？」

　キキはおどろいてききました。

「そう、本人はそう思ってないけど、わたしにはゆくえ知れず。でもね、こんどはこんなもの送ってきたのよ」

　マアさんは肩にかけたバッグからハガキを三枚出すと、「おねえちゃんにおわたしして」とサアちゃんにいいました。サアちゃんはなれた手つきで、「あい、あい、あい」と一枚ずつキキにわたしてくれました。

「うちのガンタさんね、発見家っていう商売してるのよ。意外と働きものなんだけど……今まで発見したものはジーグザーグ彗すい星せい。あなた知らない？　新聞にのっていたでしょ。ジグザグ動く彗星なんて、めずらしいものらしいのよ。このときなんて、二十三日間ゆくえ知れず。どっかの山の大きな木のてっぺんにのぼったまま、星を見てたっていうのよ、よくやるわ。そんな体験記を新聞に書くのがガンタさんの仕事。人気あるのよ。あの人の記事のるとね、新聞売れるもの。こんどはね、ウタウモノっていう動物さがしに行ってるの。もう一年近く、どこにいるのやら……どこかの国にナマケモノっていう動物いるでしょ。その親しん戚せきすじにあたるらしいのね。同じように木にぶらさがって、死んでるんだか、生きてるんだかわからないぐらいじっとしているらしいんだけど、こっちのほうは歌をうたうようよ。合唱なんかしちゃうんだって。うわさばかりできいた人はあまりないらしいけど。そこでガンタさんがのりだしたのよ。その動物のいるところを見つけて、その歌声を録音したいんですって。その動物がいるっていう、コリコ湾のはるか南の星くず群島の小さな島をさがしに行って、帰ってこないってわけ。この星くず群島ってさ、百以上も小さな島が集まっているっていうから、見つけるのたいへんよね。こういうことがどれだけ世の中の役に立つのか、わたしにはさっぱりわからないけど……ガンタさんには生きがいなんでしょうよ。まあ、やってください、どうぞ、どうぞっていうとこだけど、でも、サアちゃんはどんどん大きくなっていくのよね。ハガキ三枚だけのつながりなんて……大きくなったサアちゃんの写真ぐらいは見てもらいたいのよ」

「じゃ、ガンタさんを運んでこなくてもいいのね」

「石の男を動かすの、むずかしいものね」

　マアさんはおかしそうに目を動かすと、バッグに手を入れて一枚の写真をとりだしました。

「これ、うちの人」

（とんぼさん）

　キキは思わず呼びそうになって、声をのみこみました。写真の顔がとんぼさんにそっくりです。まんまるのメガネ、その奥の小さくって、よく動きそうな目、大きなおでこ、とんがったうすいあご、それに細い体。

　キキはあらためて手の中のハガキを見ました。

「このハガキはどうやって来たのかしら」

「通りがかった船の人にでもたのんで、どこかの港のポストに入れてもらったんじゃないの」

　マアさんはふーっと息をついて、乳母車の中のサアちゃんを抱きあげました。

　一枚のハガキには「ここにいる」って書いて、手の長い動物が五ひき、木の枝にぶらさがっている絵がかいてありました。

　もう一枚には、ハガキいっぱいに二重丸、そしてまん中に三角の旗のようなものがかかれているきりでした。

　そしてもう一枚には、ハガキを横にして音符がならび、「これ！　これ！」って書いてありました。

「これしかないの、手がかり？」

　キキはマアさんを見ました。

「そうなの」

「これじゃ、どこにいるかわかんない」

　キキはざんねんそうに眉まゆをひそめました。

「やっぱり、むりかあ。魔女さんならって、ちょっぴり期待しちゃったんだけど……」

「ごめんなさい。力なくって……」

「ううん、いいの、いいの」

　マアさんはさばさばといいました。キキはほっとして、手にもったハガキを、一枚ずつ、

「あい、あい、おとうさんからですよ」

といってサアちゃんにわたしました。サアちゃんも「あい、あい」と調子よく受けとると、動物の絵を指さして、いきなり、「ワン、ワン」とさけびました。

「やだ、ワンワンだって。この子ったら、ちゃんとワンワンっていえた」

　マアさんは急に涙ぐむと、いいました。

「ねえ、キキ、この子の写真、あの人にとどけて。おねがい」

　マアさんはしんけんな表情を浮かべていました。サアちゃんもじっとキキを見ています。

「あーあ。あたしのできることって、飛ぶだけなのよね。千里眼でもないし、むずかしいことは考えられないし……」

　キキはすまなそうにいいながら、ふと調子を変えました。

「そうだわ、すこし時間かかってもいいかしら？」

　キキは急にガンタさんをさがしてみたくなったのでした。こんなにかわいいサアちゃんの写真をとどけたいって気持ちもありました。でも、ハガキに書かれた「ここにいる」というみじかいことばのむこうに、たいせつなサアちゃんやマアさんとはなれてまで見たい何かが、かくされているのかもしれません。できることならキキもそれを見てみたいと思ったのです。それにガンタさんがとんぼさんににていたので、とんぼさんに相談したら、何かわかるかもしれないと考えたのでした。

「もう一年も待ったんですもの。またすこし待つのなんてなんでもないわ」

　マアさんはそういうと、ハガキ三枚とガンタさんの写真、それからサアちゃんと自分の写真をおいて帰っていきました。

　マアさんがいなくなると、ジジがとぶように近づいてきました。

「ねえ、発見家って、なに？」

「話、きいてたでしょ。めずらしいものを見つけだす人のことよ」

「めずらしいものって？」

「だからウタウモノ」

「ふーん。でもさ、ウタウモノは自分のこと、めずらしいものなんて思ってないよね」

「そりゃそうよ。こっちがかってに思ってるだけ」

「そんなの、よけいなお世話だよね」

「でも、歌う動物よ。合唱しちゃうのよ」

「歌ならぼくだってうたっちゃう。フフフヘ、ヘホヘホ歌う猫でーす。よ、ろ、し、くう」

　ジジは胸をはりました。

「それ、歌？」

　キキはぷーっと吹きだしました。それから急にまじめな顔になってジジを見ました。

「このごろ、ジジ、ややっこしいことばかりいうのね」

「そんなことないよ。ただちょっと考え深くなっただけですよ。だけど……、キキだってめずらしいものだよ。発見されたんだよ。魔女、飛ぶ女の子！　ジャンジャン」

「えっ」

　キキはおどろいて息をのみました。




　くもりガラスの上にすきとおった字で、「飛行クラブ」と書かれたドアを、キキはおそるおそるあけました。とんぼさんと約束した三時にはまだ五分あります。

　キキは半分あいたドアのあいだから顔をのぞかせました。

「こんにちは」

「やあ」

　暗いむこうでとんぼさんのメガネが白く光りました。

「島をさがすんだって？　大きな地図そろえといたよ」

　キキはポケットから三枚のハガキとガンタさんの写真を出して机の上にならべました。

　とんぼさんが顔を近づけてのぞきこみました。

「ほー、この人が発見家？　かっこいいなあー」

「どこかで会ったことない？」

　キキは笑いをこらえてとんぼさんを見ました。

「ないよ、どうして？」

「だって、そっくりよ。とんぼさんと」

「えっ」

　とんぼさんはいそいでもう一度写真に目を移しました。

「光栄だなあ。発見家ににてるなんて」

「ウタウモノっていう動物、知ってる？」

「うん、きいたことある。どっかの島にいる珍獣なんだって。そろって合唱するって話だけど、あっ、このハガキの絵がそうかな」

「それを見つけに行っているの、この人」

「ほんと？　すげえなあ」

「そんなにすごいことかしら。この人の赤ちゃん、とてもかわいいのよ。それなのにおとうさん、ずっといないんですもの。あたし、珍獣より赤ちゃんのほうがだいじだと思うわ。そんなわけで、赤ちゃんの写真をとどけるようにたのまれたのよ。だけど、その島、コリコ湾をぬけて、ずっと南の星くず群島にあるってことだけはわかってるんだけど……それだけ。手がかりはこのハガキしかないの。もしかしたらとんぼさんに何かいい考えきかせてもらえるかと思って……」

　とんぼさんはハガキを手にとってくりかえしながめると、

「ちょっと、待って」といって、大きな地図のページをめくりました。

「すげー。星くず群島ってこんなにたくさん島あんのか。よく見つけたなあ、この人。えーと、もしかしたら……」

「もしかしたら？」

「このハガキの二重丸の絵、島の形、あらわしてるのかもしれないよ。この群島はさ、さんごしょうだから、こんな形の島あるかもしれない。ほら、三日月形や、まん丸の島、のってるでしょ。この二重丸は、たぶんまん中が海で指輪形してると思うけど……」

「そう、よかった」

　キキはほっとしました。

「いや、安心するのははやすぎるよ。なんたってすごい数の島が集まってるんだから。でもこの人、よく、発見したよなあ。ぼくもやってみたいなあ。だれも見たこともないものをさがす、第一番の人になるなんて、もう体じゅうがぞくぞくしちゃう。冒険っていいよなあ」

「そうかしら、一番になるってそんなにいいこと？」

　キキは、むちゅうになってガンタさんの写真をみつめているとんぼさんに、わけもなくいらいらしてきました。

　とんぼさんって、なんでもできるようになる、とか、見つけるとか、人とちがうことができるとか、そんなことばかりいってる。気になるのは自分のことだけなの……赤ちゃんやマアさんのことなんか考えてみないのかしら。ガンタさんもガンタさんだけど、とんぼさんもとんぼさんだわ。男の人って気楽ねえ。

　キキはふっと、きのうジジがいっていたことを思い出しました。

「とんぼさん、ウタウモノはね、自分のことをめずらしいものなんて思ってないんじゃない？　さわぐのは人間だけよ」

「えっ」

　とんぼさんは、ふいをつかれたように顔をあげました。

「とにかくあした、あたし、行ってくるわ」

　キキは立ちあがりました。

「見つかると思うの？　そんなの無謀だよ。手がかりなんてないじゃない」

「でもあたし、約束したし、仕事はことわったりしたくないのよ。なんとか行くしかないわ。見つからなかったら帰ってくる」

「すごい、キキは行けていいよなあ。ぼくにも魔女の素、わけてよ」

　とんぼさんはキキに笑いかけました。

　キキはぐっと口をつきだしました。

（なんにもわかってないんだから）

　キキは、さよなら、というと、ドアをあけて外にとび出しました。




　つぎの日、キキは夜がうっすらと明けるのを待って出発しました。

　海の上を飛ぶのはひさしぶりです。

　コリコ湾を出ると、風のむきが急に変わりました。キキはその風の力をじょうずにかりて、ぐんと高度をあげていきました。広い海の上にいると、きのうのとんぼさんへのむしゃくしゃした気持ちも、すこしずつうしろのほうに飛んでいくような気がしました。

　やっぱり飛ぶのって気持ちいい。

　キキはいちだんとスピードをあげました。

「やめてよ、そんなにいそぐの。海に落ちたら、もう会えないよ」

　ジジはぶつかってくる風に負けないように声をはりあげました。

「夕方までにはつきたいのよ。暗くなったらたいへんだもの、お日さまと競争だわ」

　キキはいい返すと、うしろに手をまわし、ジジを自分の前に抱きなおしました。




　赤い夕やけ空がだんだんとうすい色に変わるころ、はるか水平線の近くに小さな島がいっぱい見えてきました。それぞれの島にぶつかる波は白く生きもののように動いています。キキはすこしずつおりていきました。

　それにしてもなんという数の島でしょう。大きな手が空の星をつかみとって、ぱっぱっと海の上にばらまいたように、島が無数にちらばっています。とんぼさんがいったように、島はそれぞれおもしろい形をしています。くさりのようにつながってるのやら、三日月形やら、半丸やら、もちろんまん丸やら、蛇がくねくね泳いでいる形やら。

「この中の一つにガンタさんがいるってわけ。そんな、見つけるのむりよう」

　キキは悲鳴をあげました。

「二重丸の島なんて……あっ、あの絵」

　キキはポケットからハガキをとりだすと、二重丸と三角の旗がかいてあったハガキに目を近づけました。

「この二つの丸、ほんとうはどういう意味なのかしら。とんぼさんがいっていたように、まん中の丸はほんとうに海なの？　それとも島なの？」

　キキは胸がどきどきしてきました。

　もっとちゃんと、とんぼさんの話をきいてくればよかったと思いました。

〈あたしったら、すぐいらいらして、かんじんなことがお留守になっちゃうんだから……〉

　空はすこしずつ、すこしずつ、暗くなってきました。

　はやく見つけないと、今夜はどこかの島で夜をあかさなければなりません。見わたしたところ、泊まれる所どころか、人が住んでいそうな島もありません。

　胸のどきどきがはやくなってきました。キキは目をかっと見開いて飛びつづけました。

　二重丸、二重丸の島。

　つぶやくことばがどきどきといっしょになって、頭の中をがんがんと走りまわります。

（どうしてこんないいかげんな絵しかかいてくれないの？）

　キキはガンタさんにも腹がたってきました。

「だいじょうぶ？」

　ジジがしがみついてきました。

「だいじょうぶよ」

　キキはらんぼうにいい返しました。

　風がつめたくなってきました。かすかに明るさをのこしていた空も、海の色と同じ暗さに変わっていきました。

　ちらっとどこかで光がゆれたような気がしました。

「星？」

　キキは顔をあげました。でも光ったのは上ではなく、どうみても下です。キキはあわてて目をこらしました。光はもうどこにもなく、暗い海と、もっと暗い島の影だけがつづいています。

「ちがってた……」

　つぶやく声がふるえています。キキはジジにわからないように、袖そでで目をふきました。

　すると、また、ちらっ、ちらっ、こんどは二度、光がゆれました。

「わー、あかりだわ」

　キキはさけびました。それから、さかさになるようないきおいでおりていきました。

　その島はとんぼさんがいったように指輪の形をしていました。まん中はまん丸の海です。そして、その中心で何かがゆれています。近づくと、それは、あのハガキにかかれていた、三角の旗でした。何かの目印なのでしょう、ブイにくくられてゆれているのでした。風に吹かれて、ぱたぱたする音がきこえてきました。

「ここ、ここだわ」

　キキは行きすぎそうになったのをあわててもどると、砂浜におり立ちました。島は厚く木でおおわれていました。その木立の間から、たしかに、たしかにあかりが見えます。

　キキはしっかりジジを抱きしめ、木や草をかきわけてはいっていきました。木と木の間につったハンモックに男の人がすわっていました。そばに木の枝や草でかこった小屋があり、すきまから細い光がもれています。その人はキキの足音をきいて、ふりむきました。それから、びっくりして、ハンモックごと、くるりと一回転、どさりとうしろに落ちてしまいました。

「ガンタさんでしょ」

　キキは声をかけながら近づきました。そして、ポケットからサアちゃんの写真をとり出して、見せました。

「はい、おとどけものです。あたしはコリコの町の魔女の宅急便です」

「おう、お、お」

　ガンタさんはいそいであかりの近くによると、写真をみつめました。

「なんて、ふしぎなんだ、なんてふしぎなんだ。サアったらこんなに大きくなってる」

　ふしぎなのはあなただわ。キキは心の中でいい返しました。

「うん、うん」

　やたらうなずきながら写真をみつめていたガンタさんが、ふと顔をあげました。

「でも、どうして、ここがわかったんですか。あっ、あ、あ、魔女ならね。まあるい水晶玉、もってるんでしょ。世界が見えるとか……」

「むっ」

　キキは口をぐっとつぐみました。

（また魔女！　そんなのがあれば苦労しないわよ。あたしが魔法もってるとしたら、それはたのまれればことわれないってことだわ……）

「このハガキをたよりに来たんです。まるでなぞなぞみたいでした。でも、暗くなったおかげであかりが見えて……」

　キキは文句をいいたいのをぐっとこらえていいました。

「でも、もうすこしくわしく書いてくださればよかったのに……」

「すいません、ちゃんと書こうにも、どこにいるのか、ぼくにもわからないんですよ。いろんな船にのりかえ、のりかえ、つれてきてもらったもんだから……ここにつくまでにすごく日にちがかかっちゃって……でも、たまーに船は通るんですよ。ハガキはその人たちにたのんだんです」

　ガンタさんは、ぱさぱさの髪の毛を手でかきあげました。日にやけた顔のまわりはひげもじゃもじゃ。でも、めがねのむこうのきらきら光る目はとんぼさんそっくりでした。何かにむちゅうになっている目でした。

「あたし、すぐ帰らなくちゃ。夜までかかるとは思わなかったの」

　キキはうしろをむきました。

「えっ、もう帰るんですか？　あしたにしたらどうです、あしたにしたら。ここの夜明けはすばらしいですよ」

　ガンタさんはとびつくようにいいました。

「でも……」

といいかけて、キキはふと足をとめました。

（そうだわ、あたし、ガンタさんがこんなにむちゅうになっているものを見たいって思ってたんだった）

「でも、いいのかしら」

　キキは遠慮がちにいいました。

「ええ、もちろん、もちろん」

　ガンタさんはキキのためにハンモックをあけてくれました。




「おきて、魔女さん」

　ガンタさんのおしころしたような声がしました。キキは目をあけました。

「よーく目をあけて、あの木の枝のとこを見てください」

　いわれたほうに顔をむけると、小さな黒い影がそれぞれ右手を枝にかけて、ぶらさがっています。ざっと見ても五十ぴきはいるでしょうか。

「あれ？　ウタウモノって」

　キキはききました。ガンタさんはだまってうなずきました。

　ウタウモノは枝のつづきのように動きません。あたりはおどろくほどしずかでした。

　かすかに空の色が変わってきました。それと同時に低い声が地面をはうようにきこえてきました。

　コーココ　ルルルー

　コーココ　ルルルー

　はじめはばらばらだった声が、だんだんとまとまって、まるでお祈りのことばのようなひびきに変わっていきました。

　しばらくして、空がすっかり朝の色になると、歌声はぱたりととまりました。すると、とってかわるように鳥の声や波の音がきこえてきました。ウタウモノはそのままじっと動きません。

「宇宙の合唱ってごぞんじですか。夜と朝のさかい目の一瞬にきこえるという」

　ガンタさんはいいました。

「ええ、どこかできいたことがあります」

「えっ、きいたことがあるんですか。いいなあ……魔女さんは……」

「いいえ、そういうのがあるってきいたことがあるだけです」

　キキは答えながら、いいなあ、魔女さんは……といったときの声が、とんぼさんのいいかたにそっくり、と思いました。

「やっぱり、きこえませんか。それがウタウモノにはきこえるらしいんですよ」

「ほんとうに？」

「そんな気がするんです。だって、さっきの歌声、『ここに、いる、ここに、いる』ってきこえませんでしたか」

「そういえば……なんだか」

「ぼくはウタウモノが地上の生きもの全部を代表して、返事をしてくれているような気がするんです。この世界をこえてはるかむこうまで。思いこみが強いかもしれないけど……どうしてもそんなふうにきこえるんです。それをマアやサアにも、そしてできればおおぜいの人にきかせてあげたい」

　ガンタさんの目はすこしうるんでいるようでした。キキの体の中にもさっきの歌声がとぎれなくひびいていました。忘れられない音になりそうです。

（ハガキの「ここにいる」ってこういう意味だったんだわ）

「ぼくはもうすこしのこって、あの声を録音してから帰りたいんです。それも船がつかまればの話ですから、いつ帰るとはいえないんですが。でも、十日に一ぺんぐらいは船のかげを見ますから、帰りはきっとかんたんです。ゆうべ、マアにハガキを書きました。とどけていただけますか？」

　ガンタさんは「はい」といって、ハガキを一枚キキの手の中に入れました。キキは思わず笑ってしまいました。ガンタさんの目つき、口つき、サアちゃんとそっくりだったからです。

　キキは朝日をあびながら、コリコの町をめざして飛びつづけました。肩につかまっているジジがいいました。

「とんぼさんがさ、魔女の素、わけてほしいっていってたけど、キキはもうわけてるんじゃない？　だって宅急便って、そういう仕事だよね。ぼくはそう思う」

「ジジ、あたしだって、いろんなもの、わけてもらってるわ。今朝きいたあの歌声、すばらしいおすそわけだったわ。そう思わない？」

　キキはふりむいていいました。







　７　キキ、おしゃれの自分を運ぶ







　きのうの夜おそく降った雨のおかげで、しっとりと気持ちのよい朝です。空のはじのほうに、秋のはじめによくあるかき玉汁の玉子みたいな雲があるだけで、すんだきれいな青空です。キキはおもてのドアをあけて、深く息をすいこみました。

「キキ、おはよ」

　おソノさんの声がします。見ると、おソノさんがよちよち歩きのノノちゃんをパン屋さんの店先で遊ばせていました。

「ジー、ジージージージー」

　ノノちゃんはジジを見ると、よだれの口をとがらせて走りよってきました。それに気がついたジジはあわてて身をかわし、家の中にはいってしまいました。つかまえようと身をのり出したノノちゃんは、そのままどたんところんで大きな声で泣きだしました。

「あら、ごめんね。ジジったら、いじわるねえ」

　キキはノノちゃんを抱きおこしました。

「いいの、いいのよ。この子、このごろ、なんでもひっぱるくせがあるの。きのうなんて、手にいっぱいジジの毛をにぎっていたのよ。いたかったでしょうに。ジジはこりたのよ」

　おソノさんはキキの手からノノちゃんを抱きとると笑いました。

「あら、おソノさん、すてきなスカートね。とってもきれいな色」

　キキはおソノさんの見なれないスカートを指さしました。

「あっ、これね、このあいだアレコレ市いちで買ったのよ。古着なの。キキ、知ってるでしょ。けやき並なみ木き通りに出てる青空市場」

「ええ、何回か上を飛んだことがあるわ」

「あそこのウイさんのお店で買ったの。この人ね、けやきの木二本に品物をつるして、お店にしてるのよ。このスカートは十年くらい前に、はやったんですって。あたし、色が気に入っちゃったの」

「ほんとにすてきよ。いったいどんな人がはいたのかしら」

「あたしも知りたくなっちゃう」

　おソノさんはスカートのはじをつまんでひろげました。

「その古着屋さんね、お店しながら詩を書いてるのよ。なんだかわかりづらい詩だけど。でも売ってるのはきれいなものばかりよ。キキも近くに行ったらよってみたら」

「でも、わたしはこの洋服って決まっているから」

　キキは自分のスカートを指さしました。

「そうだったわね。でもリボンなんかもあるわよ。あっ、あたし、お店あけなくちゃ」

　おソノさんはあわてて店の中にはいっていきました。そのとたんにジジがおもてに出てきました。

「ジジ、どうしていじわるしたの？　ノノちゃん、あんなにかわいいのに」

「かわいいよ。でも、あのおむつのおしり、かっこうわるいよ。ぼてん、ぼてんと歩いちゃってさ。スカートはくようになったら遊んでやってもいいけど」

「まっ」

　キキはおどろいてジジを見ました。ジジまでスカートをはいた女の子がすきだなんて。

「ジジ、さんぽに行ってみようか」

　キキはいいました。

「あっ、わかった。アレコレ市に行くんでしょ」

　ジジはうれしそうにほうきにとびついていきました。




　キキはアレコレ市のはずれにおり立つと、ぶらぶらと歩きはじめました。

　通りの両側に小さなお店が重なるようにならんでいます。どれもちゃんとしたお店ではなく、テーブルの上にコップをならべて売っていたり、小さなかごに野の花を入れて売っているようなお店ばかりです。

「あたしがお店するんだったら、ボタン屋さんがいいな」

　キキは肩にのっているジジにいいました。

「そしたらおてつだいするよ」

「おや、どんな？」

「まねきねこ。『いらっしゃい』っていうの」

「ふふふ、いいかもね。あたしはこの魔女の服にね、いっぱいボタンをぬいつけて、『えー、ボタンはいかがですか。お気にめしたものはすぐハサミでおとりいたします』なんていって売るの。魔女の服は黒いからボタンが目立ってとてもいいお店になると思うわ」

　キキはぶらんぶらんとスカートをゆらしました。

　とつぜんキキが、「あっ」と小さくさけびました。横丁の、ちょっとはなれたアイスクリーム屋さんの前で、ひとりの女の子とアイスクリームをなめなめ、おしゃべりしている、とんぼさんの姿が見えたからです。

「とんぼさん」

　キキは走りよろうとしました。でもその足がぴたりと止まってしまいました。いっしょに話している女の子がミミさんだったからです。キキは、さっとその道を通りすぎました。ふたりはなんだかとても楽しそうに話をしていました。それに、ミミさんが着ている、いちご色のちょうちん袖そでがとてもかわいく見えたのです。

　キキは自分でもびっくりするほど、急に胸がどきどき音をたてはじめました。

「行かないの、ねえ、どうして？」

　ジジがキキの肩にきゅっと爪をたてました。

「うん、……」

　キキは声にならないような声を発すると、「えーと、ウイさんのお店って、電信柱だったっけ」とごまかすようにつぶやきました。

「ちがうよ。けやきの木だよ」

　ジジが大きな声でいいました。

「どならないでよ。そんなに……」

「ただ、けやきの木っていっただけじゃない」

　ジジも急にふきげんになって、いらいらと毛をさかだてました。




　アレコレ市の終わり近くに、けやきの木が二本、背くらべをするようにならんでいました。一つの木には男の人の服、もう一つには女の人の服がさがっています。その二本の木の間に、ウイさんなのでしょう、女の人がひざにノートをおいて、しきりに何か書いていました。

　キキは近づいて、洋服を一つ一つさわってみました。レースがいっぱいついたおよめさんの服みたいなの、ぱーっとひろがるようなスカート、花もようや、水玉もようのワンピース。その間にハンドバッグがさがり、木の根元には靴がならんでいました。どれもこれもすてきです。キキはため息をつきました。ウイさんが顔をあげてキキを見ました。

「おや。もしかして魔女さん？」

「ええ」

　キキはうなずきました。

「おどろいた。この町に住んでいるってきいてたけど……お買い物とは……」

「この黒い服じゃ、すぐ、わかっちゃうわね」

「すてきよ。にあっている」

「でも、こんなにいっぱいきれいな色の服みちゃうと、なんだかうらやましい」

　キキは笑おうとしました。でもちょっと前に見た、いちご色のちょうちん袖が目に浮かんで、ほほがひくひく動いてしまいました。

「でも、古いものばかりよ」

「売れます？」

「まあ、ぼちぼち」

「すぐ売れちゃいます？」

　キキは追いかけるようにまたたずねました。

「ええ、まあ……」

　ウイさんはふしぎそうにキキを見ました。

　キキはさっきから気になっていた、コスモスの花がちっているワンピースに目をやりました。これと同じもようのワンピースが、キキの住んでいた町の洋服屋さんのウィンドーにもかざってあったのです。キキは旅立ちの日、それを着て飛びたちたいと思っていました。でもコキリさんは、魔女の洋服はすべての黒の中の黒に決まっているのよ、といって許してくれなかったのです。ですからこの花の色は、ずーっとキキの心の中に住みつづけていたのです。

〈あれだったら、きっとあたしににあうわ〉

　キキは自分が着たときのことを想像し、ちらりとさっきのミミさんの洋服とくらべていました。

　ウイさんはまた何かを書きはじめました。

「あっ、詩を書いているのね。おソノさんにきいたわ」

　キキがいいました。

「おソノさん？　あっ、パン屋さんのね。あんた、これ、見たい？」

　ウイさんはノートをもって立ちあがりました。

「ええ、ええ」

　キキは大いそぎで二度つづけてうなずきました。

　ノートにはこんな詩が書いてありました。


　　「じんじんしてる

　　　目をつぶっても

　　　じんじんしてる

　　　いきをとめても

　　　じんじんしてる

　　　にげようとしても

　　　じんじんしてる」






「恋の詩よ」

　ウイさんは得意そうにいいました。

（これが？）

　おソノさんがへんてこっていってたけど、ほんとうにへんてこな詩。

　ところが、この「じんじんしてる」っていうことばが、ふいにキキの耳の底でひびきはじめたのです。まるで何かの伴奏のように、くりかえし止まらなくなりました。さっき、とんぼさんとミミさんの楽しそうな姿を見たせいでしょうか。どうやら、キキはこの恋の詩の音につかまってしまったようです。

　キキはコスモスもようのワンピースのすそをもってじっとみつめました。いつかコキリさんはいっていました。

「魔女の黒の中には、この世の中のすべての色がはいっているのよ。むかしから人のねがいをできるだけ受け入れようとしてきた魔女には、いちばんふさわしい色なのよ」

　でもこの花もようはやっぱりきれいです。キキは小さくため息をつきました。

　すると、キキがもっていたワンピースが反対側のほうからつんつんとひっぱられました。キキもあわててひっぱり返しました。

「ちょっと、あたしにこの服みせてよ」

　さがった洋服のかげから、キキと同じぐらいの女の子が顔を出しました。

「あたし、気に入ったの。ちょっと着てみよーっと。ねえ、おばさん、いいでしょ」

　女の子は、またノートに何かを書きはじめたウイさんにいいました。

「ええ」

　ウイさんがかるい返事をして顔をあげると、キキがすいと前に立って早口でいいました。

「あたし、今、着ようと思っていたとこだったのよね。ウイさん、いいでしょ」

「えーっ」

　女の子がかん高い声をあげました。

「わるいかしら」

　キキの声もそうとう大きくなりました。

「いやだ、あたしが先よ、ねえ、おばさん？　あんたにはその黒い洋服がにあってるじゃない」

「だめよ、あたしが先ですもの」

　キキは思わずさけびました。どうしても止められないのです。心の半分では、自分のいっていることに、キキはびっくりしていました。

「へんな子ねえ。あたしが先にいったんじゃないの、さ、貸してよ」

　女の子はキキをにらんで洋服を強くひっぱりました。ウイさんはおどろいて、おろおろするばかりです。

「じゃ、いいわ、着なくても。あたし、買います。おいくら？」

　女の子はキキを無視してハンドバッグをあけました。

「はあ、えー、えーと……」

　ウイさんは目をうろうろさせ、悲しそうにしているキキを見て、急に声をはりあげました。

「あっ、そうでした。こちらのお客さんにお売りするっていったんでしたよね。ごめんなさい、忘れてたわ」

　キキはびくりと体をふるわせました。ウイさんは女の子のほうに顔をむけ、頭をさげました。

「ごめんなさい。そんなわけで……ほかの洋服じゃ、いけません？　お安くしますけど」

「じゃ、いらない」

　女の子はぷいとうしろをむいて行ってしまいました。キキはどうしていいかわかりません。ウイさんは笑いかけました。

「魔女さん、さあ、着てごらんなさいよ」

「ごめんなさい、あたし、どうかしてたわ。あたし、とっても買えないの」

　キキはふるえながらあとずさりをしました。

「いいから、いいから。このワンピース、あなたに貸してあげる。半日ぐらいなら魔女をお休みしてもいいんじゃない。これ着てさんぽにでも行ってらっしゃいよ」

「そ、そんなこと、できません。あたし……」

「いいのよ。魔女さんがおしゃれするとこ、あたしも見たいのよ」

「でも……」

「ぐちゃぐちゃ、いわないの。でも、むりにとはいわないけど」

　ウイさんは、キキの手からワンピースをとって枝にもどそうとしました。

「あたし、着てみたい」

　キキはとびつくようにいいました。

　キキはコスモスもようのワンピースを着ると、ウイさんからすすめられた白い靴をはいて、自分の黒い洋服と靴とほうきをウイさんにあずけて、歩きだしました。歩きながら、ときどき踊るように腰をふって、そっと目を下にさげました。するとスカートがコスモスの花の風車のようにまわって見えました。

　キキはそれがうれしくって、何度もくりかえしながら歩きつづけました。

「ねえ、いつまで歩いているつもり？　このまま行ったら海にはいっちゃうよ」

　さっきまでキキを見あげてはまんぞくそうにのどを鳴らしていたのに、ジジはすこしつかれてきたようです。

「あたしね、おしゃれをしたあたしを運んでいくのよ。『海の指し定てい席せき』へ」

「えー、海の指定席？　ほんと？　あそこは高級なとこでしょ。おとなが行くとこだよ。それもお金持ちが……」

「そうよ。あたし、あそこのいちばんいい席、海のそばの席にすわって、ゆりの形のガラスにはいったアイスクリーム食べるんだ。前に見たことあるの。とってもおしゃれっぽくって、あたし、だいじにしていたお金、全部つかったっていいわ。きょうはとくべつの日ですもの、ちゃんとスプーンで食べるのよ。レースのナプキンつかって。町の立ち食いとはぜんぜんちがうんだから。あっちはね、アイスっていうの。こっちはアイスクリームっていうの」

「そうだよね。手にもって舌でべろんべろんってなめるなんて、かっこうわるいよな」

「まあ、ジジったら、やさしいじゃない！」

　キキは体をかがめて、ジジの背中をなでました。




　まっ白な建物の「海の指定席」には、海にむかって張り出した庭があって、白いテーブルに、うすい空色の籘とう椅い子すがならんでいました。キキは白いスーツをぴんと着たボーイさんに、いちばん海よりの席に案内されると、おとなの美しい女の人がするように足を組んですわりました。それから、心臓がとび出しそうなくらいどきどきしているのをひっしでかくして、「ゆりのアイスクリームをください」といいました。まもなく、白いレースのナプキンと銀のスプーンがついて、たった今咲いたばかりというようなゆりの形のいれものにはいった、オレンジ色のアイスクリームが運ばれてきました。

「見て、見て」

　キキは小さい声でジジにいいました。

「このスプーン、先にゆりのつぼみがついてるの。なんてすてき」

　ジジも感心したように息をつきました。キキはひらりひらりとスプーンを使って、アイスクリームを口に運びました。ときどき指の先につけてジジにもなめさせてやりました。このアイスクリームは、終わりになるほどどんどんおいしくなっていくみたいでした。

　食べ終わると、キキはほおづえをついて海をながめました。

　それから、さっきミミさんがとんぼさんを見あげて笑っていた姿を思い出し、まねしてにっと白く歯を出して笑ってみました。でも、そばにいるのは、レストランのボーイさんばかりです。それも白い柱のようにならんで立っているだけです。

　海はゆっくりと波を運んできます。遠い水平線にそってきらきらと光りながら、白い船が通っていきました。

「ふー」

　キキは小さくため息をつくと、足を組みなおし、スカートをふんわりひろげました。

　じんじんしてる。また胸の底のほうから、あのことばがきこえてきました。

　とんぼさんとミミさん、あのとき何を話していたんだろう。とんぼさんは、あたしと話すときは、ほうきで飛ぶ魔法の話ばっかりだけど、ふつうの女の子とはどんな話をするのかしら……。

　海の季節が終わってしまったからでしょう。そばにだあれもいません。こんなすてきなドレスを着て、こんなすてきな所にいるのに、すてきなことの一つぐらいおきてくれてもいいのに。キキの口がだんだんへの字にまがってきました。足もとでジジが「ふああん」と、ばかに大きなあくびをしました。

　すると、ぽとんと何かが靴にあたりました。見るとべたべたにぬれたボールが落ちています。まっ白だった靴に砂と水のしみがついてしまいました。いつあらわれたのでしょう、口のまわりに白い毛をはやしたおじいさん犬が、舌をべろりと出し、よだれをたらしながらキキにすりよってきました。キキはボールを靴でぽんとけりました。ボールは思いもかけず、ぽんとはずんで海の中へ。水にもまれてまわりながら遠ざかっていきます。それを見た犬は、追いかけてそのまま海の中にとびこみました。泳ぎながら、やっとボールをくわえると、とぶようにもどってきて、ぽんと、またボールをキキの足もとにおきました。それから得意そうにキキを見あげると、ものすごいはやさで体をふるわして、水をはじきとばしました。キキのうすい布地のドレスはみるみるぬれて、足にぺたんとはりついてしまいました。

「やめてよ」

　キキはそれでもまだすまして、小さな声でいいました。ところがこの犬は「やめてよ」ということばを「やりましょう」とききちがえたようです。しっぽをくるくるまわし、キキにとびついて、大きな舌で顔をべろんべろんとなめはじめました。ぬれたスカートは砂だらけになり、キキの顔はよだれだらけになりました。ジジがどうしよう、どうしようというようにとなりの椅子の上を行ったり来たりしています。ボーイさんたちが「しーっ」と声をあげて動きだしました。

　でもキキは急にとてもなつかしい気持ちになっていました。小さかったとき、ジジと顔をくっつけあいっこして遊んだときのことを思い出したのです。

　ピューと口笛が鳴りました。犬がさっと顔をはなしました。いつのまにあらわれたのでしょう、ひとりの男の子が、海がわに立っていました。キキを見ています。前髪がななめにさがり、片方の目にかかっています。

「すいません。タチが……」

「ええ、いえ、あの」

　キキはわけもわからないことを口にしながら立ちあがりました。

「すいません、ぼくが目をはなしたすきに……」

　男の子は肩をすぼめて頭をさげました。

「こいつ、きれいな色が、なぜかすきなんですよ」

　男の子は顔をしかめながら笑いました。急にうれしくなってキキも笑いかえしました。




　何度もあやまる男の子に、キキは自分で洗えるからだいじょうぶといって、ぬれたままウイさんのお店にもどっていきました。理由を話してあやまると、ウイさんは気持ちよくわかってくれました。それから洋服はちゃんと洗って、魔女の宅急便であしたお返ししますといって、自分の黒い洋服をかかえて家へ帰りました。







　８　キキ、黒い手紙を運ぶ







　ルルルルー　ルルルルー

　電話のベルが鳴りだしました。

　キキが手をのばしてとろうとすると、ぱたりと止まってしまいました。

「まちがい電話だわ」

　すると、またすぐベルが鳴りだしました。

　こんどは受話器をとりあげて、キキは元気な声でいいました。

「はい、こちらは、魔女の宅急便です」

　でも、電話のむこうからはなんの音もきこえてきません。しーんとして、だれかが息をころして、じっとこっちをうかがっているような感じがします。

「もしもし、もしもーし」

　キキは声を大きくしました。それでも電話のむこうはだまったままです。キキは口をちょっとまげて、受話器を耳からはなしました。すると、追いかけるように声がきこえてきました。

「あ……あの……」

　女の子の声です。

　キキはあわててまた受話器を耳に近づけました。

「は、はい、魔女の宅急便です。どうぞお話しください」

「あ、あの……子どもでも……いいんですか。もっていってもらいたいんだけど……」

　女の子の声はふるえていました。

「あの……あなた、ほんとうに魔女さんですよねえ」

「ええ、キキっていいます」

「本物の魔女さんなら、黒い洋服きてるんでしょ。ながーいスカートで」

「ええ、そ、そうよ」

「口、大きいんですか？」

「えっ、口？」

　キキはびっくりして受話器を見つめました。それから、こまったように顔をしかめていいました。

「そんなに小さいほうではないと思うけど……」

「ああ、よかった。それで、目の色、何色ですか、銀色ですか」

「えーっ、銀色は猫のほうですけど、あたしはふつうよ。黒くって、ちょっとこげ茶っぽいの」

「光ります？　ぎろんぎろんって」

　キキはおどろいて目をぱちんとつぶってあけました。

「ひ、か、る？　ふーん、そりゃあ……目ですもの、すこしは……でもぎろん、ぎろんなんては……光りません」

「そーお……ま、いいわ」

　女の子の声はすこしおちついてはっきりしてきました。

「それで？　どんなご用なの？」

「とどけてほしいの、いいでしょ？」

「ええ、いいわよ。あたしの仕事ですもの」

「じゃ、うちの前で待ってる。アカシヤ通りなんだけど……十三番地、知ってる？　あたし、そこに立っているから……すぐ、すぐ来て」

「ええ、なるべく」

　キキは首をすくめながら受話器をおくと、そばの鏡をのぞきこみました。

「あたしの目、光ってる？」

　それから口をがーっと大きくひらきました。

「へんな話……さ、ジジ、仕事よ」

「うー」

　床に寝そべっていたジジが、いやそうな声をあげました。

「外、寒いでしょう」

「そんなじゃないわ。さ、行くのよ。すぐ来てって」

　アカシヤ通りでは、ひとりの女の子がしきりに空を見ながら立っていました。

　キキがおり立つと、女の子はうれしそうにかけよろうとして、「あっ」とさけんで立ち止まりました。

「いやだ、おばあさんじゃないの？　どうして？」

　女の子は目をつりあげました。

「だれが？」

「魔女……さんがよ」

「おばあさんじゃなくちゃだめ？　あなた知らなかったの？　この町にいる魔女はね、このあたしなのよ。まだなりたてのほやほやの二年目。としは十四歳」

「あたし、知らなかった」

　女の子はぶすっとふくれました。

　キキはあらためて女の子を見ました。十歳ぐらいでしょうか。木の枝のように細い体をしています。目は大きくいっぱいに開かれ、うかがうように下からキキを見あげていました。

「やっぱり、たのむわ。これ、もってって」

　女の子はセーターの下から四角いものをたいせつそうにとりだしました。見ると、まっ黒な封筒の手紙です。

　キキは今までいろいろな手紙を運んだことがありました。でもまっ黒な封筒なんてはじめてです。しかもあて名が書いてありません。受けとろうと手を出し、一瞬とまどいました。

「これはね、とっくべつな手紙なんだから、きょうとどけるって、いってあるの。ぜったいとどけるって」

「わかったわ。それで、どこへ、だれに？」

「大川のまん中の公園」

「公園？　島公園のこと？」

「そう。女の子がふたり遊んでると思うの。学校の帰り、約束してたから、ぜったいいる。その子たち、タカちゃんにトンちゃんっていうの」

「わかったわ。それで、あなたはなんてお名前？」

「サキ。まっさきのサキ」

　女の子はつっけんどんに答えました。せいいっぱい、いばって見せようとしているようすに、キキは思わずにやっと笑ってしまいました。

「どうして笑ったの？」

「ううん、べつに。ただなんとなくよ」

「そういうのやめてほしいわ。おせじっぽくって……いい？　ちゃんととどけてよ。口をがーっとあけて、こわーい顔して」

「えっ、どうして？」

「だって……いいじゃない。魔女はなんでもおねがいきいてくれるんでしょ。いい？　あたしのいうとおりにやって。今みたいにゆっくりおりないで、竜巻みたいに、ぴゅーっ、ぴぴーって、おりてよ。もっと魔女らしく」

「魔女らしく？」

　キキはききかえして、らしくも何も、あたし本物の魔女なのに、と肩をすくめました。

「わかったわ。とどけます」

　キキは封筒を受けとり、ジジをかかえて飛びあがりました。

「あの子はきっと空想ずきなんだよ」

　ジジはものわかりよさそうにうなずきました。




　大川のまん中にある公園では、サキがいったように、女の子がふたり遊んでいました。地面に丸をいくつも書いて、ぴょんぴょんととんでいます。キキは竜巻はやめて、しずかにおりていきました。

「あの、サキちゃんのお友だちでしょ」

　キキは近づいて声をかけました。

　ふたりはふりかえり、それからちょっとのあいだ顔を見合わせました。

「そうだけど……、でもあたしたち、お友だちかなあ……」

　ひとりの子がいいました。

「ちがうと思うよ。でも、なんで？」

　もうひとりの子がふしぎそうにいいました。それから同時にふたりの子がさけびました。

「あれ、今、空とんでこなかった？」

「ええ、きたわ。これ、サキちゃんからのお手紙です」

　ふたりははっとしたように体をうしろにひくと、キキの手の中の黒い封筒にすばやく目を走らせました。

「空、とんで、黒い洋服、きて、もしかして、あなた、ま、魔女？」

「そうよ」

　キキはうなずきました。

「きゃあ」

　ふたりはうしろをむいて逃げだそうとしました。

「ちょ、ちょっと待ってよ。この手紙、受けとってよ」

「知らないわ。いやよ、いらない」

「あたしたち、かんけいない」

　急に白っぽくなったふたりの顔がこまかく左右に動きました。二、三歩あとずさりすると、ぱっとうしろをむいて、走りだしました。

「ちょっと、待って、どうしたの、いったい」

　キキも追いかけて走りました。そしてふたりの前にまわりこむと、通せんぼするように両手をひろげました。

「いらないんだったらしょうがないけど、どうしてそんなに逃げるの、せっかくお友だちの手紙もってきたのに」

「だって、あなた魔女さんでしょ」

「友だちなら、こんなことするはずないでしょ」

　キキの頭の中がぐらぐらしてきました。

　こんなことって、どうやら、キキが手紙を運んできたことのようです。

「あたしたち、何もわるいことしてないもの」

「サキはね、なんでもこわしてよろこぶんだから……」

「そうよ。あたしたちが仲よくしていると気に入らないの」

「あたしたち、あの子のこと、仲間はずれになんてしなかったのに」

「サキにも、いっしょに遊ぼうっていったのよ。ふたりより三人のほうが楽しいよって」

　ふたりは先をあらそうようにしゃべりだしました。

「それなのにトンの悪口、あたしにいうし」

「そう、タカちゃんの悪口、あたしにいうし、それだけじゃないわ。あたしたち三人で交換日記していたの。そのノート、かくしちゃったんだから」

「自分じゃないっていってるけど、あれはうそよ」

「そう、うそつきなの。あることないこと、先生にいって、そしたら、先生にこっちがおこられちゃって」

「きょうなんか、学校であたしたちにのろいをかけるってさけんだのよ。のろいの手紙を魔女に運んでもらうって……むかしからずっとつづいているのろいのことば、魔女におそわったっていうんだから」

　はじめはおずおずしていたふたりはだんだんと声をはりあげていきました。

「あんただって、ひどいじゃないの。わけも知らないで、こんな手紙、もってくるなんて……」

「それに、あの子にのろいのことばまでおしえてあげたの？」

　ふたりの目が三角につりあがり、つっかかるようににらんでいます。

　びっくりしたのはキキでした。たのまれたからやってきたのに、こんなにせめられるなんて……。

　キキの体の中で何かが動きだしました。くやしいような、なさけないような、それがだんだん怒りにかわってきました。

「わかったわ」

　キキはぽつりというと、うしろをむき、歩きだしました。

「ちょっと待ってよ、キキ」

　ジジが小走りについてきました。

「ねえ、ひどい話だけどさ、あのふたりがうそついているかもしれないじゃない。ただの手紙かもしれないじゃない」

「もういいの。どっちだっていいわよ。きょうはもう、この仕事はつづけるのいやっ。この手紙は返してくる」

　キキはらんぼうにほうきにまたがると、飛びあがりました。ジジはあわてて、キキのスカートのはじにつかまりました。




　キキは来たときよりずっとスピードをあげて飛び、アカシヤ通り、十三番地の前におり立ちました。そして入り口の戸をたたきました。

「サキちゃん、サキちゃん」

　サキはすぐ出てきました。

「この手紙、受けとってくれなかったわ、いやだって」

「どうして？」

　サキの顔がみるみるくちゃくちゃになっていきました。

「やだ、やだあ、もらってもらってよう」

　サキはからだをふるわせて泣きだしました。

　ジジは耳をふせて、建物のかげに逃げてしまいました。

　キキはそのはげしく泣く姿をぼうぜんと見ていました。あまりのすごさに、ちょっと前まで、怒りくるっていたキキの心のほうは、すっとしずかになっていきました。

　キキはだまってサキの前に立っていました。

　やがて、泣き声はすこしずつ小さくなっていきました。

「あ、あたし、あ、あやまる、つ、つもりだったの。あ、あたし、仲よくしたいと思うと、どうしてだか、いじわる、いっちゃうの」

　サキはしゃくりあげながら、一言一言いうと、またひとしきり泣き声をあげました。

「ど、どうしても、そうなっちゃうの。こ、この手紙だって、ごめんなさいの手紙だったのに……み、見て、ねえ」

　サキはふるえる手で、手紙をあけました。中には、「ごめんね。また仲よくしてね」と書いてありました。

「じゃ、どうしてのろいの手紙なんていったの？」

「だって……きょう、手紙わたそうとしたら、タカちゃんが、またいじわるの手紙でしょ、っていうんだもん。かっとしちゃって、魔女にのろいの手紙、はこんでもらうからっていっちゃったんだー」

「それなら、こんどは手紙じゃなく、口でいったら？」

「だって、いやっていわれたら、悲しいもん」

「そんなことないわ。トンちゃんもタカちゃんも仲よくしたいのに、っていってたわよ。ほんとうは三人で楽しく遊びたいのよ」

「ほんと？　ほんと？　あたし、いってみる。ほんとに、だいじょうぶ？」

　サキはせきこむようにいいました。




　その日、キキはいつになく無口でした。

「すごかったなあ、あの泣きかた、コリコの町がふるえるほどだった」

　ジジがキキをなぐさめるように大げさなことをいいました。

　あの三人の子たち仲直りできたかしら……。

　キキの気持ちはきょうのできごとにもどり、サキがいったことばを思い出していました。

　魔女はぎろんぎろんと光る目をもっている。

　魔女は口をがーっと大きくあける。

　魔女は竜巻みたいに飛びおりる。

　そんなふうにして魔女はのろいを運ぶ。

　ずいぶん悪口いわれちゃったな。

　でもキキがしずんでいるのはこの悪口のせいではないのでした。

　たしかに魔女には悪いことばがついてまわります。でもむかしむかしはそういう魔女もいたのです。それをあとあと、大げさにお話の中に入れたりした人がいたので、悪い魔女というのが人の心の中に今でも強くのこってしまったのです。小さいときから、キキはそういう悪口はよくきいて育ちました。

　だからいいものを運ぶ人になるつもりだったのです。

　物も、物の中にかくれているお客さんのやさしい気持ちも、いっしょに運んでいるつもりだったのです。

「あなた、お若いのにいいお仕事をお持ちね」って、ほめられたこともいく度もありました。でも、きょうのことはさておいても、これからたのまれれば、知らず知らずのうちに、いい心だけでなく、のろいのようなものも運んでしまうこともあるかもしれません。それに気づかされて、キキはさびしくなってしまったのでした。キキのなかでどこかがつめたくなり、それがひろがっていくような気がしました。

　あたしの仕事っていったいなんなんだろう。

　あたしが宅急便をしているって、ほんとうにいいことなのかしら？

　キキは今までとはちがった、むずかしい問題につかまってしまったようです。

　それは、キキがこのまま魔女でいていいのかどうか、ということまでつながっているように思えました。

「あたし、カバのマルコさんみたいに、中心点行方不明病になっちゃったみたい」

　かあさんはどう考えるのだろう。キキは目をこらしてコキリさんの顔を思い出そうとしました。目に浮かんでくるのは、楽しそうにくしゃみの薬をつくり、楽しそうにそれをほうきに乗って運んでいる姿ばかりです。

　ひさしぶりに手紙を書こう。

　キキのしずんでいた気持ちに、ほんのすこし、あたたかいものが流れてきました。







　９　キキ、りんごを運ぶ







「ジジ、ちょっとさんぽに行くけど、いっしょに行かない？」

　キキは夕日がななめに射している戸口に立っていいました。でも、いつも後からついてくる、ジジの小さな足音がきこえません。キキはふりむいて部屋の奥をうかがいました。

「また、いないのね」

　キキはむっと口をまげました。

「いいわよ。もうさそってなんてあげないから」

　このところ、ジジはなにかというと、だまってひとりで遊びに行ってしまうのです。それも以前は通らなかった猫専用の道、塀の上とか、植えこみの下を得意そうに走っていってしまうのです。

「ジジったら、ふつうの猫みたいな顔して……」

　キキはさびしい気持ちをおしやって、

「さ、ひとっ飛び、どこかへつれてって」

とほうきに声をかけて乗りこみました。ところがほうきもずんと房をさげて、道をひっかくようにしか動きません。そうじするのが自分のほんとうの役目です、とでもいっているような態度です。

「あんたもただのほうきになるつもり？」

　キキは柄の先をにらみつけ、ぐいと上にむけました。ずずーずー、ほうきは元気のない音をたてて、やっと地上三十センチほどの高さまで浮きあがり、のろのろ高いところをめざす態勢をとりはじめました。でも、キキがちょっと気をゆるすと、穂さきからずるりと下に落ちていきそうになります。それでも、なんとか時計台の上までたどりつきました。やれやれです。キキは汗のにじんだ額を手の甲でふくと、時計台の上にすわりました。

　かすかに頭をのぞかせていた夕日が、コリコ湾の西の水平線に今、ちょうどしずんだところでした。とたんにまわりの空がうすいむらさき色に変わり、ところどころついていた家のあかりがぽー、ぽーっと浮きあがってきました。ところがどうしたわけか、そのあかりが水にとけるようににじんできたのです。キキはあわてて目頭をぬぐいながら、

「ジジもへんだし、ほうきもへんだけど、あたしもへんみたい」

とつぶやきました。

　十歳をすぎたころ、魔女になって生きようと心に決めてから、どんなにつかれていても、キキはほうきで空を飛ぶことだけは、いやだと思ったことはありませんでした。風と風のすきまをぬうように飛ぶのは、いつも気持ちのいいものでした。それに、ちょうど今いる塔の上ぐらいの高さ、これから着陸しようかなと思う高さから見る景色がとくべつにすきでした。いつも見なれている町でも、なにかふしぎをかくしているように思え、贈り物をあけるときのようなわくわくした気持ちになるのです。

　でも、近ごろ、この町が、動きをとめたつくりものの町のようにしか見えないときがあるのです。どうしてだろう。キキはなさけない気持ちで思いました。でも、動かないのはもしかしたらキキの心のほうかもしれないのです。キキはもう一度にじんだ涙を指でこすりました。

（さびしいな）

　キキは声には出さずにつぶやきました。この町に来てはじめてあじわうさびしさでした。ひとり暮らしだからさびしい、そんなさびしさとはまったくちがうさびしさでした。コキリさんには、魔女は笑顔がたいせつ、笑顔は相手の心につたわるからと、いつもいわれていました。キキはそのとおり、笑顔を心がけ、おとどけ屋さんをやってきたのです。

　物といっしょに、いろいろな人のよろこびややさしさをとどけることに、キキもよろこびを感じていました。町の人もそんなキキをみとめてくれたと思っていました。でもキキがどんなにいい心で物を運んでも、それが悪いことに変わってしまったりするかもしれないのです。知らず知らずのうちに、いやなおとどけ屋さんになっていたかもしれません。魔女だけにあたえられているのだといって、このまま、飛ぶ力を使っていてもいいのでしょうか。

　キキは涙でにじんだ目で、あらためてコリコの町を見ました。いつも見なれている風景です。あの橋の上を何度とんだことでしょう。あのせまい道も、あの木立の上も……。

　でも今はなんだか遠くにいってしまった町のように見えるのです。

　自分のいる場所がなくなってしまうのではないか……という不安がキキのさびしさをいっそう強くしていました。もう魔女も、飛ぶこともやめてしまおうか。キキはうなだれて、ほうきの柄にほっぺたをくっつけました。




「そう、そう、そうだった、そうだった」

　とつぜんうしろで声がしました。キキはびくっとし、あやうく落ちそうになって、片手をつきました。

「そうだ、この町にはかわいい魔女さんがいたんだった」

　顔をあげると、この時計台を守っている時計屋のおじさんです。いそいで涙をふいたキキに笑いかけながら、となりにすわりました。

「去年の大みそかはお世話になったね」

　時計屋さんは小さく頭をさげました。

「魔女さんには正月をとどけてもらったんだもんなあ、ありがたかった。でも、あのときはすごい力を出したねえ」

「そんなあ……あたしなんて……」

　キキは小声でいって下をむきました。

「あれ以来、町長はこの時計にとても神経質になってねえ。自分が町長のときに、またまたおかしくなっては恥だと思っとるんでしょう。ま、気持ちはわかるよ。この時計台あってのコリコの町、といってもいいぐらいだから。おかげでわたしはしじゅう、時計のお守りをしなくちゃならなくなった」

「そうだったんですか。どうりで時計、いつも元気な音をたててるわ」

「考えてみりゃ、時計のほうだってたいへんだよ。やすみ時間なんてないんだから」

　時計屋さんは顔をしかめ、それから「耳をすましましょう」と、のどをのばして歌うようにいうと、「ふふふ、何度口にしてもいい合言葉じゃないか」と、笑いました。

「ここで魔女さんに会えてちょうどよかった。じつは、一つおねがいしたいことがあるんだよ」

　時計屋さんはひと息ついてキキをみつめました。

「じつは、りんごを一つとどけてもらいたいんだ。わたしのねえさんのところまで。な、かんたんな仕事だろ。ねえさんはほれ、大みそかに指きりげんまんをするあの町に住んでるんだが、ひとりっきりでねえ。このところは体が弱っちまって、なんにも食べなくなってしまったんだよ。……もう歳も歳だから、……しかたないのかなあ。ところが、なにを思ったのか、うちの庭のりんごが食べたいといいだしたんだ。子どものころ食べた味が、なつかしいんだろうね。さいわい、今年とれたりんごが一個のこっていたから、お安いご用、すぐとどけようと思ったんだが、ごらんのとおり、わたしは時計からはなれられない。時間というのはとおせんぼしたって、とおせんぼしたって止まってくれないからね。だれかにたのんで、たった一個しかないりんごに、まちがいでもおきたらたいへんと、こまっていたんだよ。そしたら魔女さんのほうから来てくれたじゃないか。うれしかったよ。あんたの仕事はたしかだもんなあ」

　キキは思わずほうきをにぎりしめました。それが今はたしかではないのです。

「いいね、たのまれてくれるね」

　時計屋さんはキキの顔をのぞきこみました。キキはその目につられてうなずきながら、胸のどこかが不安でちちっと鳴るのをきいていました。

「りんご、一つだけでしょ」

　キキは自分にいいきかせるようにいいました。

「ちょっぴり並より大きいけど、ただのりんごだよ。じゃ、あしたの昼ごろ、またここによってくださらんか」

「はい、そうします」

　キキは返事をしながら、あの町までは遠いけど、休み休み行けば、このほうきでもなんとかなるわ、と思いました。




「そういうわけでね、お昼から、西に山を三つ越えたところの『指きりげんまん』ていう町まで行くんだけど、ジジ、いっしょに来てくれるでしょ」

　つぎの朝、目をさますとすぐ、キキはジジにいいました。

「お昼から？　わるいなあ、ぼく、行くとこあるんだ」

　ジジはなるべくキキのほうを見ないようにしていいました。

「えーっ、またなのお」

　キキは思わず声を大きくしながら、ジジが自分を見ないようにしている態度に、よけい腹がたってきました。

「いいわよ。あんたのことなんて、あてにしないから。でもジジ、あんた今に魔女猫じゃなくなっちゃうから。ただのカラス猫になっちゃうから」

　ジジはゆっくりと顔をキキのほうにむけました。口からしゅーっとおこったような息をはいています。

「ちょっと、そのいいかた、カラス猫に失礼なんじゃない。このごろどうしたの。キキこそ、不満だらけで、いまに魔女じゃなくて、ただの女の子になっちゃうから」

　ジジはいうだけいうと、すくっと立って歩きだしました。キキはどきっとして、口をとがらせました。

（ただの女の子のほうがよかったかもしれない）

　キキはゆれるジジのしっぽをじっとながめました。




　時計屋さんはかわいい花柄の包みをもって、時計台の上でキキを待っていました。キキが包みの結び目からのぞくと、ぴかぴか光った赤いりんごが甘い香りをたてていました。

「ねえさんの家はね、にんじん横丁の二番地。ここに地図をかいといたよ」

　時計屋さんはいいました。

　キキは包みの結び目をほうきの柄に通すと、「いってきまーす」と精いっぱい元気な声を出して、飛びあがりました。

　心配していたほど、ほうきの調子はわるくないようです。キキはほっとして、すぐ西の方向を目ざしました。指きりげんまんの町は、西のほうに山を三つ越したところにあります。

　ほうきはひとつ目の山を難なく飛びこしました。遠くに見える海は、こまかい光がきらきらと動いています。谷間を通る風にのって、キキは飛びつづけました。いつもほうきの房の上に乗っているジジがいないせいか、どうもおしりのほうがあがりぎみになります。そこをうまく調子をとりながら、ジジがいなくったって、どうってことないじゃない、なんてつぶやいていました。


　　「なみさん　とおくで

　　　ふざけあいっこ

　　　かぜさん　ちかくで

　　　口笛　ふきっこ

　　　わたしは　ここで

　　　手ばなし　宙がえり

　　　ふふふのふー」



　キキは小声で歌をうたいながら柄をぐいと下にむけ、さかだちのようなかっこうをしました。ほうきはくるりと一回転。

「きゃきゃはーっ。調子、わるくないじゃない」

　キキはわざと大げさに笑い声をあげました。とたんにキキはどきり、うしろをふりむきました。

　ずーずーずー。

　ほうきの房のほうでへんな音がしだしたのです。キキはさらに体をねじってのぞきこみました。

「あっ」

　ほうきの房の細い枝が、一本、二本とぬけかけています。キキは手をのばして止めようとしました。でも、それより先に枝は矢のようにうしろにとびはじめました。

「やだ、やだ、待ってよ」

　キキはあわててうしろむきになり、おさえようとしました。でも、その手から逃げるように、枝はつぎつぎ、とんでいきます。それにつれて、ほうきのほうもどんどん落ちていきます。そして、あっというまにふたつ目の山の中腹にぶつかると、大きくはねてとまりました。キキはおしりをぶつけて、「うっ」とうめき声をあげました。その目の前を、包みからとび出したりんごがころがっていきます。キキは息つくひまもなくあとを追いかけました。

　たいせつなりんごです。たったひとつしかのこっていないりんごなのです。なにも食べられないおばあさんが待っているりんごなのです。でも、まん丸のものとキキとでははやさがちがいます。りんごは一直線に谷川へむかってころがっていきます。そしてキキの目の前で岩にぶつかると、花火のようにくだけて、川の水の中にとびちりました。キキはりんごのかけらをじっとみつめました。どうしたらいいか、考えつかないのです。キキは岩についたりんごのかけらをつまんで口に入れました。

「おいしい」

　キキの口から声がもれました。と同時に涙があふれてきました。口にひろがる甘さに、いっそう悲しさがふくれてきたのです。キキはただただ泣いていました。

　しばらくして、キキは立ちあがり、山をのぼりはじめました。とちゅうで、りんごを包んでいた布を、つづいて穂の枝がすっかりとれてしまったほうきの柄を、ひろいあげました。布を柄のはじにしばりつけると、キキは涙で見えなくなる目をふきふき、落ちてしまったほうきの枝を、なんとかすこし見つけて、そばの枯れ枝といっしょにたばね、藤づるをさがして、柄にくくりつけました。のどの奥で小さなしゃくり声をあげながら、キキはほうきに乗りました。まにあわせのほうきは、こんなキキにびっくりしたのか、しずかに飛びつづけ、指きりげんまんの町になんとか到着してくれました。

　にんじん横丁の二番地はすぐわかりました。おばあさんは、くの字よりもっとまがった腰をベッドにのせて、小さく小さくすわっていました。キキは正直におきたことひとつひとつを話し、あやまりました。そのあいだも涙はあふれて、あとからあとからほほをつたいます。おばあさんはうなずきながら、キキの話をきくと、しわの中にしずんでしまいそうな目をゆっくり動かしました。

「おじょうちゃん、おねがいだから、これ以上悲しい顔をしないでちょうだい。これは、はずみでおきたことよ。あなたのせいじゃないわ。あら、それ、おやおや」

　おばあさんは、とちゅうから急におどろいた声をあげました。

「そ、そのほうきの柄についている布、ちょっと見せて」

「りんごを包んであったんです」

　キキは結び目をほどいて、おばあさんに手わたしました。

「まあ、これねえ、わたしがおじょうさんぐらいのころ頭にかぶっていたきれよ。この桜草のもようがわたしににあうって、みんなにいわれたの。なつかしいわ」

　おばあさんはうれしそうに布を頭にかぶり、あごの下で結びました。

「わたしにも、こんなかわいいもようがにあったときもあったのよ。なんだかわくわくしてきたわ。体があったかくなってきた」

「りんご、だめにしちゃって、ごめんなさい」

　キキはもう一度あやまりました。

「ほんと、とてもざんねん。でもね、おじょうちゃん、わたし、もうすぐ死ぬんじゃないかと思っていたんだけど、死神さんには、もうちょっと待ってもらうわ。来年の秋までは、わたしなんとかがんばりたい。どうしてもあのりんご、もう一度たべたいんですもの。そのときはまた運んでくださいね。指きりげんまんよ」

　おばあさんは小指をさし出しました。キキはその指に自分の小指をからませて、いっそうしゃくりあげました。

「いーい、時計屋のおじさんには、このことはないしょよ。さ、こんなにかわいいおじょうちゃんが、そんなに泣いちゃいけませんよ」

　おばあさんは、しわくちゃの顔をもっとしわくちゃにして笑いかけました。




　枯れ枝がぶつかってこつこつとさびしい音のするほうきにまたがって、帰り道を飛びながら、キキは思い出したようにまたしゃくりあげました。

　でも、どうしてこんなことになってしまったのでしょう。たまたまほうきがこわれただけなのでしょうか。キキには、あの黒い手紙以来かかえてしまった不安な気持ちが、こんな事故をひきおこしてしまったように思えるのです。それがわかるので、キキはいっそう混乱していました。キキは、自分はここにいるのに、いないみたいに感じました。どうしたら、もとのように、魔女でよかったと思える自分をつかまえることができるのでしょう。これはジジのせいにも、ほうきのせいにもできないことなのだと、それだけはキキにもわかるのでした。
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　電話のベルが鳴りだしました。

　ぞうきんがけをしていた手を止めて、キキは受話器をとりあげました。

「もし、もし、魔女さんですかな」

　のどの奥がごろごろしているような男の人の声がきこえてきました。

「はい、そうです」

「ちょいと運んでいただきたいものがあるんですがね。わたし、今病院にいるもんで……こっちまで来ていただけないかな」

「はい、うかがいます。でも、ちょっと時間かかってもいいですか」

　キキはあのりんご事件以来ずっと、ほうきに乗って運ぶことをやめていたのです。

「ああ、いいですよ。時間はたっぷりあるから。わたしは、西山のふもとのハナノ病院の二十三号室にいるんです。できれば一時から三時までの昼寝の時間に来てくれるとありがたいんだが……」

「はい、そうします」

　キキは受話器をおきました。

　電話が鳴ったときからあげていた顔を、ジジはまた足の間に入れて、まるくなりました。

「ジジ、あなたったら、このごろ、外から帰ってくると、しっぽの追いかけっこもしないし、爪のがりがりもしないし、寝てばかりいるのね」

「寝てるなんて、そんな人ぎきのわるいこといわないでよ、ぼくは夢みているんです」

「へー、どんな夢？」

「はてしない夢とでもいいましょうか……」

　ジジはすまして、しっぽでぱたりと床をたたきました。

　キキは肩をすくめました。

　はてしない夢？　かっこつけちゃって……。




「ぬいぐるみのように、動かないで」

　キキは肩にのっているジジに声をかけると、病院の中にはいっていきました。

　二十三号室のドアはあいていました。のぞくと、白い髪をもじゃもじゃにさせたおじいさんが毛布に顔を半分うずめて寝ていました。キキがそっと近づくと、待っていたようにおじいさんは目をあけて、笑いかけながら、

「おぼえてるかな」

といいました。

　おじいさんのうすい灰色の目を見たとき、キキは夏のあいだつづけていたマラソンの練習のとき、公園でしばしば出会ったことを思い出しました。あるとき、おじいさんは「魔女って年とったらどうなるのかね」ってきいたことがありました。それ以来、この質問はずっとキキのどこかにひっかかっていたのです。

「ええ、おぼえてます。公園でね」

　キキも笑いかけました。

「夏の終わりに風邪をひいてね、そのまんま寝こんじゃって」

　おじいさんはそれがおかしいとでもいうように、ふふふって笑いました。笑ってはいてもその声は細く、消えてしまいそうです。夏の日に会ったおじいさんとはずいぶん変わっていました。とても小さくなってしまったように見えました。おじいさんは枕もとに立てかけてある杖つえを、ふるえる手でキキにさし出しました。

「これを運んでほしいんだよ」

　その杖にもキキは見おぼえがありました。この耳の長い犬の顔のついた杖に体の重みをぜんぶのせるようにして、おじいさんはいつも、ゆっくりゆっくりさんぽしていたのです。

「わたしのうちの玄関にかさ立てがあるから、これをそこにおいてきてほしいんだ」

「でも……この杖がないとおじいさん、こまるでしょ」

「いや、もうすぐわたしは杖なしで歩けるようになるから。杖ももう長い間、ここにいたから、外に出たくって、うずうずしとるじゃろう。それでね、魔女さん、かってなおねがいだが、いつものようにほうきで飛ぶんじゃなく、この杖といっしょに家まで歩いてほしいんだよ。家にはだれもいないし、鍵かぎもかかってないから、おいてきてくれれば……それでありがたい」

「はい」

　キキは、ほっとしながらうなずきました。ふしぎな注文だけど、ほうきで飛ばなくていいなんてちょうどよかったとキキは思いました。

「できればこの地図のとおりに歩いてもらいたいんだが。わたしがよく歩いたさんぽ道なんでね。ここにいて、わたしもいっしょに歩いている気分になりたいんだよ。この道すじにはおもしろいことがたくさんあるから、出合うことはみんな楽しんでもらいたいな。気がむいたら、どこかにより道したってかまわないよ。さんぽってそういう自由なもんさ。とちゅうで夜になったら、家に帰って、またあしたつづけたっていい」

　キキはおじいさんからわたされた地図を見ました。坂道があります。階段があります。大きな公園があります。そして公園のすみのベンチには「ここにすわる」って書いてありました。

「おじいさん、この公園って、夏にお会いしたとこかしら？」

　キキはおじいさんの顔をのぞきこみました。

「そうだよ。あそこはいい公園だ」

「『ベンチにすわる』って書いてあるけど、どうして？」

「いや、まあ、いつもわたしがすわっていたとこだから……」

　おじいさんは毛布から見える目を細くして笑いました。

　地図はその公園からまた細い道がくねくねつづいて、川辺に出ると、小さな窓のある船がとまっています。

「この船、かわいいのね」

　キキが指さしました。

「そこにはわたしの友だちが住んどる」

　おじいさんは目をくりんと動かしていいました。

「住んでるの？」

「そうだよ。女友だちさ」

「女友だち？」

「そうだよ。ふふふふ。仲よしさんだ」

　おじいさんはかすれた声で、でも楽しそうに笑いました。

「あたし、おたずねしてもいいかしら」

「いいとも。よろこぶよ。ふふふ。でもわたしが病気だっていうのはないしょだよ。用事ができて旅行に出ているとでもいっておくれ。そこまで行けば、わたしの家はもうすぐだ。橋を渡ってすこし行ったところだから……。『帽子屋』って看板が出てる。あ、そうだ、魔女さん、何かお礼をしなきゃいけないね」

「それはべつに……ご心配なく」

「いや、あんたへのお礼は『もちつもたれつ』か、『おすそわけ』だってきいておるよ。と、いっても……『もちつもたれつ』はわたしにはもうできんし……わたしは帽子屋だが、売るほうじゃなくて、つくるほうの帽子屋でね、かさ立ての上に、最後につくった赤い帽子がかかってる。なぜか、かわいい女の子の帽子をつくりたくなっちゃって。ちょうどよかった。それをお礼にさしあげたい。いいかな」

「ええ、ありがとう、すてきだわ」

　キキはうなずいて、おじいさんの顔をみつめました。

「それから……ぶじ、すべて終わったら、君と杖とのさんぽの話をききたいな」

「ええ、もちろんです。ちゃんと、ちゃんとご報告に来ます」

　キキは緊張して立っていました。ふいにこわいような悲しいようなおもいがこみあげてきました。キキはあわてて胸をおさえ、息をつきました。

「おや、魔女さん、そんな悲しい顔はしないで、楽しく行ってきておくれ、いいかい、楽しくだよ。わたしも楽しくなれる」

　おじいさんは細い手を、さよならのときのようにちょっとふりました。




　キキは西山のふもとの病院から、町へむかって坂をくだっていきました。右手で杖をついて、そのわきをジジが小走りでついてきます。

「杖を運んでくれって、おじいさんはいったけど、ほんとうはあたし、さんぽってもんを運ぶのかもしれないって思うの。ジジにはご苦労さんだけど……」

　ジジは歩きながら、キキを見あげました。

「そ、そう、その杖、おじいさんのにおいがするよ。つまりこれはおじいさんが歩いていると同じことだよね」

　ジジはいつになくまじめな顔でいいました。

　もう時間は三時になろうとしていました。午後の日ざしは、目の下にひろがる町の色をやわらかく見せていました。坂はとちゅうから急な階段になり、そしてまたくねくねとまがった坂道に変わっていました。家がたてこんでくると、夕方の買い物をする人とすれちがうようになりました。ときどきキキの手もとの杖を見て、「あら」というような表情をする人がいます。

　おじいさんのこと知ってる人かしら。

　キキはそう思って、にっこりと笑いかえしました。

　公園にはいると、「ここにすわる」と書かれているベンチをさがしてすわりました。どうして、「ここにすわる」とわざわざ書いたのかと思いながら、キキはゆっくりあたりを見まわしました。ふつうの公園の風景です。なわとびしながら通りすぎる女の子。追いかけっこする男の子。腕をくんで歩く男の人と女の人。ならんでいるベンチにも人が思い思いのかっこうで休んでいます。リスが近づいてきて、芝生に寝そべっているジジを見てあわてて逃げていきました。

　するとベンチから七、八メートルのところに、むかいあうように立っている大きな木が目にはいりました。今まで何度もこの公園の中を走ったのに、こんなりっぱな木があるのに、キキは気がつきませんでした。太い幹とそれにつづく根は、キキのほうをむいてどんとあぐらをかいているように見えました。おとなの背たけほどのところがすこしねじれていて、そこにうずをまいたような大きなこぶがついていました。

「あの木、りっぱな木ねえ。今まで何度も来たはずなのに、気がつかなかったわ。見て、あそこ、口みたい。あの木も歌うたうのかしら」

　キキは、木の歌声を運んだときのことを思い出してジジにいいました。でもジジはリスの逃げていったほうをしきりに気にして、きこえないようでした。

　この大きな木は公園のところどころにある、いちょうの木や、けやきの木とまったくちがって見えました。濃い緑の葉をのこしているからだけではなさそうです。ごつごつした枝をこちらにのばしながら、ふしぎな空気をおくっているように感じられるのです。キキはその木から目がはなせなくなりました。

「あっ」

　小さなさけび声がして、横から、七、八歳くらいの男の子が走ってきました。

「そ、その杖つえ、どうしたの？」

　目が心配そうに動いています。

「そ、その杖、おじいちゃんのだよ。おじいちゃん、その杖ないとさびしがるよ」

　心配そうな目はしだいにあやしむように変わっていきました。

「そのおじいちゃんならね、今、旅行に行ってるのよ。ね、君、ここでおじいちゃんとお話ししたの？」

「うん、ときどきならんですわって」

「じゃ、そのときみたいに、わたしとすわらない？」

　キキが体をずらしてベンチをあけると、男の子はすとんと腰をおとしてすわりました。

「ねえ、あの木、見た？　くすの木っていうんだよ」

「ええ、おじいさんみたいな木ね」

「そうでしょ。にてるよね、帽子屋のおじいちゃんったらね、あの木を見ながらね、『ほーれ、ほーれ、くすさんが見えてきた、くすさんが見えてきた』って歌うんだよ。それからぼくにも、『ほーれ、ほーれ、くすさんが見えてくるよ、見えてくるよ』っていうんだよ」

「それで？」

「ぼくが、木ならちゃんと見えるよ、っていうとね、『いや、いや、くすさんのほうだよ』っていうの、それからまた『ほーれ、ほーれ、くすさんが見えてきた、くすさんが見えてきた』って歌うの。その声きいてると、うっとりしちゃうんだ」

「それで、君、そのくすさん、見たの？」

「うん、一度だけ見たよ。くすさんってね、扉なんだよ。透明の扉なんだよ、ふーっと浮いて見えるんだから。おねえちゃんも、じっとじっと見たら見えるかもしれない」

「じっと、じっと？」

「そう、おじいちゃん、いってたよ。『じっと、じっと、ゆっくり、ゆっくり、ごらん』って」

　キキはベッドの上のおじいさんを思い出しました。おじいさんの声がきこえるようでした。気のせいか、その声が男の子の声と重なってひびいてるみたいです。

「でも、やっぱり、おじいちゃんといっしょじゃないと、だめだろうなあ」

「君、それからどうしたの？」

「おじいちゃんたらね、その扉をあけてはいっていったんだよ」

「えっ」

「びっくりしたでしょ。ぼくもいっしょにだよ」

　男の子は得意そうにあごをしゃくりました。

「ぼく、このベンチにすわっているような気もしたけど、木の中の道、歩いているような気もしたの。ふしぎだったなあ。道はまがりくねっていてね、先のほうは見えないの。おじいちゃんたら、『ほーれ、ほーれ』っていいながら、まがり角を一つ一つのぞいていくんだよ」

「それで？」

　キキはのり出しました。

「それだけ。ぼくが、もっと先に行きたいっていったら、これははてしない道だから、帰れなくなるといけない……っていうの。気がついたらね、またこのベンチにすわっていたの。おねえちゃん、びっくりしたでしょ。でも、これ、うそじゃないよ」

「………」

　キキはだまってうなずいて、くすの木に目をうつしました。木の葉の間から夕日が光のすじになってはじけています。

「おじいちゃん、ここはさんぽの道すじだっていってた。毎日よるんだって。ねえ、おねえちゃんにもくすさん見える？」

「ううん」

「やっぱり、おじいちゃんがいないからかなあ」

　男の子はつまらなそうに、まわりを見まわして、急に立ちあがりました。

「あっ、夜になっちゃう。ぼく、帰らなくっちゃ」

「また、会える？」

　キキはききました。

「うん、おねえちゃん、こんどはおじいちゃんといっしょにおいでよ。三人だと、もっと楽しいよ。じゃ、またね」

　男の子は白いセーターの背中をゆらして、走っていきました。

　公園の中はずんと暗くなっていました。夕日が遠い建物の下にかくれると、くすの木はますます大きく見えました。キキはおじいさんの姿を思い出しながら、杖を両手でにぎってあごをのせました。すると、くすの木はぐんぐん大きくなり、キキの目の中いっぱいにひろがりました。まるで身分をあかした仲間のように、キキにむかって枝をのばしてきます。じっとにぎっていた杖があたたかくなってきました。キキはふと気がついて、まわりをさがしました。ずっとそばにいたと思ったジジがいないのです。

「ジジ、ジジ」

　キキはさけびました。

　すると、黒い影がたちこめるくすの木の根元のところから、ジジがころげるようにとび出してきました。

「ジジ、あんた、まさか、くすさんのむこうにいったんじゃないでしょうね」

　キキはジジを抱きかかえました。ジジの毛は針ねずみのようにさかだち、その下の体はどくどくと大きく波うっていました。キキはぼうぜんとしてくすの木をみつめていました。




　キキはつぎの日、さんぽのつづきを公園からはじめることにしました。くすの木のことが気になってしかたがなかったのです。きのうと同じようにべンチにすわり、杖にあごをのせてくすの木をみつめました。

「ほーれ、ほーれ、くすさんが見えてきた、くすさんが見えてきた」

　おじいさんの声をまねしていってみました。

　くすの木は明るい朝日の中でも、何かをかくしている大きな森のように立っていました。でもあの木のどこかにあるというくすさん、ふしぎなさんぽ道に通じてるという扉は、どんなに目をこらしても、キキの前に姿をあらわしてはくれませんでした。

　とつぜん、動物の息のにおいが顔にぶつかってきました。同時にジジがさっとわきにとびのきました。見ると大きな犬がキキのスカートのすそをくわえてひっぱろうとしています。するどい口笛がひびき、「すいません」ということばといっしょに、うしろから男の子がとび出してきました。

「やあ、君……」

　男の子は犬をおさえながら、キキを見て、おどろいた声をあげました。

「あら」

　キキも同時にいいました。

　海辺のレストランでキキがアイスクリームを食べていたとき、かりもののドレスをだいなしにしてしまった犬の飼い主の男の子でした。

「タチ、だめだろ。すいません、タチがいつも」

「だいじょうぶ、なんでもないわ」

　キキは立ちあがりました。

「君、ここで何してたの？」

　男の子はキキの手ににぎられている杖つえをふしぎそうに見ています。

「さんぽよ。ちょっとひとやすみしてたとこ。おかしなさんぽでしょ。杖でこつこつ地面をたたいてね。おつれは猫だし……」

　キキは笑いました。

「ぼくもさんぽのとちゅうなんだよ。おつれは犬ね。よかったらいっしょにすこし歩かない？」

　キキはちらっとジジを見ました。

「君の猫、ぼくの犬といっしょじゃいやがるかな」

「いえ、そんなこと……」

　キキはおじいさんのことも思いました。これはたのまれた仕事なのです。でも、おじいさんはさんぽのとちゅうで出合うことみんな楽しんでおいで、より道もかまわないよ、といってくれたのです。

「歩きましょうか」

　キキはいいました。

「じゃ」

　男の子はさっと足を進めました。犬もしっぽをぱたぱたふってあとにつづきます。

「調子のいい犬」

　ジジが低くうなり声をあげました。

「猫と犬がいっしょにさんぽなんて、きいたこともないよ」

「あたし、キキっていうの」

　キキはちょっと足をとめていいました。

「ぼくは、イク。犬はタチ、よろしくね」

「あたしの猫はジジ。イクくん、あなたのおさんぽって、どんなところ歩くの？」

「まあ……ほうぼう、あちこち、それから、そのむこう……かな」

「えーっ、むこうって西山のほうまで行くの？」

「いや、なんていったらいいかなあ……名前のないところなんだ、むこうのむこう」

　イクくんは目をあげて遠くを見ました。

「むこうのむこうって……もしかしたら、くすさんのこと？」

「えっ、それ、だれのこと？」

　イクくんはふりむきました。

「人じゃないの。さっきの公園に大きなくすの木あったでしょ。くすさんって、あの木のどこからしいの。この杖の持ち主ね、帽子屋さんなんだけど、その人にたのまれて、あたし、きのうからさんぽしてるの……」

「たのまれて？　さんぽ？」

「そう、ちょっとへんでしょ。その人、毎日かかさずさんぽしていたらしいのよ。でも今ちょっと事情があってできないもんだから、あたしにかわりに歩いてほしいって。そして、あとで話をきかせてほしいっていうの。そのおじいさんは、くすの木のまわりの、なんかふしぎなところを、ときどきさんぽしていたらしいのよ。そこを、くすさんっていうらしいの」

「ふーん、きっと、そこ、その人のとくべつな場所なんだね。心に決めてる自分の場所……ぼく、そんな気がする。君にはそういうとくべつなとこってないの？」

「うーん、あたしに？　この町に来て、一年とちょっとしかたってないし……」

「じゃ、前にいたところでは？」

「生まれたところ？　……そうねえ」

　キキはふっとコキリさんのいる町を目に浮かべました。

「もしかしたら……あそこ……。でも小さいときのことだから。あのね、うちの裏の草山のね、りんごの木の根元で草がぼうぼうはえていたところ。いつも『おさんぽ、ぽいぽい、いこうかな。それとも、なわとび、ぽいぽい、とぼうかな』って歌いながら歩いてたの。かならずそう歌うのよ。おかしいでしょ。みょうに気に入ってたの。ほら、小さいとき、ここはあたしのとこだから、はいっちゃだめーなんていったりするでしょ。そんな気持ちだった」

「ふふふ、ぽいぽいか……かわいいな」

　イクくんの目がおかしそうにまばたきました。

「子どもっぽいでしょ」

　キキははずかしそうにいいました。

「いや、それで、それで終わり？」

「ううん、その草ぼうぼうしたとこをね、はいはいするみたいに入っていくとね、いいにおいの毛布でぐるぐるまきしてもらったような気がしたわ。うわむきに寝ころがって、いつも目をぎゅっとつぶってみるの。目の中で、水の玉が虹にじ色いろに光って、するるー、するるーって動くのがおもしろかった。目の中に空があるみたい。そしたらある日のこと、地面の下、遠くから、くしゃみの音みたいなのがきこえてきたの。たてつづけのくしゃみ。あたしのおかあさんは、くしゃみの薬をつくる名人だから、その薬をもっていって、くしゃみのきこえたとこに、一つおいてあげたの。そのあと行ってみたら薬はなくなってて、こんどは小さくとんとんって音がきこえてきたの。あたしはもぐらだって思ったわ。それから、あたし、もぐらとお話をするようになったの」

「その場所、まだある？」

「あると思うわ。こんどうちに帰ったら行ってみよーっと。なつかしいな、なんだか小さいときみたいにゾクゾクしてきた」

　キキはイクくんに笑いかけました。

「まだおぼえてる。トントトトンって地面をたたくとね、『キキが来ましたよ』ってことだったの。友だちに話したら、『えー、うそーっ』って笑われたわ」

「こういうことって、人にはわかりにくいんだよね」

「イクくんのとくべつな場所って、どこ？」

「君、行ってみたい？」

「ええ、とても」

「そんないいとこじゃないかも。子どもっぽいかも。はずかしいな」

「そこ遠いの？　あたし、この地図にのってる、川のそばの船のうちまで行きたいんだけど……」

「どれどれ」

　イクくんはキキがひろげた地図をのぞきこみました。

「この人、おじいさんの女友だちなんだって。だからぬかすわけにはいかないの。船がうちなんてめずらしいし」

「まだはやいから、だいじょうぶだよ」

　イクくんはまた先に立って歩きはじめました。

　とつぜん、横のほうから「おい、おい」という声がきこえてきました。

　そこはせまい道で、小さな店がくっつきあってならんでいました。

「おい、おい、よっていかないのかい」

　また声がとんできました。見ると靴屋さんです。つるんとはげた頭のてっぺんをこっちにむけて、おじいさんが靴の底をぬっているのでした。靴屋さんは針をぐっとさし、ぬいたところで顔をあげ、びっくりしたように目をまるくしました。

「おや、人ちがいだったね、失礼」

　それからキキがもっている杖つえのほうに目をうつしていいました。

「ほれ、やっぱりその杖にまちがいない。帽子屋のじいさんのじゃないか。コツ、コツって音、毎日毎日きいてたんだから、まちがえるはずないんだよ。それにしても、じいさんはどうしたね」

「今、ちょっと旅行にお出かけなんです。それで、かわりに杖とさんぽするの、たのまれちゃって。いっしょに歩かないと気になるみたいで」

「そうだろ、そうだろ、毎日だったもの。こうしてわしも待っているんだから。でも、やっこさん、旅にねえ。けっこうだね、杖がいらねえんじゃ、車かい。ごうせいなもんだな」

　靴屋のおじいさんは、黒や茶色の靴墨がついている前かけを、ぱんぱんとはたくと立ちあがりました。

「それじゃ、わしもいつものとおり、さんぽのおつきあいするかな」

「えー、おつきあい？」

　キキは思わず大きな声を出してしまいました。ちょっぴりがっくりです。このおじいさんといっしょに、このあとさんぽをつづけるなんて……。

　靴屋のおじいさんはいきなりキキとイクくんの間にはいりこむと、ふたりの手をとって、腰をふりながら歩きはじめました。


　　「さんぽはね　タラッタラッタラッタ

　　　一歩　二歩のさんぽ

　　　さんぽはね　タラッタラッタラッタ

　　　一歩　二歩のさんぽ」



　それから二人の顔をかわりばんこに見て、

「はい、おそまつさん、わしらのさんぽはたったのこれだけ」

といって、「ウハハハ」と大きな声で笑いました。

「帽子屋のじいさんと、毎日かならずこいつをやるんだ。大雨でもふらなきゃ、三百六十五日かかさずにやってた。このとこやってこないんで、どうしたかと思っとったとこよ。わしもひさしぶりでさっぱりしたよ。じゃ、仕事をつづけるからね、さいなら、な」

　靴屋のおじいさんはくるりとうしろをむいて、仕事の椅子にすわりました。

　キキはぽかんとしてしまいました。

　さんぽもいろいろ……扉のむこうへ行ったり、一歩、二歩のさんぽだったり。

　このちょっぴりさんぽだったら、おじいさんとも病院でできそう。さんぽの報告に行くとき、いっしょにやってみよう、と、キキは思いました。

「おもしろかったね。じゃ、行こうか」

　イクくんはぴゅーっと口笛をふいて、犬のタチをうながしました。タチは長い毛をふさふさゆらしながら、先頭に立って歩きだしました。

　ぱーっと風が吹いてきました。

　商店街が小さな切り通しで終わると、道はぐるりとまがって、その先に海につき出るような形で公園がありました。公園は海にむかってゆるやかな下り斜面になっています。ほぼまん中あたりに、ブランコや、シーソーとならんで、緑色のジャングルジムが、まるでこの町一番の高い建物のように、そびえていました。

「へー、こんなところに、こんな公園があったの。知らなかったわ」

　キキは走りよって、入り口に書いてある文字を読みました。

「『はてなし公園』だって、わっ、こんなに小さいのに……」

「でも、はいると大きいよ」

　イクくんは中に走っていきました。

「ねえ、君、ジャングルジムにのぼらない？」

　イクくんはタチを抱きあげました。イクくんの両手いっぱいになるほどの大きさです。わずかに使える指さきを鉄の棒にひっかけてのぼっていきました。

　キキもジジを肩にのせてつづき、海のほうを見てすわっているイクくんのとなりに腰をおろしました。

　波の音がかすかにきこえてきます。波は浜によせて、笑うとのぞく白い歯のような泡になって消えていきます。ずーっと遠くに目をむけると、水平線が銀の糸のように光って横切っています。ジジが「ふああーん」とあくびをしました。

　風が髪の毛をうしろにちらします。キキは体がふーっとひらいていくような気がしました。

「はてなし公園っていう意味、わかるでしょ」

　イクくんがいいました。

「あっ、もしかしてここ？　イクくんのとくべつな場所って……」

「わかった？　ぼく、この海みるとね、体のどこもかしこも背のびしたようでいい気分なんだ。こうしてると、心がむこうのむこうまで行くような気がして、だから、ここ、ぼくの大すきなさんぽ道なんだ」

　イクくんの目が光りました。

「ほんと、あたし、海の中にいるみたい、空の中にいるみたい。あー、あたし、おじいさんにたのまれたおかげで、ほんとうにいいとこに来られたわ」

　キキは水平線を見ました。ほんとうにあの線のむこうのむこうまでさんぽしているように、いろいろな風景が心に浮かんできます。

「ほんとうのこというとね、あたし、魔女なのよ。新米だけど……」

　キキはイクくんの顔を見ないでいいました。

　イクくんはおどろいてキキを見返しました。

「君かあ……町にいるってきいてたけど……」

「今はちょっと休んでるけど、ほうきに乗って宅急便してるの」

「ふーん、そうだってねえ、仕事、楽しい？」

　キキはあっと目をあげました。今までキキの仕事を楽しい？　ってきかれたことなんてありませんでした。キキのまわりには、空を飛ぶ仕事は楽しいに決まっている、と思っている人ばかりでした。とんぼさんなんか、会えばその話ばかりです。キキはいつもとちょっと調子がくるいました。

「楽しいわよ。もちろん」

　キキは自慢してみたくなりました。

「ほうぼう飛ぶのよ。たとえば……めがねの形した沼のある町とか……そこにあたし、カバ、運んだのよ。そ、そう、星くず群島、知ってる？　あそこにはへんてこりんな動物がいるのよ。合唱するの。きいたとき感動しちゃった」

「すごいんだなあ……。そこいくと、ぼくはジャングルジムのてっぺんから、見えないもの見て……、でも、それが楽しいんだ」

　イクくんがいいました。

「名前のとおり、はてしない場所だわ。あたしにもわかる。すわっているんだけど心はとんでいくもん。飛べるから見えるものもあるけど、すわってても見えるもの、いっぱいあるみたい。これも魔法ってあたし思えちゃう。このごろ、なんとなく、飛ぶ魔法にたよりすぎてるんじゃないかって思ってたの……」

　キキは自分のいったことに、はにかんで目をふせました。

　イクくんが両手をひろげました。キキもまねして両手をひらきました。

「ふー」

　ふたりいっしょに大きな深呼吸をしました。それから顔を見合わせて、思いきり笑いました。タチが首をのばして、「うおおーん」とほえました。その声はたちまち空の中に消えていきました。

「ジジも何かいったら」

　キキがいいました。肩の上にのっていたジジは、思いきり大きなあくびをして横をむきました。

「猫、ねむいんじゃない？」

　イクくんがいいました。

「ときどき、すますと、こんなふうにするの、ね、ジジはね」

　キキはジジをゆすって笑いました。




「そうだ。君、まだ、さんぽのつづきあるんでしょ」

　イクくんはそういうと、タチを抱きよせ、おりはじめました。

「また、ここに来たいわ」

　キキもジジを抱いてあとにつづきました。

　用事があるというイクくんとわかれて、キキはおじいさんの友だちの船の家にむかいました。地図のとおりに川ぞいの道を歩いていくと、船の家はすぐわかりました。小さな箱形の船で、まるで折り紙でつくられたようにふわふわと浮いていました。ドアが一つに窓が片側に二つずつ、どちらも桃色のペンキでふちどられています。岸と船とのあいだにかけてある板を渡ろうと、杖つえをコツンとついたとたん、ドアが内側にさっとひかれ、キキと同じぐらいの女の子が立っていました。

　白いシャツに水色の細いズボンに小さな青い帽子をまえさがりにかぶっていました。

　キキはおどろいて止まりました。おじいさんの女友だちなら、年とったおばあさんとばかり思っていたからです。

「あれ、おじいちゃんじゃないの？」

　女の子の帽子の下の細い目がちろっと動きました。

「かわりなの。おじいさん、ちょっと旅行に出かけたので、さんぽのとちゅうによってほしいってたのまれて……。あたしじゃいや？　おじいさんとは仲よしなんでしょ」

「仲よし？　よしてよ。毎日くるから、話をしただけよ。あんたも話したいんなら、はいれば」

　女の子はすいとうしろをむいて、奥に姿を消しました。キキはむっとしました。でもおじいさんはわたしの女友だちって、楽しそうにいっていたのです。このまま帰ってしまったら、おじいさんはさびしがるかもしれません。

「ジジ、あたし、はいるわ」

「じゃ、はいれば」

　ジジは女の子のことばをまねしていいました。

　なかは細長い部屋、へさきのほうに丸い舵かじがついています。窓の下にベッドと棚、奥の壁には大きいのや、小さいのや絵がびっしりとかかっていました。

「そう、帽子屋のおじいさん、旅に行ったの？　まったく、みんなどこかに行くのすきねえ」

「あなたはきらいなの？　でも、旅っておもしろいって思うけど」

　キキがおどろいたようにきくと、女の子はふりかえりました。

「そうかなあ、どこへ行ったっておんなじじゃない。うちのチチ、ハハもいっしょに行こう、いっしょに行こうって、うるさくさそうのよね。ふたりともへんちきりんな海の絵かく絵かきなんだけどさ。海は時々刻々表情を変えるとかなんとか……見ろ、見ろって……大げさなの。海は海じゃないの、べつにさ……」

　女の子はくいっと口をとがらせました。

　キキはあっけにとられて女の子のことばをきいていました。

「みんな、おせっかいなのよね。あの帽子屋のじいさんも、たのみもしないのにやってきて、にこにこしちゃってさ。ひとりぼっちで家の中にいないで、さんぽにでも行こうよなんて、ごちゃごちゃいうの。動くのなんかつかれるっていったら、じゃ、ちっちゃいさんぽしようかって、そんで調子っぱずれの声でさ、『さんぽはね、タラッタラッタラッタ、一歩二歩のさんぽ』とか歌っちゃってさ、『さんぽはいい、はてしない』とかなんとかわけのわからないこといってさ。どうして一歩二歩三歩がはてしないのよ」

　キキはそっと女の子の顔を見ました。

「あーあ、あきちゃった」

　女の子はいいました。

「ほんとにつまらないの？　つまらない、つまらないっていってると、それこそ、ほんとにつまらなくなっちゃうわよ」

　キキの声はすこし大きくなりました。

「じゃ、にぎやかに動きまわれっていうの。そんなのダサイわ。あたし、つまらないでいるの、趣味なのよ。ほっといて。あんたもおせっかいねえ、たのまれたからって……ご苦労さんね」

「ごめいわくだったかしら」

　キキはその鼻の先をにらみつけました。

　女の子はふんと笑いかえしました。

「あたしね、魔女なの、宅急便やってるの。おじいさんにこの杖を運んでほしいってたのまれたのよ、だから……」

「ふん、そう、魔女なの。そういえばハハがいつかいってた。この町にいるって。とっても働きものだって。あんたと同じくらいの年なのにって。ハハはすぐくらべるんだから。でもさ、あたし、思うんだけど、魔法って、おせっかいだと思うわ」

　女の子はわざと体をななめにむけ、あごをしゃくりました。キキはかーっとしてしまいました。

「おせっかいでわるかったわねえ、おじいさん、病気なのよ、それでかわりにさんぽしてくれって……」

「うそ、旅行に行ったっていったじゃない」

　女の子のほっぺたがぴくっと動きました。

「おじいさんに、そういうようにいわれたの。おじいさん、半分ぐらいにやせちゃって、おきられないの。でも、あんたのこと、女友だちなんだっていってた。やさしく笑ってね。こんなにいやがられて、おじいさん、かわいそう」

　女の子は帽子のつばをぐいっとひっぱると、あわててむこうをむいてしまいました。

「おじいさん、今、どこにいるの？」

　女の子は下をむいたままききました。

「西山のほう、ハナノ病院」

　キキが答えると、女の子は、すいっと戸口にむかいました。

「行くの？」

　女の子はふりむいて、「うん」とうなずきました。帽子の下の目がうるんで、まん中によっていました。

「ここからは遠いけど、道、知ってる？　それに、もう面会時間はすぎてるし……」

「はいれないの？」

「うん、たぶん。あしたの朝だったら、あたし行くけど、いっしょに行く？」

「うん、行く」

「じゃ、時計台の下で、十時に」

「わかった」

　女の子はうなずくと、キキを見て、「おくれないでよ、それと……あたしの名前、ウミっていうの」といいました。




　キキは船の家から出ると、すこし歩いてふりかえりました。小さな窓から電気の光がもれていました。キキはほっとして、おじいさんのくれた地図を出して、ながめました。

　のこりの道はあとわずかです。地図のとおり、川ぞいの道を歩き、白い橋を渡り、かっちりとした字で書かれた「帽子屋」という看板のかかったガラス戸をあけました。

　だれもいない家の空気がつめたくキキにあたりました。暗い土間の中で、かさ立てをさがし、おじいさんの杖を入れました。それから、その上にかかっている赤い帽子をとりました。それはさっきウミさんがかぶっていた帽子とそっくり同じ形をしていました。

「おじいさんったら……」

　キキはつぶやいて、ぐっとことばをつまらせました。キキは帽子をかぶりました。

「よくにあうよ」

　ジジが見あげていいました。




　つぎの朝、時計台の下で待ちあわせたキキとウミは走って病院にむかいました。でも、おじいさんのベッドには見知らぬおじさんが寝ていました。

　キキを見て、看護婦さんが廊下のむこうから走ってきました。

「魔女さん、魔女さんでしょ？　帽子屋さんからのおことづけがあるのよ。おとといの夕方、あなたが帰ってからすぐ、帽子屋さん、急に旅行に出かけることになってね、あなたが来たら、よろしくってつたえてくれって、いつかまた会いましょうって。じゃ、いいわね、おつたえしましたよ。あたし、帽子屋さんとお約束したの、きっとおつたえしますって」

　看護婦さんはそれだけいうと、ぼうぜんとしているふたりをのこして、逃げるように走っていってしまいました。




　キキとウミはだまって歩きだしました。おそろいの赤と青の帽子がうなだれて、坂道をくだっていきました。道が二つにわかれるところに来ました。

「あたし、もう、ひとりで帰れるから」

　ウミがいいました。そして、「じゃ」というと一方の道を歩きだしました。キキは追いかけようとして立ち止まり、声をかけました。

「ねえ、ウミさん、こんどいっしょにさんぽしない？　さそいに行ってもいい？」

　すると、むこうをむいて歩きながら、ウミは大きくこっくりとうなずきました。

　気がつくと、キキはまた公園のくすの木の前にすわっていました。くすの木は前と同じようにどうどうと立っていました。あの日とはちがって、くすの木の葉っぱは真昼の光を受けてつやつやと光っています。キキは根元のあたりに目をこらしました。おじいさんはきっと、くすさんのむこうを歩いているにちがいないと思いました。

　それにしても、おじいさんはキキに何をたのんだのでしょう。ただ杖つえを運ぶだけだったのでしょうか。いっしょにさんぽしているつもりになりたかったのでしょうか。おじいさんは毎日さんぽをしながら、いろいろなものをのこしていったみたい、とキキは思いました。もしかしたら、キキにそれを見せてくれたのかもしれない……。

　キキはふーっと息をついて、空を見あげました。







　11　キキ、赤い靴を運ぶ







　朝から雨が降りつづいています。

「ジブジブジブって、まったく、いくじなしの女の子みたい」

　キキは目の前にさがっている、いつまでたってもかわかない洗濯物をにらんでいいました。そばでジジがしきりに手で顔をなでています。

「でもぼくは雪が降るよりいいな」

「上に行ってあついお茶でも飲もうかな」

　キキが立ちあがりかけると、ルルルルーと電話が鳴りはじめました。

　受話器をとると、

「あの、えーと、そちら魔女のおとどけ屋さん？」

と、細くて高い声がきこえてきました。

「はい、そうです」

「あの、えーと、えーと、ちょっとおとどけ、おねがいできますかしら」

「はい」

　キキは部屋のすみにおいてあるほうきを、ちらっと自信のない目で見ました。

「こちら、えーと、よめな通り九十九番地ですけど……ほんとうにいらしてくださるでしょ」

「はい、ええ」

「あのー、あのー、雨でも来てくださるんでしょ」

「は、はい。よめな通りですよね」

「じゃ、待ってますよ」

　キキは窓から空を見あげました。

「雨、雨、ふー」

　キキはため息をつくと、戸棚から黒い色のかさをとり出しました。

「かさぐらい、赤とかみかん色とか……景気つけちゃいけないのかしら……」

　ジジがキキを見ています。目があって、キキは一瞬口をつぐみました。

「このとこ、うちにばっかりいるんだから、外の空気をすこしはすわなきゃ。キキ、行くのいやなの？」

「いやじゃないけど、ほうきが……」

　ほうきはりんごを運んだときこわして、そばにあった枯れ枝で、まにあわせにつくったまんまでした。はやくつくりなおさなくちゃって思いつつ、きょうまで、のばしのばしにしていたのです。

「じゃ、歩いていくの？」

「うん……」

「まったく、イジイジして、いくじなしの女の子って自分のことじゃないの？　よめな通りって遠いよ。それでもこの雨の中歩くつもり？」

「ううん、なんとか飛んでく。さ、行こ」

　キキはほうきをかかえると、戸口にむかいました。




　ほうきはどことなくたよりなく、ときどき、よろろとへんなゆれかたをします。

　よめな通りはコリコの町のぎりぎりはずれにありました。家と家との間がだんだん遠くなって、最後にぽつんとあるのが九十九番地でした。

　玄関のベルを押すと、ひきずるような足音がして、ドアがあきました。小さなおばあさんが、顔をいっしょうけんめい上にあげてキキを見ました。

「よく、来てくれたわね。あら、あら、こんなにぬれてしまって。さあ、さ、どうぞ」

　いわれるままにはいると、家の中は、なまあったかい湯気がもうもうとたちこめています。

「外は雨で、うちの中は霧か……」

　ジジはつぶやいて、小さくくしゃみをしました。

　窓という窓は湯気でくもって、どこかよその世界にすっぽりとはいりこんでしまったような感じです。

「ああ、そう、そう。あたし、今、お豆さんを煮ているところなの。あなた、おすき？　甘いお豆さんよ」

　おばあさんはおなべのふたがかたかた鳴っているコンロに近づいて、火を細くすると、湯気のたった白い豆をお皿にとりました。

「おひとつ、いかが？」

　キキは豆を一つつまんで口に入れました。

「わー、おいしい」

　おばあさんはうれしそうに目をかがやかせると、そばのボール紙の箱をあけて、赤いリボンのついた靴をとり出しました。

「あのー、あのーね、これをあそこへとどけていただきたいのよ」

　おばあさんは体をねじって、湯気でまっ白になっているガラス窓のむこうを指さしました。

「あそこって、すぐそこ？」

　キキはききました。

「そ、そうよ、ちょっと、このくもっている窓ふいてみて、見えるから」

　おばあさんはうなずきました。キキはいわれるままに窓に近づき、手のひらでガラスをこすると、ガラスはさっとすきとおり、おばあさんの家の垣根と、そのむこうにつづく林が見えました。すずめが一羽、おどろいたように飛びたちました。

「大きな家が見えるでしょ。あそこはすかんぽ通りっていうのよ。玄関にのぼる階段に、ちっちゃな女の子がすわっているでしょ。名前はコダマちゃんっていうの。その子にこの靴、とどけてやってほしいのよ」

　キキはなんと返事をしていいかわかりませんでした。どう見ても、女の子どころか、家も見えません。葉をつけた木と、はだかの木がまざった、こんもりとした林、そしてそこに消えていく一本の道だけです。でも、目の前のおばあさんはにこにこ笑いながら、あたりまえのように話をしています。

「あの林のむこうですか」

　キキはおずおずとききました。

「ううん、ほら、見えるでしょ、うさぎの彫刻のついた階段にすわっている女の子」

　キキはだまって首をふりました。

「あら、わかんないの。うさぎの彫刻よ。それ、ミコちゃんって呼んでたの」

　おばあさんはふしぎそうにききました。キキは申しわけなさそうに、もう一度首をふりました。

「おかしいことねえ」

　おばあさんは体のむきを変え、こんどはさっきの窓とは反対側の窓を、ブラウスの袖そでできゅっきゅっとふきました。

「ほら、見えるじゃないの、ちゃんと」

「あら、こっちだったんですか」

　キキはそばからのぞきました。たしかに家が見えました。でも、それは遠くにぽつんとたっている家です。窓にはカーテンがさがっているようです。階段なんてありません。女の子だってすわっていません。雨が降っているだけです。

　キキはなんだかこわいような気持ちになって、体をこわばらせました。

「ね、見えるでしょ」

　おばあさんはさも安心したというように、大きく息をつくと、そばのソファにすわりました。

「あのコダマちゃん、悲しそうな顔をしてたでしょ。だって、とってもわるいことしちゃったんですもの、とっても後悔しているのよ。四日前、おねえさんのコズエちゃんの八つのおたんじょう日だったのよ。それでコズエちゃんは、おとうさんからお祝いに赤い靴をもらったの、かかとがちょっぴり高いのよ。ほら、この靴と同じもの。おとなの靴みたいで、とてもすてきでしょ」

　おばあさんは手にもった赤い靴を何度もなでました。

「コダマちゃんはうらやましくってねえ。『おねえちゃん、ちょっと、ちょっとだけでいいから、あたしにもはかせて』って何度もたのんだのよ。でも『だめ、あたしんだもん』って、コズエちゃんはうしろにかくして、見せてもくれないの。けんかになりそうになってね、そしたらおとうさんが、『ほらほら仲よくおし、これから海岸通りのレストランでお祝いの食事をしよう。はやくしたくをして、おまえたちは階段とこで待ってなさい』。するとコズエちゃんは、ぴょんぴょんはねながらいうじゃないの。『あたし、あたし、新しい靴はいていくんだ、いーくんだ、いいでしょ、いいでしょ。コダマちゃんにはあたしの古い靴かしてあげるね』って。コズエちゃんとコダマちゃんは一つちがいなもんだから、足の大きさはだいたい同じなの。ふたりは大いそぎでよそいきの洋服を着て、靴をはいて外に出たの。コズエちゃんは新しい靴がうれしくって、玄関の階段をのぼったりおりたり。


　　　かかと　かかか

　　　かかと　とかか

　　　かかと　ととと

　　　とまれ　かかと

　　　ととと　とまった



　こんな歌をうたいながらね。コズエちゃんのちょっと高いかかとがいい音してさ。まねしてコダマちゃんもやってみるんだけど、古い靴でしょ、へんな音しか出なくて、


　　　かかと　ででで

　　　かかと　ががが



　こんな音にきこえるのよね。

『おねえちゃん、ちょっとだけその靴はかせて』

　コダマちゃんはもう一度たのんだのよ。でもコズエちゃんは『だめーっ。あたしの靴だもーん』って、いじわるいうの。

『さ、行こうか』

　まもなく、おとうさんとおかあさんがうちから出てきて、みんなそろって電車に乗ったの。これから食べるごちそうの話をしながらうきうき。コズエちゃんはおとなの人みたいに足を組んですわって、つんと靴をみせびらかして、コダマちゃんの目の前でルンルンってふってね。いっしょに赤いリボンもゆれて。コダマちゃんはそれをちらりちらりと見ていたかと思うと、ちょうど大川の橋の上に電車が来たとき、その靴のかたっぽをコズエちゃんの足からひっぱって、そのまま電車の窓からぽーん……投げちゃったの。靴はさーっと赤い線みたいになって、下の大川に落ちていったの。コズエちゃんはものすごい声で泣きだした。コダマちゃんもものすごい声で泣きだすし。おかあさんのおこった声、おとうさんのおこった声。ふたりの泣く声。電車の中は大さわぎ。

　その日のおたんじょう日のごちそうはもうさんざんだったわ。コズエちゃんは『あたしのくつー、あたしのくつー』って、しゃくりあげるばかり。コダマちゃんは靴を窓から投げたとたん、とっても自分がわるい子だって気がついたのね、だからやっぱりしゃくりあげるばかり。つぎの日、コダマちゃんは靴をさがしに、ひとりで橋まで歩いていって下をのぞいてみたの。でも見つからなくて。そのつぎの日も行って、でも、やっぱり見つからなくってね」

　おばあさんは、さっき湯気をふいた窓のほうをむくと、何かをさがしてでもいるように、うろうろとのぞきこみました。ショールをまいた肩が急にしぼんで、おばあさんが小さな女の子の姿に見えました。キキはどきっとして息をつめました。

「おばあさん」

　キキは思わず声をかけました。

「あの子ったら、いつまであそこにすわっているつもりかしら、かわいそうに……」

とおばあさんはひとりごとをつぶやくと、急にキキのほうをふりむきました。

「そうなのよ、あたし、今朝、買い物に行ったらね、大通りのお店でコズエちゃんのと同じ赤い靴を見つけたのよ。これよ」

　おばあさんはさっきの靴をさし出しました。

「ね、魔女さん、はやくコダマちゃんにもってってあげてよ。コズエちゃんに返すようにいってあげて。あの子、ずーっとずーっと胸がつぶれるほど後悔しているんですもの。あの子の心から、悲しいできごとを消してやってちょうだいな」

「はい」

　キキはうなずいて受けとりました。

　おばあさんは追いかけるようにいいました。

「住所はすかんぽ通りよ。時計台の東側、七番地。たのみましたよ」

「はい」

　キキはドアをあけて、外に出ました。キキは十歩ばかり歩いて立ち止まりました。

「どうすんの、とってもへんだよ」

　ジジがキキを見あげていいました。

「しーっ、きこえるでしょ」

「だってさあ、あの、おばあさん、かんちがいしてるんじゃないの。遠いとこと近いとこがいっしょになってるみたい」

「でも、行ってみましょうよ、時計台まで」

「すかんぽ通りって、いったいどこにあるんだろ。きいたこともないよ」

　ジジは足もとの水たまりをいやがって、キキにとびついてきました。




　雨はもう気にならないほど、こやみになっていました。キキは赤い靴を両方のポケットに一つずつ入れて、飛びあがりました。そして時計台まで来ると、ゆっくり一回まわって、その東側におりていきました。このへんは旧市街と呼ばれ、古い町並がのこっています。細い道が多く、建物はどこかすこしずつかたむいて見えました。キキは道の標識を見ながら歩きました。でもすかんぽ通りなんていう変わった名前はどこにもありません。すれちがう人にもきいてみました。みんな、「さあー」と首をかしげるばかりです。もしかしたら、すかんぽ通りは、おばあさんの夢の中の通りなのかもしれません。さがしても、見つけることのできない通りなのかもしれません。キキはそばの壁によりかかりました。どうしたらいいのかわかりませんでした。なにげなく、目の前の自動車修理工場を見て、びっくりしました。そこの入り口につづく二段ばかりの階段の柱に、うさぎの彫刻がついていたのです。

「たしか……あのおばあさん、うさぎの階段とかいってた」

　キキは走って工場の中にはいっていきました。男の人がひとり、小さな事務所で書きものをしていました。

「あの、ここは前から工場だったんですか」

　キキはききました。

「ああ、そうだと思うよ」

「でも、あの階段……うさぎの……古そうに見えるけど」

「ああ、あれは、前の建物のを利用したらしいよ」

「そう、やっぱり。じゃ、ここはすかんぽ通りっていうんでしょ」

「そうだよ。よく知ってるねえ。十二、三年前にむこうの通りとつなげてまっすぐにしてから、一本道通りって名前に変わっちゃったけど。おじょうちゃん、どこかさがしてるの？」

　男の人はいいました。

「ええ……いいえ……どうもありがとう」

　キキはお礼をいって歩きはじめました。ポケットの中の靴がゴツゴツ体にあたります。

「ねえ、どうしたの、へんだねえ。へんだよ。頭ごちゃごちゃしちゃうよ。ここがそうなの、おばあさんがいったとこなの？」

　ジジがキキのあとを追いかけながらいいました。

「そうらしいの……でも遠いむかしのね」

　キキはちょっとのあいだ、空を見ました。

「やっぱり、おばあさんに返しに行こう」

　キキはジジに手をさしのべ、飛びあがりました。そして、ふと思いました。

「もしかしたら返すんじゃなくて、とどけに行くのかもしれない」




　キキはドアをノックしました。ひきずるような足音がして、ドアがあき、おばあさんが笑顔を浮かべて立っていました。

「あの、この靴……」

　キキがいいかけると、おばあさんはとびあがるように体をはずませました。

「あっ、その靴、どこにあったの？　あたし、さがしてたのよ。ずーっと、ずーっとさがしてたのよ。見つけてくれたのね、ありがとう」

　おばあさんは子どもみたいに靴をぎゅっと抱きしめました。

　キキはなんといっていいかわかりませんでした。だまってドアをしめようとしました。でもふと、その手を止めてききました。

「おばあさん、お名前、なんておっしゃるんですか？」

「あたし、あたしはコダマっていうんですよ」

　おばあさんは顔をぐいとあげて、しっかりした声で答えました。

　キキはじっとおばあさんを見、しずかにおじぎをしてドアをしめました。




「ねえ、いったい、これ、どういうこと。あのおばあさん、コダマさんだって……」

　家にむかって空を飛びながら、ジジがいいました。

「あのおばあちゃんはね、心の中で、むかしと今を行ったり来たりしてるみたい。だから、あたしたちもいっしょに行ったり来たりして、たぶん、コダマさんの中の、ちいちゃなコダマさんに靴をおとどけしたのよ」

「ふーん」

　ジジは息をはくと、考えるように目を上にむけました。







　12　キキ、町の女の子を運ぶ







　コキリさんからの手紙を読み終わると、キキはそれをひざにおいたまま、じっと天井をみつめていました。

　コキリさんの手紙にはこんなことが書いてありました。


　　「キキ、お手紙、ありがとう。ひさしぶりでとてもうれしかったわ。あなた、じょうずにやっているようね。いちだんと成長しているようすが目にみえるようです。ただちょっと考えこんじゃったみたいね。それはキキが物を運ぶだけでなく、たのまれた人の心の中まで、考えるようになったからじゃないかしら。それはキキが自分のことをしっかり考えるようになったってことだと思うわ。かあさんも同じような悩みをもったことがあるからよくわかります。魔女もいろいろでね。とくにむかしの魔女の中には……のろい専門なんて人もいたらしいんだけど……でも、のろいもいろいろよ。切ないのろいだってあるかもしれないじゃない……どれがいい心から出たものか、どれがわるい心から出たものか、なかなかわからないと思うの。かあさんは、だれにも、それを決める力はないと思うわ。

　　　それより、かあさんは自分でまんぞくできるものをつくって、人によろこんでもらえないだろうかって、くしゃみの薬をつくるようにしたのよ。つくるって、ふしぎよ。自分がつくっても、自分がつくっていないのよ」



　コキリさんの手紙はそのあと、オキノさんのことや町のようす、今年できた新しいくしゃみの薬のことなど、おもしろく書いてありました。

　でも読み終わったあと、キキは妙な気分になってきました。コキリさんの手紙はキキをほめてくれたときでも、いつも終わりには「でもね……」ということばのおまけつきでした。

　でもね、世の中、そんなにかんたんなものじゃないわ。

　でもね、もっとよく考えてね。

　でも、きょうの手紙にはそれがないのです。キキはいいたいことを何かがまんしているコキリさんを感じました。

「くしゃみの薬……」

　キキはぽつりとつぶやきました。

　それから、「つくるって、ふしぎよ。自分がつくっても、自分がつくっていないのよ」というところを読みかえしました。どういう意味なのか、キキにはわかりませんでした。でも、とても気になることばでした。




　ルルルルー　ルルルルー

　電話のベルが鳴りだしました。キキが受話器をとると、「魔女さんですか」という元気のいい声が耳にとびこんできました。

「はい」と答えると、それにのりかかるように声がひびきました。

「ねえ、おぼえてる？　あなたのこと、こうもりだっていって、木の上からパチンコで打っちゃったあたしの弟のこと」

「ええ、あの、どうして、どうしての坊やね」

「そ、そう。あっ、ヤアくん、電話の線、ひっぱらないでよう。魔女さんと話すの、おねえちゃんが先よう」

　男の子の声がきこえてきました。

「あのねえ、魔女のおねえちゃん、まだ、猫ちゃんのしっぽある？　猫ちゃんのしっぽはどうして動くの？　ねえ、どうして？」

　キキはくすりと笑いました。あい変わらずの坊やです。

「あのねえ、魔女さん」

　また声が変わりました。

「あたし、キキっていうの。そう呼んで」

「キキ？　わー、かわいい名前。わたしはモリっていうの。平凡でしょ。でも、しょうがないわ」

「モリ？　いいじゃない」

「ありがと。ところでキキ、あなた、おとどけ屋さんでしょ。わたし、おねがいがあるのよ。わたしにね、町の女の子を運んできてくれないかしら」

「えーっ、町の女の子？」

「そう、すてきな女の子」

「むずかしい注文ねえ」

「むずかしくないわよ、それ、あなたのこと。わたし、あなたと仲よしになりたいのよ」

「わー、うれしい。でも……」

「ね、待ってるわよ。ひまなときでいいわ。わたしはいつでもひまだから」

　モリさんは早口にいうと、電話は切れてしまいました。

「町の女の子だって……あたしだって……」

　キキはガラスにうつった自分の姿をみつめました。

　ぱたん、と音がして、開いた窓からジジが床にとびおりました。

「ジジ、あんた、どこに行ってたの」

　ジジは返事もしないで、前足をそろえてのばすと、ふああーんと大きなあくびをしました。

「つかれてるみたいね、どこへ行ってたの」

「ちょっと」

　ジジはそっけなくいうと、部屋の奥に行きかけました。

「ジジったら、おしえてくれてもいいでしょ」

　ジジはしかたないというように、キキの足もとにもどってすわりました。

「ちょっと集まりです」

「あつまり？」

「そう、猫の集まりです。体操会です。猫の目体操です。猫には目がたいせつですから」

「どうしたの、ジジ。『です、です』って、ずいぶんごていねいないいかたねえ。あんたはいい目をもっているはずよ。いつか検眼したとき、ふたりとも鳥ぐらいよく見えるって、お医者さんにいわれたでしょ。猫の集まりなんて……仲間どうしの仲よしこよしは、あまりすきじゃないっていってたくせに」

「気持ちがいいんです。


　　　やみを　みる目

　　　やみの　むこうに　目を　のばそう

　　　心　しんしんと　やみ



なんて、みんなで歌いながら体操するんです。ふふふ、かっこいいでしょ。目ってね、ただ見えればいいってもんでもないから」

　ジジはそういうと、目を細めて窓のむこうをながめました。

「ジジ、このごろ妙にややっこしいこというわね」

　キキはぷっとほっぺたをふくらませました。

「ぼく、すこしおとなになっているのかもしれません。つまり世界を広く見たいんです」

「ジジも、しっぽふりふり、いろいろ考えてるのね。その会には猫しかはいれないの？」

「ええ。でも、ひとり人間がはいっています。ちっちゃな女の子です。かわいがってる猫が来るんでついてきちゃうんです。その子、かわいいんだなあ、しゃがんじゃって待ってるの。猫みたいにまるまって」

「ジジはちっちゃな女の子がすきねえ」

「ふふふ、でもその子のつれてる三毛猫のほうがもっとかわいいよ」

　ジジはひとりでてれて、頭を胸にしきりにこすりつけました。

「あら、ジジのお気に入りは三毛ちゃんなの」

　キキはしっぽをさっとさわって、からかいました。




「おソノさん、町の女の子運んでって注文なの。それあたしのことだっていうのよ、こまっちゃったあ」

　キキはおソノさんのところに相談に行きました。

「なに遠慮してるの、行ってらっしゃい、行ってらっしゃい」

「でも……あたしなんてつまらない女の子だし……魔女じゃなかったら、きっと見むきもされないわ」

　おソノさんは眉まゆをひそめてキキを見ました。

「何いってるの。ばかばかしいこと考えないの。すぐ魔女だからって考えるのは、キキのわるいくせよ。だれにもないものもっているんだから、堂々と胸をはりなさい」

「そう？」

　キキはむすっと口をつぐみました。

「ぐずぐずいってないで、髪の毛、アミアミ編みにでもして行ってらっしゃいよ、景気よく」

「なあに、そのアミアミアミって」

「やだわ、知らないの。おくれてるう。今、大はやりよ。アミアミって歌手がね、やってる髪形。ほら、通りを見てごらんなさい。いっぱいいるわよ」

　キキは戸口からのり出して、むこうの大通りをのぞきました。

　ちょうど、髪の毛をいくつにもわけて、細い三つ編みにし、先にリボンを結んだ女の子が歩いてきました。歩くたびに三つ編みが笑っているようにゆれています。

「ほら、あれよ」

　おソノさんがわきからのぞいていいました。

「そんなに人気なの？」

　キキは自分の毛をひっぱって、じーっとながめました。




「ジジ、どう、これ？」

　つぎの朝、苦心して編んだ三つ編みを指さしながら、キキはくるっとまわってみせました。編んだ毛がブランコのように、目のはじでゆれています。

「やっぱり、人間もしっぽがほしいんだ」

　ジジはばかにしたように鼻先で笑いました。

「モリさんとこに、えい、ひとっ飛びいきますか。ほうき、あのまんまだから、ひとっ飛びってわけにはいかないかな。でも、元気だしていきますか、町の女の子と町の猫が……」

　キキはぱっぱっとスカートのほこりをはらいました。すると、

　ルルルルー　ルルルルー

　電話です。

「あら、仕事だったらどうしよう」

　キキは受話器をとりあげました。

「魔女の宅急便屋さんですか」

　女の人の声がしました。

「はい」

「いつも黒い猫、つれてらっしゃる方ですよねえ」

「はい、そうですけど……」

「あの、おねがいしたいことがあるんですけど……いらしていただけないかしら」

「はあ」

　キキはあいまいな返事をしながら、頭の三つ編みをさわりました。

「すいません、ちょっとこまっているんです」

　女の人は追いかけるようにいいました。

「はい、わかりました。すぐうかがいます」

「たすかります。こちらはつばき通りの三十二番地です。スズノと申します」

「つばき通りですね、では、すぐ」

　キキが電話を切ると、ジジが、

「つばき通り？」

と首をのばしました。

「そう、その人、ジジのこと知ってたみたい」

「もしかしたら」

「もしかしたらって？」

「いや、なんでもない」

　ジジはそわそわと歩きまわりました。




　スズノさんの家はすぐわかりました。

　玄関から出てきたスズノさんは、厚い毛布にくるんだ小さな女の子を抱いていました。そして、よく見ると、その女の子は小さな猫をしっかりと抱きしめていました。

「あっ、やっぱり」

　キキの肩にのっていたジジがさけびました。

「この子なの。さっき話した猫の集まりに来る子。あの猫はね、ベチっていうんだ」

「さては……ジジのお気に入りの猫さんね」

　スズノさんが話しかけてきました。

「この子ったら、猫をいっときだってはなそうとしないんですの。でもきのうからひどい風邪をひきましてね。熱もこわいほど高いのに、抱いたままで。ゆっくり寝てほしいのに、ベチ、ベチって夜中に何度も目をさまして、こまってるんです。あなたがいつも、おりこうそうな猫さんとごいっしょのとこ拝見してましたので、できたら、すこしの間あずかっていただけたらと思って……」

　女の子はふーふーと苦しそうな息をしています。ほっぺたもまっ赤です。

「動物ってどこへでもあずけられそうですけど、これがなかなかむずかしくって」

　スズノさんは不安そうにキキを見ました。すかさず横からジジが「にゃあ、にゃあ」と大きな声で鳴きだしました。「いいじゃない、あずかろうよ」というのです。

「でも、モリさんとこに行くのよ」

　キキもジジだけにわかるようにいいました。

「つれてけば、いいじゃない。ぼくはぜんぜんかまわないよ」

　めずらしいことに、ジジはひとのお世話にのり気です。

「猫さん、鳴いてるけど、おいやなのかしら」

　スズノさんはききました。

「いいえ、これ、よろこんでる鳴きかたなんです」

　キキは笑いだしたくなりました。

「ああ、よかった。ベルちゃん、このお兄さん猫さんが、ベチちゃんをあずかってくださるって。お病気がなおったら、すぐつれてきていただくからね」

　ベルちゃんは目をあげてジジを見ると、こっくりうなずいてベチをはなしました。とたんに自由になったベチは、キキのあいているほうの肩にとびのってきました。

「よかった、たすかりましたわ」

　スズノさんはほっとして肩をさげました。




「モリさんとは、きょう行くって、朝電話して約束しちゃったのよ。このおチビさんもつれてくのお」

　家に帰ると、キキはぶすぶす文句をいいました。ジジが、いつになく楽しそうにベチとじゃれあっているのも、キキはおもしろくないのです。それにキキにはわからない猫どうしのことばがあるらしいのも、すこし気に入らないのです。

「あたし、知らないから」

「いいじゃない。この子、小さいわりにとてもりこうだし、それに軽いし……」

　ジジは「な、だいじょうぶだよな」とでもいうようにベチに顔を近づけました。

「ところで、その子、女の子？」

　キキはききました。

「そうだよ」

　ジジは答えて、すいと横をむきました。

「なるほど」

　キキはくっと笑いました。




「わー、いらっしゃい。待ってたのよ」

　モリさんは家の前に着陸したキキを見て、うれしそうにとび出してきました。

「あたし、町の女の子らしくないわよ」

　キキはモリさんの手をとっていいました。

「そんなこと気にしない。会えればいいのよ。さ、はいって」

　モリさんは家の戸をあけました。

　キキがはいろうとすると、いきなり頭の上から、ぱらぱらとかわいた木の実がおちてきました。

「ほらね、これがヤアくんのごあいさつよ」

　見ると、この間と同じ木の上に、あの小さな男の子がまたがっています。まるで枝になったみたいにぴったりくっついて、ゆーらゆーらとゆれています。

「あっ、あの子がいること忘れてた」

　ジジが悲鳴をあげました。

「あら、猫ちゃん二ひき？　生まれたの？」

「ううん、一ぴきはあずかりものなの」

　モリさんは上をむいて声をはりあげました。

「ヤアくん、おりていらっしゃい。あなたの大すきなおねえちゃんがいらしたわよ」

　ヤアくんはするするとおりはじめました。とたんに猫二ひきは、さっとしげみに逃げこみました。

「こんにちは」

　キキがあいさつすると、地上におりたヤアくんは、だまってぴょんと一つとんでみせました。

「すごく高いとこまでのぼれるのねえ」

　キキはヤアくんの頭をなでました。

「あれから、あのおねえちゃんみたいに飛びたい飛びたいって、たいへんだったのよ。でもね、やっと飛ぶのはむりってわかったらしく、あとは木のぼりばっかり」

「そうだよ。たかーく、たかーくのぼれるんだから。お月さまとあくしゅできるぐらいのぼれるんだから。すごいでしょ」

　ヤアくんは足を一歩前に出して、胸をはりました。

「ほんと、すごい」

　キキが笑いかけました。

「この子はいつもこの調子。さ、はいって、お茶にしましょうよ」

　モリさんは家の中にはいっていきました。つづいて、キキとヤアくん、そのあと、ヤアくんに気づかれないように、ジジとベチがそっとそっとつづきました。

　一歩足をふみ入れて、「わあー」とキキは声をあげました。

　外の枯れ草色の景色とうって変わって、部屋の中は春の野原のようでした。空色のカーテンには、布でつくったちょうちょとてんとう虫が一ぴきずつとまっています。うす緑色のじゅうたんに、クローバー色のクッション。低い白いテーブルは、おりてきたわた雲のようです。色とりどりの花をししゅうしたテーブルクロスとナプキン。その上に、ほかほかと湯気をたてているむしパンが、かごにはいっていました。

「すてき！　これ、だれがつくったの？」

　キキがはずんだ声でいいました。

「あたし、ふふふ」

　モリさんが首をかしげました。

「ひまだから、チクチクやっただけ」

　そばにはほし草で編んだスリッパ。壁にかかっている帽子も赤い木の実や花などが編みこんであって、なんとかわいいのでしょう。

　自分の部屋のようすが、ちらりとキキの頭をかすめました。カーテンは粉を入れてあったもめん袋をはぎあわせたもの。パン屋さんの粉置場だったときのままです。おソノさんが、もうすこし女の子らしいのにしたら、といったとき、カーテンなんてあればいい、とキキは思ったのです。

　いつも黒い服なんてつまらない、たまにはおしゃれしたい、とキキは不満を感じていました。でもおしゃれするところって、洋服だけではなさそうです。キキは背中をどんと押されたような気がしました。

「モリさんって、すごいのね」

「そう？　うれしい。町の暮らしとちがって、毎日が平凡でしょ、友だちもいないし……だから、近くにあるものとなるべく仲よくしようかな、って。そうじゃないと、つまんなくなっちゃうもん。負けおしみじゃないけど、草や木だって、あんがいいい友だちよ」

　モリさんはちらりと舌の先をみせて笑いました。

　キキはモリさんをまぶしい気持ちで見ていました。

　魔女より、ふつうの女の子のほうがいいなんて思ったこともあったけど、それは思いあがりじゃないかしら。モリさんのように、こんなぎっしりいっぱいすてきな人に、あたしなんて、とてもとてもなれそうにない……とキキは思いました。

「キキ、町のこと、話してよ」

　いわれて、キキはとっさに髪の毛に手をやりました。

「あっ、その髪形、おもしろい。町ではやってるのね。あたしもやりたい」

「へんてこりんでしょ」

「ううん、かわいい」

「じゃ、すわって」

　キキはモリさんを鏡の前にすわらせると、髪の毛をアミアミ式に編んでいきました。

　モリさんはできあがった頭を見て顔をしかめました。

「やっぱり、キキのみたいに町っぽくならない。なんだか、ねずみのしっぽみたい」

「ごめん、あたし、編むのへただから」

「ううん、あたしの毛のせいよ」

　モリさんはそれでもうれしそうに、編みあがった毛をぶらぶらと動かしました。

「ねえ、魔女のおねえちゃん、ぼくもねずみのしっぽ、ほしいよう」

　ヤアくんがキキのスカートを強くひっぱりました。

「ちょ、ちょっと待ってよ」

　キキはスカートをひっぱりかえしました。

「ねえねえ、はやくしてよう。ほしいよう。あそこにいる猫ちゃんたちといっしょに、しっぽごっこして遊びたいんだよう」

　ヤアくんの声をきいたとたん、戸棚の下にかくれたつもりでいたジジとベチが、ぎくりと体をよせあいました。

「えい」

　ヤアくんは戸棚の下にすばやく手をつっこむと、ジジのしっぽをつかんでひっぱり出しました。

「ギャオ」

　ジジが悲鳴をあげました。

「ヤアくん、やめて」

　キキがさけびました。その声の大きさにヤアくんがびくっと顔をあげたすきに、ジジはさっとすりぬけて、ベチといっしょに姿を消しました。

「猫ちゃん、猫ちゃん、猫ちゃん」

　ヤアくんが足をばたばたさせて泣きだしました。

「遊びたいよう、遊びたいよう、遊びたいよう」

　キキはむらむらとしてきました。

「やだよ、やだよ、やだよ」

　ヤアくんは泣くのをやめません。キキはにらみつけました。おしりをたたいてやりたくて、手がいらいらしています。

　すると、モリさんがのんびりとした声でいいました。

「わかった。ヤアくんもしっぽがほしいの」

　ヤアくんの泣き声がぴたりと止まりました。

「おねえちゃんが今、しっぽ、つくってあげようね」

　モリさんは戸棚をあけると、赤い毛糸を出して三つ編みをはじめました。すごいはやさで三十センチほど編むと、ヤアくんのズボンのおしりにぬいつけました。手品のようでした。キキはイシ先生の、入れしっぽのことを思い出しました。

「ほら、できた。ヤアくんのしっぽができましたよ。ちゃん、ちゃん」

　モリさんがしっぽをゆすると、ヤアくんはたちまちきげんをなおしました。

「ねえ、猫ちゃん、しっぽとしっぽであくしゅしようよ」

とさけびながら、ヤアくんは戸棚の下やカーテンのかげをのぞきこみました。するとジジがおそるおそる出てきました。そして、しかめっつらをしながら、うしろをむいて、自分のしっぽをヤアくんのしっぽにぴんぴんとぶつけました。

「あーっ、しっぽのあくしゅだ！」

　ヤアくんがぴょんぴょん体をはずませました。

「ジジ、あんた、むりしちゃって」

　キキが小声でささやきました。すると、ジジは背中をすいとのばしていいました。

「相手が子どもじゃ、しょうがないでしょ」




　モリさんがお茶を入れてくれました。甘い香りが口の中にただよいます。

「すごくおいしい」

　キキはうっとりといいました。

「春に、いろいろな草や花をつんでつくったのよ。十八種類もまぜてね。ほかほかした森や丘を歩けるから、このお茶づくりって楽しいの。よーく見てるとね、草のほうから、においを強く出して、お茶にいいよ、って呼んでくれるのよ。今年はあんまりむちゅうになって、あたし、迷子になっちゃって、ふふふ」

「それでさ、ぼくが帰り道、見つけてあげたんだよね」

　ヤアくんがいばって肩をそびやかしました。

「はいはい、ぶじに帰れたのはあなたのおかげです」

　モリさんは首をすくめて、

「小さくっても、けっこう役に立つのよ」

と笑いました。

　キキはふと、コキリさんの手紙の中のことばを思い出しました。

「つくるって、ふしぎよ。自分がつくっても、自分がつくっていないのよ」

　もしかしたら、モリさんにはこのことばの意味がわかるのではないかしら……。

　キキはじっとモリさんをみつめました。




「そろそろさよならするわ。暗くならないうちに帰らなくっちゃ」

　キキは窓から、しずみかけたお日さまを見て立ちあがりました。

「ざんねんね、また来て」

　モリさんも立ちあがりました。

「さ、ジジ、ベチ、帰るわよ」

　キキは戸棚の下をのぞきこみました。ジジがうれしそうに出てきました。

「あら、ベチは？」

　キキはまわりを見まわしました。ジジもびっくりしたように、戸棚の下にはいりこみ、あわてて出てきて、部屋の中をあちこち走りまわりました。

「さっきまで、すみっこで寝てたんだよ」

　ジジは耳をぴんと立てていいました。

「ベチ、ベチ、出てらっしゃい」

　キキも呼びながらさがしました。モリさんもさけびました。でもベチは出てきません。

「さては……」

　モリさんがヤアくんをにらみました。

「ヤアくん、さっき外に出ていったけど……かくしたんじゃないの」

「ぼく、知らないよ。ぜんぜん知らないもん。ぜんぜんのぜんぜん知らないもん」

　ヤアくんは頭をふりました。

「あんたがぜんぜんのぜんぜんというと、いつも決まって、ぜんぜんのぜんぜん、うそなんだから」

「にゃーん」

　ジジが外からとびこんできました。

「ジジが見つけたみたい」

　キキとモリさんは外へ走りました。

　木の上のほうからベチの鳴き声がきこえてきます。ふるえてよわよわしい声です。

「ちがうよ、あれはちがう猫だよ。ぜんぜんのぜんぜんちがうよ」

　ジジが木にとびつきました。見ると、いちばん上の枝にベチがしがみついています。ベチが鳴くたびに枝がしなって、今にもはじけて折れそうです。

「あっ、あぶない」

　キキは戸口にたてかけてあったほうきをつかむと、飛びあがりました。いきおいつけて木の上まで行き、手をのばしました。

「さ、ベチ、こっちに来なさい」

　でもベチははげしく鳴いて、枝にしがみつくばかりです。キキがベチをつかまえようとしても、ベチの重みで、大きくゆれる枝は、さわることすらできません。

「ジジ、のぼって」

　キキは下をむいてどなりました。でものぼりかけたジジは、はるか下の枝にしがみついて動けなくなりました。

「ヤアくん、のぼりなさい」

　モリさんがいいました。

「やだねっ」

　ヤアくんはそっぽをむきました。

「みゅ、みゅ、みゅ」

　ベチの声が大きくなりました。ヤアくんがいいました。

「おろしたら、あの猫、ぼくにくれる？」

　いきなりモリさんの手がヤアくんのおしりにふりおろされました。

「いたい」

　ヤアくんがさけびました。

「いたくしてるんだからいたいわよ」

　モリさんはつづけてヤアくんのおしりを強くたたきました。

「ベチちゃんは落ちたらもっといたいのよ。もっともっといたいのよ」

　モリさんは顔をまっ赤にしていいつづけました。

　さっきのモリさんとはなんという変わりかたでしょう。キキは下におりたものの、びっくりして立ったままです。

「さ、行ってらっしゃい」

　モリさんがヤアくんをおしやり、手を木の上にむけました。

　ヤアくんは泣きながら、木にとびつき、のぼりはじめました。そののぼるののはやいこと。虫のようにおしりをはね動かしてのぼっていきます。あっというまに頂上の枝にとりつくと、ベチをつかまえて、シャツの下に入れ、途中でジジを抱えるとおりてきました。キキはそのベチを受けとって、ポケットに入れました。ベチはこおったようにかたくなっています。ヤアくんの泣き声はだんだん小さくなって止まりました。

　おわかれのときがきました。

「心配させてごめんなさい」

　モリさんがキキの手をとりました。そばでヤアくんがちょっと目をそらしながら、でも、ぴょこんと頭をさげました。

「これ、おすそわけ。もちつもたれつのおみやげよ。あなたを運んでくれたお礼のつもり。ね、魔女の宅急便屋さん」

　モリさんは春のお茶と、野花をししゅうした小さな袋をくれました。

「わー、お礼なんて……でもうれしい。あたし、モリさんに会えてよかった。これからも仲よくしてね」

「あたしこそよろしく」

　モリさんは手を小さくふりました。

　キキはヤアくんに笑いかけました。さっきの怒りはもう消えていました。

「ヤアくん、木のぼり、すごく上手ね、おねえちゃん、びっくりしちゃった」

　するとヤアくんは胸をはりました。

「だって、ヤアくん、木と仲よしだもん」




　それから二日して、スズノさんちのベルちゃんの病気がなおりました。キキはベチを返しに行きました。ベチはベルちゃんを見るととびついていきました。それを見て、ジジはすっかりしょげてしまいました。

「また、猫の目体操会に行けば会えるわよ」

　キキがこういってなぐさめても、ジジはその夜ずっと、しっぽをかかえて、顔をふせたままでした。







　13　キキ、おいもを運ぶ







　キキはドアの下からのぞいている封筒をとりあげました。見おぼえのある字です。

「とんぼさんからだわ」

　キキはいそいで手紙をあけました。


　　「しばらくです。その後いかがおすごしですか。ぼくは元気です。ものすごく元気ですけど、ちょっぴりあわてています。なるべく早くお目にかかりたいのですが、キキさんのご都合はいかがですか」



　気をつけして書いたように、字はかっちりした四角い形をしていました。

「とんぼさんから手紙なんて、めずらしい。いつも電話なのに」

　キキはつぶやきました。床に寝そべっていたジジが、おやっというようにキキを見あげました。

「出かけるの？」

「うん……」

　キキは鏡をのぞきこむと、髪の毛をなで、ほっぺたをきゅきゅっとつねりました。

「何してるの」

　ジジがいいました。

「べつに……」

「おしゃれしてるんでしょ」

　ジジはからかうように、しっぽをキキの足にこすりつけました。




「おはよ」

　おソノさんが入り口から顔をのぞかせました。

「キキ、西山のほうを見て」

　とたんにキキの胸がちくりといたみました。りんごを運んだときのことを思い出したのです。

「はやく、見てごらんなさい。きれいよ」

　おソノさんはくりかえし、いいました。

　キキは窓から外をのぞきました。

　夜のうちに雪が降ったのでしょうか、西にならんでいる三つの山は、そろってすっぽり雪をかぶり、そこに朝日があたって、まぶしいほどかがやいています。

「毎年、あの山の雪があんなふうにこんもりするとね、あーあ、今年も終わりだって思うのよ。そしてね、あたしはまた同じような一年すごしちゃったって、反省しちゃうの」

　おソノさんはふーっとため息をつくと、つづけました。

「年のはじめに決心したこと、また何一つできないで今年も終わるんだから……」

「今年は何、決心してたの」

「毎年同じなのよ。朝は一時間はやくおきて本を読もうとか、パンの歴史を調べてみようとか。それについて文章でも書いてみようとか、家族三人のおそろいのセーターを編もうとか、とか、とかよ」

「ちょっと決心が多いんじゃない。それで？　どこまでできたの？」

「それ、きかないでよ。ノノちゃんのセーターだけ、それも袖そでなし、ワハハハハ」

「いやだ、ほんと？　ふふふ」

「あたしの反省はいつも三分と三十秒。せめて三十分も反省がつづけば、ちょっとはましなパン屋のおかみさんになれるんだけど……」

「とんでもない。おソノさんはすてきよ。ノノちゃんのやさしいおかあさんだし、おじさん助けて働きものだし……」

「あっ、そうそう。忘れてた、来年の夏には、あたし、またお母さんになるのよ」

「わー、すごい。でも忘れてただなんて、ふふふ」

「ところで、あたし、何をいいに来たんだったかしら」

「いやだわ、おソノさんったら」

「あっ、そうそう、大みそかの合言葉『耳をすましましょう』のこと。キキは今年は里帰りするの？」

　おソノさんはにわとりのように首をのばして、「耳をすましましょう」のところだけ声をはりあげて歌いました。

「ううん、しないつもりよ」

「じゃ走る？　コリコの町の大マラソン」

「うん。でもおソノさんはむりでしょ。赤ちゃん生まれるし」

「いや、あたし走っちゃう。だんぜん走っちゃう」

　おソノさんはマラソンのときのように、腕を一、二、一、二、と動かしながら、外に出ようとして、たてかけてあるキキのほうきを見て、立ち止まりました。

「おや、まだほうき、なおしてないの？」

「………」

　キキは目をふせました。ほうきは西山でこわれたとき、あわただしく、まにあわせに作ったままでした。枝もふぞろいで、すこしまがって柄にまきついています。

「なんとかつかえるから」

「どうりでこのごろ、キキがふわふわ、ふわふわ飛んでると思ったわ。若い魔女なんだから、しっかりしなさい」

「はい」

　キキはうなずきました。

「いつかキキ、いってたじゃない。ほうきには魔女の気持ちがうつるって……ふわふわ飛ぶのはほうきのせい？　それともキキのせい？」

「なんだか……ごちゃごちゃなの……あたし……」

　キキはしずんだ声になりました。

「そんな自信のないこといわないでよ。心配しちゃうじゃない」

「心配も、やっぱり三分と三十秒？」

「いやいや、キキにはとくべつ、三分と三十五秒にしよう」

　おソノさんは大きな笑い声をたてながら階段をおりていきました。そのうしろ姿にキキは「ありがとう」とささやきました。いつも気持ちを明るくしてくれるおソノさんがいてくれてほんとうによかったと思いました。




　ルルルルー　ルルルルー

　電話のベルが鳴りだしました。

「はい、こちら魔女の宅急便です」

　キキは大きな声で返事をしました。

「わっ、元気だなあ。とばされそう」

　とんぼさんの声でした。

「お手紙、ありがとう」

「もう読んでくれたの？　もし時間があったら会いたいんだけど……うちに来ない？」

「はい、うかがいます。なるべくはやく」

　キキはお客さんにいうようにあらたまった声を出しました。

「キキは番地知ってた？　よめな通りの六番地だよ」

「ええ、知ってたわ、ちゃんとね」

　キキははずんだ声でいいました。

「とんぼさんがあたしに会いたいって……」

　キキは受話器をおくと、つぶやきました。

　ジジがさっとよってきました。

「おや、ジジ、きょうは行く気？」

「いつでも行ってるでしょ」

　ジジがぶすっといいました。

「じゃ、肩ぐるまして行く？　それとも柄にぶらさがってブランコして行く？」

「やだよ、そんなあぶないの。キキったらはしゃいじゃって、どうしたの」

「そうよ、ありがとう」

　キキはとんちんかんな返事をすると、ジジをひょいとリュックサックみたいに背中にかけて飛びたちました。

　ほうきはふらふらー、ふらふらーと飛んでいきます。はやく、はやくとキキが思っているのに、右へ右へとまわりそうになり、あげくに、ひきかえすようなそぶりをみせたりするのです。

「どうしていじわるするのー」

　キキはほうきの柄をぽんぽんとたたきました。

「かっていってるよな。でもさ、きょうはとくべつらしいよ。協力してやってよ」

　ジジもほうきに話しかけました。

　ほうきはなんとか飛びつづけ、門の前で両手をふって合図している、とんぼさんの前に着陸しました。

「まず、物置を見てよ」

　とんぼさんはキキの手をひっぱって、家のうしろに案内しました。小さなあき地のすみに、これまた小さな物置があって、その前にさつまいもがたくさん、ごろごろところがっていました。中をのぞくと、そこもおいもでいっぱいです。

「わー、すごーい」

「すごいでしょ。ぼくがつくったんだよ。これ、ぜーんぶ。キキに見せたくってさ」

　とんぼさんは得意そうにめがねをすいとあげました。

「とんぼさんってなんでもできるのねえ。ところで手紙のちょっぴりあわててる、って何？」

「これ、いもだよ。君、いもすき？」

「ええ、すきっていえばすきよ」

「たすかったあ、じゃ、食べてよ。どんどん、たのむよ」

　とんぼさんは走って家にはいり、ざるに山もりのふかしいもをもって出てきました。

　キキは目をまるくしました。わざと目をまるくしました。がっくりしちゃったのです。会いたいっていうから、もっとどきどきするような話かと思ったのに……。

「でも、魔女って少食なのよ」

「そこをがんばって食べてよ。このいも、外においといたんだけど、こおっちゃうっていわれて物置に入れようとしたんだけど、この量でしょ。とてもはいらなくって。かあさんに、すこしどこかにさしあげなさいって……いわれちゃって」

「さしあげるって、こんなにたくさん？」

「むりだよな」

　とんぼさんは両手をひろげました。

　キキはざるからおいもをとって、口に入れました。ぽこぽこして、甘くって、おいしいのです。でも食べられたのはやっと二つだけでした。

「ジジも協力しなさい」

　ジジは返事もしないで、キキの背中からとびおりました。

　とんぼさんは顔をしかめて両手をあげました。

「ぼくってさ、なんでもやりすぎるんだよね。ぼく、夏からずっと飛ぶのにむちゅうでさ。歩いているときでも、両手をひろげて、風の方向に走っちゃったりして、とうとうかあさんにしかられちゃったんだ。そんなに飛びたいんだったら、木の上で暮らしなさいって」

「くくくく」

　キキは吹きだして、手を口にあてました。

「おまえはどうもふわついてる。人間は歩くのが基本なのよって。たまには自分の足がのっている地面のことも考えてごらんなさい、って」

「それで？」

　とんぼさんは急に手を頭の上にあげました。

「あっ、ごめん、キキは飛ぶの専門なのに」

「ううん、歩いてないと見えないものって、たくさんあると思う」

「かあさんもそういってた。飛ぶといろいろ見えておもしろそうだっていうけど、地上だってとってもにぎやかなんだからって。とんぼは実験がすきでしょ、手はじめに裏庭で何かつくってみたらって……」

　キキが薬づくりをいやがったとき、コキリさんが同じようなことばをいったのを思い出しました。「キキはめんどくさいっていうけど、ちっちゃな種の中に、どれだけ大きな力がはいっているか……。キキが空の上から見るものより、けっして少ないとは思えないわ」

　また、このあいだ来た手紙にも「つくるって、ふしぎよ。自分がつくっても、自分がつくっていないのよ」と気になることばが書いてあったのです。

　それ以来キキはくり返し、このことばの意味を考えていたのです。

「それで？　はじめたの？」

　キキはとんぼさんを見ました。

「実験ってきいたらさ、とたんにぼくの気持ち、うごきだして……こういうの、すきなんだよね。かあさんにまんまとのせられちゃった。いろいろ研究はじめて、この庭の土には、いもが合いそうだってわかったから、肥料なんかも工夫して、すこしつくるつもりだったのに、できるわできるわ、まるで手品。ほら、箱をあけると花がぱっととび出すのあるでしょ。あんな感じ。かあさんもびっくりしちゃって、こんどは『おまえはなんでもこるのねえ』っていうんだから、無責任だよな」

「もう、こりた？」

「それがふしぎなことにこりない、おもしろくなっちゃった。芽が出てきたときなんて、そりゃわくわくするし、つるがすこしずつのびていくときなんて、かわいくなっちゃう。でもさ、こんなにできるとは思わなかったよ」

「とんぼさんがじょうずだったからよ」

「そこでキキに相談。いものすきな人みつけて、運んであげられないかなあ」

「これ、全部？」

「やっぱりむりだよね」

「すこしなら、この近くにとどけてあげたいとこあるわ。とっても年とったおばあさんだから、たくさんはむりだと思うけど、いっしょに行かない？」

　キキはあの赤い靴をとどけたコダマさんが、この通りのはずれに住んでいるのを思い出したのでした。あのとき、コダマさんはお豆を煮ていました。だからきっとおいももすきよ、ってキキは思ったのです。

「いっしょに？　ぼくが道の上走って、君が上飛んで？　なんだか悲しい図だなあ」

「あたしのほうき、このごろ、ちょっと調子わるいの。だからとんぼさんといっしょに歩くわ」

「ほんと？　やっぱりキキにたのんでよかったよ」

「まだはやいわ、そんなこというの。全部はとても運べないから」

　それからふたりは袋においもをつめると、肩にしょって歩きはじめました。

「ぼくは、ほうきと待ってる」

　ジジはすこしすねていいました。




　とん　とん

　キキはコダマさんの家のドアをたたきました。

「コダマさーん、魔女の宅急便でーすっけど……」

　キキはすこし強くたたきました。

　すると、細いよわよわしい声がかえってきました。

「いま、おでかけ中なの。あーとーでー」

　キキととんぼさんは顔を見合わせました。

「あのー、コダマさーん。さつまいもおすきですか？　おすきでしたらドアの前においておきます」

　キキは鍵かぎ穴あなに口を近づけていいました。

「あら、おや、おいもですって」

　さっきよりはっきりした声がきこえてきました。つづいて、


　　「おやおや　おいも

　　　まあまあ　あなた

　　　ほほほほ　ほんと？」



　ゆっくりドアがあきました。コダマさんです。この前より、ひとまわり小さくなったように見えました。厚いガウンを着て、ぐるぐるとえりまきを首にまいています。

「おや、魔女さんじゃないの。先日は靴をとどけてくれてありがと。コダマちゃん、すぐコズエちゃんに返したわ。ふたりはもとどおり仲よしきょうだい、おかげさまで」

「よかったわ」

　キキは笑いかけました。

「よろしかったら、食べてください」

　とんぼさんは袋の口をあけて、中のおいもを見せました。

「まあ、すてき。あたし、おなかがぺこぺこなの。だって食べものないんですもの。風邪ひいちゃって寒いし、買いに行くのやっかいだし。それでおでかけしちゃおうって思ったのよ。さ、はいって。おねがい、あのストーブの上においもの大きいの二つ、おいてちょうだい。チロチロ火にしてあるから、焼きいもにはちょうどいいわ」

　コダマさんは、うれしそうに小さくとびあがってみせました。それからベッドの上にちょんとすわりました。

「あたしね、おいもさんとはもともと仲よしなのよ。だって、おいもさんのおうちに家出したことあるんですもの。むかし、おいもは冬になると、土に穴ほって入れたもんですよ。その穴に家出したの。あたし、食堂の壁ぜんぶにクレヨンでチューリップの絵、かいたのよ。とってもじょうずにね。あたし、ほめてもらえると思ったのに、おかあさん、すごくおこっちゃって、おしりをたたくじゃないの。それでおいもさんとこに家出したの。おいもさんといっしょだと、とってもあったかいのよ。ね、ね、見て、むこうの食堂の壁、見て。あたしのかいたチューリップ、きれいでしょ」

　コダマさんは子どものように目を動かしました。むこうの食堂といわれても、この家に一つしか部屋はないのです。キキはこまってとんぼさんをちらりと見ました。でもとんぼさんは、とてもまじめな目でおばあさんをみつめていました。

「ところでおいも焼けたかしら」

　キキはストーブの上のおいもを指でつついてみました。まだかたくて、ころんとしています。

「そうよね、まだよね。おいもは時間をかけて焼いたほうがいいのよ。ほんとは焼きいもが一番だけど。たき火して石をあつーくして、その石の上においもをおいて、灰をかぶせて……がまんして待って待って、焼きあがり。すごくおいしいわよ。あなたたちもおぼえといてね」

　こんどは物知りのお年よりのように、いいかたが変わっていました。

「焼けたら、あたし、一つ食べて、一つは湯たんぽがわりにだっこするわ。もうおなかがすいても安心。こんなにおいもがあるんですもの。じゃ、おふたりさん、さよなら。また来年ね」




　ふたりは外に出ると、そっと扉をしめました。

　とんぼさんがいいました。

「たぶん、あのおばあちゃん、自分の時間をもってるんだよ、自分だけの……。ぼく、いもつくってみてさ、みんなそれぞれ、自分の時間をもってるんだって思ったんだ。いもはいもの時間、ありはありの時間。人は、かってに自分の時間でいろんなこと考えるから、へんに思ったりするんだよ」

「コダマさんの時間……そうかあ……」

　キキはつぶやきました。

「コダマさんは、なつかしい子どものときに、飛んでおでかけしてたんだ。ほうきじゃなくってね、おいもに乗って……なんだかうれしくなっちゃう」

　とんぼさんは小さくうなずきながら、からの袋をかついで歩きはじめました。




　どこかの家からラジオの音がきこえてきました。


　　「はしりましょ

　　　ごいっしょに

　　　タッタッタッタ

　　　トットットッタ

　　　耳をすましましょ

　　　ごいっしょに

　　　もうじき時の

　　　かねがなる」



「あっ、あの歌、知ってる。今年のマラソンの歌では、いちばん人気あるんだよ」

　とんぼさんは音のほうに首をのばしました。

「耳をすましましょう」

　キキが気どってさけびました。

「耳をすましましょう」

　とんぼさんもつづいてさけびました。

「キキ、去年はたいへんだったよね。今年も大みそかがくるけど、だいじょうぶかな」

「心配ないと思うわ。あれから町長さん、毎日時計屋さんに来てもらって、注意しているようだから」

「おいも食べましょ、ごいっしょに」

　とんぼさんは、まだきこえているラジオの音にあわせて口ずさみました。

「あっ、そうだ！　マラソンのとき、おいもを町の人に食べてもらったらどう？」

　キキがいいました。

「うん、いい考えだ。すてきだねえ。でも大みそかまでどうする？　物置の戸がしまらないと、いも、こおっちゃうかも」

「あたしのところじゃどうかしら、半分ぐらいならおける。おソノさんにたのんでみる。とんぼさんがつくったおいもを、みんなで食べるなんてすてきじゃない」

　キキは、とんぼさんをみつめていいました。







　14　キキ、運動靴を運ぶ







　つぎの日、おきるとすぐ、キキはおソノさんにたのみに行きました。

　おソノさんは棚にパンをならべていました。

「そんなわけで、マラソン大会まで、とんぼさんがつくったおいも、あたしのとこにおいてもいいかしら。外におくとこおっちゃうっていうから」

　おソノさんはパンをもった手を休めていいました。

「そういうの、おいもが風邪ひくっていうのよ、おいもがね、『いっ、いっ、いもーん』なんてくしゃみしたりして」

「おソノさんって、へんな人」

「あら、おいもだって、芋語をもってるのよ。かるくみないであげて。どうぞ、どうぞ、キキのうちですもの、ご自由に」

　おソノさんはあっさり承知してくれました。それから、あっと声をあげました。

「ねえ、そのおいも、うちにすこしゆずってくれない？　いもパンつくって年の暮れに売りたいわ。『いもパン食べましょ、ごいっしょに』って……ふふふ」

「どうぞ、どうぞ、いっぱいあるもの」

　キキは笑いながらうなずきました。

　キキはさっそくとんぼさんに知らせ、ふたりでおいもを運びました。半分でも半日たっぷりかかりました。終わるととんぼさんがいいました。

「キキ、アイスクリーム、食べに行かない？　力仕事のあとはさ、寒くっても、これがいちばんおいしいよ」

「ええ、いいわ」

　キキはかるく答えて、どきっとしました。夏のあの日、とんぼさんとミミさんが、楽しそうにアイスクリームをなめていた光景を思い出したからです。

（そうよね、こういうちょっとした調子なのよね、アイスクリーム食べるなんてさ。あたしったら、ひとりで問題大きくして、よゆうないんだから）

　アイスクリーム屋さんの前の道に立って、三角ビスケットにはいったいちごクリームを、キキはわざと舌を長く出して、ぺろり、ぺろりとなめました。そうしながら横目でちらりととんぼさんを見ると、とんぼさんも同じように舌を出して、ぺろりとなめていました。

　楽しい、ってキキは思いました。

　とっとっとっとっ

　すぐ横で足音がします。見ると、この寒さの中、ランニング姿の男の子が走ってきます。

　キキたちを見ると、手をふって、「耳をすましましょう」とさけびました。

「この町の人って、大みそかのマラソンのことになると、なぜか、あつくなっちゃうのよね」

「ぼくも練習はじめようかな」

　とんぼさんがいいました。

「あたしも」

　キキはいいました。それからすこし小さな声でききました。

「いいかしら……いっしょに」

「うん、走ろう。あしたの朝から公園で、毎日だよ」

　とんぼさんは足ぶみをしてみせました。




　ストーブの前にうずくまっていたジジが、袖そでをたくしあげてしたくしているキキを、からかうように見あげました。

「この寒いのに、走るってわけ。ご苦労さん」

「あしたはジジも練習に行くのよ。あんたは足の数が多いんだから、ちゃんときたえなくっちゃね」

　キキはきげんよくいい返すと、ドアをあけました。すると、ごつん。足先にぶつかったものがあります。それは十文字にひもでゆわえた包みでした。包み紙には、「中の手紙を読んでください」と書かれていました。

「あら、とんぼさんかしら」

　キキが声をあげると、

「おや、またとんぼさんだってさ。やれ、やれ」

とジジのおとなぶったことばがきこえてきました。

　包みをあけると、はき古した小さな運動靴が出てきました。汗まじりのむっとしたにおいがします。

「まあ、変わったおとどけもの」

　手紙には、「おねがい、いちばんのスピード出して飛んでとどけてください。はやく、はやく飛んでね。椎しいの木通りの十八番地、ハヤアシくんからハヤアシくんへ」

「来年まで、足をきたえるために飛ばないつもりだったんだけど……」

　キキはいいながら、壁にかかった地図をのぞきこみました。

「なあーんだ、ここから三つ先の通りじゃないの。いちばんのスピードなんて出したら行きすぎちゃうわ。歩いていこう。でもとんぼさんが待ってるから、公園に先に行って、それからいっしょに行こう」

　キキは運動靴を包みなおすと、いそいで戸口にむかいました。

「いっしょに行ってもらうの？　女って、どうしてこう仲よしこよしがすきなんだろ」

　ジジがじろりと見あげました。

「あら、ジジだってベチちゃんと行きたがるじゃない」

「ベチちゃんはかわいいもん」

「えっ、なんですって！」

　キキが目をつりあげました。

「はやく行ったら。おくれるよ」

「ジジのいじわる」

　キキは走りだしました。




　公園の前で待っていたとんぼさんに、キキは包みを見せていいました。

「いっしょに行かない？　走って」

「いいよ。はやくって書いてあるから、じゃ、競走」

　とんぼさんは走りだしました。キキもならんで走ります。

　角をまがって椎の木通りにはいると、十八番地ぐらいのところに、小さな男の子が空を見ながら立っていました。

「ハヤアシくんね」

とさけぶキキを見て、走りよろうとした男の子は、ぱっと止まってしまいました。とたんに目に涙が浮かんできました。

「空から、空から、どうして、飛んでこないの？」

「だって、うちから近かったから。でも、いちばんはやく走ってきたのよ。ハアハアしてるでしょ」

　キキはあらい息を、いっそうあらくしてみせました。

「ちがうんだよう」

　ハヤアシくんは体をいやいやとふりました。

　キキはとんぼさんと顔を見合わせました。

　ハヤアシくんはしきりに涙を手でこすっています。そばを通る人がふりかえって見ています。

「じゃ、キキ、もう一度、空からとどけてあげたら」

　とんぼさんがいいました。

「それなら、いいの？　ぼく」

「うん」

　ハヤアシくんは涙の顔をあげてうなずきました。

「じゃ、待っててね。ほうきがちょっとぐあいわるくって、はやく飛ぶなら、なおさなくちゃならないの。すこし時間かかるけどいい？」

「いいよ。いつまででも待ってるよ」

　ハヤアシくんは、もう一度大きくうなずきました。

　家にもどったキキは、大いそぎでほうきのつくりかえにかかりました。

　あたしもずいぶん元気になったから、ほうきにも元気になってもらおう、とキキは思いました。二年足らず前、旅立ちにそなえて自分でつくった、柳の枝のほうきのことを思い出しました。かっこういいのがほしい、と思って、枝の形をえらんでていねいにつくったのです。でもそんなきれいなほうきより、使いこまれた、飛び方もこころえている、コキリさんのほうきをもっていきなさい、といわれたのでした。

「ねえ、ぼく、枝をすこし集めてくるよ。どんな枝でもいいの？」

と、とんぼさんがいったとき、キキは「おねがい」ってすぐいいました。今ではキキにはわかりかけていました。キキの気持ちに力があれば、ほうきにそれがうつっていくのだと。

　キキはとんぼさんがもってきてくれた枝と、西山であわてて集めた枝をたして、大きな房のほうきをつくりました。

「ふとっちょのほうき」

　ジジが笑いました。

「ほうき星みたいっていってよ。長くてりっぱじゃないの」

　キキはできあがったほうきを、さっとふりまわしました。

「はやく飛びそうだよ」

　とんぼさんがいいました。

「あたし、ちょっと行ってくる。わるいけど、マラソンの練習はあしたにしてね。ジジ、さ、行くわよ」

　キキは飛びたちました。さっと矢のように空中にのぼっていきます。

「ほうき、ごきげんいいみたい」

　キキはつぶやきました。

　ハヤアシくんは、さっきと同じように空を見あげて立っていました。あちこち顔を動かしているところをみると、心配しているようです。

　キキはいきおいをつけたまま着陸しました。

「これでいいの？」

「うん、最高」

　ハヤアシくんは受けとった包みを抱きしめると、ぺこりとおじぎをして家の中にはいっていきました。

　キキは首をかしげました。

「なんだかへん、ハヤアシくんからハヤアシくんって……自分から自分へってこと……？」




　つぎの朝、キキはおきてすぐ、お天気はどうかしら、と入り口のドアをあけました。するとどうでしょう。足もとに、きのうと同じような大きさの包みが、山になって積まれていたのです。ざっとかぞえても二、三十はあります。

「なに、これ！」

　キキはいそいで一つあけてみました。中から、靴ひもでくくった古い運動靴が出てきました。そえられた手紙にはこんなことが書いてありました。

「できるだけはやく飛んでとどけてください。だれにも見られないように。住所は……」

　キキはびっくりしながら、つぎつぎ包みをあけてみました。どれも運動靴です。

　みんな最高速度、秘密厳守が条件です。

「そんなわけでね、あたし、今朝も練習いかれなくなっちゃった。おいもの山のあとは運動靴の山よ」

　キキはとんぼさんに電話をかけました。




　キキはつぎつぎ包みをあけると、住所の近い順に、一つ一つ運んでいきました。

「でも、なんでこんなことするのかな」

　ジジがききました。

「あたしにもわかんないわよ」

「靴をはかなきゃならない人間はやっかいだね」

　ジジは、ひにくまじりのぶつぶつをいいながら、ただただ行ったり来たりのこの仕事を、いっしょに来ることでてつだってくれました。夕方までに、やっと靴の山はなくなりました。

　ところが、つぎの朝、ドアをあけると、また包みの山です。きのうよりずっと大きな山です。

「へんな遊びがはやってるみたい」

　あたしがそれにつきあうなんて……とキキは思いました。でも、だまっておいていってしまうのですから、どうにもなりません。

　キキは顔をしかめながら、きのうと同じ、行ったり来たりの宅急便をはじめました。お礼にくれるおすそわけはさまざまでした。鉛筆だったり、きれいなスプーンだったり、靴のひもだったり！　でも、その日の夕方までには、全部とどけることはとてもできませんでした。

「キキ、なんだかすごくいそがしいみたいね。今年は暮れの贈り物が多いのかしら」

　おソノさんが心配してやってきました。

「ええ、でもふしぎなの。運動靴ばかりよ。それも古いの。なにかゲームがはやっているんじゃないかしら。あたし、まきこまれちゃったみたい」

　キキは包みの山を指さしました。

「ごめん、こんばんは」

　外で声がしました。

　おソノさんがドアをあけると、コリコの町の町長さんが、手をうしろにまわして立っていました。

「キキさん、おられるかな」

　町長さんは、なぜか目をふせています。

「はーい、いますよ」

　キキが出ていくと、町長さんはいっそう目をふせていいました。

「ひとつ運んでいただきたいものがあるんだけど……」

「今ですかあ。キキちゃん、きょうはつかれているんですよ」

　おソノさんがそばから口を出しました。

「いや、今夜じゃなくてもけっこうなんだが、大みそかの朝までに……」

「それなら、だいじょうぶです」

　キキがうなずくと、「これなんだよ」といって、町長さんはうしろにかくしていた手をぱっと前に出しました。

「あーっ」

　キキが声をあげました。おソノさんも、「まっ」といって目をまるくしました。

　なんと、町長さんの手にも、はき古した運動靴がぶらさがっていたのです。

「まさか、わたしのは、いやっていわんでしょうな、キキさん」

「でも、また、どうしてなの、みんながみんな運動靴を運んでほしいなんて」

「おや、知らなかったのかね。大みそかのマラソン大会にはく靴をキキさんに運んでもらうと、飛んでるみたいにはやく走れるって……今、町じゅうのうわさだよ」

「えーっ」

　キキはもうびっくりです。

「わたしのも一つ、運んでください。とびっきりのおまじない入れて……」

　キキはぽかんと町長さんをみつめていました。それから、はじけるように笑いだしました。

「くくくく、ふふふふ、わはははは、いやだわ、そういうことなの」

「町長さんまで、そんなずるしていいんですかあっ」

　おソノさんが町長さんをつつきました。

「まあ、かたいことはいわんで……なっ、なっ、キキさんにたのめば幸運がさずかるって、そう思うのが楽しいんだよ」

　町長さんの顔が赤く光っています。

「あたし、なんだかうれしくなってきたわ。マラソン大会が大すきな人たちに、楽しみを運んでるわけですもの」

　キキはいいました。

「ま、そうだけど……でも町長さん、見てくださいよ、あの包みの山。みんな運動靴なんですよ」

　おソノさんがいいました。

「ほーう、すごいねえ、ふた山も……」

「いえ、大きなほうの山はおいもなんですけど……」

　キキがそばから口をはさみました。

「ほー、いももおまじないつきかい。食べるとはやく走れるっていうのかい？」

「いやだわ、ますますよくばっちゃって」

　おソノさんは笑いだしました。

「このおいもはね、マラソンのあと、浜辺で焼いて、みんなで食べようっていってるんです」

「あっ、それなら、町長さんにマラソンのゴールを、浜辺の焼きいもゴールにしてもらったら？」

　おソノさんがのり出しました。

「ほう、そりゃいい。みんな、くんくんいいにおいにつられて、走るぞ、走るぞ」

　町長さんはうれしそうに笑うと、運動靴をキキにわたして、

「ひとつ、最高、最高速度でたのみますよ」

といって、かたほうの目をぱちりとつぶりました。




　大みそかの日、キキととんぼさんは朝から大いそがしでした。

　まずキキは白い布地に「マラソンのゴールは浜辺に変わりました」と書いて、時計台にはりつけました。

　それから、町の人たちにてつだってもらって、おいもを浜辺に運び、コダマさんにおしえてもらったように、砂に穴をほってたき火をしてあつくした石に、おいもをならべて砂をかけました。やっと終わったときは、すっかり夜もふけて、マラソンの時間ももうすぐです。

　あっ、忘れてた、とキキは思いました。大みそかの夜のごちそうは、キキの生まれた町では、トマトソースの肉だんごって決まっていたのです。去年は、この町で、キキはコキリさんのやりかたを思い出しながら、ひとりでつくりました。でも今年は焼きいもです。なんだかずいぶんちがうみたい。キキはくっと笑いました。




　コリコの町の時計台は十二時十五分前をしめしています。

　もう人が集まっています。大みそかの合言葉「耳をすましましょう」を口々にいいながら、十二時になったらとび出せるように足ぶみをしています。胸と背中に「いもパンも食べましょ、ごいっしょに。グーチョキパン屋」と書いた布をとめたおソノさんが、ノノちゃんを肩ぐるましただんなさんのフクオさんと、手をつないで立っているのが見えます。

　キキも、とんぼさんやミミさん、飛行クラブの人たちといっしょに、やっぱり足ぶみをしていました。水上クラブの人たちもいます。そのキキの足もとで、ジジも足を順番にぶるぶるふって、準備体操をしていました。

　運動靴を運んでもらった人は、ありがとうのかわりでしょう、キキにそっと目くばせしました。キキも小さく手をふってお返ししました。

　そして、町長さんは……あっ、いました、いました。自信まんまん。ぴょんぴょんとびはねながら、

「わしについてきたまえ、わしについてきたまえ、ゴールはコリコ湾の浜辺だよ。焼きいもゴールだよ」

とさけびつづけています。

　時計の針がかちりと十二時をしめしました。同時に鐘の音がひびきわたりました。時計台の上では、時計屋さんがうれしそうに手をたたいています。

「わー」

「わー」

　さけび声が花火のようにあがり、人の群れは一団となって走りはじめました。







　15　キキ、湯たんぽを運ぶ







「うーん」

　寝ぼけ声をあげながら、キキはかけぶとんをひっぱりあげてもぐりこみました。ふとんのすきまから、つめたい空気がきゅーっとはいってきました。

「さむーい」

　キキは体をちぢめ、目をあけました。

「キキ、動いちゃいやだよ。寒いよ」

　キキの背中のとこで寝ていたジジがあわてて、足のほうに逃げこみました。

「だれ？　窓あけたの」

　キキは頭をあげて見まわしました。窓はいつものとおり、ちゃんとしまっています。キキはラジオのスイッチを入れました。

「おはようございます」

　ラジオから声が流れてきました。

「みなさん、よーく、きいてください。春ももうまぢかだというのに、気象台はじまって以来という冷凍台風ミリミリがコリコの町方面に近づきつつあります。この台風ミリミリは、あまり風は強くありませんが、氷のかたまりっていっていいほど異常低温台風です。どうぞご注意ください。風邪もはやりはじめたようです。以上、天気予報をおつたえしました」

「それでね、この寒さは……」

　キキはベッドから足を出して床につけ、ぶるんとふるえました。指の先からこおっていくようなつめたさです。

「おきるのいやだなあ、このまま冬眠しちゃいたい」

　キキは足をふとんの中にもどすと、かかえてまるくなりました。

　ジジが足もとからのそのそはいあがってきて、キキのおでこをぺろんとなめました。

「やっぱり、おきないと」

「へっ、めずらしくえらいじゃないの。もうすこし、寝てたいわ。ねえ、ジジ、あったか湯たんぽになって」

　キキはジジのしっぽをひっぱって抱きかかえました。

「やだよ、苦しいよ」

　ジジはキキの手をすりぬけ、外にとび出しました。

「くしゅん」

　小さなくしゃみがとび出します。

　キキもしかたなく、のっそりおきあがりました。ふるえながら着がえると、タンスをあけて、毛糸の厚いチョッキをとりだしました。

「いいよな、キキはそうやってどんどん着られるから。ぼくなんてさ、親からもらった毛皮一枚と腹まきだけだよ」

　ジジはそういうと、ふふふーとかすれた口笛を吹きました。

「おや、寒がってるわりには、口笛ふいてごきげんねえ」

　キキがいいました。

「ごきげんじゃないよ、こうやってさ、体の中のつめたい空気、外に出してるんだよ」

「まあ、ばかばかしいこと考えて」

　キキは鼻にしわをよせてにっと笑いました。




　ルルルルー　ルルルルー

　電話が鳴りだしました。

「まさか、まさか、仕事じゃないでしょうね。こんな寒い日に」

　キキは、のぞきこむように、窓の外を見ました。

　すぐ前の通りには、人、ひとり歩いていません。どの家の窓ガラスにも氷がはりついてつめたそうなもようをつくっていました。

　ルルルルー

　ベルは鳴りつづけています。

　キキは受話器をとりあげました。

「魔女の宅急便です。お寒うございます」

　電話の声はあいさつもなしで、いきなりしゃべりだしました。

「うちの子に、湯たんぽとどけてくださいな」

「は、はい」

「うちの子ね、寒がりなんです。すぐ風邪ひいちゃうんです。今ごろ、こおっちゃってますわ、きっと。心配でもう、心配で。まだ授業はじまってないと思いますから、はやく湯たんぽもってって、セーターの下に入れてやってください。うちはすすき通り、三番地、学校はコリコ第二小学校、一年生、名前はニオ、ねっ、たのみましたよ」

　電話はぷつんと切れました。

「湯たんぽだって……学校に……」

　キキはつぶやきました。




　吹きつけてくる風のつめたさは、無数の針がぶつかってくるようです。

「氷の魔女ができそう」

　キキはチョッキの中にかかえたジジにいいました。

「なんだか、つめたくってこわーいなあ」

　ジジがいいました。でもその声は、もう氷になってしまったようにこわばっています。

　キキはニオくんのおかあさんから湯たんぽを受けとると、コリコ第二小学校にいそぎました。

　キキは入り口から一年生の教室の中をのぞいて、どきりと立ちどまりました。小さな一年生たちが、「うふふふ～」「ぶるるる～」といいながら、手をこすったり、足ぶみしたりしてふるえています。なかには、「さむいよー、さむいよー」とべそをかいている子もいます。せきもあちこちからきこえてきました。みんな、みんな、寒がっているのでした。これでは、ニオくんだけに湯たんぽをわたすわけには、とてもいきません。

「あっ、魔女のおねえちゃんでしょ」

　ひとりの子がいいました。

「魔法でさ、えいやってさ、あったかくしてくれるの？」

　ひとりの子がいいました。

「はやくう」

　キキはとっさに大きくうなずきました。

「そうねえ、みんなであったかくなろうか。じゃ、おしえて、どこが寒いの？」

「おてて」

「からだ全部、頭の上からはじっこまで」

「ま、たいへん、頭の上からはじっこまでなの。じゃ、なんとかして、はやくあたたかくなろうね」

　キキはいいました。

「いいこと考えたわ、体の中のつめたい空気、みんなして、外に追い出しちゃおう」

「どうやってよーう」

「口笛、吹くのよ」

　ジジは、はっと顔をあげました。

「あっ、ぼくのまねして。ばかにしたくせに」

「おねえちゃんが湯たんぽの笛をぷーって吹くから、みんなも、まねしてね。そうすると、つめたい空気がぷーって出ていくよ」

　キキは大いそぎで校庭にとび出すと、中のお湯を全部だしてもどってきました。

　それからみんなの前で、大きく息をすいこみ、湯たんぽの口に唇をあてて、息を吹きこみました。

　ひゅーうううううーる

　一本のふるえた線のような長い音が出てきました。

「みんなまねして、思いきり長く吹くのよ。さ、いいですか、よーいどん」

　子どもたちは口をとがらせて吹きはじめました。

　ぴゅー　ぷるー　しゅー

　小さな口からいろんな音が出てきます。

「もっと長く、長く吹いて。だれがいちばん長く吹けるかな、吹けるかな。終わったら、もう一度。それが終わったら、またまたもう一度」

　号令をかけながら、キキもまた湯たんぽの笛を吹きました。口笛は何度も何度もつづきました。みんな、いっしょうけんめいです。みるみる、ほっぺたが赤くなってきました。

「つめたい空気、出ていった？」

「うん、出ていった、出ていった。あったかくなった」

　みんなうれしそうにぴょんぴょんとびあがりました。

　キキはほっとしました。

「また寒くなったら口笛を吹くのよ。おねえちゃんはこれで帰るから。じゃ、さよなら」

　キキはうしろをむきました。すると、かわいい声がとんできました。

「寒くなったら、魔女のおねえちゃん、また来て、なおしてよう」




　キキはニオくんのおかあさんのところにもどると、からの湯たんぽを返しながら、学校でしてきたことを正直に話しました。

　ニオくんのおかあさんは、うなずきながらきいていました。

「あたし、考えなしだったわ。自分の子のことばかり考えて。魔女さん、ほんとうにありがとう」

　キキはほっとしました。空を飛んできて、体のしんまでこおってしまったように固くなっていたのに、どこかが、ぽっとあたたかくなりました。

　ニオくんのおかあさんは、

「これ、わたしの手づくり。玉子とミルクをたっぷり使ってあるわ。寒いときは栄養をつけてね」

といって、お礼にクッキーの包みをくれました。

　キキが家に帰りつくと、すぐまた電話がかかってきました。

「もしもし、毛糸の帽子、十六個ばかり、運んでもらえないかね。北山まで……」

「は……はい」

「うちのもんたちが木をきりにいってるんだけどね、この寒さだろ。働くもんには頭ひやすのがいちばん体にわるいからね。でも、ほんとうにたすかるよな、手近に魔女さんがいてくれて」

「………」

　キキは思わず息をのんで窓の外を見ました。空は白っぽくくもって、空にも氷がはっているみたいに見えます。

「じゃ、たのんだよ」

　電話はそれから三回も住所をくりかえし念をおして切れました。

「わわわわ、どうしよう。あたしだって寒いのよねえ」

　キキはうらめしそうにいいました。

「でも、たよられちゃ、やるっきゃないよ」

　ジジはしっぽでぱたりと床をたたいて、おとなっぽく、うなずきました。




　北山に行くまで、それはひどい寒さでした。体はがくがくとしか動きません。風をきって飛ぶほうきも、ひゅーひゅーとするどい音をたて、まるで悲鳴をあげているようでした。「ぼく、湯たんぽ。こうすれば、すこしはあったかいでしょ」って、コートのなかに入ってくれたジジも、ぶるぶるとふるえています。

　でも、とどけた十六個の毛糸の帽子は、木をきっている人たちにとてもよろこばれました。

「頭がひえると全部ひえる。頭があったかいと、気持ちまであったかくなる。たすかったよ、魔女さん」

　木をきっている人たちは、働き者のごつごつした手で、あくしゅをしてくれました。

　飛びあがったキキがふりかえると、枯れ木ばかりの山の木の間に、色とりどりの帽子が花のように見えました。するとまた、つめたいつめたいキキの中で、どこかがぽっとあたたかくなりました。

　このあとも、キキはほっとすることはできませんでした。つぎつぎ電話です。

「もしもし、あつあつの野菜スープをおじいちゃんに」

「吸入器を孫のうちまで」

「コリコ湾に漁に出ているおとうさんに、ももひきを」

「手袋を動物園のおばあちゃん猿に」

「えりまきをバスの運転手に」

　キキがとどけるたびに、「魔女さんがいてくれて、ほんとうにたすかった」とみんな口をそろえていってくれました。そのたびに、キキのどこかが、またすこし、またすこし、あたたかくなっていきました。

　全部の品をとどけ終わったときには、日はとっぷりとくれていました。

　寒さはいちだんときびしくなっていました。

「みんながよろこんでくれるとさ、湯たんぽより、ずっとあったかくなれる」

　キキはうれしそうにいいました。

「コリコの町に魔女キキがいて大だすかり。その魔女をたすける猫がいて、もっと大だすかり……そうでしょ」

　ジジもはずんだ声でいうと、とたんに、黒い鼻をぷりぷりふるわせて、たてつづけにくしゃみをしました。

「おや、おや、ジジも風邪ひいたかな」

　キキはジジを抱くと、またチョッキの中に入れました。

「さ、コキリさんからもらったぽかぽか茶でも飲んであたたまりましょ。冷凍台風さんはその後どうなったかしら」

　キキはお茶を入れて、ラジオをつけました。

「番組を中断して、台風ミリミリのその後の状況をおつたえいたします。どうやらミリミリはコリコの町を直撃しそうなもようです。町のみなさまは食料の買いだめをしてください。それから風邪がものすごいいきおいではやりはじめました。郊外の方からは、肺炎にかかった鳥が空から落ちてきたという報告もはいっています。学校は台風が通過するまでおやすみになりました。くくくしゅん、はははくしょん、た、たいへん失礼いたしました。これで臨時ニュースを終わります」

「まあ、みんな、みんな、くしゃみ……」

　キキは笑いかけて、首をすくめました。

「ジジ、はやく寝て、体をやすめなさい。ねえ、ジジ、あら、ジジ、ど、どこ？」

　キキはチョッキの中をのぞきました。

「まあ、ジジったら、あんなくしゃみしているのに、どこに行ったのかしら」

　キキは飲みかけのお茶わんをテーブルにおいて、あたりを見まわしました。

　ルルルルー

　電話のベルが鳴りだしました。

「あら、また仕事？　こんな夜に？」

　キキは、ちょっと口をとがらせて受話器をとりました。

「もしもーし、もし……」

　へんな声がします。

「はい、こちら魔女の宅急便です。お寒うございます」

「キキ？」

　へんな声はいいました。

「あら、とんぼさんじゃないの？　どうしたの、すごい声」

「のど、やられちゃってさ。キキはだいじょうぶ？　元気？」

「ええ、寒くてふるえてるけど、なんとかね」

「ぼく、ひどい風邪ひいちゃって。ふとんかぶって、湯たんぽ三つも入れてるんだけど、まだふるえてるんだよ。くくくしゅん、キキはだいじょうぶのようだね。もし風邪ひいていたら、ひとりだから、心細いだろうと思ってさ。気になりだしたら、気になっちゃって、くくしゅん、まいるなあ、この天気」

　とんぼさんの声をきいて、つめたかったキキの足先が、ぽかっとあたたかくなったとおもうと、一瞬のうちに体じゅうにひろがっていきました。キキは受話器をもちながら、もう片方の手でそばの戸棚から袋をひきだして中をのぞきました。

「あっ、よかった、あったわ。いつかお話ししたと思うけど、あたしのおかあさん、くしゃみの薬つくるのうまいの。この魔女の薬はね、風邪にとってもよくきくのよ。今、もっていってあげる」

「へー、魔女の薬。すごいなあ。で、でも……とっておいたほうがいいよ。もし、キキが病気になったら……」

「だいじょうぶ。ふたり分ぐらいあるから。これですぐ、気分よくなると思うわ。えーと、とんぼさんのうちは、よめな通りだったわよね」

「そう六番地、遠いよ」

「ほうきもなおったことだし、だいじょうぶ、すぐ行くわ」

　キキは袋から薬の包みを出すとわけました。

　ふたり分あるといったけど、ひとり分とちょっとしかありません。

「あたしは元気だし、心配ないわ」

　キキは薬を二重に包んでポケットにしまいました。

　キキは大いそぎでコートを着ると、「ジジ、ちょっと行ってくる」とさけんで、外に出るとすぐ飛びあがりました。電気がついたコリコの町は、気のせいか氷のようにキリキリと光ってみえます。

　とんぼさんの家につくと、とんぼさんのおかあさんに「これ、風邪の薬です。お湯で飲んでください」と手わたし、キキはまた家にひきかえしました。空の上はものすごくつめたい空気でした。体のどこを動かすにも時間がかかります。

「ジジ」と呼ぼうとしても、口がこわばって「ヒヒ」といったり「チチ」といったりしてしまいます。それでもしばらくすると、すこしずつとけるようにやわらかくなっていきました。

「にゃあーん」

　ジジが爪で窓をあけてとびこんできました。

「まあ、この寒いなか、どこへ行ってたの。さ、窓、はやくしめて」

　キキはふりむいて大きな声をたてました。

「ちょっとそこまで」

　ジジは鼻をこすりながらいうと、

「はははくしょーん」

と大きなくしゃみをしました。

「は、はーん、さては、さては……ベチちゃんのとこでしょ」

　キキは半分笑いながらジジをにらみました。

「ちょっと、心配だったから」

　ジジはてれくさそうに、もう一つ、小さく、くしゅんとくしゃみをしました。

「それでベチちゃんはどうだったの」

「元気だったよ」

　ジジは口の中でもじょもじょといいました。

「ジジはやさしいのね。でも、心配なのはあなたのほうよ。風邪、ひどくなるといけないから、コキリさんのおくすり、のみなさい。よかったわ、ジジにちょうどいいだけのこってる」

　キキはテーブルの上にのせたままにしていた薬を手にとりました。

「そんなすこししかないの？　ぼくがのんじゃったら、キキが風邪ひいたらこまるよ」

「まあ、ご親切ね、でもそれはいいのよ、あたしは元気。とんぼさんがね、すごい風邪ひいちゃったんですって。だから、さっきとどけてあげたのよ」

　ジジはじろりとキキを見あげました。

「キキだって、やさしいじゃない？　とんぼさんのとこまでもっていってあげるなんてさ」

「ふふふふ」

　キキはちょっと下をむいて笑いました。

「だって……魔女からやさしい気持ちとったらね、黒いドレスしかのこらないもん」

「魔女猫からやさしい気持ちとったらね、黒い毛皮しかのこりません」

　それからふたりは顔を見あわせて、くすくす笑いをしました。







　16　キキ、種を運ぶ







「ほほーう、ちっちゃなキキが帰ってきたとおもったら、一大決心して、薬づくりに挑戦するって？」

　オキノさんは目を細めて、ドアをうしろに、ジジとならんで気をつけをしているキキをながめました。

「そうよ。一大、大、大の決心よ。あたし、もうちっちゃなキキじゃありませんよーだ」

　キキは背のびしてみせました。ジジもあわせてしっぽをぴんとたてました。

「まあ、大げさだこと。決心こそ、しずかにするものよ」

　コキリさんは顔をしかめてみせ、キキのそばによると、うれしそうに肩を抱きました。

「おかえり、かあさん待ってたわ」

　キキはコキリさんの胸に頭をよせました。

「あたしね、宅急便の仕事もすきなのよ、楽しいの。これからもやっていくつもりだけど……もうちょっと、魔女のあたしが心をこめてつくることもやってみようかなって……へんでしょ。あたし、まじめになって……」

　キキは急に目のはじがぬれてくるのを感じました。

　オキノさんが椅子から立ちあがって、キキのそばに来ました。

「おい、ひさしぶりに、たかいたかい、するか？」

　とたんにキキは抱きあげられ、小さいときされたように、くるくるとまわっていました。

「やめて、とうさん」

　キキは体をよじって笑いました。




　一年ぶりの再会のさわぎも一段落してキキとジジが椅子にすわると、コキリさんはぽかぽか茶を入れてくれました。

「それにしてもキキ、きょう帰ってくるなんて、よくおぼえていたわねえ」

「えっ、おぼえてるって、何を……」

「あら、それできょう、帰ってきたんじゃなかったの？」

「ううん、べつに、でもおとといの夜、もうじき満月になるお月さまを見てたら、なんだか、やもたてもたまらなく出発したくなっちゃって。それでおソノさんだけにいって、出てきちゃったの……」

「ふーん、ふしぎなもんだな。そういうのを血がさわぐっていうんだろうな、魔女の血が……」

　オキノさんがいいました。

「そうなのね、いろんなことが、そういうふうに動くというか……」

　コキリさんはうなずいてキキを見ました。

「キキ、くしゃみの薬づくりはね、春分の日の前、満月の真夜中からはじめるのよ。これは、むかしむかしからの決まり。それがちょうど今年はあした。それで帰ってきたのかと思ったわ」

「へー、そんなこと知らなかった……ただあたし、今までなんとなく魔女だったけど、あまり苦労しないで飛べちゃったし、それが楽しくってすぎてきたけど、手紙にも書いたように、知らないうちに、いやなものとどける人になってしまったりして、すっかり自信をなくしちゃったの。新米魔女だけど、あたしが心をこめてすること、何かあったらいいなって。それができれば、この不安からもぬけだせるんじゃないかって。そしたら、かあさんの手紙を見て、薬をつくってみようって思ったの」

「毎年、あなたをさそったんだけど、めんどくさいっていやがってさ。魔女の薬はね、いやいやつくったんじゃ、きかないのよ。なによりも、つくるのがすき、この気持ちがたいせつなの。それでむりにはやらせなかったのよ」

「うん、知ってる。どうしてあんなにやりたくなかったかわからない。でも今はとてもやりたいの。これ、かるがるしく決めたんじゃないのよ。ふしぎなくらいやりたいの」

　キキは目の前にすわっているコキリさんとオキノさんをみつめました。

「大きな力がきょう、コキリさんのところにキキをとどけてくれたんだ、ほうきにのせて。そう、とうさんは感じるね」

「大きな力？」

　キキは眉まゆをよせました。

「今に、キキにもわかるわ。すこしずつ、すこしずつ」

　コキリさんはどこか遠くを見ているような目をしていました。

「あすの夜、十二時からはじめるのよ。それまでゆっくりやすみなさい」

「はい」

　キキは顔をひきしめて、うなずきました。




　夕食のあとのコーヒーの香りが居間にただよっています。オキノさんのすきな、ちょっとこげめのコーヒーの香りです。暖炉の中のまきが、とろとろとだいだい色の炎をあげています。香りも、音も、色も、キキが小さかったときとひとつも変わっていません。どの窓もしっかりととじ、カーテンをさげ、この暖かさを守っているように見えます。それはうっとりとするほど気持ちのいいながめでした。

　キキはソファの上に足をのばしてすわり、目を細めて、全身でこの心地よさをあじわっていました。でも心のすみには小さな窓があって、そこからはいつもコリコの町が見えているのでした。

　あたしはこの家の外の世界から、ちょっとのあいだだけ帰ってきたんだわ。お客さまなのよ。キキは、なつかしくなればなるほど、そう思いました。

「キキ、寝ちゃだめじゃないか」

　ジジが、ともするとがくりとうしろに寝てしまうキキを前足でつっつきました。

「もうじき十二時だよ」

「わかってるわよ」

　キキはふあーとかぶさってくるまぶたを、なんとかあけようとしています。

　外から足音がきこえてきました。

「あっ、コキリさんだ」

　ジジが耳をたてました。キキが急いで庭に通じる戸をあけると、春といってもまだまだつめたい空気が顔にぶつかってきました。

「ふいー、さむーい」

　キキは首をすくめて、空を見、

「あれ、お月さま、ないじゃない」

といいました。

「あっちよ」

　コキリさんの声です。大きな浅いざるを二枚、やっとかかえて立っています。コキリさんがふりむいた家のうしろのほうを見ると、満月がこうこうと光をはなっていました。その光を受けて空が高く広く見えます。

「あなたの旅立ちの日のお月さまも、今夜に負けずおとらず美しかったわね。さ、すぐ、『種のおきよめ』はじめるわよ」

「おきよめ？」

「あら、忘れちゃったの？　くすりぐさの種をお月さまの光に清めていただくのよ」

「あっ、思い出したわ。へんなにょろにょろした歌をうたうのよね」

「まあ……にょろにょろとはひどいわね。……あかね、ねのたね、たねのつぶ、つぶり、めのつぶ……」

　コキリさんは低い声でつぶやくように歌いだしました。

「そう、それ、それ。でも、こうしてきくとちがう歌みたい。とってもお月さまの光に合ってる」

　キキはそういいながら、追いかけて「あかね、ねのたね」とつぶやきました。

「キキったら、小さいとき、この歌のこと、おばけの歌みたいっていったのよ。もっとちがう歌にしようよ、チャンチャカチャンってお歌にしようよって……」

「でも、ふしぎ、今夜はとってもきれいにきこえるの」

「すこしキキもおとなになったのね。じゃ、はじめましょうか」

　コキリさんは手にもったざるを芝生の上におきました。

「まず種のこと。立秋の日に、くすりぐさ十二種を刈りとるんだけど、そのとき、のこしときたいなって思う分だけ、秋になるまでそのまま畑においとくの。それから種をとるんだから。そのとき、これぐらいがちょうどいい量と思う気持ちに、すなおにしたがうのよ。よくばっちゃだめよ。去年はいつになくたくさんのこしたくなって……ふしぎに思ってたら、こんなふうにキキにわける分だったんだわ」

「へー、じゃ、くすりぐさはあたしが来ることわかってたの？　あたしも知らないときから？」

「たぶん、そう」

　コキリさんは庭からつづくくすりぐさの畑に目をやりました。

「おそろしい」

　キキは思わずつぶやいて、空を見あげました。

「それでははじめますよ。じゃ、これがキキの分」

　コキリさんは肩にかけた大きな布袋から、ふくらんだ十二個の小さな布袋を出すと、ざるといっしょにキキに手わたしました。袋の上には赤い糸で種の形と名前がししゅうされていました。

「布袋はつぎの年も使うから、たいせつにとっておくのよ」

　コキリさんは芝生の上にひざまずいて、前にざるをおきました。キキもまねしてすわりました。

「では、ざるを時計にみたてて、六時のところから十一時のところまで、六つのくすりぐさを歌の名前の順に一種類ずつおくの。これを朝のくすりぐさっていうのよ。十二時から五時までは夜のくすりぐさよ。これも六つ。いい？　じゃ、はじめましょ」

　コキリさんはしずかに歌いながら種をおきはじめました。


　「朝のくすりぐさはじめます。

　　あかね

　　ねのたね

　　たねのつぶ

　　つぶり

　　めのつぶ

　　つるのたね

　　つづいて、夜のくすりぐさはじめます。

　　ねこのめ

　　すずのめ

　　めめりぐさ

　　くさや

　　くさぐさ

　　さくやはな



　これでくすりぐさ十二全部。キキ、ちゃんとできた？」

　キキは、「さくやはな」といいながら最後の種をそろりとおくと、

「うん、できた」といいました。

「ねえ、ねえ、ねこのめ……ってどれ？」

　ジジがそばから顔を出してざるの中をのぞきこみました。

「十二時のとこよ」

　キキがささやきました。

「なんだ、ふつうの種じゃないか。ぼくの目ににているのかと思ったよ」

「そう、ただの種よ。でも中にふしぎがいっぱい」

　キキはちょっといばってみせました。

　まん丸の月があたりを明るく浮きたたせています。その中で見ると、すべてのものが姿をはっきりとさせ、そのあとに濃い影をひきずっています。ならべた種の一つ一つにも濃い影ができていました。

「すばらしいわ、こんな満月はめずらしいこと。今年はきっといいくすりぐさが育つわ」

　コキリさんはまんぞくそうに顔を空にむけ、両手を固くにぎりしめると目をとじました。キキもコキリさんがするとおりにしました。「おきよめの歌」といっしょに、月も無数の光る糸になって、キキの体の中に流れていくのを感じました。とってもいい気持ちでした。この感じを、いつまでもおぼえていようとキキは思いました。

「あかね、ねのたね、たねのつぶ……」

　キキはそっとつぶやきながら目をあけて、そばのジジを見ると、ジジも目をつぶり、背中をのばして、黒い石の彫刻のようにすわっていました。キキはあわててまた目をとじました。

　そして、「つくるって、ふしぎよ。自分がつくっても、自分がつくっていないのよ」コキリさんのこのことばの、ほんとうの意味をはやく知りたいとキキは思いました。




「おきよめはぶじ終わったかね」

　朝ごはんのときにオキノさんがいいました。

「ええ、いつになく美しいお月さまで……」

「とうさんもいっしょにすればよかったのに、とっても気持ちよかったわ」

「いやあ。とうさんは仲間には、なれないんだ」

「えっ？」

　キキはなんだかわるいことをいってしまったような気がしました。

「それは決まりさ、ざんねんながらね」

「そうよ、見てはいけないことになっているの。よくおぼえといてね」

　コキリさんはきっぱりといいました。

「だからよくきく薬が育つんだよ。そういうもんさ」

　オキノさんはいいました。

「キキ、これからいうこともおぼえといてよ」

　コキリさんがキキをみつめました。

「おきよめを終わった種はね、春分の日、朝のくすりぐさは朝の六時に、夜のくすりぐさは夕方の六時にまくのよ。それから十三日の間、毎日、まいたのと同じ時間に水をやるの。雨が降ってもやるのよ。そして、八月の立秋の日に、これは暑いさかり、刈りとるの。朝のくすりぐさは朝の六時に、夜のくすりぐさは夕方の六時に、そしてつぎの日、葉っぱも茎も根もみんないっしょにきざんで、銅あかがねのおなべに入れて、とろ火でいりつけるように煮るの。よぶんのおなべが一つあるから、キキにあげるわね。もっていきなさい。ときどきおたまの底でたたくようにしてね。するとどんどんこまかくなって、しまいには粉になるわ。そしたら火をとめて、ぶどうのお酒を手にとって、ぱっぱっぱって、三回ほどかけるの。このとき、とってもいいにおいがたつわ。これがくしゃみの薬。あとは大きな口のびんに入れてしまっておいて、風邪をひいた人に一回分ずつ紙に包んであげるのよ。わかった？」

「うん、でも……その一回分ってどのくらい？」

「そのときちょうどいいと思うだけ」

「そんなこといってもわかんなーい」

　キキは不安そうにコキリさんを見ました。ちょっとあまえている表情が浮かんでいます。

「だいじょうぶよ。ちゃんとわかるの、多くも少なくもなく」

　コキリさんはキキの肩をかるくたたくと、ことばをつづけました。

「それから、つぎの年の種にするほうだけど、……くさを刈るとき畑に少しのこしとくでしょ。それを十月の十五夜に一気に刈りとって、種をとって、それぞれにわけてかわかしたら、おきよめの夜まで、まっくらなところにしまっておくの。薬のつくり方はこれで全部よ。そんなにむずかしくないでしょ」

　コキリさんはキキのあごに手をあて、顔をむかせると、のぞきこむようにキキを見ました。キキはコキリさんの目を見ていいました。

「かあさんと同じくしゃみの薬できるかしら……」

　するとコキリさんははっきり答えました。

「キキの薬はかあさんのとはちがうわ。だってキキがつくるんですもの」

　キキは、えっ？　というように目をみひらきました。

「コキリさんからすこしはきいてたけど、ずいぶんややっこしいんだね」

とオキノさんはいいました。

「ぼくは、ねこのめ、すずのめ、めめりぐさ、ってとこがすきだな。なんとなくさ」

とジジがいいました。

「キキの薬だって……すてきだわ、すてきだわ」

とキキは、ひとりでしきりにつぶやきました。

　くしゃみの薬のことを全部きいてしまうと、キキは、とたんにこれからのことが気になりだしました。

「あたし、コリコの町に帰ったら、この種、どこに植えようかしら。畑なんて……ないもん」

　とんぼさんの家の裏庭、木の歌声づくりのミズナさんの住む山の中のあき地を思い浮かべました。この二つぐらいしか、今キキに思いあたるところはありません。

「どうにかなるわよ。きっとどこかにあるわ」

　コキリさんがいいました。

「でも春分はもうすぐよ。ねえ、この種だったら、どのくらいの畑がいるの」

　キキはテーブルの上の種の袋をもちあげました。

「それはキキが決めるのよ」

「えっ、あたしが？　わあ、そんなのむりよう。コリコの町って大きいのよ。住んでる人だって、この町とはくらべられないぐらい多いんだから、それに、このあいだみたいに風邪が大流行したらたいへん。みんな薬をほしがるわ。でも大きな畑なんて、とても見つけられないわ。どうしよう」

「心配いらないわ。きっといい畑が見つかるわ。ああ、これこそ、わたしにぴったりっていう畑が……そういうもんよ」

　コキリさんが笑いかけました。

「そんなにかんたんにいわないでよ。もしたりなかったらどうするのよ。キキの薬がほしいっていう人に、おことわりなんてできないわ。多めにつくっとかなくちゃ」

「そんなせっかちな心配はしないの。去年、種が思ったよりたくさんとれたの。かあさん、あれ？　ってふしぎだったけど、おきよめのとき話したように、キキが帰ってくるのと関係あったのよ。考えると、とってもふしぎだけど、そういうふうになってるのよ。今年あまると、つぎの年はたりなくって、ちょうどよくなるのよ」

「ふーん、じゃ、ただ、待ってりゃ、うまくいくんだ。かんたんなんだ」

　キキの顔が明るくなりました。

「ほらほら、またこれだわ」

　コキリさんは、まあ、と肩を落としました。オキノさんがそんなふたりをかわりばんこに見ています。

「なにもしなくていいっていうんじゃないの。キキがそれを感じとる心をもっていることがたいせつなのよ。それには、いきいきと、充実した毎日を送ってないとね。そうやって魔女の計算っていうのができていくのよ」

「魔女の計算？　でも、なんだか自信ない。だいじょうぶかなあ」

「これほどたしかなものはないのよ。キキならだいじょうぶよ。あれこれ心配しないで、じっとよく見るの。自分の心の中も、まわりの風景も。見えないものもじっと見るの。そしたら、かならず見つかるわ」

「ほんと？」

「だって、キキは必要な人なんですもの」

　コキリさんは大きくはっきりうなずきました。オキノさんがそばから、テーブルの上においたキキの手をだまってかるくたたきました。




「なに、なに、畑ですって？」

　おソノさんは大きくふーふー息をしました。赤ちゃんのいるおなかが、つられてふーふー動いています。

「お店のつぎには畑ねえ。魔女も商売拡張なのね。ふふふふ。いったいどのくらいほしいの」

「それがわかんないの、見てみないと」

「そりゃ、そうね。そりゃ、そう」

　おソノさんはうなずきながら、でもやっぱりこまったような顔をしていました。

「キキ！」

　呼び声といっしょにとんぼさんがとびこんできました。

「あら、力強い味方があらわれたこと。いらっしゃい」

　おソノさんが手をあげました。

「キキ、あのね、キキがいってた畑のことだけど、北山に行くとちゅうに、ポッカリ丘っていうのあるの知ってる？　あそこはどうかなあ」

「うん、知ってる。帽子をおいたみたいな形してる……」

　キキは何度も上を飛んだことのある丘を思い出しました。

「そうねえ……」

　キキがうなずくと、おソノさんがとんでもないと手をふりました。

「あんな遠いとこだめよう。キキ、宅急便の仕事はどうするの。あそこじゃ、うさぎさんからりすさんに花を一輪、なんていう仕事しかないわよ。ま、それもいいけど、でも……住むところはどうするの？　かんたんじゃないわよ、それにあたしもいないわよ。毎日会えないじゃないの」

「………」

　キキはだまってしまいました。その丘にくすりぐさが生長するようすを想像してみました。たしかに美しいところで、すくすく育ちそうな気がします。でも、キキの心の中で何かがちぐはぐなのでした。ことばにはいえない何かなのでした。これが魔女の計算なのかもしれない、とキキは思いました。

「この町では畑になるようなところなんて、なかなか見つけられないよ」

　とんぼさんは自分が見つけてきた場所の肩をもちたいような気配です。

「そうねえ」

　キキはさそわれてうなずいていました。

「さびしいじゃないの」

　おソノさんがつぶやきました。

　キキの胸がチチチッといたくなりました。今までおソノさんをたよりすぎてたから、帰ったら、これを機会にひとりで暮らしてみるのもいいかな、って考えていたのです。でもおソノさんのさびしいという気持ちは、キキの気持ちでもありました。

「まったく、この町ときたら、通りには草木の名前をつけて、やさしい町ですよみたいなかっこうつけてるけど、キキのためにちょっとしたあき地もないんだから……町長さんは何してるのかしら。腹がたつわ」

　おソノさんは口をムッとつぐみました。それをきいていたとんぼさんが、はっと顔をあげました。

「通りだっ！」

「なんのこと？」

　おソノさんがいいました。キキもとんぼさんをみつめました。

「この前の通り！」

　とんぼさんはドアをあけて外にとび出しました。あとからおソノさんも出ていきました。

「あら、ほんと……」と大きな声をあげています。

「ここがいいわ。キキ」

「そう、この通りの両側にくすりぐさを植えたら」

　とんぼさんも声がうわずっています。

（ここ？　グーチョキパン屋さんの前？）

　キキは目をまるくしました。思ってもみなかったところです。

　キキがこの町に来たときは、人の足がふみかためた土の道でした。ところどころに草がぼうぼうとはえていました。夏にはおソノさんとよく草とりをしたものです。それがつい半年前、道らしくつくりなおされたのです。両側には花壇ができていました。近々、木か草花を植えて、その名前の道になるといううわさでした。

「そうよ、ここがいいわ」

「うん、いい。すごくいいよ」

　おソノさんととんぼさんが競争するようにうなずいています。

「あたし、町長さんにたのんでみるわ。いやとはいわせませんよ。あの人、キキちゃんにはずいぶんお世話になっているんですから」

　おソノさんはとんぼさんの肩をたたくと、ふたりはもう決まったというようによろこんでいます。

「へえー」

　ジジが不満そうに声をあげました。

「キキが決めるんじゃないの」

　キキは通りに出て、じっと道の両側をながめました。ここに春から夏のさかりまで、香りのたかいくすりぐさが育つようすを想像しました。風にのっていいにおいがとんでいくことでしょう。

「よく育ちましたね」

「なんていう名前の草ですか」

「まあ、いいにおい」

「かわいい花がさきましたね」

　こんなおしゃべりを、草の手入れをしながら、町の人とかわすのはさぞかし楽しいことだろうと思いました。宅急便をつづけることもできます。それよりなにより、見れば見るほど、キキの心にぴったりの場所に思えるのです。鍵かぎがかちりとあって、扉があいたような気持ちでした。

「くすりぐさ通り、くすりぐさ通り」

　キキはいつのまにかつぶやいていました。

「そ、それ、くすりぐさ通り、これに決まり！」

　どうなるかと、キキをみつめていたおソノさんととんぼさんが同時にさけびました。




「ほほう、それはいい。くすりぐさ通りねえ。すてきじゃないか。キキさんが手入れまでしてくれるんじゃ、ますますいい」

　町長さんはこころよく許してくれました。




　春分の日になりました。キキは朝六時に朝のくすりぐさの種をまきました。こんな歌をうたいながら。


　　「あかね　ねのたね　たねのつぶ

　　　つぶり　めのつぶ　つるのたね

　　　月できよめた　くすりぐさ

　　　土にもどった　ほーほー

　　　三日と十日の水　すって

　　　せのびいっぱい　ほーほー」






　そして夕方の六時にも、同じように歌をうたいながら、夜のくすりぐさの種をまきました。


　　「ねこのめ　すずのめ　めめりぐさ

　　　くさや　くさぐさ　さくやはな

　　　月できよめた　くすりぐさ

　　　土にもどった　ほーほー

　　　三日と十日の　水すって

　　　せのびいっぱい　ほーほー」






　その年の秋、つめたい風が北山から吹いてきて、町のあちこちで、「くしゅん」「くしゅん」という声がきこえだしたころ、「魔女の宅急便」という看板の横にもう一つ看板がさがりました。

「くしゃみのおくすり　おわけいたします。魔女のキキ」
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　はじめに







　十六年前、深い森と、なだらかな草山にかこまれた小さな町に、キキという名前の女の子が生まれました。この女の子にはちょっぴり秘密がありました。おとうさんのオキノさんはふつうの人ですが、おかあさんのコキリさんは魔女だったのです。それでキキは半分魔女……ということになります。

　十歳になったとき、キキはおかあさんのように魔女として生きていこうと自分で決めました。でもあまりすごい魔法はつかえません。おかあさんのコキリさんは、空をほうきで飛ぶことと、くしゃみの薬をつくる魔法を知っていました。でもキキは、薬のつくりかたがあまりにややっこしいのでやめてしまったのです。それでほうきで空を飛ぶ魔法しかできません。でもこれならそんなにへたではありませんよ。ほうきの後ろに黒猫のジジを乗せて、宙返りだって、ずんずんのぼりだっておちゃのこさいさいです。この黒猫のジジはキキといっしょに育ち、ずっと助けあいながらくらしてきました。それで魔女猫なんてよばれることもありますが、魔法は一つ、キキとおしゃべりができることぐらいです。

　ところで魔女は十三歳になるとひとり立ちをし、まだ魔女の住んでいない町や村を見つけて、一年間自分のできる魔法をつかってくらしていくのです。これは一人前の魔女になるための見習い期間でしたが、この世にまだ魔女がいることを知ってもらうためのたいせつな決まりでもありました。このお話の主人公キキも、いまから三年前に海辺の大きな町コリコにやってきました。そしておソノさん夫婦のやっているグーチョキパン屋さんの粉置き場をかりて、たった一つしかできない魔法、空を飛ぶことを生かして宅急便の仕事を始めたのです。一年間の見習い期間をぶじおえて、里帰りをしました。（『魔女の宅急便』）

　でもキキは、コリコの町をただの思い出の町にすることができませんでした。とんぼさんというたいせつな友だちも、コリコの町にいます。キキはしだいにあの町で生きていきたいと思うようになり、コリコの町にもどっていきます。そしてまたいろいろな人に出会い、いろいろなものを運び、つらいことも、たのしいことも経験しながらくらしてきたのです。

　ところがその年の秋のおわりごろから、キキはなにかおちつかない気持ちになってきました。もっと魔女としての自分の世界をひろげてみたい。そんな気持ちがだんだん強くなってきたのです。それでせかされるような気持ちで家にもどり、おかあさんのコキリさんからくしゃみの薬のつくりかたを教えてもらったのでした。そしてつぎの年の夏、キキがひとりで植えたはじめてのくすりぐさを刈り入れて、くしゃみの薬をつくり、「魔女の宅急便」の看板のとなりに、「くしゃみのおくすり　おわけいたします」という看板もかけるようになったのでした。町の人たちに頼りにされるようになったキキのくらしは、ますますいそがしくなっていきました。（『魔女の宅急便②』）







　１　また春がきて







　キキがコリコの町に住むようになって、四回目の春がめぐってきました。キキは十六歳になりました。春分の日には朝と夜、おかあさんのコキリさんに教えられたやりかたで、お店の前の通りにくすりぐさの種をまきました。今年で二回目です。

　けさもはやくおきて、そのくすりぐさの畑にじょうろで水をまいています。この仕事にもすっかりなれました。黒猫のジジが近づいてきて、水をつかむように前足をあげ、あそびはじめました。

「ジジ、ぬれるわよ」

　キキはじょうろを動かす手をとめていいました。

「だってお日さまにあたると、水ってきれいな色になるんだもの」

「ほんと、虹にじ色いろね」

　キキはまぶしそうに空を見ました。もうすっかり春のお日さまです。すると後ろからはずむような声がしました。

「まあ、もう土からいいにおいがしてくるわ。まだ芽もでていないのに、さすがくすりぐさね」

　ふりむくと、グーチョキパン屋さんのおソノさんが笑っていました。そばでちいちゃな女の子が、かたほうの手でおソノさんのスカートをしっかりとにぎり、もう一つの手の親指を口に入れてくちゅくちゅ音をさせながら立っています。キキがこの町に来た年に生まれたノノちゃんです。もう三歳になりました。そして、おソノさんの後ろにはずかしそうにかくれているのは、そのあとで生まれたもうじき一歳になる男の子、オレくんです。

「去年とれたくしゃみの薬はちゃんとたりた？」

　おソノさんがいいました。

「それがね、まだずいぶんのこってるの。おかあさんは、その年にちょうどいいぐらいの量ができるものだっていってたんだけど。〝ちょうどいい〟、それがまさに魔女の計算というものだって……」

　キキはふりむいて、すこし不安そうに家のなかにおいてあるくしゃみの薬がはいったビンのほうを見ました。

「キキのふしぎな力が一つふえたおかげで、この町は大助かりだわ」

「ふしぎな力なんておおげさだわ。ただのくしゃみの薬だもの。でもわたし、はりきってるの。お店も大きくなったし……」

　おソノさんはうなずきかえしながら、土のにおいをかぐようにもういちど深呼吸しました。それから低い声でうたいだしました。


　　「このみちの　さきまで　ふっふふ

　　　あしおと　あわせて　ふっふふ」

　　「ふっふふ　ふにふにふっふふー」



　キキもあわせて、鼻歌をうたいました。

おソノさんもつづきを小さく口ずさみながら、

「ああ、いい気持ちになれた、じゃ、またね」といって、オレくんを抱きあげノノちゃんの手をひいて帰っていきました。

　そう、今年のはじめにキキのお店はだいぶかわりました。今まで一階におかれていた粉袋をぜんぶ二階にうつし、お店をすこしひろげて小さな物置もつくりました。そして住むところも二階からひっこしてきたのです。通りに植えたくすりぐさの手入れがしやすいように、部屋もくすりぐさのいい香りでいっぱいになるようにと、おソノさんがすすめてくれたのでした。この改装工事には、とんぼさんとコリコの町の飛行クラブの人たちが集まって、手伝ってくれました。とんぼさんは前の通りが見えるようにと、小さな窓もあけてくれました。キキは毎朝ひろくなった家のなかを歩き、窓からのぞいてくすりぐさの畑を見ると、わたしもちゃんとした魔女になりかかってるみたい……と自信がわいてくるのでした。

　水まきの仕事がすむと、キキはお茶をいれはじめました。町からはなれたところに、弟とふたりで住んでいる友だちのモリさんが送ってくれた、香りの高い野の草のお茶です。ちょっぴりあまく、ちょっぴりすっぱい、飲むとおなかがぐーっとすいて、すぐごはんが食べたくなるお茶です。モリさんはジジにも草で編んだベッドを送ってくれました。ジジはそこにねそべって、桃色の舌をつきだすと、空気のなかからなにかをすいとるように口をぺちょぺちょと動かしています。

「ジジ、なに、そのかっこう。ノノちゃんのまねしてるの？　あまったれたいの？」キキはからかいながら、自分も下唇をついっとだして空気をぺちょっとすってみました。

「おいしい」キキは思わずつぶやきました。するとジジが、とつぜんすっくと立ちあがっていいました。

「ぼくは猫だ。でも特別な猫になれるだろうか」

　そしてしっぽをぴんと立てると、ふりむいてそのしっぽをじっと見つめました。

「どうしたの、いきなり……お芝居の役者さんみたいにすましちゃって……特別の猫ってどういうことなの？　だれだって、特別じゃない？　だれだってだれかさんのための特別な人なんだから」

　キキがいいました。

「キキ、それってちょっとかるいんじゃない？　その特別とはちがうんだよ。つまり、自分をちゃんとつかまえられるかってことなんだ。しっぽをつかまえるなんてことではなくてさ」

　ジジは鼻にしわをよせ、なにか考えるように遠くを見つめました。

「なにごちゃごちゃむずかしいこといってるの。わたしはジジがだいすきよ。ジジはわたしの特別な猫、それでいいでしょ」

　キキはジジを抱きあげると、鼻にかるくキスをしました。

「やめてよ、べたべたするの」

　ジジはキキの手からとびおりて、ぶるっと体をふるわせました。キキがおどろいて、足もとのジジを見つめました。すると、そのときです。

　ルルルルー　ルルルルー

　電話が鳴りだしました。

「こちらは魔女の宅急便です」

　キキはいつものように受話器にむかって、はきはきと返事をしました。すると、

「はーはくくくしょん、くしょん」

　むこうからとびこんできたのは、爆発するようなくしゃみの音です。あまりの音の大きさにキキが思わず受話器を耳からはなすと、つづいて、

「ははは……くくく……はっくしょん、しょん」

　またくしゃみです。目がぱちくりです。高い声が歌でもうたっているみたいにはずんできこえます。遠くであわせてでもいるように、ピアノの音までしています。

「あのー、こちら……」

　キキがもういちど名乗ろうとすると、

「はははは……ま、まじょさんしょん、くすり、くしょん、はやく、はっくっしょん」

「は、は、はい、どちらへ？」

　キキもくしゃみがうつってしまいそうです。

「ラジオ、きょく、きょくしょん」

「はい、わかりました。ラジオ局ですね」

　キキは大きな声で念をおすと、電話を切りました。

　それからくしゃみの薬を入れてあるビンのふたをとると、ちょっとの間、じっと空中を見つめて考えてから、手をつっこむと薬をぎゅぎゅっとにぎって、紙袋に入れました。そして自分で目をまるくしました。

「あら、こんなに必要なの？　多すぎないかしら。あまると思ったのに……もうあとすこししかのこってないわ。だいじょうぶかなあ……。でもこういうことが、いるだけちょうどっていう魔女の計算なのかもしれない。いいか、信じていくか」キキはぶつぶつひとりごとをいいながら、薬の袋と木のスプーンを手さげ袋に入れました。「ジジはどうする？」

「行くよ、あたりまえでしょ。ごいっしょするのが、ぼくの仕事ですから」

「ジジってこのごろなんか文句っぽくいうのね」

　キキは壁にさがっているほうきをはずすと、ドアをあけました。




　ラジオ局の入り口で、イヤホーンを首にさげて男の人がこっち、こっちと大きく手まねきして待っていました。

「こ、こっちしょん　ちきしょん」

　これだけいうと、その人はくるりっと後ろをむき、建物のなかを走りだしました。キキもあとを追って走りました。階段も走ってのぼって、つづく廊下も走って、そのさきの厚いとびらをあけると、いきなりなかからはじけるようなくしゃみの大爆発がとびだしてきました。二十人ほどの男の人と女の人が口に手をあて、体をゆすってくしゃみをしています。

「まっ、みんな、おそろいではっくしょん……ですか？」

　キキはびっくりしてさけびました。

「は、は、はるかぜで、しょん」

「みー、みんな、くしょん……ですしょん」

　すると、さっき入り口にいた男の人が、ハンカチで口をふきふき、いいました。

「どど、どうやら、山のむこうのラジオ局で、う、うつったらしいんしょん。とっても強力な、くしょん、かぜで、しょん。これから放送だっていうのに……おおよわり。この町の魔女さんの、くしょんぐすりは、きくってきいたので……ほんとうに、くしょん、ききますか？」

「ええ、ききます」

　キキははっきりうなずきました。

「ねむくなったり、しないでしょうねえ」

「ええ」

「じゃ、はやく、なおして。お礼はポケットにはいるちびラジオ、さきにわたしておきましょん」

　男の人は小さな包みをわたしてくれました。

　キキはこまったようにいいました。

「はやくっていっても、そんなすぐには……この薬は一日三回、食後にお茶がわりに飲んでいただかないと……」

「えーっ」

　みんないっせいにがっかりした声をあげました。

「……じゃないと、だめ？」

「そういう決まりなんです……でも……こんなにみんな仲よしこよしの集団くしゃみかぜですから……それじゃ、薬も仲よくしてもらって、三回分いっぺんに飲んでみます？」

　キキは、きゅうに、決まりをやぶっても、自分の思ったとおりにやってみたくなりました。

「おねがいします。あ、あと、三十分で、ほ、ほんばんなんです」

「わあ、それはたいへん」

　キキは部屋のすみにおいてあるコップをならべると、ひとりひとりの顔をじっとよみとるように見てから、スプーンで薬をはかり、お湯をそそいで、手わたしていきました。みんなコップを手でかかえて、ふーふーさましながら、飲みはじめました。部屋いっぱいにすーっとした野の草のいい香りがたちこめていきます。

「すこし、鼻がとおってきた、くしょん」

「なんだか、ききそう」

「いいぞ、いいぞ、たしかに」

　みんな口々にいいはじめました。でもキキはちょっぴり不安でした。おかあさんのコキリさんのいいつけを無視して、三回分いっぺんに飲ませちゃったのですから。ききすぎるか……それともきかないか……。

「では、練習はじめましょん」

　さっきの男の人が前に立っていいました。言葉のおわりに、まだ「しょん」なんて不安なひびきがのこっています。

　みんな立ちあがってならびました。ピアノがばんと鳴りました。男の人がさっと手をあげました。

　いっせいにみんなの口があいて……とびだしました。

「はーはー、はくしょん、しょん」

　とたんにみんな顔がさーっと青ざめ、おたがいを見つめあいました。

「でも、でも、声はあってるわよ。ふしぎなほど……」

　女の人が追いかけるようにいいました。

「ふむ、まさに、まさに、まれにみるぴったり感だ」

　指揮の男の人が目を見はっていいました。

「じゃ、もういちどやってみよう」

　ピアノがまたばんと鳴りました。男の人が手をあげました。いっせいに口があきました。

「はっはっはー、はくしょん、ひーひっひっひー、ひっくっしょん」

　低い声、高い声が、なんとぴったり。

「まあ、気持ちいいこと！　みんないっしょに、はーくしょんなんて」

　だれかがいいました。

「ねえ、ねえ、これでやってみましょうよ。『くしょん　はっくしょんの歌』っていうの、どう？」

「そうだな、ここは、魔女さんの魔法を信じて……くしょん」

　キキはこまって体をちぢめました。それから二歩、三歩とあとずさり、とびらに手がさわると、「じゃ……がんばってください」と小さな声でいって、外にでました。




　キキは家にむかって飛びながら、ほうきにさげたラジオのスイッチを入れました。アナウンサーの声がひびいてきました。

「毎週おとどけしている『はじける歌声』の時間がまいりました。本日出演のコーラスグループは、今年で結成五周年をむかえる『ひらけ口グループ』のみなさんです。曲は『くしょん　はっくしょんの歌』です。春のかぜがはやっているときいております。でもラジオからではうつりませんから、ご安心を。では、どうぞおたのしみください」

　ピアノがばんと鳴りました。歌声がとびだしました。


　　「はーくっしょん　はー

　　　はーくっしょん　はー

　　　はっはっはっはっくしょん

　　　みなさん　はー　ごいっしょに　はー

　　　はっはっはっはっくしょん

　　　みなさん　はー　ごようじん　はー」



「やだわあ、なんだか、すてきじゃないの、くっくっく」

　キキは笑いだしました。

「あの人たち、これで人気でちゃったり……世の中ってさ、そういうことあったりして。そしてさ、かぜなおったら、もとにもどっちゃったりして」ジジはこんなおとなびたことをいうと、鼻にしわをよせて、にっと笑いました。でもすぐまじめな声になって、つけ加えました。「キキ、でもいいの？　コキリさんのいいつけ守らないで……。ぼく、知らないよ」

「わたしには三回いっしょでいいって、感じられたのよ。コキリ魔女のやりかたではなく、キキ魔女のやりかたでいいと思ったのよ。お薬の量だってコキリ魔女の計算じゃなくて、キキ魔女の計算なんだから」

　キキは前をじっと見つめて、そういうと、くるりくるりと宙返りしました。

「ジジ、チョコレート食べたくない？　わたし、買いにいこうかな」

「ぼくはえんりょする。あれ食べると、胸がドキドキしちゃうんだもの」

「あら、そう。じゃ、とんぼさんさそって、食べようかな」

　キキは近くのお菓子屋さんめがけておりていきました。

「キキは……ドキドキしたいんだね」

　ジジが口をひょいっとまげ、みじかく笑うと、キキの背中に乗ってきました。




　チョコレートを買って、とんぼさんの家のうえまで来ると、とんぼさんは窓のそばで汗びっしょりになりながら、竹を切ったものを紙やすりでみがいていました。

　キキがおどろいたようにジジにささやきました。

「あれ、とんぼさん、ちょっと会わない間にまた背が高くなったみたい」

「とんぼさんはまだ背が大きくなってるのかもしれないね。のびざかりの男の子みたいに……」

　後ろでジジがいいました。

「まさか」

　キキが笑いました。キキが手をふると、すぐとんぼさんは気がついて、外にでてきました。

「やあ、キキ、どうしたの？」

　とんぼさんがいいました。

「声もおやじ声だ。くくく」

　ジジも首をすくめて小さい声で笑いました。

「いっしょに、おやつ食べない？」

　キキがチョコレートを見せていいました。

「わっ、ほんと？　いっしょに？　いいの？」とんぼさんはめがねのむこうの目を大きくあけて、うれしそうにまばたきしました。「なら、ぼく、木にのぼって食べたいな。キキといっしょだもの、地上をはなれて……ねっ」

　とんぼさんはそういうと、庭の木にのぼって、いちばんしたの枝にすわりました。キキもその枝のうえにおりてならびました。とまっていた鳥が、あわててとなりの木にうつっていき、首をのばして、とつぜんあらわれたふたりをふしぎそうに見ています。

「やっぱり、これぐらいの高さでも、地上からはなれると、いろんなものちがって見えてさ、わくわくするね。キキはいつもこんな気分？」

「うん、いつもわくわくよ。いっしょに飛べるといいのにね。そしたらもっとわくわく」

　キキは首をすくめながらわくわくを二度もくりかえして、ちろっと舌をだし、肩をすぼめました。

「でもさ、それができないっていうのも、たのしいよ。キキはどんな気持ちなのかなって、想像できるもの。同じことができたら、想像なんてしないものね」

「いつも？」

　キキはのりだしてとんぼさんを見ました。

「うん、いつも」

　とんぼさんも見かえしました。その目はたのしいことに夢中になっているときの、とんぼさんの目でした。

「ほんと？　わたしのこと想像……してるの？」キキの声がはずんできました。「じゃあ、もっとすてきに飛ばなくちゃ……あのね、今ね、くしゃみの薬を合唱団の人たちにとどけてきたんだけど……わたし、コキリさんのいいつけどおりにしなかったの。ほんとは三回に分けなくちゃいけないのよ、でも、わたし、一回で飲むようにっていっちゃったの。だって、わたし、それでいいって感じたんですもの」

　キキはいいわけするようにいいました。

「うん、いいんじゃない。キキはキキだもの」

　とんぼさんは大きくうなずきました。それからふっと息をつくと、口にチョコレートをぽんと入れて、いいました。

「今、ぼくもあたらしいことしてるんだよ。竹とんぼをつくってるんだ。ゼンマイ式、浮遊型、もどり形式のね」

「くっ」

　キキは思わず笑ってしまいました。

「君が笑ったわけ、わかるよ。とんぼがとんぼつくってどうするんだっていうんでしょ。でもね、こんどのはちょっとばかりすごいよ。竹とんぼがよろこんで飛ぶんだ。散歩してもどってくるんだ。見ててよね」

　とんぼさんの目がきらきらしています。

「竹とんぼがよろこんで飛ぶ……ですって？　なんだかすごい。いったいどうやってつくるの？」

　キキは体をはずませて枝をゆすりました。

「種まいて、水やって、キキの薬みたいにさ、なーんてね」とんぼさんはキキに笑いかけ、でもきゅうにうなずくと、「ふーん、にてなくもないかも……魔法もちょっとはいってるかも……」といいました。

「どんなふうに飛ぶの？」

「すいーっとね、花の種のように。南のほうの星くず群島のどこかの島には、はねをもったすっごくよく飛ぶ植物の種があるんだって……ぼくの竹とんぼはね、とまり飛びしたり、もどったりするようにしたいんだ。それにはちょっぴり自信があるんだけど」

　とんぼさんは両手を小さくひろげ、ばたばた動かしました。







　２　光る赤い玉二つ







　その夕方、キキとジジが家にもどると、日はすっかり暮れていました。グーチョキパン屋さんの明かりが、前の通りにまあるくひろがっています。お店のなかは仕事帰りのおきゃくさんでいっぱいでした。

　キキはおおいそぎでほうきを壁にかけると、おソノさんの手伝いに走っていきました。

「キキ、おかえり。ありがたいわ。さ、このおきゃくさんにクリームパン五つ包んでさしあげて」

　おソノさんはキキの顔を見るといいました。

「あっ、それからジジ、あなたにもおねがいよ。ノノのおもりをたのむわ」

「はーい」と、元気に返事したのは、ノノちゃんのほうでした。「おんも、おんも」ジジの肩にまたがっていいました。ジジは半分つぶされ、やれやれという顔で裏口から外にでていきました。

「くしょん」

　どちらのくしゃみでしょうか、外から小さな音がきこえてきました。

　キキがふたりの行ったほうを笑いながら見ていると、カウンターのうえにおいたキキの手を、つんつんとたたく人がいます。見ると女の子です。髪の毛を頭の両側でつーんと高く二つに結いあげ、するどく光った目をかくすように、前髪がばらばらとたれさがっていました。

「あのさあ、ぐるぐるまきのチョコレートパン二こちょうだい」

　しゃがれた声です。キキよりずっと年下のように見えるのに、声だけはもう何年もつかいすぎたおとなの声のようにがさがさしています。その声におされて、キキは、

「はい、はい、ただいま」と、とてもていねいな返事をしました。それから袋をだして、パンを二つ入れようとしました。

「いいのよ、そのまんまで」女の子はかすれた声で、へへへと笑いながら受け取ると、二つに分けて結っている髪の毛の結び目のゴムに、ぱちんとチョコレートパンのとがったさきをはさみました。それからキキとおソノさんをななめに見上げながら、小銭をわたすと、「どう、このやりかた？　おしゃれでしょ」といいながら、手を高くのばして、パンのうえからはみだしているチョコレートを指ですくって、ぺろりとなめました。

「ちょっと、ちょっと、うちはパーマ屋じゃないのよ、パン屋なんですからね」

　おソノさんはじろりとにらんでいいました。

「やだ、だから買いにきたんじゃないの」女の子はつづけて、「じゃあね」というと、両手をかわりばんこにうえにあげて、チョコレートをすくってはなめなめ、外にでていきました。

「まあ」

　おソノさんの口がぱくりとあいて、そのまましまりません。キキもガラス戸のむこうに遠ざかっていく女の子をびっくりして見ていました。

　ずるんと長い黒のワンピースは、うすいレースの布でできているようでした。風にふかれて、カーテンのようにするすると横になびいています。チョコレートパンの角を生やして夕暮れのなかを歩いていく姿は、まるで小さな鬼のようでした。




　キキとジジが家にもどって、ドアをあけると、戸口でジジがぴたっと立ちどまりました。鼻がいそがしくぴくぴく動いています。

「だれかなかにはいったようなにおいがする」

「まさか」

　キキはドアに手をかけたまま、なかをそっとのぞきこみました。

「だまって人の家にはいる人なんて、この町にいないわ。ジジの鼻、くしゃみでおかしくなったんじゃないの」

「かぎをかけないから、だれでもはいろうと思えばはいれるんだから」

　ジジはキキの後ろからこわごわなかをのぞいていいました。

「キキのほうこそ、町ぐらしで野性をうしなってるんだ。感じる心をなくしているんだよ」

　ジジはいつになく攻撃的です。

「それをいうんだったら、わたしの場合は野性でなく魔性です」いいかえしながら、魔性なんてちょっとおおげさ、とキキも思いました。「だいいち、こんななにもない家にはいる人なんていないわよ」

　キキはなかにはいると手をのばして、電気のスイッチを入れました。天井近くにとりつけてある電灯から、光が一瞬に部屋のすみずみまで走りました。明るくなると、いつもの家です。とんぼさんたちがとりつけてくれた奥の物置の戸がすこし開いていました。ほうきはいつものところにありました。

「わたしのいちばん大事なものはこのほうきよ。でもこれはわたしじゃなくちゃ飛べないのよ。ずっと前にとんぼさんがこっそり飛んで崖がけから落ちたときから、町の人ならだれでも知っていることよ」

「でも、もっといいものあるって思う人もいるかもしれないよ。魔女の家だからって」

「それは大きなかんちがいってもの。魔女は、もちつもたれつのおすそわけでくらしているのよ。宝ものなんてあるわけないわ」

「でも知らない人もいるかもしれないじゃない。遠くから来た人とか」

「ジジ、どうしてそうごちゃごちゃよけいなことを考えるの」

「だって、キキ、このところかるいから」

　ジジはきちんと背中をのばしてすわると、さぐるように部屋のあちこちに目を動かしています。と、きゅうに音もなく走りだし、物置の戸のすきまに顔を入れました。

「かるいって、どういうことよ？」

　キキがききかえしました。

「みんなと同じってこと」

　ジジはふりむかずにいいました。

「いいじゃない」

　キキはそういいながら、ふっとおかあさんのコキリさんのことを思いだしました。コキリさんはみんなと同じだけど、同じでもないな。まわりを流れてる空気がふわーんとあったかくって、どこかちがう。

「はくしょん」

　キキはとつぜんくしゃみをしました。

「くしゅん」ジジもぶるんとふるえました。「かぜうつっちゃったよ。今夜はキキのふとんのなかに入れて」

「いいわよ、特別にゆるす」

　キキも鼻声でいいました。




　キキはふっと目をさましました。

（ここは……どこ？）頭はねむっているみたいなのに、目だけなにかにおこされたようにぱっちりとあいてしまいました。キキはふとんのなかから暗い家のなかをぐるりっと見回しました。部屋のすみのにぶく光っている薬のビンも、窓にかかっているカーテンもいつものままです。入り口の戸のすきまから、夜の空の明るさが細いすじになってさしこんでいました。

「あれっ」

　キキの体がびくっと動きました。半分戸があけっぱなしになっている物置のむこうで、小さな赤い玉のようなものが二つ、うっすらと光って見えたのです。夜の森で見る動物の目のようです。キキはとっさに足で、ふとんのなかのジジをつっつきました。

「ねえ、ちょっと、ちょっと」

　そうささやきながら、目をこすると、つぎの瞬間その赤い玉は消えていました。

「いやだ、夢のはじっこがのこってたのか……」

　キキはほっとすると、そのまま寝てしまいました。でもつっつかれたほうのジジは、のっそりとふとんのなかからはいだしました。横を見ると、キキがすーすー寝ています。

「なんだよ。おこしといて」

　ジジは口をとがらせると、また頭からふとんのなかにもぐろうとして、そのままぴたりと動かなくなりました。物置の奥で、赤い玉が二つぼーっと光っています。

「うーっ」

　低いうなり声をあげて、ジジはベッドからとびだし、走りよると、つめをむきだしにしてとびかかりました。その瞬間、目の前に黒い布がふわっとかぶさって、ジジはそのままくるりと包まれてしまいました。ジジはびっくりして声もでません。すると細い手がまるく包まれたジジをしっかりと抱きかかえました。

「あたしの、猫ちゃんに、なって。おねがい。あたしの、猫ちゃんに、なって」

　耳のそばでささやくような声がきこえます。

「みゅっ」

　ジジはのどの奥で悲鳴をあげました。にげたくても体がこわばって動けません。

　すると、目の前の布がするりととけ、黒いかげが風のように入り口のほうに走り、戸をあけて、音もなく外に消えていきました。

　とつぜんの出来事にジジは腰をぬかし、すわりこんでしまいました。それからやっとのこと、体をひきずってキキのスリッパのうえにのると、しっぽをかかえてうずくまりました。




「おはよう、ジジ」いつもの元気のいいキキの声がひびきました。ジジがはっと立ちあがると、キキはのぞきこんでいいました。「ジジ、あんたはずっとわたしの猫だけど、野性ってもんはうしなっていないっていってたわよね」

「どうしてそんなことをきくの？」

「ゆうべね、へんなこと、おきなかった？　きのう、だれかはいったみたいって、ジジがいってたけど、わたし、夜中にとつぜん目がさめたのよ。そしたら物置で赤いものが光っていたの。夢かと思ったけど……猫は人より敏感なんでしょ。もしかして、なにか気がつかなかった？」

「べつに」

　ジジはキキを見ないようにして、しっぽだけぱたんと動かしました。

「じゃあ、やっぱり夢だったんだ。かぜのせいだったのかもしれない」

　キキはひとりでうなずきながら、カーテンをあけました。いいお天気のお日さまがとびこんできて、部屋ぜんたいを明るくしました。

　いつもとかわらない朝です。

　ジジはそっと頭をあげると、物置のほうを盗み見しました。

　ルルルルー　ルルルルー

「はい、こちら魔女の宅急便です」キキは受話器をとると、元気な声でこたえました。

「もしもし、もし、もーし、あれ」キキは受話器を耳からはなして、じっと見てからもどしました。「切れちゃったわ。へんな電話」すると、また、

　ルルルルー　ルルルルー

「はい、おはようございます。どうぞご用件を……あなた、どなた？　あれ、また、切れちゃった。へんねえ、気味がわるいわ」キキはまゆをひそめ、「無言電話だわ」と、つぶやきました。

　ジジはそれをきいて、びくっと体をふるわせました。

「あたしの、猫ちゃんに、なって、あたしの、猫ちゃんに、なって」ジジの耳のなかで、ゆうべきいた低い声がこだまのようにひびいてきました。あんなことをいわれたのは、生まれてはじめてです。ほかの人の猫になるなんて……今まで考えたこともありません。キキの猫でいるのが自分の運命だと思っていましたから。

　キキは、パジャマをぬいで、頭と手をつっこんで、いつもの洋服をするりと着ました。

「ジジ、どうかしたの？　きょうは無口ねえ」

　キキがのぞきこみました。

「べつに」

「さっきから、べつにとしかいわないじゃないの。なにかあったんでしょ、いいなさいよ」

「べつに」

　ジジはそういうと、すたすたと日のあたるところに行って、ごろりと横になりました。

「キキ、ちょっとおねがいしたいんだけど」

　おソノさんが戸口から顔をのぞかせました。

「おはようございまーす。いいお天気ね」

　キキははずんだ声をあげました。

「キキ、町はずれのはっぱ市場のジャム屋さんまで行って、さくらんぼジャムの大ビンを、買ってきてもらえないかしら。去年はたくさんつくったつもりだったんだけど、たりなくなっちゃって。わたし、電話しとくから、キキが行くって」

「はーい、おやすいご用です。さ、ジジ、出発よ」キキはふりむいていいました。「また、いやとか、べつにとか？」

「ふん、べつに」

　ジジはのっそりとキキのほうに歩いてきました。

「あら、どうしたの？　あなたたち、けんかでもしたの？」

　おソノさんがいいました。

「けさからジジ、ちょっとへんなの」

　キキはおソノさんに近づいて、ささやくと、戸口でほうきにまたがり、ふーっとうきあがりました。あわててほうきのはじにとびついたジジを大きくゆらしながら、グーチョキパン屋さんの看板すれすれに飛んでいきました。

「おなかすいてるのに……。朝ごはん、まだなのに」ジジはやっとはいあがったほうきのうえで、こんどはぶつぶつ文句をいいだしました。

「ぼくのおなかはいつも無視される。ということは、ぼくも無視されてるってことだ」

「まったく、どうしたのよ。文句ばかりいって。市場についたらなにか食べさせてあげるわよ」

「いいよ、もう。そんなにめんどくさそうにいわなくたって」

「むずかしい年ごろなんですね、ジジは」

　キキはおおげさにため息をつきました。




　ジャム屋さんのおばさんはキキの用件をきくと、

「あら、たった今、グーチョキパン屋だっていって、女の子がジャム持っていったけど……たった今よ」と、すっとんきょうな声をあげました。それから、はっとしたように背のびして、「ほらほら、あそこ、あの角まがってる、あの子よ、あの子」と坂のうえのほうを指さしました。

　キキがそのほうを見ると、黒いスカートのはじが、はなれた家のかげにするりと消えるところでした。キキはとっさにほうきをつかむと、飛びあがりました。

「あら！　こっちがほんものなの？　あら、あら！」

　ジャム屋さんはひっくり返ったような声でさけびました。

　キキは、家並みがせまっている細い道を、壁にぶつかりそうになりながら、飛んでいきました。さっきの黒いかげが消えた家の角まで来ると、空中でとまって、あっちこっち見回しました。でも、どこにも見えません。海のほうからまきあげるような風がふいてきます。しずかな住宅地は、どの家もカーテンをしめて、知らんぷりしています。坂のしたから、自転車に乗った男の人が、サドルから腰をあげ、体を左右にゆらしてのぼってきます。それだけです。まだそんなに遠くに行っていないはずなのに、どこに消えてしまったのでしょう。キキはほうきに乗って追いかけたのです。むこうはただ走っていただけなのに。

　キキは地上におりると、近くの路地を一つ一つのぞいてみました。どこかの家からラジオの音がきこえてきます。むこうからオートバイの音が小さくひびいてきました。キキはまた飛びあがりました。屋根よりずっと高いところまでのぼって見回しました。人が何人か歩いています。目をこらして見ても、そのなかにはさっきの黒い姿はどこにも見えません。ずっとはなれた町の中心のほうでは人がおおぜい動いています。でも、こんなちょっとの間にあんなところまで行けるはずはありません。

「ふしぎ、消えちゃった」

　キキは顔をしかめて、思いだそうとしました。なにか頭のすみにひっかかっています。

　でも今は、たのまれたジャムのほうをなんとかしなければなりません。あわてたので、ジジまでおいてきてしまいました。ふりむくと、遠くジャム屋さんの店さきで、ジジがしっぽをぴんとたてたまま背中をのばして、置物みたいにすわっています。

「あっ、またジジのごきげん、わるくしちゃった」

　キキはあわてて、回れ右しました。




「こまったわ。去年のさくらんぼジャムはあれでおしまいなの。ほかのじゃいけないかしら？　でも、おかしいわねえ。あの子、おソノさんにたのまれたって、はっきりいったのよ」ジャム屋のおばさんはもうしわけなさそうに、でもちょっといいわけするようにいいました。「洋なしのジャムならおいしいのがあるけど、だめ？」

「じゃ、それいただいていきます」

　キキはお金をはらって、ジャムの包みをほうきの柄に通すと、こんどはジジもちゃんと乗せて、飛びあがりました。

「ねえ、キキ、あのにげた子、だれだと思う？」

「どろぼう」

　キキはつっけんどんにいいました。

「ふーん、そうかなあ。どろぼうとはいえないよ。お金はらったし、……そうだ、横取り屋だ、人の持っているものほしがる横取り屋」

「ジジ、あんた、なにか知っているの？」

「知ってるわけないでしょ、まさか」ジジはいやに大きな声でいいながら、でも体をぴくっとふるわせました。それから、「横取り屋……」と小さくつぶやきました。

　キキが元気なくうつむいてグーチョキパン屋にはいっていくと、おソノさんがいいました。

「キキ、ごくろうさん。ジャムだけ看板のとこにつるしてあったから、どうしたのかと思って。きゅうな用事でもはいったの？」

「えっ、ジャムって？」

「やだ、たのんださくらんぼジャムよ。ちょっと声かけてくれたらよかったのに。でもわたし、すぐ気がついたから、だいじょうぶ」おソノさんはひとりでしゃべって、ひとりで安心したようにうなずきました。「さくらんぼジャムのパンができたら、持っていくわね」

「すいません」

　キキはかすれた声でいいました。

　部屋にもどると、ジジがとびつくようにいいました。

「どうして、おソノさんにいわなかったの？」

「なんだか、いいたくなかった」キキはがっくりつかれた気分で、戸棚からパンをだし、買ってきたばかりの洋なしジャムをぬると、「ジジ、さ、おそくなって、ごめん。朝ごはん、これでがまんしてね」といいました。







　３　タカミ　カラさん







　キキはベッドからおきあがると、頭をきゅきゅっと左右に動かしました。このところ、夜なかなかねつけなくて、まだ半分目がさめないのです。

　それから目を細めて窓のむこうを見ました。すると細めた目に、くすりぐさの畑がぼーっとくすんだように見えてきました。

　春分のあとの十三日間の水やりがおわるとほっとして、キキはくすりぐさのことをわすれていたのです。くすんだように見えたのは、うすい緑色のやわらかいはっぱが朝の露をためて、ところどころ銀色に光っていたからでした。

「わたしって……なんか……」

　キキはふとつぶやきました。

「なんかって、なに？」

　ジジは耳をぴくぴくと動かし、キキの足もとによってきました。

「それが……わかんないのよ」

　キキはくすりぐさの畑から目をそらせて、口をくいっとまげました。

「また始まったみたいだね。キキの考えこみ病。でもしばらくぶりだね」

「なんだか、なにかつっかかって、うずうずするの。このとろんとしたなまあったかい空気のせいかしら」

「どこらへんが？」

「どこかな、首の後ろのほうかな」

　キキは頭をぐるりとまわしました。

「わかった。たてがみのところでしょ。そういうときは、首のとこつまんで、つりさげてもらうといいんだ。すーっと体がかるくなるよ。ほら、おソノさんとこのおきゃくさんで、魚のにおいのする人いるでしょ。港市場ではたらいているシンさんっていう人、あのおじさん、それやるのうまいんだよ。つんってつまんで、やさしくぶらぶらってゆらしてくれるの」

「まあ、ジジったら、ちゃっかりして……あまったれやさんなんだ。でもいいわね。ジジはかんたんで。わたしをぶらさげてくれる人なんていないもの」そういいながらキキは目を窓の外にむけました。「あっ、とんぼさんだわ」

「キキをぶらさげてくれる人かもよ、チェチェチェッ」ジジはからかうように口を鳴らしながら窓わくにとびのりました。ズボンのポケットに両手を入れて、むこうからとんぼさんがすいすいっと歩いてきます。「足、細いね。コンパスみたい、くくく」

「まあ、ひどい。長くてかっこいいじゃない」

　キキのさっきまでぐずぐずしたようすが、かわっています。すいっと窓からはなれ、くすくす笑いながら体を細くして、わざとらしく壁のかげにかくれました。

「キキ、いる？」

　とんぼさんが体をななめにして、窓からのぞきました。

「いますよー」キキはぴょんと横とびして姿を見せました。

「今、ひま？」

「ええ、もちろんよ」

「はやいね、くすりぐさ、もうあんなにのびちゃったの？　むこうの角まがったときからいいにおいしてたよ」

　とんぼさんは今通ってきた畑をふりかえりました。

「そうなの、気がついたらもうちゃんとくすりぐさらしくなってたの。生長がはやくってなんだか追いかけられてるような気分よ。あっ、とんぼさん、完成したの？　ゼンマイ式」とキキはききました。

「まあね」とんぼさんははずかしそうに笑いました。「まずキキに見せたくってさ」

「見せて、見せて」

「それじゃ、歴史的初飛行といきますか」

「ほんと？　今、すぐ？」

　キキの目が大きくあいて、とんぼさんをみつめました。

「ちょっと待って。飛ばすのはさ、こだわって……いちばんすてきに見える時間にしたいんだ。夕焼けのころがいいな。夕方は魔法もききそうだし……」

「どこで？　どこで飛ばすの？」

「そうだなあ、海の見えるところがいいな。はてなし公園じゃどう？」

「すてき。わたし、ぜったい行く」

「じゃ、夕方までにちゃんと調整しとくから。なんたって初飛行だもん……ねっ」

　とんぼさんは念をおすようにくりかえすと、こんどは両手をぶらんぶらんとふりながら走っていきました。

「きいた？　ジジ」

　キキはふりかえって、たいせつな秘密をうちあけるみたいに小声でいいました。

「きいたよ、まったくおおげさ……初飛行ったって、とんぼさんが飛ぶわけじゃないのに。ただの竹とんぼでしょ」

　ジジは舌をチッと鳴らしました。

　ルルルルー　ルルルルー

　電話が鳴りだしました。

「でもね、ただの竹とんぼじゃないのよ。ゼンマイ式だって、浮遊型、もどり形式なのよ、すごいのよ」

　キキはいいかえしながら、受話器を取りました。

「ずいぶん、きどった竹とんぼだね」

　ジジが首をすくめました。

　電話のむこうから、低いような、高いような、女の人の声がきこえてきました。

「あなた、ほら、魔女のおとどけ屋さんよね。ちょっと、これ、洋服、どうにかしてほしいの。運んじゃってほしいのよ」

　どこかできいた声……キキは耳をすましました。

「はい、お手伝いさせていただきます。どちらへうかがったらよろしいでしょうか」

「あおぎり通り、六番地のアパートの三〇八号室なの。もうタンスからだしちゃったから、なるべくはやく来てね」

「はい、すぐに」

　キキは窓をしめると、ほうきに手をのばしました。

「ジジも行く？」

「もちろん。ぼくは共同経営者だから」

　ジジは肩をいからせて、えらそうにのっしのっしとついてきました。




　キキが到着すると、でてきた女の人はいきなり、部屋の奥を指さして、

「これなのよ、これ」と肩をすくめました。ふとんを着たようなふっくりした肩のうえに、ちぢれた毛がかさのようにひらいた頭がのっていました。キキより年はだいぶうえでしょうか。さしてひろくない部屋の鏡の前に、はでな色の洋服がいっぱいひろがっています。「みんな着られなくなっちゃったの。部屋はふくらんじゃったわたしだけでいっぱいだっていうのに、洋服までしまう場所ないわ。だから友だちにあげちゃおうと思って」

「これ？　こんなきれいなドレス、みんなですか？」

　キキはもったいなくて、思わずため息をつきました。

「ええ、みんな。もういらなくなったの。それに持ってても着られないし」

　女の人はくやしそうに口をゆがめました。

「この人の声、おなかにひびくなあ」

　ジジがつぶやきました。

「じゃ、たたみますね」

　キキはいちばんうえにおいてあった菜の花色のワンピースを取りあげました。どこもかしこもひらひらして、ちりかけの花びらのようなドレスでした。キキはちらっと女の人を見ました。大きな目がじっとドレスにそそがれています。キキはそれを見ないふりして、たたみはじめました。

「あっ、ちょ、ちょっと待って。そのドレス……」

　女の人がたたんだドレスのはじをつまんで持ちあげると、ドレスはぱらりっと、体の前にさがりました。女の人はドレスを抱きしめるようにして、体をふりふりと動かしました。いっしょに小さな声で歌がきこえてきました。


　　「このみちの　さきまで　ふっふふ

　　　あしおと　あわせて　ふっふふ

　　　ごいっしょ　しても　かまいませんか　ふっふふ

　　　とおく　ひかる　あの町まで　ふっふふ」



「あっ、あなた、タカミ　カラさんですね」

　キキはおどろいていいました。

「わかる？」

「ええ、わたし、だいすきでした、この歌、『しずかに　ふっふふ』。この町に来たとき、すごくはやってて、いつもラジオできいてました」

「気をつかってくれなくてもいいのよ。遠い昔のことよ。でも、魔女さん、いくつだったの？」

「十三でした」

「まだ、子どもじゃないの。この歌がすきだったなんて、おませさん」

「でも、おとなっぽくって、すきだったんです。わたし、その……おとなっぽく、みられたくって」キキはこたえながら、このコリコの町になれないで、毎日どきどきしていたとき、この歌がラジオから流れていたのを思いだしました。音が体のなかで小さな波のようにゆれて、ふしぎと元気になれたのです。「このドレスも、ふっふふって感じですね」

　カラさんは体にあてたままドレスをしげしげとながめました。

「ふっふふ、そう、この歌ができたときにつくったのよ。高かったけど、うれしくって、思いきってつくっちゃったの。それがもはや着られないなんて」カラさんは悲しそうにため息をつきました。「このドレスもいろんなとこへ行って、いっしょにうたったのよね。いっしょにいろいろな人に会って、いっしょに夢を見て……拍手もいっぱい、握手もいっぱい、思い出があれば……いつか夢ももてるでしょうか、ふっふふ……でも思い出があれば、さびしいこともあるのよ、ふっふふ、きれいさっぱり、あきらめましょうか、ふっふふ」

　カラさんはうたうように、しゃべるように、まぜこぜにしながら、キキにドレスをさしだしました。

「ほんとにあきらめちゃうんですか？」

　キキはざんねんそうにいいました。

「だってわたし、このごろさっぱり売れなくなっちゃったのよ。こんなにふくらんじゃったから」

　カラさんは泣きそうに口をゆがめながら、自分のふとった体を見せるように両手をひろげました。

「そんなにすてきな声なのに？」

「ありがとう。わたしだって、まだちょっぴり自信はあるの。でもうたっても気持ちがすかっとしないのよ。もやもやもやもや、ここらへんになにかたまってるの」

　カラさんは両手を胸のあたりにおいて、小さく笑いました。

「わたしもそういうとき、ありました。不安をいっぱいかかえてて。そんなときよく歌をうたったんです。カラさんの曲もうたいました。家からちょっとはなれたところにある、トンネルみたいになってる杉並木に行って」

「あっ、そこなら知ってるわ。夕暮れ路みちでしょ」

「そんな名前がついているんですか。知らなかった」

　その並木は、両側の木がうえのほうでからみあっていて、トンネルみたいに見えるのです。夕方になると奥のほうからだんだんと暗くなって、のぞくとどこかべつの世界につながっていくように感じられるのでした。

「わたし、さびしくなったりすると、あの道の入り口に立って、なかに気持ちをふきこむように、歌をうたったんです。そうするとむこうのほうでだれかがじっときいてくれてるような気がして、なんだか気持ちがおちつくんです。……そうだ。カラさんも、やってみませんか？　あそこに行って」

　キキは身をのりだしました。

「わたしのは、そんなにかんたんなことじゃないのよ」

　カラさんは片手をぱったんとふりました。大きく胸が動いて、深いため息をはきだしました。

「でも、やるだけ、やってみたらどうでしょう？　気持ち、はれるかもしれない……」

「今から？」

「ええ、もうじき夕方だし、ちょうどいいように思いますけど。あまり明るいとはずかしいでしょ」キキはさそうように立ちあがりました。ジジの目が、しんぱいそうにキキをうろうろと見上げています。「ジジも、行く？」

「行くよ。でもいいの？」

　キキはほうきを持ちあげながらいいました。

「いいに決まってるでしょ。そのすぐ反対したがるの、ジジのわるいくせよ」

　ジジはキキをにらみながら、

「知らないよ、わすれんぼ」と不安そうにいいました。

「さ、行きましょうよ」キキはジジの言葉を無視して、カラさんの手をひっぱりながら、「ごいっしょ　しても　かまいませんか　ふっふふ」とうたうようにいいました。

「でもさ、いいの……ほんとに？」

　ジジはふたりのまわりをうろうろしながら、まだぶつぶついっています。




　夕暮れ路は低くなったお日さまの光をうけて、片側だけつやつやとかがやいていました。それでいっそう奥が暗く見え、名前のとおり、そこはもうすっかり夕暮れのようでした。

「やっぱり、この道、気味わるいわ」といいながら、カラさんはこわごわなかをのぞきました。

「昔、むこうに大きなお屋敷があったんですって。でも今はないので、人はあまり通らないみたいです」キキはそういうと、道の入り口をちょっとはいったところで、「あ──、あっあ──あー」と声をはりあげました。その声はからまりあった枝の間ですこしひびくと、暗い道のなかにすーっと消えていきました。

「はっは──あああ──あ」カラさんも声をはりあげました。それからちょっとつまさき立ちして、奥のほうをのぞきました。「ほんと、むこうで、だれか、きいてくれているみたい」それからおどけたように肩をすくめると、「わたしは、カラよ。キキちゃんじゃないわよ。よ、ろ、し、く、ねっ」と低い声でささやくようにうたいました。

「ひさしぶりだわ」ふりかえってキキを見たカラさんの目がきらきらと光っています。「わたし、ここで歌つくってみようかしら……なんだかうまくいきそう」

「そう、それがいいわ」

　キキは大きくうなずきました。カラさんはギターをかかえるまねをすると、手をふって、ぽろんと声をだしました。


　　「ぽろろーん　ぽろろーん

　　　かぜが　かわったみたいよ

　　　どこかが　ゆれたみたいよ

　　　なにかが　うまれるみたいよ

　　　ぽろろーん　ぽろろーん」



　キキはカラさんの歌にあわせて、体をゆらしました。

「ジジもおどれば」

「それなら猫がおどるような歌つくってよ」ジジが上目づかいにいいました。

「まあ、ジジったら」

　キキが笑いだしました。

「猫ちゃん、なんて、いってるの？」

　カラさんがいいました。

「猫がすきになる歌つくってって」

「へー、おもしろい。つくってみようじゃないの」

　カラさんはのりだしました。目をぱっと開くと、おどけたようすで、手を動かして、じゃじゃじゃじゃーんと景気のいい声をあげました。「じゃ、『猫のしっぽ』」

「ふん、猫っていうと、すぐしっぽ。それって、まずしい発想じゃないの」といいながら、ジジは自分のしっぽを、後ろ足の間に入れてしまいました。

「あら、そのかっこうは、もしかして気に入らないってこと？」

　カラさんはおおげさにしょげてみせました。

「じゃ、こんなのどうかしら……


　　　ねこが　わらう

　　　からだ　くねくね

　　　にゃこ　にゃこ　にゃこ　にゃこ

　　　うたみたいに　わらってる

　　　ごきげんで　ごきげんで

　　　くねくねくねくね

　　　にゃこ　にゃこ　にゃこ　にゃこ」



　カラさんはかるく足をふみならして、歌にあわせて腰をくねくねと動かしました。ジジの口がゆがんで、白い歯がにっとあらわれると体がくねくねくねくねと動きだし、しっぽのさきが、ヘリコプターのはねのようにゆっくりまわりはじめました。

「うふふふ　くねくね　にゃこ　にゃこ」

　キキもあわせて体をくねくねしてみせました。

「ふしぎ、なんだかきゅうに胸のふたがとれたみたい。歌がとんでくの。気持ちいい」カラさんの声はさっきとちがって、ぐんと高くなっていました。「わたし、ときどきここに来て、歌つくってみようかしら……つくるだけでいいわ、つくるだけで」

「それ、いいと思うわ、どんどんうたったら、またあのドレス、着られるようになるかもしれませんよね」

　キキがうなずきました。

「そうね、そうね」カラさんもうれしそうになんどもうなずきました。「洋服、もうすこしとっておこうかしら」




　カラさんとわかれて、キキとジジは家にむかって歩きはじめました。空はすっかり暗くなり、西の空のはじにだけ夕焼けが細い線のようにのこっています。宅急便の仕事は空ぶりでしたが、キキはすっかりごきげんです。ふにふにーと鼻歌をうたいながら、歩いていました。

「カラさん、きっと、またラジオでうたうね」

　ジジはかけ足でキキを追いかけながらいいました。

「うん、ぜったいよ」

　キキがうなずいたときでした。わきの細い道をむこうに歩いていく、人かげがみえました。


　　「ねこが　わらう

　　　からだ　くねくね

　　　にゃこ　にゃこ　にゃこ　にゃこ」



　歌声もきこえてきます。

「あら、やだ、ジジの歌、もううたってる。できたてのほやほやなのに」キキはきゅうにむきをかえると、「ちょっと、まって」と声をかけて、走りだしました。

「なにか、用？」

　人かげはくるりっと、ふりかえりました。それはいつか、おソノさんのお店にパンを買いにきた、あのかわった女の子ではありませんか。頭のうえで二つにしばりあげた髪の毛が、風で噴水のようにふきあがっています。

　キキはびっくりして立ちどまりました。走ったので、息がはあはあしています。

「あなた、どうしてその歌、知ってるの？」

「知ってちゃ、いけない？」

　女の子はきっとキキをにらみかえして、あごをしゃくりました。

「あなた、あの杉並木のなかにいたの？」

「杉並木なんて知らない。そこどこ？　あたしのいたとこ、いちいちあんたにお知らせしなくちゃいけないんですか？」

　つっかかるようないいかたです。キキは体を後ろにひいてしまいました。でも反対に言葉のほうはしぜんとでていきました。

「あなたでしょ、わたしの名前をつかって、さくらんぼジャムを受け取ったの」

「なに、それ？」

「もう、あんなことはやめて。わたしは責任もって自分の仕事をしているんだから」

「あたしがやったなんて、いってないでしょ。たまたま会っただけなのに、どうしてそうえらそうにいえるわけ？」

　女の子は、じろりっと、キキの頭のてっぺんから足のさきまで見回しました。

「だって……だって……あなたって……いったい、だれなの？　どこにすんでるの？……この町の子なの……いくつ？」

　キキは自分がなにをいってるのかわからないほど、あわてていました。足がじりじりと後ろにさがっていきます。

「どうして、そう、なんでも知りたがるの。あたしがだれだって、わからなくちゃ、いけないの？　どこかのいい子じゃないと不安なの？」

　女の子は投げつけるようにいうと、後ろをむき、道のわきに生えている草を手でさっさっとなでながら歩きだしました。

「ごめん。じゃ……名前だけでも教えて」

　キキは女の子の背にむかってさけびました。

「あたし、あたしはケケっていうのよ」ふりむいて、投げるようにいうと、「猫ちゃん、元気でね、いい子でいるのよ」とまたむこうむきのまま手をあげて、左右にひらひらと動かしました。そのとたん、ジジはこおりついたように動かなくなりました。

　女の子はすたすたと歩くと、さきの角のところで、ふいっと見えなくなりました。するとまた歌声がきこえてきました。


　　「とんぼは　とぶって　いうけど

　　　はねの　さきは　びくびく　びくびく　く～くっくく」



　かんだかい笑い声もまじっています。

　その歌をきいて、キキは顔色をかえました。

「あーっ、たいへん。どうしよう。とんぼさんとの約束わすれてた」

　キキはとっさにぼーっとしているジジを抱きかかえ、ほうきにまたがると、飛びあがりました。西の空の夕焼けは、いっそううすく細くなっていました。キキは飛ばしに飛ばして、はてなし公園のうえまで来ました。とんぼさんがひとりぽつんとブランコにすわっています。

「ごめんなさい、おくれちゃって」キキはさけびながら、とんぼさんのそばにとんとおりたちました。「もう、だめ？　暗くなっちゃった？」

　とんぼさんはだまって立ちあがると、うえを見上げました。

「待ちきれなくってさ、飛ばしちゃった」

「えーっ、ほんと？　じゃ、おねがい、もういちどやって、飛ばしてみせて」

「それがさ、大失敗だったんだ。キキは見なくてよかったよ。どっかに飛んでっちゃったんだもん。まるでさ、行き先が決まってるみたいに、一直線に行っちゃった。浮遊型、もどり形式にしたつもりなのに……もどってきてくれなかった。でも、でもさ、飛ぶことは、とてもきれいに飛んだんだよ」

　とんぼさんは、気をとりなおすように、ちょっぴり自慢げにいいました。

「見られなくってざんねんだったわ。どっちに行っちゃったの？」

「あっち」

　とんぼさんは海と反対のほうを指さしました。口をとがらし、くやしそうににらんでいます。

「ごめんなさいね」

　キキはぽつりといいました。

「また、つくるよ。こんどはぜったい失敗しないからね。こんどはキキと飛びくらべなんてできるといいんだけどね」

　とんぼさんは気をとりなおしたようにいいました。




　その夜、キキはいすにすわって、窓からふいてくる風をうけながら、ひとりごとをいいました。

「とんぼさんたら待っててくれないんだから……」

　ジジの耳がぴくりと動きました。

「でもわすれたのはキキだよ。ぼくが『いいの？　いいの？』って、きいたのに」

「あら、ジジはおぼえてたの？」

「うん。だからなんどもいったじゃない。でも、カラさんのすてきな歌をきいているうちに、ぼくもわすれちゃった」

「もう、がっかり……」

　キキはすっかりしょげていました。







　４　魔女のしるし







　キキはこの四、五日、朝はやくおきて、くすりぐさの間に生えてくる草とりに追われていました。

「あとからあとから、よくまあ生えてくるわねえ」

　キキは、あきれたように、ぬいてつみあげた草の山を見ました。

「くすりぐさがいいにおいだから、みんなこの畑に集まっちゃうんだよ。でもさ、たいへんだね。おわりがないみたい」

　ジジも小さな前足で畑の土をひっかきながら、口のまわりについてしまう土をぷっぷっと息でとばしています。

「だけど……ふしぎ、草とりってさ、どんどん夢中になっちゃっておもしろい」

　キキは手の甲で額の汗をふき、左手で草をひっぱっています。

「キキ、ちょっと、ちょっと。見て、へんな子がくるわ」ふいにおソノさんの声がしました。「キキ、ほら、あそこ」

　キキが立ちあがって、おソノさんが顔をむけているほうを見ると、通りをこっちに歩いてくるのは、この間タカミ　カラさんとわかれたあと、杉並木の近くで出会ったケケという女の子のようです。体が後ろにそっくりかえるほど大きなリュックサックをしょって、角が二本生えたようなおかしな形の黒い帽子をかぶり、そんなかっこうとはふつりあいな、とろーんと長いスカートをゆらしながら近づいてきました。

「あら、あの子、いつかパンを買いにきた子だわ」

　おソノさんがさけびました。

「はーい」ケケはじっと見ているふたりになれなれしく手をあげると、「きょうから、よろしく」といって、親しげににこっと笑いました。

「この子、なにをよろしくって、いってるの？」

　おソノさんはいぶかしげにキキの顔をのぞきこみました。

「わたしにも、わからない」

　キキは、小さく首を左右にふり、あっけにとられています。ケケはひょいっと肩をあげてリュックサックをおろすと、「やっぱり、ここにいさせてもらうわ」とにっこり笑いました。

「ここにいさせてもらうって、どこのこと？」

　おソノさんとキキは同時につぶやきました。

「ここって、ここよ。なにいってるのよ。あんたのうち」

　ケケは口をとんがらせて、キキのほうにあごをぐいっとむけました。

「だれが、決めたの？」

　おソノさんがいいました。

「あたしよ、もちろんあたしが決めたのよ。そんなにびくびくしないで。ぜいたくいわないから。奥の物置でいいわよ」

「まあ、この子、どうして人のうちのなかのことまで知ってるの？」

　おソノさんはすっとんきょうな声をあげました。

「知ってちゃいけない？　あたしは自分のことには一生懸命なんだから、知りたいと思ったら、知るのよ。どうなの？　いやなの？」

「だって、いきなり……」

　キキはなんとかおちつかなくちゃと思って、両手でスカートのわきをぎゅっとにぎりしめました。

「そうですよ、そんなかんたんなことじゃないわ。いきなり人の家に住みたいだなんて」

　おソノさんも顔をひきつらせています。

「でも、キキのときには、かんたんにゆるしたってきいたわよ。あたしはどうしてだめなの？　なぜ？　なぜ？」

「それは、キキは……魔女で……」おソノさんはいいかけて、まじまじとケケを見つめると、「あっ、あなたも、魔女なの？」と、いいました。

「ははーん、魔女じゃないと、だめっていうわけね。魔女はべんりだから、そばにおいときたいんだ。あ、そういうことか……」

「なんてこというの！」

　おソノさんは、ぶるぶるとふるえながら、一歩前にでました。

「おっとっとっと、いいから、いいから、おさえて、おさえて。そんなら、あたしは魔女よ、なりたてほやほや魔女」

　ケケはきゅうに声の調子をかえ、目をぱちっとあけて、体をななめにむけ、すましたかっこうをしました。すると、まるで顔をつけかえたように、小さいおしゃまな子どもの顔にかわっていきました。

「じゃ、ほうきはどこ？」

　おソノさんはケケの手もとに目をはしらせました。

「そんなものないわよ、でもほうきだけが、魔女のしるしとはかぎらないでしょ」

　ケケの顔は、さーっと、もとのなまいきな顔にもどっていきます。

「じゃ、魔女のしるしはなんなの？」

　おソノさんがおいかけてきくと、

「しるしになるものがなくちゃいけないの？　見えるものがなくちゃいけないの？」

　ケケはぶつけるようにいいました。そのとき、キキのなかでちくっと反応するものがありました。これまでなんども同じ目にあい、同じことをいいたかったときが自分にもありました。（魔女のしるし……それはほうきだけではない……心のなかをお見せできないのがざんねんです）こんなふうにいいたかったときがたくさんありました。

「じゃ、あなたも魔女の旅立ちでこの町に来たの？　ここに住むつもり？　わたしがもういるのに？」

　キキはケケの姿をさぐるように見ました。

「あんたがいちゃいけないの？　あたしのほうがすきっていう人がいるかもよ」

　ケケは口から舌をちろりっとだしました。

「でも魔女は一つの町にひとりって、わたしはきいてたけど」

「昔からのそういうのって、もうかわってもいいんじゃないの。年寄りの魔女はすぐそんなこというけどさ」

　ケケはキキがその年寄りの魔女だとでもいうように、にたりと笑いました。なりたてのほやほやといっているくせに、自信たっぷりで、キキにむかってきます。

「かわる？　どうかわるの？」

　キキはつぶやいて、あっと思いました。ラジオ局でキキも自分がいいと感じたとおりにやって、すこしかわったかもしれないのです。

「あなた、家はどこなの？」

　おソノさんがいいました。

「どこかよ。あるわよ、ちゃんと」

「遠いとこなの？」

「いわなきゃいけないの？　うちがあって、いいおとうさんとおかあさんがいて、そういうの、ちゃーんとした子っていうんでしょ。あたしはね、もっとちゃーんとした子なんだから。もういい。たのまない」

　ケケはらんぼうにリュックサックをつかむと、さっと後ろをむきました。キキはどきっとしておソノさんを見ました。おソノさんもわるいことをしたみたいに顔をゆがめています。

「ちょっと」キキは思わず前のめりになりました。「よかったら、お茶でも飲んでいったら。ねえ、おソノさん、いいでしょ？」

「ええ、まあ……」

　このふたりの言葉をきいたとたん、ケケの顔がくるりっとこっちにむいて、

「やったあ。お茶なんてけちなこといわないでよ。ここにおじゃまするわ」と、さけびました。

「まあ」おソノさんはぽっかりと口をあけたままです。「でも、一日だけよ」おソノさんはあわててつけ加えました。

「もう、ちょい」

　ケケは口をひょいとまげて笑うと片目をつぶりました。

「このあつかましさにはまけたわ！　キキ、奥の物置、すこしかたづけて。なにか床にしいてあげたら、どうにかなるんじゃない。どうせ長いことじゃないでしょうから」

　おソノさんは降参というように手をひろげました。

「いい、いい。場所さえあればなんにもいらない。寝袋あるから。今までずーっとさ、学校の教室にもぐりこんでいたんだけど、あそこはさむくてさあ、まいった」

　ケケはもうすっかりそのつもりです。リュックをひきずってはいってきました。

「やれやれだわ、うちのおとうさんにも報告しておかなくちゃ」

　おソノさんはいそいで帰っていきました。

　キキが半分いやそうにのろのろとかたづけだすと、ケケはそばで意外に手ばやく手伝いはじめました。おかれていたものをすみにつみあげ、床をふくと、ひとりぐらい寝られる空間がなんとかできあがりました。ケケはさっそくそのまんなかにどっかりとすわりこみました。

「いいじゃない、ここ。あたしの目のつけどころはさすがだわ」なんて、ちゃっかりいいながら、リュックをひきよせ、うえにもりあがるようにのせてあった黒い寝袋をはずしました。寝袋の裏側には、はでな赤いバラのもようがひろがっていました。キキの目はたちまちそこにすいよせられました。

「あら、きれいじゃない」

　キキは思わず声をあげていました。

「そうよ、あたしはね、自分ごのみでくらしているから」

　ジジがそっとよってきました。寝袋の口を鼻でおしあけるようにして、もぐりこもうとしています。

「ジジ、やめなさい。おきゃくさまのよ」

　キキがあわててジジのしっぽをつかもうとすると、

「いいじゃない。ジジも自分ごのみでくらしたいのよね。ふふふ」とケケが笑いました。

　ジジはふたりのやりとりをきいたのかどうか、キキのおどろいているのをしりめに、もぐるのをやめません。ずんずんとはいっていきます。

　ケケはリュックのなかのものを取りだして、床にならべはじめました。黒のセーターに、黒い上着、黒い手袋、黒いスカーフ、ぷっくりふくらんでいる黒い布袋が大、中、小と三つ。その間にまっかなブラウスとまっかなノートがまじっています。さいごに取りだしたのは、光った黒い布地の小さな袋でした。ひもできゅうっとしめるようになっていて、ひものさきにまっかなガラス玉が一つずつついています。外からのうすい光にあたってにぶく光っていました。

「それ、なあに？」

　キキがききました。

「これ、玉手箱、じゃなくって玉小袋」

　ケケはガラス玉を持って、くるんとふりまわしました。

　ルルルルー　ルルルルー

　電話が鳴りだしました。

「あっ、おとどけものかもしれない」

　キキはとびあがるように立つと、自分の部屋にもどって、受話器を取りあげました。でも目はかたときもケケからはなしません。

「もしもし……」おとなの男の人の声です。「そちら……あのー、お宅は……いちょう並木通りですか？」

　えんりょしているような、まよっているようなようすです。キキはつまさき立ちして、ケケをのぞきながら、

「いえ、ここは、……」といいかけると、電話はぷっつんと切れてしまいました。

「あんたって、ずいぶんおいそがしいんですねえ」

　ケケが顔をあげていいました。おとなっぽいいいかたです。

「まあね、でも、今のはまちがい電話」

　キキはにっと口をまげて、よゆうをみせました。




　その日の夕方、外から帰ってきたキキがドアをあけると、すきまから紙を半分におったものが落ちて、床をすべってとまりました。

　キキがひろってみると、それはメモで、こんなことがかいてありました。


　　「魔女殿




　　　　お願いしたきことあり、明日、午後一時十五分、つた壁街、二十二番地の『むかし屋』までお出向きねがいたい。時間厳守」



「むずかしい言葉ね、『したきこと』なんて昔の手紙みたい。いったいどんなおねがいなのかしら」

　キキはつぶやきました。




　とんとん　とん

　キキはおそるおそる目の前の木のドアをたたきました。

　耳をすまして、ちょっと待ってからまたたたいてみました。返事がありません。なかはしーんとして、なんの気配もしません。キキはドアのうえにかかっている看板を見上げました。古いうえに、となりの家のかげが暗くおちていて、彫ってあるらしい字もよく読めません。キキは背のびして、目をこらしました。どうやら「むかし屋」と彫ってあるようでした。

「やっぱり、ここにまちがいないわ」キキはポケットから、きのうドアのすきまにさしこんであった紙をだしてひろげました。キキはまた背のびして、ドアのわきの、消えかかっている番地を見て、「うん、まちがいないわ。時間もぴったりなのに……返事がないなんておかしいな」とつぶやきました。

「へんなとこだね、気味わるいよ」

　ジジが足もとでささやきました。

　この通り、つた壁街はコリコの町ができた当時の建物がならんでいます。ひと昔前までは、おしゃれなものを売る店が集まっていて、にぎやかな通りでした。でもあたらしくひろい道ができると、そのほうに人は行くようになり、すっかりさびれてしまったのです。でも今では、かえってその時代がかった家並みがにあうといって、古いものばかり売るお店が集まっているのです。なんどかキキも通ったことがありました。でもいつもお店は、どこもドアがぴったりとしまっていて、商売をやっているのか、やっていないのかわからないほど、しーんとしていました。たまにあいているお店があっても、おきゃくさんの姿を見るのはまれです。

「あの通りのお店は一日に二時間くらいしかあけないんだよ。あいててもね、はいっていくと、『店主は表通りのカフェでお茶しています』なんてメモがはってあったりするんだ。それでカフェまで行くとね、『おまえさん、ほんとうに買いたいのかね』って、とてもめんどくさそうにいったりするんだよ。売るのがいやみたいに。だからあまり人が行かなくなっちゃったんだ。でもね、ウィンドーをのぞいて歩くと、おもしろいよ。へんなものが、いろいろおいてある。あまり高いものはないから、こういうお店のこと、びっくり箱屋さんともいうんだって」

　こんなふうにとんぼさんが教えてくれたことがありました。

　キキはまたドアをたたいてみました。すると、こんどはドアがゆらゆらと動きます。ジジがびくっとふるえて、しっぽをキキの足首にまきつけてきました。キキはそーっとおして、なかをのぞきこみました。ぷーんとかびのようなにおいが顔にあたります。おそるおそるなかにはいっていきました。

「こんにちは。ご注文いただいた魔女の宅急便ですけど」

　大きな声をだしたつもりなのに、口のなかがもごもごして、消えそうな声になってしまいます。

　暗いのに目がなれてくると、壁にそってならんでいる棚に、本や、レコードや、置物など、古いものがいっぱいならんでいます。それでもたりなくて、床にも、所せましと、いろいろなものがおいてありました。どこかふしぎな世界にまよいこんだような気分で、キキは立ちすくみました。まったく人気がないのに、空気がかすかにゆれています。一つ一つの品物が、そーっとため息でもついているようでした。

「くしゅん、空気が粉っぽいよ」

　ジジが前足で鼻をおさえました。壁のどこにも「通りでお茶しています」なんてはり紙はありません。ふと見ると、正面の厚い木のテーブルのうえに、古そうな黒っぽい革表紙の本が一冊おいてありました。そしてそのうえに小さな紙がのっていました。なにか書いてあります。キキは手にとって明るいほうにかざしてみました。きのう受け取った手紙の字とどこかにているようにも見えたのです。こんなことが書いてありました。


　　「しばらくこの本をおあずかりいただきたい。

　　　ご不審のむきも重々承知ですが、よろしくお願い申し上げる。

　　　いずれご連絡申し上げる。

　　　魔女殿　　　店主」



　声にだして読んで、キキは思わずジジをふりかえりました。

「これって、あずかってくれって、いってるのよね」

「だと思うよ。でもだれ、この人？」

「お店の人よ」

「そうかな……あやしいよ。ゆうれいの言葉みたい……」

「ジジ、おどかすのやめてよ。じゃ、帰ろう、このまま」

「は、は、はくしょん」

　ジジは体をふるわせてくしゃみをしました。

　キキはあとずさりしながら、でもやっぱり気になって本を手に取りました。見た目よりずんと重たい感じがします。黒い表紙には大きなかびのようなしみがいくつもひろがっていました。開こうとすると、紙が湿気でくっついていて開きません。

「これでも……本？　あかずの……本なんて……こわいな。ご不審のむきはありすぎるけど……でもたのまれてるんだから……」

　キキはこわごわ本をかかえると、いそいで外にでました。







　５　しみだらけの本







「あの手紙には、いずれって書いてあったけど、いずれっていったいいつなんだろう」

　キキはひとりごとをいいながら、窓辺の机のうえにおいたままになっている、「むかし屋」さんからあずかってきた本を横目で見ました。よごれのかたまりのような表紙を見るたびに気になってしかたがありません。あれからもう七日がすぎています。キキは、わけもわからない悩みごとをおしつけられてしまったような気持ちでした。

　大きな音をたてて物置のドアがあくと、ケケがでてきました。おあずかりものがここにも一つあったわと、キキは思いました。

「ちわー」

　ケケはキキに手をあげて、いせいのいい声をかけました。赤いリボンできりっと二つに結んでいる髪の毛が、きょうはいっそうとんがっています。肩からは赤いポシェットをさげ、赤い靴をはいていました。

「あら、いたの？　しばらくね」言葉をかえしながらキキは思わず見とれてしまいました。（あんなおしゃれの冒険、わたしもしてみたいな。でもコキリさんは、なんていうかしら……）

　そのとたんキキははっとして、机のうえの本をかくすように、体を動かしました。

「うん、よくでかけていたのよ。ちょっとばかりさ、あたし、勉強してたから」

　ケケは気どって目をぱちぱちさせて見せました。

「勉強？」

「そうよ。ぼちぼち始めてるんだ。じゃないと、ばかがばかになっちゃうでしょ」

　ケケは口をなまいきにまげていうと、はははっとわざとらしく笑いました。

「どんな勉強してるの？」

「それきいてどうするの。キキって気にするんだね。人のこと……」こんどは鼻であしらうようにいいながら、ドアのほうにむかいかけ、ふとふりむきました。「ねえねえ、あたし、きのう町でへんな看板見ちゃった。ドアに『飛行クラブ』って書いてあったの。入会自由だって」

　キキはひゅっと息をのみました。同時に、いすにすわっていたジジの耳がぴんと立ちました。

「あれ、キキも知ってるの？」

「ええ、わたし、この町に長いもん」

「キキには関係ないことだけど、飛びたい人の集まりなんだってね。飛べないってわかっているくせに……どういうつもりなんだろ。まったく、お・き・の・ど・く・さま」

「でも、たのしいからやってるんでしょ」

「それって、学校の先生みたいないいかたじゃない？　ところで、あのクラブ、女でもはいれるの？」

「あら、ケケ、はいるつもり？」

「ふん、ばかばかしいことやってみるの、あたし、すきだから。それにあたし、お友だちもほしいし……」ケケは、びっくりしているキキを、からかうように見ると、「あっ、それそれ」と、キキの後ろをのぞきこみ、「その本、おもしろいね」といいました。

「えっ、見たの？」

「ちょびっと。盗み見、わりかったかな」

「でも、ページがくっついてあかなかったでしょ」

「あいたよ。ものすごくおもしろいよ。キキも見てごらんよ」

　キキの目がきゅっとつりあがり、むっとした顔になりました。

「これ、おきゃくさんからのあずかりものなのよ。いたずらしないでよ」

「はい、はい。だからわりいって、いったじゃないの。じゃ、キキは見てないんだ。ほんとうに見ないつもり？　おもしろいのにさ……あー、そうそう、あたしはこんなことをしてられない。これから、ちょっとご用事、おでかけでーす」ケケはそれから、「たいへーん、おくれちゃうー」と、声をはりあげて、とびだしていきました。

　キキはその後ろ姿を、唇をかみながらじっと見ていました。

「ねえ、見ないの？」

　ジジがぴょんと机のうえにとびのりました。

「なにを？」

「本だよ」

「わたしは、見ないの、見ないったら、見ないの」

　キキは体をかがめ、ジジの鼻さきに言葉をぶっつけました。ジジはふーっと体をふくらませて、ふんと横をむいてしまいました。




　ぱらぱらぱらと、外から音がきこえてきました。雨です。さっきまでいいお天気だったのに、空には雨雲がいっぱいにひろがっていきます。窓のむこうでは、二十センチばかりにのびたくすりぐさが、雨にあたってぷるぷるとふるえていました。

「ケケ、ぬれちゃうね」

　ジジがぽつりといいました。

「あんた、しんぱいなの？」キキはおどろいて、ジジを見ました。「なら、傘、持っていってあげたら」

「むりだよ。遠いもん」

「ジジ、あんた、知ってるの？　ケケがどこに行ったか……」

　キキの声がひっくりかえりました。

　ルルルルー　ルルルルー

　はりつめた空気をたち切るように、電話が鳴りだしました。

「もしもし、魔女さんですか。雨のふるところもうしわけありませんが、おねがいがあります。とどけていただきたいものがあるんですけど……」

「はい」

　キキはちらりとむかし屋さんの本に目を走らせながら、うなずきました。

「うちはかいづか通りの十六番地です。すいませんね。すぐ来ていただけます？」

「はい」

　キキはうなずきながら、そばにかかっているレインコートに手をのばしました。

「わるいけど、ぼく、待ってる。雨だから」

　ジジがもうしわけなさそうにいいました。ジジったらやっぱりちょっとへん……と思いながら、キキはドアをあけ、ひとりで家をでました。

　かいづか通りは、かいづかの枝がのび、緑の葉が壁のように重たくからまっている垣根がつづいていました。その間から古びた家の三角屋根がいくつかのぞいています。キキがその一つ、十六番地のドアをたたくと、足をひきずるような音がして、杖つえをついた小さなおばあさんがあらわれました。

「わるいわねえ。おねがいするのは、とても小さなものなのよ。ちょっと前に主人が美術館にでかけたんです。ごぞんじかしら？　図書館のとなりにあるんですけど。あの人、わすれものをしてしまって。気がついたら、きっとこの雨のなかをもどってきちゃいますわ。走ったりしたら、足もとがあぶないから……」

「はい、わたし、お役に立ちます。で、ご主人はなんというお名前ですか？」

「アラヤって、いいます。こい緑のふちのめがねをかけてますから、すぐわかると思います」

　おばあさんはそういいながら、赤いふちの小さなめがねをキキにさしだしました。

（あら、もう一つめがね？）って、キキは思いました。それを感じたのか、おばあさんがいいました。

「これはわたしのめがねなの。わたしのかわりに、主人はいつもつれていってくれるんです」

（えっ）キキはおばあさんの顔を見ました。おばあさんのしわにうずもれた目は、ぴったりととじられています。そんなキキのようすに気がついたのか、おばあさんがいいました。

「ごしんぱいなく。こんなふうになってもアラヤのおかげで、わたし、なんでも見せてもらっています」

　おばあさんはふーっと笑いました。

「そ、そうですか。わかりました。かならずおとどけします」

　キキはなんだかわからないまま、めがねを受け取って、肩にかけたポシェットにそっと入れました。




　美術館の切符売り場の前で、おじいさんが洋服のポケットにつぎつぎ手を入れて、さがしものをしていました。緑色のふちのめがねをかけています。

「アラヤさんですか」

　キキは走りよっていいました。

「ええ、そうですが。ちょっとわすれものをしたらしい」

　アラヤさんはちらりとキキのほうを見て、またポケットをさがしはじめました。

「はい、これ」

　キキはおばあさんのめがねをさしだしました。アラヤさんはびっくりしていいました。

「おう、おう、よくわたしがわかりましたな。そ、それにしても、また、どうして？」

「おくさまにたのまれたんです」

　キキはおじいさんの目をじっと見ました。

「ミツミに？　そう、そうですか。よかった。助かります」おじいさんはそういうと、自分のめがねのうえに、おばあさんの赤いめがねをひょいとのせました。「こうしてね、いっしょに見るんですよ。あなたも、ごいっしょにいかがです？　この展覧会はいいと思いますよ」

「おじゃまじゃないですか？」

　キキは、とまどいながら、いいました。

「とんでもない、よろこんで。それじゃ、三人いっしょだ」おじいさんは笑うと、ポケットからお金をだして、受付の人に「三人」といいました。それから、ふしぎそうに目をよせてお金を受け取った人に、「いいんですよ。ちゃんと、もうひとりも、拝見しますから」といいながら、額のうえの赤いめがねを、とんとんとたたきました。

「はあ……展示室は二階です」

　受付の人は、まだふしぎそうな顔で、手を二階のほうにあげました。

　アラヤさんとキキは、一つ一つ絵を見て歩きました。おじいさんはときどき絵の前で、「これは、いいね」とか、「この画家はたのしいね」とかつぶやきました。そしてある絵の前にくると、足をとめて、「ああ、これこれ、わしのおくさんがだいすきなんだ。見えるかな、ほれ、ほれ見てるかな」

　それは幹がくねっている大きな木のしたで、女の人が、木に話しかけているように、両手を高くあげている絵でした。おじいさんはしきりに赤いめがねをさわって、動かしています。キキはそーっと二つのめがねをのぞきました。おじいさんのめがねのほうには絵がくっきりとうつっています。そして赤いめがねにも……。でもこちらの絵はどこかに走っていくように、だんだんと小さくなっていきました。

（おばあさんのとこにいったんだ……）とキキは思いました。

　見おわって階段をおりかけて、アラヤさんは立ちどまりました。

「魔女さんにお礼をしたいけどな、どうしたらいいかな」

「わたしにはそのときどきのおすそわけでいいんですけど……でも、きょうはもういただきました。切符代もはらっていただいたし、それにすごくすてきなおくりものをもらったような気がします。人の気持ちって、ふしぎですね」

　キキは頭をさげました。するとそのとき、階段の窓のむこうに、となりの図書館が見えました。とたんにキキの体がびくっとこわばりました。ななめしたに見える図書館の窓ぎわで、机のうえに厚い本をいっぱいつんで、ケケが夢中になって、なにかを読んでいるのでした。

「あそこは図書館ですよ。ごぞんじなかったかな」と、立ちどまったアラヤさんがいいました。

「ええ、知ってます。あんなふうに勉強もできるんですね」

　キキはもごもごこたえながら、ちらり、ちらりとケケのほうに目を走らせました。するとケケの机のそばに、ズボンの足が近づいてきて、とまりました。ケケが顔をあげておしゃべりをしています。たのしそうに笑いながら手ぶり、身ぶり、いそがしく口も動いています。キキのところからは壁にかくれて、その人の顔は見えません。

（あの、細い足……だれかに……にてる）

　キキは顔がかーっと熱くなるのを感じました。

　ふと気がつくと、アラヤさんはもう階段のしたで、キキを待っています。キキはいそいでおりながら、また窓のほうを見ました。でも階段の窓はもうおわって、壁にかわっていました。そこには鉄の彫刻のポスターが一枚かかっているだけでした。




　キキはアラヤさんとわかれると、レインコートのフードを深くかぶり、ほうきをずるずるひきずりながら、雨のなかを歩きだしました。雨のじとじと、じとじととふる音が、不安な気持ちをひろげていきます。

　うちに着いて、ドアをあけると、

「ぬれちゃったね、だいじょうぶ？」と、ジジが走りよってきました。

　それには返事もしないで、ぱんぱんと雨のしずくをはらうと、ほうきを釘にかけ、ぬれたレインコートをぬいでいすのうえにひろげました。それから、ぬれているのもかまわずにそのうえに腰をおろすと、体をかがめ、ぼーっと空中を見つめました。心はすっかりどっかへ行ってしまったみたいです。しばらくしてキキはふと体をおこし、窓辺においてある本に目を走らせました。ケケに対しての不安な気持ちと、この不気味な本が重なってきたのです。

「見ちゃおう、わたしも……。あの子だって見たんだから」

　キキは立ちあがりました。

「本のこと？」

　すかさずジジがいいました。

「うん、べつに見ちゃいけないっていわれたわけじゃないんだから……」

　キキはそういうと、気持ちが決まったのか、いそいで本に近づき、手にとってじっとながめました。ただの古い本だと思っていたのに、今ではとてもそうは思えなくなりました。こわい刃物でもかくしているような気さえします。キキはスカートのすそをつかむと、表紙のよごれをごしごしとふきはじめました。すると、はじのほうに文字がかすかに見えてきました。

　目を近づけ、指でなぞると……どうやら「おわりのとびら」と読めます。とびらの「ら」の字のおわりが、ずずーっとのびて、表紙のまわりを一周すると、「お」の字につながっています。とびらの形になっているみたいです。「おわりのとびら」という文字がちょうど取っ手のところに書かれているのでした。

　キキは本を開こうとしました。でもやっぱり開きません。ケケはどうやってこの本を読んだのでしょう。風の通るところにおいておいたのに、かわくどころか、この間よりまたいっそうかたくくっついてしまったようにみえます。

　それでもキキはあちこち指を動かしてみました。すると、びっくりするほどとつぜん、ぱりんっと音がして、目の前に二つのページがひろがりました。表面には茶色いしみが一面にういています。つよいかびのにおいで、のどがくすぐったくなってきました。

　そこには古めかしい形の字が、とびとびにならんでいました。しみや、虫食いの穴もあって、なかなかつながって読めません。それでもキキがくりかえし見ていると、見えないところが想像できて、すこしずつわかってきました。どうやらこんなことが書いてあるようです。


　　「『おや、おまえさん、やっとおいでなさったね』と、灰色の髪の老婆がいった。

　　『待っていたよ。さあ、おはいり』」



　かたほうのページはこの言葉だけしか読めませんでした。

「でも、わたし、用があったわけではないのよ。ぐうぜんこのページのところがあいたんですもの」

　キキは、思わず声をだして、本にむかっていいわけをいいながら、きゅうにこわくなって後ろをむいてしまいました。でもつづきを見ないではいられませんでした。キキはまた本に目をむけました。


　　「見るものに、ふしぎはある」



　ずーっとはなれて、この一行がやっと読めました。もっとほかのところを読みたいと、キキはあちこちさわってなんとかページをめくろうとしました。でもどのページも波打ちながらもぴったりとくっついていて、どこもあきそうで、あきません。

「はははーん、読んでるんだ、やっぱり」

　とつぜん後ろから声がしました。キキがとびあがってふりむくと、にやにや笑ってケケが立っていました。

「やめてよ。おどかすの」

　キキがいいました。

「でもさあ、おもしろかったでしょ？」

　キキがもっている本のはじを、ケケがすーっとなでていいました。

「だって、ろくに開かないもの、わからない」

「かっこうつけちゃって。ちょびっとはあいたんでしょ。あんがいおもしろいでしょ」

「ケケはこの本の中身、知ってるの？」

「知ってるわけないじゃない。でも、うっすら、わかる」

「どういうふうにわかるの？」

「きっと、『おまえさん』って、よばれてるのは、女の子でさ。なにかしたいんだけど、うまくいかないもんだから、きーきーしてるの。そういう子いるでしょ。きっと昔いたんだな。今もいるけどね」

　なんだかいやみないいかたです。

「じゃ、あの灰色の髪のおばあさんは？」

「ほら、やっぱり読んだくせに。あの人はただのおせっかいでしょ」

　ケケはそれだけいうと、ふんと肩をもちあげました。それから持っていたポシェットをぐるんと大きくふると、自分の部屋にしている物置に、足音をたててはいっていきました。

「ねえ、勉強してるって、なにしてるの？」

　キキはケケの背中にむかっていいました。ケケは立ちどまって、ふりむくと、うれしそうににたーっと笑いました。

「ただ、ちょっと、勉強っていってみたかったのよ。かっこういいもんね。そういうと、みんな、安心するんだよね。キキもそのくち？」

　ケケはまたにたーっと笑うと、その顔のまま、部屋のドアをしめてしまいました。キキは目の前のドアを見つめながら、頭のなかに重い石のようにいすわってしまった、本のなかのみじかい言葉のことを、考えていました。

「見るものに、ふしぎはある」とはどういう意味なのでしょう。きょうキキが見たものに関係あるわけないのに、キキはどうしてもつなげて考えてしまうのでした。

　赤いめがねのレンズのなかで遠ざかっていった、あの絵のこと、それと窓ごしに見た、あのとても不安になるふたりのこと。この二つがきょうキキが見たものでした。そして、「横取り屋」っていったジジの言葉を思いだして、どきんっとしました。







　６　ジジの家出







　つぎの日、キキはジジといっしょに、あの「おわりのとびら」の本をかかえて、つた壁街の「むかし屋」さんの前に立ちました。とんとんとたたいてからドアをあけると、目の前の柱に、きょうは小さな文字が書かれた紙がピンでとめてありました。


　「『むかし屋』の店主は表通りのカフェにいます。




　　ご用の方はそちらまで、来てください」



　キキはまわりを見回し、うすぐらい通りのさきの明るいほうをながめると、すぐ歩きだしました。やがてまがり角のむこうの歩道に、テーブルといすをだしている小さなカフェが見えました。その一つのいすに、やせて背中のまるくなったおじさんがすわっていました。テーブルに顔を近づけ、なにかしきりに書いています。右手にはペンを持ち、左手は、テーブルのうえにおいた、金色のお酒がはいっているコップをおさえていました。

「あのー、あそこの通りの『むかし屋』さんですか？」

　キキは近づいてえんりょがちにききました。

「あー」

　ため息みたいな声がかえってきました。

「この本どうしましょう。ご連絡がないもんですから……。もう八日もおあずかりしてるんですけど……」

　「むかし屋」さんは上目づかいにちらりっとキキを見ると、またすぐしたをむいて、書きつづけました。返事はありません。きこえていないはずないのに。キキはどうしていいかわからなくって、ただだまって立っていました。そのままへんな時間が流れていきました。

「あのー、この……」

　キキがやっといいかけると、

「その本がどうした」

「むかし屋」さんは書きつづけながらほえるようにいいました。

「おあずかりしたんですけど……わたし、魔女の宅急便です」

「あずかったって、だれに？」

「そちら……『むかし屋』さんから……」

「わし？　わしは知らんね」

「えーっ！　でも、うちのドアのすきまに、あなたのお店へ来るようにってお手紙がはいっていて、それでうかがったら、お店のテーブルのうえに、この本があって、そばにまたお手紙がついていて、しばらくあずかってほしいって、書いてあったもんですから……。でもその後ご連絡がないので」

「わしは、知らんね」

「でも……でも……」

　キキはもじもじしながら、「むかし屋」さんの顔をのぞきこみました。

「知らんもんは、知らんよ。あんたと話したこともないね。それにわたしが手わたしたんでもないんだから。あんた、だれかにからかわれたんじゃないのかい」

「むかし屋」さんははじめて顔をあげて、はっきりとキキを見ました。

「でも……あの、お店においてあったんですけど」

「物を運んでくれるっていうのはべんりだけどね、相手の顔もちゃんと見ずに受け取るっていうのは、どんなもんかね。あんた、魔女だっていうことだけど、ちゃんと判断する魔法もないのかね。それじゃ、ふつうのもんと同じじゃないか。物をあずかるんだから、気楽にしないことだ」

「むかし屋」さんはそういうと、またしたをむいて書きつづけました。

（どうしよう……）キキは足もとを見つめました。いわれてみれば、もっともな話かもしれません。

　しばらくして、キキは後ろをむくと、しずかに歩きはじめました。ジジがそっとあとを歩いてきます。

「いいじゃない。このままにしておけば。べつにこっちがわるいんじゃないんだから。あのおじさん、なんだよ、えらそうに」

　ジジがいいました。

「ううん、わたしがわるいのよ。ちゃんと考えなかったんだもの」

　キキは力なくこたえました。それにしても、だれがあの手紙をドアの間にはさんだのでしょう。電話でたのまれたのでもないので、声もきいていません。男の人か、女の人かもわからないのです。キキは手紙の字を思いだそうとしました。

（わたし、あの字を見たとき、なんにも感じなかったんだ。へんだとか、あやしいとか……。なんて鈍感な魔女なの）

　そのとき、キキは、なにかが頭にひっかかって、足をとめました。それから、「まさか」と、頭をふって、また歩きだしました。




　キキが窓をあけると、くすりぐさの強いにおいがいっきにとびこんできました。

「なあに、これ、すごーいかおり……」

　キキは思わず元気な声をあげました。自分の気持ちがよそをむいている間に、くすりぐさはどんどん生長していたのです。こい緑色のはっぱを朝日にむけて背のびするようにのばしています。

　キキは、外にでていって、草の間に顔をうずめました。青くさいような、ちょっぴりあまいにおいが、すーっと胸のなかにしみこむようにはいっていくと、つまっていたものが、胸の底のほうに、すとんと落ちていく気がしました。キキは、ふりむいて、家のなかにいるジジにいいました。

「ねえ、ひさしぶりにびゅーんと飛んでみようか」

「どこに？」

　ジジが戸口に顔をだしていいました。

「どこかよ、思いきり飛びたいの。あ・そ・び・と・び」

「うん、いいよ、いいよ。たまにはばんばん飛ぼうよ」

　キキはうちのなかにもどると、ほうきを手にとびだしました。

「行くわよ」

　キキがさけぶと、ジジが背中にとびついてきました。キキは地面をけって飛びあがりました。いきなりはやい速度です。

「ふひー、ぞくぞくする」

　ジジがさけびました。

「じゃ、もっとぞくぞく」

　キキは体をかたむけると、くねくねと空中に線をかくように、飛びはじめました。まきこまれて、風もいっしょに動きます。キキのスカートをふくらませ、ジジのしっぽをふきながしのようになびかせました。

「きゃー、きゃー、き、気持ちいいー。キキ、した見て、した見て」

　ジジがキキの背中にしがみついてきました。

「ほら、あの人、びっくりしてるよ。あっ、やめてよう、自転車から両手をはなして、手をふるの。あぶないよう」

　ジジははしゃいで体をゆすります。キキは自分も両手をはなし、鳥のつばさのように水平にのばすと、ゆっくりおりはじめました。

「あー、すかっとした」

　キキはすこし速度をおとして大きな息をしていいました。

「キキ、あ、あそこ、ケケだよ」ジジが左のほうの街角を指さしました。「ケケ、走ってる。追いかけて見せびらかしてやろうよ」

　ジジがキキの肩にとびのってきました。

「よしきた。おどかしちゃえ」

　キキは逆立ちのようなかっこうになって、地上めがけて、速度をあげました。ケケも通りの歩道を走っています。背中でリュックがぽんぽんはずんでいます。

「あっ」

　キキが小さな、でもするどい声をあげました。ケケが走っている前方に、とんぼさんたちの「飛行クラブ」がちらりっと見えたのです。キキは足をつっぱると、たおれそうなほど、ななめになって方向をかえました。

「どうしたの？　やめちゃうの？」ジジがいいました。それからざんねんそうにつぶやきました。「どうして仲よくできないのかなあ」

　キキは反対のほうに飛びながら、目をななめ後ろにむけました。やっぱりケケは「飛行クラブ」のドアをたたいています。窓ごしにおそろいの作業服を着た人の姿がちらほら見えました。

「あそこに行くなんて、ケケも飛びたいんだね。キキがうらやましいんだ」

　ジジがとりなすようにいいました。




　キキはずっとかかえていた本を机のうえにもどすと、ものもいわずに、ばたーんとベッドにあおむけにたおれました。そのまま口をきゅっとむすんで、天井をにらみつけました。

「なにさ、子どものくせに」

　キキの口からとつぜんらんぼうな言葉がとびだしました。ジジがおどろいてふりむきました。

「だれのこと？」

「だれでもないわよ、わたしのことよ」

　キキはぶっきらぼうにこたえると、ぐるんと寝返りをうって、壁のほうにむいてしまいました。

「ねえ、気分なおしてよ。ぼく、おやつ……ビスケット、ほしいな」

　ジジがベッドにとびのってきて、前足をそろえて、キキの体にのせました。

「やめてくれる、ジジ。いつもわたしのそばにくっついているの。たまにはどっかに行ってよ。もう、たまらない」

　キキは足をらんぼうに動かし、ジジをけとばしました。ジジはおされて、ベッドから落ちると、キキを見上げました。目がまんまるにあいたままです。たった今おこったことが信じられないのです。

「なに、これ？　そばにいちゃいけないってこと？　どっかに行けってこと？　いつからそういう決まりになったのさ。キキってこのごろいつもいらいらしてる。ぼくだって、がまんしてるんだから」

　ジジはしゅーっと息をはくと、背中をもりあげて、にらみました。

「がまんしてくれって、たのんでなんかないわよ。かってにすればいいでしょ」

　キキは頭だけジジにむけていいかえしました。

「ああ、そう。ぼくだって、『あたしの、猫ちゃんに、なって』ってたのまれたんだから」

　ジジは、しゅーっと息をふきだしました。

「だれに？」

　キキはいそいで体をおこしました。

「だれだって、いいでしょ。キキには関係ないでしょ」

「あの子にいわれたんでしょ」

「ちがうよ、ほかのいい人だよ。でも、あの子って、だれさ」

　ジジはこれだけいうと、さーっと外にとびだしていきました。

「ジジ」キキはさけびました。追いかけてドアに走りました。ジジの姿はもう見えません。

「なによ、すぐ帰ってくるくせに」キキはしたをむいて、床を見つめ、それから思いっきりドアをしめました。ばん、と大きな音がしました。キキはその音の大きさに、はっとして体をこわばらせました。

　ジジはあらい息をはきながら、走っていました。いつも通っているパン屋の裏の塀のうえを、こんなに注意しないで、走ったことなんてありません。

（足でけっとばした……ぼくのこと。足で……もう、おわりだ。どこかに行っちゃう、行っちゃう、行っちゃうよ）

　ジジは声にはださずに、でも心のなかでは大声で、なんどもさけんでいました。

「あっ！」塀がおわっていました。ジジは走っていたいきおいのまま、どーんと落ちていきました。「ぐっ」するどい痛みです。（あっ、つぶれちゃった、ほんとにおわりになっちゃった）とジジは思いました。




　気がつくと、体がゆれています。（死んじゃったのかな）とジジは思いました。でも、なにかへんなにおいがします。重たい目をゆっくりあけると、そばにキャベツがごろごろしていました。はっぱのうえを小さなあおむしが二匹、もぞもぞと動いています。ジジは思わず右の前足をふりあげようとしました。どうやらジジはトラックの荷台に乗っているようです。

　そのとき、がったん、といって、動きがとまりました。すると、まだぼーっとしているジジの目の前に、むぎわら帽子をかぶったおにいさんが立っていました。

「なんだ、おまえ、キャベツから生まれてきたのか？」といいながら、にやにやと笑いました。

「おや、足、けがしてるじゃないか」おにいさんは、ジジのおなかのしたに手を入れて抱きあげると、うちのなかにはいっていきました。それからジジの足を水で洗い、近くにあった布をさいて、まいてくれました。「たいしたことはないぞ。元気だせ」

　でもジジはまだぼーっとしていました。

（このままずーっと、ぼーっとがいいや）とジジは思いました。（キキのこと思いださなくっていいもの……）

　ジジはそーっとまわりを見回しました。

　小さな小屋です。ぐるっと目を動かすだけで、みんな見えてしまいます。床は土で、すみに木の箱をならべたうえにふとんがおかれ、そのうえに小さな窓が一つだけついています。部屋のなかが明るく見えるのは、入り口のドアが開いているからでした。ジジが寝かされている土間は干し草がつまれ、そばに大きなまな板とぎらりっと光った包丁がおいてありました。

　おにいさんはちらちらとジジを見ながら、でたりはいったりして、トラックのキャベツを小屋のなかに運びいれました。それから入り口のわきの井戸から水をくんで、キャベツを洗って、ならべました。

「おまえ、あんがいきれいな猫だな。まっくろで、よけいな色がはいっていない、こんなつやつやな毛皮なんて、めずらしいぞ」

　それからまな板にキャベツを一つのせると、ばさり、包丁でまっぷたつに切りました。

（きゃっ！……）

　ジジは思わず目をつぶりました。きゅうに足がずきんずきんと痛みだしました。もしかしたら、痛いのは、体ぜんぶかもしれません。

「おまえ、おびえてるのか？　そんないいくらしを今までしてたのか？　ここじゃきどったってしゃあないぞ。あっ、おれ、ノラオっつうの」意外にちゃんと名乗ったおにいさんは、また、ばさりっと、キャベツを切りました。「売れのこっちゃったからよ、漬けものにして、冬になったら、食べるのよ。塩ふって、重い石をおいとくと、すっぱくなって、肉と食うと、うまいのよ。どんな肉でも少々おかしな肉でもさ、なんでものこさずまるごと食っちゃうのが、おれのやりかたでさ」

　ノラオさんはしゃべりながら手は休めず、こんどはキャベツを細くきざみはじめました。

（まるごと食う……つやつやの毛皮だって……）ジジは力をなくしてしまった体をなんとかひきずって、はなれようとしました。目をあげてさぐるようにまわりを見ると、壁に小さな絵がいくつもかかっています。

　うさぎ、ねずみ、りす、ねこ、さかな、それから、かぶ、たまねぎ、キャベツ。

（これ、みんな、まるごと食べちゃったものだろうか……どんな肉でもまるごと食っちゃうっていってたけど……）

　ノラオさんはそんなジジには目もくれず、キャベツを音をたててきざみ、大きなつぼに入れ、塩をふると、うえに石をどすんとおきました。いっしょに土間の地面がゆれ、体もぽんともちあがると、ジジはふあーっと、どこかにしずんでしまうような気がしました。

「さ、メシにでもするか」

　ノラオさんの声が遠くのほうからきこえてきました。




　ジジはふっと目をさましました。どのくらいねむってしまったのでしょう。あたりはまっくらです。寝床のあったほうからは、ノラオさんの寝息が、小さなブランコのようにいったりきたり、きこえてきました。ジジは立ちあがろうとしました。すると、体のうえにノラオさんのにおいのするシャツがのっているのに、気がつきました。どこからかはいってくる風に、ジジは「くしゅんっ」とくしゃみをしました。きゅうにジジの顔が悲しそうにゆがみました。今まではこんなときキキのふとんにもぐりこんで、キキの足のところでぐるりっと一回転してまるくなって寝たものでした。あそこはさむいときや、さびしいとき、ジジが体をよせる場所だったのです。でもそこにいたのは、もうずっと昔のことのように思えます。

　ジジはすこし開いているように見えるドアのほうに体を動かしました。草のにおいがしてきます。ジジは外にでていきました。地面につくたびにまだずきずきと痛む足をひきずりながら、ジジは前へ前へと進もうとしました。どこかわからないけど、どこかに行かなければならないような気持ちでした。

　外はまっくらでした。星も月もないまっくらな夜でした。自分の体さえはっきりと見えません。（ぼくも、やみ夜になっちゃったみたい）ジジだけでなく、草も木も、遠くに見えるはずの山も、みんなこのやみ夜にすいこまれてしまったように、なんにも見えません。あるのは草や木のにおいだけです。ジジはしっぽを動かして、自分の体をさわってみました。まだあることはあるみたいです。

（そういえば……）とジジは思いだしました。ずっと前、コリコの町で気がむくと参加していた猫の集まりで、年とったおばあさん猫からきいた話を思いだしたのです。

「いつか、あるところに、おまえさんみたいなどこもかしこもまっくろな猫がいてね。ある夜のこと、散歩にでて、迷子になってしまってね。そしたらその夜は星も月もないまっくらな夜でね、もうどっちに行っていいか、まったくわからなくなってしまったんだって。自分すらも見えなくなってね。このまま自分がいなくなっちゃうんじゃないかと、そりゃおそろしかったそうだ。なんとか明かりがほしいと思って必死になってね、思わず自分の銀色の目玉をとって、空に投げたんだってさ。するとその目の光で空がぼーっと明るくなって、のこった目に、自分の姿もぼーっと見えてきたんだそうな。そしてぶじ家に帰れたんだって。目玉を投げるなんてずいぶん勇気のいったことだったろうね。それにしてもよっぽどこわかったんだろうね」

　ジジはそっと自分の目をさわってみました。でもいくらなんでも、これをとって投げるなんてできないと思いました。夜はますます暗く、ジジはただただうずくまっていました。




「おい、おい」

　どこかで声がします。目をあけると、まわりがかすんでいます。なんとか目を開いていようとしても、まぶたはすーっとさがってしまいます。

「どうしちゃったんだよ、もう朝だよ」

　また声がきこえてきました。ジジは重い頭をやっとあげました。どうやらノラオさんの声のようです。

「もういいかげんにしろよ。いつまでぐだぐだしてるんだ。こんなこといってもどうせわからないだろうけどよ。きのう目がさめると、おまえったらいやしない。ひとりで帰ったかと思ってよ、放っておいたんだけど。畑に水まきにいったら、たおれてるじゃないか。それからまるまる一日寝っぱなしよ。いくらなんでも腹すいただろう。夕めしだよってほっぺたたたいても、おきやしないし。あきれたね。猫ってこんないくじのないもんかね」

　ジジは「にゃあ、にゃあ」と思いきり鳴きました。

「鳴くのだけは一人前だなあ」

　ノラオさんが苦笑いしました。ジジは、このノラオさんともキキのように言葉が通じればどんなにかいいのにと思いました。

（自分はキキという魔女の猫だって名乗ることもできるのに……コリコの町ではすこしは知られた猫なんだって、話すこともできるのに……）いくじがないなんて、あんまりです。

「立ってみろよ」ノラオさんはするどい声でいいました。ジジは、うったえるように、ノラオさんを見上げました。「まったく、しょうがないなあ」ノラオさんはジジの首をひょいっとつまむと、もう一つの手でおしりをぽんとたたきました。ジジは思わずとっとっとっと前に歩きました。「ほれ、みろ、できるじゃないか。おい、猫、今からでかけるぞ。たっぷり栄養つけてやるから」

　ノラオさんはそばに立ててあったさおをつかむと、いきなり外にでていきました。ジジはしかたなく、まだ痛い足をかばいながら、そろりそろりとついていきます。「いやだ、ぼくは行かない」って、キキによくいった言葉もつかえないのです。

　ノラオさんはどんどん進んでいきます。草をかき分け、岩をのぼって、水たまりをとびこして、さきへ進んでいきます。ジジは必死であとをついていきました。いじでもちゃんとした猫だって見せてやりたいと思いました。

　やがてノラオさんは川のほとりにやってきました。それから土をほると、みみずをつまんで、つり糸のさきについてる針につぎつぎさし、川に放りこみました。それからそばの石に腰かけると、じっと水を見つめはじめました。なんにもいいません。ジジもそばでじっとしていました。時間がどんどんたっていきます。

「元気だせよ……そういうことよ……ふふふ」ノラオさんは川にむかってひとりごとをいっています。それからふっとジジのほうをふりむきました。「川のなかにはなんにもいないって思うだろう。でも水のしたはにぎやかなんだよ。そう思って自分で気持ちをにぎやかにしてるのさ。ほーれ！　ひいてる」

　ノラオさんがさおをぐーんとひっぱると、さきに魚が二匹きらきらとはねていました。

「さーて、ありがたく食うとするか」

　ノラオさんは落ちていた枝をポケットからだしたナイフでとがらせると、きゅっと魚にさしました。（あっ、「まるごと」だ）ジジはおもわず目をつぶりました。体のなかにぴーんと痛みがはしります。ノラオさんはポケットからこんどは塩のビンをだしてぱっぱと魚にふりかけると、まわりから枯れ草と枝を集めて、火をつけ、そばに魚のくしを立てました。

「こんなふうに、つい今までぴんぴんしてたのを食っちゃうなんて、ちょっとわりいような気もするけどな、これがさ、もちつもたれつってことだと、おれは思うのよ。お返しはどっかでさせてもらうってことにしてさ」

　そういうと、ノラオさんはちょっと目をつぶって、しずかにあけました。

　しばらくすると、いいにおいがしてきました。

「やけたぞ」ノラオさんは大きなはっぱのうえに魚をのせて、ジジの前においてくれました。「食べろよ。えんりょしなくていいよ。ふとれよ。筋肉を強くしろよ、景気よくガチガチッとな」

　ジジは、おそるおそる顔を近づけて、魚をぺろりっとなめてみました。そのとたん、ノラオさんがキキみたいに、〝もちつもたれつ〟っていったことを思いだしました。

（もしかして、これ食べたら、おすそわけよこせっていうかな……。ぼく、なんにもないけど……。耳かしっぽか、よこせっていうかな……）

「なんだい、いじいじして。まるごと食えよ、食え」

　ノラオさんは自分も魚にかじりつきながらいいました。ジジはそっとノラオさんを見ました。

「ふう」ノラオさんは鼻から息をふきだしました。「おまえ、猫だろ？　この世に魚を前にいじいじしてる猫がいるか？　おまえの名誉のためにいわないでおこうと思ったけどよ、おまえはキャベツから生まれたんでも、トラックに乗ってきたんでもないんだよ。塀のうえからぽろんと落ちてきたんだよ。そんな猫、いるか？　それにまる一日ふてくされたように寝てるし、ありゃ、猫のやることじゃねえよ。今までなに考えて生きてきたんだ？　あきれちまったね。毛皮はつやつやしてるし……けっこうなご身分だったんだろうが」

　ジジはさすがにふくれたくなりました。このいいかたはあんまりです。キキがあんなひどいことをしたから、目の前がまっくらになるくらい、気持ちがひっくり返っていたのです。ジジはノラオさんを見上げて、うーっとうなりました。

「なんだ？　その態度は……おまえなりの悩みごとがあったっていいたいんだろ。……こっちはそんなことお見通しだ。でもな、どんなことがあってもよ、ちゃーんと、自分のことは気ぃくばってたいせつにしなくっちゃ。おれもさ、そう思って、こんな所でひとりでくらしてるのよ。さびしくって、涙ぽろりってこともあるから、えらそうなことはいえねえけどな」

　ノラオさんはいせいよくいいながらも、すこしの間、空を見上げました。その目はなにかをさがしているように見えました。

　ジジはじわーっと体があたたかくなっていくように感じました。今までいつもジジはキキの猫でした。キキはそうじゃないわよ、っていうかもしれません。でもジジはいつもそう思っていました。だから「あたしの、猫ちゃんに、なって」っていわれたとき、あんなにどきどきしたのです。

（キキはときどき「わたしの猫」って、持ちものみたいにいうけど、それは仲よしだってことなんだ）とジジは思いました。（だからけとばされてあんなに腹が立ったんだ。あのとき、キキとどうどうとけんかをすればよかった。自分の気持ち、ちゃんといえばよかった）

「おまえ、たいせつな身内いるんだろ？　帰ったほうがいいよ。帰れるだろ？」ノラオさんはジジをのぞきこみました。鼻にしわをよせて、からかうように笑いかけました。「帰れないっていうんだったら、あさってトウモロコシを売りに町に行くから、抱っこして行ってやってもいいよ。降参かい？」

　ジジはノラオさんの目を見て、すっくりと立ちあがりました。

（降参なんて……しない）ひとりで帰るつもりです。もっともっと迷子になってしまうかもしれないけど、やってみようと思いました。

「そうか、やっぱり行っちゃうのか。まあ、さびしくなるけどな……。でもみんなそうなんだな。見えない水のしたはにぎやかだと思って、がんばろうぜ」

　ジジはノラオさんをじっと見て、心のなかでお礼とさよならをいいました。それからしっぽをくるりっと回し、草の茂みのなかに走っていきました。




　キキは目をしばしばさせながら窓のそばに立って、遠くの高い建物が朝日で明るくなるのを見ていました。それからドアをあけ、外にでていきました。家の裏に立てかけてある古い材木をどけて後ろをのぞいてみました。ジジをさがして、きのうの夜もこんなふうになんど見回ったことでしょう。ほうきでゆっくり空を飛んで、夜の町をさがしたりもしました。でもジジはどこにもいませんでした。こんなに長いこと帰らないなんてはじめてです。いくらあたたかい季節でも、夜は海からふいてくる風はつめたいのです。

　キキはまた窓辺にもどって、きゅっと唇をかみました。

（足でけとばすなんて、わたしがわるかったんだ。ジジにやつあたりするなんて。でも、あんなにおこらなくたっていいじゃないの。いっしょに大きくなった姉きよう弟だいなんだから。本気でジジがにくらしいと思うわけがないじゃないの）

　キキははっと顔をあげました。「ぼくだって、『あたしの、猫ちゃんに、なって』ってたのまれたんだから」、とジジがいっていたのを思いだしたのです。

（ほんとうに行っちゃったのかもしれない……。でも、まさか……）キキは目をぎゅっとつぶりました。それから、「ジジ、だいすきよ」ってつぶやきました。そして自分のいった言葉にすこし安心して、もういちど、「わたし、ジジがだいすきよ」とつぶやきました。

「おや、どうしたの？　ずいぶんはやおきだねえ」

　戸をあけてケケがでてきました。キキはびくっとふりむきました。

「すーすー風がはいってくるから、目さめちゃったよ。ふわーあー」ケケは両手をあげて大きなあくびをすると、その手をおろしかけて、「猫ちゃん、いないねえ」といいました。

「夜中にかさこそって床歩く音きこえないと、さびしいよ」

「どこかにあそびに行ったみたい」

　キキはいいました。

「ははーん、家出かあ」ケケは口をゆがめて笑いながらいうと、「ほっとけば」といって、部屋にもどっていってしまいました。

　キキのほっぺたにすーっと涙が流れました。

　キキは窓の近くにすわったまま、その日をすごしました。

　ケケはあれからなにもいいません。ただ用事ありげにでかけていき、しばらくするとまたいそいそと帰ってきました。でもキキはいつものようには気になりません。それで、夕暮れ近くなって電話が鳴ったのにも気がつきませんでした。

「キキ、電話よ。おきゃくさん、ちっちゃい子みたいだよ」

　ケケが受話器をさしだして立っていました。

「そう」キキは立ちあがると、「はい、すいません」と受話器を耳にあてながらおじぎをしました。

「あの、魔女のおねえちゃんですか？　おねがいがあるの。わたしのくもちゃん、もってきてほしいの」

　小さな女の子の声でした。あまったれた声のなかに、なにか一生懸命なところがあります。

「くもちゃんって、お人形さんなの？」

　キキはききました。

「ううん、まくらなの。ママとパパが旅行にいったから、おばあちゃんのところにおとまりにきたんだけど、くもちゃんわすれちゃったの。わたし、くもちゃんいないと、ねむれないの」

「そう。いいわよ。おうちはどこ？」

「ちょろんちょろんって名前の噴水のあるとこ知ってる？　あのすぐ前の水色のドアのうち。植木鉢のしたにかぎあるから」

　すると、声がかわりました。

「すいません。おねがいできますか。わたし、ひざが痛くて、取りに行くことができないものですから。ゆうべはまくらがないってぐずって、こまってしまって」

（わたしとおんなじ……いつもそばにいないとねむれない……）

「はい、おとどけします。お宅はどちら……」

「ひば垣通りの五番地です。おはずかしいけど、草ぼうぼうのうちですから、すぐおわかりになると思います」

「はい、わかりました」

　キキはほうきを手にとり、ドアをあけ、すぐ飛びあがりました。風がそでを通してふきぬけていきます。すこし元気になったような気がしました。植木鉢のしたのかぎもすぐわかり、家にはいって、子どものベッドをさがすと、まくらはすぐ見つかりました。くもちゃんという名前のとおり、ふわふわと雲の形をしていました。

　キキがひば垣通りの草ぼうぼうの家をさがして、「はい」と手わたすと、女の子はまくらをぎゅっと抱きしめました。

「そんなに、すきなの？」

「うん、くもちゃんは、寝るとき、おはなしをしてくれるんだもの」

「へー、そう、どんなおはなし？」

「いろいろ。いっしょにきく？　おねえちゃんも」

「そうねえ、ききたいけど……」

「じゃ、はいって。はやく。くもちゃんはね、いそぐのすきなの。待つのきらいなの」

「でも……」

　キキはジジのことが気になって後ろをむきました。するとそばでおばあさんが、

「よかったら、ソラのいうこときいてやってください」といいました。

「まあ、ソラちゃんってお名前なの。ソラちゃんに、くもちゃんですか」

　キキはちょっとうれしくなっていいました。

「はやく、はやくぅ、おねえちゃん」女の子は家にはいっていきました。そしてじゅうたんのうえにまくらをおくと、「おねえちゃんもいっしょに寝て」といいました。キキはいわれるままに、小さなまくらのはじに頭をのせ、ソラちゃんとならんで寝ころびました。

　おばあさんはうれしそうにうなずきながら、編みものをはじめました。家のなかはしーんとしずかになりました。ソラちゃんはキキの耳に口を近づけるとささやきました。

「ねっ、きこえるでしょ」

「………」

　キキにはなにもきこえません。でもきこえないなんてソラちゃんにはいえません。キキはだまってうなずきました。それだけであたりはまたしずかになっていきました。

　しばらくすると、ソラちゃんの小さな寝息がきこえてきました。

（帰らなくちゃ。ジジが帰ってきて、わたしがいなかったら……）とキキは思いました。あたりはいつのまにか暗くなりはじめています。キキは、灰色にかわりかけたまわりの空気を、目を細めて見ました。すると、だれかが話しかけている声が、頭のなかからきこえてくるような気がしたのです。つぶった目に、ぼんやりと空を飛んでいるまくらみたいな雲が見えてきました。するとふわふわした雲のひだがとつぜん口のようにぱっかんとあいて、キキに笑いかけたのです。

「ちょっとまた行ってこなくちゃ。いそがしいったら」

　くもちゃんはふわふわした声でいいました。

「どこへ」

「ほうぼう、ねむれない子、多いからね。それからねむりたくない子も多いからね」

「わたしんとこにも来てくれないかしら。ちょっといろいろあって、夕べねむれなかったの」

「きみんとこ？　大きい子のところは行かないことにしてるんだ。ややっこしいからね。すぐうたぐるから。でも行けたら行ってやるよ」

　くもちゃんは、星が光りはじめた空を、ふわりふわりと飛んでいってしまいました。

　キキはいっしょに飛んでいきたくなって体を動かしました。気がつくと、くもちゃんを追いかけるように両手をあげていました。キキはそっとソラちゃんからはなれて、おばあさんに目くばせすると、外にでました。




　家に帰ると、キキはまた窓辺にすわりこみました。見上げると、満天の星です。どこにも雲一つ見あたりません。

（くもちゃん、来てくれそうにないな）キキは目立つ星を目でおいながら、こんな夜ときどきするようにいいました。

「いいこと　ありそな

　いいこと　ありそな」

　すると、肩のあたりがすーっと楽になっていきました。

（ジジの考えにまかせればいい……ジジはきっとだいじょうぶ）しばらくすると、キキは窓によりかかったままねむっていました。




　いっぽう、ジジのほうは、ノラオさんとわかれたあと、まわりを見わたして、いちばん高い丘にのぼっていきました。そしてせいいっぱい鼻をあげて、町のにおいをさぐりました。お日さまの場所も注意深く見上げました。キキとコリコの町にはじめて来たとき、キキがいったことを思いだしたのです。

「南、みなみに行きたいの。南へ行くとね、かならずいつかは海に出るってきいたことあるの」

　コリコの町は海辺にあります。（南だ、南に行こう）って、ジジは思いました。あのトラックで来たのなら、何日もかかる遠いところではなさそうです。

　ジジはお日さまを見上げて、じっと考えました。ものごころついてから、今まで数限りなく見たお日さまのことを、いろいろ思いだそうとしました。そしてきっとこっちだと見当をつけると、歩きはじめました。日がしずみ、暗くなっても、決めた方向にまっすぐ、まっすぐ歩きました。大きな道にでても、まよわないで、まっすぐ歩いていきました。丘がうねうねつづいても、まっすぐ歩きました。見上げると空いっぱいの星です。キキが星空を見上げて「いいこと　ありそな」っていってたのを思いだしました。「いいこと　ありそな」ジジもつぶやいてみました。空がうっすらと明るくなったころ、ジジの鼻の穴がぴんと開きました。海のにおいです。ジジは走りだしました。やがて遠く坂のしたにコリコの町が見えてきました。迷子にならないで、ジジは帰ってこれたのです。ジジは、体をしなやかに動かして、歩きつづけました。




　あけたままの窓が明るくなって、キキは目をさましました。朝のあわい青い空がひろがっています。キキはまばたきをしながら立ちあがり、窓からのりだして外を見ました。小さな足音がきこえたような気がしたのです。ジジが表通りの角をまがって走ってきます。キキはドアをあけるのももどかしく、外にとびだしました。でもきゅうに立ちどまって、いつもの調子でいいました。

「帰ってきたのね。わたし、そう思っていたわ」

　それからジジを抱きあげました。

「ぼく、自分で考えたんだ。自分で帰ってきたんだよ。ぼくが帰ってきてうれしい？」

　ジジがいいました。鼻にひょんといつものすじをよせています。それはキキが見なれたジジの顔でした。

「あたりまえでしょ。でもジジ、なんだかきゅうにおとなみたいな体になってる。筋肉がガチガチしてるよ」

　キキはいいました。でもその声は、わからないくらい小さくふるえていました。ジジは抱かれたまま、だまってキキのにおいをかいでいました。




「こんにちは」

　後ろのほうからはずむような声がきこえてきました。ふりむくと、とんぼさんです。

「こんにちは、せんぱい」

　飛行クラブの男の子もふたりいっしょです。

「やだ、せんぱいなんて。でもこんなに朝はやくどうしたの」

　キキはいいました。でもちょっといい気持ちです。

　その後ろにミミさんもいます。ミミさんはあいかわらずおとなびてきれいです。白のみじかいスカートに、水色のうすいセーターを着ています。キキは足もとを見て、目を見はりました。つるりと光った白いサンダルをはいていたのです。表通りの靴屋さんでしか見たことのないような美しい靴でした。

　ミミさんは、キキがこの町に来てまもなく、友だちになった女の子です。詩を書いて、ミミさんがひそかにあこがれていたアイ君にとどけてほしいとキキにたのんだのが、きっかけでした。その後アイ君とはどうなったのでしょう。ミミさんはこのごろはいつも飛行クラブの男の子たちといっしょです。ミミさんは自由に飛べる魔女のキキがうらやましいんだって、ジジはいいます。でもほんとうでしょうか。キキのほうこそミミさんがうらやましいのです。ミミさんは、だれとも、とくに男の子とは、すぐ仲よくできるのです。そしていつでもたのしそう。そんなミミさんを見ていると、キキはいつでも気持ちが競争っぽくなってしまうのです。

「あっ、わりい」ケケが家からでてきました。手にはリュックサックを持っています。

「おや、ジジ、帰ってきたの？　あんたのおかあさん、しんぱいしてたよ」ケケはキキに、へへへというように笑いかけました。

「おかあさん？」キキはまゆをひそめてジジを見ました。それから、「おかあさんじゃないわよね。わたしたち、仲よしなのよね、ジジ」と、いいました。

　ケケはふんときこえるような息をはいて、横をむいていいました。

「わっ、ミミさん、すてきなおしゃれね、もうばっちり夏してる」

　ケケは、もうすっかり、ミミさんと仲よしのようです。

「ありがとう、ケケはいっつもほめてくれるのね」

　ミミさんはケケを見て、それからキキをみて笑いました。するとケケはとんぼさんたちのほうを見て、またまたおおげさに声をはりあげました。

「そうそう、あたし、すこしわかってきたわよ。図書館に行ったもんね。勉強したもんね。ようするに、はねになる竹の気分の問題なのよ。気分よくしてやるのよ、かんたんなことよ。まかせてよ、あたし、できるから」

「気分……？　へーっ、それってよろこんでる気分？」

　とんぼさんがおどろいたようにいいました。

「でも竹の気分の問題なんて、ふしぎな言葉ね」

　ミミさんがつづけていいました。

「だって、竹とんぼだってたのしく飛びたいもんね」

　ケケはとくいそうに目をぱちぱちさせました。

「なんだかわくわくしちゃうなあ」

　ふたりの男の子が顔を見合わせていいました。

「そうよ。わくわく」

　ケケは肩をすくめて笑いました。

「さあ、はやく。つくりにいこうよ、せんぱい」

　男の子がいいました。

（なーんだ、「せんぱい」って、ケケのことだったんだ）とキキは思いました。

「キキ、行かないの？　あっ、そうよね。キキには、飛ぶなんて、歩くのといっしょだもんね。めずらしくないわね。でも、竹とんぼを飛ばすときは、きっと見にきてね」

　ミミさんがいいました。

「キキ、期待して待っててね。ほんとうだよ。きっと成功するからね。こんどこそぜったい見てほしいんだ」

　とんぼさんが一歩キキに近づいていいました。

「じゃ」

　みんな、かるく手をふると、にぎやかにしゃべりながら行ってしまいました。

（わたしだって、いっしょに行きたいのに）キキはむっとしてつぶやいていました。（そんなにうじうじ思うなら、あっさり行くっていえばいいのに）キキはこのごろなにかというとえんりょしてしまう自分にも、文句をいいたい気持ちでした。

　みんなの姿が見えなくなると、キキはみょうな気になってきました。

（よろこんで飛ぶなんて、あの子、とんぼさんと同じこといってる）

　それからつづいて「まかせてよ、あたし、できるから」といったケケの言葉を思いだしました。

（ほんとうはできもしないのに、できるっていっているのかしら……。それともほんとうに、あの子、できるのかしら……）

　ジジのことではやっとしずまったキキの胸が、きゅうにまたざわざわと波打ってきました。




　キキは家にはいって、ふっと横を見ました。なにかによばれたような気がしたのです。とたんに、机のうえにおいたままになっている「おわりのとびら」の本が、目にとびこんできました。キキは近づいて表紙をなでました。

（いつまでこの本、ここにいるつもりかしら……）つぶやきながらキキはこれと同じ質問をしてみたい人がもうひとりいると思いました。キキは本を手にとって、またるるるーと指でなぞっていきました。（きょうはあかないわ。いやがっているみたい。まったくかってな本ね）

　思わずむっとしたとたん、指が紙の間にすいっとはいって、ページがぱかっとあきました。見ると、前にもまして、紙は穴だらけ、しみだらけです。じっと見つめているうちに、穴のむこうや、しみの間に、とぎれとぎれの言葉が読みとれました。


　　「千の足が……進んでくる」

　　「しのび足で」

　　「ぬき足……」

　　「さし足……こっちのほうに」

　　「アメーバのように」



（なに？　これ）キキは目を近づけて、一字ずつたしかめました。古いけむりのようなにおいが本からのぼってきます。と、いっしょにたくさんの足がこっちのほうにそろり、そろりと近づいてくるのが目にうかんできました。キキはきゅうにこわくなって、本をとじ、クッションを抱いて、ベッドのうえにすわりこみました。

「あーあ、涙の再会ももうおわりか……」

　ジジの小さなつぶやきがきこえてきました。




　キキはまつわりつくスカートをけとばすようにして、ぱっぱか、ぱっぱか、大またで通りを歩いていきました。なにかがあるとすぐ弱気になる自分がいやでたまりません。どこか遠くに行きたい気分でした。おくれまいと必死であとをついてくるジジの足音が、キキの気持ちをすこしあたたかくしてくれました。キキはふりむいてジジを抱きあげ、肩にのせると、大きなお店が集まっている、コリコの町でもいちばんにぎやかな通りにはいっていきました。いそがしく夕方の買いものをする人が、ぶつかるようにすれちがいます。話し声や笑い声がいっきにおしよせてきます。するとそんな人ごみをぬって、前のほうから、なにかきこえてきました。

「プウプカ　プウプカ　プー」

（あっ、プウプカおじさんだ）とキキは思いました。とたんに、くくくっと思わずすこし笑ってしまいました。人の出入りのいちだんとはげしいひまわり通りの百貨店の前で、背の高いおじさんが、ハーモニカをふいています。大きな人なので、ハーモニカが口のなかにすっぽりはいっているように見えます。それなのにきこえてくる音は、「プウプカ　プウプカ　プー」だけです。

「あいかわらずだね」とジジがささやきました。

　ずいぶん長いことこの仕事をやっているのに、このおじさんはこれしかふけないのです。もうすこし練習すればいいのに。

「あんなに毎日ふいてても、いっこうにじょうずにならないなんてふしぎね。あたらしいメロディーが一つでもふけるようになったら、わたし、大きな銅貨、奮発しちゃうんだけど」

　おソノさんもあきれていったことがありました。

　ところが、おじさんの前においてあるつばがぼろぼろの帽子には、そまつな芸のわりにいつもふしぎなほどお金がはいっているのです。

（へたなのがかえっておもしろがられるのかしら）すこしはなれたところに立ちどまってキキは思いました。（もしかしたら、こんなに人気があるんですよって、自分で入れておくのかしら。それともそばのかごにはいってる、かわいいくまと、うさぎと、犬のぬいぐるみのせいかもしれない）

　古くて、うすよごれていても、ぬいぐるみたちは思わず見つめてしまうほどかわいい顔をしているのです。

（すこしは商売のこと考えているんだ）キキはおかしくなって、またちょっと笑ってしまいました。そのとたん、ぴくっと目が、とまりました。同時に肩のうえで「あっ」とジジが小さな声をあげました。ぬいぐるみの犬の目がぱちんとつぶってあいたような気がしたのです。でもそれっきりでした。じっと見つめてみても、もうぴちりとも動きません。

（気のせいだわ）とキキは思いました。

　やがてプウプカおじさんは、帰りじたくをはじめました。帽子のお金をわしづかみにしてズボンのポケットに入れると、からになった帽子を頭にのせ、ハーモニカを上着のやぶれているすそでふくと、胸のポケットにさしました。それから、ぬいぐるみのはいったかごをかかえて、歩きだしました。ハーモニカをふいているときと同じように、肩がプウプカ、プウプカ、プーとゆれて歩いていきます。キキもその調子にさそわれて、いっしょに歩きだしました。

「あのおじさん、なぞっぽいと思わない？　あんがい御殿みたいな家に住んでいるのかもしれない。ついて行ってみようか」

　キキはジジにささやきました。

　おじさんはしばらく歩くと、小さなレストランの裏口の戸をあけました。

「おや、もうしまいかい」声がして、コックさんが大きなビンをもってでてきました。

「ほれ、いつもの酒だよ。いいかげんにしなよ、飲むのも」

「ええ、わかってるんですが……いじがきたなくって」

　プウプカおじさんはポケットからさっき入れたお金をだしてはらっています。コックさんは受け取りながら、

「きょうはあまりいいもんないよ。肉の切れっぱしがすこし。これでがまんしてもらっておくれ」といって、お酒のビンといっしょに持ってきた小さな紙袋を手わたしました。

「どうも、どうも、よろこびます」

　おじさんはおじぎをすると、また歩きだしました。

（やっぱり、御殿なんかじゃないわ。あんなお肉までもらってるんだもの。お金はみんなお酒に消えちゃうんだ）

　キキは思いました。

　おじさんはせまい道をあちこち歩き、三階建ての建物の地下に通じるすこしゆがんだ階段をおりていきました。そして小さなドアをあけて、体をちぢめてはいっていきました。

「なーんだ」

　ジジが、がっかりしたようにいいました。

　キキは回れ右して歩きだしました。ひろい通りにでると、すぐ横の道をとんぼさんが、朝いっしょだった飛行クラブの男の子たちとむこうに歩いていきます。高い声でなにかしきりに話しています。

「そうなんだよ。あの子はね、おおげさがすきなんだよ。みんながびっくりするのがおもしろいんだよ」

　とんぼさんの声です。

（あの子って……ケケのことだわ）

　キキは胸に小石がぶつかってきたような気がしました。

「もしかしたら、うそついてるのかもよ」

　ひとりの子がいいました。

「でも……うそって、なんだよ」

　とんぼさんがいいかえしています。

「あの子は、竹だって、飛びたいと思っている、だから飛ばしてやるんだって、いうんだよ。竹に気持ちなんてあるわけ？　おかしいよ」

「でも、でも、そんなことあるわけないって、君、きっぱりいえる？」

　強い調子で反対しているのは、とんぼさんです。

「いえるよ。そんなふしぎなことおこるわけないだろ。ぼくは証明してくれなくちゃ、信じない」

「証明って、どういうふうに？」

「この目で見ないと……」

「でも、目で見えちゃうとつまんなくなっちゃうよ。いろいろ想像しているほうがおもしろくない？　あっ、そうだ、目で見ても証明できないものもあるよね。ほら、ぼくたち、キキの飛ぶとこ目で見てるわけだけど、いつでもめちゃくちゃふしぎっぽいよな。ずーっと、ずーっと見ていたくなっちゃう。だからぼく、キキに会うといつもどきどきしちゃうんだ。世界がちがって見えるんだもの。あれって証明できないよ」

「そりゃそうでしょ。とんぼさんはキキにどきどきだもん」

「えっ、なにいってるんだよ、やめろよ」

　とんぼさんははずかしそうに友だちの肩をたたいて立ちどまりました。はなれてきいていたキキも立ちどまりました。

「キキ、きいた？　とんぼさん、キキを見るとどきどきするって。ご感想は？」

　ジジはキキの気持ちをひきたてたくって、しっぽをゆっくり回しはじめました。

「わかんない」

（やっぱりわたし、かわった子なのかな）キキはジジの背中をなでながら、遠ざかっていくとんぼさんをじっと見つめていました。







　７　ネネとヤン







「おソノさん、なにかお手伝いはない？」

　キキが、グーチョキパン屋さんの裏口に、顔をのぞかせました。

「あります、あります。いつだっておおありでーす」

　おソノさんは粉だらけの手をあげて笑いました。ノノちゃんもテーブルのはじの小さな場所をもらって、一人前のかっこうで、ぺたぺたとパンだねをこねています。そばのゆりかごではオレくんがすやすやとねむっていました。いつも無口なおソノさんのだんなさん、フクオさんはきょうも無口、キキの顔を見てひょいっと口をまげました。やさしさがあふれています。

　キキは思わず目をつぶり、ゆっくりとあけながら、おソノさんたちのそばにいて、ほんとうによかったと思いました。

「ちょっと顔色がへんだけど、キキ、頭でも痛いの？」

　おソノさんがいいました。

　キキは肩をすくめて、だいじょうぶと、笑いかけました。でもその顔がかすかにゆがんでいくのが、自分でもわかるのです。

「どうしたっていうの」

　おソノさんがのぞきこみました。

「それが、よくわかんないの」

「もしかして、わかりたくないんじゃないの」

「だいじょうぶ、たいしたことじゃないの、きっと」

　キキはごまかすようにこたえながら、きゅっと唇をかみました。

（またぐちぐち考えてる……この町に来て、もうずいぶんになるのに、なんにも進歩してないじゃないの……）知らず知らずに、足もとからひたひたとわきあがってくる灰色の霧にのみこまれるような不安を、キキは感じていました。

「わたしはふしぎなことをすこしはするかもしれないけど……どんな魔法もつかえる女の子ではないのに」

　キキは思わずつぶやきました。

（わかんないだなんて……ぼくにだってわかるのに……）ジジはしょうがないなとでもいうような目つきをして、キキを見上げました。「とんぼ……さんだよな、問題は……」ジジが横をむいて、ぽつりとひとりごとをいいました。

　ジジのつぶやきをきいたキキは顔をしかめました。

「それだけじゃない……」

　するとおソノさんがなぐさめるようにいいました。

「人ってときどき、ゆううつと仲よくなりたくなるのよね。へんな話だけど。はっきりしたいんだけど、ゆううつでいることに、なんとなく、うっとりしたりして……」

「そういうのともちがうみたいなの」

　キキは言葉をかえしながら考えていました。

（わたしって、ほいほい魔女のくらししてるけど……とんぼさんや、町の人が期待しているようなもの、これ以上ふしぎなものなんて、なんにもない。見せるものもないし……）キキは、ちらりっと、コキリさんのことを思いうかべました。（手紙をだしてみようかな……）

　でもキキは、なぜかコキリさんには元気な心のことは話せても、ぐじぐじした心なんて見せたくないのです。どこかにコキリさんにはまけたくない気持ちがありました。息の通り道がせまくなっていくみたいな気がして、キキは大きなせきばらいをしました。

「あのね、キキ、ぴょーんと横っとびしてごらん。さあ、気を取りなおして」

　おソノさんがいいました。

「ぴょりーん」

　ノノちゃんがまねしていいました。

「手を洗って、ほれ、キキ」

　フクオさんが低くひびく声でいいました。

「はーい、お手伝いしまーす」

　キキはいそいで手を洗うと、前かけをかけて、フクオさんのとなりに立ちました。

「パンだねをおだんごくらいとって、ぺたーんとおして空気をぬいて、はじっこひっぱって、つぼめて、ねじって……こんなふうに」おソノさんはゆっくりパンの形をつくってみせました。「これを低い温度で焼くとね、ぷっくりふくらむから、したからねじりんぼアメをさしこむの。コリコの町の空気入りふうせんパンっていうんだって。空中にういてるみたいにできるのよ。魔女のキキがいるこの町らしいでしょ」

「光栄だわ。きっと人気になるわ」

　キキは教えてもらったように、のばしたパンだねのはじをつぼめながら、いいました。

「キキ、それがおかしいじゃないの。このパンを考えだしたの、ケケよ。あのへんな子よ。うちのパンは、ださーいって。もっといかすのにしろって。くくく」

　おソノさんはいいました。

「……」

　キキはびっくりして、手にもっていたパンだねを、てのひらでぐっとおしつぶしてしまいました。

「あの子も飛ぶのに興味あるようね、ふうせんだなんて。まあ、だれでも飛びたいことは飛びたいけどね。それがむりだから……でもこれ、ちょっとおもしろいパンでしょ」

　おソノさんはまんざらでもなさそうに、かざして見せました。

「ジジ、ジージジジ、こっちに、来て来て」

　ノノちゃんがきゅうに歩きまわりながら、手をばたばたさせました。

「そういえば、ジジはどこ？」

　おソノさんがキキの足もとをのぞきました。

「どこかへ、行っちゃった」

「さてはにげたな」

　おソノさんは、キキを見て、笑いました。

　仕事が一段落したので、キキはうちに帰ろうと外にでて、ちらっとパン屋のウィンドーをのぞきました。照明にうきあがって、ふうせんパンがならんでいます。さしこんである、白と赤や、桃色と草色のようなはでな色のねじりんぼアメがかわいく、遊園地のかざりのようです。通りがかりの人は、それを見ると、みなあっというように足をとめます。

　ケケがはいりこんできたのは部屋のなかだけかと思ったのに……、そうではないみたいです。キキの胸はさっきよりいっそう重くなっていきました。




　その日の午後、キキの耳に外からかん高い声がきこえてきました。キキがめったにあけたことのない裏窓のカーテンをすこしめくって見上げると、となりの建物の二階の窓があいています。

「あら、だれか越してきたのかしら」

　細い道をへだてたむこうの家は、一階は年寄り夫婦がやっている洗濯屋さんです。でも二階はいつも空き部屋で、だれも住んでいないはずでした。背のびしてもういちど見上げると、キキはおどろいて目を見はりました。その窓の半分にはカーテンのかわりに、やぶれた新聞紙がさがっていたのです。すると、新聞紙のすきまから、かわいいあやつり人形が、ぽーんと二つあらわれました。一つは格子柄の前かけをかけた、わかい女の人形で、もう一つはおそろいの格子柄のシャツを着たわかい男の人形でした。

「じゃ、やめるっていうのか？　ネネ」

　男の人形が足をおおげさにふると、女の人形はびくっとしながら、うなずきました。

「ええ、そのつもり。わたし、もう決めたの。ヤン、わるいけど、わたし、もう旅から旅のくらしはいやになったの。そりゃあ、人形芝居するのきらいじゃないわ。でも、せめてひと月に五日でも、あなたと一つ所でちゃんとしたくらしがしたいの。ここみたいに小さな部屋だっていいわ。さむいときは火を入れたり、かわいい柄のカーテンをさげたりしたいのよ。毎日毎日、知らない家の納屋で寝たり、りんごの木のしたでごはんをつくったりなんて、もう、いや。わたしがたいせつにしているビーズや小切れだって、しまうのは、いつもリュックサックのなかよ。きちんと整理して、たんすにしまいたいの」

　ネネとよばれた女の人形は、すがりつくような動きをして、しゃべっています。

「そんなくだらないこと、うじうじいって」

　ヤンとよばれた人形は口をぱくんとあけて、かみつくようにいうと、ぷいっと横をむいてしまいました。

「くだらなくったって、けっこう。わたしはどうせうじうじしてるくだらない人よ。だからくだらないもの集めたり、お友だちとくだらないおしゃべりなんかしたいんです」

　ネネ人形の頭が細かくふるえました。

「ああ、そうかい、そうかい。じゃ、ぼくはひとりで旅をつづける。こんなせまい、日もあたらない所のどこがいいんだい。だれか、かわりの相棒をさがすさ。きみのかわりなんて、どこにでもいるんだ」

「あっ、そう、そうですか。どうぞ、どうぞ、ご成功をいのるわ」

　ネネ人形はぴょんっととびあがると、窓から姿を消してしまいました。

「そうするともさ」

　ヤン人形も両手をあげると、ぱっと見えなくなりました。

（お芝居の練習してたんだわ）とキキは思いました。

　しばらくしてキキはカーテンをめくって、またとなりの窓をのぞきました。窓はさっきと同じにあいていて、風で新聞紙がかさかさと鳴っていました。でも人の気配はありませんでした。

（仕事に行ったのね、きっと）キキは人形をかかえて、旅をしているネネさんとヤンさんの姿を想像しました。さっきのあらそいはただのお芝居とも思えなかったのです。（仲なおりしたんだ、きっと）キキはちょっぴりうらやましいような気分でした。（すきなことを、すきな人といっしょにできるっていいな）

「ジジ」

　キキはまわりを見回しました。ちょうどそのときです、ドアがらんぼうに開いて、「はあ、はあ、はあ」とあらい息をつきながら、ケケと、つづいてジジがとびこんできました。

「ぎゃーおん、ぎゃーおん」

　ジジがケケを見上げて、びっくりするような大きな鳴き声をたてています。

「ジジ、しーっ、小さな声で」

　ケケは窓の外をちらちらと気にしながら、いいました。

「あのおじさん、ケケの知り合いなの？　ぼくをつかまえてきくんだよ。『おまえは魔女猫かい、おまえは魔女猫かい？』って。あっ、そうか、あの人、ぼくの言葉、わからなかったんだな。だけど、ケケはひどいよ。さっさと行っちゃうんだから」

　ジジはケケにむかって、しゅーっとうなり声をあげました。

「へんな人に会ったってジジがいってるけど、だれなの、その人？　ケケのうちの人？」

　キキがいいました。

「まっさか、ありえない。あたし、みなしごだもん」

　ケケはあごをつきだしました。

「でも、ケケ、あんなとき、自分だけにげるのやめてよ。同じうちにいる友だちなんだから」

　ジジがいいました。

「ジジ、そんなこといっても、むりよ。ケケにはジジの言葉はわからないんだから」

　キキはいいました。

「そんなことない、ケケはわかるよ。ぼくの言葉」

「ほんと？」

　キキはケケを見ました。

「まあね、あたし勘がいいから」

　ケケはキキの目をごまかすように、うえをむいて、体をゆすりました。

「この前はわからなかったじゃないの」

「あたし、勉強したから」ケケは鼻にしわをよせて、「ひひひ」と笑いました。それから、「それにさあ、あたしにはこの親指があるから。きゅっと立てて、にっこり笑えば、なんでもお手のものよ」と、きゅうに口調をかえてつっかかるようにいいました。

　その言葉にキキのどこかがぞぞっとふるえました。

（いったい、この子、なんなの？）

　キキは、こんどはジジのほうをむいて、声をあららげました。「ジジ、用心しなさいよ。やたらにしっぽなんてふるんじゃないわよ。このごろ、へんな人が多いんだから」

　それからキキはじろっとケケをにらみました。そしてにらみながら、こんな当てつけがましいことがいえるようになった自分におどろいていました。でもちょっぴりいい気持ちでもありました。

「にゃーん」

　ジジが口を大きくあけて、鳴きました。

「やだ、ジジ、きゅうに猫みたいになって」

　キキがいいました。

「ぼくは猫だよ。キキ、なにいってるのさ。にゃごーん」

　ジジはもうひときわ大きく鳴くと、いすのうえにひらりととびのりました。ケケはそれを見ながら、くくくっと笑うと、自分の部屋にはいっていきました。キキはジジにまでかるく見られたような気がしました。

「ジジ、その男の人、ほんとうにあんたのことつかまえようとしたの？」

「うん」

　ジジは背中をまるめて、上目づかいにキキを見ました。

「そのとき、ケケはどうしたの？」

「にげちゃったんだよ、あっというまに……」

「ジジ、用心してよ。ケケだって、油断できないんだから」

「わかった。でもぼくはもうだいじょうぶだよ」

　ジジははっきりうなずきました。

　その夜おそく、キキが寝るしたくをしていると、とん、とん、とんとドアをたたく音がします。

「ケケ、おそいわねえ、いいかげんにして」

　キキは、思わずかーっとして、ふりむきました。

「ケケなら、ずーっとうちにいるじゃないか」

　ジジがいいました。

　とんとんとん

　また音がしました。キキはドアを半分あけてのぞきました。

「どなたですか？」

「おそくにすいません。となりに越してきた、ネネっていうものです。ちょっとおねがいがあって」

　キキはおどろいてドアをあけました。明かりのしたに立った女の人は、キキが昼間、窓から見た人形を抱いていました。

「そのお人形がネネさんだと……」キキは思わずいいかけて、「あっ、ごめんなさい。昼間、窓からお芝居を練習してるとこ見ちゃったの」と、すまなそうに首をすくめました。

「まあ」ネネと名乗った女の人はおどろいて、一瞬口をつぐみました。「この人形、わたしと、同じ名前なのよ」

「同じなのは、名前だけじゃないみたい」

　キキはお人形をあらためて見ながらいいました。ほっそりしているのも、髪の毛がまっすぐで長いのも、鼻がかわいくうえをむいているのも、前かけの格子柄まで、ふたりはそっくりでした。

「あなた、おとどけものをしてくださるかたなんですってね。洗濯屋のおばあさんからきいたの。じつは、一つお仕事、おねがいしたいんですけど」

「ええ」

　キキはうなずきました。

「このネネ人形をね、ヤンのところまで運んでもらいたいの。ヤン人形も窓から見たでしょ。なら、すぐわかるわ。ヤンと同じだから。あしたのお昼ごろには、北のほうのとなり町のそのむこうの村の、そのまたとなり町の広場で、ヤンは人形芝居するはずなの。ネネ人形がいないと、さびしいお芝居になっちゃうと思って」

「ほんもののネネさんは、行かないの？」

　キキはいいました。

「いいのよ。わたしは行かなくっても、あんな、わからずや」

　ネネさんは目をきっとさせて、横をむきました。




　つぎの朝、キキはネネ人形を大きな袋に入れて、肩にかけると、

「さあ、出発よ」と、まだ半分寝ているジジにいいました。

「やっぱり、行くんだ」ドアがあいて、ケケが顔をだしました。ねむそうに顔をくちゃくちゃさせています。「……ったく、はやくからごくろうさんだね。キキの仕事ってさあ、なんか……こう、いつもおせっかいっぽい」

「そういうケケも、よけいなおせっかいだわ」

「ちがうよ、あたしは、じゃましたがり屋、くくく」

　ケケは笑いながら、あくびをしました。

「どこに行くかも、知らないくせに」

　キキはふくれていいました。

「知ってるわよ。夕べ、きいちゃったもん」

「盗みぎきするなんて、泥棒猫みたい」

　キキはさっとドアをあけて、同時にほうきにすがりついたジジをのせて、飛びあがりました。

「キキ」ジジのとがった声が後ろからきこえてきました。「泥棒猫とは、ひどいんじゃないの。猫の一匹として、文句をいいたいよ」

「いいじゃない。女の子だって、ケケみたいにへんな子もいるんだから。わたしだって、女の子のひとりとして文句をいいたいわよ」

　キキも声をはりあげていいかえしました。

「でも、キキ、ケケのこと、ぜんぶ知らないのに」

「だって、へんじゃないの、へんだから、へんだっていってるのよ」

「だって、まだ十二だよ。競争する相手じゃないよ。キキだって、まだ魔女になっていなかった年だよ」

「へえ、ジジ、年まで知ってるの？」

　キキはふっと思いだしました。じょうずに飛べなくって、木にぶらさげてあった鈴を鳴らしてばかりいたころのことを……あのころのしんぱいごとなんて、今とくらべると、ゴマツブみたい。

「でも十二歳にしちゃあ、ずいぶん大きな顔してるじゃない」

「キキって、そういうふうにぼくにはえらそうなこというけど、ケケにはいえないんだから」

「だって、関心ないもん」

「うそばっかり」ジジはキキがきゅうに速度をましたのに、ゆさぶられながら、ひとりごとのようにつぶやきました。「ほんとういうと、ぼくもケケのこと知らないんだ。でもあの子、秘密あるよ、やっぱり」それからおとなっぽくなんどもうなずきました。

　コリコの町をすぎ、つづいてひろがるとなり町をすぎ、そのさきの細長い谷間の村をすぎ、コリコの町よりずっと小さい町の上空に来ると、キキはしたを見ながら、ゆっくりと旋回しました。

　あっ、ヤンがいました。きのう、窓から見た人形そっくりの顔をして、町の中心らしい広場で、木と木の間に白い幕をはろうとしていました。もうすでにかなりの人だかりがしています。

　キキは町のはずれに着陸すると、ほうきをひきずって、広場にいそぎました。広場のわきには小さな食堂があって、いすをおいたテーブルが三つ、外においてありました。

　食堂のガラス戸には、


　　「本日のサービスランチ

　　　ポークかつ、ゆでじゃが山もり

　　　おかわり自由」



　と、はり紙がしてありました。

　キキが人ごみをぬって、前にでようとしたとき、その食堂からウェイトレスが、ゆでじゃが山もりって感じの腕をむきだしにして、でてきました。そして、かみなりがかぜをひいたような声をはりあげて、いいました。

「人形屋さん、きょうはひとりかい？」

　びくっとふりむいたヤンは、はずかしそうにうなずきました。

「けんかでもしたの？　それともわかれたのかい？」

　ヤンは、いっそうはずかしそうに、体をちぢめました。

「こまってるだろうね」

「いや、そのうちなんとかしますから」

「おや、そうかい、ふふふ、かわりにあたしじゃどうだろうねえ。そ、そうだよ。そっちのほうが、ウェイトレスよりずっとやりたい仕事だわよ」

　ゆでじゃがさんはどすどすっと近づくと、白い幕の裏側にヤンとならんで立ちました。

　キキは足をとめて、ふたりを見ました。体の大きさからいっても、ネネさんとゆでじゃがさんとでは、小鳥とぞうほどもちがうように見えます。

「ありがたいけどねえ、人形がないから」

　ヤンは一生懸命、笑顔をつくろうとしていました。

「なに？　人形？」ゆでじゃがさんがさけびました。「人形じゃなくたって、いいじゃないの。棒きれだって、このあたしの靴だって、ひとりよりずっとおもしろい芝居になるわよ。えっ、あやつり糸がない？　それならちょうどいいのがあるわよ」

　ゆでじゃがさんはしみだらけの前かけをはずすと、そのひもをにぎって、白い幕の前にさげました。

「さあ、おきゃくさん、あたし、しみだらけちゃんっていう新顔よ。ぴろぴろーんって動きますよ。見てね、見てね」

　おきゃくさんは、わんわと笑いだしました。ぴっぴーと口笛がとんできます。ヤンはすっかりこまって、今にもにげだしそうなようすをしています。

「さあ、あんた、いつも芝居の前に、歌うたうでしょ。あれ、やりましょうよ」

　ゆでじゃがさんは大きく息をすいこむと、すごい声でうたいだしました。


　　「ふたり　あやつり　世界が　でんぐりがえる

　　　人形の　右手は　あたいの　右手

　　　人形の　心もち　あたいの　心もち

　　　ふたり　あやとり　世界が　ふんぞりがえる」



　ヤンがあわてて手をふって、ゆでじゃがさんにささやきました。

「えっ、なんだって、世界がかわる……なの？　でんぐりがえるのほうが、景気いいじゃないの」

　おきゃくさんはめちゃくちゃに笑いだしました。ゆでじゃがさんはいい気になって、しみだらけちゃんをはげしく動かします。キキも思わずふきだしてしまうほどでした。

（ネネさんに知らせたほうがいいかしら……だめ、だめ、わたしはケケにいったとおり、ただのおとどけ屋さん。おせっかいはおとどけしないわ）

　キキはそーっとヤンに近づくと、ネネ人形をさしだしました。

「おとどけものです。ネネさんから」

　とたんにヤンの顔がぱっと明るくなりました。

「ネネが来たの？」

「いいえ、お人形だけなの。じゃ、わたしはこれで」

　キキはヤンの手に人形をおしつけました。それからすぐ後ろをむいて走りだしました。ヤンがなにかさけんでいます。でもふりかえりませんでした。かえって悲しいことを運んでしまったような気がします。


　　「ふたり　あやつり

　　　世界が　あきれかえる」



　ゆでじゃがさんの声がきこえてきました。

「また、まちがってる」

　ジジがいいました。




　キキが家にもどると、ケケがいすにあぐらをかいてすわっていました。前のテーブルのうえには、手紙が一通と、とうもろこしの皮とひげでつくった人形がおいてありました。

「行ったわよ」

　ケケが外にむけて、あごをしゃくりました。

「行ったって、だれが？」

「お人形屋さんよう。こんなにかんたんに気持ちかわるなら、もったいつけないで、さいしょからさっさと行けばいいのに」

「行ったって、ヤンのところに？」

　キキはのりだしてききました。

「そんなこと、あたし、知らないよ」

キキはいそいで手紙の封を切りました。


　　「おとどけ屋さん、キキさんっていうんですってね。ネネ人形を運んでくださって、ありがとう。でも、わたし、やっぱりヤンのところに行くことにしました。ヤンがいなくて、ネネ人形も行ってしまったら、わたし、なんだか体じゅうがつめたーくなってきたの。ちょっとだけ手ばなしたつもりだったのに、わたしまで、なくなっちゃったような、からっぽな気持ちになっちゃって。こんなこと想像できなかった。お手数かけちゃってごめんなさい。洗濯屋のおばあさんから、あなたへの支払いはおすそわけでいいと、ききました。たりないかもしれないけど、わたしのつくったお人形です。おすそわけのつもりです。またこの町に来たとき会いたいわ。いろいろあっても、わたしが安心していられる所は、ヤンといっしょの旅の空だったのね。それがわかったの。




キキさんへ　ネネより」　　



　キキは人形を持ちあげ、ついていたひもでつるして動かしてみました。白くなったとうもろこしの皮が、かさこそと音をたてました。ひもをゆるめると、人形はぴょこりっとおじぎをしました。

「ねえ、その手紙、あたしにも、見せて」

　ケケがいいました。

「どうぞ。ケケがわざわざことわるなんて、めずらしいじゃないの」

　ケケはキキのいじわるないいかたに返事をしないで、手紙を開きました。

　読みながらケケがいいました。

「ねえ、この、おすそわけっていうの、なに？　どういう意味？」

「お礼は、むりしないで、そちらのお気持ちをわけていただくだけでけっこうですってことよ」

「へえー、魔女の商売もたいしたことないね。じゃ、けちな人がずるして、ちょびっとしかくれなくてもいいの？　キキ」

「いいのよ、魔女は。もちつもたれつみんなと仲よくしながらくらすんですもの。おすそわけって、見えないものを見ることなのよ。これ、かあさんの言葉のうけうりだけどね」

「ふーん、わかった。あたしもキキにもちつもたれつされてるってわけか。でも、キキは、まだママのいいつけ、きっちり守っているんだ。いい子ちゃんしてるんだ」

　ケケは、めずらしくキキから目をそらさずに、じーっと見つめ、さいごにぽつりといいました。

「おかあさんって、そんなことまでいうのか」







　８　ぞうさんからうさぎさんへ







「わたし、このごろちょっと暗い？」

　キキはジジにいいました。

「暗いって、心のこと？　ずーっと暑い日がつづいているからだよ。ぼくだって、気分ぐだーっとして、どっかにひっこしたいくらいだよ」

「暑さのせい？　そうかな……けさ鏡見てたら、口がへの字にさがって見えた」

　キキは指を口のはじにおいて、ぴっとしたにひっぱりました。

「くっくっく、それって、べそ口」

　ジジはきゅうにキキの肩にとびのってきて、からかうように耳もとでささやきました。

（べそ口……そうかも……）

　ジジのほかは、キキがこのところあれこれぐじぐじと気にしてるなんて、だれも思わないでしょう。明るくかわいい魔女さんでとおっているのですから。でもケケは、キキが不安な気持ちでいることを、見すかしているような、おもしろがっているような気がするのです。

　四つも年下の子どもなのにと思っても……キキはそのことばかり気にしている自分もいやなのでした。

　ルルルルー　ルルルルー

　電話が鳴りました。キキは受話器を取りあげると、せいいっぱい元気な声でいいました。

「こちら魔女の宅急便です。どんなとこへも、どんなものでも運びます」

「わー、あいかわらず、はりきってるのねえ」

　電話のむこうから、明るい声がひびいてきました。

「あっ、モリさんね、ひさしぶりねえ。どうしてるの？　ヤアくん、元気？　えーっ、もう七つになったの？　あいかわらず、やんちゃしてる？」

　キキが「ヤアくん、元気？」といったとたん、ジジはさっとベッドのしたにとびこんでしまいました。ジジはこのヤアくんがにがてなのです。コリコの町からだいぶはなれた森のなかで、おねえさんとふたりだけでくらしているヤアくんは、みごとに元気な男の子で、会うと、ジジにはあまりうれしいことはおきません。飛んでるところをパチンコで打ちおとされ、しっぽがレの字にまがってしまったり、そのつぎのときはそのしっぽを思いっきりひっぱられたり、だいいち、だいすきって抱きしめるのだって、なみたいていな抱きしめかたではありません。胸がつぶれそうです。

　キキは、ジジのあわてぶりを横目で見ながら、くすりと笑いました。

「どう？　モリさん。今、森はきれいでしょ？　木にはあたらしい芽がでて」

「やだわ。そんな季節はもうとっくにすぎたわよ。町にくらしていると、やっぱりすこし自然時間がずれちゃうのねえ。たまにはあそびにいらっしゃいよ。これでね、いなかもなかなかいいものよ。ねえ、わたし考えたんだけど、こんど、『森のおくりもの』っていうお店を、うちのニレの木のしたで開こうと思っているの」

「わあ、いいわね。すてき」

「そしてわたしのつくったお茶とか、ジャムとか、草で編んだかごとか、クッキーなんかも焼いて、こっちにピクニックに来た人に、売ってみようかなと思っているの。それで、もし、もしもよ、うまくいったら、小さなホテルなんか開いて……。いつまでも子どもじゃないもの。ヤアくんとふたりで、ここにじっとしてたら、ボーイフレンドもできないしさ、うふふ」

「モリさんって、すごいわねえ。弟のめんどうみながら、いつもたのしいこと考えて。おちこむことなんてないんだもの」

「うそよ。しょっちゅう自信なくしちゃうから、いつもたのしいことさがしてるの。キキも手伝って。ここまで来ることできない人に、ジャムやクッキーをとどけてもらうっていうのはどうかしら」

「ええ、ぜひぜひ、わたしの仕事もひろがっていくわ」

　キキは電話にむかいながら、体をはずませました。

「そういえば、キキ、妹が来たんですってね。あんた、ひとりっ子だとばかり思っていたけど、すごい妹がいたのね。評判よ。すぐれものだって」

「ええっ」

　キキの頭はぼーっとふくらんだみたいになりました。その後は、なにを話したかおぼえていません。気がつくと、受話器を持ったまま、立ちすくんでいました。

（そういううわさになっているんだ……みんなそう思っているんだ……あの子はいったいいつまでここにいるつもりかしら。じわり、じわりと、わたしのくらしのなかに、はいりこんでくる）

　キキの口が、さっきよりもうちょっと、べそ口になってしまったようでした。


　　「千の足が……進んでくる」

　　「しのび足で」

　　「ぬき足……」

　　「さし足……こっちのほうに」

　　「アメーバのように」



　あの「おわりのとびら」の本で見た言葉は、ずばりケケのことをいっているみたいに思えます。

　キキはこわくなって、本のあるほうから目をそらしました。でもそうするとよけい気になってたまりません。思いきって手にとって、またあけてみました。ばりっ、大きな音をたてて、本は開きました。あいかわらずしみだらけです。いつものように目をこらすと、こんな言葉が見えてきました。


　　「おびえをお持ち。たくさんお持ち。そしたらおまえさん、ほんとの自分の姿が見えてくるよ」



（わたし、もう、じゅうぶんおびえてる……）キキは、けさジジがいっていた言葉を思いだしました。（「べそ口」、いやだ、いやだ！　それじゃ、べそ口がわたしのほんとの姿だっていってるわけ……）

　ふと、キキは顔をあげました。外にだれかがいるみたいな気がしたのです。やっぱり男の人がひとり、窓からしきりになかのようすをうかがっていました。家のなかが暗くてよく見えないのでしょう。白いハンカチで汗をふきながら、背のびしてのぞきこんだりしています。キキはドアをあけて、

「なにかご用ですか」と、ききました。

　男の人はびくっととびのいて、

「いや、はあ、はあ」と、こわばった笑顔をぶるぶると左右にふりました。ゆるめてのびたネクタイもいっしょにぶらりとゆれています。やさしそうなまるい目を、えんりょするように細めながらいいました。「ちょ、ちょっと、通りがかりにこの看板が目にはいったものですから。『魔女の宅急便』というと、魔法なんかを運ぶっていうことですか？」

「いいえ、……品物を運ぶんです」

「ははーん、そうですか。それで……あなたがこの魔女さんって、わけですね」

「ええ、まあ」

「どうです？　幸せですか？　魔女で、かわった仕事して、つらいことはありませんか？」

　男の人はおちつきなく上着をいろいろに持ちなおしながら、体をななめにのばして、開いたドアからなかのほうをのぞきたそうにしました。

「ええ、今はたのしくやっています」

「今は、というと？」

「はじめは、魔女だっていうだけで、こわがられたりして……、いろいろな人がいますから。でも、もうだいじょうぶになりました。だいじょうぶどころか、仕事はたのしいわ。……よろしかったら、おはいりになります？」

　キキは、ドアをひろくあけて、いいました。

「いや、いや、とんでもない。おもしろそうなので見ていただけです。でも、やっぱり、魔女には猫が……それも黒猫が必要なんでしょうな」

「必要っていうよりも、双子の姉きよう弟だいみたいなものなの。生まれたとき母が、母も魔女なんですけど、見つけてくれたんです。それでいっしょに育って……」

「おかあさんが？　そうですか、そういう習慣があるんですねえ」

　男の人はなにか考えるように、どこかを見つめました。

「魔女のこと、研究でもなさっているんですか？」

「いや、いや、とんでもない。仕事でこの町に来たんですよ。あっ、そうそう、宅急便なら、ちょうどいい、これをとどけていただこう」男の人はポケットからにぶく銀色に光るブローチを取りだしました。「さっき表通りでひろったんです。後ろに住所が書いてあったので、これからとどけに行こうと思ったんですけど、列車の時間もあるし、魔女さん、かわりにとどけていただけると、ありがたいんですが……」

　男の人はズボンのポケットからお札を一枚とりだし、

「少ないですが、お礼です。これでよろしく」というと、キキの手にお金とブローチをわたしました。「じゃ、いそぐので、これで、失礼します。助かりました」男の人は後ろをむくと、いそぎ足で行ってしまいました。

（こんな大きなお金……）とキキがお札におどろいて、窓から身をのりだしたときには、その男の人はもうずっと遠くを歩いていました。とたんにキキの口がつーんとまたさがって、いっしょに大きな不安がどっとおしよせてきました。

（あの人、へん。しつっこく魔女のこときいたりして。さぐるようにのぞいてた。もしかして……ケケの知り合い、そう、おとうさんかもしれない。なんだか鼻の形がにていた。この間、ジジをつかまえたのもあの人じゃないかしら）キキは手のなかのブローチを見ました。（これわたすふりして、なにかさぐりにきたのかもしれない。わたしをこの町から追いだそうと、ケケとたくらんでいるんじゃないかしら）気にしだすと、不安はつぎつぎ大きくひろがっていきます。（あの本にあったアメーバのようにぬき足……って、このことかもしれない）

　キキはもういちど、わたされたブローチを見ました。お月さまが三日月から満月になるまで順番に四つならんでいて、とてもかわいい形をしています。満月のお月さまには、にっこり笑っている顔までついています。うらがえすと、そこには小さな文字で、


　「ぞうさんからうさぎさんへ

　　三日月のときも満月のときも。

　　ジャングル通り一番地」



　と彫ってありました。ジャングル通りは、たしか町のはずれのほうにある通りです。つたがもじゃもじゃとからまりあった木が生えているロータリーから、通りははじまっています。キキもなんどかうえを飛んだことがありました。キキは、洋服の胸にブローチのピンをさして、鏡をのぞいてみました。体を動かすと、お月さまの顔がうなずいているように見えます。

　キキはなにか気配を感じて、びくっとふりむきました。ケケの部屋の戸のすきまから、きらきら光る目だけがのぞいています。

「ねえ、今、おきゃくさんが来ていたようだけど……」

「ケケ、だれかを待ってるの？　もしかしてあの人と知り合い？」

「すぐ、また、いろいろ勘ぐる……」

「その人ったら、わたしのことさぐってるみたいだったんだもの。こんな大きなお金くれたりして」

　キキがてのひらをあけて見せました。

「いいじゃないの。あまってるお金なんでしょ。いじいじ気にしない」

　ケケはするりとドアからでてきました。でもまだどこか不安そうに窓の外を見ています。

「ケケ、やっぱり気にしてるんでしょ」

「べつに。でもそのおじさん、なにしにきたの？」

「魔女のこと知りたかったみたい」

「キキ、まえにその人に会ったことある？」

「ないわ。あっ、やっぱりケケの知り合いだったんだ。もしかして、ケケのおとうさん？」

「まったくもーう、そんなふうにしか考えないんだから。関係ないったら」ケケのこめかみに青いすじがすーっと走りました。それからキキの胸のブローチを見ると、きゅうに声をあげました。「あれ、なに、それ、カワイーイ。ちょ、ちょっとかしてかして、お月さまなんて……魔女ににあうねえ」

　ケケは、手をのばしてキキの胸からピンをぬくと、さっと自分の胸にあてました。

「これをブローチの裏に彫ってある住所まで、とどけてくれってたのまれたのよ。今の人から」

　ケケはいわれてブローチをうらがえしてみました。

「じゃ、これ、そのおじさんのものなの？」

「ちがうようよ。通りでひろったんだって。これからわたし、とどけに行ってくるわ」

　キキはケケからブローチを取りかえすと、また自分の胸にさしました。

「いいなあ。キキはちょっとかりたつもりで、そうやって、人のものか自分のものかわからないぐらい、かりちゃうんでしょ？」

「まあ、ひどい、ひどすぎるわ。わかった。あんたならそうするのね？」

　キキはケケをにらみつけると、ほうきをにぎって、ドアをらんぼうにあけ、後ろも見ずにしめました。あとを追ってころがるように走ってきたジジの目の前で、ドアはばっちんとしまってしまいました。

　ジャングル通り一番地は、つたがもじゃもじゃとからまった木のあるロータリーのまん前にありました。そのつたの種が運ばれたのでしょう、一番地の家もびっしりと同じようにつたの葉でおおわれています。キキがよび鈴をおすと、その音が鳴りおわらないうちに、ドアが内側からさっとあいて、子どもの声が、ふきだすようにきこえてきました。

「やあだあ。やめろよう」

「いててて」

「おばかちゃーん」

　いっしょに豆がはじけたように、子どもがとびだしてきて、そのあとから額に汗のつぶをいっぱいつけた大きな男の人が、片手にあかちゃんをかかえてでてきました。

「あれーっ、魔女さんだよ」

「ほんものだよ」

「ちがーう、うそものだよう」

　子どもたちがつぎつぎさけびます。指を口につっこんで、べーなんてごあいさつする子もいます。

「わたしはほんものよ。魔女よ。キキっていうの。よろしくね」

「どうぞ、なかへ」

　男の人がいいました。

「あの……わたし……ただ……」

　キキがいいかけると、

「まあ、まあ、ごえんりょなくどうぞ」

　男の人は低くひびく声でいいました。（あっ、きっとこの人がぞうさんだわ）キキはとっさに思いました。キキがはいると、こどもたちはすばやく大きい順にならんで、ひとりひとり名前をいいだしました。

「ぼく、オオカミくん」

「わたし、イタチちゃん」

「わたし、パンダ」

「ぼく、ブタちゃん」

「ぼく、ライオン」

「ぼく、ワニくん」

　するとぞうさんに抱かれたあかちゃんがいいました。

「ニャアニャア」

「くくく、みんな、動物の名前！」

　キキは思わず笑ってしまいました。すると、

「そろってるんだ。みごとだね」と後ろから声がします。見ると、ケケが後ろに立っていました。背中にしがみつくようにしてジジが乗っています。子どもがにがてなジジは目をしっかりつぶって、ふるえていました。

「あれ、また魔女さんだ！」

　ブタちゃんがすっとんきょうな声をあげました。

「黒い洋服着てるけど、なんか、ぼさぼさだね」

　イタチちゃんがいいました。

「こっちがほんものかな」

「あっちがうそものかな」

　みんなまた口々にいいあって、大さわぎになりました。

「もちろん、ほんもの。双子なの」

　ケケはすばやくキキの横にならんでいいました。にやにやとおもしろそうに笑っています。

「へーっ、うちにも双子、生まれたんだよ。ママとまだ病院にいるの。だからお祝いのケーキつくったんだ。魔女さん、とどけてくれるの？」

　オオカミくんがいいました。キキが、

「えっ」とへんな顔をすると、

「もちろんそれで来たのよ」と、ケケが横取りするようにいいました。

「ええ、まあ……それもお手伝いします。でも、まずこれをおとどけにきたんです。住所が書いてありましたから」

　キキは胸にさしたブローチを見せました。

「あっ、それ、どこで？」

　ぞうさんが目をまるくしてのぞきました。

「表通りに落ちていたんですって。さっきひろったかたからたのまれたんです」

「そうですか。半年ほど前に妻が落としてしまって」

「うさぎさんって、おくさんですか」

「そうなんです、それでうさぎさん、そりゃあ、がっかりしていたんです。じゃ、その間どこにいってたんだろう。だれかがつかってくれてたのかなあ。ちょうどいい、ケーキといっしょにうさぎさんにとどけましょう。ちょっと遠いけど、魔女さんたちもいっしょに来てくださいよ。うさぎさんがよろこびます。とってもいいお祝いになります」

　ぞうさんが声をはずませていいました。

「ねえ、できたてほやほやのケーキも見てよ。みんなでつくったんだよ。台所にあるから」

　オオカミくんがいうと、みんなばたばた奥にはいっていきました。台所はたいへんなさわぎになっていました。あたり一面クリームがとびちっています。

「パパとママと子どもの数だけ、いちごをならべたのよ」

　パンダちゃんがとくいそうにいいました。

「いっぺんにあかちゃんがふたりもふえたから、おどろいちゃった」

　イタチちゃんがおおげさに目をまるくしました。

　おめでとうケーキの行列が動きだしました。ほうきで飛べないと知って、みんながっかりでした。でも元気に歩きだしました。お盆のうえにケーキをのせて、それを大きなテーブルクロスで包んで、結び目をほうきの柄に通して。柄のさきはニャアニャアちゃんを抱いたおとうさんがもって、後ろをキキがもって、そのそばを子どもたちがにぎやかにつづきます。みんなおとなっぽくすまして歩いていきます。いちばん後ろは、ぶらぶら歩きのケケです。肩にはジジが、まだしがみついておりようともしません。

「やあ、キキ」

　だれかが走ってきてさけびました。見ると、行列は飛行クラブの前を通過しているところでした。とんぼさんも、いつもの仲間も、キキたちの行列を見て、戸口からでてきました。

「やあ、せんぱいもいっしょですか」

「やっぱり魔女の助手やってるんですか」

　だれかがいいました。

「おす、そうかも……」ケケが手をあげて、こたえました。

「ケケ、きょうは来てくれないの」と、まただれかがいうと、とんぼさんが近づいて、さけびました。

「今後の相談したいから。細かいこと、まだまよっているんだよ」

「わかってるわよ。安心してよ」

　ケケがいいました。

「じゃ、待ってるからね」

　クラブのみんなは、手をふりながら、もどっていきました。

（なんのこと？　細かいことって……）キキの手にきゅうに力がはいって、ほうきの柄をぎゅうっとにぎりしめました。とたんにケーキの包みがぐらりとゆれました。

「魔女のおねえちゃん、だいじょうぶ？」

　子どもたちがいっせいに声をあげました。

「だいじょうぶ、だいじょうぶ」

　キキはあわてていいました。

　やっと、町立病院の玄関に、行列は到着しました。

「そのあまいケーキは、あかちゃんにはまだはやいわよ」と、看護婦さんたちが笑いました。

「ママ、あかちゃーん、おにいちゃんたちがつくったケーキだよ」

「ちがうもん、おねえちゃんたちもつくったケーキよう」

　子どもたちは大さわぎで部屋にとびこんでいきました。うさぎさんがゆっくりとベッドのうえで、おきあがりました。白い顔に赤い唇が光っています。くりっとした目がまずぞうさんを見つめ、つぎに子どもたちにむけられると、その目はうれしさで細かくふるえました。

「いい子にしてた？　いい子にしてた？」といいながら、ふっくらした二つの手で、ひとりひとり、子どもたちの顔をはさんで見つめました。すると子どもたちはきゅうにおとなしくなって、こっくり、こっくりとうなずいています。まるで空気がかわったようでした。

（魔法みたい）とキキは思いました。

　横を見ると、ケケも、おかあさんと子どもたちのようすを、じっと見つめています。今にも涙がにじむのではないかと思うほどの目つきです。

　うさぎさんは顔をあげるといいました。

「あら、魔女さんじゃないの。おや、ふたりも？　まあ、はじめまして」

　キキはベッドに近づいて、月のブローチをうさぎさんにさしだしました。

「まっ、これ！　わたし、なくしちゃってがっかりしてたの。もどってきたのね。うれしいわ。これね、ぞうさんにはじめてもらったたいせつなものなの。よかった」うさぎさんはブローチをじっと見て、うらがえしました。「このブローチをもらったとき、かれがわたしのこと、『うさぎさん』ってよぶものだから、わたしも『ぞうさん』てよんだの。それで裏に文字を彫ったのよ。そんなわけで、子どもたちにも、オオカミくんとか、動物の名前があだ名でつくようになって、うちはたのしい動物園」

　うさぎさんは両手で頭のうえに、うさぎの耳をつくって笑いました。

「ええ、さっき、ひとりひとり、動物の名前のほうを教えてもらいました」

「このブローチの裏の言葉の意味はね、『三日月のときも、満月のときも、いつも仲よく』ってことなんだけど……こんなに家族がおおぜいになったら、もうひとつ意味ができたような気がするの。それはね、『小さい子も、大きい子も、ひとりひとりが大事』って。このブローチ、これからきっと家族のお守りになるわ。魔女さんたち、ありがとう。おわかいのに、いいお仕事をおもちね」

　うさぎさんは、そばに寝ているあかちゃんをかかえるようにして、ほほえみました。

（いいお仕事だって、おわかいのにだって）キキは言葉をくりかえすと、ふーっとうれしい気持ちがわいてきました。それから、そっとケケを見ました。ケケも、めずらしく目をふせて、しずかに立っています。

　その夜、キキはひさしぶりに、なごやかな気持ちで、お茶を飲んでいました。体のすみずみまで、うさぎさんの空気が流れていくようでした。キキは目を細めてどこかをじっと見つめました。

（わたしもいつか結婚したら、あんなにぎやかな家族がいいな）

　すると、ジジがよってきて、体をこすりつけながら、ぼそぼそと小声でいいました。

「ねえ、キキ。キキもたいせつな鈴、とんぼさんにあげたよね。とんぼさんは袋くれたし……みんな、あげっこするんだ……そうか……」

「えっ」

　キキはびっくりしてききかえすと、ジジは、そのまんますとんと横になって、照れくさそうに体をちぢめ、寝たふりをはじめました。

　キキはジジにふいをつかれて、ぱっと熱くなった顔をかくすように、てのひらではさみました。

「あれ、まだおきてるの？」ケケが戸をあけて顔をだしました。「しずかだから寝たかと思ったよ」

「ケケ、ここでいっしょにお茶を飲まない？」

　キキはいいました。

「ありがたい。のどかわいてたとこなんだ。でも自分でいれるの、めんどくさくってさ」

　ケケはうきうきとでてきました。キキはケケの前にお茶をおきながら、しんみりといいました。

「うさぎさんに会ってよかった。家族が多いってうらやましい。わたし、ひとりっ子だから」

「あっ、そう、なんならあたし、妹になってやってもいいよ」

　ケケは笑いながらいうと、おいしそうにお茶をすすりました。







　９　大漁事件







　その夜、寝ようとして、ふっと壁にはってある暦を見て、キキは、「あーっ」とさけび声をあげました。

　あしたは立秋ではありませんか。くすりぐさを刈り取る日です。種をまいたあとの十三日間の水まきのあとは、気持ちのさわぐことばかりがつづいて、あまり熱心にくすりぐさのことを気にかけていなかったのでした。

「よかった。わたし、大事なことわすれるところだった」キキは窓をあけ、畑をのぞきました。

「すごい、ちゃんと育ってる」

　くすりぐさのこいにおいが、どっとおしよせてきました。

（すっかりわすれていたことを、前日になってちゃんと思いださせてくれるのは、やっぱりくすりぐさの力なんだわ）とキキは思いました。「あしたは、はやおきしなくちゃ」声にだしていうと、ひさしぶりに気持ちがしゃんとしてきました。




　つぎの朝、六時、キキは朝のくすりぐさの刈り取りをはじめました。暦では立秋でも、まだ八月のはじめ、夏のまっさかりです。お日さまもじゅうぶんのぼっていないというのに、鎌を動かしていくキキの肩や腕は、たちまち汗でびっしょりになります。魔女の仕事用の服は、肩からぬれて、色がかわっていきました。くすりぐさのはっぱのさきはぴんととがって、油断していると、はだのあちこちにきずをつけます。草の間からねむりをさまされた虫が、わいたようにでてきて、顔にぶつかってきました。大きく息でもしようものなら、口にまでとびこんできそうです。でもキキはいい気持ちでした。刈り取って横に寝かせると、お日さまにあたって、くすりぐさはみるみる色がかわっていきます。青くさいような草のにおいも、たちまちうすれ、香ばしいにおいにかわっていきました。コキリさんもきっと今ごろ同じことをしていると思うと、キキはなにかほこらしく胸がきゅっと熱くなりました。

　夕方六時、夜のくすりぐさも刈り取りました。朝のくすりぐさも、夜のくすりぐさもつぎの年の種をとるぶんだけ、キキは畑にのこしておくのもわすれませんでした。

　そしてつぎの日、キキははっぱも、くきも、根も、みんないっしょにきざみ、コキリさんにもらった銅あかがねのおなべに入れて、かわいて粉になるまで、とろ火でいりつけるようにかきまわしました。しあげにぶどうのお酒をぱっぱっぱっと三回かけて、キキの二回目のくしゃみの薬は、ぶじできあがりました。

（うっかりわすれなくってよかった）

　キキはふーっと長い息をつき、いすにすわりこみました。それからそばにある、去年の薬を入れたビンを持ちあげてのぞきました。いつのまにつかってしまったのでしょう。底にちょっぴりのこっているだけでした。キキの背中がぴっとふるえ、「あっ、やっぱり魔女の計算だ」とつぶやきました。コキリさんは、その年に薬は、いるだけちゃんとできるものだって、いっていました。計算したわけでもないのにしぜんとそうなるなんて、これはやっぱりふしぎです。体はつかれていたのに、キキの心は仕事がきちんとできたうれしさでいっぱいでした。




　その日は朝から南風がふきあれていました。一年に一回、夏もおわりに近づくときまってやってくる、町の人たちが「海坊主風」とよんでいる嵐です。この風は海辺の砂をまきあげ、まきちらしながら、町をふきぬけていくので、目もあけていられないほどです。でもこの風のふいたあとはコリコの町の空気はからっとすんで、遠くの山まではっきり見えるようになります。そうすると、秋はもうすぐそこまでやってきているのです。

「ねえ、ジジ、今夜はきっと星がきれいに見えるわ」

　夕ごはんのあと、キキはジジをさそって、屋根のうえにのぼっていきました。ふたりとも高いところにのるのはお手のものです。屋根のてっぺんにまたがって、首をぎゅっと空にむけると、深くすんだ空一面にちらばっている星が見えます。このすいこまれそうな美しい空は、あの「海坊主風」のおくりものです。うす桃色、うす水色、うす緑色と星の一つ一つがそれぞれ色をもっていて、光る力もちがって見えます。

「いいこと　ありそな

　いいこと　ありそな……」

　光は、キキがときどきつぶやくおまじないの言葉のように、またたいていました。

　とつぜん、ジジが、しゅーっと、あらい息をはきました。

「あそこに、だれかいるみたい」

　キキはいそいで目をしたにむけました。

「どこ、どこ？」

　ジジがパン屋の裏の暗がりを前足でさしました。

　いままで明るい星空を見ていた目には、地上のかげは黒いかたまりにしか見えません。

「どこよ？」キキがいったときでした。さっと黒いかげが走り、建物のむこうに消えていきました。「あの人……」キキは思わずつぶやきました。「……また、見てる」




　その夜、キキは、ふとんのなかにはいってきたジジに、小声でききました。

「ねえ、ジジ、ぞうさんのうちにブローチとどけたとき、ケケはどうやって来たの？　あのうちは町の反対側なのに、わたしを追いかけてすぐ来たじゃない？　わたしはほうきで飛んできたのに」

　キキはとなりのジジをのぞきこみました。

「わかんない」

　ジジはもごもごとこたえました。

「わかんないわけないでしょ。いっしょに来たんだから。あんた、あっちの味方するのね」

「味方？　じゃ、あの子はキキの敵なの？」

「そうじゃないけど……。でも知りたいの」

「ケケが『行く？』ってきくから、『にゃあ』っていったら、あの長いスカートのポケットに入れられちゃったんだよ」

「それで？　飛んだの？」

「ううん、わかんない。でも飛んでるようじゃなかった。だけどはやかったよ。とちゅうから乗りもの酔いしちゃったみたい。わからなくなっちゃった」

「もっとちゃんと、見ときなさいよ」

　キキはじれったそうにいいました。

「それ、ちょっとかってじゃないの？」というなり、ジジはふとんからぬけだすと、いすにとびのり、キキにおしりをむけて、寝てしまいました。キキは手をのばして、ジジのしっぽをひっぱりました。

「やめてよ。やつあたりするの」

　ジジは、むこうをむいたまま、いいました。




　キキは、お昼の食事につかった食器を台所で洗いながら、あれっと耳をそばだてました。

　チピチピ　チピピピ

　すんだ鳥の鳴き声がします。生まれたばかりのひよこが、なにかおねだりしているような声です。（こんな季節に、鳥のあかちゃんなんて……）キキは、ちょっとふしぎそうに顔をあげて、また洗いものをつづけました。

　ガバー　ガバー　ガバー

　こんどはからすの鳴き声です。（からすがさっきのあかちゃん鳥をねらっているのかしら）キキは窓のほうをのぞいてみました。

　ばたん

　ドアがらんぼうに開いて、外からケケがはいってきました。

「ガバー　ガバー」

「なんだ、ケケだったの」

「へへへ、だーまされた、だーまされた」

　ケケはキキを指さして、うれしそうにいいました。

「おどかさないでよ。びっくりするじゃない。ほんものそっくりなんだもの」

　それをきくと、ケケはおおげさにがくっと体を動かしました。

「ば、れ、た、か。なにをかくそう、あたしはからす。魔法をかけられてかわいこちゃんに変身させられていた、なんてね。くくく」

「おそまつな……つくり話」キキはお茶をいれながら、ふんと鼻にしわをよせて、「これでも飲んで、頭をしゃきっとさせなさい」とさしだしました。

「わりいね」

　お茶の湯気のなかで、ケケの目が笑っています。いたずらして、相手をだましたのがうれしくってたまらないといった顔をしています。

（まだまだ子どもだわ……）とキキは思いました。

　ケケはお茶を一口のむと、

「おほ、すーっとした。じゃ、もう一つ、鳴いてみようか……めずらしいのを」というと、のどをのばして、声をはりあげました。

「コーココ　ルルルー

　コーココ　ルルルー」

「あら、それ」キキは目をまるくしました。「ケケ、その動物知ってるの？」

「知ってるよ、『ウタウモノ』でしょ。知ってなきゃ、まねできないでしょ」

　ケケはつんといいかえしました。

「じゃ、あんな遠いとこ、星くず群島のあの島まで行ったっていうの？　船も行かないとこなのに……」

「キキとはちがう方法でね。飛ばなくたって、瞬間移動って方法もあるし」

　ケケはキキが考えたことを、すばやく読みとって、からかうように鼻にしわをよせました。

「ああ、そうか、わかった。ラジオできいたのね。発見家のガンタさんが録音してきた……」

　キキはあのふしぎな動物「うたうもの」のことを、思いだしていました。夜明け前のほんの一瞬、小さな島のなかでひびいてきた声、はじめはばらばらだったものが、しだいに一つにまとまって、天からふるようにひびいてきたときは、自分が朝の空気にとけだしたような気がしました。

「夜と朝のさかいめのお祈り。コーココ　ルルルー　ここに、いるー」

　ケケが「ウタウモノ」のような低い声でつぶやくようにいいました。それからしずかな目つきで遠くを見ました。キキははっとしました。（この子、ほんとうにあそこに行ったんだわ）キキがさぐるようにケケを見つめていると、ケケはけろりと表情をかえて、大きな声をあげました。

「キキ、もうじきおきゃくさんが来るよ」

「わたしの？」

「あたしとキキ、どっちのおきゃくさんかな……。ほら、ほら、足音がきこえる、とっとっとって」

　ケケは首をかしげ、耳をそばだてて、いいました。でもキキにはなんにもきこえません。窓から顔をだしてのぞいても、やっぱりなんにも見えません。

「あわてない、あわてない。もうちょっとはかかるわよ。まだ表通りだもん。あたしはね、はや耳、遠耳でね」

　ケケはとくいそうにいいました。

　やがて、くすりぐさがほとんどなくなって、がらんとした通りの角をまがってくる、とんぼさんたちの姿が見えてきました。飛行クラブの制服の白いつなぎをおしゃれに着て、ミミさんもあとからついてきます。

「ねっ、ぴたりでしょう。当たったでしょ」とケケがいばって小さくなんどもうなずきました。

（なんでも自分の勝ちっていいたいんだから、約束をしてたくせに）

　キキはケケの顔をじろっと見ました。

　みんな、こっちにむかって、足ばやに近づいてきます。ケケはドアにとびつくと、さっとあけ、

「どうぞ、どうぞ、はいって」と、自分の家のようにいいました。

「キキ、しばらくだったね、元気？　また、木のぼりチョコレートしたいね」

　とんぼさんがキキに笑いかけました。

「なに、木のぼりチョコレートって」

　ケケがすばやくききつけていいました。

「おやつの食べかたさ。特別おいしい」

　とんぼさんが笑いました。キキも肩をすくめました。

「キキ、この前のゼンマイ式、浮遊型、もどり形式、竹とんぼ、うまくなおりそうなんだ」

　とんぼさんはうれしそうに顔をぴかぴかさせています。

「あら、よかったわね。見つかったの？　どこにあったの？」

　キキはききました。

「それがさ、あのはてなし公園のとき、飛んでいっちゃったと思ったら、ケケがつかまえてくれてたんだ。ちょうど近くにいたんだって。それをかえしてもらったんだよ」

「へー、あのとき？」

　キキは、あの日、夕暮れの道を消えていったケケの、からかうような後ろ姿を思いだしていました。

「あたし、気に入られたみたいなのね、竹とんぼにも……くっくっくっ」

　ケケは足もとを見ながら、秘密っぽく笑いました。

「助かったよ。はじめからやり直さなくてすんだから」

　とんぼさんはいいました。夢中になっているのでしょう、額に汗をかいています。

「まわりまわっても、ちゃんと作り主のとこにもどってきたんだから、もどり形式は大成功したってことよね」

　ケケがいいました。

「それでね、わたしたちも、いっしょに竹とんぼをつくったのよ、知ってた？」

　ミミさんがいいました。

「それもさ、とびっきりおもしろいやつ。ケケが手伝ってくれたんだ、ほら」

　飛行クラブの子たちは、手にさげた紙袋をひろげて、なかの竹とんぼを見せてくれました。

「ケケ、本気になってくれなくちゃ、こまるよ。たのしみにしてるんだから」

「そうだよ、約束したでしょ。とんぼさんみたいに、はてなし公園に行って飛ばすって」

「ケケ、はやく。わたし、待ちきれない」

　ミミさんがいいました。

「行く、行くわよう。わすれてなんていないわ」

　ケケがリュックサックを肩にかけ、でかけるしたくをはじめました。キキがそれをじっと見ていると、

「キキも来るんでしょ」と、ミミさんがいいました。

　キキは、気楽にみんなといっしょにできるミミさんをうらやましく思いながら、ぼそぼそといいました。

「わたしは、あまり時間ないし……」

　ケケが、ミミさんとキキの間に、わりこむようにして、

「そうよね、キキは自分が飛べるから興味ないよね。こっちは小さな竹とんぼに飛んでもらうんだからさ。ほんのおあそびよ」といいました。

「へえ、飛んでもらうなんて、ケケったらおかしないいかたするねえ」

　飛行クラブの男の子が声をあげました。

「だいじょうぶだよ、キキも行こうよ。ぼく、キキにも見てもらいたいよ」

　とんぼさんがキキのほうに手をだしました。

「そうね、わたしも仲間に入れてもらおうかな」

　キキの顔がみるみる明るくなっていきました。

「はやくう」

　さきに外にでたケケの声が飛んできました。

「ジジも行く？」

　もうすっかり行く気になって、すたすた歩きだしているジジにキキはいいました。

　するとそのとき、電話のベルが、ルルルルー　ルルルルーとさわがしく鳴りだしました。

「キキ、無視、無視、行っちゃおう」

　とんぼさんがキキの手をひっぱりました。キキは、

「そうね」といいかけて、「でも、やっぱり」とつぶやきながらもどって受話器を取りあげました。

「キキちゃーん」

　電話の声はあわてています。

「助けてほしいんだ。ぼく、港市場のシン。知ってるよねえ」

「ええ」

（あのシンさんだわ、ジジのお気に入りの）とキキは思いました。

「沖にいる船まで網をとどけてもらいたいんだよ」

「沖？　網？」

「そう、そう。網がやぶれちまったんだって。ものすごく魚が集まってるのによう。とびっきりでっかい網を、超高速でとどけてくれって。そんなことできるのは、魔女さんしかいないもんな」

　シンさんの声はたのんでいるというより、おしつけている感じでした。

「はい、わかりました」

　キキはがっかりしながら、でも一生懸命元気な声でいいました。

「わりい」

　シンさんのほっとしたような息が電話からきこえてきました。キキは受話器をおくと、外で待っているみんなにいいました。

「わたし、行かれなくなっちゃった」

「えーっ、どうして」

　とんぼさんがいそいでもどってきました。

「仕事たのまれちゃったの。おわったらすぐ行くわ、すぐ。なるべくはやくすましちゃう」

「ざんねんね、じゃ、待ってるから」

　ミミさんがいいました。

　キキは、気をつかってうろちょろしているジジにいいました。

「ジジ、みんなといっしょに行ってもいいわよ。わたしもあとから行くから」

「わりい」

　ジジがシンさんと同じいいかたをしたので、キキはくすりっと笑いました。同時に、すこしやる気がでてきました。




　港では、くるくるとまいた大きな網をわきにおいて、シンさんが待っていました。

「助かったよ。きゅうなたのみで、わるいね。なにか予定があったんだろ」

「ええ、とってもたのしいことがあったのよ。でもシンさんじゃ、ことわれないわ。いつもジジがおせわになっているもの。首んとこもってふってもらうと、体がかるくなってすっきりするって。あの子、なまいきなこといってたわ」

「ふふふ、そうかい。あいつはかわいいとこあるよ。じゃ、いそいで行ってくれるかい。ものすごく魚集まっているっていうから、のがしたらたいへんだあ。ちょっと遠いよ。南のほうにずっと行くとね、白い小さな船が漁してるから。そこにこの網を落としてやってくれ、落とすだけでいいから。たのむよ」

「わかりました」

　キキはシンさんに手伝ってもらって、網をたばねているロープを、ほうきの柄のさきにひっかけました。すごい重さです。飛びあがろうとすると、ぺとん、また飛びあがろうとすると、ぺとんと落ちてしまいます。船着き場のはじまで、なんとかひきずって、やっと飛びあがりました。空中にあがってみると、海のうえでは強い風がふいています。前にさげた網の重さで、ほうきがくるんくるんと回ってしまいます。

「これじゃ、まるで竹とんぼ飛びじゃないの」

　キキは思わず「竹とんぼ」といってしまって、泣きたいような、笑いたいような気持ちでした。キキは風に流されないように、ほうきの柄をしっかりにぎり、やっと安定させて飛びつづけました。高度をあげると、いっきに町が小さくなり、地図のように見えてきました。キキはしたをむいて、コリコ湾からつきでているはてなし公園のほうを目でさがしました。てのひらくらいに小さく見える公園では、午後の日ざしをあびて、ジャングルジムがきらりと光りました。

　キキは、しぜんに声にだして、ひとりごとをいっていました。

「わたし、これしかできないんだし、これをやってると、やっぱり、なんだか安心する……」

　やがてコリコの町は遠ざかり、見えるのは海ばかりになってきました。海の表面はひっきりなしに動いています。それがお日さまにあたると、こわされた鏡のようにせわしなく光って、目にまぶしくあたり、なかなか船が見つかりません。

「ジジ、見える？」

　キキはそういってしまって、思わず後ろをむきました。

（ああ、そうか、いなかったんだ）

「ぷう」キキは文句まじりの息をはきました。

　遠くから、海鳥の鳴き声がきこえてきます。目を細めると、たくさんの鳥が一ヵ所にむらがって、高く、また低く飛んでいます。キキがいそいでおりていくと、鳥のむれのなかから一艘そうの船が見えてきました。白い船です。キキはさらにしたへとおりていきました。

「あっ、来た、来たらしいよ」

　こんな声が、船からきこえてきました。キキはのりだして見ました。船のまわりはものすごくあわだっています。そのなかでぴかぴか銀色に光っているのは、魚のむれでしょう。

「魔女さーん、ちょ、ちょっと、そこ、そこでとまって、とまって」

　小さな船の甲板で船頭さんと漁師さんがふたり、しきりに手をふっています。キキも手をふりかえしました。

「魔女さーん、どうせのことならたのみたいんだけどねーえ。そこから、おりないでー、その高さからー、こっちのいうとおりに網をほどいてー、ぱーんとひろげてもらえるとありがたいんだー」船頭さんが手をラッパの形にしてさけびました。「できるだけ、まんまるをえがくように飛んでー、そこのはじっこの結び目をほどいてー、網をひろげるんだー。そうそう。それからーぐーんと速度あげてー、まわって、まわってー。網をひろげるんだよー。そう、そう、そう。いいかい、力を入れて、そおーれ、魚にかぶせろ！　これでいっきに大漁だ！」

　キキはなんのことやらわからないままに、いわれたとおりに、結び目をほどいて、思いきってはやく飛びながら、網をひろげました。網はするりっとほどけて落ちていき、キキのほうきにつながっている一本の綱のさきで、女の人のスカートのようにみごとにひろがりました。そしてそのまま海へざぶーんと落ちていきました。

　すると、なんてことでしょう。網は、魚だけでなく、船にも、そのうえを飛んでいた鳥にも、ぜんぶ、すっぽり、かぶさってしまったのです。

「なんだ、これは？」船頭さんはびっくりして網のなかからうえを見ています。「船までつかまえろとはいわんかったがなあ」

「でも、大漁ですよ、大漁」

　網のなかで漁師さんたちがうれしそうにとびはねています。

「あれっ、みんな、網に入れちゃったあ。どうしよう」

　キキは網にひっぱられて、あやうく逆立ちになりそうになって、さけびました。

「いやー、まいったなあ」船頭さんはうえをむいて、しきりにあごをさすっています。

「まあ、いいか。こうなったからには、魔女さーん、このままそろり、そろりと港までひっぱって行ってよ、たのみますよう」

「そんなあ、むりですよう」

　キキはさけびました。船頭さんはさけびかえしました。

「船のエンジンを小さく動かして、こっちもしずかに進みますから。おねがいしますよう」

　これではいやというわけにはいきません。もしキキが網をはなしてしまったら、船はすっぽりと網にかぶさって、身動きとれなくなってしまうでしょう。（はやくすませて、とんぼさんたちのところに行こうと思っていたのに……）キキはきゅっと口をとがらせ、それでもいらいらする気持ちをおさえて、ゆっくり、ゆっくり、網をひっぱりながら、港へむかいました。鳥も魚も、いっしょに進んできます。

　港に着いてからも、大さわぎはつづきました。漁師さんたちは鳥かごみたいな形になっている網のなかから、魚にはなるべく気がつかれないように船をひきだし、それから網のなかではねている魚をすくって、箱に入れ、さいごに網を大きくひろげて鳥を空ににがしました。それでやっとキキの仕事はおわりました。

　すごい大漁です。

　すぐ魚屋さんがおおぜい集まってきて、魚はどんどん売れていきました。にがしてもらったのに、鳥たちはまだおこぼれをねらって、かん高い声をあげながら、近くを飛びまわっています。

「魔女さーん、あんたの仕事はいつもばっちり。かんぺきだね」

　船頭さんが、日焼けした顔を、うれしさでくちゃくちゃにしています。シンさんも、キキの背中をぽんとたたき、

「おてがらだね」とさけびました。それから、「そう、そう、おすそわけは、特大の魚、まるごと一匹でいいかな。それから小さいのもう一匹、相棒の猫ちゃんにやっとくれ」といって、魚のはいったかごをキキの手におしつけました。魚のしっぽが、かごからはみだしてぴんぴんとはねています。

「シンさん、わたし、もうくたくた。ジジみたいに首をつまんでつりさげてもらいたいな」

　キキはシンさんを見上げて笑いました。




　もうすっかり日は暮れていました。

　キキはかごをかかえて、まっすぐうちに帰ってきました。ドアをあけると、いすにすわっているケケのあぐらのなかで、ジジは気持ちよさそうに寝ていました。ジジは、キキが帰ってきたのに気がついて、あわててとびおりると、

「わー、おさかな、おさかな、宴会だあ」と、わざとうれしそうに走り回りだしました。

　ケケが近づいてきて、かごのなかをのぞきました。それから、鼻をつんとあげていいました。

「これが、キキのおすそわけってわけ？　なまぐさーい」

「でもとれたてのぴちぴちよ。あれから竹とんぼ飛ばしたの？　どうだった？　うまくいった？」

　キキがききました。

「うん、ばっちり、大成功」

　ケケがにっと笑いました。

「どんなふうだったの？」

「飛んだのよ」

　こんどはすました顔でいいました。

「それで？」

「それだけ」




　その夜、キキはまたふとんのなかでジジにききました。

「どうだったのよ。話してよ。竹とんぼ、飛んだの？」

「うん。すごかったよ。おもしろかった。ぷかーって飛ぶのやら、ばたばたまうえにのぼっていくのやら、空中にじっととまっていたり、とんぼさんのゼンマイ式なんとやらなんかさ、うずまきみたいに飛んでさ、それからぷかーっと空中にういて、ちゃんととんぼさんの手のなかにもどってきたんだよ。かわいいったらないの。ちゃんということをきく猫みたい、へへへ。みんな、びっくりしちゃってた。あんなにうまく飛ぶとは思わなかったよ。魔法の風がふいてるみたいだった。みんなもそういってたよ」

「それでケケはなにかしたの？」

「べつに、ただ立ってただけ」

「それだけ？」

「親指を立ててたみたい」ジジはそういいながら、キキを見上げてつけ加えました。「みんな、すごくよろこんでさ、おどったんだよ。公園で、ガバーガバーって、からすおどり」

　その夜キキはなかなかねむれませんでした。

「まさか……」とつぶやきながら、でも否定しても、否定しても考えてしまうのです。

（シンさんの電話、あれはケケが仕組んだんじゃないかしら。わたしを、行かせないように……）







　10　川辺の散歩ホール







　この一週間ばかり、キキは町の人たちのようすがなにかおかしいと感じていました。すれちがうと、走りよってきて、おおげさにあいさつしたり、いやになれなれしかったり。そうじゃないと、すいっと体をかわし、ちらちらとキキを見ながらうわさ話をしているようなのです。それは、キキがこの町にはじめて来たときと、どこかにていました。

（気になるなあ、いったいなんなんだろう……）

　きょうもキキはおきるとすぐ、パン屋の手伝いに走っていきました。朝の通勤時間は、お弁当のパンを買うおきゃくさんでいっぱいです。でもこのところ、おきゃくさんの数がきゅうにふえたような気がするのです。キキはさっとカウンターをくぐって、いつものようにむこう側に立ちました。するとキキの顔を見て、ひそひそとなにか話しはじめた人がいます。またまたここでもなんだかへんな雰囲気です。

「あいかわらずがんばってるのね」と、ひとりのおばさんがいいました。すると、

「いつもかわらない、そりゃあいいことよ」と、そのとなりの人がうなずきました。

「ますますグーチョキパン屋さんも繁盛ね」と、そのまたとなりの人がいいました。

「ええ、おかげさまで」と、キキも笑顔でこたえました。でもこんなふつうの会話が、このところすこしちがってきこえるのです。

（やっぱりどこかわざとらしくってへんだわ）とキキは思いました。

　仕事が一段落すると、おソノさんが話しかけてきました。

「うちもますますにぎやかになるわね。ありがたいこと。おきゃくさんはふえたし、ふうせんパンも売れ行き好調だし」

　おソノさんはうれしさいっぱいというようすです。でも、ちょっとしんぱいそうに、キキの顔をのぞきながら、いいました。

「みんな、いっしょに仲よくやりましょうね」

「ええ、もちろんだけど、でも、なにかあったの？」

　キキは思いきってたずねました。

「あら、キキ、知らなかったの？　まさか……」

「なにかおきたの？」

　キキはきゅうに不安になってきました。

「あの子、ケケってやっぱり特別な子だったのよ。ほら、飛行クラブの竹とんぼ……この間、飛んだんですってね。それもびっくりするぐらいふしぎな飛びかただったって。見ていた人、信じられなかったって。魔法の風がふいたようだって、町じゃ、そのうわさでもちきりよ」

　おソノさんは話しているうちに、あまり力を入れたので、息があらくなっていきました。

「竹とんぼを飛ばしたのはきいてたけど、わたし、見てないの。あのとき、仕事で、コリコ湾の沖まで行ってたんですもの」

「まあ、それはざんねんだったわねえ。だけど、この町にあなたがいて、こんどはケケがいる。わたし、わくわくしちゃうわ」

　おソノさんはおどるように体をふるわせました。

「キキ、電話よ」

　ケケが窓をあけて、受話器をふりながら、さけんでいます。

　キキがいそいでもどって、受話器を受け取ると、いきなり、「うほん」というせきばらいがきこえてきました。

「キキさんかね、わたしだよ。キキさんには暮れのマラソン大会やら、なにやら、まいどえらくおせわになってる町長だけどね」

「まあ、おひさしぶりです」

「ところでだが、今電話にでたのは、うわさのふしぎ少女さんかね」

「えっ」

　キキは思わずケケのほうをふりかえりました。ちょうどケケが手をふりながらキキのわきをすりぬけて、外へでていくところでした。

「ケケのことかしら……」

「そ、そう、あなたのお仲間だそうだね。うちの役所のもんがいってたが、あんたと同じで、すごい力の持ち主なんだってね。わがコリコの町ではたいそう評判だそうだ。わたしはまったくついとるよ。キキさんとそのケケちゃんがいれば、この町もとんでもない大わざができるってもんだ」

「大わざって？」

「そりゃあ、おふたりにおまかせしなけりゃならんが……わたしはもう町の宣伝文をつくったよ。『ふしぎを見るなら、コリコの町で』……なんて、いかがかな。なにせキキさんには正月を運んでもらったこともあったからねえ。つぎはふたりでなにを運んでくれるかな？」

「そんな……できませんよ」

　キキはもう、びっくり、電話にむかって首をはげしくふりました。

「まあ、いいから、そんなけんそんはしないで」

　町長さんはそういうと、さっさと電話を切ってしまいました。キキはじっと受話器を見つめました。すると、とんとんとん、ドアをだれかがたたいています。キキがいそいであけると、ガンタさんです。あの「ウタウモノ」の声を録音した、めずらしいもの発見家のガンタさんです。大きなカメラを胸にさげて立っていました。

「まあ、しばらくです」

　キキが意外なおきゃくさんに目をまるくしていると、

「おふたりの写真をとらせていただけませんか。新聞社からたのまれちゃって」と、もうしわけなさそうにいいました。

「写真って……ケケのこと？」

「キキさんもですよ。ふしぎな人がふたりそろうなんて、やっぱりどう考えてもふしぎですから」

　ガンタさんはうなずきました。




　その夜、おそく帰ってきたケケに、キキは町のうわさを話しました。

「ねえ、ケケ、人ってさ、話を大きくするのすきだから。いい気にならないほうがいいって、わたし思う」

　キキは、なるべくふつうの調子で、つけ加えました。でもキキの言葉なんかケケの耳にははいらなかったようです。ケケはいきなりすっとんきょうな声をあげました。

「えー、ほんと？　うほほほ。どうりで、どうりで」もう完全に自分の世界にはいりこんでいます。「あたし、なんだかきゅうにもてちゃってさあ。まいっちゃうよ。女の子たちがよってきて、あたしのこの頭、どうやって結うんだとか、きかれちゃって。まねしたいんだって」

　ケケは自分の頭からゴムをひっぱりとると、ほどけた髪のなかに両手をつっこんで、もっとぼさぼさにもりあげてみせました。

「どう、これ？　こんな頭、はやらせちゃおうかな。あたしがやれば、みんなまねするもんね。男の子には、なにしてやろうかな。あたしのあと、くっついて来るんだもの。おどかしてやらなくちゃ」ケケは鏡の前でべーっと舌をだして自分の顔を見ると、またしゃべりつづけました。「この町の人って、あたしを気に入ったみたい。あたしも、めちゃくちゃ気分いいし……」

「ケケ」キキは思わず大きな声をだしていました。「じゃ、ここでずっとくらしていくつもり？」

「もちろんよ。親指ぴっと立てて、なんでもお役に立ちますわよ。びっくりするぐらいうまくいくんだもの」

　ケケはにやにや笑いながら、くるんと一回転まわって、ふんとあごをしゃくりました。体がとまっても、スカートのすそが、いつものようにふるふるとゆれつづけています。

「あなたのその親指って、魔法をもってるの？」

　キキは体をすこし後ろにひいて、こわいものでも見るような目つきでいいました。

「わかんないよ。でもさ、みんながそういうから、あるんでしょ。そのほうがみんなもよろこぶみたい」

「なら、魔女ってこと？」

「それも、わかんないよ。でもさ、あたしが魔女っていえば、魔女になれるんだよね。キキだってそうでしょ。いっちゃえばいいんだよね」

　ケケの口調がだんだんとけわしくなってきました。

「でも、魔女って……魔女の血が流れているかどうかで決まるのよ」

　キキの声も強くなっていきます。

「キキのママがそういったわけ？　ただいっただけでしょ。じゃ、ママがいない子はどうすんのよ」

「でも、でも、飛べるのは、魔女の血だって……」

「じゃ、キキ、見せてよ。その魔女の血っていうの。色でもちがうっていうの？」

「……だって、決まりだから、決まってるのよ」

「自分で決めてるだけでしょ。そうやって、自分を見せびらかすために、心によろいを着せてるのよ」

「よろい……？」

　キキはまゆをひそめました。

「そう、きつーいブラジャー……」ケケは投げつけるようにいうと、自分のいったことがおかしくって笑いだしました。「どうしてあたしがやっちゃあいけないのよ。どうして？　みんな、よろこんでるじゃないの。キキの仲よしのとんぼさんだって、とびあがってよろこんでいたわよ。飛んだ、飛んだ、もどってきたって。ほら、きょうもこれくれたのよ。見せてあげる」

　ケケは自分の部屋から四角い袋をもってくると、なかから写真を取りだしました。そこには、はてしなくひろがる空と海を背景に、竹とんぼを持ったとんぼさんとケケが写っていました。

「ここも見てよ」

　ケケは写真をうらがえしました。そこには、


　　「ぼくのところにもどってきた竹とんぼ。

　　　その成功の日を記念して、いろいろ助言をしてくれたケケへ。とんぼ」



と書いてありました。

「いいわね」

　キキはむりしてあっさりといいながら、でもつめがくいこむほど、手をにぎりしめていました。




　つぎの日、キキが外から帰ってくると、ポストに手紙がはいっていました。宛あて先さきは「魔女のキキさま」と書いてあります。後ろをみると、「タカミ　カラより」……

「わあ、カラさんからだわ」

　キキは思わず大きな声をあげながら、封を切りました。ずっと前、歌がうたえなくなったとなげいていた、歌手のタカミ　カラさんからです。


　　「キキさん、しばらく！　わたし、おかげさまで元気になりました。ちょっぴりスマートにもなりました。歌もつくれるようになりました。それでね、復帰第一回のコンサートを開くことにしました。わたしはもう完全にだいじょうぶなんだけど、まだ小さなコンサートです。でも、もっか大はりきりで準備をしています。つきましては、わたしにやりなおす元気をくれたキキさんを、ぜひご招待したいと思います。




　　　　《タカミ　カラ　コンサート》

　　　　　日　時　八月三十一日　午後五時

　　　　　ところ　川辺の散歩ホール

　　　　　おすきな飲みもの　一杯つきます。




　　　キキさん、この招待券はふたり分です。どなたか、キキさんの仲よしのお友だちといっしょにいらしてください。

　　　では、お目にかかるのをたのしみに」






　キキは手紙を持ったまま、ぴょーんと高くとびあがりました。なんてうれしい手紙なんでしょう。

（ぜったい、ぜったい、行くわ。仲よしのお友だちと！）八月三十一日はあさってです。キキはきゅうにさぐるような目つきになって、まわりを見回しました。（このことはぜったいだれにもいわないわ。そしてぜったいすてきな夜にしなくっちゃ、ぜったい、ぜったい、わたし、ひとりで準備するの。じゃまなんてさせないから。それにはまず、おしゃれだわ）キキは自分のスカートをつまんでちらっと見ました。（色はやっぱり黒かなあ。黒でもおしゃれな黒だってあるんだから。いえ、いえ、このさい、黒はやめたい）

　キキはなにかを決心したように、ぱきっと目をあけると、ふみ台を持ってきて、戸棚に首をつっこみました。そして奥からクッキーの缶を取りだしました。がちゃがちゃと音がしています。キキは一瞬じっと胸に缶を抱きしめると、「えい」って小さくかけ声をかけて、ぱかんとふたをあけました。なかにはにぶく光るお金がぎっしりと、それにこの間、あのあやしい男の人からもらったお札が一枚、はいっていました。

「お金の音がした」

　どこからかジジが走ってきました。

「しーっ」

　キキはケケの部屋のほうをうかがいました。

「そ、それ、どうするつもり？」

「つかうのよ」

　キキは顔をみられないように、ジジと反対のほうをむいていいました。

「それはぼくたちの貯金じゃないか。すこしずつためたのに。コキリさんとオキノさんのおみやげにしようって、いってたじゃないか」

「ぼくたちのですって？　これはわたしのものよ」

　キキはそういうと、缶に手を入れて、お金をつかんで、つぎつぎ手さげ袋に入れていきました。その強いやりかたに、ジジは、ぽかんと口をあけたまま、おきたことが信じられないというふうに見つめています。

「たかーいヒールの靴、買うんだ。髪の毛も美容院に行って……」

　キキは、うきうきと、したくをはじめました。

　ルルルルー　ルルルルー

　電話が鳴りだしました。

「わたしは、いませんよう」キキは電話にむかっていいました。でも電話の音はとまりません。キキは受話器をとると、すました声でいいました。「本日、魔女の宅急便はお休みです。あしたもお休みです」

「ひくっ」

　ジジがおどろいてはねあがると、しゃっくりをはじめました。今までただのいちどだって、魔女の宅急便はお休みをしたことなんてないのです。かぜで高い熱がでたときだって、いつだって開店してました。

　キキはお金で重くなった袋を肩からさげて、スキップでもするようにはずんだ足どりで、でかけていきました。ジジに「行ってきます」もいいません。

　キキはにぎやかな大通りをむこうにわたったり、こっちにもどったりして、ウィンドーをのぞいていきます。

「あっ、これ」

　つやつやした柿の実のような色のハイヒールです。横にボタンでぱちんととめるベルトがついています。キキはお店の人に手伝ってもらって、足を入れました。女優さんにでもなったような気分です。

「これください」

　キキはすぐ決めました。つぎは化粧品のお店です。まっかなマニキュアと口紅、すみれのにおいの香水を買いました。つづいて、電気がきらきらかわりばんこに光っている、はでなお店にはいっていきました。

「この靴にあう洋服をさがしているんです」

「まあ、靴にあわせてドレスをお買いになるなんて、おしゃれがおじょうずですね」

　お店の人は、いつかのカラさんのドレスのような、スカートがふるふるした洋服をもってきました。うすいミカン色です。

「こういうのを夢見色っていうんですよ。今年の流行です」

「こ、これいただきます」

　キキの声は完全にうらがえっています。

「魔女さんがこんな明るい色のドレスのお買いものなんて、めずらしいですね。もしかして……すてきなお友だちでもできたの……？」

　お店の人は笑いかけました。

「えっ、そんなあ……いやだわ」

　キキは高い靴によろけながらいいました。

「お年ごろですものね、たのしそう」

　お店の人はもういちど笑いかけました。キキは、胸がくすくすふるえてくるような気がしました。

　ドレスのお金をはらうと、あとはほんのわずかしかのこっていません。でもキキはそんなことひとつも気になりませんでした。大きな買いもの袋をいくつもさげて歩くだけで、もう幸せというものです。

　家にもどると、キキはドアをしめて、買ってきたものをひろげました。

「キキ、これ、着るつもり？　魔女の洋服は黒のなかの黒じゃなかったの？」

　ジジはまわりを回って、においをかぎながらいいました。

「でも、そういうのって、もうかわってもいいんじゃないの」

　キキはいいました。

「えっ、それって、ケケのせりふみたいだ」

「失礼なこと、いわないでよ。わたしは、わたしよ。ジジはジジでしょ」キキは目を光らせて、「まけられないわ」と小さい声で、でもらんぼうにつぶやきました。

「だれにまけられないの？」またおどろいてジジが顔をあげました。「ケケ？　ケケはまだ子どもだよ。キキの相手じゃないでしょ」

「ケケって、だれがいった？　わたしはわたしに負けられないのよ」

　キキは強い調子でいいかえしました。それからキキはドレスを着て、ハイヒールをはいて、鏡の前に立ちました。ふーっと息をつきました。なんてきれいなのでしょう。

「へえー、すごいじゃん」とつぜんドアが開いて、ケケの声がとんできました。でかけていたケケが帰ってきたのです。どうしてこう大事なときにあらわれるのでしょう。「にあうよ。ふふふ、さては……なんかあるな。キキがこんなふうにみだれてくれると、あたしが目立たなくって、助かるよ」ケケはにたーっと笑い顔をのこして、自分の部屋にはいってしまいました。

　その夜、キキはとんぼさんに電話をかけました。

「前に話したことあったでしょ。歌手のタカミ　カラさんのコンサートなの。お友だちといらっしゃいって、招待してくれたの。いっしょに行って。ぜったい行って」

「いいよ」

　とんぼさんはいいました。

「それだけ？　ほんとうに行きたいの？」

「もちろんだよ。でもどうしたの？　キキ、はあはあして、息が切れてるみたい、だいじょうぶ？」

　とんぼさんはいいました。キキはなんだかおもしろくありません。自分がこんなに力を入れているのに、もっと、わーってよろこんでくれてもいいのに。これではいつもの言葉とかわらないではありませんか。キキはぷーっとふくれて、電話を切りました。

　そのとたん、「あーっ」と声をあげました。もう、お金がすこししかありません。美容院に行くことも、カラさんに小さい花束を買うこともできません。キキは思わずべそをかきました。

　つぎの日、キキは朝から鏡の前にじっと立っていました。（この頭、自分でなんとかしなくっちゃ。まとめてうえにあげようかな……後ろでしばろうかな……）とキキはいろいろためしてみました。でもあのドレスにはふわふわと波打つような髪の毛でないとにあいません。

　ルルルルー　ルルルルー

　電話のベルが鳴りだしました。

　キキはふりかえって、「きょうはおやすみでーす」といいました。でもベルは鳴りつづけています。キキはなにかを思いついたように、はっと顔をあげると、受話器をとりました。

「魔女の宅急便屋さんですか」

「はい」

「いそいでとりのスープをおじいちゃんにとどけていただきたいんですけど。かぜひいて、寝てるんです」

「はい、わかりました。だけど……あの……」キキはいいかけて大きく息をすいこみました。「あの……おすそわけ、いただけます？」

「もちろんですとも。なにがよろしいかしら？　スープ？　それとも……」

「あのう、お金でいただけます？」

「まあ、ええ、おいくらかしら？」

　電話の声はちょっとおどろいていました。

「美容院に行きたいんですけど、たりないものですから……」

　キキの声はだんだん小さくなっていきました。

「けっこうですよ。うちは赤芽通り、二番地。おじいちゃんの家はさざんか通り、十三番地なんです。魔女さんのおしゃれのお手伝いできるなんて、うれしいわ」

　うれしいのはキキのほうです。電話にむかってぺこりとおじぎをしました。

　キキは「ふにふにふー」なんて、鼻歌をうたいながらしたくをはじめました。ジジがそのまわりを回りながら、キキを見上げていいました。

「ねえ、ねえ、もちろんぼくもつれてってくれるんでしょ？」

「ごめん、今夜はだめなの」

「どうして？」

「だってこの招待状には、仲よしふたりでどうぞって書いてあるのよ」

「ぼく、仲よしでしょ」

「だってふたりだもん」

「一匹はだめってかいてあった？」ジジの目がじわーっとまんなかによってきました。「だって、だってさ、カラさん、きっとぼくの歌をうたうよ。そのぼくがいないなんて、それ、とっても失礼だと思うけど」

　キキは背をかがめると、両手でジジの顔をはさんでいいました。

「でも、だめなの。きょうは特別なの。ごめん」

　夕方キキはそっと家をぬけだしました。タカミ　カラさんへの花束は野ばら一本になってしまいました。これでも花束のつもりです。それにおしゃれはかんぺきです。でもおソノさんにも、ましてやケケにはぜったいに知られたくないのです。ただジジだけはむずかしい顔をして、いいました。

「いいのかなあ。魔女がお人形さんみたいなかっこうして……。髪はふわふわ、洋服はぴらぴら」

　でも今のキキはどんなことをいわれても、なんにも感じません。

　川辺の散歩ホールの前には、もうたくさん人が集まっていました。とんぼさんはまだのようです。キキは入り口からすこしはなれたところで待つことにしました。そばを通る人が、キキだと気がつくと、目をまるくして笑いかけました。「すてきよ」って、ささやいてくれる人もいます。キキははにかんで首をすくめました。

　いつものように前かがみで大またに歩くとんぼさんの姿が見えてきました。キキは気がつかないふりをして立っていました。見つけてもらいたいのです。びっくりしてもらいたいのです。でもとんぼさんは、きょときょとまわりを見回すばかりです。

（わたしがわかんないんだわ）キキははずかしそうに肩をすぼめて、笑いながら近づいていきました。すると、いきなりとんぼさんが反対のほうに歩きだしました。そのむこうで手をあげているのはなんとケケではありませんか。キキはつんのめるように立ちどまりました。（また、ケケだわ）

　ふたりは近づいて話しはじめました。

「なあーんだ、とんぼさんも来たの？」

「ケケもいっしょだったんだね。待ってるんだけど、キキは、まだ来てないみたい」

「かーっかっかっかー」ケケがきゅうに笑いだしました。「そうか、そういうことだったんだ。あの大さわぎは」ケケは笑いながら見回して、キキを見つけました。「あっ、いた、いた。キキ、ここよう」

「えーっ」

　こんどは、とんぼさんが目をまるくしました。キキは、しかたなく、ふたりのほうに近づいていきました。

「へん？　おかしい？」

　キキは、上目づかいにとんぼさんを見て、いいました。

「ううん。とってもすてきだけど……いつものキキじゃないみたい……」

　とんぼさんもなぜかもじもじしています。

「さ、行こうよ。はじまるわよ。わたし、このカラさんっていう歌手、すきなのよ」

　ケケがいいました。

「ケケも行くんだったの？」

　キキはやっとかすれた声でいいました。

「あっ、そうか、三人じゃいやよね。じゃ、また」

　ケケはあっさりとはなれていきました。




　コンサートがはじまりました。キキととんぼさんは話もせずに、体をかたくしてすわっていました。しずかにでてきたカラさんはすこし細くなり、目がちょっぴり大きくみえます。みじかい間にすっかりおちついておとなの女の人になっていました。

「しばらくごぶさたしてました。きょうは、あたらしくなったわたしを見てくださいね。心をこめてうたいます」

　カラさんはうたいだしました。


　　「このみちの　さきまで　ふっふふ

　　　あしおと　あわせて　ふっふふ

　　　ごいっしょ　しても　かまいませんか　ふっふふ

　　　とおく　ひかる　あの町まで　ふっふふ」



　前に人気のあった歌から、コンサートははじまりました。声は前よりずっとあたたかく、心にしみいるようにひびいてきます。おきゃくさんはだれでもこの歌を知っています。ふっふふ、というところになると、みんな体をゆらせてあわせます。キキもとんぼさんの顔をみながら小さくゆらしました。そのあと、何曲か古い歌がつづいたあと、カラさんは、舞台の横のほうを見て、いいました。

「それではわたしのお友だちをごしょうかいします。わたし、おまねきするの、ついわすれちゃって……そしたらちゃんと来てくださったんです。舞台におよびいたします。さあ、こちらに、いらして」

　カラさんは腰をかがめました。すると舞台のはじからすっとでてきたものがいます。そしてカラさんに抱きつきました。ジジです。キキはびっくりして思わず立ちあがりました。カラさんはジジを抱きあげ、ピアノのうえにすわらせました。

「わたし、この町の魔女、キキさんと、この猫さん、ジジに出会って元気になりました。それまでわたし、まわりの人のことばかり気にして、自信うしなっていたんです。ほんとうは、自分のことをまず気にして、強くならなくちゃいけなかったのに。それで、心をこめて、ジジくんと、たぶん客席にすわっているキキさんに、歌をささげます。まず、『くろねこジジの　ぴぴぴっぴん』から」


　　「ねこはまるくなるって　いうけど

　　　ひげのさきは　いつも　ぴぴぴっぴん

　　　いちばんはじめに　こえかけたくって

　　　いちばんはじめに　すきっていいたくって

　　　ひげのさきは　いつも　いつも　ぴぴぴっぴん」



　はじけるような歌でした。ジジの耳が動いて、ぴぴぴっぴんとあわせます。うたいおわると、カラさんはジジにていねいにおじぎをしました。それから小声でいいました。

「どう？　気に入った？」

　ジジのしっぽがまたヘリコプターのはねのようにまわりはじめました。おきゃくさんはいっせいにジジにむかって拍手をしました。

「では、わたしの気持ちを、せいいっぱいこめて、おわりの曲をうたいます。魔女のキキさん、ジジくん、コリコのみなさん、ありがとう」

　カラさんはうたいだしました。


　　「ひざを　かかえて　うなだれて

　　　なにかを　さがして

　　　自分で　自分の　ひとみをのぞく

　　　弱気な　あなた

　　　窓の　むこうに　風はふくのに

　　　手をふる　ひとも　きっと　いるのに

　　　あなたのなかに　笑顔も　あるのに」






　しずかだけど力のあふれたコンサートでした。

「よかったね」とんぼさんがいいました。「でも、キキってやっぱりふしぎだね。カラさんを元気にしちゃうんだもの」

「やだ。ただ、カラさんの歌がすきだったっていっただけよ」

　キキは照れて顔をしかめました。

（わたしのこと、ありがとう、って……）でもキキのうれしい気持ちは、それ以上ふくらんでいきませんでした。キキは手を交差させ、人の目からかくすように、体をちぢめていきました。キキのなかのどこかに、小さな刺とげがささっているのです。それがすこしずつ痛さをましてくるのを、キキは感じていました。

（あんな大さわぎして……はずかしい……）







　11　プウプカおじさん







　カラさんのコンサートの日から、キキは、自分をはげますように、カラさんの歌をくりかえし口ずさんでいました。


　　「窓の　むこうに　風はふくのに

　　　手をふる　ひとも　きっと　いるのに」



　なんとか前のような元気がほしいのです。自分にむかってこうもいってみました。

「ケケにかきまわされることなんかないのよ。あの子は今に帰っていくんだから。わたしはわたしでやっていかなきゃ」




　キキは、ひさしぶりに時間をかけて、くすりぐさ畑の土をたがやしています。さくさく、さくさくという土の音が、またね、また来年ねっていっているようにきこえます。十月になったら、刈り取らずにおいたくすりぐさにできた種を、取りこまなければなりません。そのあと種はまっくらなところでねむりにつくのです。

　もうじきとんぼさんは遠くはなれた学校に行ってしまいます。キキはくすりぐさの時間に重ねて、とんぼさんの出発のときを考えていました。

　電話がかかってきました。キキは家にとびこんで、いそいで受話器を取りあげました。すると、いきなり、

「助けてくれ！」とかすれた声がきこえてきました。泣いているような声です。「わたしの犬が消えてしまった。あれが、いないと……あれが、いないと……さがしてください、魔女さーん」

「ええ、できるだけお手伝いします。犬だったら、きっと、だいじょうぶです。見つかると思います。そんなに悲しまないで」キキは、なるべく気持ちをおちつけてもらおうと、ゆっくりいいました。「これからそちらに行きますからね。犬の写真をおもちですか？　あったら見せてください」

「はい、あります。すぐ、すぐに来て。わたしは道ばたにいます。いつもひまわり通りの百貨店の前にいるハーモニカふきです」

「あっ、知ってます。今もそこにいらっしゃるのですか？　すぐ行きますから、待っててください」

　キキはほうきをはずしながら、（あのプウプカおじさんだわ）って思いました。

「ジジ、はやくおきて。あんたの動物的感覚が必要になるかもしれないの」キキは、ベッドのうえで気持ちよさそうに寝そべっているジジにいいました。ジジはねぼけてベッドからとびおりると、すたすたとケケの部屋のほうに歩きだしました。「そっちじゃないわよ。こっちよ。はやく」

　キキがドアをあけ、ほうきにまたがると、ジジが「ごめん」とあくびまじりにいいながらとびのってきました。あんなに必死になって頼りにしてくれる人がいると思うと、キキは胸がいっぱいになりました。

　キキがひまわり通りの百貨店の前におりたつと、プウプカおじさんは、あのぬいぐるみのはいったかごをかかえて、うろうろしながら待っていました。キキの気配にふりむいた顔はつやがなく、目は泣きはらしたようにまっかで、うるんでいます。

「この子です」

　おじさんは、つぎのあたったポケットから、くちゃくちゃの写真を取りだしました。それは、今かかえているかごのなかに、よりかかるようにならんでいる、三匹のぬいぐるみの写真でした。

「えーと、どの？」

　キキはそういいながら、おじさんがかかえているかごのなかを見ました。そこには、写真とちがって、ぬいぐるみは二匹しかはいっていませんでした。くまとうさぎです。そのそばに、毛糸で毛皮のように編んだものが、まるめておいてありました。

「なくしたのは犬のぬいぐるみですね。きっとどこかで落としたんでしょう」キキは、（なあーんだ）と思いながらいいました。「ぬいぐるみさがしなら、前にもいちどやったことがあります。きっとだれかがひろって……つれてっちゃったんですよ。だいじょうぶ、見つけて、ちゃんとおとどけしますよ」

　キキは、安心させるように、じっとおじさんの顔を見つめました。

「いえ、ぬいぐるみではないんです。あの子はぬいぐるみの芸をしていたんです。そしてわたしを助けてくれていたんです」

「えっ」

　キキはさけびました。そういえば、この前見たとき、この犬の目がぱちんとつぶって、あいたような気がしたのを思いだしました。

「この子はカヤっていうんです。もう八歳ですから、おとななんですが……いつもわたしとふたりっきりなもんですから、世間のことはあまり知らないのでしんぱいです。もしかしたら、だれかにつれていかれたかもしれません。かわいい顔をしてるから。列車で運ばれちゃったら、もう、だめでしょうねえ」

　プウプカおじさんは涙をためた目をしばしばと動かして、すがるようにキキを見ました。

「だめだなんて、思わないで。見つけましょうよ、ぜったい」キキはいいました。「さっそくさがしにかかりますから、安心して、待っててくださいね」キキはジジを抱きあげ、自分の前にのせると、おじさんに、だいじょうぶとうなずいて飛びあがりました。「ジジ、がんばってよ。野性の力をふりしぼってね。あなた、猫でしょ」キキはジジの背中をなでました。

　キキは町のはじから一本の道もはずさないように注意しながら、いったりきたりして飛びました。

「カヤちゃーん、カヤちゃーん」

　キキはひっきりなしによびつづけます。ジジも体をのばし、まるい目をますますまるくしてしたをのぞきこんでいます。犬の鳴き声がすこしでもきこえると、おりていってたしかめました。

　日が暮れたあとも、さがしつづけました。すっかり暗くなると、飛ぶのをやめて、地上を歩きまわりました。どんな小さな路地でも見落とさないように目をくばりました。町の人も寝しずまり、犬の鳴き声もきこえなくなった深夜、キキとジジはつかれきって家に帰ってきました。

「あしたもさがしに行こうね、ジジ。あんたもたいへんだったわね。目がしょぼしょぼしてるよ」

「キキの目だって、ほそーくなって、今にもつぶりそうだよ。あっ、そうだ、猫の集まりで習った猫の目体操しようか」

　ジジがいいました。

「ジジ、きょうはやさしいのね」

「だって、カヤって子、かわいそうなんだもん。ぬいぐるみのまねって、けっこうつらいよ」

　そういえば、キキとこの町に来たばかりのとき、ジジもぬいぐるみになって、キキの仕事を助けてくれたことがありました。

「なんとかはやく見つけてあげたい」

　キキもあのときのことを思いだしていました。

「さ、やろうよ、猫の目体操。


　　　やみを　見る目

　　　やみの　むこうに　目を　のばそう

　　　心　しんしんと　やみ



　これを三回うたいながら、目を右、左、右、左って動かすんだよ。そしたら、あしたはもっと元気になるよ。まかせてよ。でもね、目ってただ見ればいいってもんでもないんだって。『やみのむこうに目をのばそう』ってとこが、たいせつなんだって。猫にも見えないやみのむこうだよ。わかる？」

「うん」

　キキは神妙にうなずきました。

　それからキキとジジはそろって目を右、左と何回も動かしました。キキはこの体操をしながら、しきりに「おわりのとびら」の本のことが気になってきました。あの本も、やみのむこうからでてきたような気がします。

　ベッドのうえですーすーと寝息をたてはじめたジジをおこさないように、キキはそっと歩いて、机のうえから本を取りあげました。それから、今まで何回かやったように、どこか開くかなと思いながら指をすべらせました。とつぜん、またぱっとページが開きました。暗い電気にすかして見ると、こんな文字が読めます。


　　「ひびきをあわせ、空にとばす声」



　またこんどもなぞめいた言葉です。

（ひびきをあわすって、だれとあわすの？　空にとばす声って……もっと高く飛んで、カヤちゃーんって、よべってことかしら）

　キキが本をとじて、じっと考えていると、ケケが部屋からでてきました。それから大きなあくびを一つすると、

「キキ、犬、さがしてるんだって？　いつもながら、ごくろうさんだね。でも、それって、かんたんなことだよ、きっと」とそれだけいうと、肩をすくめ、ふにふにと鼻歌をうたいながらひっこんでしまいました。キキはひょこっと首をだすケケが、なにかというと開くこの本みたい、と思いました。




　つぎの朝、キキはジジといっしょに動物園にむかいました。飼育係のママさんなら、迷子になった犬の気持ちや、動きかたがわかるかもしれないと考えたのです。以前、カバのマルコさんのノイローゼがしっぽをなくしたせいだと気がついたのも、このママさんでした。

「そのカヤちゃんは、一種の『猫かぶり病』じゃないかと、わたし、思うわ。この病気はね、猫だけがかかる病気じゃないのよ。犬だって、人間だってかかるの……」ママさんはいいました。「そのプウプカおじさんが、カヤちゃんに頼りすぎたんじゃないかな。カヤちゃん、けなげにもその期待にこたえようと思うあまり、この病気にかかっちゃったのよ。その飼い主のためにずーっといい子ちゃんでいたから。そしてこれからもいい子ちゃんでいようって思っているからよ。つかれちゃったのよ。これが原因の家出はややこしいのよね。だいすきな人からにげるつもりはないのに、ついふらふらっと、にげちゃったってわけだから。つかれすぎて、カヤちゃんどうでもよくなっちゃったのよ、きっと」

「薬はないの？」

「薬？　ざんねんながらないわ。でもカヤちゃんが心の底の底にあるほんとうの気持ちに気がつけば……」

「ほんとうの気持ちって、なにかしら」

　キキはふと「おわりのとびら」の本のことをおもいだしました。

「カヤちゃんが目をさますようなことなんだけど……それがなんだか、わたしにもわからない」

　ママさんはすまなそうに顔をしかめました。

「わたし、あきらめないで、やってみます」キキがいいました。「お話きいて、なんだかとってもカヤちゃんに会いたくなっちゃった。気持ちが、わかるような気がするの」

　ママさんとわかれて歩きだしたキキに、ジジがうなずきながらいいました。

「つまりだよ。カヤちゃんもおじさんのためって考えちゃいけないんだよ。自分で自分が特別な犬だって思えればさ、いいんだけど。体がかるくなるのに……」

「ジジったら、ややこしいこといわないでよ。そんなことあたりまえでしょ」

　キキはちらっとジジを見ました。

「でもそれって、さびしくないとわかんないんだよね」

　ジジはおとなびた口調でいいました。




　キキが目ざしたのは、町でいちばん高い時計台のうえでした。まうえからのお日さまの光をうけて塔のかげがみじかく地上に落ちています。ちょうどお昼ごはんの時間で、塔の前の広場も道も、人であふれています。キキは油断なく通りの一つ一つに目を動かしていきました。

「や、キキじゃないか」

　声のするほうにふりかえると、すぐしたの窓から顔をだしているのは、この時計台を守っている、時計屋のおじさんです。のりだしてキキを見上げています。

「もうすぐお昼の鐘が鳴るよ。以前は大晦日だけだったけど、この頃じゃ毎日、昼にもならすことにしたのさ。大きな音がするから、そんなとこにいると、耳がこわれちまうよ」

「わー、たいへん」

　キキはほうきに乗ろうと立ちあがりました。でも、ふと動きをとめました。

「ひびきをあわせ、空にとばす声」という「おわりのとびら」の本の言葉を思いだしたのです。

「この鐘の鳴りかたって、決まってるんだったかしら」

「ああ、十二時だから十二回さ」

「そ、それって、かえられないの？」

「また、どうして？」

　時計屋さんはききかえしました。

「たのしい音にかえられない？　行方不明の犬の女の子なんだけど……おもしろい音をきいたら、でてくるかもしれないと思って」

「ヘー、犬とはね。犬がおもしろがる音ねえ……さーて、できるかなあ」

「町長さん、おこるかしら」

「そりゃあ、だいじょうぶだろ。キキちゃんにはせわになってることだし。じゃ、なんとかおもしろい音、やってみるか。でもあんたたち、耳、ふさいどいてよ」

　おじいさんはそういうと、鐘のひもにとびついて、おどるように体をはずませ、鳴らしはじめました。


　　　カランチョ　カランチョ

　　　カランチョ　カランチョ　カランチョ

　　　チリンチョ　チリンチョ



　鐘の音はコリコの町に鳴りひびきました。通りを歩いている人が、おやっというようにうえをむきました。鐘を指さして、音にあわせて、かろやかに足を動かしている人もいます。人がぞろぞろとしたの広場に集まってきました。みんなたのしそうに体をゆすっています。でも集まってきたのは人間だけでした。犬の姿は見えません。

「だめだな。これじゃだめなのかな」

　時計屋さんがいいました。

「しょうがないわ。時計屋さん、わがままいって、ごめんなさい。またさがして歩くわ」

　キキはしょんぼりといいました。（犬のひびきにあわせる音だと思ったんだけど、ちがってたのかなあ……）

「いよいよ、あたしの出番だわね」

　とつぜん後ろから声がとんできました。おどろいて、ふりかえると、またしてもケケです。いつ来たのか、きゅうな斜面の屋根にどうどうと立っていました。二つに結んだ髪の毛が、風にふかれて逆立っています。それを手でかき分けながら、にっこりとキキに笑いかけました。

「くったびれるねえ。ここまでのぼってくるの。この塔、ばかげて高いねえ」ケケはわざと口をあけて、「ふへえー、ふへえー」と息をしてみせました。「あたしも、キキのまねして、おせっかいしに来たわよ」

　ケケはキキにいいました。それから大きく手をひろげて、胸いっぱいに空気をすいこむと、こんどは体をふるわせてさけび声をあげました。

「ワオ～ン　ワオ～ン

　ワオワオ　ワオ～ン　ウオ～ン　ウオオ～ン」

　犬の鳴き声でした。夜中さびしくなって、だれかをよんでいるような犬の声でした。その声は長く尾をひきながら、家々の壁にぶつかり、遠くへ遠くへとひびき、重なって、もっと大きくなり、コリコの町にひろがっていきました。広場にいた人たちはおどろいたようにぴたりっと立ちどまりました。一瞬、あたりがしーんとなりました。

　すると、どうでしょう。ほうぼうから犬の鳴き声がきこえはじめたのです。それはしだいに大きくなり、あっちの路地から、こっちの路地から、犬の姿が見えてきました。犬たちも、ワオ～ン、ワオ～ンと鳴きながら塔にむかって走ってきます。みんな前足をそろえ、地面をけちらして、突進してきます。綱をひきずったり、犬小屋をひきずったり、飼い主をひっぱっているのもいます。すごい数です。

「やったあーっ」

　ケケがさけび声をあげました。

「ありい」と、ひとこと、窓からのぞいていた時計屋のおじさんは、しりもちをついてしまいました。キキはふるえているジジを抱いて、自分のふるえる体もなんとかおさえて、ほうきに乗り、広場におりていきました。広場は町じゅうの犬が集まってしまったみたいに、犬だらけです。どの犬もごきげんで、犬どうししっぽをふりあい、とびはねています。その犬のむれをかきわけ、大きな犬のしたをすりぬけて、むこうからものすごい速さで走ってきた犬がいます。そして、これまた反対側から走ってきたプウプカおじさんに、とびつきました。

「カヤちゃんだ」

　ジジがさけびました。

　おじさんは広場にぺちゃーんとすわりこむと、カヤちゃんを抱きとめました。そして小さな背中に顔をうずめて、

「ごめんよ、ごめんよ。これからはわしも一生懸命はたらくからね」といいつづけています。大きな背中がふるえています。キキはほっとして、力がぬけていくようでした。でも、広場は犬だらけです。ほえたてる声でいっぱいです。すると、時計台のうえから、こんどは口笛がふってきました。

「ピューッ　　ピューッ

　みんな　おかえり　おうちに　おかえり

　じぶんの　おうちに　おかえり　ピューッ」

　それをきくと、集まってきた犬たちは後ろをむき、ぞろぞろと、帰りはじめました。そして、しばらくすると、広場のまんなかには、カヤちゃんを抱きしめているプウプカおじさんと、ただただ立ちすくんでいるキキとジジがのこっていました。まわりでこのさわぎを見ていた人たちは、もうおどろいて口もきけません。でもすこしずつわれにかえると、こんどはきゅうににぎやかにしゃべりはじめました。

「すごいね、これは」

「あの子は、だれだい？」

「あたらしい魔女だよ」

　どの言葉もキキの耳につきささるようにきこえてきます。キキはジジを抱き、ほうきをかかえて歩きだしました。どこを、どう歩いたのでしょう。気がつくと、空はうすくかすみ、通りは暗くなっていました。

　キキは家に帰ってきました。そっとドアをあけると、ケケがいつものようにいすにどっかりとあぐらをかいてすわっていました。

「助けてくれて、ありがとう」

　キキはいいました。もっと大きな声でいうはずだったのに、小さなかすれた声しかでませんでした。

「まあね。でも、でも、おもしろかった、わいわい」

　ケケは笑いながら、まげたひざをゆすっています。

「ケケって、なんでもできるのね」

　キキはいいました。

「そうよ、頼りにしてくれてもいいよ」

　ケケはまた笑いました。それを見たとき、キキはおさえようとしたのに、言葉がしぜんととびだしていました。

「わたしができなかったからいうわけじゃないけど……わたし、なんでもできるって、どっかまちがってると思う」

　ケケがいきなり立ちあがりました。

「まちがってるですって。あたし、できるって思ったからしたのよ。キキって、まちがってるとか、正しいとかいうのすきね」

　ケケはどなるようにいうと、足音をたてて、自分の部屋にはいり、ドアをばったんとしめてしまいました。







　12　おわりのとびら







　その夜、キキの胸ははげしく波立っていました。このところずーっとたまっていた不満が、体じゅうをかけめぐっていきます。

（あの子が、じゃまする。

　あの子が、じゃまする。

　わたしの大事にしてるコリコの町のくらしを。

　ジジだって、そわそわしてどこかへん。

　おソノさんだって、あの子を頼りにしている。

　とんぼさんだって、仲よくしたいみたいじゃないの。

　町の人たちだって、あたらしものずきの、おっちょこちょいだわ。

　それなのに、ケケはいつだって笑っている。どうしてあんなふうに平気な顔でいられるの？）

　キキは世界じゅうが敵のように感じていました。キキはケケにまけまいとして、いろいろはずかしいことをしてしまいました。魔女のほこりも決まりもすてて、仕事を放りだしたり、お金をねだったり、うかれてぜいたくな買いものをしたり、考えるだけでもなさけなく、消えてしまいたくなります。

　ある日とつぜんとびこんできた、この十二歳の女の子のために、キキのくらしはかわってしまったのです。キキはケケにおされ、どんどん自分を見うしなっていきました。毎日をたのしく、元気に生きていたキキはどこへ行ってしまったのでしょう。嵐のような半年でした。そしていったい、このさきはどうなっていくのでしょう。

（もうわたしなんていなくってもいいんだわ）

　そばのふとんにくるまってジジはぐっすりと寝ています。キキはきゅうに泣きたくなりました。まくらをひきよせ、顔をうずめました。声がでないように、ぐっとおさえて肩をふるわせました。

　キキは、こんなさびしい自分に出会うなんて、思ってもみませんでした。

（もうどこかに消えてしまいたい。こんなはずかしい自分をもう見たくない。もう、おわりにしたい……）

　キキはなにか気配を感じて、涙でくちゃくちゃになった目で棚のうえの「おわりのとびら」の本を見ました。キキは、はだしの足を床におろし、しのび足で近づいていきました。ふいをつくように、本をすばやく手にとったとたん、本は待っていたように、するりっと二つに開きました。

　キキは窓の近くによって、月の明かりにかざして文字をさがしました。あいかわらず、とぎれとぎれです。でもそこにはこんなことが書いてありました。


　　「あんた、とびらをあけたね。

　　　あたしを一目見るなり、にげていっちゃったけど、

　　　この世のおわりって顔をしていたけど、

　　　このとびらはね、おわりから開くんだよ。

　　　にげないで、さ、はいっておいでよ」



　読みおわって、キキはじっと空中を見つめていました。

「おわりから開くとびら……」キキはつぶやいて、それからいそいでベッドのほうにもどると、はだしの足を靴にいれ、ほうきをもって外にとびだしました。「どこか行ってしまいたい」キキは立ちどまって、さがすように空を見上げました。

　遠く暗くつらなる夜の山のうえに、こい藍あい色の空がひろがっていました。すいこまれそうなほど深い深い藍色でした。キキはつまさき立ちになり、しぜんと片手を空にのばしていました。

「わたしは空といつもいっしょだった。わたしと空は二つで一つ。わたしの『おわりのとびら』はきっと空のむこう！」

　キキはほうきにまたがり、空にむかって飛びあがりました。矢のように、ぐんぐんうえへ、うえへとのぼっていきます。

「ひっ」

　後ろから小さな悲鳴がきこえてきました。ふりむくと、いつのまにか、ジジがふさのさきに、両手でしがみつき、ゆれています。キキはそれをちらっと見ただけで、息もつかずにのぼっていきました。空気はつめたく、ほほがぴしぴしとひきつります。キキはほうきの柄をにぎった手に力を入れて、さらに、高く、高く、のぼっていきました。

　目をしたにむけると、遠く、小さくコリコの町が見えます。電気のついた町は、まるでやみにうかぶ光の島のようでした。

　その光の島のまんなかに、時計台のまるい時計が見えます。キキにとって、あそこはコリコの町の中心でした。十三歳のとき、魔女の旅立ちをして、この町の上空にたどりついたとき、あの棒のような高い塔を持って、この町をコマみたいにまわしたらおもしろそうなんて、思いました。なんでもできると思っていた、魔女一年生のときです。キキはおソノさんのグーチョキパン屋さんのほうに目をむけました。

（あの粉だらけになって寝た、さいしょの夜……。魔女の宅急便の看板をかけた日……。あっ、二本の首かざりのように光っているのは、大川の橋の明かり……。ずっと前に会ったおばあちゃんが小さな女の子だったとき赤い靴を投げたとこ……。どれも、これも、みんな、みんなおわってしまった思い出……）

　きゅうにキキの目から涙がぼうぼうと流れてきました。

（この町はわたしの町だったのに。この町がすきでもどってきたのに……）なつかしい人たちひとりひとりをキキは思いだしていました。（この人たちがいたから、自分に安心していられた。こんなたいせつなものから、はなれてどこに行こうというの？　今はなれたら、みんな消えてしまうのよ。いいの？）

　キキは自分に問いかけました。したにひろがるコリコの町の風景がキキの胸をうちつづけます。

（この町にくらべたら、ケケのことなんて小さなことじゃないの）

　キキは今まで自分をささえてくれていたものがこの町にあることを、ふるえながら感じていました。

　風がうずまいています。髪が逆立ち、涙にぬれたほほにはりつきます。キキは顔を動かしてふりはらおうとしました。その動いた目のはじに、光とやみがくっきりと分かれている線が見えました。コリコの海岸です。キキがとんぼさんとはじめて会ったところです。あのときは暑く明るい夏の浜辺でした。キキの目のなかでとんぼさんの姿がいっぱいになりました。

「キキに見せたくって」

　竹とんぼができたとき、とんぼさんはいいました。たしかにいいました。

「キキに見せたくって、見せたくって……」

　こだまのようにとんぼさんの言葉がひびいてきます。

　キキはきゅうにぶるぶるとふるえだしました。するとだれと競争するのでもない正直な気持ちが、キキのなかからほとばしっていきました。

「とんぼさんがすき、わたしは、とんぼさんがすき、

　とんぼさんのコリコの町もすき」

　そのとたんです。ぐんぐんと暗い空にむかって飛んでいたほうきが、とつぜんおれたようにしたをむき、まっさかさまに落ちはじめたのです。ものすごい速さです。まるでほうきに強い意志でもあるみたいに落ちていきます。一直線にしたへ、したへ、世界を切りさくように落ちていきました。そのとき、キキのなかからなにかがちぎれ、とびちっていきました。息も思うようにならないほど、はげしく風がうずまいているのに、やがてその風は魔女になろうと思った日、はじめて飛んだときと同じ、ふしぎにやさしい魔法の風にかわっていました。

　やがて小高い山のすそに、キキの体が大きくはずんで落ちると、そのままぐるぐると転がってとまりました。

（とびらが、あいたの？　わたし、べつの世界に行っちゃったの？）

　キキはぼーっとした頭で思いました。たおれたままで目を開くと、あたりはまっくらです。見上げると、空一面に星が光っていました。となりにはジジがぴったりとくっついてうずくまっています。その体のあたたかさがつたわってきました。

（わたし、まだ生きているみたい）とキキは思いました。

　キキはずきずきと痛む体で、やっとおきあがると、ジジを抱き、ほうきをひきずって、家に帰ってきました。夜のやみのなかで、なつかしい町のにおいが、キキを包むようにただよっていました。




　キキははっと目をさましました。ベッドにたどりつくと、そのままたおれて、寝てしまったようです。カーテンもあけたままの窓から、朝の光がキキの顔にあたっていました。ケケの部屋のドアが半分開いています。キキは立ちあがって、こわごわなかをのぞきました。すると、なかはすっかりかたづいて、きのうまでケケがちらかしほうだいにくらしていたあとは、まったく見えません。キキは一瞬わけがわからなくなって、がらんとしている部屋のなかを見つめていました。

（あの女の子、ほんとうにここにいたのかしら……あれは夢だったのかしら……）

　キキはきのうの夜、地面にぶつけて、まだずきずきと痛んでいる左の手をそっとかかえてみました。それからくしゃみの薬を取りだして、そっと痛む手にあてました。なぜかこの薬は、いまのキキの痛みにもきくように思えたのです。ずきずきととがったような痛みが、すこしやわらいでいきました。

「行っちゃったんだ、ケケ」

　ジジがよってきて、ぽつりっとつぶやきました。

「あの子？　ほんとに？」

　キキがいいました。

「朝はやーく、前の道をすーっとでていった。追いかけたけど、見えなくなっちゃったの」

　ジジがいいました。

（ずっといてくれても、わたしはもうだいじょうぶなのに……）

　あの、いつも細くゆれているような女の子。まぼろしのように、とつぜんあらわれ、とつぜん消えてしまった……。キキの体にするどい痛みがひろがっていきました。

　キキはおソノさんのところに走っていきました。

「ケケのことね」おソノさんはキキの顔を見ると、すぐいいました。「けさはやく来てね、また、どこかに行くっていうのよ。もちろんわたし、とめたんだけど……そしたら、あの子、なんていったと思う？　もうこれ以上いても、この町はおもしろくないもーん、ですって。でもね、この道まっすぐ歩いていく後ろ姿はまるでかげろうのようだった。細くて、ふらーっとして、さびしそうで……それ見たら、わたし、たまらなくなって追いかけたの。でもふいっとむこうの横町をまがってしまって、わたしも、つづいてとびこんだんだけど……もう、どこにもいないの。消えちゃったの」

　キキはだまっておソノさんを見つめていました。

「あの子、やっぱり魔女だったのね。だから行っちゃったのね。魔女って一つの町にひとりってことになってるんでしょ」

　おソノさんはいいました。

「わたし……わかんない……それ、昔の……決まりだし……」キキは口のなかで、もそもそといいました。すると、とつぜん、涙がどーっとでてきました。「ごめんなさい。わたし、びっくりしてるの」キキはそういうと、後ろをむきました。

（あの子はまだ十二歳だったのに。細い腕、消えていきそうな歩きかた、いちどだって、ケケの身になって、わたしは考えてみたことがあったかしら……）

　今になってキキは、ケケの心のなかを感じたいと強く思いました。

　キキが家にもどって、あけたままにしてあったドアをしめようとしたときでした。ドアの動きにつれて、一枚の紙がすべるように落ちてきました。それは走り書きのメモで、あの本のことが書いてありました。


　　「ながらくおあずかりいただいた本、『おわりのとびら』をとどけていただきたい。場所は中央駅、ホーム、本日十一時半に。時間はお守りください」



　キキは時計を見ました。十一時です。あと三十分しかありません。キキは机のうえから本を取りあげました。表紙をじっと見てから、いつものように指で紙をなぞってみました。本はしずかに開きました。そこにはこんなことが書いてありました。


　　「あたしはいつもここにいるよ。安心おし。いつでもいるから」



　キキは本をとじ、ちょっとの間、胸に抱きしめました。

「ジジ、行くわよ」

　キキは声をかけて外にでていきました。

　中央駅のホームの海側のはずれに、細い人かげがゆらめくように立っていました。ケケでした。キキはひゅっと息をのみました。

「ケケだ、ケケだよ。会えたよ」

　ジジがさけびます。

　キキがすぐそばにおりたつと、ケケはおどろいたようにいいました。

「どうして、わかったの？」

「この本をここにとどけてほしいって、手紙があったの」

「やだ、また、パパだわ。あの人、またおせっかいして。あたしとキキをもういちど会わせようとしたんだ、きっと」

　ケケが、あきれたように、首をふりました。

「じゃ、この本、やっぱりケケのだったのね。そうじゃないかと思ったわ」

「ちがう。おやじの……いや、ママの……なんだって」

「やっぱり、みなしごじゃないじゃない」

　キキはちょっぴりからかうように笑いました。

「おんなじようなもんよ」

　ケケは口をつきだし、横をむきました。

「いつか、家をのぞいていた人が、ケケのおとうさんね、そうでしょ？」

「うん。やったらうるさくって、もうかんべんしてほしいよ」

　ケケは会ったときからずーっとそうだったように、なまいきなままのケケでした。そんなケケにもういちど会えてよかったと、キキは思いました。

「ケケ、もう列車にのるの？　帰っちゃうの？」

　キキは線路のむこうを見ました。

「それがさ、このいなかじゃさ、あと一時間しないと、列車来ないんだって。おくれてるんだって、まったくもう。親指立てて、にっこりやってなにかに乗せてもらってもいいけどさ……。もう、あきたしさ」

「やっぱり、行っちゃうのね」

「いつまでも、ばかやってられないもん」

「またそんなこという……じゃ、いっしょに待とう、いい？」

　キキはいっしょに家に帰ろうねといいたくなりました。でもいつもとどこかちがうケケの顔を見ていると、それは自分の満足のための言葉のように思いました。ケケもなにかを心に決めたのです。

　キキがベンチにすわると、そのとなりにケケものろのろとすわりました。海からの風が、ふたりの髪の毛を、ぼうぼうにふきちらしていきます。

「あたし、見たよ」ケケがキキを見つめました。目がきっと光っています。「あんたが、落ちてくるとこ」

「ほんと？」

「すさまじかったね。あたし、ふるえた。暗い空が切れていくみたいだった。あたしも、いっしょに痛かった。でもよかったね、生きてて」

「うん、よかった。でもね、ここ、ぶつけちゃった」

　キキは左の腕をおさえました。

「痛い？」

「うん。だけどね、ほんとういうとね、痛いのうれしいの」

　キキは肩をすくめて笑いました。

「また、いい子ちゃんぶっちゃってる……でも、あたし、あれ見て、家に帰ろうと思った。もういい、帰ろうと思った。見えたんだ、帰り道が」

「わたしも、見えたの。やっぱり道が。おわりのとびらが開いたのよ。そしたらおわりのとびらって、はじまりにつながっていた。空でなく、地上にあったの」

　ケケがうなずいて、にっと笑いました。キキもかえすように、にっと笑いました。

「ケケの家って、どこ？」

「ずーっと北のほう。でっかい町だよ。ここよりずーっと。それにあたしんち、でっかい家でさ。金持ち。でも、ママ、いないんだ。あたしが、四つのとき死んじゃったんだ。はやすぎるよな。あたしもひとりっ子でしょ。おやじ、猫っかわいがりでさ、あたしも猫かぶり病やってたし。ママはかっこいい女だったらしいんだ。おやじは、ママみたいにあたしがいなくなっちゃたいへんだと思ってるんだよ。いっとくけど、あたしはママじゃないのに。で、家出しちゃった。ちょっとの家出のつもりだったけど、大きな家出になっちゃったみたい……」

　ケケはリュックサックから、いつか玉小袋といっていた袋を取りだしました。それからひものさきについている赤い玉を目にあてて、「ジジ」っていいました。とたんにジジが毛を逆立てました。

「あっ、それだったの？」

　キキも声をあげました。

「やみ夜に光るんだ、この玉」

　ケケはそういうと、袋をあけて、すこし茶色くなった紙を取りだすと、キキにわたしました。

「見てもいいの？」

「いいよ。意味、よくわかんなかったんだけど、すこしわかってきた」

　キキはたたんである紙をひろげました。太い万年筆の字で、一字、一字、きちんと書いてありました。

「ユイゴンなんだって、ママの」

　ケケがいいました。


　　「ケケ、思い出は魔法だって、ママは思います。とてもみじかい間だったけど、ケケとママの思い出はやっぱり魔法です」



「泣いちゃだめだよ」キキが読みおわると、ケケはすかさずいいました。「ママがいうように、あたしには思い出なんてないのに。ママのひとりよがりだね」

「そうかな」キキがいいました。「でもケケがここにいるじゃない。思い出ってそういうことだと思う。考えるとふしぎね。見えないけど……消せない。……これって魔法じゃないかしら。わたしがコリコの町にいるのも魔法って思えるのよ。たまたま来たのに、今は思い出がいっぱい。思い出ってわたしなの。それをすてたら、わたしもすてることになっちゃう。空のうえで、わたしそれを見つけたの」

「ふーん」ケケは大きく息をはくと、そのままじっと空中を見つめていました。「魔法って、見つけるってことなんだね」

　ケケは自分にいうようにつぶやくとまた、話しだしました。

「おやじは、ママが魔女だったっていったけど、ほんとだったみたい。だってあたし、ひとりでこの町に来たら、なんでもできるようになっちゃったんだもの。どうしてだかわかんないけど……。さきにキキがいたからかな」

「この本に魔法が書いてあったの？」

　キキはかかえていた本をさしだしました。

「その本はね、あたしがここに来たあと、パパが送ってよこしたの。へんなやりかたでキキにたのんでさ。どうしたらいいかわからなかったんじゃないの。でも家出したあたしのそばにおいとかなくちゃって思ったんだよ。あたし、知らなかったけど、あの日、キキが持って帰ってきたとき、ぴーんときた。だって、『おわりのとびら』って書いてあったから。死ぬ前ママが『おわりになっても、開くとびらがある。だからはなれてもわたしたちはいつもつながってる』っていってたって、ずーっと前パパにきいてたから」

「そうなの。きのうの夜、わたしも、この本を開いたら、『このとびらはね、おわりから開くんだよ。……はいっておいでよ』って、いわれたの。それで空に飛びだしたの。とびらは空にあるような気がして」

「それ、あたしのせいだね」

　ケケがいいました。

「ちがう、わたしのせいよ」キキはだんだんとのりだして、いいました。「ねえ、この本、ちょっとおせっかいなとこあるけど、もういちどふたりであけてみようか」

「いっしょに……？」

　ふたりは笑いあいました。それから二つの手をそえて、ぱっとあけてみました。するとこんな言葉がでてきました。


　　「すべてより、ひとつが宝」



「どういう意味かしら……」

　キキがまゆをひそめました。

「あたしはわかるよ。なんでもできるのってどこかまちがってるって、キキ、いってたじゃない。ほんと、なんでもできるのって、あんがいおもしろくないんだよね。自分がなんだかわからなくなっちゃう。これってやばいよ。ごめんね、キキ。あたし、うわさをきいて、キキのこと、ちょっと見ようと思ってこの町に来たんだ。そしたらすごく評判いいし、かわいい猫なんているし、それにさ、とんぼさんなんてかっこいい友だちまでいて、おかあさんもいるし、キキにはみんなそろっているんだもの。あたし、めちゃめちゃわるものになりたくなっちゃったんだ。横取りしてやろうと思った。でも、もうおわり。こわいもんを見ちゃったから。キキが落ちてくるんだもの、あれ、こわかったあ」

　ケケは青ざめて、体をこわばらせました。キキはきのうのことを思いだして、空を見上げました。つられてケケも見上げていいました。

「空のなかって、魔法あるんだ」

「はてしないから……」

　キキはうなずいていいました。

　ケケは、走ってくる列車に気がついて、立ちあがりました。

「あれ、わかれの列車が来ちゃったみたいだよ」

「また、もどってくるでしょ」

　キキも立ちあがりました。

「わかんない」

「ケケ、魔女になるんでしょ？」

「それもわからない。まず、『ひとつが宝』っていうの、さがすほうがさきだから」

　ケケは口をきゅっとつきだしました。はじめて会ったときからずっとかわらないケケの顔でした。

　列車がホームにとまり、人がおりてきました。ケケは乗り口に足をかけると、

「ジジ、あたしの猫ちゃんにならないの？」といいました。

　キキの足もとにいたジジが、びりりっとふるえました。それからとぶように走って、ケケの背中にかじりつきました。ケケはふりむいて、ジジをしっかりと抱きしめました。

「いいの？　ほんと？　まさかね……ジジ、あんたもやさしいね」ケケはジジを抱きあげて、口をちゅっとつけました。「さよなら」

　ケケはジジをはなしました。

　走りだした列車からジジがとびおり、手をふるキキといっしょに、ホームのはじまで走りつづけました。




　それから、何日かして、キキはコキリさんに手紙を書きました。


　　「おかあさん、おとうさんがすきって思ったとき、どんな気持ちだった？　おしえて」



　一週間ほどして、コキリさんから返事がきました。


　　「ずいぶん昔のことだけど、なにもかも、はっきりおぼえています。わたしは十八でした。この小さな町で魔女として、なんとか生きていました。そんなとき、オキノさんと会ったのです。オキノさんはわたしに好意をもってくれているようでした。でも、オキノさんはふつうの人です。しかも今のように、開かれた時代でもありませんでした。わたしも魔女であることにひけめを感じていたのです。だからすきになるのはやめようと思っていました。両方の家族の反対もあったし、えんりょもあったし、自分の気持ちはなるべくごまかして、見ないようにしていました。そんなしずんだ気持ちをもちつづけるのにつかれて、ある夜、空の高いところを飛んでいたの。そのとき、もう、だれからもはなれ、自分からもはなれて、どこか雲のなかにでもかくれてしまいたいと思った。おわかれかもしれないと思って、もういちど、この町を見たの。オキノさんのいるところを見たかったのよ。




　　　そのとき、思ったの。

　　　わたしはオキノさんがすきだ。それはほんとうのことだって。わたしが生きているのと同じぐらいたしかなことだって。わたしがわたしでいるかぎり、この気持ちはかえられないって思ったの。そのとたん、わたし、落ちていったの。まっさかさまに、一直線に。気がついたときには、足をひどくねんざして、草山の中腹にたおれていました。

　　　その日から、おかあさんはおとなになれたと思いました。そしてその日からオキノさんといつもいっしょです。そして今でもちゃんと魔女しています」



　読みおわって、キキは思わず笑いました。

（おんなじだったんだ）

　それからうれしくって、すこし泣きました。




　ケケがいなくなって、ケケを知っていた人はみんな、すこしぼーっとしています。

「ぱっと、消えちゃったわね」

　おソノさんはさびしそうです。

「どこかで飛行クラブつくってるよ、きっと」

　とんぼさんもなつかしそうです。

　ケケはねずみ花火のように、ぽんぽんとはねながらやってきて、またぽんぽんとはねながら行ってしまいました。でもこの、へんにおしゃれで、人なつっこいねずみ花火は、だれにとってもわすれられない思い出になりました。




　もうすっかり秋になりました。

　とんぼさんが遠くはなれた技術学校へ行く日も近くなってきました。そんなある日のこと、とんぼさんからキキに電話がかかってきました。

「ねえ、あした、会えない？」

「いいわよ。みんなも、いっしょ？」

「いや、ぼくだけ……」

「わっ、ふたりで？　うれしい！」

　キキはとびつくようにこたえました。

「どこで会おうか。キキはどこがいい？」

「わたしねえ、あそこがいいな。コリコの海岸」

「同じだ。ぼくもコリコの海岸で会いたかったんだ。夕方がいいな。水飲み場のとこ」

「とんぼさん、夕焼けがすきね」

　キキははずんだ声でいいました。それからふたりはしぜんと声をあわせていいました。

「ちょっぴり魔法もあるもんね」

「それからキキ、いつものキキ……」

「え？　もちろん、あのキキ十六歳の記念のドレスは、思い出にしまっておくわ」

　キキはこたえながら、くくくと笑いました。




　いつ見ても、コリコ湾の夕日は美しいとキキは思いました。とくに秋の夕焼けは、夕日がのこっている空と、暗くなっていく空の色が、くっきりとわかれて、空のふしぎさを感じさせてくれます。

　空のなかには魔法がある、といったケケの言葉を、キキは思いだしていました。

　キキは海岸通りから公園をぬけて、浜辺におりていきました。

「やあ」

　とんぼさんがふりむいていいました。

「来てくれてありがとう」

　とてもあらたまった声でした。

（あれ、わたしが来ないとでも思ったのかしら……なんてこたえたらいいの？　こんなとき……）

「ありがとう」とっさにキキはいいました。あわてたので、きゅうに目がぱちぱちって動いてしまいました。それから、「わたしも……よ」とつづけました。

　とんぼさんもかしこまっています。ふたりがむきあっている間を、かたい空気が流れていきました。

「あのね、ぼくね、あと三日したら、この町はなれて、学校に行かなくちゃならない」

「うん、そうね。知ってるわ」

「そしたら遠くなっちゃうから、あまり帰ってこれないかもしれない。キキもどっかに行っちゃう？」

「行かない、ぜったい！　わたし、コリコの町がすきだもの。この町、とんぼさんの町でしょ。そしてわたしの町。だからずっとここにいる。帰ってきたら『魔女の宅急便』のとびらをたたいてね。わたしはいつもいるから。約束するわ」

　キキの声はだんだん大きくはやくなっていきました。とんぼさんはうれしそうに、でもちょっとはずかしそうにうなずきました。

「ああ、よかった。キキがいなくなっちゃったらたいへんだもの。あのね……あっ、ぼくってすぐ、こう、自分の話になっちゃうんだなあ……」

「いいわよ、きかせて」

「ぼくね、学校にはいったら、昆虫のこと研究したいと思ってるんだ」

「えっ、昆虫って、とんぼとか？　あら！」

　キキは笑いだしました。とんぼさんも笑いだしました。

「そう、ふふふ、そうだよ。まず、自分を知ることからはじまるのさ。あんがいとんぼってふしぎかくしてるかもよ。ぼく、そこを勉強してみたいんだ。昆虫ってあんなに小さいのに、姿をかくすことができるのもいるし、もちろん飛んだりするし、ふしぎがいっぱいだよ、想像しただけで目がまわりそう」

　とんぼの目みたいなめがねのなかで、とんぼさんの目がおどけてぐるんとまわりました。すっかりいつものとんぼさんにもどっていました。

　それから、とんぼさんはよせてくる波に近づいて、キキにいいました。

「ねえ、ちょっと、キキもここに来て」

　キキもとんぼさんとならんで立ちました。

「ねえ、きこえる？」とんぼさんがいいました。「波ってさ、なにかつぶやいてるって思わない？」

　キキは目をあげて遠くを見ました。よせてくる波が、岸辺近くになると、今までかくしていたものを見せるように白い波頭をめくり、じぶじぶ、じぶじぶと音をさせて砂に消えていきます。

「ほんと、なにかささやいているみたい。そういえば、人の声にきこえる」

　キキはうなずいて、いいました。

「ここでキキを待っている間、ずーっとぼく、この音、きいていたんだけど……波って、ほうぼうの海辺できいたことを運んでくるんじゃないかなって、思った。それが昔からずっととまらないでつづいているんだよ。すごいね」

「もしかして、海に秘密をきいてもらったり？」

「うん」

　とんぼさんがうなずきました。

「じゃ」キキはすっと立ちあがりました。それから大きく息をすうと海にむかってさけびました。「わたしたちふたりも仲間に入れて」

　とんぼさんはとびあがるように立ちあがりました。

「わお！　すてきだ。入れてくださーい」

　それからふたりは顔を見合わせて、笑いあいました。

「きっとほうぼうの浜辺に運んでくれるわ。わたしたちの言葉……じぶじぶ、じぶじぶ……って」

　キキはいいました。

「そうだ、キキ、ぼく、竹とんぼを持ってきたんだ」とんぼさんはポケットから、くねっとまがった竹の板と棒を二本取りだしました。「キキに見せたくって」

　とんぼさんはあのはじめのときと同じいいかたをしました。

「ほんと？　有名なゼンマイ式、浮遊型、もどり形式ね！　わあ、うれしい！」

「じゃ、特別飛行、はじめますよ！」

　とんぼさんは棒を板にさしこみ、その棒にもう一つの棒を横にさしこんで、きりきりと回しはじめました。

「とてもかんたんな形なのね」

「そう、かんたん。これってぼくの魔法」

　とんぼさんは目をかがやかせて笑いました。それから海にむかって手を高くあげ、ぱんとはなしました。竹とんぼはすごいいきおいで飛んでいきました。

（あれ！　また、どっかに行っちゃう）

　キキはしんぱいになって目で追いかけました。

　竹とんぼは海のうえで一瞬うくようにとまったかとおもうと、つぎにはげしく回転をつづけ、こんどはゆっくりとキキのほうにもどってきました。そしてキキのさしあげた両手のなかに、しずかにおりてきました。

「あら、もどってきた。わたしのところに」

「そう、もちろんさ」

　とんぼさんはちょっと胸をそらして、うなずきました。




　出発の日にはジジと駅まで見送りに行くと約束をして、とんぼさんとわかれると、キキはひとり、グーチョキパン屋さんの見える横町をまがりました。すると、どこかの家のラジオからカラさんの歌が流れてきました。


　　　ひざを　かかえて　うなだれて

　　　なにかを　さがして

　　　自分で　自分の　ひとみをのぞく

　　　弱気な　あなた

　　　窓の　むこうに　風はふくのに

　　　手をふる　ひとも　きっと　いるのに

　　　あなたのなかに　笑顔も　あるのに




　　　自分が　自分に　出会うとき

　　　あなたにも　いつかある

　　　自分が　自分に　出会うとき

　　　あなたにも　きっとある
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　はじめに







　十七年前、深い森となだらかな草山にかこまれた小さな町にキキという名前の女の子が生まれました。この女の子にはちょっぴり秘密がありました。おとうさんのオキノさんはふつうの人ですが、おかあさんのコキリさんは魔女なのです。ですからキキは半分魔女、ということになりますね。十歳になったとき、キキはおかあさんのように魔女として生きていこうと思いました。

　でも昔の魔女のようにすごい魔法はつかえません。たった一つほうきで空を飛ぶことだけです。これならそんなにへたではありませんよ。生まれたときからいっしょに育ってきた黒猫ジジを乗せて、宙返り二回転半空中静止だっておちゃのこさいさいです。そうそうキキとジジにはふたりだけの魔法がありました。それはキキは人ひと語ごでジジは猫語でしゃべっても言葉が通じるのです。これは魔女猫言葉なんてよばれるジジが持っているたった一つの魔法でした。おかあさんのコキリさんはほうきで飛ぶことと、くしゃみの薬をつくることができます。でもまだ小さかったころのキキは薬のつくりかたがあまりにややこしいので、習うのを途中でやめてしまったのでした。ところで魔女は十三歳になるとひとり立ちをし、まだ魔女が住んでいない町や村を見つけて、一年間自分のできる魔法をつかってくらしてみるという昔からの決まりがありました。これは一人前の魔女になるための見習い期間なのですが、こんなに世の中進んでべんりになってもまだ魔女はいるんですよ、ふしぎってあるんですよと知ってもらうためのたいせつな役目でもありました。

　このお話の主人公キキも十三歳の満月の夜、家をはなれてジジと海辺の大きな町コリコにやってきました。そこでグーチョキパン屋さんをやっているおソノさん夫婦に助けられながら空を飛べる魔法をいかして宅急便の仕事を始めます。そしてなんとか一年間の見習い期間をぶじおえて里帰りしました。（『魔女の宅急便』）

　ところが、生まれた町にもどったキキはやっぱりコリコの町で生きていこうと思うようになります。あの町にはとんぼさんというたいせつな友だちもいるのです。町の人たちもキキの仕事をあたたかく見守ってくれます。そして二年目のコリコの町でのくらしが始まりました。いろいろな人と出会い、いろいろなものを運び、キキはお届けもののなかにさまざまな人の心がこめられていることに気づくのでした。つらいこともたのしいことも経験しながらキキのくらしはつづいていきます。でもキキはしだいになにかおちつかない気持ちになってきました。もっと魔女として自分の世界をひろげてみたい、と思うようになります。そして魔女になりかかりのころめんどうくさいとやめてしまったくしゃみの薬づくりに挑戦します。

　やがてキキの家の前には「魔女の宅急便」の看板とならんで「くしゃみのおくすり　おわけいたします」という看板もかけることになりました。

　こうして町の人たちにささえられ、キキのくらしはますますいそがしくなっていきました。（『魔女の宅急便　②』）

　そんなある日のこと、キキの前にひとりの少女があらわれました。頭の上で髪の毛をふたつにぼうぼうと結いあげ、長いスカートをひきずったその子はしゃがれ声でケケと名乗り、おどろくほどのずうずうしさで、キキのくらしにはいりこんできたのです。

　はたしてこの子はだれなのでしょう。コリコの町でのくらしも四年目をむかえて、順調にすぎていたキキの毎日は不安でいっぱいになります。そんなキキの気持ちとは反対にケケはとんぼさんとも親しくなり、おソノさんにも取り入っているようすなのでした。それにジジまでケケを認めはじめた気配です。キキはどんどん自信をなくし追いつめられていきます。

「あの子が、じゃまする。わたしの大事にしてるコリコの町のくらしを」

　そしてもうこの町にはいられないと思うようになります。どこかに行ってしまおう。キキはどこまでも高く、遠くへと空を飛んでいきました。こんなせっぱつまった気持ちのなかでキキは思わずさけびます。

「わたしは、とんぼさんがすき」

　やがて、キキはケケを理解するようになります。そしてケケは自分の町へ帰っていきました。とんぼさんも遠くはなれた町の学校にはいるために町をはなれることになりました。（『魔女の宅急便　③』）

　そして今、キキの十七歳の夏が始まろうとしていました。







　１　小さなお客さま







　キキはベッドのなかでグーンと手をあげ、体を思いっきりのばしました。

「さーて、きょうも、始まり、始まりよ」

　天井にむかって大きな声でさけぶと、ぴょんと立ちあがりました。

「おっはよう」

　ジジも元気です。キキにつられて自分の寝床からすっとでてくると、まぶしそうに目をパチパチさせました。

　しめたカーテンのあいだから、細い線になってはいってくるお日さまの光がちょうど目のところにあたっているのでした。その光は明るく、くっきりと床のほうまでのびています。

　キキは窓に近づいてカーテンをいきおいよくあけました。前の通りの家と家とのあいだから走るように光がはいってきます。キキは思わず目をつぶりました。

　このところだらだらつづいていたうすぐもりの日や、しょぼしょぼふる雨の日はどこかにいって、きょうはすみずみまで青い空がひろがっています。それはもうすっかり夏の空気でした。

「あっ、そうだわ……もうじき、夏休みだわ……」

　キキはうれしそうに目をぱっとあけました。同時に足のかかとがあがり、背のびして遠くを見上げました。

「学校は……夏休み……よね」

　キキは声にだしてくりかえしながら、とぶように動いてつぎつぎカーテンをひき、ガラス窓をあけていきました。とたんに前の通りに植えてあるくすりぐさのいいにおいがおしよせてきました。雨のあとの香りは特別に強いのです。

　キキはきゅうにさわがしくなった胸をしずめるように深く息をすいこむと、

「はなれてはじめての夏休み……いっしょね」と小さくつぶやきました。




　ルルルルー

　電話のベルが鳴りだしました。

「おはよう、魔女のキキさん、夏いちばんのおとどけものをおねがいしたいんですけど」

　女の人の声でした。

「はい、すぐいただきにあがりまーす」

　キキはちらっとパジャマ姿の自分を眺めると、着がえのため空いている手でもうボタンをはずしはじめました。

　女の人の声はつづいています。

「わたしね、夏のいちばんはじめにつくった帽子を、いちばん仲よしの友だちにおくりたくなったの。まっしろな帽子よ。朝、目がさめたらこんなきれいな青空でしょ。夏いちばんの帽子にぴったりの日だわ。それで今おおいそぎで仕上げたところなの。とどけていただけるかしら？」

「ええ、もちろんです。夏が来て、夏休みが来て……そして帽子ね。なんてすてきなんでしょう。うれしくなっちゃうわ」

　キキははずんだ声でこたえました。

「わたしはヒメシャラ通りの三番地、黄色いアパートの三階に住んでるの。届け先の友だちはね、町はずれのオリーブ並木のはじまりの家、きょうの空のように、屋根も壁も、明るい空色の家よ。すぐわかると思うわ。よろしくね」

「はーい、かしこまりました」

　キキは受話器をおくと、「夏が来た、ほい夏が来た、ほい」とうたいながら、おおいそぎでパジャマから洋服に着がえ、すばやく顔を洗うと、なれた手つきで、髪をとかし、リボンを結びました。いつもの魔女の姿です。あっという間にできあがりました。

「さ、ジジ、いくわよ。用意はいい？」

「ぼくには用意なんてありません。心の用意はあるけどね。だれかさんといっしょできょうの心はウキウキさ。朝ごはんはまだで、ちょっとおなかはすいてるけど……」

　ジジはキキがうかれていると、いつもすこし皮肉まじりのいいかたをしたくなるのです。

　ヒメシャラ通りの上空に来ると、アパートはすぐわかりました。三階のあいた窓のそばにまっしろな帽子がおいてあるのも見えます。

　キキは階段をあがるのを省略して、ゆっくりと近づいて窓枠に、横ずわりしました。

「おはようございまーす。魔女の宅急便です。ちょっと近道しちゃいました。お行儀わるくてごめんなさい」

　キキはなかにむかって声をかけました。

「わかってるならお行儀よくすれば」

　ジジが小声でぶつぶついっています。

「まあ、びっくり！」

　女の人が大きく手をひろげてでてきました。それからおどけたように首をすくめていいました。

「じゃ、この帽子は三階から飛んでいくのね、あの人のところに。ワオ、この帽子にぴったりの出発だわ。だってこの形、なにかににてない？　ふふふ、宇宙船、空飛ぶ帽子のつもりでつくったの」

「まあ」

　キキは受け取りながら、いいました。

「ほら、見て。ここのすかし編みのとこ、宇宙船の窓みたいでしょ。乗ってる人はここからしたの世界をのぞくのよ。どう？　すてきでしょ、あっ？　そうそう、わすれたらたいへん。魔女さんにもささやかなお礼を……」

　女の人は奥からまっしろなリボンを持ってくると、キキの襟に結んでくれました。リボンは長くて、風にふかれてするすると泳ぎだしました。それからジジの首にも同じリボンを結んでくれました。

「まあ、きれい！　ありがとうございます。わたしたちにも、夏が来たわ。それでは行ってまいりまーす」

　キキは手をふって、飛びあがりました。

「ねえ、ジジ、きいたでしょ。宇宙船だって……こんなのがきょうみたいな澄んだ空のあちこちで飛んでたら……すごくきれいだと思わない？……ためしにちょっと飛ばしてみようか」

　キキは帽子のつばをもって、手に力を入れました。

「な、なに、うかれてるの、キキ。も、もしどこかに飛んでっちゃったら、どうするつもり？　なにはしゃいでいるんだろ」

　ジジはあわててほうきの房から、キキの肩に飛び乗ってきました。

「だいじょうぶ、これは宇宙船よ。ほら、ゆれてる、飛びたがってる。まかせてよ。風はいつもわたしの味方です、うふふ」

　キキは帽子のつばをもった手をいきおいよくふりました。帽子はキキの手をはなれ、風を切るようにびゅーんと飛んでいきます。

「ああ、ほんとうにやっちゃったよ！」

　ジジがおどろいて大声をあげました。

「さ、いくわよ。宇宙船を追跡、追跡！　ジジ、しっかりつかまって」

　キキはほうきの柄を握りなおすと、帽子目ざして、すごい速さで追いかけました。そしてみるみる近づくと、さっとつばをつかまえます。

「ほら、このとおり！　うふふふ　ほーら」

　キキは笑いながら、帽子のつばを持ってもう一度ぽーんと投げると、また全速力で追いかけました。帽子はさっきとちがって、すごいいきおいでくるくると回転しながらしたに落ちていきます。キキもくるりっとむきをかえ、まねしてくるくると落ちていきます。

「ひゃーっ、やめてよ」

　ジジが悲鳴をあげました。

「くくくくく、あー気持ちいい」

　こんどもキキは見事につかまえました。それから帽子のつばを持って、泳ぐようにゆっくりと飛びはじめました。

「ほらね、ふふふ」

　キキは笑ってジジに帽子をふってみせました。

「よし、もう一度、ぽーん」

　キキはまた帽子を飛ばしました。帽子は風にさらわれるようにすごい速さで飛んでいきます。追いかけても追いかけても手をすりぬけてにげていきます。

　やがて帽子はだんだんとおとなしくなり、何度もくるーりくるーりと回りながら、大きな庭のまんなかに生えている木のてっぺんにふーっと落ちてとまりました。キキがいそいで近づくと、すぐそばの家のなかから、「やったっ」という子どもの声がきこえてきました。キキは空中でとまって、声のする窓のなかをのぞきました。

「おかあさん、ぼく、弾けたよ、弾けたんだよ。きいてよ」

　小さな男の子がバイオリンを持って、奥にむかって話しています。

「どれどれ」台所にいたのでしょうか、おかあさんがぬれた手をふきふきでてきました。

　男の子はぴっとみがまえると、かしこまってバイオリンを弾きはじめました。

　ひゅーくるるる　ひゅーくるるるるるる　ひゅー

　男の子は手をとめると、あごをつんとあげて、「ねっ、できたでしょ。じょうずにできたでしょ」といいました。

「ほんと、あんなにむずかしかったのにね。すごーい、おかあさん、びーっくりよ」

　おかあさんは男の子の肩に手を回して、たたきました。

「あのね、外から風の音がきこえてきたの。ひゅーくるるるって。だからぼく風のまねして弾いてみたの。そしたらできたんだ」

　男の子はいいおわると、うれしそうにぴょんととびあがりました。

　それをきくと、キキもだまってばんざいをしました。それから木のうえにとまっている帽子をつかみ、こんどはまじめにオリーブの並木道を目ざしていそぎました。

　キキが空色の家の空色のドアをたたくと、わかい男の人が顔をのぞかせました。キキが帽子をさしだすと、「おっ、夏が来た。ソヨちゃんから、夏が来た」

　男の人はうれしそうにいいました。

「そうです。夏の風といっしょに飛んできたんですよ。帽子宇宙船です」

　男の人は目を細めて空を見上げてつぶやきました。

「ほう、宇宙船かあ……これかぶって、ソヨちゃんと浜辺宇宙散歩といこうかな。休みの日がたのしみだな。ところで、魔女さん、君の今年の夏は、どんな夏かい？」

「わたしのもきっとすてき。きっとたのしいこといっぱい」

　キキはぴょんと体をはずませてこたえました。

　キキは家にむかって飛びました。お礼にいただいた白いリボンが風になびいて、するするすると音をたてています。ジジの背中でも、するするする……


「ひゅーくるるるー

　ひゅーくるるるーひゅー

　こんな青い空のなか

　きっとわたしも　空いろで

　風のかたちで　はこばれる　はこばれる

　ひゅーくるるるーひゅー」



　キキは心にうかんだ言葉をそのまま歌にしてみました。そして、はこばれる、はこばれる、とくりかえし小さな声でうたいつづけました。




　家にもどったキキがジジとおそい朝ごはんを食べていると、「ラランチョ、ラランチョ」とドアのむこうから声がきこえてきました。

　キキはぬきあしさしあしドアに近づくと、さっとあけました。

「あーわかった、きょうは、おんまちゃんでしょ。おおあたりでしょ」

　前に立っていたのは、グーチョキパン屋さんの男の子オレくんです。もうじき二つになります。

「ちがうよ、キリンさんだよ。ラランチョ、ラランチョだよ」

　オレくんは体をのばし、両手をぶらぶらさせ、足踏みしていいました。オレくんは毎朝キキと動物のあてっこするのにこのところ夢中なのです。

「わー、まけちゃったあ。じゃ、けさはキリンさんといっしょにお散歩ね」

　キキはいそいで外にでていきました。そしてオレくんの二つのみじかい足のあいだに、頭を入れると、ぐいっと立ちあがりました。

「キリンさん、ラランチョ、ラランチョ」

　キキはくすりぐさのあいだを走りだしました。元気よく草がゆれて、いい香りといっしょに緑のバッタがとびだしてきます。

「キリンさんは、首が長いよ。はっぱだって食べちゃうよ」

　オレくんは手をのばして、並木の枝をつぎつぎさわっていきます。キキもオレくんにあわせてぽんぽんと体をはずませました。

　キキは道沿いのくすりぐさの畑をぐるっと回ると、そのまま体をかがめて、パン屋さんにはいっていきました。

「おはようございます」

「オレくん、すごーい、高いねえ」

　パン焼き釜がまをのぞいていた、オレくんのおとうさん、フクオさんがふりむいていいました。

「オレくんじゃないよ。キリンさんだよ」

　オレくんがとくいそうに胸をはりました。

「よかったね、オレくん」

　おかあさんのおソノさんが手をのばして、オレくんを抱きとめました。

「ノノちゃんは、なにになりたいの？」

　キキはオレくんをおろしながら、仕事場のすみに小さく立っているおねえちゃんのノノちゃんにいいました。

「うさぎさん」

　ノノちゃんは小さな声でいいました。

「じゃ、ぴょーんと、とぶの？」

「ううん、おくち、もぐもぐ」

　ノノちゃんは口をちょっと動かしてやめました。このところノノちゃんはオレくんのいきおいにおされ気味、みょうに口数がすくなくなっているのです。




　つぎの日、遠いナルナの町の学校へ行っている、とんぼさんから手紙が来ました。


「キキ、元気？　ジジも元気？　ぼくはいつものとおりとっても元気です。新学期もあっという間にすぎ、はやいものでもう夏休みが始まろうとしています。いよいよとんぼの出番です。はじめての夏休み、たいせつにしなくちゃ」



「そうよね。たいせつにしましょうね、ふたりで」

　キキはつぶやいて目をそっとふせました。でも手紙のことばはこんなふうにつづいていました。


「それでぼくはあしたから雨あま傘がさ山やまにはいることにしました」



「えーっ、山にはいるって……どういうことなの……？」

　キキは手紙をじっとにらむと、またつづきを読みはじめました。


「雨傘山はぼくの学校のあるナルナの町から北西にあり、その距離、八キロ。町も含めて、まわりの平らな土地のなかに、山がひとつぽっつんともりあがっているのです。海抜は約二百メートル、こんもりとした山です。でもてっぺんに一本大きな木が突き出て、それが傘のさきのように見えるので、雨傘山という名前でよばれています。学校の窓からこの雨傘山を毎日見ているうちに、なぜかぼくはこの山に行きたくなっちゃったんです。いや、この山によばれているような気さえしてきてね、ちょうど夏休みだし、ひとりで行ってみようと思ったんです。あんな平凡な山にどうして行くのって友だちはいうけど。

　遠くから見たところ、この山は全体がいろいろな木でびっしりとおおわれていて、緑のかたまりに見えます。はたして道があるのかどうかもわかりません。

　受け持ちのエッテ先生に話したら、『そんな気持ちになったのならぜひ行ってこい』って、テントをかしてくれました。それでとりあえず三日分の食料と水、それから考えつくかぎりの必要なもの、たとえばマッチにロウソク、懐中電灯にキャンプ用のコンロ、ノートに鉛筆、植物図鑑に昆虫図鑑など、それからいつもそばにある個人的なたいせつなもの、などなどをもってでかけることにしました」



「とりあえず……？　三日分？　とりあえずだって……」

　キキはもごもごとつぶやきました。


「そういえば、エッテ先生のことキキにはまだ話してなかったね。なにかおもしろいもの見つけると、『エッ！』て立ちあがるものだから、こんな名前になったのです。先生はね『エッ』て思ったら、もう一度『エッ』てよく見る、それが見るってことさ、っていうんだ。そんなとき先生の目はぎょろっと光って、とんぼめがねのぼくがいうのもおかしいけど、まるでとんぼの複眼みたいにかわる。ぼくたちにもね、それがうつっちゃって、気になるものに出会うと、すぐ『エッ』て声をあげて、目を大きくひらくようになっちゃった。この先生がなんでもエッてたのしそうに見つけるのを見ていると、ぼくまでわくわくしてくる。

　そう、この雨傘山はぼくにとって、『エッ』て立ちあがっちゃった山なんだ。山がさそったってもいえるし……ぼくの心がさそったってもいえるし……なぜか行かなければいけないような気持ちになってしまった。この山をもっとよく見たいと追いかけられてるみたいに思ったんだ。

　ぼくの描いたナルナの町の地図もいっしょに送ります。見てください。

　こんなところにぼくはいるんです、じょうずには描けないけど……



　　　　キキへ　とんぼより」




　キキは手紙を机のうえにおいてしばらくだまって眺めていました。

「ふたりの夏休みはなしってこと？　これってそういう意味？　そんなのいやだ！」

　夏休みには、とんぼさんが帰ってくる、帰ってくると思うと、うれしくって、けさからどんどんふくらんでいた気持ちが音をたててしぼんでいくようでした。

「わたしまで、エッていいたくなっちゃう……」

　キキは口をとがらせ、眉まゆをハの字によせました。

「どうして帰らないなんていえるの……」

　キキにはとんぼさんの気持ちが理解できません。泣きそうでした。

　ひとりで決めて、ひとりでよろこんで、ちょっとだけキキに報告しておわりなんて……。キキはしょげているのを、ジジに知られないように、地図のほうに目をそらしました。

　地図にはいろいろ書き込みがしてありました。

「この店ではときどきアイスクリームの立ち食い」

「この公園では寝ころがって本を読む」

「コリコの町はこっちの方向」

　通りの四つ角ごとに植えてある木も一つ一つ名前が書き込まれています。駅も、市場も、郵便局も、病院も、ずっとはなれたところにある雨傘山も、細かく描いてありました。

「よく描けてるわね。まるで空から見ているみたいだけど……」

　キキはまだ不満そうに口をぐっとつぐみました。

「とんぼさん、キキにも見せたかったんだよ、きっと」

　そばで地図をのぞいていたジジがキキの顔をチラッと見上げました。

　キキはその目にいいわけするようにいいました。

「夏休みはこっちの地図のなかへ……行っちゃったわ。ひとりでさっさと行っちゃった！　くすりぐさの草取り、手伝ってもらおうと思ったのに……」

「でも、しょうがないよね」とジジがぼそっとつぶやきました。

「そんなこといったって、わたしにも、相談したいことはいっぱいあるのよ」

「とんぼさんに？　ぼくじゃだめなの？」

　ジジが不満そうにいいました。

「だめなの、ごめんね」

「そんなにたいせつな相談なの？」

「もちろんよ、たいせつなことよ。まずスリッパは赤がいいか、緑がいいか、ききたかったの。もうこれ古くなっちゃったからかえたいのよ。とんぼさんは、きっと緑がすきね」

　キキは片足をあげてすりへったスリッパを見せました。

「あんがい、桃色かもよ」

　ジジはそっけなくこたえて、あきれたように横目でキキを見ました。

「それにさ、髪の毛、みじかくしようか、どうしようか、相談したかったんだ」

「髪の毛ってキキの？」

「そうよ」

「そんなこと、自分で決めればいいじゃない」

　ジジはあきれたようにいいました。

「だってとんぼさんが気に入るほうがいいじゃない。それってあたりまえのことじゃない？　これからはなんでもふたりで決めたいの」

「ふー、たいへんだね。だけどさ、ふたりで決めるってことは、とんぼさんと決めたの？」

「えっ……？　だけど、あたりまえでしょ。みんなそうしてるもの」

「ほんと？　みんな、みんなそうしているの？」

「そうよ。仲よしはそうするものよ。ジジ、あんた、なにか文句でもあるの？」

　ジジは右の肩をくいっとあげていいました。

「キキ、このごろ一日に百回はとんぼさんていうね」

「百回なんていってません」

　キキはかがんで、顔をジジの前に突き出して横に強くふりました。

「いや、九十三回か、えーと、八十四回はいってるよ。いやだなあ、女ってさ。すきな人ができると、かわっちゃうんだから。それをまたうれしがっちゃうんだから……キキってさ、自分のこと決めるのにも、寄り道ができちゃったんだね。ふん、とんぼさんっていう寄り道……」

　ジジはひっと顔をゆがめると、「あきれるね……」と低い声でうたうようにいいながら、外へでていってしまいました。

「なによ、えらそうに」

　キキはジジが行ったほうをにらみつけました。




　ルルルルー　ルルルルー

　電話が鳴りました。

　ルルルルー　ルルルルー

　キキは気をとりなおして、受話器を取りあげました。

「こちらは魔女の宅急便です」

「キキ、ごぶさたしてまーす」

　とびこんできたのはモリさんの元気な声でした。小さな弟と森のなかでふたりだけでくらしているモリさんです。おとうさんも、おかあさんも遠くにはたらきに行っていると、いつかきいたことがありました。でももう何年もふたりは帰ってきません。町のうわさでは弟のヤアくんを生むとすぐおかあさんが死んで、それを悲しんだおとうさんがいつの間にかいなくなってしまったというのです。ほんとうかどうか、キキにもわかりません。ときどき来てくれていたおばあちゃんも二年前に亡くなったのでした。でもモリさんはいつでもたのしくくらす力に満ちています。つらいとか、さびしいとかいう言葉をきいたことはありませんでした。

「キキ、さぞかしこの夏は予定でいっぱいでしょうねえ」

　モリさんはいいました。

「そんなことないわ。予定なんてぜんぜんのぜんぜんよ。かわいそうなキキちゃんなのでーす」

　キキは舌をぺろりっとだしました。

「ほんと？　じつはわたし、この夏、お料理を習いに行きたいって思ったんだけど。となりの、となりの、となりの町にね。そこでわたしみたいな女の子が小さなレストランをはじめて、たいそう評判なのよ。それで思いきってたのんでみたら、最低一ヶ月住み込みで手伝うなら無料で教えてくれるっていうの。夏のあいだはいそがしいから、あっちも助かるっていうの。それでね、キキ、おねがいなんだけど……」

「ずいぶんあらたまっているのね」

「だっていいにくいことなんですもの。夏休みのあいだ、ヤアくんをあずかってもらえないかしら」

「えっ、ヤアくんを！」

　キキの体はびくっとふるえ、声もぎくりとつっかかりました。

　いつの間にかもどって、入り口の敷居に前足をおきかけていたジジもヤアくんときいたとたん体を針金のようにつっぱらせました。はじめて会ったとき、木にのぼっていたヤアくんにしたからパチンコで狙い撃ちにされ、空から墜落、しっぽがレの字にまがってしまったときのことがわすれられないのです。

「やっぱり、むりよね」

　モリさんはため息をつきました。

「そうよね、だれだってびびるわよね。いいわ、もう一年待ってみるわ。前に話したと思うけど、わたし、将来あの森で小さなホテルをつくりたいの。その用意にと思ったんだけど。でもヤアくん、このごろずいぶんいい子になったのよ。もう八つになるんですもの。さすがにあまり高いところにはのぼらなくなったわ」

「モリさん、わたし、あずかってもいいわ。なんとかできると思うの」

「いいの、いいの。むりいっちゃってごめん、キキ。もうわすれて」

「だいじょうぶ。わたしもこのごろずいぶん子どもずきになったのよ。おソノさんのとこのノノちゃんや、オレくんとあそんでいるから。しんぱいしないで、ちゃんとあずかるから」

「でも……」

「だいじょうぶよ、まかせて！」

　ジジはこわばった体をキキの足にこすりつけて、なんとかやめさせようと合図を送っています。キキはそんなジジを安心させるように目配せを送りました。

「それじゃおねがいしちゃおうかな」

「ええ、たのしみに待っているわ」

　キキは笑いながらこたえました。

　キキが電話を切ったとたん、ジジがあらい息をはきながらいいました。

「こういうことはひとりで決められるわけ？　スリッパは決められないくせに」

「挑戦、挑戦。ふたりでがんばろう」

「ぐーっ」

　ジジはうなり声をあげました。




　それから五日後、ヤアくんはあらわれました。小さな背中がかくれるぐらい大きなリュックを背負い、手には一本の棒を握りしめています。

「ひさしぶりねえ、ヤアくん」

　キキはドアをあけ両手をひろげていいました。

「こんにちは。ぼく、大きくなったでしょう」

　ヤアくんはすいっと背のびしてみせると、まるで自分の家のように大きく手をふり、足音も高くはいってきました。ジジはとっくにベッドのしたににげこんでいます。

「ジジ、こわがることないよ。おれ、もう猫なんて興味ないもんな」

　ヤアくんは荷物をさっとおろしました。

「ぶーう」

　無視されたのが気に入らないのか、ジジの不満そうな声がきこえてきました。

　ヤアくんは床にどんとすわると、荷物のなかから、タオルや歯ブラシ、下着などをつぎつぎ取りだし、さいごにていねいにたたんだ包みからしっぽと足がついたぺったんこになったものを二つ取りだしました。

「これ、ヤモリのミイラだよ。ぼくと仲よしだったんだ。このヤモリたちいつもいっしょだったからきっと兄弟だよ。もしかしたら双子かもしれない」

「飼ってたの？」

　すわってのぞきこんでいたキキは気味わるそうに体を後ろにそらしてききました。

「ぼくがひとりでいると、いっしょにあそびたがって、ときどきどっかからでてきたんだ。でもある日森で一匹が死んでて、つぎの日にもう一匹が死んでたの。だからたいせつにとっておいたんだ」

　ヤアくんは一匹を自分のひざに乗せ、「キキ見る？　かわいいよ」ともう一つをキキの手に乗せました。

「げっ」

　キキは思わず小さなさけび声をあげ、手のひらに乗ったヤアくんの仲よしをあやうく落としそうになりました。

「しょうがないなあ」

　ヤアくんはキキの手から取りあげると、紙のうえに乗せ、そっと包みはじめました。

「ごめん、でもちょっと……こわいの」

「そうか……でもキキは友だちじゃなかったんだから仕方ないよね」

「ヤアくん、あなたのお部屋はこっちよ」と、キキは立ちあがって前にケケがいた部屋のドアをあけました。どうやらこの部屋はかわった人に縁がありそうです。

　ひさしぶりに部屋を眺めながら、キキはケケをなつかしく思いだしていました。去年の春、噴水のように髪の毛を二つに逆立て、長いスカートをひきずって、ヤアくんと同じようにとつぜんケケはあらわれたのです。魔女だか、魔女になりかかりだか、それとも魔女になりすますつもりだったのか……あのときケケのいきおいにぎりぎりと追いつめられ、さいごのさいごになってキキは自分の素直な気持ちを取りもどしたのでした。そのとき同時にとんぼさんがすきだという気持ちをはっきりと感じたのです。

　あのケケにくらべれば、こんどのおきゃくさんはなんのしんぱいもなさそうなかわいい子どもです。

「ふーん、ここかあ。魔女の家って、まあまあだなあ」

　ヤアくんは腰に手をおき胸をそらせて、ぐるっと眺めると、生意気に口をきゅっとまげました。




　ヤアくんはまずコップに一杯水を飲むと、ものすごいいきおいで家のまわりを探検しはじめました。

　持ってきた棒を握りしめ、「よーし、しゅっぱーつ」とか、「野こえ、山こえ、原っぱへ」とか、ひとりごとをいいながら勇ましく走り回りだしたのです。持ってきた棒で、草をかき分け、とびだしてきた虫を手にならべてとまらせたり、石をひろって集めたり、鼻の頭に汗をびっしょりかきながら、棒で地面に夢中でなにかを書いたりしています。

　キキが「なにしてるの？」ときくと、「いろいろさわってるの」とふしぎなことをいうのでした。

　ところが二、三日すると、おもしろい光景が見られるようになりました。棒を持っていばって歩くヤアくんに、まるでしっぽのようにつながって、ノノちゃんとオレくんが歩きはじめたのです。

「野こえ、山こえ、原っぱへ」

　ヤアくんの声にあわせて、後ろの小さな二つの口が動きます。どこに行くのもいっしょです。

「なんだ、すぐ仲よくなっちゃって、へんなの」とぶつぶついいながら、おかしなことにジジはどこかつまらなそうなのです。

「ジジもついていったら……おもしろいことおきそうよ」

「ぶー、あんな子どもっぽいことやってられないよ」

　ジジは鼻を鳴らすと、わざとふんと笑ってみせました。




「よし、この棒からむこうはね」

　外からヤアくんの声がきこえてきました。

　キキは背をのばして、窓から声のするほうをのぞきました。くすりぐさの畑のむこうで、ヤアくんがかがんでいます。それをノノちゃんと、オレくんがのぞきこんでいます。

「いいか、この棒のむこうはね、へんな国なんだよ。ノノちゃんも、オレくんもへんな国に行きたい？」

　ヤアくんはいいました。

「うん、いきたい、いきたい」

　ふしぎなことに、このごろ自分からあまり口をきかなかったノノちゃんが、目を見張るほど積極的になって、「いきたい、いきたい」と両手をぶらんぶらんと強くふっています。オレくんも両手をあげて、いっしょにまわりをぴょんぴょんとはねています。

「じゃ、いっしょに行こうね。棒のこっち側にならんで……ぼくのまねするんだよ。じゃ、胸に手をおいて大きく息をして、いいね、行くよ」というと、ヤアくんはみょうにかん高い声でさけびました。

「くるっと回って、むこうへぴょーん、とびっこ、とりっこ」

「へんな国って……？　どこ、それ……」

　キキはつま先立ってのぞきました。くすりぐさのむこうで三人の頭がぴょーんと飛んでいるのが見えました。

　するときゅうに窓から風がふーっとはいってきました。そしてキキにぶつかると、そのままぱたりとあたりがしずかになりました。キキはみょうに胸がドキドキして、思わずぐっと首をのばしてのぞきました。

「あれ！」

　今までたしかにいたはずなのに、三人とも見えないのです。

　それにいつも見ている窓からの景色なのに、どこかちがいます。すぐ前に植わっているくすりぐさはよばれてでもいるようにむこうへ、むこうへとなびいています。なにもかもがしずかで、ふわーっとういたような感じです。子どものころ、目のさめかけに、これほんと？　それともうそ？　と思いながら見ていた夢の景色のようでした。

「ジジ」

　キキはふりかえりました。ジジはベッドでまるくなりぴたりとも動かずに寝ています。あたりすべてのものがとまってしまったみたいでした。キキはドアをあけ、子どもたちの姿をさがして、外にとびだすと、ふいている風をかき分けるように走っていきました。ひゅーひゅーと口笛のような音がどこかでかすかにひびいています。

「ヤアくん」

　キキはよびました。でもその声は耳のなかでぼーっとひびいて自分の声のようではありません。

「ヤアくん」

　声をつまらせながら、もう一度よびました。やっとすこし自分の声がもどってきました。

「ヤアくん！」

　キキは力を入れて、またよびました。

　すると、

「やったね」

　ちょっとはなれたくすりぐさのかげからヤアくんの声がひびいてきました。いっしょにノノちゃんとオレくんのはしゃいで笑う声がきこえてきました。同時にいつもの空気をかき回すような町の音がおしよせてきました。

「やだあ、あんたたち、どこにいたの？」

　キキはさけびました。

「ぴょーん」

　オレくんが笑っています。

「そう、むこうに、ぴょーんて」

　ノノちゃんがとぶまねをしました。そばでヤアくんはとくいそうに胸をはって気をつけをしています。




　トン

　ドアのわきについている郵便受けで音がしました。

「あっ、おねえちゃんからだ」さっきまで昼寝をしていたヤアくんがとなりの部屋から顔をのぞかせました。

　キキは手紙を取りだし、差出人を見て、ふしぎそうにいいました。

「ほんとだ、どうしてわかったの？」

「トンって、落ちた音がおねえちゃんの音だったもんね」

　ヤアくんはとくいそうに笑いました。

「ヤアくんって、なんかへんね」

　キキはじっと手紙を見ながら、開いていきました。


「キキ、ごめん。イタズラ坊主、どうしてる？　きっと手を焼いているでしょうね。ほんとうにわるいと思ってる」



　キキは手紙から目をはなして、ヤアくんににこっと笑いかけました。

「おれのこと、イタズラ坊主って書いてあるでしょ。わかってるんだから。でもキキ、イタズラ坊主じゃないよね。おれ、これでもけっこうすましてるんだよ」

「おれ……になったのね。かっこよくなったんだ、ヤアくん」

「そう、おれだもん。ここには小さい子がいるからね」

　ヤアくんは、わかってないんだからというように、むっとした顔をしました。





「キキ、わたしが見習いにきたレストランはね、持ち主が二十三歳のすらりっとしたおねえさん。それでおきゃくさんもかわいい女の子がだんぜん多いの……だけどこのおねえさん、とってもしっかりしてるの。そして趣味がいいのよ。五つあるテーブルもいすもほうぼうの古道具屋さんから安く買ってきたんだって。だからそれぞれ形がちがうのよ。だけど自分の趣味できちんとえらんでるから、ばらばらには見えないの。それからお店の色はうすい、緑……カーテンからナプキンまで同じ……そして食器は白だけ、と決まっているの。さわやかでしょ。わたしが見ていてわかったことは、おきゃくさんにあわせようとしないってこと。自分のやりかたを通してるってこと。お料理もそのやりかたなのよ。

『おきゃくさんのこのみをいちいち気にして不安になったらきりないもの。わたしのやりかたでよかったらよっといでー、わたしの味でよかったらよっといでー、ってこのやりかたでやるつもり』

　そういうのよ、強い人でしょ。見習わなくっちゃと思ったわ。でも、そのやりかたは一見ケチ風……いやいや、かしこいってことね。たとえばとり料理。まずたっぷりのお水でまるごと一羽ゆでて、すこし煮たら肉とってサラダ用によけて、また骨を入れてさらにことこと煮て、こしてスープ。このスープを澄んだスープにしたり、ゼリーでよせたり、お米を入れておじやにしたり……お金はすこし、手間はたくさんっていうのかしら。いやお金はすこし、でも心はたくさんっていったほうがいいわね。がんこなんだけど……これはたいせつなことかもしれない。わたしは相手にあわせることが親切だとつい思っちゃうもんだから……いい勉強してます。おかげさまです。キキありがとう」



　モリさんの手紙はこのあともレストランのくらしが細かく書いてありました。

　キキが手紙を読みおわって、紙をたたみかけると、同時にヤアくんが顔をあげました。

「おねえちゃん、しっかりやってる？」

「ええ、すごく」

「それならいいんだけど、おねえちゃん、料理うまいのに、なんで習いに行くんだろ。人のことばかり気にしてるんだから……しょうがないな」

　ヤアくんは細かくうなずきながら、手に持った紙袋をがさがさいわせて、床にぺたーんとすわりました。キキがのぞくと、紙袋に顔を近づけて、なにかぶつぶつといいはじめました。ジジもキキの足もとで首をぐっとのばして、さぐるようにのぞいています。

「なにしているの？」

　キキがききました。

「さっきつくったお話をね、しまっているんだ。ちゃんとしまっとかないと、つぎつぎできるからわすれちゃうんだもん」

　ヤアくんはふくらんだ袋の口をきゅっとねじると、棚のうえに乗せました。

「ねえ、ヤアくん、きのう、へんな国ごっこっていうあそびしてたでしょ」

「あそびじゃないよ」

「じゃ、へんな国ってどこにあるの？」

「棒のむこう」

　ヤアくんははっきりといいました。

「むこう……？　どこ、それ？」

「むこうだよ、胸のなかんとこがね、ふーっと飛んでいくんだ」

「ヤアくんよく行くの？」

　ヤアくんはうんとうなずきながら、

「いいものをつかまえるの」

といいました。

「なにを？」

「いいものだよ、どきどきものだよ」

　ヤアくんはいばるような、どなるようないいかたをしました。それからつづけて、

「おもしろいよ」

といって笑いました。

「わたしも、いっしょに行きたいな。こんどつれてってよ」

「だめだよ。おとなはね、ひとりで行くんだよ」

　ヤアくんはまじめな顔でいいました。

　キキは首をかしげて、つぶやきました。

「おとなはひとりで？　わたし、おとな？……そうよね、きっとおとなよね」

　ヤアくんが来てから、まわりの空気がどことなくかわったような気がします。あんなにヤアくんのことをこわがっていたジジまでいつの間にかたのしそうに、そばにくっついているのです。

　グーチョキパン屋さんのほうから声が聞こえてきました。


「うんとこさんと　どっこいさん

　おかいものに　いちまちた

　うんとこ　どっこい

　うんとこ　どっこい」



　オレくんです。すっかりヤアくんのまねして、棒をふり回しながらやってきます。

「オレくん、ちょっと、ちょっと」

　キキはドアの外にでて、声をかけました。

「キキのおひざに乗らない？」

「うん……でも、あとで」

「いいじゃない。ちょっとだけ、ほら……ここに、どうぞ」

　キキはしゃがんで、ひざをたたきました。

　オレくんはふんと小さくうなずくと、またがるようにすわってキキと顔をあわせました。

「オレくん、教えてくれない。ヤアくんとへんな国にいったんでしょ」

「うん、いったよ」

　オレくんはこくんとうなずきました。

「どんなとこだった？」

「あのね、ぷーって……とびっことりっこしたんだ」

　オレくんはぷーっというと、キキのひざのうえでとぶまねをしました。

「それで……？」

「とんで……おちまいするの。これからうんとこどっこいいくから、あとでね」

　オレくんはキキのひざからおりて、また棒をふり回しながら行ってしまいました。

　すると、トトトットとかるいスキップの足音をさせて、ノノちゃんがやってきました。

「あっ、ノノちゃん、キキのおひざにすわらない？」

　キキはよびとめて、入り口の敷居にすわると、さそうように両手でひざをたたきました。

「いいよ」

　ノノちゃんはむこうをむくと、ぽんと小さなおしりを乗せました。スカートがふわっとゆれました。

「わー、おすましだなあ」

「うん、およめちゃんみたいでしょ」

　ノノちゃんははにかんでにやっと笑いました。

「ねえ、ノノちゃん。ヤアくんと行ったへんな国のお話、して」

「おててつないで行くんだよ。みんなして胸のところ、きゅうっとなるの。それから、とびっことりっこするの。また行くんだ、ヤアくんと……」

　そういうとノノちゃんはキキのひざからぷおーんととんでおりて、走っていってしまいました。

　キキはじっとふたりが行ったほうを見ていました。それから立ちあがると、「とびっこ　とりっこ」といって、力いっぱいとびあがってみました。でも両足が地面についたとき、かかとからつーんと頭のさきへ痛さが伝わってきただけでした。

（ひとりで行くの？　わたし、行けないみたい……）

　キキはつまらなそうに顔をしかめました。




　その夜、キキは寝ているジジをそっとゆすりました。

「ジジ、おきて、いっしょにお茶飲まない？」

「ぼくはいいよ」

　ジジはあくびまじりの声でいうと、ごろんとむこうをむいてしまいました。

　キキはその背中に声をかけました。

「ねえ、ジジ、ヤアくんのへんな国ごっこって、あんたも知ってるの？」

「うん」

　ジジはむこうをむいたままいいました。

「へー、ジジったら、いつヤアくんと仲よしになったの？　わたしにはなんにもいわないんだから……それでジジも行ったの？」

「まだ。こんど行くんだ。いっしょに行こうって、約束したんだ」

「約束？　ヤアくんと言葉通じるの？」

「うん、いつの間にか通じちゃうんだよ」

「そうなの。それでもし行ったら、わたしに話してね、どんな感じか。約束よ」

「わかんないよ、まだ……ぼくだって約束できないよ」

　キキはいつものように話にのってこないジジをじっと見つめながら、

「いっしょ、いっしょ、ってあんたたちいいわね……わたしだって、へんな国に行っちゃいたいわよ」

とつぶやきました。




　キキはヤアくんの部屋のドアをすこしあけて、寝袋のなかに半分かくれている小さな顔を見つめました。しずかな寝息も聞こえてきます。それは小さかったときのヤアくんの顔のままでした。

「お月さまに近くなる、お月さまに近くなる」

　はじめて会ったときヤアくんはうたうようにいいながら、木のてっぺん目ざしてのぼっていたのでした。

（あれからずっとヤアくんは、高いところ、高いところとのぼりつづけて、変な国をのぞいてなにかをとびっことりっこしているのかもしれない……）とキキは思いました。







　２　とんぼさんからの手紙







　とんぼさんから手紙が来ました。


「キキ、お元気ですか？　ごぶさたしました。

　ぼくは今雨傘山の中腹にいます。あの日ぼくが学校を出発し、雨傘山にむかったのは朝の六時。ナルナの町をすぎると、まわりは畑になり、それもすぎると、道は山のすそを回る細い道に突きあたります。どうもそこが山の入り口らしいのです。幹にうろがあいているような古い木が腰をかがめたように一本生えていて、枝が地面にはうように低くのびています。風にゆれると、『おいで、おいで』と手招きしているみたいでした。ぼくはその木のしたの草をかき分け、用心しながら一歩、二歩とのぼりはじめました。草のむこうからなにがでてくるかわからない。ちょっぴりこわい。考えてみると、おかしいよね。なにと出会えるかわからない、それがたのしみで、ここにきたのにね。ぼくの胸はばくばくとさわがしく鳴りつづけた。はずかしいけどこの歳まで、こんなふうにひとりぽっちになるなんてはじめてだったから。すこし進むと、木や草がかすかに左右に分かれている道らしいものも見つかったので、そこをたどって進むことにした。最初にぼくがしたことは、ぼくの肩の高さぐらいの枝を一本ナイフで切って、いただくことだった。このなかを歩くとしたらどうしても必要な道具に思えたんだ。一本の棒っていろいろはたらいてくれるよ。のぼるとき杖つえになるし、草をかき分ける道具になるし、場合によっては物差しにもなる。ただの棒だけどパワーがあるのさ」



「棒だって……一本の棒だって……」

　キキはふりかえって、棒をわきにおいて、戸口にすわっているヤアくんを見ました。そんなキキに、なんの用？　とでもいうように、ヤアくんはにこっと笑いかけてきます。キキはうなずいて、また手紙を読み進めました。


「空では太陽がぐるぐる回ってるみたいに光ってた。

のぼるにつれて、遠くの景色が見えてきた。ナルナの町、学校、駅、線路のさきにトンネルも見える。まるで絵地図のうえにいるようだ。これはちょっといい気分。飛んでるときのキキはいつもこんな景色を見てるのかな……この山にしばらくいるつもりだから、夕暮れまでにぼくの陣地になるような場所を見つけなければと歩き回った。体が横になれるぐらいの平らな場所で、なるべく木のしたがいい。ぼくはさっきつくった棒で草をはらいながらさがして歩いた。すると頂上よりだいぶさがったところに、なかなかよさそうなところが見つかったんだ。大きな木の太い幹からのびる根っこは、もりあがるように地上をはっていて、それがさきのほうでつながって比較的平らな地面をかこっていた。船の底みたいな形といったらいいかな。枝も低くのびて、なにかをつるすのによさそうだった。ぼくはほっとした。さっそくまわりの草を刈って、テントをはり、寝袋をひろげ、リュックのなかのものをならべ、着がえを入れた袋を枝につるした。となりにもうちょっと小型の船底を見つけたので、そこで食事をつくることに。すこしくだると、石のあいだから水がちょろちょろ湧いているところも見つかって、ありがたいことにこれでなにもかもそろった。まるではじめて山ぐらしをするぼくを歓迎しているようじゃないか。こう書くとかんたんなように見えるけど、見つかるまではたいへんだったよ。こんなとこがあるといいなと思うと、見つからないし、ああこれはとてもむりだと思うと、思いもかけずいいものを見つけたり……その連続。かくれんぼの鬼みたいな気分。山のなかってふしぎなんだよね。

　山をおりて、二キロほどもどれば、小さな店もあるから、そこで食料も買えるし、ポストもあったから手紙もだせる。ここに当分いられそうな気がしてきた。ぼくはほっとして気持ちがおちついてきた。

　まずテントにはいって、あおむけに寝ころがってみる。枝とはっぱが重なり合って、そのあいだからぽっかりとまるい空が見えた。

『ぴゅーぴるー』

　空の高いところでとんびが翼を突っ張るようにひろげて、飛んでいた。なんていい気持ちなんだろう。じっと、じっと見ていたら、空がまったくちがう空に見えてきた。今までのは空なんだけど、今見てる空は世界なんだ。その世界のなかにぼくがいる。そしてぼくのなかにも空色の世界がはいってくるようだ。思わず空に手をかざしてみてしまったよ」



　キキは手紙から目をはなして、上目づかいにどこかをぶーっとにらんでひとりごとをいいました。

「ふーん、なにもかもそろってるのね。たのしいのね。満足なんだ……」

　手紙はまだつづいています。


「すると、そばでかさりと音がした。体のむきをかえて、顔をあげると、目のさき三十センチぐらいのところの石のうえからトカゲがじっとぼくを見ていた。そこだけスポットライトのように日があたっている。細くするりとのびた体に黒い目が光っている。小さな四本の足が石のうえでふんばっていた。ぼくは息をとめ、じっとしていた。むこうもぴたりと動かない。まばたきもせずにこっちを見ている。ぼくはとうとう苦しくなって、わからないようにそっと息をついた。そのとたんこっちの動きが伝わったのか、黒い目はくるんとむこうをむいて、細いしっぽをするりとくねらせ、あっという間に消えてしまった。あとには草が小さな生き物と同じように小さくゆれていた。ものすごく優雅な姿だった。ぼくがいて、むこうもきっとおどろいたんだ。あの目は警戒してるというより、あたらしくあらわれたぼくに興味しんしんっていう感じだったもの。なんだか仲間に入れてもらった気分でうれしい。

　それからというもの毎日なにかしらあらわれる。きのうなんか、ぼくが懐中電灯を消して、寝ようとしたら、すぐ顔の横のテントにヤモリがぺったりと張り付いている影が見えた。木の枝をぬって月の明かりがさしていたんだね」



「あら、やだ、ふしぎ、棒のつぎは、ヤモリだって……そこも、へんな国っていうつもり？」

　キキは目をまるくし、しばらくじっと考えていました。それからまた手紙に目をむけました。


「ヤモリはね、チチチなんてささやくように鳴くんだ。それはぼくに小声でないしょ話をしているみたいだった。ぼくは思わず『やあ』なんて返事をしてしまったよ。話し相手なんてずっとなかったからね。そのあとすぐ小さな体はぱっと横に飛んで消えた。すばやいんだ。ぼくなんて山にはいってから、毎日おたおたすごしているから、きっとあの小さな口やほっぺたを動かして笑われてるかもしれない。

　こんな生き物が入れかわり、立ちかわりあらわれる。だからぼくの目はいつもとってもいそがしい。

　いそがしいことはもっとあるよ。なんだと思う？

　それは料理。ごはんづくりさ。山にはいるとき持ってきた食料はすぐなくなっちゃったから、山をおりて、しばらく歩くと店があるからきょうそこでお米と、塩を買ってきたんだ。そのふたつだけだよ。あとは自然の神様からもらってる。感謝！　山に生えている草や、実、それからはっぱ、おいしいのがいっぱいあるよ。でも用心しなければならない。特にきのこにはね。これはちょっとあやしい存在なんだ。だってちょっと前までそこになかったのに、ふりむいたとたん顔をのぞかせている。そしてじっとこっちを見ているんだもの。地面のしたにはべつの世界があって、そこに住んでる生物が潜望鏡をのばしているんじゃないかって思っちゃう。山って見えないものをいっぱいかくしていて、それがときどきふっと姿をあらわすから油断できないよ。

　夜、まっくらななかでひとりぼっちですごすのは、ちょっと厳しいけど、とにかく、ぼくはいろいろなことに出会ってる。今、この山に夢中なんだ。おもしろくってたまらない。

　今までは虫のひげや足のばねの構造とか、はっぱのもように虫が変化したりするのに興味があったけど、それだけじゃおわらないみたい。そのあとに『どうして？』が百個もつながってしまうんだ。

　あせっちゃうほどわくわくしてるよ。

　キキもいい夏を送ってね。




とんぼより」　　






　キキは手紙から目をそらし、「あせっちゃうほど、わくわくしてる、だって」とひとりごとをいうと、口をむっとまげました。

　とんぼさんはキキにいろいろ知らせたくて、山道をおりてまで手紙をだしてくれるのです。そのやさしい気持ちはキキにもちゃんと伝わってきます。

　手紙が来てうれしい。どんな山ぐらしかわかってたのしい。それはほんとうにそうなのでした。でもやっぱりすこし物足りないのです。「キキもいい夏を送ってね」というのは、なにかべつべつって感じがするではありませんか。窓枠にすわってさっきからキキを見ていたジジがとんとおりてきていいました。

「キキ、とんぼさんに電話かけたら？」

「やだわ、ジジ。とんぼさんは山のなかにいるのよ。電話なんてないわよ」

「じゃ、手紙は？」

「ジジ、なにいってるのよ、山のなかまで配達してくれるわけないでしょ」

「そうか……」

「そういうことよ」

「でも、キキ、会いたいんでしょ？　じゃ、飛んでいったら？　三時間も飛べば行けるよ、きっと。ぼく、ついてってあげてもいいよ。とんぼさんもうれしがるよ」

「そうかなあ。あちらは小さい生き物がいっぱいいて、いそがしいみたいよ。わたし、行かない、うん、やっぱり行かない」

　キキは大きく首をふると、とんぼさんの手紙をたたんで、封筒に入れました。




　外からヤアくんの声がきこえてきました。キキがのぞくと、道の敷石にヤアくんとノノちゃん、それにオレくんがすわってなにか話しています。ヤアくんの前にはこのあいだお話をしまったといっていたくちゃくちゃになった袋、それからひろげた紙のうえには、このあいだキキに見せてくれたヤモリのミイラが二つならんでおいてありました。

「こっちのヤモリはピ。こっちはポっていう名前なの。ぼくの友だち」

　ヤアくんがいいました。

「じゃ、ノノもお友だちだ。ノノはヤアくんのお友だちだもんね」

　ノノちゃんがのりだしてミイラをのぞいています。

「これ、死んじゃったの？」

「そう、死んじゃったんだ」

「死んだらどこに行くの？」

「へんな国のずっとむこう。おばあちゃんがいつかいってた。みんな死ぬときはクレヨン持っていくんだって。絵を描いていると退屈しないんだって。だって死んだらひとりぼっちだもん。たのしくしないといけないんだよ」

「へー、ほんと？　何本持っていくの？　二十四色？」

「一本だけなんだって……」

「ヤモリもクレヨン持っていったの？」

「そう、もちろんさ。大すきな色のクレヨン持っていったんだ。へんな国のずっとむこうで、すきなもの描くんだって。ピはね、みかん色を持っていったんだよ。そして毎日毎日デンキを描いてるんだって。明るいのすきなんだよ」

「ポは？」

「茶色持っていったんだ。そして階段描いてるんだって。高い高いどこまでも、どこまでも高い階段描いているんだって」

「すきなの？　階段」

「うん、天井がすきだったからね。うえからよくぼくのこと、のぞいてたんだ。ぼくのおばあちゃんはすごいよ。金色持っていったんだ。そしていっつもいっつもお月さま描いてるんだ。だからヤアくん、お月さまがでたら、見てねって、死ぬときぼくにいったもん。おばあちゃんは、ぴかぴかのお月さま描くからねって」

「ヤアくんはなに色持っていくの？」

「そうだなあ……おばあちゃんの反対、お日さま色にしようかな」

「あたしは桃色」

　ノノちゃんがいいました。

「オレくんは、りんご色だよ」

　オレくんは口をとんがらせていいました。

「ヤアくん、お日さま色でなに描くの？」

　ノノちゃんがききました。

「まだわかんないよ。まだおじいちゃんじゃないもん」

「くくくく、ヤアくん、おじいちゃんになるの？　おかしいね」

　ノノちゃんは両手で口をおさえて笑いだしました。

「なんだよ、あたりまえじゃないか」

　ヤアくんも笑いながらひじをまげて、ノノちゃんをつっつきました。

　ふたりのまわりをオレくんが「おじいちゃん、おじいちゃん」といいながら、とんだりはねたり、動き回りはじめました。

　キキはヤアくんたちに気づかれないように、そっと窓際をはなれました。このあいだヤアくんが袋のなかにしまっていたのはこのお話だったのかもしれません。でもキキはヤアくんが心のなかにたいせつにしまっていることをきいてしまったような気がしました。







　３　海辺のお祭り







「キキ、ちょっと待って。そんなにはやいとノノちゃんが追いつけないよう」

　ヤアくんが立ちどまって、一生懸命走ってくる、ノノちゃんを待っています。

　キキはふりかえって、あれれっ、なに、この行列は……と思いました。すぐ後ろにいちばん小さなオレくん、それからジジ、ちょっとはなれて、ヤアくん、ノノちゃんとつづいています。子どもたちはそれぞれひまわりの花の形の棒つきキャンディーを握りしめています。このアメは今年の夏の限定販売だというので、今、コリコの町の子どもたちに大流行なのでした。それでせがまれてキキはいっしょに町の中心までアメを買いにやってきたのです。夏の陽をすって石の道は、燃えるような空気をしたからぶつけてきます。みんな赤い顔をして、汗びっしょりです。とまったとたんにオレくんがキキの足もとにしゃがみこみました。

「キキ、なめてもいいでしょ、ねえ」

　追いついてノノちゃんがいいました。

「だめよ。おうちに帰ってからね」

　キキはノノちゃんの額の汗を手で拭ふきながらいいました。

「だってえ、とけちゃうよ、ほら」

　ノノちゃんは手に持った棒つきキャンディーを見せました。アメはくたんとしています。

　元気なひまわりではなく、うつむいた花になりそうです。

「それじゃ、日陰にはいって、おやつの時間にしちゃおうか」

　キキはオレくんの手をひいて、風の通る、日陰の壁を見つけてよりかかると、自分もポシェットからアメを取りだし、包みをほどきました。おとなひとりに、子ども三人、それとうらやましそうに眺めてる猫一匹、ずらりとならんで、はでな棒つきキャンディーをなめはじめました。

「はなびらのとこがすっぱくっておいしいね」

　ノノちゃんがいいました。

　アメを握っているどの手も、ぺろーんぺろーんとなめているどのちいちゃな口もべたべたです。オレくんがキキのスカートのすそをひっぱって、口を拭きはじめました。

「だめよ。スカートはやめてね」

　キキがポケットからハンカチを取りだして、オレくんのよだれまじりの口を拭いていると、とつぜん、目の前に人影があらわれました。

「あら、キキじゃない。ひさしぶりね」

　ぎくりと体をおこして見ると、ミミさんです。胸が大きくあいた黄色いワンピースに、高いヒールの靴をはいています。

　キキがはじめて出会った十三のときから、このミミさんにはすごいはやさでおとなの時間が流れているように見えます。同い年なのに会うたびにはっとするほど美しい女の人にかわっているのでした。キキはうらやましさ半分、あこがれ半分で見つめました。なにかいわなければと思うのに、言葉がすぐでてきません。ミミさんの姿がまぶしくって、胸の辺りがちくんとするのです。

「キキ、なにしているの、そこで」

　ミミさんは手を額にかざし、光をさえぎりながらいいました。

「うん、ちょっと」

　キキはあわててキャンディーをスカートのかげにかくしました。

「キキ、あたらしい仕事でも始めたの？」

　ミミさんはならんでいる子どもたちをじろじろ見ていいました。

「ぼくたち、キャンディー買いにきたんだ。ほら」

　ヤアくんはキャンディーを握った手をミミさんの目の前に突き出しました。

「ほら」

　ノノちゃんもだしました。

「ほら」

　オレくんもまねしてだしました。

「キキも持ってるよね。いっしょだもんね」

　ノノちゃんがいいました。

「まあ」ミミさんは目をしばたいて、おもしろそうにキキを見ました。

「小さいふたりは、パン屋さんのおソノさんの子どもたち、この男の子は友だちの弟なの」

　キキは笑いながらいいました。

「やだ、わたしったら保育園の遠足かと思っちゃった。やさしいおねえさんって、キキにぴったりだもの」

　ミミさんはハンドバッグからハンカチをだして、鼻の頭をちょんと拭きました。

「わたしね、今デパートではたらいているの。紳士用のシャツ売り場の売り子さん、ふふふ。きょうはお休みで、これからお友だちと、お茶しに行くとこなのよ」

　とっとっとっ……石畳を走る靴の音がして、横丁から男の人があらわれました。

「ミミ、どこかへ行っちゃったかと思ったよ。いつの間にか見えなくなったから」

「あっ、ごめん。友だちに会ったもんだから。この人がキキよ。ほらいつも話してるでしょ」

「あ、あの魔法の……」

　男の人は顔をちょっとかしげておじぎをしました。

「やだ、魔法じゃないわよ。魔女よ。ごめん、キキ、この人、この町に来たばかりで、まだなにも知らないの」

　ミミさんはそういいながら、男の人の腕にするっと手を回しました。

　キキののどの奥からとめようもなく、ひくっと音がでてきました。

「とんぼさん、元気？　まだ、仲よし？」

　ミミさんがいいました。

「ええ」

　キキはあわててうなずきながら、目をそらして、元気だわよね、仲よしだわよねっと思いました。

「じゃ、よろしくね」

　ミミさんはちょっと手をあげると、思いだしたように近づいていいました。

「ああ、そうそう、きょうの夜ねえ、『浜辺で、若者ワイワイ』っていうお祭りがあること知ってるでしょ。きゅうに決まったらしいけど。町長さんが若者に夏のたのしみを、って提案したんだって」

「あら、そうなの、お祭りがあるなんてちっとも知らなかったわ」

「ほら、あそこにもポスターはってあるじゃないの」

　ミミさんはすこしはなれた壁を指さしました。

「あら、気がつかなかった、わたし」

「キキもお祭りに来ない？　ねえ、いらっしゃいよ」

「えー、でも……」

　キキは右の肩をひゅっとあげて、行かれそうもないわという表情をしました。

「ふつうの若者にまじるのも、たまにはいいじゃない。たのしいわよ。みんなで待ってるから」

　ミミさんはちょっと手をあげると、子どもたちのほうを見て、にっこり笑いました。

「おいしいとこ、じゃまして、ごめんね」

　それから男の人によりかかるようにして、くるっと後ろをむくと、こつこつと靴の音をさせて遠ざかっていきました。

「キキのお友だちなの？」

　ヤアくんがききました。

「そう」

「きれいだねえ」

　ヤアくんはふーっと息をつきました。




　家に帰り着いてドアをあけると、なかで電話が鳴っています。キキはいそいで受話器をとりあげました。

「魔女さんですか？」

　いきなり命令するようないいかたです。声の調子からどうやらわかい女の子のようです。

「チョコレート、十八粒運んでもらいたいの。わたしの彼ねえ、十八になったのよ、すてきでしょ。きょうがお誕生日なの。だから気持ちいっぱいこめてチョコレートつくったの。ハート形よ。それを魔女さんに運んでもらいたいのよ」

「そんな特別なおくりものなら、ご自分でとどけたら」

　わけもなくキキはむっとしていいました。

「やだあ、特別なおくりものを、もうひとつ特別にしたいのよう。魔女つきおくりものにね。いちだんとぜいたくって感じになるでしょ……同じ女の子だもん、わかるでしょ、この気持ち。猫ちゃんもつれてってよ。かっこうつくから。わるいけど魔女さんに豪華なリボンのかわりになってもらうってわけよ。ふふふ、いいでしょ。そしてね、彼が『おお』って、感激したとこで、わたしがすまして登場するっていう計画なの。ふふふふ、魔女さん、お誕生日プレゼント用にリボンのかわりもしますっていう仕事もついでに始めたら。どう？　いい考えでしょ。それじゃよろしく。たのむわよ。わたし今、大橋のたもとにいるから、すぐ来てね、おねがい」

　女の子はいっきに話しました。

「はい」

　キキはみじかくこたえると、「あんたにも、ぜひ来てもらいたいってご注文よ」とジジを抱え、あとは口をぐっとむすんでほうきに乗り、飛びあがりました。

　橋のたもとには帽子をかぶって、うすいひらひらとしたドレスを着た女の子が小さな包みをもって立っていました。キキよりちょっぴり年下に見えます。キキを見ると、早口で用件をいいはじめました。

「山やま手のてのほうに三日月形のアパートがあるの、レンガ造りのとってもきれいな建物よ。魔女さん、知ってる？　そのすぐそばなの」

「ええ、そこならよく知ってるからだいじょうぶよ。安心して」

　キキはそういうと、たいせつそうにさしだされた包みを受け取りました。それでも女の子はつづけていいました。

「その近くに白いバラばっかり咲いてるかわいい公園があるのよ。小さなふたり用のベンチもあるわ。そこがわたしたちの秘密の場所なの。ちょっとややっこしいところだけど……彼、そこでわたしを待っててくれるの。きょうはちゃんとネクタイしておしゃれしてるはず、だからすぐわかると思うわ。さきに行ってこれをわたしてね。わたしはそのあとすぐ行くつもり。優雅に登場するの、ふふふ。そう、そう、あんたにお礼しなくちゃいけないわね。考えるのわすれてた。あら、どうしよう。チョコレートはきっかり彼の歳の分しかつくらなかったし……。それって心がこもってるでしょ。あっ、そうだわ、ちょっと手をだして」

　女の子は早口でいいました。キキがいわれたとおりに手をひらくと、ポケットからアメの箱をだして、「ちょっとの仕事だから、のどアメ一つでがまんしてくれる？　これしかないの」といって、箱をぽんとふってアメを一つのせてくれました。キキの顔がみるみる赤くなりました。でもぱっとアメをポケットにいれると、なにもいわずに、飛びあがりました。

「ふん、ぼくたち、リボンのかわりなんだって？」

　ジジがぶーっと毛を逆立てました。




　すごいいきおいで飛びあがったキキは、途中からきゅうにほうきで空の掃除でもするように、ふわりふわりと飛びはじめました。

「キキ、三日月アパートはそっちじゃないんじゃないの？」

　ジジがいいました。

「いいのよ。ちょっと道草。あの子は歩いていくんでしょ。時間かかるからだいじょうぶよ。わたしもゆっくり行くつもり、あの子が着くぎりぎり前にね。それって心がこもっているでしょ」

　キキはさっきの女の子のいいかたをまねしました。キキは両側に花が植えられている細い道におりていきました。

「こんなふうにふたりでのんびり散歩するのって、ひさしぶりだね」

　ジジはうれしそうに大きな家の塀のうえをキキとならんで歩いていきます。

「おにいちゃん、やだやだ、つめたーい」

　塀のむこうから声がきこえてきました。のぞくと男の子が庭の芝生のうえにゴムのプールをおいて、ホースで水をいれているのでした。ホースが水のいきおいできゅにきゅにとあばれて、そばの女の子の頭にかかっています。その水しぶきのなかに虹にじが光っていました。

「ああ、きれい！　いい気持ち」

　キキはつぶやくと、道のはじに咲いている花をつんで、頭にさしました。それからゆっくりとまた歩きはじめました。ジジがじっとキキの動きを目で追っています。

「このまま行かないつもり？　それもいいかも……」

「ちゃんと行きます。まだだいじょうぶよ。ごしんぱいなく。ここからすぐのとこだもの」

　キキはちいさな四つ角のはじにあったブランコを見つけると、包みをそばの石のうえにおいて、すわりました。ジジがいそいでキキのひざに飛び乗ります。

　キキはしずかにこぎだしました。キキがゆれると、まわりの空気がゆれます。キキはジジが落ちそうなほど、ぐいぐいっと大きくこぎました。力を入れて前にこぐと、あたらしい空気に包まれて、いやなことのつまった空気を後ろにのこしていけるような気持ちになりました。

　しばらくしてブランコからとびおりると、「さ、それではそろそろお仕事に行きましょうか、ね、ジジ」とキキはやっとほうきにまたがりました。

　飛びあがると、目の前に三日月形のアパートが見えました。ところがすぐそばといっていたバラの公園が見あたらないのです。

「もう一つ三日月形のアパートってあるんじゃないの？」

　ジジがしんぱいそうにいいました。

「だまってよ。だいじょうぶだから」

　でもだいじょうぶではありませんでした。いそがしく目を動かしてさがしても、見つからないのです。この町に三日月形のアパートはたしかにここしかないはずです。

　もっと、よくきいておけばよかった！　でもあのときどうしても知らないとはキキはいいたくなかったのでした。

　キキはまわりを見ながら、うろうろと飛びつづけました。

　すると、ありました。建物と建物のあいだの、公園とはいえないくらい小さな空き地に、白いバラの花がもりあがるように咲いています。キキはいそいでおりようとして、はたととまってしまいました。バラの花にかくれるようにおいてあるベンチにさっきの女の子とネクタイをした男の子が肩をくっつけあってすわっていました。ふたりは声をあげて笑っています。キキはそっとむきをかえ建物のかげにおりました。キキはちらちらとふたりのほうをのぞきました。さきにとどけてっていわれたのに……あの女の子のことです、なんていわれるかわからないと思うと足がなかなかさきに進まないのです。

「ぼくがかわりにとどけようか？」

　ジジがいいました。

「ううん、わたしが行くわよ、ちゃんと」

　キキはむりして笑顔をつくると、思いきって走りだしました。

「ごめんなさーい。おくれちゃって」

　キキはもうしわけなさそうにしたをむいて、包みをさしだしました。

「道にまよっちゃって……」

「くくく、道じゃないでしょ。空でしょ」

　男の子は笑いながらいいました。

「だいじょうぶよ。いいの、いいの、彼ったら、わたしがさきに来てくれたほうがよっぽどうれしいって」

　女の子はぴかぴか光るような顔をキキにむけました。




　キキが家にもどると、とびつくようにしてヤアくんがいいました。

「ねえ、キキ、きょうね、おソノさんがさそってくれたんだ。こんどの土曜日に、子ども会のお泊まり会っていうのがあるんだって。ぼくは会にはいってないけど、いっしょに行けるように話してくれたんだって。夜、子どもだけのまっくらくらさんぽなんていうのもあるんだって。ぼく、いらいらするぐらい、たのしみ」

　ヤアくんの目はくりくりと動いて、とってもうれしそうです。

「キキもたのしいよね。あのおねえさんがいってた今夜のお祭り、行くんでしょ、とうぜんだよね」

「うーん、わたしは行かないつもりなの」

　キキはほうきを壁の釘くぎにかけながらいいました。

「どうして？　ぼくがいるから？　ぼくならジジとお留守番できるよ」

「そんなことないわ。ただ行かないの。べつに理由はないわ」

　キキはヤアくんの肩に手をそっとふれました。

「ふーん、どうして行かないのかなあ……」

　ヤアくんはふしぎそうに首をかしげて、外にでていきました。







　さっきからキキはいすによりかかるようにすわって、じっとどこかを見つづけています。だまったままです。そんなキキのようすをジジはちらちらっと見ています。ときどきそばによってきては、体をキキの足にこすりつけ、ベッドのそばのいつもすわるマットのうえにもどっていきました。

　とつぜんがったんと音をさせてキキはらんぼうにいすから立ちあがりました。ジジがおどろいてそばによると、キキは外にでて、魔女の宅急便の看板を眺めはじめました。

「魔女の宅急便　こっちのお宅から、あっちのお宅まで、どこよりもはやく、どんなものでもおとどけします。電話番号は　一二三─八一八一」

　看板にはこう書かれています。キキがこの仕事を始めたとき書いた言葉でした。

「どんなものでもね……八一八一　はい、はいってね」

　キキは低い声で、投げやりにいいました。だれにでもいいからキキは大きな声でどなりたい気持ちでした。こんな気持ちになるなんて、はじめてのことでした。今までもこういう注文がなかったわけではありません。悲しい気持ちになったこともありました。でもきょうのようになにもかも投げだして、けんかをしたい気持ちになったのははじめてでした。

　キキはふっと看板から目をそらすと、

「かってなおとどけものはもうお断りだわ」とつぶやきました。目つきはつんととがって、口をぎゅっとつぐんでいます。

「やめちゃうってこと？」

　ジジがききました。

「そうじゃないの。やさしい気持ちのおとどけものだけにするの」

「でもそれってむずかしいよ。どうやって決めるの？　見えないもん」

「わかるわよ、そんなこと！」

　キキの口が今にも泣きだしそうにゆがんでいました。

「でもキキはいつか、へんなおとどけものでもつながっていって、だれかがよろこんでくれることもあるかもしれないって、いったじゃない。ぼく、感心してたのに」

「もう、そんなのやめたの」

　キキはつんと顔をそらしました。




「お祭りにどうしても行かないの？　行けばいいのにな、……おとなって、かわってるね」

　ヤアくんは寝る前にもう一度キキにいいました。そして今はむこうの部屋で、ぐっすりと寝ています。しんぱいして、キキのまわりをさっきまでうろうろしていたジジもしっぽのはじに頭をのせて、スースー寝息をたてはじめました。

　キキはまだぶすっとした顔をして、つめたいお茶をちょびちょびと飲みながら、机にひじをついてぼんやり窓から外を見ていました。

　きゅうに外がぱーっと明るくなりました。

　花火です。

　キキは立ちあがって、窓からのりだしました。ジジも目をさまして、窓に飛び乗ってきました。暗い空のうえではじけた花火が、赤と水色の火花になってさーっと流れ落ち、消えていきます。遠い浜辺のほうからはずむような音楽もきこえてきます。それをじっときいていたキキの体がすこしずつゆれはじめました。いっしょに目も光りはじめました。

「ねえ、ちょっと見てみたくない？　お祭り……」

　キキはジジにいいました。

「ちょっとだけだけど……」

「ぼくをさそっているの？」

　ジジが顔をあげていいました。

「まあ、そうよ」

「ぼくは行かないよ。若者のお祭りだよ。キキ、ひとりで行けば？」

「わかったわよ。じゃ、いいわよ。ひとりでいくから。だって十七歳の夏は一生で一度ですもんね、うん、そうよね」

　キキは大きくうなずくとそわそわとしたくを始めました。したくといっても黒のうす地のワンピースに着がえ、赤いリボンがついたよそ行きの黒いポシェットを肩からさげるだけです。

「ほうきで飛んでいったほうがいいよ。おおぜいの人に魔女の姿を見せるのも役目なんだからね。みんな、このごろキキの魔法、わすれてんだから」

　ジジがえらそうにいいました。

「そうよね。ちょっと派手にいってみようかな。それではジジ、お留守番、おねがいね」

　キキはそういうと、いきおいよくドアをあけてでていきました。

「ふう～～」

　ジジのなにかいいたそうな声がきこえてきました。




　お祭りの会場は赤いちょうちんにぐるりとかこまれ、音楽が大きな音で鳴りひびいています。広場のまんなかではおおぜいの人がおどっています。それをかこむようにテーブルがおかれ、仲よし同士がかたまっておしゃべりをしています。ところどころに飲み物や、サンドイッチを売るおもちゃのように派手なお店がならんでいました。

　キキはすばやく会場のうえを飛んで回ると、入り口近くにおり立ちました。空を飛んできたいきおいをかりて、はいりかけ、でも入り口のところでもじもじと立ちどまってしまいました。やっぱりひとりではなかなかはいっていけないのです。

（ミミさんと約束しとけばよかったな。帰ろう……）

　さっきまでの進め、進めの気分はどこへやら、キキはおずおずとまわりを見回すと、そっとあとずさりして光のなかからぬけだそうとしました。

　すると、後ろからどんとおす人がいます。

「わー、キキだわ」

「あれ、魔女さんよ」

　いっせいに歓声をあげたのは、ミミさんをまんなかにした男の子と女の子の一団でした。このあいだいっしょだったミミさんの友だちもいます。

「わー、来てくれたのね、キキ」

　ミミさんがはしゃいだ声でいいました。

「キキ、さあ、はいろうよ。ワイワイ祭りだもの。わいわいって、わいわいって」

　おどけた声といっしょに、だれかがキキの手をひっぱると、みんな会場になだれこんでいきました。

「このテーブルにしよう。ぼくたちの陣地だよ」

　荷物をおいて、みんな、飲み物を買いに走っていきました。

　しだいにキキのまわりに人の輪ができていきました。キキにいちばんいい場所のいすをひいてくれる人、飲み物やお菓子を買ってきてくれる人、みんな、競争のようにキキのことを歓迎してくれます。

「だれが、キキをさそったの？　お祭りに魔女ってぴったりだ。そんな気のきく人はだれ？」

「もちろん、あたしよ」

　ミミさんがいばってつんと胸をそらしました。

「ねえねえきかせて、魔女って、ぜんぜん寝ないんだって、ほんと？」

「キキの持っているラジオは宇宙放送もきけるんだって？　ほんと？」

「ねえ、ねえ、男は魔女になれないの？　どうして？」

「それって、不公平だと思うけど」

「でもさあ、魔法ってさあ、進んでるよね」

「魔女って今的だよね。おしゃれだもん」

　キキが想像もしていなかったことがおきています。ふだんあまり話をしたこともないのに、みんながこんなに歓迎してくれるなんておどろきでした。キキはほっ、と安心するときゅうにうれしくなりました。ふわふわと体がういていくようです。

「ねえ、ねえ、知ってる？　魔女ってね、じつはとってもおてんばなのよ」

　キキは首をすくめ、おどけて自分からすすんでいいました。

「知ってる、知ってる、いつか見たよ。とってもおてんば。三回もでんぐり返りしながら飛んでるとこ。おっどろいちゃったよう」

「くくく、くくく」

　キキはぺろって舌をだして笑いました。

「ほんとういうとね、小さいときからおてんば飛びが大すきだったんだ」

　ひとりがとびだしてきて、キキの腕に手を回しました。それにみんなつながるように腕を組むと、体をゆすり、一列になって横歩きしながらうたいだしました。


「コリコの町の　秘密は　一つ

　魔女　魔女　魔女

　だれでも知ってる、それでも秘密

　魔女　魔女　魔女」



　キキの顔はのぼせて赤くなりました。

「やだわ、わたし……」

　とろけるようにうれしそうです。

「さあ、キキ、おどろうよ」

　だれかがキキの手をひっぱりました。

「えっ、わたしと？　まさかでしょ！」

　キキはおどろいて自分を指さしました。

「わたし、おどれないの」

　キキは足をとめて、ざんねんというように肩をわざとらしくおおげさにすくめました。

　キキは十三のとき、コリコの町に来て仕事を始めたので、あそびといったら、子どものときした石けりや、かくれんぼぐらいしか知らないのです。同じ年頃の人たちとこんなふうに出会って手をつないだりおどったりするのは、はじめてといってもいいかもしれません。魔女はいつでもだれかのお役に立つものといわれ、それがあたりまえだと思ってきました。男の子に手をひっぱられて、キキはなにかこわいものにでも出会ったようにずずっとあとずさりしました。

「ぼくだってうまくおどれないんだ。いいじゃない、いっしょに、デタラメおどりなんかやってみようよ」

　その男の子はキキの両手を握って高くあげると、おどけた顔をしてぴょこんぴょこんと足を動かし「ねっ」といいました。キキもおそるおそるまねします。するとまわりで見ていたみんなもまねしておどりはじめました。おたがい競争するように見せびらかしてだんだん派手なおどりになっていきました。するとキキのなかからはずかしい気持ちが、すこしずつどこかに飛んでいきました。

「わたしだってその気になればこんなもんよ」

　キキはふんとあごをしゃくり、ひとりごとをいいました。いつもとちがう自分になれたのがうれしいのです。

「さあ、つぎはぼくだよ。魔女さんのひとりじめはだめだよ、かわって、かわって」

　となりでおどっていた男の子がキキのほうに手をのばしました。

「まだ、まだ」

　キキといっしょの子がおどりながら、顔を横にふりました。

「順番だよ。キキ、こんな子どもの運動会みたいなおどりはもうやめてさ、かっこいいおどりを始めようよ」

　さそった男の子はキキの手をひっぱっておどりのまんなかにつれていくと、ひとつの手をキキの肩に、もうひとつの手を腰において、人のあいだをひっぱるようにすいすいとぬっておどりはじめました。キキもつられておどります。

「わたし、はじめてよ、こういうふうにおどったの。おかあさんとおとうさんがおどってるのは見たことあるけど……」

　キキは気持ちよさそうに体を動かしながらいいました。

「それにしてはじょうずじゃないですか。さすが魔女、とってもかるいよ。まさか飛んでるとか？」

「いやだわ、そんなに見える？」

　キキがおどろいてまわりを見ました。みんなキキに笑いかけています。

「キキ、すごいわ。いつおぼえたの？」

　ミミさんがだれかとおどりながら近づいてきていいました。

「ね、わかる？　じつはぼくたちほとんど飛んでるのさ。これって正統派、魔法のダンス！」

　キキといっしょの男の子がいいました。

「ねえ、キキ。ぼくたちときどきおしゃれしてね、集まるんだ。そしておしゃべりしたり、おどったりするんだ。そういう、こことはちょっとちがうおとなっぽい集まりつくってるの。ミミも来るよ。どう、こんど、キキも来ない？」

「まあそんな会があるの。だからこんなにじょうずなのね」

　キキはいいました。

「こんどさそってもいい？　もしキキが来てくれたら、みんな、きっとおおよろこびだよ。もちろんぼくもさ。魔女が来る会なんてそうないもんね、ワオ！　進んでるぅ」

「たのしそうねえ！」

　キキはため息でもつくようにいいました。

「こんど電話するね」

「ほんと？　わたしも入れてくれるの？　うれしいわ！」

　キキは相手の目をのぞきこんでたしかめるようにいいました。

「キキ」

　だれかが大きな声をあげました。

「ぽーんと宙返りして！」

　するとおどっていたみんながよってきていいました。

「見せてよ、魔女のすごわざ！」

「見たいよ、近くで」

「飛んで、飛んで」

　みんな、合唱するようにさけびだしました。なんのさわぎかとまわりの人たちがふりむきました。そしていそいで近づいてくると、いっしょにさけびだしました。

「飛んで、魔女さん、

　わたしたちのために、飛んでよ、飛んで！」

　あっという間にキキはおおぜいの人にかこまれていました。

「コリコの町のふしぎな宝物。さあ、見せて」

　キキのほほがぽーっと赤くなりました。胸がドッドッと鳴っています。キキははにかみながらも、でもとびっきりかっこうよく見えるように気をつけながらほうきの柄を握ると、ぼーんと砂をけって飛びあがり、くるっと回って、おりました。

「うわー、すごーい迫力！」

「さすがあ……でんぐり返りまで優雅だなあ」

　ほうぼうから拍手がおこりました。その拍手にいっそううれしくなって、キキはもう一度飛びあがって、くるりと二回も回って、おりました。

「ひゃー、きれいだねえ」

「きゃー、やっぱり、こりゃ魔法だよう！」

　手をたたいたり、まねしてとびはねたり、おおさわぎです。

　こんなにキキって人気者だったのでしょうか。当のキキにもとても信じられません、たのしくあそんでくれる友だちだって、これからはたくさんできそうです……キキはびっくりでした。でもこのびっくりって、なんてわくわくするんでしょう。今年の夏はたのしいことなんてないと思っていただけに、キキの目はお祭りの明かりのしたで、きらきらと、こぼれるように光っていました。コキリさんの顔が小さな灰色の雲のようにキキの胸を通りすぎました。キキは思わずそれをはらいのけるように手を顔の前で横にふると、いちだんと声をはりあげていいました。

「じゃ、わたし、空、飛んじゃおうかな。もう一つ、おまけ！」

「わーい」

　みんな、ぴょんぴょんとびあがってよろこんでいます。キキはほうきをつかむと、柄のうえに横ずわりして、ぷーっとうきあがりました。顔をちょっとお月さまのほうにむけ、すまして見せました。スカートがさらさらと後ろになびいていきます。

「おーう、かっこいいなあ」

　すぐ目の前で見せられたふしぎに、みんな、のけぞるようにして、さけびました。

「魔女、魔女、魔女」

　みんなはやすようにうたいだします。

　キキは飛びながら、お返しの歌をうたいました。

「御用はなんでも、魔女、魔女、魔女」

　うたいながらおどけて、くくくと体をふりました。みんなもあわせて、くくく……

　キキは手をのばして、みんなとあくしゅをしました。

　半月が海を照らしています。光った波がいったりきたりしています。浜辺では花火があがります。

「だから、夏ってだーいすき」

　飛びはねながらさけんでいる人がいます。

　低く飛ぶキキたちにつながるようにして、みんな、そろって浜辺を行進していきます。

　どの顔も汗をにじませ、ぴかぴかと光っています。

　波もきらきらと光りながら、つぎつぎと浜辺によってきました。

「わたしの、夏休みも……こんなにすてきになったわ！」

　キキは両手をあげてさけびたいほどうきうきしていました。

　そのままみんなそろって町までうたいながら進むと、手をふりあって、それぞれ家に帰っていきました。




　キキはごきげんで、「魔女、魔女……」と、鼻歌まじりにうたいながら、ドアをいきおいよくあけました。ジジがそばにとんできて、ききました。

「どうだった？」

「もう、最高、わたしの夏休み、もう、最高よ」

　キキは両手をあげてくるくる回りながらはいっていくと、ばったんとベッドに倒れ込んで、そのまま寝てしまいました。




　つぎの朝はキキは魔女になってからはじめてといっていいほどねぼうをしました。

　おなかのすいたジジが催促のつもりで、うえに飛び乗ってきても気がつかずに寝ていました。お日さまは空のまんなかに近づこうとしています。

　キキはやっとまぶしそうに目を動かしはじめました。

「わー、たいへん。寝ちゃった、寝ちゃった」

　キキはベッドから立ちあがり、体をのばして、大きなあくびをしました。

「おなか、すいた！」

　ジジがぶーっとうなり声をあげました。

「ごめん、わるいわね。でもわたしにだって、夏休みあるんだから」

　キキはいいかえしました。

「ヤアくんは？」

「おソノさんのとこで、ごはん食べてるよ」

「ジジも行けばよかったのに」

「ふん、なんていうヤツだ。ぼくはキキのねぼう、かくしてあげてるのに」

「すんません！」

　キキはふざけたようすで頭をぺっこんとさげると、わきの壁にはってあるカレンダーをちらりっと見ました。とたんに目がかーっと大きくひらきました。

「ジジ、きょうは六日よね」

「ちがうよ。八日だよ」

「えー、ほんと？　わー、どうしよう。じゃ、きょうは立秋じゃないの。くすりぐさを刈り取る日じゃないの。わたしったら、すっからかんとわすれてた。ジジも気がつかないなんて、ひどいじゃないの」

「人のせいにしないでよ」

　ジジがにらみかえしました。

　キキは、「どうしよう、どうしよう」といいながら、部屋のなかをあっちに行ったり、こっちに行ったり、動き回りました。

　くすりぐさは立秋の日、朝のくすりぐさは朝の六時に、夜のくすりぐさは夕方の六時に刈り取らなければならないのです。それはおかあさんのコキリさんに教えてもらった、昔からつづいている魔女のくすりぐさのつくりかたなのでした。

　キキは電話にとびつきました。番号を回すのも手がふるえています。

「おかあさん、おかあさん、どうしよう。ねぼうしちゃったの」

　キキは電話のむこうのコキリさんにいいました。

「いったい、どうしたの、そんなにあわてて」

　電話のむこうで、コキリさんがおどろいています。

「きょうが立秋だってわすれてたの。おかあさんはもうくすりぐさの刈り取りした？」

「ええ、朝の分をさっき、おわったとこよ」

「どうして、教えてくれなかったのー」

　キキは口をとがらせていいました。

「キキ、自分がなにをいっているのかわかってるの？　わすれたのはあなたなのよ。文句はあとにして、はやく始めなさい。おくれてもやらなきゃ」

　コキリさんは強い口調でいいました。

「だって、魔女の計算ってあるんでしょ。おかあさん、いってたじゃないの。自然とわかるものだって。どうして、どうしてわたしには魔女の計算は伝わってこないの」

　キキはまだどこかに文句をいいたい気持ちなのでした。

「あきれちゃうわ。やつあたりして、キキらしくないわね。さ、はやくやりなさい、はやく。でもたのしくやらないとね。それとありがとうの気持ちもわすれないようにね、わかった？」

（ふん、おかあさんはいっつもお説教ばかり……なぐさめてくれたっていいじゃない……）

　キキは口をとがらせて、電話を切りました。それから畑に走っていって、朝の分のくすりぐさの刈り取りをおおいそぎでしました。そして夕方、六時の刈り取りもちゃんとしました。来年の種のための草もまちがいなく畑にのこしました。

　つぎの日、くすりぐさを全部きざんで、銅あかがねのおなべでいりつけ、ぶどうのお酒もわすれずにかけて、やっとくしゃみの薬はできあがりました。

　ところが瓶に入れてみると、去年より二瓶も多くできあがったのです。

（なんだ、しんぱいすることなんかなかったじゃない。失敗したってちゃんとできてるじゃない。それもこんなにたくさん。ふー、あわてさせるじゃないの）

　キキはほっとしたとたん、いばりたくなってらんぼうにつぶやきました。

　コキリさんはいつも、「薬はね、いるだけできるの。それが魔女の薬っていうものよ。多くもなく、すくなくもなくね」といっていました。

（おかあさんはいつもすぐ自然が持ってる大きな力とか、なんかのおかげとか、いいたがるけど……。でもちょっとぐらいちがっちゃってもだいじょうぶなのよね。ほら、見なさいよ。そう、自然は大きいのよ。すこしぐらいいいかげんでもなんとかなるのよ。きちんとやるのがいいとはかぎらないんじゃないの。自然のまねしておおらかに……わたしももうおとなだもん、やっちゃうわ、おおらかに、自由にね。わたしの魔法はもう一人前よ。きっと、今年は風邪がはやるのよ、だからよ）




　キキはいっぺんにこれだけ考えると、自分でだした答えに満足してふんと口をまげ、うなずきました。







　４　まっくらくらさんぽ







　土曜日になりました。

「キキ、でかけますよ。したくはいい？」

　おソノさんがドアをあけました。そばにはノノちゃん、オレくん、それにヤアくん、めいめいが背中が見えなくなるほど大きなリュックを背負って立っていました。キキもおおいそぎで自分のリュックを肩にかけてでていきました。そのうえにジジがちゃっかり飛び乗ります。

「こら、だめよ、今夜はなまけっこなし。みんなが冒険なんだから」

　キキが笑いながらジジにいいました。

　今夜はヤアくんがたのしみにしていた町内の子どもたちの「お泊まり会」の日なのです。今年の夏はおソノさんがお当番なので、たのまれてキキもジジもお手伝いに行くことになったのでした。

「ぼくは行かないほうがいいんじゃない？　まっくらくらさんぽがあるんでしょ。猫はまっくらなんて平気だから、ぼくが行くとたのしくないと思うよ」

　ジジはこんなことをいって、一応はえんりょしたのです。自分はもう子どもではないところを見せようとしています。でも鼻のさきがぴくぴく動いて、行きたくてたまらない気持ちがかくせません。

「いいじゃないの。夜のおさんぽには、ジジはお留守番すればいいんだから。それにもうじきヤアくんは家に帰ってしまうでしょ。こんどの子ども会がおわかれになるかもしれないわ」と、おソノさんがいってくれたのです。

　駅に集まった子どもたちは全部で十人、みんな、はじめてのお泊まり会にそわそわとしています。列車に乗り、コリコの町の西にあるトンネルをぬけると、ひろい野原のむこうに、今夜すごす大きな森が見えてきました。お日さまはもうその森のうえにかかろうとしています。「もうじきさよならよ」とでもいうように大きくふくらみ、光はすこしずつ真っ赤な色にかわっていきます。反対に東の空には星がきらりっと小さく光りはじめました。

　森の入り口にあるコリコの町の「子どもお泊まり小屋」にはいると、めいめい持ってきたお弁当を食べはじめました。そのあいだにもあたりはどんどん暗くなっていきます。つきそいのおソノさんと、キキは部屋のあちこちにロウソクを立てていきました。すると壁をのぼって天井まで影がぐぐっと大きくのびて、ゆらゆらおおいかぶさるように動いています。

「こわいよう、こっちに倒れてくるみたい」

　ひとりの子が影を指さして泣きだしました。

「ねえ、電気つけてよう、ねえ、ねえ」とべそをかく子もいます。

「あっちの壁にはもっと大きいのがいるよ。おばけだー！」

　だれかがいいました。

　すると子どもたちは、「こわいよう」「こわいよう」とわざとおおげさにふざけはじめました。

「そんなにこわいのすきなの？　森のなかはもっとこわいのよ、子どもが大すきな黒坊主っていうのがいるんだから。だいじょうぶかな？」

　キキは背のびして、のばした手をふりながら、自分の影を大きくすると、「ぐおう、ぐるぐる」とうなりました。とたんにみんな、さわぐのをやめて、じっとキキを見つめました。

「ほんとなの……？　魔女のお友だち？」

　だれかがききました。声がすこしふるえています。

「うん、まあそうよ。でもわたしだって、おソノさんだって、助けてあげられないわよ。今夜は子どもだけですからね」

　みんなしーんとなって顔を見合わせました。




　空には細い細い月が、そばに小さな星をつれてあらわれました。それでもまだお日さまの光がとけてでもいるように、空はどこか明るさをのこしていました。そのせいか森はいっそうくろぐろともりあがり、ほんとうに大きな黒坊主がうずくまっているように見えます。

「さあ、出発よ。みんな、ちゃんと笛を持った？　ためしにふいてみて」

　おソノさんがいいました。

「ピピピュル」

　いっせいに首からさげた笛を鳴らしました。

「あれっ、やだあ、森からも笛の音がしてるよ」

　だれかがいいました。みんな、だまって耳を澄まします。

「ほんとだあ」

「だれかいる、やっぱり……」

「うそよう」

　みんながまたさわぎはじめました。その顔はどれもすこしこわばっています。

「なにかこわいことがあったら、ふくのよ。森の道はぐにゃぐにゃまがってるけど、一本道だから、ちゃんとここまでもどってこられるからね。さあ、安心して行きなさい。小屋の前でキキと待ってるからね」

　おソノさんは元気のいい声をあげました。

「はーい」

　子どもたちもつられて大きな声でこたえます。でもみんな、そわそわして、あっちをむいたり、こっちをむいたり、すこしもじっとしていません。

「ヤアくん、オレくんのことおねがいね。小さいから手をつないでやってね」

　おソノさんがいいました。

「うん、だいじょうぶ」

　ヤアくんは握りしめているいつもの棒をとんと地面についてしっかりとうなずきました。それからもう一つの手でつないだオレくんの手をぶらんとふって見せました。

「ねえ、あそこのまっくらのとこにいくの？」

　ノノちゃんがキキのそばによって来て、しんぱいそうに小声でききました。

「そうよ。みんないっしょだからだいじょうぶ。おててつないでいきなさい」

「うん」

　ノノちゃんはこっくりすると、走っていって、ヤアくんの手を握ってるオレくんのもう一つの手をしっかりと握りました。「いらいらするぐらい、たのしみ」といっていたヤアくんは胸をはり、自信いっぱいの姿です。みょうにまじめな顔をして、前方をじっと見つめています。

　出発です。

「野こえ、山こえ、原っぱへ、ずーっとむこうの森までも」

　ヤアくんがうたいだしました。みんなまねしてつづきます。

　暗いとこでもよく見えるジジは、行きたいのをがまんして、キキの寝袋にもぐって寝たふりをしています。子どもたちはみんなしっかりと手をつなぎあって、きゃあきゃあとさわいだり、おぼえたばかりのヤアくんの歌をうたいながら森の道にはいっていきました。つながった小さな背中が暗いなかにつぎつぎと消えていきます。はじめのうちはさわいでいた声がだんだん小さくなって、やがてきこえなくなりました。

　おソノさんとキキはまわりを見回し、小屋のわきのベンチに腰をかけました。ふたりともだまっています。なにかきこえてくるかもしれないので、耳を澄ましているのです。森のなかからはそよそよとひっきりなしに風がふいてきます。それはふたりをしんぱいさせようと、森がつめたい手をのばしておどかしているようでした。ふたりはじっと、じっとしていました。

「チチチッ」

　するどく、みじかく鳥の鳴き声がして、ざざっと森の木がゆれました。おソノさんがぎくりっと体を動かしました。キキも腰をあげかけ、またすわりました。

　キキはチラッと空を見上げました。なんて細いお月さまなのでしょう。ゆがんだ口が空中にういて、不気味に笑っているように見えます。

「なんにもきこえなくなっちゃったわ、だいじょうぶかしら……」

　キキが森の奥をのぞいていいました。

「しーっ、こっちがしんぱいしてるのが森にわかっちゃうわよ」

「えっ、森が……？」

　キキがききかえしました。

「そう、むこうもすきあらばこっちの弱みにつけこもうとするかもしれないわ。なにしろ夜の森は油断したらだめ。わたしのおかあさんがよくいってたわ。夜になると森は昼間はかくしてる口をあけはじめるってね……そして子どもをぱくりっと飲みこむって。それがすばやいんだって。だから夕方になったらはやく帰ってくるんだよって。わたしの実家は森のなかだったから……それ、ずっと信じてた」

　おソノさんが笑いながら片目をぱっちんとつぶりました。

　キキはヤアくんが握りしめていた棒を思いだしました。あれはふしぎな棒です。ぴょーんと飛んで、あの子たちがこのままへんな国に行っちゃったら……この暗い森ではへんな国の大きな口が、ぱくり、ぱくりっとあきそうです。

　そんなこと、おきるわけないじゃないの。わたし、どうかしてる……道は一本しかないって、おソノさんだっていってたじゃないの。そう思っても、まわりがあんまりしずかなのでキキはしんぱいになってきました。こっち側は細くても月の光があります。でも森はまっくらです。ふと気がつくと、子どもたちの声がまったくきこえなくなっていました。こわいにしても、うれしいにしても、声をださない子どもなんているでしょうか！




　いつのまにか風もやんでいました。なにもかもとまってしまったみたいです。キキはあの日くすりぐさの畑のむこうで、ヤアくんたちが見えなくなったときのことを思いだしました。急にわけもなく体がかたくなってきました。

「ねえ、ちょっとだけ、行ってみる？」

　おソノさんもこわばった顔をしています。

「………」

　キキもだまってうなずきました。ふたりは森のなかにそろそろとはいっていきました。空にのこった明かりがすこしは木のあいだからさしていると思ったのに、森のなかにはいったとたんだれかが戸でもしめてしまったようにきゅうに暗くなりました。つめたい空気が流れてきて、まわりはぬれているようにまっくらです。

「おソノさん、おソノさーん」

　キキは小声でよびました。

「ここよ。しーっ。こどもたちにきこえちゃうわよ、しずかに」

　おソノさんが手をのばしました。キキはその手を強く握りしめました。

「だってふりむいても入り口が見えないのよう」

「キキ、やだわ。どこ見てるのよ。むこうにちゃんとあるじゃないの。暗いのがこんなに苦手とは……ふふ、かわった魔女だこと」

　おソノさんはキキの体に手を回していいました。でもそのおソノさんの体もこちこちで、緊張しているようです。

「いくらなんでも、もうそろそろ帰ってこないと……」

　おソノさんが奥のほうをすかして見ています。

「ほんとうにだいじょうぶかしら」

　キキも首を奥にのばしました。

　すると、しーんとした空気のなかで、チラリ……

　明かりが見えて消えました。

「あれ！」

　キキが息をのみました。

　また、チラリ……消えました。

「なにかしら……？」

　おソノさんもかすれた声でさけびました。同時に二人は走りだしました。

　するとこんどは木のあいだからすこしはっきりと明かりがあらわれ、それはだんだんと近づいてきました。ぼーっと光る棒をさげてヤアくんを先頭に子どもたちが手を握りあって、細い道を歩いてきます。

「ああよかった。ちゃんと帰ってきたのね、えらかったわね」

　おソノさんはかけよると、手をひろげて子どもたちを抱えました。

「だけど、ど、どうしたの、その、ロウソク？　あら、ちがう、なに、それ？」

「あのね、ヤアくんがね、お月さまから明るい光をもらってきてくれたの」

　ノノちゃんがいいました。

「そう。ヤアくん、木にするするってのぼって、すごいよ。てっぺんまでだよ」

　だれかがいいました。

「そう、お月さまに近くなる、お月さまに近くなる……ってうたってんの」

「おまじないなんだってさ」

「ぼくたち泣きそうだったの」

「だってまっくらだったんだもん」

「手をはなしちゃって、ばらばらでわからなくなっちゃったの」

「こわくて歩けなくなっちゃったの」

　みんな口々にいいました。興奮してどの声もうわずっています。その小さなほっぺたには涙のあとがまだらについていました。そばでヤアくんがとくいそうに気をつけをしています。

「どうして笛をふかなかったの？」

　おソノさんがいいました。

「あっ、そうだね……わすれちゃったあ」

　ヤアくんがしまったというように、首をすくめました。

　ノノちゃんがキキのそばに走ってくると、スカートをひっぱりながら、小さい声でいいました。

「ヤアくんね、ないしょだけどね、お月さまとあくしゅしたんだって。魔法つかえるんだよ。すごいでしょう。キキと同じ。キキのはやさしい魔法だけど……ヤアくんのはね、勇ましい魔法」

　ヤアくんの持っている棒のさきの光はだんだんとうすくなっていきました。見ると棒のさきに、草のようなものがくっついています。

「ヤアくん、それなあに？」

　キキはききました。

「これ、苔こけだよ。知らないの、キキ。これはね、地面にはえているんだけどお月さまの友だちなんだよ。ふだんは緑色してるんだけど、お月さまに会うとね、うれしくって光りだすんだ。だから高いとこにのぼって……会わせたの。ぼく、森のなかに住んでるからね、ちゃんと知ってるんだ」

　ヤアくんはもうすっかり光がなくなった棒でとんと地面をたたき胸をはりました。

「おちゅきさまに、ちかくなるー」

　とつぜんオレくんが声をはりあげました。するとつぎつぎ小さな口が動いて、うたいだしました。


「お月さまに　ちかくなるー、

　お月さまに　ちかくなるー」



　するとヤアくんもうたいだしました。


「ちろちろ　ひかりが　やってくるー

　きらきら　おめめが　ひかりだすー」



　みんな、まねしてうたいます。

　細い道を一列になって、うたいながら子どもたちはお泊まり小屋にむかって歩きはじめました。




　それから三日後、見習い仕事をおえたモリさんがヤアくんをむかえにきました。

「キキ、ほんとうにありがとう。大助かり。わたしはおかげさまでとってもいい経験したわ。あのお店ね、手紙に書いたようにあまりお金をつかってないの、でも頭はつかってるのよね。それに心もね。それがわかるからわかい女の子に人気なんだわ。わたしも気が楽になったわ。お店をひらくなんておおげさに考えなくたっていいのよ。こっちにおもしろいお店にしたいって気持ちと工夫があればね……わたしやるわよ。自信持っちゃった」

　モリさんは走りだしそうないきおいでしゃべりました。

「ところでおねえちゃん、おいしいものもちゃんと習ってきたの？」

　ヤアくんがききました。

「もちろんですとも。おみやげに持ってきたわよ」

　モリさんはリュックから袋をひっぱりだしました。平凡な茶色の袋なのにきゅっとしぼった口に緑と白の格子のリボン、そしてしたの二つのすみもねじって同じリボンが小さくついていました。

「わーかわいい」

　キキがいいました。

「ぼくのヤモリの包みと同じだね」

　ヤアくんがいいました。

「まったくヤアくんたら……もういじわるいって」

　モリさんは笑いながらヤアくんをぶつまねをしました。あけるとまあるいクッキーがはいっています。ぶつぶつと黒い細かいつぶつぶがまじっています。モリさんは一つぱりっとかじって、ふーっと息をつきました。

「よくできてる。いい香り！　さ、キキもヤアくんも……どうぞ」

　キキは一口かじって、目をまるくしました。

「おいしいでしょ」

　モリさんはキキよりさきにかぶせるようにいいました。

「ぎょ、なに、これ？」

　かじったヤアくんが声をあげました。

「黒こしょうクッキー」

　モリさんは胸をはると、

「これはおとなの味だからね」

といいました。キキはもう一口食べました。びりりとからい味が口のなかであばれています。ぜんぜんあまくないのになにかおいしいのです。バターとこしょうがまざってふしぎなおいしさでした。キキはつづいてもう一口食べました。モリさんはうなずきながらうれしそうにキキを見ています。

「おねえちゃん、こんなもの習いにわざわざ行ってきたの？」

　ヤアくんがいいました。

「そうよ、ま、むりもないわ。子ども用じゃないものね」

　モリさんがいいました。ヤアくんがモリさんに顔をむけてぷっとほっぺたをふくらませてにらみました。

「これにあまいミルクのお茶があいそう……」

　キキがいいました。

「そ、そうなのよ。さすがキキの舌はすばらしい。あっちのレストランではちょっと甘みを入れてるの、でもわたしは入れないほうがいいと思って……だからこれはまあわたしの創作クッキーっていえるかも。ゆうべキキに食べてもらいたいと思ってつくってみたの」

　モリさんはほっとしたように笑いました。

　その日の午後、ヤアくんは来たときと同じようにリュックサックを背負い、棒を持って、モリさんといっしょに家に帰っていきました。




　キキはヤアくんを駅まで送っていったときのことを思いだしていました。ノノちゃんはさよならがいやで、なにもしゃべらず体をちぢめて、じっとしていました。ときどきのどの奥から、ふふうとすすりあげるような声をだしています。そしていよいよ駅でおわかれというとき、握っていたおソノさんの手をふりはらうと、ヤアくんのそばにさっとよっていきました。そして背のびするとヤアくんの耳に口を近づけてなにかささやいたのです。ヤアくんも、うんとはっきりうなずきました。

　ノノちゃんはなにをしゃべったのでしょう。それを見て、キキの胸は大きくゆれました。

「うん」とうなずいているヤアくんがまぶしく見えました。

「なに、あれ！　おにいちゃんになっちゃって」

　モリさんが笑いながらいいました。

　いろいろふしぎな言葉をのこして、ヤアくんは帰っていきました。

（おとなはね、ひとりで行くんだよ……）

　キキにのこされたこの言葉はなぞでした。







　５　ほうきがない！







　朝、キキがおきるとすぐ電話が鳴りだしました。

「おはようございます。こちら魔女……あら」

　きゅうにキキの調子がかわりました。目がぱっとあいて、受話器を耳にぎゅっとおしつけました。

「まあ、あのときの……ええ、おぼえています。もちろんよ。おどりのおじょうずな方ね……あのお祭り、たのしかったわ、とっても、とっても」

　キキの声はいつもよりぐんと高めです。のどの奥でひっかかってでもいるようにうわずっています。

「あら、ソトヤさんっておっしゃるの？　このあいだはたのしくって、わたしったらうきうきしちゃってお名前をうかがうのわすれちゃって。ああ、どうしようって思ってたの」

　キキのはずんだ声に気がついて、寝ていたジジが、顔をあげ、目をまんまるにしてキキを見ました。

「えっ、今夜？　七時？　わー、行きたいなあ、行きたいわ。行く、ぜったい行く」

　キキはすこし言葉をとめて、ふふふと笑いました。

「やだわ。わたし、特別な人なんかじゃぜんぜんないわ。ただ魔女っていうだけよ。ふふふ、そんなにいってくださるなんて、どうしよう。こまっちゃうわ。あ、そう。場所はニワトコ通りね。知ってる、知ってる。通りの角の、いつも音楽が流れてる、おしゃれなお店よね。いつもあそこで集まってるの？　わあ、すてき。連絡先もあそこなのね、わかったわ。いいの、いいの、ありがとう、でもひとりで行けるから、だいじょうぶよ。ええ、じゃ」

　キキは受話器をおくと、「ふふふ。魔女、魔女、魔女」ってうたって、かるく足を動かしました。

「どうしたの？　なにうかれているの？」

　ジジが足もとによってきて見上げました。

「わたし、今夜はおでかけ、ちょっとね」

　キキは鼻にひゅっとしわをよせて笑いました。

「うれしそうだね」

「ぜひぜひ来てくださいって、いわれちゃったのよう。わたしがいると、たのしいんだって、ふふふ、ほんとかなあ。なぜなぜ、なぜか！　わたしにはわからないけど、けど、けど……ふふふ、うん、ちょっとぐらいよそ見したっていいわよね。あっちはあっち、こっちはこっち……」

　キキはまだ体をゆらして、かるくステップをふみながら歌まじりでこたえました。

「だれにいってるの？」

「しーらない！」

　キキはおおげさにあごをきゅっとあげました。




　ルルルルー　ルルルルー

　電話が鳴りだしました。

「かかってくるときって、いつもつづけざま、これってふしぎ、ふしぎ、ふしぎ……」

　キキはつづけておどるように近づくと、受話器をとりました。

「あのー、コリコの町の魔女さんですか？」

　電話のむこうの人は、はあはあとあらい息づかいをしています。女の人の声です。

「はい、そうですよ」

　キキはきげんよく、でもいそいで返事をしました。

「ああ、よかった。電話がつながって。おねがいがあるんだけど、小道さんのザザさんに泡立て器をとどけてもらえないかしら。ザザさんったら泡立て器はあるからだいじょうぶっていうんだけど……柳の枝でつくったんじゃ、どうもね。今、ちょうど山のお芋のとろんとろんスープの季節だから」

「はあ」

　キキは眉まゆをよせて、空中をにらみました。小道さんも、ザザさんも心あたりがないのです。それになぞなぞみたいないいかた。

「泡立て器って、あのクリームをつくる？」

「ええ、そうよ。ごめんどうでも町で買って持っていってくださいな。わたしはこのところいそがしくって行かれないの。ちょっと山奥だけど……飛んでいけばたいしたことないわ。あの人にはやくよろこんでもらいたいの。だからはやいほどありがたいわ」

　電話の声はつづけていいました。とどけものをたのんでくる人はいつもせっかちで、自分の用件だけをいそいでいおうとするのです。

「あの……どちらさまですか」

「あっ、すいません。わたしはザザさんのいとこのミズです。おねがい」

「ええ、いいですけど、どちらの山でしょうか？」

　キキもすこし早口になってききかえしました。その顔は行くのがいやそうにしかめ面しています。

「それがねえ、とってもややっこしいのよ。いい、よくきいてね。コリコの町から真北にずんずん進むと、縦に山がいくつもならんでいるでしょ。それが有名なスルヘリ山脈なんだけど、知ってる？　その山のすそあたりをめぐって、川がくねくねと流れてるの。アジ川っていう名前の川よ。それにそって列車の線路も走ってるの。だいたいまんなか辺ぐらいに赤い屋根の駅があるわ。空を飛んでいくんでしょ。小さいからよく見てちょうだいね。でも一つしかないからわかると思うけど。そこがねアジ川駅なの。そこまで来たら山のほうをむいて手をたたいて、それでだいじょうぶよ」

「えっ、手をたたくの？」

「そう、電話がないからそれしか連絡できないの、しっかりおねがいね」

「ちょ、ちょっと待って。そんな遠くなんて……」

　キキはこたえながら、ちらりっと時計を見てから、体をななめにして壁にはってある地図をのぞきました。それから、

「わるいんですけど、きょうは……ちょっと……」といいかけると、同時に「じゃ、よろしくね」って声がして電話は切れてしまいました。

　キキがあらためて地図をよく見ると、きいたとおり縦に山がならんでいて、スルヘリ山脈と書いてありました。

「わあー、なんて遠いとこなの！　よりにもよって今夜はめったにない大事な約束しているっていうのに。そうだ、ことわっちゃおうっと……あれ、やだ、どうしよう。電話がないっていってた。やだ、たいへん、しょうがない、いそがなくっちゃ。夕方までにはぜったいのぜったい帰ってこなくちゃ。じょうだんじゃないわ。まったく、もーう」

　キキはばたばたとらんぼうにしたくをすると、「さあ、いそいで」とジジを肩に乗せ、ほうきをつかんで飛びたちました。

　キキは町の雑貨屋さんによって泡立て器を買って、すぐさままっすぐに北を目ざしました。でもなぜそんな遠いところまで、どこにでもあるような泡立て器を運ばなければならないのでしょう。

（用事ってどうしてこんなふうに重なってやってくるのかしら、まるでいじわるしてるみたい）

「でもわたし、ばたばたあわてるのって、あんがいすきなのよね。特にあとでたのしみがあるときはわくわくするもの。ちゃんと時間どおりに行って魔女の力をみんなに見せてやるわよ、ぜったいよ、ふん」

　キキはむかってくる風にぶつぶつひとりごとをいいました。

　町がすぎ、牛や羊が草を食べてる緑の丘を通りすぎると、やがて森が見えてきました。森の緑が小高い丘から、だんだんと高い山へとのびています。そしてそのむこうに一段と高い山がつづいているのが見えます。もうスルヘリ山脈が始まっているようです。山のうえには小さな入道雲が、したの山脈をうつしたように同じ形をしてういていました。でもキキが飛んでいるまわりの空は澄んだ青い色をしていました。目を細めると、その青い色のなかに細かい無数の水玉がお魚のようにすーすーっと動いていきます。

（いそいでなければ、たのしい遠足になったのに……）

　風は山をなぜるようにふいていきます。そしてときどきキキのところまでのぼってきて、後ろからすーっとおしてくれました。

「はやく、はやく、用事をすまして、魔女、魔女、魔女」

　キキはまた小声でうたいました。

　それをきいて、ジジも後ろでまねして、うたっています。

「どうして、三回、魔女、魔女、魔女、なの？」

　山は夏のこい緑におおわれ、そのあいだからところどころに岩が突き出ています。谷間には鉄道の線路が川の流れとならんで走っていました。山はいくつもいくつもつづいています。こんな山のなかに住んでいる人なんかいるのでしょうか。キキは目をこらして、したを見つづけました。

「見つからなかったら帰っちゃおう……どうせちっちゃな泡立て器だもの。ないとすごくこまるってものでもないでしょ……」

　キキはまた文句まじりにつぶやきました。

　すると、山のあいだの狭い谷間に、ちらっと赤いものがキキの目にうつりました。近づくと、ミズさんの電話の言葉どおり線路のそばに赤い屋根の小さな建物が見えます。

「やだ、あったわ。見つけちゃったわ」

　キキは不満そうにいいながら、おりていきました。

　駅の屋根のしたには「アジ川駅」と看板が一枚はりつけてありました。でも、まわりには駅長さんも、駅員さんも、おきゃくさんもいません。壁にはってある列車の時刻表には、土曜、日曜、ペペロン市までそれぞれ一往復と書いてありました。きょうは金曜日です。だれもいないわけです。柱に「小道屋においでのかたは、山にむかって手を三回たたいてください。ちゃんとお返事をします。音のするほうにお歩きください。もし途中でまよったときもごえんりょなくたたいてください」と書かれた札がひもでさがっていました。

「なんだ、小道さんって、お店の名前だったんだわ。手をたたくってこういうことなのか……でもなんで？　こんな山のなかにお店なの？」

　ぱん　ぱん　ぱん

　キキはぶすっとした顔で、手をたたきました。それからじっと耳をすますと、しばらくして遠い山のなかから、ぱん　ぱん　ぱん　と返事がかえってきました。両方の音はこだまになっていくつも重なりながら谷間を流れていきました。

「こういう仕掛けなのね。なんてそぼく！」

　キキはふんと肩をすくめ、その音のきこえたほうにむかって歩きはじめました。駅から始まる道は歩くところがやっとわかるほど草がのびています。おまけに土が湿っていて用心しないとすべりそうです。キキはジジを肩に乗せて、ほうきで草をかき分けながら進んでいきました。分かれ道のように見えるところにくると、また手をたたき、たたきかえしてくる返事をきいて歩きつづけました。虫が飛んできます。蜂のさわぐ音もきこえてきます。草のさきがチクチクとさしてキキの足をきずつけます。

「どうして飛んでいかないの？　そのほうが楽なのに」

　ジジがいいました。

「通りすぎちゃったら、やっかいだもの。はやく帰りたいから」

「でもここは川のにおいがするね。いいにおいだ」

　ジジがいいました。「きっとお魚がいるね。ちっちゃくって、まるごと食べられるやつ」

「おー、ジジってめずらしく猫らしいこというじゃないの」

「ぶー、へんなこといわないでよ。ぼくはりっぱな猫ですよ」

　ジジはキキの耳もとで不満そうにうなりました。

　水の流れる音がだんだん大きくなって、道は川に沿って右に大きくまがりました。するととつぜん、目のまえに滝があらわれました。その滝は山の中腹から谷川へ布地をたらしたように幅ひろく落ちていました。しかもおどろいたことに、水の裏側にちらちらと燃える明かりが見えるではありませんか。

「やだ、こわいわ、鬼火みたい」

　キキは持っているほうきを抱きしめました。

「鬼が、泡立て器、なんにつかうんだろ」

　ジジがキキをこわがらせようと、わざとへんなふるえ声をだしました。

　道は滝の裏側につづいていました。岩がよりかかるように重なっているあいだを進むと、その突き当たりに丸太を組み合わせた家がかくれるように立っていました。家のまえには陶器にはいったろうが燃えて、入り口のドアをうきあがらせています。そこに「宿屋、小道屋」と書いた木ぎれが打ち付けてありました。そばにぶらさげてある小さな花瓶には赤い花が一本さしてありました。ならんで見える窓にはさっぱりとした白い木綿のカーテンがさがっています。どうやら鬼の家ではなさそうです。キキはほっとしてドアをたたきました。

「はい」

　声がして女の人がでてきました。

「ザザさんですか」

　女の人はまるい目でうなずきました。髪の毛をきゅっと後ろでたばね、白いブラウスに、あらく織られている白と灰色のしまの長いスカートをはいていました。歳はおソノさんぐらいにも見えるし、それよりずっとわかくも見えます。後ろでたばねた髪を結んでいる白いリボンが暗いなかでうきあがって見えました。

「魔女の宅急便です。泡立て器をミズさんにたのまれておとどけにあがりました」

　キキがいいおわらないうちに、ザザさんは低い声でいいました。

「まあ、あの人ったら、いいっていってるのに。このあいだ、こっちの泡立て器で手伝ってもらったらつかいづらいって、文句いってたの。もともとせっかちなのよ、それにおせっかい、ふふふ」

　キキは思わずほっぺたをふくらましました。

（泡立て器を待ってたわけじゃなかったんだ。あしたでもよかったのよね……）

「でも、こんな山のなかまで持ってきてくれてありがとう。あら、あなた、あらら、もしかしてコリコの町のキキさんかしら。まあ、そうでしょ。はじめまして。おきゃくさんからうわさはきいてましたよ。一度ぜひお目にかかりたいと思ってたわ。町に住んでる魔女さんっていうのはどんな人かとずっとお会いしたいと思っていたの。わかった。ミズさんたらわたしがよく話をするものだからあなたに会えるようにしてくれたのよ、きっと。あなた、とても人気ものだって……ほんとうにたいへんな人気なんですってね」

「そんな……たいしたことないです」

　キキはぶすっとこたえました。

「大きな町で活躍してるのねえ。ちょっとかわってる？　だってふつう魔女は森に住むって……いうでしょ。わたしのほうがずっと魔女っぽいかもしれないわね、ふふふ。でも、あなた、町にいるわりには、あんがい昔っぽいかっこうを守ってらっしゃるのね。わかるわ、人気があるの。あなた、かわいいもの。あれ、まあまあ、わたしったらいきなりずかずか失礼なことばっかりいってしまって、ごめんなさい」

　ザザさんは鼻にしわをよせて笑いました。目がふーっと細くなって光っています。

　キキはそっと家の中をのぞきこみました。入り口につづく部屋はうす暗く、まんなかにはテーブル、そのまわりをいすがかこんでいます。どうやらきょうはおきゃくさんはいないようです。

「もしかして、ほんとうはあなたも魔女なの？」

　キキはおそるおそるききました。

「とーんでもない。ただの山の宿屋のおばさんよ。ちょっと前まではなれるものならなりたいと思ったこともあったけどね。そう、小さいときからあこがれてたの。なれないんなら友だちにいたらどんなにいいかって思ったこともあったわ。魔女の力ってかしこい力だし……なんていっても超能力ですもの、たいしたものよね。さあさあ、なかにはいってちょうだいよ」

　ザザさんは戸口で体をずらし、キキをさそいました。キキはおそるおそるなかに入っていきました。すると暗いなかから、ふわっといいにおいがわいてきました。食べ物のにおいではなく、家全体がなんともいえない森の緑のにおいで満ち満ちています。奥のほうにある大きな窓のむこうは、入り口とは反対にお日さまの光がいっぱいあたった草の庭がひろがっていました。まんなかに一本生えている木ははっぱが風にゆれて、ぴかぴかとまぶしいほどの光をふりまいています。むこうとこっちでは、まるで昼と夜のようだとキキは思いました。

「おひとりなんですか？　電話の方が小道さんのザザさんっておっしゃったから、ふたりいらっしゃるのかと思ったわ」

「ひとりよ。ひとりぼっちよ。おきゃくさんは列車が通る土曜と日曜にみえるの。電話がないからいつも何人来るかわからないのよ。でも干し草をシーツでくるめば、ベッドはいくつでもできるからしんぱいはないの。夏のあいだに草を刈っておくのは、大仕事だけど。なんにもなくてもあるようにくらすのもおもしろいものよ。かわった宿屋だって思うでしょ」

　ザザさんは草の庭を見ていいました。

「あのー、泡立て器……」

　キキは手に持った包みをさしだしました。

「あっ、そう、そうでしたね。どうもありがとう。ここではおおかたなんでも、なにかで間に合わすんですよ、柳の枝でつくった泡立て器は、どうしても切れがわるいって、ミズさんはいやがってたけど……そりゃ、こっちのほうが仕事ははやくてべんりかもしれないわ。わるかったわねえ、こんな遠いふべんなとこまで来ていただいて。あっ、そうそうあなた、駅から歩いていらした？」

「ええ」

「あの道、草がのびてたでしょ。歩きづらかったでしょ。でもあの草は刈ってベッドにはつかわないようにしてるのよ。おきゃくさんがあの道、あんがいよろこんでくださるから。手でさーっとなぜながら歩いてくると、草の風がいっしょについてくるのよ、っていうの。すてきな言葉でしょ、草の風って……。あたしもあの道、大すきだし」

「………」

　キキはだまってききながら、今歩いてきた道を思いうかべました。

（草の風？　そんなのふいてたかしら……やたらチクチクしたけど）

　ザザさんはキキを案内するように奥に歩いていきました。明るい庭に面した部屋のすみに機織り機がおいてありました。そばにたばねた糸がいくつもさがっています。キキの子どものころ、近所のおねえさんが、毎日とんとんつんと布を織っていました。くりかえし、くりかえし同じことをしても、できあがるのはほんのすこし、それなのにキキは退屈もしないで、じっとそばに立って見ていたことを思いだしました。ザザさんの機織り機にはスカートと同じしまの布が織りかけになっていました。

「糸もね、ここではなるべくあるもので間に合わせるようにしてるのよ。木の皮とか、草とか、どこにでもあるものでね。それからときどき動物が枝に体をこすりつけてのこしていってくれる毛とかね。それをまた草や、木の実でそめて……魔女さん、もしなにかめずらしい糸のつくりかたごぞんじだったら、教えて」

「えっ、わたしに？」

　キキはびっくりしてザザさんを見ました。

「わたし、知らなかったわ。糸ってどこにでもあるものなんですか？」

「まあ」

　ザザさんはおどろいたような声をあげ、あわてて手に持った泡立て器に目をうつしました。

「あっ、これ買ってきてくださったんでしょ。お金はまだでしょ。あの人ったら親切だけど大ざっぱで……ごめんなさいね。おいくらでしたの？」

「ここに領収書があります」

「三十エンズ……ね。それからあなたへのお礼もしなくちゃ」

「お気持ちだけで、けっこうです」

「えっ？」

　ザザさんはききかえすようにキキを見ました。

「お礼はもちつもたれつ、おすそわけでいいんです。そういう決まりなんです。魔女はずっとそうしてきたんです」

　キキはもうしわけなさそうにいいました。この言葉をいうと、相手がこまった顔をするのが、いつも気になるのでした。

「決まり？」

「ええ、昔からの……」

「いくら魔女でも自分のためにある程度のものは必要でしょ。それでやっていけるの？」

　案の定ザザさんはへんな顔をしていいました。目がさぐるように光っています。

「ええ、助けてくださる人もいるし。なんとか間に合うんです。仕事もけっこうたのしいし……今でも魔女がいるんだって知ってもらうことがいちばんたいせつな魔女の役目だって、母が……」

「それで町ぐらしってわけね。もちつもたれつっていう気持ちもわからないではないわ。この山のなかではわたしも川や山とそうしてくらしてるから。でも乗り物代もあるし」

「それなら、ほうきですから」

「まあっ」

　ザザさんはびっくりして、でもすぐ何回もうなずきながら、「そう、そうだったわよね。魔女のしるしですものね。いい道具ね。魔法ももってるのよね、うらやましいわ」とつぶやきました。

「だけどあなたのご親切におこたえするのに、わたしになにができるかしら……ああ、そうだわ。いいかわるいかわからないけど、今、ちょうど川まで行くとこなのよ。きれいよ。きょうは特にお天気がいいから、ちょっと見てみたら。そのぐらいしかここじゃ、自慢するものないのよ。でも気に入っていただけると思うわ。いっしょに行きましょう、どうぞ」

　ザザさんはいいこと思いついたというように笑うと、そばの床においてあった洗濯物のかごをかかえ、バケツをさげると、入り口とは反対のドアをあけて、日のあたる庭にでていきました。

「でも、わたし……きょう……」

　キキは二三歩追いかけて、もごもごといいかけました。今夜のダンスの会にはなんとしても行くつもりなので、もうそんなにゆっくりしてはいられません。でもその声は庭にでてしまったザザさんにはきこえていないようです。（こっちの身にもなってよ……）キキはぷーっとふくれてほうきをとっさにそばの壁に立てかけ、仕方なくあとについていきました。ジジもだまってついていきます。

　ザザさんはすこし歩いて、ふと立ちどまると、目の前に黒いかたまりのようにもりあがったこい緑の森を見上げ、ふりかえってキキにいいました。

「すごいでしょ。いい森でしょ。奥にずーっと深くつづいているの。あの森があっての小道屋なのよね。ただの森と思えば、それまでなんだけど……ぜったいにただの森じゃないって、わたしは思ってるの。宝物よ。なかにはいると、ふしぎなほど空気がかわるのよ。人の気持ちもかわるし、世界もかわるの。あそこの小さな川をぴょーんととびこすだけなんだけどね」

　川をぴょーんとといったとき、ザザさんはぴょーんととんでみせて笑いました。

　ザザさんは草の庭からだらだらつづく道をくだっていきました。キキは立ちどまって、またもごもごとなにかをいいかけました。でもザザさんはまっすぐ前を見たまま歩いていきます。そして川の水がたまって、小さな池になっているところに来ると、シーツやタオルをつぎつぎ入れはじめました。

「ここもアジ川なのよ。駅からここに来るとき見たでしょ。森の入り口にあるのはチビアジ、わたしはそうよんでるの。ずっと下流でつながってるの。

　きょうはお日さまが元気だから、ほんとうにありがたいこと。白い布はお日さまと仲がいいから。こんな日はシーツを洗うことにしてるの。でもいそがないといけないわ……山のなかは日暮れもはやいから」

　ザザさんはスカートのすそを腰のベルトにはさむと、水にはいり、洗濯物をざばざばともみはじめました。それをそばの平らな石のうえにひろげ、バケツのなかから大きな石けんをだしてこすりつけました。泡まみれになったシーツやタオルはていねいに草のうえにひろげられました。するとみるみる洗濯物はお日さまにあたって乾きはじめます。

「魔女さん、ちょっと手伝ってくださいな。靴をぬいで」

「え、えっ、靴？……」

　キキは、えーっとまゆをひそめました。

（こっちははやく帰りたいのに、さっきから一生懸命にいやいやって顔して見せてるのに……鈍感な人。いいもの見せるなんていって……ついでに手伝わせるつもりなんだわ……）

　キキはむっとして、にらみつけました。でもザザさんはもうこっちに背中をむけて、夢中で洗濯をしています。

　キキは仕方なくスカートをザザさんのように持ちあげて、靴をぬぐと、水にはいっていきました。水は思ったよりずっとつめたく、キキは思わず片足をあげ、そのひょうしに川底の小石にすべって転びそうになりました。

「あら、やだもう」

　キキは思わず声をはりあげました。

「あらら、だいじょうぶ？　足に力を入れなくっちゃ」

　ザザさんはすばやく手をだして、キキの腕をつかみました。とっさにキキはその手をはらいました。

「あら、えんりょしなくてもいいのよ。さあ」

　ザザさんはもう一度手をのばして、キキをひっぱりました。その力の強いこと、こんどは反対のほうにつるりと、よろけます。

「あらら、ごめんなさいね。だいじょうぶ？　じゃ、手伝ってね、やってみるとおもしろいわよ。はやく水をかけないと、洗濯物、乾いちゃうのよ。石けんついてるから、乾くとしみになっちゃうの。ね、いそいでね。これわたし流のお洗濯。ちゃんと名前までつけてるのよ。『水やり洗濯』っていうの。おかしな名前でしょ。ひろげた布が乾かないようにお花のように、水をかけてやるから」

　ザザさんはバケツに水をくむと、手でばちゃばちゃと布のうえにかけてみせました。

「さ、やってみて。おもしろいわよ」

（なにがおもしろいの、こんなこと……）

　キキはかっかときていました。いきなりバケツで水をすくい、そのままざぶっとらんぼうにかけました。

「そう、そうよ、ありがとう。助かるわ」

　やっぱりむこうはなんにも感じていません。

「こうすると、お日さまと川の水が手伝ってくれてね、布はみるみる白くなるのよ。これって、アジ川の魔法！」

　ザザさんは腰をのばして笑いました。

「魔女さんのお洗濯って、どんなの？　教えてほしいわ。ごめんなさい、わたし、知りたがりやなのよ。ほんとうは研究熱心っていってもらいたいんだけどね」

「えっ、わたしのお洗濯？　べつに……ふつうだわ……魔法はないの」

　キキはこたえながら、ますますいらいらしてきました。

（なんでいろいろきくのかしら。洗濯なんてどこでも同じじゃないの？　ひとりぼっちの山のなかのくらしを自慢したいのはわかるけど、わたしが帰りたがってるのわからないのかしら、鈍感。さっきから自分ばかりしゃべって。ひとりぼっちって、こうなっちゃうのね、おー、やだやだ。わたしはなりたくないわ）

「あら、なーんだ魔法はないの？　がっかり……でも飛べるじゃないの……それは魔法よね。すてきよ。ため息がでちゃうぐらい！」

　ザザさんは草のうえの洗濯物を順番にまた川に入れると流れにまかせるようにすすいで、きゅっとしぼりました。

　ザザさんはまたさきに立って、庭にさっさともどると、すみにはられたロープに洗濯物を干しはじめました。

「きょうはお日さま、ごきげんだったわ。ありがたいこと。魔女さん、おねがい、こっちのはじを持ってひっぱってくれる」

「は、はい」

　ほっぺたがますますぶーっとふくれてしまいます。目はさっきからつんととがったままです。キキはシーツのはじをわざと力を入れてひっぱりました。

　もうどうしようもないほどイライラしています。

「おっととと」

　ザザさんはひっぱられて、足をうかせました。

「ダメダメ、力の入れすぎは……」

　ザザさんはふふふと笑いながらいいました。

　ロープに干されたまっしろなシーツやタオルは風にあたってゆれはじめました。風が通る順に動いていきます。

「きょうの風は、ああいう形なのね」とザザさんはキキを見てうなずいてみせました。

　キキは思わずふーとため息をつきました。きどっちゃって……なんでもかんでももったいつけて……お説教っぽくきこえます。それにキキがはやく帰りたがってるのを見通して、じゃましているみたいにも見えます。やさしそうに見えるのも、かえって気味わるく思えてきました。

「それじゃ、わたし、もうそろそろ失礼します」

　がまんできなくってキキがいいかけると、ザザさんは後ろをむき、もう家にはいりかけています。キキは追いかけながら、空を見上げました。お日さまはだいぶ西に傾いて、近くの谷間はもう、すこし夕方の気配です。

（あっ、どうしよう。帰れるかしら、まったく。いやになっちゃうなあ。でも超特急で帰れば、なんとか間に合うかもしれない。いや、いじでもぜったい間に合わせてみせるわよ。でも帰ったらおしゃれもしなくちゃいけないわ……こんなかっこうじゃいやだわ。でも行く。行くわ。じゃまなんてぜったいさせないから）

「あのー、わたし、そろそろ帰らないと」

　キキは追いかけて家にはいるといいました。

「あら、帰る？　泊まらないの？　どうして？」

　ザザさんはおどろいて、ふりかえりました。

「えっ？　泊まるなんて……そんなつもりでは。もちろん帰ります」

　キキはつっかかるようにいいました。

「まあ、ここに来たら、みんな、泊まるのをたのしみにしてるのに。今夜はおきゃくさんがいないから、二階のいいお部屋を用意するわよ。泊まっていきなさいよ。きっといいことあるわ。帰っちゃうなんて、そんなもったいないこと！　森のなかだけどせいいっぱいのおもてなしを用意するつもりよ。持ってきていただいた泡立て器をつかって山のお芋のとろんとろんスープもごちそうするわ。今がいちばんおいしいときよ。そ、それをあなたへのお礼にどう？　いいこと思いついたわ。それこそおすそわけになるわよね」

　ザザさんはさっさと自分で決めて、満足そうにうなずいています。

（なんだかんだって……親切に見せかけてる）

　キキにはそうとしか思えません。

「でも、わたし、今夜、約束があるんです。帰らないと」

　キキはぐいっとのりだしてきっぱりといいました。

「あら、そうなの。いそがしいのね。ざんねんだわ」

　ザザさんは肩をすくめました。

「それじゃ、あたしお礼ができないじゃない」

「いいんです。水やりお洗濯、教えていただいたし」

「あんなこと？」

「失礼します」

　キキはさっとスカートのしわをのばすと、後ろをむきました。それからさっき外にでるときおいたほうきを手にとろうとしました。

　ところがほうきがないのです。たしかに壁に立てかけておいたはずなのに。

　ザザさんがかくした！

　とっさにキキは思いました。すーっと背中がさむくなっていきました。

（この人、やっぱりへんよ。べたべたしすぎるし……なんでもききたがる。

　わたしに一度会ってみたかったっていってたし……。

　魔女がうらやましいって……わたしのほうきを見る目もへんだったわ。

　さっきからわたしを帰さないように、帰さないようにしてる。あのミズっていういとこといっしょになってわたしを誘拐しようとしてるのかもしれない。魔女はめずらしい動物くらいに思っているのよ。あやしいわ、とってもあやしい。こんな山のなかだもの、どんなことをされてもだれにもわからない！）

　キキはいろいろなことを一度に考えて、もう頭のなかが疑いでいっぱいになりました。

（そうよ、ザザさんがかくしたのよ！　ザザさんがかくしたのよ！　やっぱりわたしをつかまえて帰さないつもりなのよ。さっきからうらやましそうに魔法とか魔女とかいいつづけじゃない）

　胸がどきどきはげしく鳴りだしました。

「ジジ、ほうきを知らない？　ほうきがないのよ」

　キキの声はふるえています。

「あれ、ないね、どうしたんだろ」

　ジジはのんびりとまわりを見回しました。

「どうしたんだろじゃないわよ。おかしいじゃない」

　キキははげしい声でいいました。

「川に持っていったんじゃないの？」

　キキは「あっ」とさけび声をあげると、とびだして、川に行く道をさがしさがし走りました。でもどこにもありませんでした。

（そうよ。外にあるわけないわ。わたし、たしかにあのとびらのとこにおいたんだもの。やっぱりあの人がかくしたんだわ）

　キキの背中がぞっとふるえました。

（おちつかなくちゃ、あわてちゃだめ）

　キキは自分にいいきかせると、台所をのぞいて、なるべくふつうの声をだしていいました。

「ザザさん、わたしがあそこのとびらのところにおいたほうき、知りません？」

　ザザさんはふりむいて、ふしぎそうに眉まゆをよせました。

「ほうき？　あなたの？　さあ……あなたがおいたところにあるんじゃないの。かたづける人なんて、ここにはいないから。あなたが来たときほうきを持っていたのは見たけど。もう一度、よくさがしてごらんなさい」

　ザザさんの声はふつうでした。うそをついているようではありません。ザザさんは棚からランプをおろすと、明かりをいれました。

「すこし暗くなってきたから、これを持ってさがしなさい」

　キキはランプをだまって受け取ると部屋のすみからすみまでさがしました。かけてあるコートの後ろや、ほうきがたおれてないかと、箱やいすの後ろもさがしました。でもありません。キキの胸がざわざわとなりだしました。

（かくされたんだ！　ちがいないわ。平気な顔してるけどやっぱりあの人、わたしをここにとじこめるつもりなんだわ）

「ザザさん、どうしても見つからないんですけど」

　キキは台所をのぞいていいました。

「えっ、ないの？　じゃ、わたしのほうきをつかってもいいわよ。ちょっとすりへってるけど。おかしするわよ」

「それで間に合わせるわけには……」

　キキがいいかけると、ザザさんの声がかぶさるようにきこえてきました。

「それよりさあ、ここに来てごらんなさいよ。いよいよ泡立て器で山のお芋のとろんとろんスープをつくるのよ。すごいわよ。これぞ山の力って思うほどおいしいんだから」

　キキがあやしく思っているなんて、ぜんぜん感じてないみたいです。キキはうろうろ目を動かしながら、そっとぬけだし、ザザさんの部屋と思える奥のドアをあけました。ランプをかざしてみると、うす緑色の布をかけたベッドのうえに、やりかけの編み物がおいてありました。あとはいすと小さなたんすのかんたんな部屋でした。キキのほうきはどこにもありません。二階かもしれない。キキは奥の階段のほうにそっと進みはじめました。すると、わきにシーツがたたまれ重ねておいてある戸棚が見えました。こんなところにほうきをかくせるわけがありません。でもあやしいと思いはじめたキキにはなにもかもあやしく感じられました。もしかしたらこの奥にかくしてるかもしれない。キキはていねいに一枚ずつめくりながらのぞいていきました。

　……と、棚のどこからか一枚の紙がひらりっと落ちてきました。キキはしゃがんで二つにおられた紙を開きました。そこには鉛筆でこんな言葉が書いてありました。

「『ノラオをすてて、ノラオをひろう』……なに、これ！」

　キキはぎくりと息をのみました。体がぶるぶるふるえだしました。

（ノラオって……？　人の名前でしょ？　この人をすてるという意味？　すてるって、どこかに放りなげるってこと？　どこに？　まさか、森のなかに……もしかしたらもうすてたのかもしれない。森にはいると空気がかわるって、さっきへんなことをいってた。それっていったいどういう意味？　わたしもこれからすてられるんだ。ほうきもなくなってるし……でも、なぜなの、なぜ？　魔女だから？　やっぱりあのザザさんはおかしい。こんな森にひとりで住んでるから、気持ちがへんになってるのよ。そうとしか思えない。ほうきなんて、もうどうでもいいわ。ジジもいるし、歩いてでもいいからはやくここからにげよう）

　キキはぴったりついて歩いていたジジに小声でささやきました。

「ジジ、ここをでよう。帰ろう。ねえ、はやく」

「どうしたの、キキ？」

　ジジがききました。

「やっぱり鬼かもしれない、あの人」

「ほんと？　でもこの家、いいにおいしてるじゃない。鬼らしくないよ」

「だから、へんなんじゃないの」

　キキは目をとがらせて、ジジを見ました。

「キキがそういうなら、帰るよ、ぼ、ぼくも」

　キキのようすにおびえたように、ジジは小さくうなずきました。

「はやく！」キキがランプを消して、戸口にいそごうとしました。すると遠くでひゅーっとかすかに笛のような音がしました。そのとたん「にゃーおーん」ジジは一声あげると、耳をぴんと立て、目をぐっとあけて、窓の外を見上げました。それからいきなりうなり声をあげ、あいている窓から外にとびだしていきました。いったいなにがおきたのでしょう。そのあまりのかわりようにキキはおどろいて立ちすくみました。ジジの体が波うつように走って庭を横切っていきます。キキも窓からぬけだし、後を追って走りだしました。

　さっきザザさんがいったチビアジ川が流れています。ジジはぴょーんととびこして森のなかにはいっていきます。キキもつづいてとびこしました。するとあっという間に木や草の形が見えなくなり、キキはまっくらな空気にかこまれてしまいました。外はまだすこし明るかったはずなのに、どうしたのでしょう。さっきザザさんがいっていた、空気がかわる、世界がかわるといった言葉がちらりっとキキの頭をかすめました。さきのほうで、草のなかをジジの走る音がかすかにしています。

「ジジ、ジジ」

　キキははじめは小声で、でもしだいに大きな声でよびました。でも返事がありません。キキの声がきこえたら、ジジはいつもこたえてくれるのに。それにザザさんにだってきこえてないわけはありません。でもキキの声がこの暗い空気のなかにとけてしまったように、なんの返事もかえってこないのです。キキは前も後ろもわからないままに、手をのばし、ふり動かしながらめちゃめちゃに走りました。高いところで、ざわざわ、ざわざわと木の葉が鳴り、後ろのほうでも草がざわざわと音をたてています。キキは走りつづけました。とまったらなにかにつかまるのではないかと、走らないではいられないのです。ジジをつれて、はやくにげなくっちゃ、はやく、はやく、それしか考えられません。顔やふりまわす手に木の枝がびしびしとあたります。後からとっとっととなにかが追いかけてくるような音さえきこえます。にげてもにげてもつかまりそうです。キキは手をばたつかせ、前のめりになってめちゃくちゃに走りました。

　すると足がなにかにひっかかりました。拍子で靴がぬげ、キキの体は泳ぐようにつんのめると、ずずーっと木の根や草ででこぼこしている地面をすべってとまりました。

「痛い！」

　足首から頭のほうに痛みがびーんと走ります。

　土にこすったのか、草に切られたのか、ひざっこぞうや手のひらがひりひりします。キキは腰がぬけたように、そのままそこにぺったんとすわってしまいました。

「ジジー」

　キキははあはあとあばれている胸をおさえてさけびました。その声は細く尾をひいていつまでも暗闇のなかにひびきつづけています。

　まっくらです。どこもかしこも、なにもかも。まるで黒い布をすっぽりかぶせられたようでした。キキは痛い体を抱えてちぢこまりました。

　この世からまったくの闇とまったくのしずけさがなくなったから魔法が消えた、とコキリさんもオキノさんもいっていました。

　でも、そんなのうそ。こんなにすごく暗いところがあるじゃないの。

　暗闇のなかにかくれてたくさんの目がこわがっているキキをじっと見ているようでした。

　音もなくまわりを風がふいています。風といっしょになにかがこっちにむかってじりじりとよってくるような気がします。キキはびくびくと体を動かしながら、もうがまんができなくて、小さくしゃくりあげ、そのまま体をひきずってずるずるとあとずさりしました。

　ここはいったいどこなの？　森のなかのはずなのに……ちがう世界にひっぱりこまれたみたい……きっとあのザザさんのしわざだわ。気持ちわるい人だったもの。いつかきいたことがある、昔、魔女は理由もなくきらわれて、どこか秘密の場所に姿を消したものがいた。その人たちはそれを恨んで持っていた魔法をおそろしい魔法にかえていった……という話を。

　キキはつぎつぎ考え、おびえてますますつよく自分のひざを抱えました。黒のなかの黒といわれる魔女の洋服では、闇にまざってしまって、自分の姿さえうっすらとも見えません。袖そでからでている手のさきがかすかにぼーっとうきでているだけです。

　空気がたえられないほどつめたく感じます。体ががたがたとふるえています。キキは両手で体を抱えるようにして、よろよろと立ちあがりました。はやくにげなくちゃ。でも転んだときねじったのでしょう、足首がずきずき痛み、ちゃんと立てません。キキはなにかつかまるところがほしくて、手をのばしてあたりかまわず動き回りました。でもすぐすべって転び、なにかをつかんだかと思うと、するりとぬけてしまいます。こわくて、こわくて、痛くて、ひとりぼっちで、キキはあかちゃんのように泣きはじめました。

　ふとなにか触れるものがありました。キキがすがるように手をのばすと、それはがっしりと太く、木の幹のようでした。キキはくるったようにとびついて、両手で幹にしがみつきました。ざらざらしています。キキは泣きながら手でそのざらざらをなんどもさわりました。この底なし沼のようなまっくらな森のなかで、なにもかもがキキをいじめているようなこの森のなかで、このざらざらの木が声をかけてくれたような気がしたのです。キキは体を強くおしつけ、必死でかじりつきました。

　しばらくすると、つめたくひえたキキの体に、木のなかからかすかなあたたかさが伝わってきました。いっしょに音にならないやわらかなひびきが、きりきりととがったものにさされたように痛いキキの胸にひびいてきました。なだめてくれているようなやわらかいひびきでした。息も通らないほどかわききった口やのどがひくひくと動きはじめました。ずっと昔しっかりと抱かれ、やさしく背中をたたかれたかすかな記憶がよみがえってきて、すこしずつキキの呼吸がしずかになっていきました。うすい湯気のように安心がひろがっていきます。キキの体はそのままずるずるとくずれ、木の根もとにうずくまりました。

　どのくらいたったでしょうか、もしかしたら一瞬だったかもしれません。キキははっと目をさましました。あたりはいぜんとしてまっくらです。でもこわばっていた体がすこしほぐれているのを感じました。キキは目をしばたきながら、暗闇をのぞきました。体のどこかであたたかいものが動きはじめています。同時にまぶたのなかに見えてきたのは、はじめてほうきに乗って飛んだときの空の青い色でした。焦げたような赤い屋根をしたに見て、はじめてぷーとうくと、すべるように飛んだのです。なんて気持ちのいい一瞬だったでしょう。あのときの気持ちをキキは思いだしました。空をどこまでも、どこまでも、飛べると思った、あの自由な、うれしい気持ちです。

（あのとき、わたしはほんとうに魔女になりたいと思った）

　だれにいわれたわけでもなく、そう自分ひとりで決めたときの誇らしかった気持ちをキキは思いだしていました。

　このところキキは不満だらけでした。魔女でいることも、とんぼさんがすきなのも、みんな自分でえらんだことなのに……わたしは一生懸命やっているのに、わかってもらえない……なぜ？　だれもわかってくれないの。こんなにとんぼさんがすきなのにとんぼさんたらよく平気でいられるわね。わたしはきっとみんなにきらわれてるんだわ。キキは自分で勝手に自信をなくしていたのです。でもそう思うのがいやで、なにかにつけ文句をいいたくなっていたのです。夏が始まってからずっとこんな気持ちがキキをおおっていたのでした。

　だから「魔女さん、すごい！」なんてちやほやされると、見さかいもなくふわふわと有頂天になったのです。これではあの女の子にいわれたようにチョコレートに結ぶ飾りのリボンとおんなじではありませんか。知恵があるといわれている魔女なのに、ひとりぼっちになったとき、暗闇のなかであわてふためいて泣くことしかできませんでした。ヤアくんが持っていた力すらキキにはありませんでした。

　魔法が消えた。それはキキのことだったのではないでしょうか。




　キキは大きく息をすいこむと、靴がぬげてはだしになった足をひきずって歩きだしました。川の音がかすかにきこえてきました。進むにつれて、あたりがぼーっと明るくなりました。さっきぴょーんととびこした川が見えています。キキはふっとヤアくんの棒を思いだしました。

「おとなはね、ひとりで行くんだよ」

　ヤアくんのことばです。もしかしたらキキは棒をとびこして、ヤアくんのいっていた世界へひとりで行ってきたのかもしれません。

　後ろの山から半月が顔をのぞかせました。木と木のあいだにキキの影がうつっています。キキはこんなにくっきりとした自分の影を見たのははじめてだと思いました。




　さわさわと草がゆれる音がして、ジジがとびだしてきました。

　そのあとからひとりの男の人が歩いてきます。

「キキ、この人、ノラオさん。ぼくの友だち」

　ジジはなにごともなかったようにいいました。

　キキはびっくりして口がきけません。

「去年、ぼく、家出したでしょ。そのとき助けてくれた人なの。さっききこえたんだ、ノラオさんの口笛」

「やあ」

　木の茂みからぬけだして、男の人は帽子をとって頭をさげました。

「この猫、おたくの猫？」

　男の人は笑いかけました。

　キキはだまってうなずきました。

「ほほー、その黒い洋服……とすると……あんた、うわさの……コリコの町の魔女さんじゃないの」

「ええ」

「……とすると、この猫は、魔女猫だったんですか。あまったれちゃんだけど、いじっぱりで、どっかいいとこあると思った。なるほどねえ。でも、猫のくせに、魚まるごと食えなかったんですよ、あきれちゃったけど……」

「ほら、口がわるいんだから」

　ジジが鼻をならしました。

「あの……ノラオさんってお名前、ほんとですか？　あっ、ごめんなさい、いきなり失礼なことうかがって」

　キキはいいました。

「ええ、コリコの町で、キャベツ売りしてます。自分でもすこしつくっているけど」

「わたし、さっき、あのザザさんの家で偶然メモを見ちゃったんですけど。『ノラオをすてて、ノラオをひろう』って書いてあったんです」

「わははは、きっとそれ、ぼくのだ。ノートの切れっぱしでしょ」

「ええ、でもふしぎな言葉だったので……」

「そう、それぼくのおまじないなんですよ。はずかしいなあ。見られちゃったか」

　ノラオさんは手に持った帽子で顔をざばっとなでました。

「それどんなおまじないなんですか」

　キキはノラオさんを見つめました。

「まじないっていうほどおおげさなことではないんだけど、じつは昔、失恋しちゃってね、だめだってわかっているのにその子のことしか考えられなくって……うじうじうじうじしてあのときはみじめで、つらくって。この世に自分なんていなくてもいいんだ、どっかに消えてしまおうと、ふらふらと歩き回っていたら、ある夜、この森にはいりこんじゃったんですよ。まっくらでねえ、たったひとりがさびしくって……とうとう泣き声をあげてしまった。消えてしまうつもりだったのに。すると、気持ちがすとんとどこかにはいりこんで、もう一度生きてみようかなって思えて……そう、この森でこんなふうに自分をひろうことができたもんだから……。そのあとここの宿屋のザザさんにも会えて。ずっと昔のことだけど……それからはね、つらくなると、自分をひろいにここに帰ってくるんです。あれ……ひょっとして……魔女さん、君もそうだったの」

　ノラオさんはキキをのぞきこみ、はだしの足を見ました。

「ええ、わたしもなにかひろったような気がします」

　キキははずかしそうにしたをむいてこたえました。

「でもきょうはおどろいたなあ、この猫がいきなりとびついてきて」

　ノラオさんはかがんでジジの背中をぽんとたたきました。

「キキ、ぼくは猫っていう名前じゃないって、いって。ジジだって」

　ジジがにゃごにゃごと不満そうに鳴きました。

「おや、なにか気に入らないのかな」

　ノラオさんがいいました。

「ジジって名前なんです。そうよんでくださいって」

　キキは笑いながら、ジジを抱きあげました。




　キキたちが歩いていくと、

「どこに行っちゃったの？」

　小道屋さんのほうから光が見え、ザザさんの声がきこえてきました。

「ここでーす」

　キキとノラオさんは同時に声をあげました。チビアジ川がきらきらと光って、そのむこうにランプを持ったザザさんが立っていました。

　キキとノラオさんは、ぴょーんと声をそろえ、小川をとびこして走りだしました。

「魔女さんったら、どこに行ってたの。きゅうにいなくなっちゃうんですもの。ああ、よかった、また会えて」

　ザザさんは走ってきたキキを抱きとめました。

「もう帰っちゃったかと思ったわ。さよならがいえなかったから、悲しかったわ。あららっら、どうしたのそのはだしの足！」

　ザザさんがキキの足を見ていいました。

「転んじゃって。靴がどっかにいっちゃって」

（どうしてさっきはこの人をあんなに疑ったりしたのかしら……わたし、どうかしてたんだわ）

　キキはザザさんのほほえむ顔を見ながら思いました。キキは自分の目が入れかわったのではないかと思うほどふしぎな感じでした。




「スープできてるわよ」

　ザザさんはキキの手をとりました。その手はさっきの森の木のようにかたく、でもしっとりとあたたかく感じられました。

「おう、ありがたい」

　後ろからノラオさんがのぞいていいました。

「おや、ノラオさんじゃないの。おや、まあまあ。また歩いてきたの？　あなたはいつもとつぜんあらわれるんだから。でもちょうどよかった、あなたのすきなとろんとろんスープができてるわよ。きょうのは最高の、特別よ」

　ザザさんが暗いなかをのぞくようにしていいました。




　テーブルのうえには、ロウソクが三本灯ともり、おいしそうなにおいがしています。

「魔女さんにこの泡立て器を運んでもらったので、いいスープができたわ。やっぱり柳の枝よりこっちのほうがきれがよくていいわ。おなかすいたでしょう。あの森のなかってやけにおなかがすくのよね。特に夜は……」

　ザザさんはふたりの顔を見くらべて、笑いました。そのザザさんを見て、キキはあっ、この人ももしかしたらあの森で自分をひろったのかもしれないと思いました。キキとノラオさんはテーブルにすわり、ジジはいすにスープのお皿をのせてもらいました。キキはスプーンですくって、スープをひとくち口に入れました。「ふー」思わず声をあげました。とろんとしたかすかにすっぱい味がキキのなかにゆっくりとしみていきました。

　すると、あんなにさがしてもなかった、キキのほうきが台所に通じるとびらの後ろからのぞいているではありませんか。

「あら、わたしのほうき、……ザザさん、見つけてくださったんですか」

　キキは立ちあがって、ほうきを手にとりました。

「いえ、わたし、なにもしていないわよ。ずっとあそこにあったんじゃないの」

　ふりむいたザザさんもふしぎそうな顔をしています。

「あ、そ、そう、きっとそうね。わたし、さっきはとんでもなくあわてちゃってて……なんでこんなとこ見落としたんでしょう。わたしどうかしてたんだわ。おさわがせしてごめんなさい」

　キキはもうしわけなさそうに首をちぢめました。

「あっ、そうだわ。キキ、今夜、大事な約束があったんじゃないの？」

　ザザさんがしんぱいそうにいいました。

「ええ、あのときはどうしても行きたいって思って。それでほうきが見つからないもんだから、どうしよう、どうしようって、なにかにとりつかれたみたいにばたばたしちゃって。なにがなんだかわからなくなっていたんです。わたしほんとうにどうかしてたんです」

「そういうことってあるわよね。むりもないわ。こんな山奥まで来たんですものね」

　ザザさんは大きくうなずきました。

「約束は、みんなで集まってあそぶ会だったんです。あした、あやまりの手紙をとどけに行くつもりです」

　キキはいいました。

「その前に森にはいって靴をさがしていらっしゃい」

　ザザさんはちょっぴりからかうような笑いをうかべていいました。







　６　キキ、雨傘山へ







　とんぼさんから手紙が来ました。


「キキ、元気？

　ぼくはこの雨あま傘がさ山やまに来て、ほんとうによかったと思っています。このあいだキキに手紙をだすためにお店やさんまでおりていったら、おばさんが、『あんた、よくあんな山にひとりでいるねえ。夜、こわくないの？』っていうんだ。

　夜はぼくだってとってもこわい。ちょっとはずかしいけど、こわいなんてもんじゃないよ、ぶるぶるさ。この歳になるまで、ぼくはいつもだれかといっしょだったもの。それとくらべてキキはすごいと思うよ。十三のときにコリコの町に来て、なにもかもひとりで始めたんだものね。弱虫のぼくは日が暮れると、こそこそテントにもぐりこみ、寝袋に顔をうずめて、寝てしまうことにしてたんだ。とんぼは夜は飛ばないんだよなんて、いいわけをいってさ。山ってしずかだと思うでしょ、でも昼間はとってもにぎやかなんだよ。たくさんの音がきこえる。風が空のうえを通りすぎる音や、はっぱのあいだをすりぬける音。木の枝が折れたり、はっぱがちる音や、しずかな日は花が咲く音まで聞こえる。もちろんさまざまな生き物のたてる音も。食べる音とか、あくびらしいかわいい音までもね。でもにぎやかなのはそれだけじゃない。この山のものはみんなが呼吸をしてるんだよ。すったり、はいたり。それは動かない石だって、地面だって……その、音ではない音が感じられるんだ。ひとりでいるとね、体におしよせてくるのが感じられるんだ。そのなかにぼくもはいって息をしてると思うと、なんだかわくわくしてくる！

　でもやっぱりこれじゃこの山とは半分しか出会っていないよね。夜をこわがってちゃ影法師がない人みたいじゃないか。そこで、とんぼは一大決心。おばさんにいわれた日の夜、寝ないでおきていようと思ったんだ」



　キキは手紙から目をあげ、「とんぼさんたらおんなじこと……」とつぶやくと、また手紙を読みつづけました。


「だんだんと日が暮れてきた。するとなんてことだ。昼間は晴れていたのに、夕方から雲がわいて、厚ぼったくぼってりと山のうえにいすわってしまったんだ。月も、もちろん星も見えない、まっくら。ぼくは勇気をだして山を歩きまわるつもりだったんだけど、テントからすこし歩いたところで、もうどこにいるんだかわからなくなった。見えるはずのナルナの町の明かりさえ見えない。これでは方向もわからない。ぼくはすわりこんだ。こわくて顔だけきょときょと動かしていた。緊張の極致さ。すると暗闇がじわじわっとよってきて、ぼくをひっぱりこもうとしているような気がする。ぼくはこわくて顔をふせ、なるべく暗いなかにいるこわいやつたちに気がつかれないように体をちぢめてじっとしていた。すると、するとだよ、山は昼間よりもっとにぎやかだったんだ。みんなの息が強くきこえる。それがぼくの体にもひびいてくる。『いったいこれはなんなんだ！』ってぼくは思った。ほら、ぼくはいつでも理由を知りたがって、どうして、どうしてっていいつづけてきたものね。それでキキのこともどうして飛ぶんだって、そのわけが知りたくって、いつもさぐっていた。キキが飛ぶのをそのまま認めるのは、自分をばかだって認めるようで、なかなかむずかしかったんだ。キキがコリコの町に来たとき、ぼくはほうきを盗んでこわしてしまったよね。あのときキキがいった。

〝ほうきが飛ぶんではなく、魔女の血が飛ぶんです〟って。これにはまいったよ。頭でいくら考えても、それをぶっとばすような力がこの世に存在するなんて。あのときのぼくにはまったく理解できないことだった。キキはふしぎを持って生まれてる、ぼくとはぜんぜんちがう特別な人なんだと思った。あこがれもあったけど、なにかくやしくって、競争するような気持ちになって……まけてたまるかなんてね。

　でもこの山の暗い闇のなかでじっとしていて、山のものたちの深い息をいっしょに感じてたら、『どうして？』って、いくらいっても、答えはでてこないことがある……それがあたりまえのことなのかもしれない。つまりこの世界は『エッ』ていうものだらけなんだよ。そう、魔女の血のようにね。そしたら、こわいのがすーっととんで、まっくらな山のなかが、おもしろくなってきたんだ。なんだかわからないけど、わくわくしてきた。わからないものがいっぱいあるってたのしいなって。すると気持ちが自由になってね、ずっと抱えていたもやもやとくやしい気持ちも消えていった。ぼくにもわからないものはいっぱいある、もしかしたらふしぎな血もあるかもしれないじゃないかって思えたんだ。キキのように空を飛んで、宙返りはできないけど、ぼくもどこかで宙返りができる人なんだ、たぶん……いや、きっと。そう。だいじょうぶって！　だんだんうれしくなってきた！

　ねえ、キキ、ぼくも君と同じ世界に生きているんだよね！　そうなんだ！

　暗闇のなにも見えないなかで、かえって自分がよく見えてきたような気がした。これはすてきな気持ちだったよ。この山がぼくに教えてくれたんだね。何年もあせっていたぼくの気持ちがやっとおちついてきた。そしてはじめて心の底からキキの全部がすきだと思えた。魔女のキキも、キキの魔法もすきだよ」



　キキは手紙から目をそらして、ぼーっと立ちすくんでいました。キキの目がうるんでいます。手に持っている手紙が細かくふるえています。とんぼさんの手紙はまだつづいていました。


「ぼくはそのまま寝てしまったらしい。さむいので目がさめたら、山は夜明けを迎えていた。お日さまがキキのいるコリコの町のほうからのぼってきた。するとぴちんぴちんとどこかで音がする。見ると、なんのはっぱだろう、あそんでいるようにそこらじゅうを飛んでいる。ぼくはとびあがって、つかまえた。朝の光にすかしてみると、それはぼくがつくる竹とんぼににた形をしていて、まんなかに小さな種がついている。今生まれたばかりの種らしい。これからどこかに飛んでいって生きるんだ。キキが飛んでコリコの町に来たように。ぼくは一つをすぃーと、おすように飛ばしてみた。飛ぶ飛ぶ、あわててるみたいに飛んでいく。小さな体のなかに雨傘山のみんなの息をつめて飛んでいく。あんな小さくってもふしぎをいっぱい抱えてるんだ。すごーい、すごいよね、感激。ぼくも飛ばなきゃ。

　とってもうれしい朝を迎えた、とんぼより」






　キキは手紙から目をあげると、はねるように窓に近づき、つま先立ちになって、遠くの空を見ました。こっちもうれしい朝なのでした。するとキキが握っていた封筒からぱらりとうすいはっぱのようなものが落ちました。手紙に書かれていた種のようです。キキは指にはさんで、しばらくじっと見ると、思いきったように窓からすぃーと飛ばしました。種は一瞬キキのほうにもどりかけ、でも空気の流れに乗ると、きゅうに高く舞い上がり、くすりぐさの畑のむこうに飛んでいきました。

「あれ、行っちゃった。もどってこない……」

　キキはうろうろと種の消えたほうに目を動かしました。

　それからキキは目をかがやかせて、つぶやきました。

「うん、そうだわ、飛ぶんだわ、飛んでいくんだわ」




　しばらくしてキキはとつぜんジジに声をかけました。

「きょうはわるいけどお休みにさせてもらうわ。わたし、でかけたいの。お留守番、おねがいします」

「えーっ？」

　ベッドのしたからジジのおどろいている声がきこえてきました。

　キキはそれには返事をしないで、飛ぶようにして鏡にむかうと、ぴんとアイロンをかけておいた、リボンを頭につけました。それからずっと前にとんぼさんからもらったポシェットを肩にさげました。

「行ってきまーす」とキキは大きな声をあげ、すばやくほうきに乗って家の前から飛びあがりました。ぐいぐいと空高くのぼっていきます。キキの姿はみるみる小さくなっていきました。

　戸口に走りでてきたジジがどうしちゃったのというように、口をぽかんとあけて見上げていました。

　キキは毎日のように地図を見て知っていたとんぼさんのいるナルナの町の方向、西にむかって飛びつづけました。山を三つほど越すと、大おお晦みそ日かに指きりげんまんする町の時計台が見えてきました。コリコの町のマラソン大会とちがって、年越しの鐘を合図に、来年も仲よくねって、指きりげんまんをする町です。

　空のうえのほうは思ったより風が強くふいていました。夏のおわりを感じさせるからりと乾いた風でした。キキの髪の毛がさらさら、さらさらと音をさせながら後ろに流れていきます。

　やがてとんぼさんが書いてくれた地図そっくりの町が見えてきました。見回すと、平らな土地のうえにすわりこんでいるような雨傘山も見えます。近づくとてっぺんに一本高い木がそびえ、あとはまあるくもりあがって傘にそっくりな形をしていました。想像したよりずっと大きく見えます。キキはうれしくって思いっきり力を入れ、一回宙返りをすると、そのままいっきに近づいていきました。でもはっきりと見えてきた山はびっしり木におおわれていて、どこからおりられるのか、どこにとんぼさんがいるのかもわかりません。

　キキはしっかりとほうきを握り、まず山のてっぺんに突き出ている木のうえを目ざして、ゆっくりおりていきました。それから足をのばして突き出ている木のうえに乗せようとしました。でも何度やっても木はゆらりとゆれて、受けとめてくれません。キキは両足に力を入れ、枝にまたがろうとしました。でも力を入れた分大きくよろけて、声をあげる間もなく下に茂っている木のうえをぽんぽんとはずんで、転がっていきました。ほうきの柄を握りしめているのがせいいっぱいです。とめようもありません。

　すると、どこかで、チリリン、チリリンと音がします。

「あっ、あの音！」

　キキの体がぎくりと動きました。それはわすれようとしても、わすれられない音でした。キキが小さいとき、飛ぶ練習のために町の木に結びつけられていた、あの鈴の音でした。ついついよそ見をしてしまって、落ちそうになり、足をひっかけてよく鳴らしたのです。町の人はちいちゃなキキの鈴とよんでいました。キキがコリコの町で一年間魔女の修行をして、自分の町にもどったあと、やっぱりまたコリコの町で生きていこうと心に決めたとき、その鈴のひとつをとんぼさんへおみやげに持ってきたのでした。それをとんぼさんは雨傘山の木につるしていたのです。そして今キキはその鈴をまた鳴らしたのでした。

「わたしの鈴！」

　キキの胸はうれしくっておどるようでした。でもキキの体のほうもものすごいおどりようです。あっちの木にぶつかり、こっちの木にぶつかり、転げるように落ちていきます。

「キキ、キキ」

　おどろいているとんぼさんの声が、したのほうからきこえてきました。

「あっ、あた、あたし、あっ、助けて」

　キキはあわてて手も足もばたばた動かしました。そのいきおいで木の枝につっかかりバリバリと大きな音を鳴らして落ちていきました。

「こっち、こっち」

　とんぼさんが走ってきて、手をあげています。そのほうに気をとられたとたんキキは太い枝にぶつかって、ぼーんとはずんで、ちょうど走ってきたとんぼさんにしがみつきました。ふたりはそのままごろごろと転げ、太い木の幹にぶつかってとまりました。それからふたりは地面にぺたんとすわると、はあ、はあと息をつきました。声をだすどころではありません。やっととんぼさんがとぎれとぎれにいいました。

「ふうふう、よ、よく、来たね」

「うん、うん」

　キキも言葉にならない声をだしながら、ただただうなずくばかりです。すこし息がしずかになって、すわりなおしたキキは自分の姿を見てどきりとしました。袖そでが破れています。腕も、足もきずだらけです。おしゃれしたつもりのリボンはとけて、肩にだらしなくさがっていました。たいせつにさげてきたポシェットは首のまわりにからまっています。

　きっとすりむいたのでしょう。右のほっぺたがひりひり、これではきっとすごい顔になっていることでしょう。キキはとなりにすわっているとんぼさんを見ました。とんぼさんもまけずおとらず泥と枯れ葉だらけです。

「くくく」

　キキは笑いだしました。

「わたし、もっとかっこうよく来るはずだったのに……くくく」

「おかしいね、最初に会ったときもぼく、転げたけど、またこんどもだ……くくく……でもぼく、うれしいよ、来てくれて。キキにこの山、とっても見せたかったんだ。とってもね」

　とんぼさんはズボンのごみをパンパンとはたきながら立ちあがると、かるくおじぎをして、おどけた顔でいいました。

「それでは、これよりぼくの山荘にご案内しましょう」

　とんぼさんはキキの手をとると、さきに立って歩きはじめました。キキはほっぺたをハンカチでこすりながらついていきました。

　とんぼさんのテントは大きな木にすっぽりとかこまれていました。それは雨傘山のなかの雨傘のようでした。

「お茶を飲もうと思ってたところだったんだよ。そしたらおきゃくさまが空からふってきた」

　とんぼさんは笑いながら、キャンプ用のコンロに火をつけ、小さなおなべをかけました。キキは地上にもりあがっている木の根に腰かけてまわりを見回しました。手紙に書いてあったようにとんぼさんの山ぐらしは工夫がいっぱいです。うえのほうの枝にはリュックや袋がさがり、したの枝にはタオルがさがっていました。木の幹のくぼみには野の花までさしてありました。

「ここにはお茶の木もあるんだよ。ちぎって、干してつくったんだ。案外おいしいよ」

　とんぼさんはぱらぱらと茶色のはっぱを入れると、火をとめました。お茶はしぶく、でもほのかな甘みもありました。

「キキ、ちょうどいいときに来たよ。ぼくの友だちがもうすぐ訪ねてくるんだ。こっちに来て」

　とんぼさんは枝をよけて、小さくあいた日のあたる場所にでていきました。それからぺたんと腹ばいになるといいました。

「キキも同じようにして。そしてじっと、しずかに待つんだ」

　キキはならんで腹ばいになると、とんぼさんのまねをしてひじを立て、顔をのせました。小さなちょうちょが追いかけっこするように飛んできて、またむこうに消えていきました。

「ほらほら、来たよ、来た来た」

　とんぼさんが小声でいいました。キキが目をあげると、赤とんぼです。すーっと飛んできて、くるりとまわり、またくるりとまわると、こっちに顔をあわせるようにしてとまりました。ゆっくり羽がさがっていきます。

「このところ毎日来るんだよ。同じ時間にね。ぼく、かってに友だちになったつもり……」

　とんぼさんがにこっと笑いました。

「赤いスカートはいたおやせさんね」

　キキも小さい声でいいました。

「顔をのばしてのぞいてごらん。目のなかにキキがうつるよ」

　キキは目をのぞきこみました。ガラスの粒をよせ集めたような、その目のなかに黒いてんてんがいくつも見えます。

「ね、キキがたくさんいるでしょ」とんぼさんものぞきこみました。

　すぐそばにとんぼさんの横顔があります。

「アカミちゃんって名前どう？」

　キキはそのほほに自分のほほを近づけてささやくようにいいました。

「うん、ぴったり！」

　とんぼさんはキキに顔をむけ、じっと見つめました。

　しばらくするとアカミちゃんはとつぜん飛びあがりました。ふたりは同時に顔を上げアカミちゃんを目で追いかけました。

「この飛びあがるとき、いつもいっしょに飛んでる気持ちになるんだ」

　とんぼさんがいいました。

「あの鈴、つるしてくれたのね」

　キキは遠くの木の枝を見上げました。

「うん、できるだけ高いところにつるそうと思ったんだ。ときどき鳴ると、あっ、キキが来たって思った……たいていは鳥だったけど。鳥もびっくりして、あわてたりしてるのが、おかしかったよ。でもきょうはぼくがびっくり！」

　とんぼさんはおどけたように目をまるくしながら、ちょっと照れてしたをむきました。




　うすいもやが山のすそからのぼってきました。ぼーっとかすんだナルナの町が見えます。いつの間にかふたりは手をかたく握り合って立っていました。そのふたりを白いもやが包んでいきます。まわりの木も、草も、うすい布のむこうにかくれているように見えます。みんなふたりにえんりょして、姿をかくそうとしているようでした。

「風のない日の夕方はいつもこうなんだ。ほら、かすかに緑の屋根がむこうに見えるだろ、あそこがぼくの学校さ」

「わたし、ナルナの町も見たし、とんぼさんの学校も見たし、山荘まで見ちゃったもん。夢みたい」

　キキは顔をとんぼさんに近づけてささやきました。

「きょうは、うれしかった！　最高だわ！　ほんとうに最高！　わたしもね、まっくらな森にはいりこんじゃったんだけど、でてこられたのよ……とんぼさんと同じ気持ちになって……」

　するととんぼさんの手がキキの肩に回り、唇が、やさしい風のようにゆっくりとキキの口にふれてはなれていきました。

　キキの体のなかをびーんと光が走っていきました。その目は大きくひらいて、まばたきもせずにとんぼさんを見つめています。とんぼさんも棒のように立ったまま、キキを見ています。とつぜんキキの胸が大きく鳴りだしました。その音はしっかり握った手を通して、とんぼさんに伝わっていきました。どっちの胸のひびきか、どっちの手のあたたかさか、手と手のあいだから、しずかにふたりの気持ちがとけ合っていくようでした。

　キキはとんぼさんの胸に顔をよせ、もうだいじょうぶ、と思いました。




　キキはアカミちゃんのくる小さな草地から飛びあがりました。

「さよなら、またね」

「うん、またね」

　キキは手をふりながら、くるくるっと山のうえをまわると、風に乗りいっきに空高くのぼっていきました。

　とんぼさんは近くの木の枝にぴょーんと飛びつき、つぎの枝にまた飛び乗って立ちあがると、両手を大きくふりました。

　キキはそのまままっすぐに、高く高くのぼり、いつまでもいつまでもとんぼさんに手をふりつづけました。やがてナルナの町も、雨傘山も、とんぼさんもうすい紫色の霧におおわれていきました。キキはもう一度「またね」と大きくさけぶと、コリコの町のほうにむきをかえて飛びはじめました。







　７　夕暮れ路のむこう








「この道の　さきまで　ふっふふ

　あしおと　あわせて　ふっふふ

　ごいっしょ　しても　かまいませんか　ふっふふ

　とおく　ひかる　あの町まで　ふっふふ……」



　キキは小声で歌をうたいながら、歩いていました。

　一年ほど前、歌手のタカミ　カラさんと歌の練習に来た「夕暮れ路みち」です。大きな木が両側にならび、その道はだんだん暗くなるトンネルのような道なのです。まがっているのか、さきのほうはかすんで見えません。町の人の話ではもとは突き当たりに古い家があったということでしたが、キキは今までこの道を通りぬけたことはありませんでした。

　コリコの町に来てひとりでくらしはじめてまもなくこの道を見つけると、キキはよくひとりで入り口に立って、だれにもいえないさびしさや、悩みを、道のなかにふきこむように歌をうたいました。すると見えない奥でだれかがじっときいていてくれるようで、ふしぎと気がまぎれたのでした。でも同時に自分かっての想像なのに、いると思ってるだれかさんがこわくもあって、なかなかなかにはいっていけなかったのです。けれどあのザザさんの森ですごしたキキはすこしかわりました。きょうはちょっとはいってみようと思ったのです。

　キキは足音をしのばせそっと歩いていきました。歌も小声でうたっています。

　キキは手を後ろにまわし、ほうきを背中にかくすようにして、進んでいきました。ジジも首をのばし、あとからついてきます。

　幹の太い木がならんでいて、そのあいだをうえのほうからつたのようなつるがからみあいながら、さがっています。鳥が木のうえに落とした種が根を生やし、したにのびていくことがあるときいたことがありました。道はすこしずつ狭くなり、すこしずつ左のほうにまがっていきます。足もとで小さな虫の鳴き声がしています。しめった草のなかをのぞくと、かたつむりがゆっくりと動いています。

「見て、あの虫。ちいちゃいねえ。こんなところでひとりぐらししてるのかしら……あっ、見て、見て、ほら、木のむこう、ちょうちょが……あんなめちゃくちゃに飛ばなくってもいいのに。なに考えてると思う？　あっ、またよろけて飛んでる。あっ、とかげもいた！　ぬるっと光って、すらりっとすてきな姿してる。ジジ、見てる？　ほらちゃんと見なさいよ」

　キキは腰をかがめて、ジジにいいました。

「ちゃんと、見てるよ。なんできゅうに虫とか、とかげとかいいだすのよう。だれかさんの影響か。単純、単純。あきれちゃうね」

　ジジがむっとしています。

　前のほうからかすかにあたたかい風がふいてきます。さきのほうがぼーっと明るく見えます。キキはほっとして小走りに近づいていくと、ぽっかりと日のあたった草はらがあらわれました。あたりは明るいのにしーんとしています。もうないときいていた家も立っていました。うわさできいていたようなお屋敷ではなく、小さな家でした。赤茶色のかわらのうえにはびっしりと苔こけがつき、壁はつたでおおわれて、窓には古い木をよせてつくったよろい戸がしまっています。まるでここで生まれて、育った木のような家でした。

　キキはこわごわまわりを見回しました。

「プチプチ　プチ」

「ツツツ　ツツツ　ツツツ」

　鳥の声がきこえてきます。とつぜんはいってきた人のうわさでもしているようにひそひそ声です。家のまえには同じように古い木をつぎあわせたテーブルといす、そのうえにはコップをおいたまるいあとがついていました。だれか住んでいるのでしょうか。

「おじゃまさせていただきます」キキは小声でいうと、「ちょっとのあいだです……」とつづけました。それからテーブルのわきにおいてあるいすに腰かけて、空を見上げました。ジジもとなりのいすに飛び乗り、鼻をうえにむけて、すーっと息をすいました。

　日はすこし西に傾きかけていました。ここは庭でしょうか、道のつづきの行きどまりなのでしょうか。お日さまの光をたくさんすった草のにおいが足もとからのぼってきます。小さな花がまざりあって咲いています。あの暗い夕暮れ路のあとに、こんな絵の具をとかしたようなしっとりと美しい景色に出会うとはなんてすばらしいのでしょう。この道のうえを飛んだことは幾度となくあったのに、夕暮れ路の暗さばかりに気をとられて、その先にぽっかりとひろがっている草の庭には目がいかなかったのでした。

「すー、ふー」

　キキも背中をのばし大きく息をすいました。夏のおわりで、温度も風のふきぐあいも、すべてとても気持ちがいいのです。


「この道の　さきまで　ふっふふ

　あしおと　あわせて　ふっふふ

　ごいっしょ　しても　かまいませんか　ふっふふ……」



　キキは空に顔をむけたまま小声でまたうたいました。

　ぎー

　ドアをあける小さな音がきこえてきました。

　キキがおどろいてふりむきながら立ちあがると、歳のころはおかあさんの、コキリさんぐらいでしょうか、女の人がコップを二つおぼんにのせてでてきました。コップのなかにはうす桃色の飲み物がはいっています。

「あっ、ごめんなさい。かってにはいりこんじゃって」

　キキは肩をちぢめるようにしていいました。「とっても気持ちがよかったものですから」

　女の人は、「いいえ」とでもいうように、細い顔をしずかに動かしました。

　雲が動いたのか、光がきゅうに強さをまして、明るくなりました。女の人はまぶしそうにまばたきました。

「ここにお住まいだったのですね。だれもいないと、きいていたので……」

「ええ、ちょっと前から……ずっと外国でくらしていたんですけど。やっぱりなつかしいところにもどりたくなって……」

　女の人はちらりっと家のほうを見ながらいいました。

「もしお時間がおありでしたら、ごいっしょしてくださいませんか。まあ、猫ちゃんも……あなたにはなにもなくってごめんなさい」

　女の人はおぼんをテーブルにおくと、コップをさしだしました。

　キキは受け取って、お日さまにすかして眺めました。

「きれいな……色」

「ゆすらうめのジュースです。あの木になってたんです。蜂はち蜜みつにつけたら、こんな色になって……ふしぎなくらいに」

　女の人はドアのそばにある、キキの背丈ほどの木をさしました。それからキキにもすすめて、自分もいすにすわりました。

「十三年ほど、事情があって、ここをはなれていたんです。あの並木、すっかりもしゃもしゃになってしまいましたわねえ。でも幸いこの家はあまりいたんでなくって、すこしゆがんでしまいましたけど、ふふふ。ずっと南のほうの砂漠に近いところにいたんです。こちらはいいですねえ、この空気のやわらかなにおい、緑の色のやさしいこと。はやく帰ってくればよかった……あら、わたしったら、ひさしぶりに町の方とお話ししたもんですから……うれしくなって、自分のことばかりいって……さあ、どうぞめしあがって」

　女の人は白髪まじりの髪を後ろになぜながら、澄んだこい灰色の目で、じっとキキを見つめました、昔はえくぼだったのでしょう、ほっぺたにこそげたような深いしわがありました。

「いただきます」

　キキは細かい泡がのぼってくるコップを持ちあげ、一口飲みました。

「あー、おいしい」

　やっぱりあの並木道の奥にはやさしいものがかくれていた、とキキは思いました。

「あら、そのほうき……あなたの？　めずらしいのね。ラジオをさげてるのね」

　女の人はいすに立てかけたほうきをめずらしそうに見ていいました。

「ええ、じつはそうなんです、わたし……」

　キキがうなずくと、

「なにが？」と女の人はふしぎそうに顔をかしげました。

「あ、わたし、魔女なんです。ちょっとかわった話でしょ。四年前からこの町に住んでいます。おどろかないで、魔女って今でもいるんです。それで、ほうきが……」

「えっ」

　女の人は目をまるくしました。

「ほうきでなにをなさるの？」

「空を飛んで、なにか、品物おとどけするんです」

「空を飛ぶですって……」

　女の人はとっさに空を見上げました。

「あの高いとこ？　じゃ、魔法つかいなの？　魔、魔法をつかえるの？　魔、魔力をお持ちなのね」

　女の人の顔にみるみる血がのぼり、目が光りだし、体がのりだしてきました。

　でもあんまりおどろいた自分がはずかしくなったのか、「まさかね」とつぶやくと、体をいすにしずめました。

　そのかわりように、キキはあわてて首をふりました。

「いいえ、たいしたことないんです。ただの魔女です。ほうきにのって飛べるだけなんです。魔女っていっても、それしかできないんです」

「ああ、そう……飛ぶだけなの。でも、すてき」

　女の人はがっかりしたのをかくすように、目をぱちぱちさせました。

「すいません。名前ばっかりおおげさで」

　キキは思わず下をむきました。

「とんでもないわ。飛べるんでしょ。飛べるなんて、すばらしいわ。そりゃあ、すばらしいわ。すばらしすぎるくらいよ。あたし、奇跡ってまだあるかもしれないって……、つい思っちゃって……あっ、またへんなこといって、ごめんなさい……飛べるのも奇跡ですわよね」

「たのまれてなにかをおとどけする仕事をしているんです。せめて飛ぶことでお役に立ちながら、わたしもこの町で生きていこうと思って。仕事の名前は『魔女の宅急便』っていうんです」

「そうなの、いいお仕事ね。あなたがこの庭にはいっていらっしゃるのを窓から見て、なにかいいことありそうな気がしたんです……こんな気持ちになったのひさしぶり、ほんとうに……そうだわ、わかったわ。運んでくださったのね、いいこと。あーあ、そうだといいのだけど。いえ、きっとそうよ。いいことがやってきたのだわ」

　女の人は手を握りしめて、祈るように目を空にむけました。

「こんなかわいいおじょうさんが来てくださったんですもの」

　女の人のほっぺたがぽーっと赤くなりました。

「すいません。なにも、おとどけに来たんじゃなくて……ちょっと散歩のつもりで、歩いてきたんです」

　キキはもうしわけなさそうにいいました。

「いいえ、あなたがここにすわってくださると、こわれかけた家に命がふきこまれたみたい。鳥までかわいい声をあげて。みんな、よろこんでいるんですよ」

　女の人はまたちらりっと後ろの窓をふりかえると、まぶしそうにキキを見ました。

「あーあ、なんていい時間でしょう。ほんとうにひさしぶりだわ」

　女の人は深く息をすいました。それからえんりょがちにいいました。

「ねえ、おじょうさん」

　女の人はふっと言葉をとめました。

「あの、キキってよんでください。それから、あの猫、わたしの仲間です。ジジっていいます」

　ジジはいつのまにか窓の細い枠のうえに乗って、すましてすわっていました。

「まあ、ふたりともかわいいお名前ね。わたしはヨモギってもうします。よろしく」

　女の人はひざに両手をそろえてていねいにおじぎをしました。

「あのー、キキさん、おねがいしてもいいかしら。おひまなときでいいの、ここにときどきいらしてくださらない？　おねがいできれば、お天気のよい日のほうがいいわ。光がきれいですもの。わたしとお茶をいかがかしら？　そう、そのほうきであなたを運んでくださいな。ジジちゃんもいっしょにね」

　ジジは返事をするように、窓からとびおりて走ってきました。

「おいそがしいかしら……？」ヨモギさんはキキを見ました。

「いいえ、うれしいわ。わたし、ひとりぐらしですから……たのしみになります。ここ、ぽっかりしていて生まれたての景色みたいなんですもの。なんだかとってもたいせつな場所に思えるんです」

　キキはいいました。

「生まれたての景色……なんてうれしいいいかたでしょう」

　ヨモギさんは持っていたお盆を抱きしめました。

　じゃ、また会いましょうと約束して、キキが帰りがけ、なにげなくふりかえると、来たときはみんなしまっていたよろい戸がいつのまにか一つだけ、半分あいて、きれいにみがかれたガラス窓にレースのカーテンがふんわりとかかっているのが見えました。

　それから一週間ほどたった、お天気のいい日、キキはまたヨモギさんを訪ねていきました。夕暮れ路みちにはいりかけて、ふと立ちどまって考えると、キキはほうきに乗りました。あわててジジがキキの背中にしがみつくのを待って、道すれすれの高さで飛びはじめました。

「飛んでいくなら、空を飛んで、さーっと景気よくおりていけばいいのに」

「そうねえ、どうしてかなあ。あそこの庭ってふしぎなの、この道を通らないといけないような気がするの」

　トンネルをぬけると、キキはまるい庭の周囲をゆっくり飛んで、地面におりました。

「ねえ、ジジ、やっぱりここは特別のとこに思えるわ。空気が、あったかいのと、つめたいののまんなかみたいな……」

「うん、ぽっかりまんなかって、ぼくも感じる」

「ジジのそのいいかた、ぴったり」

　きょうは窓のよろい戸が全部あいていて、ガラス窓のむこうにはカーテンがさがっていました。するとそのひとつのカーテンがすーっとゆれて、またもとにもどりました。

「ごめんください、キキです」

「お待ちしてましたよ」

　ドアがあいて、ヨモギさんがエプロンで手を拭ふきながらいそいで出てきました。

　ほんのりあまい香りもただよってきます。

「きょうは来てくださるって、そういってたの……お菓子を焼きました。さ、おすわりになって。そうだわ、キキさんはテーブルのむこう側に、こっちをむいてね。ジジちゃんはおとなりに。そう、そう、これでよく見えます」

　ヨモギさんはこの前とはちがってすこし早口にいいました。いろいろ考えてキキを待っていたようでした。

　ヨモギさんはいそいで家のなかにもどると、おぼんを抱えてでてきました。この前と同じゆすらうめのジュースと、まるくごろんとした形の焼き菓子がお皿のうえにのっていました。

「おもしろい形のお菓子でしょ」

　ヨモギさんはいすにすわりながらいいました。

「キキさんに見せたくってつくったの。わたしのいた砂漠のお菓子よ。あそこの土の色そっくりなの。お祭りのときなんかにつくるんです」

　ヨモギさんはキキの手に一つぽんとのせてくれました。

「力を入れてかじってね。お行儀わるくっていいのよ」

　キキは両手で持って、かじりつきました。粉がぱらぱらとこぼれて落ちました。

「へんなお菓子でしょ。でもだんだんいいお味になっていくの」

「ほんと、おいしい」

　キキは粉が飛びださないように口をおさえました。

「かたそうでいて、とけていくの、砂漠って、そういうとこなの」

「遠いんでしょうね」

「ええ、星くず群島のずっとずっとさき……大きな大陸のまんなかにあるのよ。何日も船で行くんですよ。近づくと、海の色がとってもこくなって黒く見えるほどよ。暑い、暑いとこですから、それは日差しが強いのね。それも一年中ね。空気もからからに乾いて。そう、あちらはなにもかもはっきり二つに分かれているんです。とってもはっきり……日の光と影にね。毎日、光と影が戦っているみたい。こことはだいぶちがうの」

　ヨモギさんは「分かれている」といったとき、手で空気を二つに切るようなしぐさをしました。

「夜になるとね、空には星がいっぱい！　雨どころか、雲まで、一年のうち何度もあらわれませんからね。星はね、まるで空に穴があいたように見えるんですよ。ここみたいにちらちらとまたたかないの。動かないでじっと地上をのぞいているの。なにかかくしてもすぐ見つけられそう。そんなふうにはっきりしてるのがいいと思えるときもあるんですけど……でもこっちも強くないとね、まけそうになっちゃうの。でもわたしの生まれ故郷なんです。あら、わたしったら、またまた自分のことばかりおしゃべりして……」

　ヨモギさんははずかしそうに笑いました。

「わたしの生まれたとこは、コリコの町よりずっと小さな町なんです。お星さまは見られるっていうより、こっちから見上げるものだわ。そんなときいうおまじない、わたし、つくったんです。『いいこと　ありそな、いいこと　ありそな』って、うたうようにいうんです」

　キキはコリコの町の夜よりずっと暗い子どものときの空を思いだしていました。

「まあ、そうなの！　わたし、あなたとはじめてお会いしたとき、ふしぎね、いいことありそう、って思ったんですよ。あなたのおまじないが伝わったのかしら……たしかにいいことありましたよ。お友だちになれたんですものね。わたし、これから毎日、その言葉、となえることにするわ。なんだかとってもうれしいわ」

　ヨモギさんの目にうっすらと涙がうかんできました。

「言葉ってすてきね。それも魔女さんの言葉ですもの。きっと魔法があるのよ、きっと」

「いいえ、とんでもないわ。わたし、弱虫になったとき、おまじないするんです。べそをかくかわりです……魔法なんて……」

「そうかもしれないわ。魔法はきっと弱虫の味方なのよ、……それもうれしいわ」

　ヨモギさんはキキを見つめて、何度もうなずきました。

「あら、ジジったら」

　キキは窓のほうに顔をむけました。いつの間にかジジは窓のそばにいってなかをのぞいています。

「ごちそうさまでした。おいしかったわ。ジジ、もうそろそろ失礼しましょうね」

　キキは立ちあがりました。

「また、いらしてね、待ってるわ」

　ヨモギさんも追いかけるように立ちあがると、「待ってるわ」という言葉に力を入れてもう一度いいました。

「ええ、ぜひ、おじゃまさせていただきます。たのしみ、とっても」

　キキはほうきを手に持ち、またがると、ふーっとすこしうきあがりました。ジジが走ってきて、房にしがみつきました。

「おや、まあ！」

　立ちかけていたヨモギさんはびっくりして、またいすにすわりこみました。

「ほ、ほんとうに、飛ぶのね」

「でも、わたしの魔法はほんとうにこれだけなの。じゃ、さよなら、またうかがいます」

　キキは手をふりながら、夕暮れ路のトンネル並木のなかにはいっていきました。

「ねえ、ねえ、キキ」

　すぐジジがキキの肩までのぼってきていいました。

「ヨモギさんのうちにだれかいたよ」

「そう、やっぱり……」

「知ってたの？」

「ううん。そうじゃないかなって思ったの。お年寄りでしょ？」

「ううーん、ちがうみたい……でもなかは暗くって、よく見えなかった。影みたいにしか……」

　ジジはすこしふるえたような声でいいました。




　きのうからの雨もやっと朝のうちにやんだので、キキはまたヨモギさんを訪ねようと、夕暮れ路みちにはいっていきました。あれからつづけて二度ほどヨモギさんと会って、おしゃべりをしたあと、キキのとどけものの仕事がつづいたり、また雨のふる日が多くて、ちょうどいい時間がとれなかったのでした。

「なんだかさあ、この道、きょう、へんだよ。重たい感じがするけど」

　ジジが上目づかいに見回しながらいいました。

「なに、それ？」

　キキもあたりを見回しました。

　わずか十日ほどのあいだに、なにか感じがかわっています。並木の葉はいっそうこい緑色に茂って、そのあいだをやどり木がぼってりと埋めています。

「ヂヂヂヂ」

　するどい声がしてはっぱがゆれました。するとまたむこうでも「ヂヂヂヂ」、せみです。それを合図のようにして、ほうぼうから鳴き声がわきあがりました。

「うるさいなあ、耳がわんわんしちゃうよ」

　ジジが前足で耳を抱えこみました。

「ほら、地面にこんなにたくさん穴があいてる。せみが生まれてきた穴よ。ほら、ここにも」

　キキはほうきで落ち葉をはらいながらいいました。

「せみってながーいこと、この穴のなかで生まれるの待っているんですって。だから今は生まれてうれしくって、大さわぎしてるのね」

　やっとトンネルのさきがぼーっと明るく見えてきました。

「ああ、よかった。体が湿っぽくなっちゃったよ」

　ジジはしっぽをぱたぱたさせて、走っていきました。つづいて草の庭にでていこうとして、ジジはぴたりと足をとめました。キキも立ちどまりました。やっぱりなにかがちがうのです。ぽっかりとあいた明るい光のあふれた空き地だったのに、きょうはみょうに白っぽく、しーんとしています。家の窓もぴっちりとよろい戸がしまっていて、木のテーブルといすはのびた草で少し足もとがかくれていました。あれから訪ねて来るたびに、待っていたようにヨモギさんが足早にでてきてくれました。でもきょうはその気配がありません。

「ヨモギさん、こんにちは」

　キキは家のほうをのぞきこんでいいました。返事がありません。

「ちょっとすわらせていただきますね」

　キキは小声でいうと、いすにすわり、じっと目のまえの木立を見つめました。でも気になってちろちろっと家のほうに目がいってしまいます。

　ジジも眉まゆをひそめ上目づかいにあたりをうかがいながら、足音をしのばせて歩き回っています。風がひんやりと通りすぎていきました。ヨモギさんはでてきません。それどころか人のいる気配も感じられないのです。キキは襟をよせると、立ちあがり、家に近づいていきました。よろい戸のしまった窓を一つ一つのぞいていきました。やっと一つ板がすこし欠けて、ガラスの見えるところがありました。手をかざして光をよけ、のぞくとうす暗いなかに布のかかった、いすのようなものが見えます。

　きゅうに部屋のなかが、明るくなりました。太陽がうすい雲から顔をだし、キキの後ろからすき間をぬうようにして、部屋のなかを明るくうきあがらせたのでした。いすのわきに小さなテーブルがあり、絵の具とパレットがおいてあります。そしてこっちに背をむけるようにして、三脚にのった絵が見えました。

「ねえ、キキ、ここになにか書いてあるよ」

　ジジが窓枠に飛び乗っていいました。

　背のびして見ると、ちょうど目の高さのところに、「キキへ、おして」とナイフで彫ってありました。彫ってからそんなに時間はたっていないようです。けずったあとが白く見えました。

「おしてって……ここをかしら」

　キキは窓のよろい戸に手をあて力を入れました。すると、どこかおさえがはずれたのか、よろい戸がゆらりと動き、ガラスの窓がむこう側にすっとひらいていきました。

　キキが顔を入れてのぞくと、部屋全体が見えました。すぐ横にはむきだしのベッドがあり、そのうえに「キキさんへ」とかかれた封筒がおいてありました。

　キキは手をのばしました。でもとどきません。

　ジジがかわりにするりと部屋におりていきました。そして手紙をくわえて、でてきました。手紙にはこう書かれてありました。


「キキさん、三脚のうえの絵をもらってやってください。いきなりこんなことをいっておどかしてごめんなさいね。これは絵描きだったわたしの息子が描いたさいごの絵です。この絵を描いているあいだの一ヶ月はほんとうなら存在しない時間でした。この時間はまさにわたしたちにとっておくりものだったのです。息子の生涯と同じぐらいすばらしいおくりものでした。美しい光に包まれた時間でした。この光あふれる庭で、あなたというわかいおじょうさんに会い、息子はもうないと思っていた時間を取りもどしたのです。『もう一枚、描きたいなあ』と息子はもうしました。そして描きおわったとき、『あーあ生きていてよかったなあ』としみじみもうしました。とても穏やかな顔をしておりました。その三日後、息子はここから旅立ちました。わたしもここの思い出だけをそっと持ってでていきます。砂漠の家もそのままにしてきてしまいましたので、一応帰ることにいたしました。心のよゆうもなく、あなたにお知らせもできないで失礼します。またいつかどこかで、ゆすらうめのジュースをごいっしょしましょうね。いろいろわたしたちのこと、お話しすればよかったかもしれませんね。でもお話ししないことも、たくさんお話ししたことかもしれないと思いました。キキさん、ありがとう。とても悲しいことでした。でも、そのなかで、『いいこと　ありそな……』というおまじないはたしかにききましたよ。いすのうえに布地がおいてあります。どうぞ絵を包んでお持ちください。　　ヨモギ」






　キキは窓を乗り越えて、なかにはいると、じっと絵を見ました。それはテーブルをかこんですわっているヨモギさんとキキといすのうえでまるくなって寝ているジジを描いた絵でした。いつもごちそうになったゆすらうめのジュースもあります。まわりの木々は夏のおわりの光をあびてはじけるように光っています。ヨモギさんが笑っています。キキも笑っています。両手で抱けるほどの小さな絵なのに、そこから光が生まれてでもいるようにかがやいていました。

「あなたを運んでください」とヨモギさんがいいました。いわれたとおり、お天気のいい日をえらんで、訪ねて、町のことやら、おいしいものの話をしただけでした。それをじっと見て絵を描いていた人がいたのです。キキは絵に目を近づけました。すみに「センタ」、それから「ありがとう」とくっつくように小さく書かれていました。

　キキはだまって絵を包みました。ジジも察したのか、なにも話しかけてきません。キキは外にでて、もとどおり窓をしめました。

　空気がつめたくなっていました。あたりもうす暗く感じられ、木もいっそう黒くかたまりのように見えます。光はすべてこの絵のなかにはいってしまったようでした。キキとジジはじっと家を見てから、夕暮れ路みちのほうに体をむけました。

「あっ」

　ジジが声をあげました。見ると、草がうずにでも巻き込まれたようにまるくたおれています。それはだれかが風をおこし、くるくると回りながら地のなかにはいっていったようでした。ジジは飛びつくように走っていくと、鼻をこすりつけました。

「入り口みたいだね」

　ジジがいいました。

　キキはじっと立ってかすかにうなずきながら見つめていました。それから抱えていた絵を強く胸におしつけると、

「さ、いこう」と、いって、夕暮れ路のなかにはいっていきました。







　８　しあわせのベール







　夏休みもおわり、雨あま傘がさ山やまから、学校にもどったとんぼさんから手紙が来ました。


「キキ、ぼく、ちょっと自慢です。ぼくが夏休みのあいだ雨傘山でくらしたことを知った、エッテ先生は、エッて驚いてから、『ほほーう』ってしばし無言。それから『いろんなことがあっただろ。あそこはなかなかなところだからな。いい経験をしたね』って、ほめてくれたんだ。そしてね『君の経験を生かして、飼育室の室長に任命しよう』っていってくれたんだ。これってすごいことなんだよ。一年生のぼくがなるなんて。飼育室は、たて八メートル、横六メートル、そこに温度計やら、はかりやら、流し、冷蔵庫、それに関連図書の本棚二つ、もちろん大小取り混ぜた飼育箱、飼育しているものは蟻から、大きいものでは蛇まで、ざっと五十種。掃除をしたり、えさをやったり、成長観察日記を書いたり。いっしょに仕事をする仲間は三人だから、けっこういそがしいんだ。とってもおもしろいよ。でもそれだけじゃないんだ。小さな生き物からいろいろなことが見えてくる。どれもみじかい一生なんだけど、その命が鎖のようにつながってね、小さな体の生きる力がつくられてきたんだと思うと、尊敬しちゃう。いつもいつもみんな一生懸命だったんだね。

　あっ、こんなことを書きはじめたら、いつまでもおわらない。ごめんね、キキ。年の暮れには帰ります。いっしょに大おお晦みそ日かのマラソン大会に参加しようね。耳を澄まして、鐘の音をきいて、あたらしい年にむかって、ふたりで……しゅっぱーつ！　たのしみだな！　では、その日まで。

　キキへ




とんぼより」　　






　十月の十五夜の夜のくすりぐさの種取りがおわりました。まるまると太ったじょうぶそうな種がいっぱい取れました。キキは種をかめに入れ、暗いところにそっとしまいました。これで今年のくすりぐさの仕事は全部おわりました。キキはほっとしてなにもなくなった通り沿いの畑を見ていました。すると、ふいに来年はもっと畑を大きくしたいという気持ちが生まれてきたのです。「どうしてかしら……来年は風邪がはやるってことかしら……今年のくすりぐさがやっとおわったばかりだっていうのに。きっと来年もがんばるのよってわたしにいってるんだわ」

　キキはそうつぶやいて、畑から目をそらしました。

　でもその気持ちは日がたつにつれて、どんどんと強いものにかわっていきました。




　コリコの町をかこむ山々がいっせいに黄色や赤にかわりはじめました。海の色もかすかに暗さを増してきました。やがて北の山からふきおろしてくる、つめたい風に背中をおされるように、コリコの町の人たちは大晦日と、新しい年の準備にいそがしく動き回るようになりました。

　キキは大晦日に、おかあさんのコキリさんのように肉だんごをつくるつもりです。これはキキが生まれた町にずっと伝わっている大晦日のお料理でした。だれも食べる人がいなくても、キキはいつまでもつくりつづけようと思っています。でも今年はとんぼさんが食べてくれるかもしれません。キキははりきりました。大晦日の前の日、市場にでかけ、ひき肉、たまねぎ、トマトをたくさん買うと、ぐつぐつ長い時間にこんで、とってもおいしい肉だんごができあがりました。

　ところがとんぼさんから電話がかかってきたのです。

「キキ、ざんねん！　大晦日には帰れなくなっちゃった。蛇のビビ子さんのようすが、どうもよくないんだ。じーっとして、えさを持っていってもうつむいたまま、ぼくを見ようともしない。今年はがまんだなあ。しんぱいがなくなったら、すぐ帰るつもりです。ごめんなさい」

　電話を切ったあと、キキはつぶやきました。

「蛇のビビ子さんもがまんで、わたしもがまんだわ」

「キキってさあ、このごろ愚痴をいわないね。おこらないし、べそもかかない。なんだかわかりにくい人間になっちゃったみたい」

　ジジはとんぼさんが帰らないことを察して、いいました。

「あら、そんなことないわよ。ダメのつぎは、ダメじゃないわ。トンネルのむこうはいつだって光があるのよ」

「でも、ダメのつぎは、ダメってこともあるでしょう」

　ジジはこのところすっかりおちついているキキがおもしろくないのです。

「でも永遠にダメってことはないわ。わたしは、そう思うの」

　キキはぱっと笑い顔になってジジの背中をぽんとたたきました。




　今年もきょうでおわりです。コリコの町の時計台のしたでは、おおぜいの人が鐘が鳴るのを今か今かと、耳を澄まして待っています。

　この町には大晦日の夜、十二時の鐘を合図に、新しい年にむかって、みんなでマラソンをする風習があるのです。それで最初の鐘の音をだれよりもさきにきこうと、みんな耳を澄まします。それで、「耳をすましましょう」というのが、大晦日のあいさつになったのでした。グーチョキパン屋さんのみんなも、今か今かと足を踏み鳴らしています。オレくんはフクオさんの肩のうえで、今日もキリンさんをしています。キキとジジも用意万端、足踏みをして、そのときを待っています。

　するとむこうから全速力で走ってくる人がいます。

　とんぼさんです。

　キキがそれに気がついたとたん、新しい年の鐘が鳴りはじめました。

「わーい、おめでとう」とさけびながら、みんないっせいに走りだしました。

　キキは人の流れに逆らって、とんぼさんのほうに全速力で走ります。ふたりは出会うと、さしだした両手をしっかり握り合い足踏みしながら笑いあいました。

「蛇のビビ子さん、なおったのね」

「そう、ぼくたちのために。とってもいいやつさ」

　ふたりは手をつないで走りだしました。あわててキキの肩に飛び乗ったジジは落とされないようにしがみついています。駅からそのまま来たのでしょう。とんぼさんの背中にも大きなリュックサックがゆれていました。

　三日つづくお正月休みのあいだ、キキととんぼさんはいつもいっしょでジジはおいてきぼりにされました。お休みがおわると、とんぼさんは学校に帰っていきました。コリコの町もいつものくらしにもどっていきました。キキの宅急便の仕事もまたいそがしくなりました。日差しも一日一日と長くなり、春が近づいていることを感じさせました。




　ルルルルー　ルルルルー

　電話が鳴りました。

「おとどけやさんの、魔女さん、ですか？」

　女の人の声でした。

「はい」

「朝はやくからとつぜんのおねがいでもうしわけないけど、運んでいただきたいものがあるんですけど……それからそっと運んでくださるようにもできます？」

「ええ、もちろん。そーっと、そーっと、たいせつに運びます」

「それもなるべくはやくなの」

「はい、なるべくはやくね」

「ああ、よかった！　それじゃおねがいします。灯台に通じる道ごぞんじでしょ。途中に細い道が一本分かれてますから、そこをはいると、じゃがいも畑があります。その奥の小さな家です。屋根が緑色なので、空からだとわかりにくいかもしれませんわ。わたしは、ララ・オーパって、いいます」

「だいじょうぶです。よーく見ながら行きますから」

　キキはほうきを柱からはずし、「さ、行くわよ」とジジに声をかけました。

　海とは反対の山のほうからつめたい風がふいてきます。

「手袋、わすれちゃった。わたしったら、もうすっかり春のつもりになってたわ。空のうえではまだ風はこんなにつめたいのに」

　キキはほうきを握る手を、かわりばんこにはずして、はーっと息をふきかけました。

　じゃがいも畑のとなりに、こんもりと草のおだんごのように見える家がありました。キキがドアをたたくと、「あら、魔女さん、はやかったわね」という声がして、ドアが開きました。そこにはちょっと失礼だけど、おとなりの畑のじゃがいもそっくりといいたいような、コロンとしたおばあさんが、杖つえで体をささえるようにして立っていました。見るからにひとりぼっちのくらしです。

「はいってちょうだい。今、ちょうど包もうとしていたところなの。花嫁さんのベールなのよ」

　見ると、テーブルのうえにたたまれてふわっとおかれているのは、いかにも上等そうな白いレースの布でした。

「ごらんのとおり、けさおきたとき足をひねっちゃって、わたしが持っていけばいいと思っていたので、もうあわてちゃってねえ……そしたらこの町にはあなたがいるって思いだしたのよ。ほんとうによかった。お嫁さんにベールがないなんて、それこそたいへんですものね」

　ララ・オーパさんは布を包もうとして、キキをちらっと見ました。

「これわたしの自慢のベールなのよ。あなた、ちょっと見たくない？」

「ええ、とっても」

　キキはこたえました。

　ララ・オーパさんは「手があれてひっかかっちゃうから……」とつぶやきながら、手のひらを合わせて何回もこすると、レースのはじを持ってひろげました。

「まあ、きれい！」

　キキは思わずさけびました。

　細い細い糸で、一面に花や、鳥の模様が編みこまれています。キキは天使の羽があるとしたら、こんなものかしらと思いました。

「こんな美しいもの見たことないわ」

　キキは眺めながら、ため息をつきました。

「きれいでしょう！　きょうはわたしの姪めいの娘の結婚式なの。その子は仕事が大すきで、いつもぱきぱきして男の子みたいな子なもんだから、せめて結婚式にはこのはなやかなベールをかけてあげたいと、思っていたのに……わたしったらついついわかいつもりでおてんばしちゃって。とんだ失敗！」

　ララさんは痛い足をちょっとあげて顔をしかめました。

「これはね、それはそれは古いものなのよ。百八十年ぐらいはたっているそうよ。絹糸で編んであるの。遠い北国の娘さんが、十八のときから、三十歳まで十二年間かけてつくったものなんですって。今はもうこんなのつくる人はいないでしょうね。わたしのつれあいが、たったの一度、競馬で大穴あててね、美術商から買ってくれたの。いっつもまけてばかりいて、とっても貧乏だったのに、こんな高価なものを買うなんて。おかしな人だったわ。魔女さん、わたし……これでも女優だったのよ」

　ララさんは肩をすくめて、ふふふと笑いました。

「あら、あなた、今びっくりしたのかくそうとしたでしょ。いいの、いいの。女優さんにはね、美しい女優さんとそうでない女優さんがいるのよ。ざんねんながら、わたしは、そうでないほうでね」

　ララさんはまた声をあげて笑いました。それから足をひきずりながらゆっくり歩いて、となりの台所にはいっていきました。

「まだ、時間はありそうよ。お茶を一杯いかが」

　ララさんはキキにすすめ、自分もいすにすわりました。

「こんなわたしが一度だけ舞台でお姫さま役をやったことがあってね、このベールをつかったの。そのときだけだったわ。でも主人はおおよろこびだった。大役だ、大役だ。おまえもベールも大役だ。おれの狙いは大当たりって。でも一回だけよ。大当たりっていえるかしらね。これにはほんとうに思い出がいっぱい」

　ララさんはキキの目をじっと見つめ、のぞきこむようにしていいました。

「魔女さん、思い出ってすぎた昔のことだと思うでしょ。でもほんとうはこれからつくるものなのよ。わたしはずっとそう思ってきたわ。わたしの時間はのこりすくなくなっちゃったけどね。でもまだすこしはのこってる。つれあいとはいい思い出があるわ。賭かけ事好きで、大酒飲みの、たいへんな人だったけど、わたしのこと美人だっていってくれたの。ちびで、おでぶで、汗っかきのわたしをね。ふふふふ。こんなわたしでもにぎやかな思い出を持っているのよ」

　ララ・オーパさんはおどけて、舌を小さくだしました。

　キキの目に涙があふれてきました。

「ララ・オーパさんはきれいです、とっても」

　キキは胸をつまらせて、とぎれとぎれにいいました。

「ありがとう、うれしいわ」

　ララさんは指を口にあてて、ちょっと考えこむと、つづけていいました。

「このベールはね、わたしのものだけど、わたしのものではないのよ。今まで何人の花嫁さんの頭のうえにのったかしら。みんな、みんな、幸せになった。だって大当たりのベールですものね。ときどき泣いてもどってくる子もいるけど、もう一度かぶせて、鏡にうつしてあげるのよ。すると、涙は乾いて、すぐ家に帰りたくなっちゃうの。魔女さん、このベールには魔法があるのよ。いちばんいい日を思いだす魔法！　だから、ひとりでも多くの花嫁さんにかぶってもらいたいと思ってるのよ」

　ララさんはキキの手をぽんぽんとたたきました。

「まあ、わたしったら、おしゃべりで……肝心の用件をわすれそう……とどけ先は、コリコの町の北の街道をすこし行って、大きな森をぬけたところにあるルリリ村。小さな村だけど、きっと結婚式の用意で、大さわぎしてるからすぐわかると思うわ。結婚式は午後三時から……間に合うわね？」

「ええ、じゅうぶん」

「その子、マイマイっていいます。まだ十七、わかい花嫁さん」

　ララ・オーパさんはベールをていねいにたたみはじめました。

「あら、わたしと同い年だわ」

　キキはおどろいていいました。

「ほんと？　じゃ、あなたもちょっと、かけてみる？」

「いいんですか……」

「もちろん」

　ララさんはそういうと、ベールのはじをつまんで、キキの頭にふわっとかけてくれました。と同時に、鏡に、どこのお姫さまかと思うような、華やいだキキの姿が映りました。キキは目をパッチリあけ、口もぽかあんとあけて、自分の姿に見入っています。

「このベールもきっとあの子のいい思い出になってくれるわ。魔女さん、あなたが結婚するときもこのベールをつかってね。これは幸せのベールよ。そしてみんなのもの」

「まあ、うれしい」

　キキの顔にひろがるように笑みがうかびました。

「そうそう、あなたに、お礼……といっても……けさつくったじゃがいもホットケーキしかないけど……となりの畑のおじさんがね、『おれはせわしてるだけさ。あとはお天道様がつくってるんだから……ときどき草でもぬいてくれれば、いるだけ食べてもいいよ』っていってくれるのよ。それでこの季節、毎日つくってるの」

　ララさんはベールの包みと、べつに小さな包みをつくると、キキの手にのせました。

「猫ちゃん、あなたもじゃがいもホットケーキ食べてくれる？」

　ララさんはいいました。ジジは「にゃ」とみじかく返事をして、ララさんの足に体をそっとこすりつけました。

　キキはベールと、じゃがいもホットケーキの包みをほうきにさげて、飛びあがりました。

空にはララさんのベールのようなうすい雲が西から東へ橋のようにひろがっています。コリコの町をすぎると、北にのびる道はすぐ森にはいり、そこをぬけると、道沿いに家が集まっているまるいお皿の形の村が見えてきました。一軒の家のまわりをおおぜいの人が走るように行ったり来たりしています。

「あそこだわ、きっと」

　キキはいそいでおりていきました。

　すると道の右側に「ルリリ村」と看板が立っていました。

「きょう結婚なさる花嫁さんのおうちはどちらでしょう」

　キキはおおぜいの人のまんなかで、なにか一生懸命に指図をしている女の人にききました。

「花嫁さん……？　えーっと……あら、あたしよ。やだわ」

「まあ、じゃ、マイマイさん？」

　キキはびっくりして、じろじろと目の前の人を見てしまいました。本人もわすれているぐらいです。とうていきょう結婚する人には見えません。大きなエプロンをかけて、ほっぺたも、手も粉まみれでした。

「そうよ」

　マイマイさんは手でぱんとエプロンをたたきました。粉がぱーっとあたりに散りました。

「ララ・オーパさん、けさ足をくじいてしまって来られないので、かわりに花嫁さんの幸せのベールをおとどけにまいりました」

「あら、悲しい。おばあちゃん、こられないの……あっ、あら、あなた、もしかしていま空からやって来なかった？」

「ええ、わたし、魔女の宅急便です」

「ああ、うわさの……あなたなのね。ほんものなのね。結婚の日に魔女に会えるって……めったにない幸せ！　あっ、ちょっとちょっときいて。今、たいへんなことになってるの。結婚式に『ルリリ村』の人全員招待することになったのね。結婚式なんて、この村ではほんとうにひさしぶりなの。それでみんな、よんじゃおうって。そしたらわたしの彼はコックさんだから自分でつくった料理をごちそうしたいっていいだしたのよ。おみやげもつけてね。でもそれが決まったのがなんとけさよ。小さい村だけど、あかちゃんから、年寄りまで入れたら百人はいますよ。それに結婚式用のケーキでしょ。今おおあわてでつくってるとこなの」

　マイマイさんはエプロンのはじで汗を拭ふきました。

「いそがしくって。猫の手もかりたいぐらいだわ。おやおや、そういったとたんにあらわれた……猫ちゃん、あなた、手かしてくれる？」

　マイマイさんはキキの肩のうえにすわっているジジに気がついてちょんとつっつきました。

「いいよ」とでもいうように、ジジは「にゃあー」と鳴き声をあげて飛びおりました。

「よかったらわたしも、お手伝いしましょうか？」

　キキがいいました。

「オー、ララ、魔女さんの手もかりられるなんて、すごーいじゃないの！　じゃ、こっちに来て、エプロンかけて」

　マイマイさんはキキの手をひっぱって、一軒の家にはいっていきました。

「あっ、わすれたらたいへん。このベールはどうしましょう」

　キキは包みをさしだしました。

「それじゃ、式までこのいすのうえにおいとくわ、魔女さん、おぼえててね。わたしわすれそうだから。それには自信あるの、うふふ」

　マイマイさんはくすっと笑うとどんどんさきに立って、台所にはいっていきました。

　なかは粉が舞い、バターのにおいとオーブンの熱でいっぱいです。それに手伝っているおおぜいの人。

「あっ、ご紹介するわね、わたしのお婿さん、クリオさん」

　まけずおとらずいそがしそうに粉をふるいにかけていた男の人がこっちをむいておじぎをしました。キキはまっしろなエプロンをかけてもらうと、さっそくにんじんを切りはじめました。なにしろ百人分のお料理です。クリオさんの指図をうけてお魚をつぎつぎ焼く人、ならんだおなべのスープをかき回す人、野菜を洗う人、きざむ人、できた料理を大皿にもる人、人が重なるようにはたらいています。つくっても、つくっても、まだまだたりません。

　キキはちらちらと時計を見ました。そろそろ二時半です。結婚式は三時のはずです。庭にはテーブルがいくつもならびました。できあがったお料理も運ばれています。お祝いの花も飾られました。なんとか間に合いそうです。でも間に合っていないのは花嫁さんと、花婿さんでした。まだ台所を走り回って、お皿につぎつぎ果物をのせています。花嫁さんはまだエプロンのまま、口紅一つぬっていません。花婿さんのほうはコックさん風の蝶ちようネクタイはしめていても、ほうぼうトマトのしみが飛び散っています。いったいどうなることでしょう。

「花嫁さんのしたくはいいの？　もうそろそろ時間よ。あとはわたしたちでなんとかするわ」

　キキはたまりかねていいました。

「だいじょうぶ。ちゃんと考えているから」

　マイマイさんはぱっちんと片目をつぶってみせました。

　通りのむこうからバイオリンの音がきこえてきました。ラッパの音もひびいてきます。キキが窓からのぞくと、楽団を先頭にきちんと洋服を着た人たちがまじめな顔でしずしずと庭にはいってきました。

「おや、花婿と花嫁はどこだ」

　先頭の男の人がまわりを見回しておどろいたような声をあげました。結婚式をとりしきる村長さんのようです。その花婿さんと、花嫁さんは汗びっしょりでまだ結婚式の三段飾りのケーキにクリームで飾りをつけていました。

「はやく、はやく」

　キキは気が気ではありません。

「おほん」

　だれかが咳せき払ばらいをしています。

「はーい、ただいま」

　ケーキが運ばれて、まんなかのテーブルにおかれると、マイマイさんはぱっとエプロンを取りました。したからあらわれたのはスカートに白いリボン飾りがついた白いドレスです。クリオさんもエプロンをぱっととると、ネクタイをまっすぐになおしました。少々粉まみれ、しみがてんてんついていましたが……あっという間に花婿さんと、花嫁さんができあがりました。

　みんな、「ほーっ」と声をあげました。「まるで、手品だ」

　ふたりはキキを見て、「ね、だいじょうぶでしょ」というようにとくいそうに目配せしました。

　結婚式が始まりました。誓いの言葉もかわされました。

「はい」

「誓います」

　すると、そのあとつづいて、「わー」という花嫁さんのさけび声があがりました。「あー、幸せのベール、どうしよう。わすれちゃったわ」

「ごめんなさい。今すぐ」

　キキはあわててもどって、包みをほどくと、ベールのはじを持って走りました。ところがあまりいそいで走りすぎました。ぱーっと風にふかれたベールはキキの手をはなれて、青空にむかって舞い上がっていきます。どんどん高くあがっていきます。キキはもう泣きそうでした。いそいで、ほうきを手にとり、飛びあがると、全速力でベールを追いかけました。ベールはにげるように飛んでいきます。なにしろ幸せのベールです。にげられてはたいへんです。キキは風を切ってうえへうえへと飛びました。ベールのはじがのばした手のさきにかすかに触れました。キキは全力で飛びあがって、つかみました。でもほうきがはなれて落ちそうです。キキはもう一つの手をこんどはしたにのばして、ほうきの柄をつかみました。そのままの姿でキキは落ちていきます。もう一つの手にしっかり握られたベールはお祝いの旗のように風になびいています。地上が近づいてきました。みんなうえをむいて、大さわぎです。応援するように手をたたいている人もいます。キキはやっと体をもとにもどすと、ベールのはじを両手に持ってゆっくりと花嫁さんめがけておりていきました。したから両手を高くのばして、ベールを受け取ったマイマイさんはそのまま自分の頭にふんわりとかけました。

「それではもう一度誓いの言葉を」

　村長さんは、「おほん」と咳払いをしていいました。




　キキはマイマイさんからのおみやげを持って、ララ・オーパさんのドアをたたきました。

「まあ、おかえりなさい。無事すみましたか？」

「ええ、たしかにおとどけしました。とってもすてきなお嫁さんでした」

　キキはさっきのはらはらを思いだして、ちょっとはにかんでいいました。

「そう、よかった。でもわたし、あれからすっかりおちこんでいたのよ。もう花嫁さんに幸せのベールをとどけてあげることはできないなって。だってきょうみたいにけがをして、式におくれでもしたらたいへんですもの。幸せのおすそわけは、もうおわりだわ。このベール、博物館にでも飾ってもらうことにしようかしら」

　ララ・オーパさんはキキが持ち帰った包みをなでながらいいました。けさはあんなに元気だったのに、さびしそうに目をふせています。

　キキは思いきっていいました。

「あの、わたしでよろしかったらお手伝いさせていただきますけど……ララさんが行けないときはいつでもおっしゃってください。ときどき失敗するかもしれませんけど、でもだいじょうぶ。どんなことがあってもちゃんとおとどけします。幸せのおすそわけですもの。すてきだわ」

「おやまあ、そうよ、そうよ……まあ、なんていいこと」

　ララ・オーパさんの顔にみるみる笑顔がもどってきました。

「わたしがいただくおすそわけは思い出のおすそわけなんだわ。わたしこの仕事していてほんとうによかった。ララ・オーパさん、わたし、うれしくってなんだかわくわくしちゃうわ」

　キキはいいました。

「あたしこそ、あなたとふたり、これからいっしょにできるのね、ベール宅急便を！　これはすごい！　はりきっちゃうわ」

　ララ・オーパさんはいいました。







　９　ノノちゃんのお誕生日







　このところキキはだんだんとあたたかくなる風に追いかけられているようなおちつかない気持ちです。きょうも朝おきてから何度も背のびして、家の前の道沿いにつづくくすりぐさの畑をのぞきました。土は黒くもりあがって、これから植えられる種を待って、力があふれているように見えます。それなのに去年の収穫をおえてからずっとキキは見るたびにこの畑が小さく感じられるのです。去年は二瓶も多くくしゃみの薬ができました。それに丈夫そうな種もいっぱいとれました。いつもだったらこれで十分のはずです。でもどうしたわけか今年の春の植えつけから、もっと畑をひろくしたほうがいいと、どこかから催促されているように感じるのでした。

　やっぱりもっと大きな畑をさがそう。なるべく近くって、ちょいちょい見て回れるところはないかしら……。

　するとキキのなかにぽっかりうかぶように見えてきたのは、夕暮れ路みちのさきの、ヨモギさんの庭でした。

（あそこをつかわせてもらえたら……あそこだったらなにもかもぴったり……）

　キキはいそいで見に行きました。葉が落ちて裸になった木がところどころにあって、夏のころとはちがって夕暮れ路には薄日がさしていました。道をぬけると春はまださきなのに、枯れ草におおわれた庭はまるい鏡のように明るく光っていました。

　ヨモギさんの家の窓はどれもぴったりとしまっていました。あれからだれも来ていないように見えます。

（この半分でもいいのだけど……お家をかこむようにしたら……すてきな畑になると思うのだけど……）

　どんどんキキの気持ちが進んでいきます。子どものときのいつも思い立ったらすぐやりたくなったキキがもどってきました。町役場に行って調べてみると、ヨモギさんの遠い国の住所もわかりました。キキはおどろくような早さで、しかも強引とも思えるほどに、あの庭の一部をつかわせていただきたいと、おねがいの手紙を書きました。ヨモギさんからもすぐ返事が来ました。


「キキさん、どうぞおつかいください。あの庭があなたのくすりぐさでいっぱいになることを思うとわくわくしてきます。あの庭は会いたい人を会わせてくれる空気を持っているのですね。わたしはあなたに会えたし、わたしを通してセンタもあなたに会えたし、そしてセンタの絵があなたのところにとどいたのですもの。いまいる砂漠の町はわたしが生まれたところです。そしてコリコの町の家はセンタが生まれ、子ども時代をすごしたところでした。あまり時間がないとわかったとき、センタはもう一度思い出の所にもどりたいといったのです。ここには主人とセンタのお墓もありますし、わたしの教師としての仕事もありますので、今すぐというわけにはいかないのですが、いずれはセンタがさいごの日々、心満たされた場所に帰りたいと思っています。そしたらいい香りのあなたのくすりぐさにかこまれて、くらせるのですね。ごいっしょにまたゆすらうめのジュースをいただきましょうね。楽しみにしています。

　キキさんへ




ヨモギより」　　






　キキは毎日のようにヨモギさんの庭にでかけていきました。そしていすにすわり、どんな畑にしようかと考えました。テーブルにすわって見ても、ヨモギさんの家の窓から眺めても、心の休まるような畑にしたいと考えました。そしてまあるい草の庭のむこう側に沿って虹にじの形の畑にすることにしました。

　キキは目を細めて、くすりぐさが育っている畑を想像しました。そして形も大きさもキキがこんな畑がいいと、心にうかべたのとぴったりだと思いました。





「朝のくすりぐさはじめます

　あかね

　ねのたね

　たねのつぶ

　つぶり

　めのつぶ

　つるのたね

　つづいて夜のくすりぐさはじめます

　ねこのめ

　すずのめ

　めめりぐさ

　くさや

　くさぐさ

　さくやはな」



　春分の前の満月の夜、キキは歌をうたって、種のおきよめをすると、春分の日に、ヨモギさんの庭に、今年のくすりぐさの植えつけをおえました。




　キキがコリコの町に来て五回目の春は、あっという間にすぎていきました。夏が近いことを思わせるさわやかな風が、とどけものでいそがしいキキをあとおししてくれます。

　春休みにちょっとのあいだ帰ってきたとんぼさんはキキと二回浜辺を散歩し、一回、ヨモギさんの庭でお弁当を食べると、学校にのこしてきた生き物たちともごはんを食べなくちゃならないからねと笑って、ナルナの町に帰っていきました。

　とんぼさんはキキといっしょにいるあいだ、しきりに自分のすぐそばにあって、今まであまり気がつかなかったふしぎなものたちのことを話しつづけました。

「お母さんなんてさ、『またとんぼがわけのわからないことをいいだした。ふしぎ、ふしぎって、あんた、飛ぶことのつぎはぼーっとあらわれるお化けの研究でも始めたの』なんていうんだよ。キキがいたからぼくは自分のすきなことを見つけることができたんだよ」

「わたしもよ。なんていっていいかわからないけど、わたしもすこしずつすこしずつ心がひろがってね……わたし、まだちょっぴりだけど、ちゃんとしてきたみたい……このごろ」

　キキはいいました。

「なんかうれしいね」

　とんぼさんがいいました。




「キキ、おねがいがあるんだけど」

　おソノさんがノノちゃんの手をひいてやってきました。

「あさってはノノのお誕生日でしょ。はやいわねえ、もう五つになるのよ。それできょうお洋服を一つ買ってあげようと思ったの。そしたらノノったらどうしてもキキといっしょに行きたいっていうの。ねっ、ノノ？」

　おソノさんはノノちゃんをのぞきこみました。ノノちゃんはだまってこっくりとうなずきました。ちょっとおソノさんにわるいかなって顔をしています。

「あたしのセンスを疑っているのよ。キキなら今の流行がわかるって思ってるのね。ねっ、ノノ？」

　おソノさんはまたのぞいて笑いました。

「わるいけど、いっしょに行ってやってくれない？」

「わあー、うれしいわ。お買いものに行くなんて。ノノちゃん、お昼ごはんがすんだらすぐ出発、どう？」

　こんなわけでキキとノノちゃんは町でいちばんにぎやかなひまわり通りの百貨店へでかけてきたのです。店の前では、ひさしぶりにプウプカおじさんのハーモニカをきき、今でもちゃんとぬいぐるみのふりをしているカヤちゃんにもそっと目配せの挨あい拶さつをして、なかにはいりました。それからあっちこっち、あれこれまよって、ノノちゃんの洋服をえらびました。ふりふりいっぱいのピンクのワンピースに、同じ色のリボンと靴、ノノちゃんは最高にごきげんでした。

「着て見せて」と、いくらおソノさんがいっても、「お誕生日まで着ないの。待ってるの」というのでした。

　二日後、キキがくすりぐさのようすを見て、家に帰ってくると、なかで電話が鳴っています。あわててとびつくと、モリさんの大きな声がきこえてきました。

「キキ、ヤアくんがそっちに行ってない？」

「ううん。でもどうして？」

「朝、わたしが目をさましたらいないのよ。どこかであそんでいるんだろうと、ほっておいたら、あまり帰って来ないものだから。それで心あたりさがしているの。よそいきの洋服と靴、それにリュックサックがなくなってるから、キキのとこかなって思って。たいへんお気に入りだから……」

「来てないけど」

「それじゃ、近くにいるんだわ。ごめん、キキ、しんぱいかけちゃって」

　モリさんはあわてたのがはずかしいというように、きゅうに声が小さくなりました。

　でもまたすぐ大きな声をあげました。

「あれ、台所が粉だらけ……なに、これ……キキ、ま、また電話するわね」

　キキは切れた電話をおくと、家のなかを見まわしました。

「ジジ、うちのなかにだれかいたかんじする？」

「ううん、どうして？」

「ヤアくんがいないんだって。こっちに来てるんじゃないかって、モリさんがきいてきたの」

　ジジは「えっ」とびっくりして、一目散におソノさんの家に走っていきました。それからすぐもどってくると、「ノノちゃんのとこにもいないよ」といいました。するとそのジジを追いかけるようにして、こんどはおソノさんがとびこんできました。

「ノノ、来てない？」

　あたりをきょろきょろ見回しています。

「いないのよ。部屋であそんでいるとばっかり思っていたら、いないの。それが、あの洋服もないのよ。きょうはあの子のお誕生日だからそろそろ着せてあげようと思ってたとこなの」

　おソノさんは早口でいうと、はあはあと息をつきました。

「ノノちゃんも？　ヤアくんもいないんだって。たった今、モリさんから電話があったの」

「あっ、まさか、まさか……まさか」

「その、まさかかもしれないわ」

　おソノさんとキキは顔を見合わせました。

「ふたりともおしゃれしてるの……」

　キキは思わず小さい声になってしまいました。

「八つと五つの子よ。まさか、かけおちじゃないでしょ」

　おソノさんの声がふるえています。

「まさか、そんなこと……」

　キキは手をふったものの、自信がなさそうです。

「わかった！　あいびきだわ」

　おソノさんがいいました。

「あいびきってなに？」

　ジジがききました。

「すきな子たちが会うことよ」

「どこで？」

「それがわからないからさわいでいるんじゃないの」

「それ、ほんとうのこと？」

　ジジの声がうわずっています。目がみょうに光りだし、うっすらと涙がにじんでいます。

「きっともうすぐぼくもよんでくれるよね」

　そのときまたモリさんから電話がかかってきました。

「オーブンがあったかいのよ。おとといお誕生日のケーキのつくりかた教えてっていうから、かんたんなの教えてやったんだけど。どうやらそれをつくったらしいわ。だれか、お誕生日なのよ、きっと」

「こっちじゃ、ノノちゃんがいないの。それにきょうはノノちゃんのお誕生日なのよ」

「まさか、まさか……まさか」

　モリさんはおソノさんと同じことをいいました。

「その、まさかかもしれないわ」

　キキも同じ返事をしました。

「でもいったいどこにいったのかしら……」

　モリさんがいいました。

「そんな遠いところではないと思うわ。近くの公園か、あっ、動物園かもしれない。あぶないとこには行かないと思うわ、ヤアくんしっかりしてるから」

「しっかりしすぎよう、もう」

　モリさんがさけんでいます。

　キキは電話を切ると、おソノさんに「だいじょうぶだと思うわ。でも心あたりをさがしてみるわね」といって、ほうきをつかんで、ドアをあけ、飛びあがりました。そのほうきの房のさきに必死な顔でジジがとびつき、あわやというところでぶらさがりました。

　キキは近くの公園、駅、それから動物園、コリコの浜辺とさがして回りました。

　でもキキのよく見える目でさがしても、ジジのよくきく鼻でにおいをかいでも、見つかりませんでした。

　日が傾いてきました。建物の影が長くなり、道が暗くなりはじめました。

「どこにもいないの」

　キキはしんぱいそうに空を見上げている、オレくんを抱いたおソノさんとフクオさんの前におりたちました。

「いったいどこにいったのかしら……」

　おソノさんとキキは同時にため息をつきました。

「もうじき暗くなるわね」

　すると、

　ルルルルー　ルルルルー

　家のなかで電話が鳴りだしました。

　みんな、はっと顔を見合わせました。

　キキがとびつくようにして受話器をとると、電話のむこうから、

「あのー、時計台の時計屋だがね。今、時計の調子をみようとあがってきたらね、ちっちゃな子がふたり寝てるんだけど。ひとりはパン屋の女の子らしいけど……」と声がきこえてきました。

「えー、い、いま、行きます」

　キキはほうきを手にしながら、「時計台だったわ」とさけんで飛びあがりました。

「しゅー」ジジもうなり声をあげてとびつきました。

　時計台の窓からキキがとびこむと、ヤアくんとノノちゃんは石の床に転がるようにしてぐっすり寝ていました。まわりにはお菓子がちらかっています。キキが名前をよぶと、ふたりはしばしばと目をあけて、そこがどこだかわからないようにまわりを見回しました。そしてキキに気がつくと、「あっ、キキも来たの？　ジジも来たんだ！」と抱きついてきました。時計台のおじさんは、「へんな迷子だねえ」とつぶやきながら、時計の中をのぞきこみました。

　はあはあと息をはずませながら、おソノさんと、オレくんの手をひいたフクオさんが階段をあがってきました。おソノさんの目が三角にとがっています。ひときわ大きく息をすいこんで、なにかいおうとしたとき、フクオさんがふたりの前にしゃがんで、

「ノノ、お誕生日、おめでとう。ヤアくん、ありがとうね」といいました。

　おソノさんは肩をすくめ、口をもごもごとしめました。




　その夜、ノノちゃんのお誕生日会がにぎやかに開かれたのはいうまでもありません。電話で話をきいたモリさんは「うははは、ヤアくんってだれににたんだろ、おませ」と笑いつづけました。みんながびっくりした一日でした。







　10　くすりぐさの願い







　屋根で雨音がしています。今年の夏はどうしたわけか雨がつづきます。キキがおきようかどうしようかとぐずぐずしていると、ルルルルーと電話のベルが鳴りだしました。キキはカーテンをひいて、外を見ました。ぬれた窓ガラスのむこうに雨まじりの空がのぞいています。仕事をたいせつに思っているキキでも、雨のなかを飛ぶのは、なるべくならえんりょしたいのです。キキはちょっと顔をしかめて電話をとりました。

「キキ」

　電話の声はコキリさんでした。

「どうしたの、こんなにはやく？」

　キキはびっくりしていいました。

「今、いそがしい？　仕事は？」

「ううん、そんなことないわ。おかあさん、どうしたの？　どうしたの？　声がへんよ」

「ちょっと、帰ってこない？　夏休みだし……」

　キキはえっと目を開きました。たのんでいるようないいかたです。

　キキはひゅっと息をすいこむと、いそいでいいました。

「うん、帰る、すぐ、帰るわ」

　それをきいてジジがベッドからとびだしてきました。

　キキはおソノさんに連絡すると、当座の着がえをバッグに入れて、それからふと考えて、去年二瓶も多くとれたので、まだその分がそっくりのこっているくしゃみの薬を入れると、じぶじぶとふりつづく灰色の空に飛びあがりました。

「キキ、ぼく、なんだか胸がばくばくする、どうしてだろう」

　ジジが後ろからしがみついてきました。

「わたしもよ……いそごうね」

　キキはジジの手をやさしくたたきました。どうしたのかしら、どうしたのかしら……キキはその言葉でいっぱいでした。




　キキは厚い雲をおしのけるようにして飛びつづけ、家の前にドンと音をさせておりました。その音におどろいて並木道のからすがいっせいに飛びたちました。

　キキは走っていきドアをあけました。むっとあたたかい空気が顔にあたります。

「ただいまあ、キキよ」

　キキはつとめて元気に声をはりあげました。見ると、夏だというのにストーブがたかれています。キキは走って、オキノさんたちの寝室のドアをあけました。

「おう、どうして……」

　オキノさんがおどろいてふりむきました。そのむこうにベッドの背によりかかるようにして、コキリさんが寝ていました。

「キキ、帰ってきたのね。はやかったのね」

　コキリさんがさけびました。その声はむりにむりをしてだしているようでした。それからオキノさんに目をむけて、「わたしがキキをよんだの」といいました。

「だいじょうぶ？　おかあさん」

　キキはいそいでコキリさんの手を握りました。

「もちろん、だいじょうぶよ」

　コキリさんはきっぱりとうなずきました。

「病気だったの？　……いつから？」

「ちょっと前よ。風邪ひいちゃったの。魔女が風邪ひくなんて、はずかしい話だけど……」

　コキリさんは小さく笑いました。元気をだそうだそうとしています。

「ちょっとした風邪だったんだよ。あたたかいのに風邪なんて……とかるく見すぎたね。くすりぐさを植えたり……今年はたくさん植えたからね」

　オキノさんがいいました。

「ちがうわ。はたらいたせいでもいそがしかったせいでもないのよ。風邪がね、わたしからでていかなくなっちゃったの。こういうときは風邪にまかせなきゃ。むこうにも言い分ってものがあるから」

　コキリさんはふっと笑顔をつくりました。元気なときよくきいたおちゃめないいかたでした。でも息はみじかく、一言ごとに胸は大きくゆれました。

「お医者さまはなんて？」

　キキはオキノさんを見ました。

「うん、しずかに寝ていなさいって……」

　オキノさんの声は小さく口のなかに消えていくようでした。

「お医者さんより、わたしのほうがよくわかっているわよ。魔女はね、昔はお医者さんだったんですから……今じゃなさけないことに、そんな力はないけど……でも自分の体ぐらいはなんとかわかるわ。きっとわかるわ、だからしんぱいしないで」

　コキリさんは言葉をおしだすようにして、休み休みいいました。

「ジジ、こっちにおいで」

　コキリさんははなれたところから体をかたくして見つめているジジに手をさしのべました。ジジはすこし考えてから、ベッドのすそに飛び乗りました。

「こっちに来て、ほっぺた、くっつけっこしよう」

　ジジは「いいの？」といいながら、コキリさんの枕にのり、小さな桃色の舌でコキリさんのほっぺたをぺろりとなめました。

「やだ、くすぐったい、なんてかわいい舌なの」

　コキリさんはうれしそうに体をよじりました。

「ずるーいわ、ジジったら、わたしもー」

　キキがいいました。

「風邪うつっちゃうわよ」

「いいの、だいじょうぶ」

「まあ、じゃ、あんたもいらっしゃい、あかちゃん」

　コキリさんはうすいふとんを持ちあげました。キキは靴をぬぎ、するりっとなかにはいり、ならんで横になりました。あまったれたように頭をコキリさんの胸につけました。

「うふふふふ」

　コキリさんが照れくさそうに笑いました。

「うふふふ」

　キキもちらりっと舌をだして、笑いました。

「にゃーん」

　ジジが頭をつっこんでふたりのあいだに割り込んできました。

「じょうだんみたいだな……なにもかも……」

　オキノさんはぽつりといいました。

「おかあさん、くすりぐさを飲んでる？」

　キキはベッドからおりて、いいました。

「ええ、自分製をね」

「ちゃんと？」

「すこしね、もう十分。これ以上はもう必要ないわ」

「だめよ。もっともっともっと飲まなきゃ」

「そうキキは思うの？」

「うん、あなたの娘よ。キキちゃん魔女ちゃんの計算よ。わたしのつくったお薬も持ってきたわ。わたしのほうがきくかもよ」

　キキは鼻にしわをよせて、いばってひょいと唇をあげると、台所に行き、コキリさんの前掛けをかけて、飲み薬をつくりはじめました。たくさんたくさんくしゃみの薬を入れて、熱いお湯をそそいでこい薬をつくりました。それをコキリさんに飲ませ、うすめた液でコキリさんの顔や手を拭ふき、桶おけに入れて足をあたためました。ストーブには薬を入れたおなべをかけ、家中をいい匂いでいっぱいにしました。去年二瓶も余分にとれたのは、このためだったのかもしれません。おかげでキキは薬を十分つかうことができました。

「キキ、すごいじゃないの。じょうずになったのね」

　コキリさんはうれしそうに目を細めました。

「とっても気分がいいわ。キキが来てくれてほんとうにうれしいわ」

　コキリさんの顔がすこしかがやいて見えました。

　それから毎日、キキはすこしでもコキリさんが飲みやすいように考え、工夫をして、薬からいろいろな香りをひきだしました。でもコキリさんの息はしだいに弱くなり、あまり話もしなくなっていきました。すこしでも口に入れてもらおうと、キキは必死で飲み薬をつくりつづけました。

「キキ、わたしの薬はほどほどにして、もういいのよ。わたしのわたしの……飛ぼう、飛ぼうとしてる」

　コキリさんはふーっと目をうえのほうにむけました。それからそのまま遠くを見るような目つきでいいました。

「キキ、畑のくすりぐさをおねがいね。水がほしいって……」

「おかあさん、そんなことしんぱいしないで……キキがついてる。キキが守るから」

　キキはコキリさんに抱きついて、ゆすりました。

「安心だわ、わたし……魔女にはね、もう一度旅立ちがあるのよ。ふるさとの森のむこうに消えていくのね。おばあちゃんも、そうだった。しずかにね。ふるさとの森ってね、遠くじゃないの。ここにあるのね。おばあちゃんがいってたこと、やっとわかってきた」

　コキリさんは一生懸命目を見開き、キキを見つめました。

　そのつぎの日からコキリさんはうとうととねむるようになりました。なにかがすこしずつコキリさんの体からぬけだしていくようでした。

「おかあさん」とキキや、オキノさんが声をかけると、うすく目をあけ、かすかに笑おうとします。でもその口から言葉がでてくることはありませんでした。キキはそばにつきそい、手をさすりつづけました。




　キキはくすりぐさの畑に水をまこうと外にでていきました。

　空は青く、真夏の元気な太陽が庭を照らしています。

　キキは青々と茂っているコキリさんのくすりぐさの畑に目をむけました。どこもかしこも力にあふれています。なんのしんぱいもないように見えます。キキは不安をふきとばすように両手をひろげて、深い息をつきました。

　すると、キキのなかでひゅーっと風が飛びさるような音がきこえました。なにかがへんなのです。体がはげしくふるえだしました。あわてるキキの目に高い空を白い線を描いて、飛びさる細いほうきが見えたような気がしました。キキはおどろいて家に走ろうとして、あっと立ちどまりました。たった今まで生き生きとしていたくすりぐさがみるみる黄色に、そして茶色にかわり、うなだれるようにしたをむこうとしています。

「おかあさん、おかあさーん」

　キキは岩が裂けるような声をあげて、家に走りました。ドアをあけるのももどかしくコキリさんのベッドにかけよりました。キキの声におどろいてオキノさんがいすから立ちあがりました。

　コキリさんは目をとじて寝ています。キキのふるえる手がコキリさんにしがみつきゆすりました。いくらキキがさけんでも、顔は白くこわばり、口はかたくとじたままでした。

「おかあさん、おかあさん、だめよ、だめ！　いやっ、いや」

　キキは大きな声をあげて泣きだしました。泣きながらつめたいコキリさんの手をさすり、コキリさんのほほに顔をくっつけました。

「おかあさん、目をあけて、おねがい、おねがい、行かないで！」

　キキはコキリさんにおおいかぶさるようにしがみつきました。狂ったような泣き声がだんだんとしずかになっていきました。でもその手はコキリさんがどこかにつれていかれるのをとめようとでもしているように、かたく抱きついたままでした。




「キキ、ごらん」

　しばらくして、オキノさんがキキの肩に手をおきました。

　キキが泣きながら顔をあげると、コキリさんのまぶたがかすかにゆれています。

「おかあさーん」

　キキはさけびました。するとコキリさんの目が細く開き、キキを見ると、小さく、うなずいて、またとじました。




　その日をさかいにコキリさんはすこしずつ回復していきました。ベッドにすわれるようになると、窓から真っ茶色に枯れ、地面をはうようにたおれている自分のくすりぐさをはじめて見ました。

「おかあさんに全部の力をくれたのね」

　キキはいいました。

「ありがとう。それにこの新米魔女も助けてくれたわ」

　コキリさんは庭から目をうつして、キキを見ました。

　四、五日すると、キキは庭の木陰にいすをだし、調子のいいときをえらんで、コキリさんをすわらせました。

　自分もいすをそばによせてすわりました。そしておしゃべりをしました。

　キキが生まれたときのことやら……

　生まれてからしばらくキキがでべそでしんぱいしたこととか……

「だって大きくなって水着を着たとき見えたらかわいそうだと思ったから」

　コキリさんはキキのおなかをなでて笑いました。

　またジジだけでなく、犬もほしいと足をばたばたさせて泣いたこととか……

　それにコキリさんがオキノさんとはじめて会ったときのこと……

「オキノさんはわたしが魔女だって知らなかったのよ。だからわかったらきらわれるんじゃないかって、しんぱいしたわ。今よりずっとそういうことが問題になる時代だったから……でもね、わたしがこわごわうちあけたとき、オキノさんたらなんていったと思う？　『ぼくの奥さんは、すごい才能の持ち主なんだね』って。それが結婚のもうしこみだったのよ。だって奥さんっていったんですもの」

「おかあさん、そういう話、どうして今までしてくれなかったの？」

　キキはあまったれたように口をとがらせました。

「かくしてたの」

　コキリさんは舌をぺろりっとだしました。

「ずるーい。これからはもっときかせて」

　キキはコキリさんのひざをゆすりました。

「そうね、いっぱいしようね。おかあさんの思い出、話してあげるね。出会えて、生まれて……思いかえすとたのしいことばかり。でもね、すぎた日の思い出も魔法だけど、これからつくる思い出こそ魔法なのよ。キキ」

「おかあさんたら、もうだいじょうぶね。そのいいかたはすっかりもとのおかあさんだわ」

　キキはコキリさんの首に両手を回してくっつきました。

「じゃがいも畑のひとりぐらしのおばあちゃんが……そのおばあちゃんがね、亡くなっただんなさんのこととってもすてきに話してくれたの。ひとりぼっちなんだけど、これでもにぎやかな思い出を持っているのよって自慢してた。その顔がとってもきれいだった。私もいい思い出つくらなくっちゃ」




　キキはコキリさんの畑の枯れたくすりぐさをぬいて、土をほりかえし、来年の準備を始めました。かたまった土をていねいにほぐして、表面を平らに整えました。朝はやくおきて、見て歩くと、土のあいだにたくさん露が光っています。キキにはそのひとつひとつが畑を、そしてコキリさんを元気にしてくれるように思えました。




　杖つえをついて歩けるようになると、コキリさんはいいました。

「キキ、ほんとうにありがとう。こんどはあなたの畑のことがしんぱいだわ」

「あーっ」

　キキはとびあがりました。すっかりわすれていました。決められた十三日間の水やりはちゃんとすましたのですが、暑い日がつづいているなかで、元気に育っているでしょうか。それに立秋まであと幾日もありません。

「あっ、そうか」

　キキはきゅうにさけび声をあげました。ヨモギさんのところの畑が目にうかんできたのです。

「おかあさん、わたしね、今年、畑を大きくしたのよ。もっともっとたくさんつくりたくなったの。それはとめられないくらい強い気持ちだったわ。コリコの町に夕暮れ路みちっていうトンネルのような道があってね、そこをぬけると、ぽっかりとまるいお庭があるの。明るくって、ふかふかのおふとんのようなお庭でね、そこをかりてくすりぐさの畑にしたの。どうしてあんなに大きくしたいと思ったのか、わたしにもとってもふしぎだったけど、その意味が今わかったわ。おかあさんのくすりぐさがわたしにたのんだのね。来年はかわりによろしくって」

「まあ、そうだったの」

　コキリさんの目にきゅうに涙があふれてきました。

「ねえ、おかあさん、わたし、みんな自分の力でやってるつもりだったけど……わかった。これが魔女の計算ってことね」

「そう、そうね。計算っていうけど数えられないのね。すごく大きなものなんだわ。わたしもやっとわかった気持ちよ」

　コキリさんはだまって窓のそばに行き、自分の畑をじーっと眺めると、それから遠いむこうの空を見上げ、動かずに立ちつくしていました。




　キキはコリコの町に帰っていきました。そしてあしたは立秋という日の午後、夕暮れ路を通って、くすりぐさの畑を見にいきました。くすりぐさは夏の光をいっぱいにすって、青々と茂っていました。キキはその前にしゃがむと草のなかにゆっくりと顔をうずめ、深く息をすいこみました。草の香りがキキの全身を包んでいきました。
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　はじめに







　十九年前、深い森と、草山にかこまれた小さな町にキキという名前の女の子が生まれました。この女の子にはちょっぴり秘密がありました。お父さんのオキノさんはふつうの人ですが、おかあさんのコキリさんは魔女なのです。

　キキは十歳になったときに、自分も魔女になろうと決めました。でも昔の魔女のようにたくさん魔法はつかえません。ほうきで、空を飛ぶことしかできないのです。でもこの空を飛ぶことはそんなに下手ではありません。黒猫のジジを乗せて、宙返りだってできます。このジジとキキは生まれたときからいっしょに育ち、おたがい魔女猫言葉で話ができます。これはふたりだけの魔法といえるかもしれません。おかあさんのコキリさんはほうきで飛ぶことと、くしゃみの薬を作ることができます。ところで魔女には十三歳になると、満月の夜に旅立ち、まだ魔女が住んでいない町や村を見つけて、一年間、自分のできる魔法をつかってくらさなければならないという決まりがありました。これは一人前の魔女になるための見習い期間なのですが、世の中が便利になっても、まだ魔女がいるのですよ、まだ不思議はあるのですよと、知ってもらうたいせつな役目でもありました。

　この物語のキキとジジも海辺の大きな町、コリコにやってきました。そこでパン屋さんをしているおソノさん夫婦に助けられ、たった一つの魔法を生かして、宅急便の仕事を始めます。そしてなんとか一年の見習い期間を終えて、里帰りをしました。（『魔女の宅急便』）

　生まれた町にもどったキキは、しだいにコリコの町がなつかしくなり、あの町で生きていこうと思うようになります。とんぼさんというたいせつな友だちもいるのです。そしてコリコの町で、二年目のキキのくらしが始まります。町の人にあたたかく見守られながら、仕事は順調に進んでいきます。動物園のカバや、意味ありげな手紙や、おじいさんのさんぽなんて不思議な物まで、いろいろ運びます。でもやがてキキは魔女としての世界をもっとひろげてみたいと思うようになります。それでコキリさんから、「くしゃみの薬」の作りかたを習い、「魔女の宅急便」という看板のとなりに「くしゃみのおくすり　おわけいたします」という看板もかけることになりました。（『魔女の宅急便　その２』）

　キキのくらしはいそがしいながらも、平和に過ぎていきます。でもある日のこと、キキの前にひとりの少女があらわれ、おどろくほどの強引さでキキのくらしにはいりこんできます。髪の毛を頭のうえで二つにしばりあげた、このケケと名乗る女の子は、一体だれなのでしょう。魔女でしょうか……。ジジは、「横取り屋じゃないの」といったりします。キキは追いつめられ、コリコの町から逃げ出したいと思うほど自信をなくしていきます。もうこの町にはいられないと思ったキキはどこまでも高く、遠くへと空を飛んでいきます。でもこんなせっぱつまった気持ちのなかで、キキは思わずさけびます。

「わたしは、とんぼさんがすき、とんぼさんのコリコの町もすき」

　やがてキキはケケを理解するようになります。そしてケケは自分の町に帰っていきます。（『魔女の宅急便　その３』）

　キキは十七歳になりました。心のなかをしめるのは、「とんぼさん、とんぼさん」ばかりです。恋するキキなのでした。でもそのとんぼさんは遠くの学校に行っていて、なかなか会うこともできません。たのしみにしていたのに、夏休みにも帰ってこないで、ひとりで山にこもるというのです。キキの気持ちはいつになく落ち着きません。「魔女さんすごい」とおだてられて、舞い上がってしまったり、思いこみが激しくなって、人を疑ってみたり……。なんでもないことに動揺して、キキは深く、暗い森のなかにはいりこんでしまいます。キキはその暗闇の深さに、恐れ、混乱しながらも、しがみついた木のぬくもりに助けられ、しだいに自分を取りもどしていきます。おなじころ、とんぼさんもまた山の闇のなかをさまよっていました。キキが魔女であることにこだわっている自分をもてあましていたのです。でもやがてふたりはそれぞれ自分を見つめ直し、結びつきを深めていきます。

　そんなキキのそばで、小さな恋も生まれていました。パン屋の娘、ノノちゃんと、モリさんの弟、ヤアくんです。一途なふたりに大人たちはふりまわされます。

　夏、雨の降る日、コキリさんの病気の知らせがとどきます。

「なんだか胸がばくばくする」というジジに、「わたしもよ……」とこたえながら、キキとジジはコキリさんのもとに急ぐのでした。コキリさんの病気は思った以上に重く、日に日に弱っていきました。不安でおしつぶされそうになっているキキの目に、高い空を白い線を描いて、飛びさるコキリさんのほうきが見えたような気がしました。おどろいてふりむくと、いきいきと茂っていたくすりぐさがいっせいに枯れていくのでした。（『魔女の宅急便　その４』）







　１　モンシロチョウ







　コリコの町は花の季節をむかえていました。

　今年キキは十九歳になりました。やっぱり花の季節の女の子です。

　うすい幕がかかったような四月の空を飛びながらコリコの町を見下ろすと、川ぞいの道、公園、動物園、方々にのびている並木道に、白や、黄色や、桃色の花がまざりあって、やわらかい色が流れているように見えます。

「あー、ぽかぽかお日さま、あったかくって、なんだかねむくなっちゃう」

　キキは口を半分あけて、かるいあくびをしました。

「だめ、いねむり運転は……」

　後ろからジジがいいました。その声もねむそうです。

「スースーアメ、なめる？」

　キキはポケットからアメを二つとって、一つは自分の口へ、もう一つは手を後ろにまわして、ジジの口に入れました。それからふたりとも口をちょっとあけて、「スースースー」と声をだしました。あいた口に風が通ると、舌がすーっと冷たくなります。それからあまい味が追いかけるようにのどを通っていきました。

「スースースー」

　ジジの耳がぴんとして、目がゆっくり開いてきました。

「あっ、なにか、ぴろって光ったよ」

　ジジが指さします。

「ほら、キキの鼻のさき」

　キキは目をよせて、じっとにらみました。黄色い小さいものが、ぴろぴろと見えたり、消えたりしています。

「あっ、ちょうちょだわ」

　キキは手を動かしてつかまえようとしました。その手をぴろりぴろりとかわしながら、ちょうちょはそばをついてきます。

「わたしといっしょに飛びたいのよね、そうでしょ、わかるわ」

　キキはさそうようにそっと手をのばしました。

　でもこんどはキキの手をよけるようにして、すーっと下のほうに行ってしまいました。

「あれ、行っちゃうの？　逃げちゃうの？　わたしといっしょじゃいや？」

　キキはつまらなそうにちゅっと口をとがらせました。

「追いかけようよ」

　ジジがキキの背中をしっぽでぱんとたたきました。

「よし」

　キキは、ほうきをにぎりしめ、目を光らせて速度をあげました。ちょうちょはからかうように、すぐ前をぴろぴろと体をかわして飛んでいきます。

「ほら、むこう、ほら、あっち」

　ジジのかけ声にあわせて、方向をかえながら追いかけます。

　ところがちょっと瞬きしただけなのに、今そこを飛んでいたちょうちょが、まるでシャボン玉のように消えてしまいました。

「ぶー、だめだなあ。追いかけるのが、ほんとにへたなんだから」

　ジジがおおげさに鼻を鳴らしました。

「それ、どういう意味？」

　キキがぱっとふりかえって、突っかかるようにいいました。

「なんでもない、なんでもない……」

　ジジはキキのとがったいいかたに、あわてて頭をふりました。




「ジジ、しっかりつかまってるのよ」

　とつぜん、キキが大きな声をあげました。そしてほうきの柄を上下に強くゆらしました。するとほうきは暴れ馬のように跳ねだしました。

「ひえっ」

　ジジがキキの肩にとびつき、爪をたてました。

　キキはなぜか急に、とめられないほど気持ちがざわざわしてきました。

　ぼーっとかすんでまとわりついてくる、この生暖かい春の空気を、キキは訳もなくぐちゃぐちゃとかき回したくなったのです。目を光らせて、どこかをにらんでぴょこんぴょこんと上下に激しく飛びはじめました。

　ほうきがぴょこんぴょこんと飛ぶと、いつも見慣れているコリコの町もぴょこんぴょこんと跳ねあがります。遊園地のどきどきする乗り物に乗っているようです。

「きゃっ　ほっ」

　キキはすっとんきょうな声をあげました。

「どうしちゃったの？　いきなり」

　ジジがキキの背中にしがみつき、顔をふせて、ふるえています。

「へへへ、暴れ馬だよ、暴れ魔女だよ、へへへ」

　キキはどら声をあげて、わざとらしくがさがさした笑い声をあげました。

「こっちだって魔女猫ですよ。でもやめてよね、心臓がとびはねちゃうよ」

　ジジがいいました。

　すると、ブレーキでもかけたように急にキキの動きがとまりました。目をこらして、下をのぞいています。

「なにかしら……あれ」

　遠く、コリコ湾にかかる橋のはずれに小さな赤いものが、ぴろぴろと動いています。お日さまにあたって、赤い色が金色に光ったりしています。

　キキはまたぴょこんぴょこん飛びをつづけながら、近づいていきました。

　その赤いものは、リボンで、背の高い草のさきに結びつけてありました。そばの石の上には火がたかれ、五ご徳とくにのせたおなべからは湯気が立ちのぼっています。不思議なにおいもただよってきます。そばの棒には、「一日限定、魔女スープ」とかいた板がさがっています。そして黒い服を着た、ひとりの女の子がスプーンでおなべをかき回していました。

「あれ、魔女スープだってよ？」

　ジジが、ささやくようにいいました。

「なに、これ。ぷう、変なにおい。でもさあ、魔女も知らない魔女スープなんてあっていいわけ？　ちょっと寄って味見でもしてみようか」

　キキはいいました。

「それって共食いじゃないの？」

「猫っていやあね、すぐ縄ばり気にするんだから。魔女じゃないふりして、食べてみるのよ」

　キキは、はなれたところにおりたつと、ほうきを物陰にかくし、あたまのリボンを首にまきました。ポシェットは斜めではなく、肩にかけ直しました。それからジジを足下におろすと、ゆっくりと女の子に近づいていきました。

　黒い目と、白い肌のとってもきれいな女の子です。足下でジジが「ふー、美人」とため息をつきました。ジジは猫なのに、かわいい女の子がだいすきなのです。

　女の子はキキに気がつくと、目をまるくしました。

「あっ、おきゃくさんだわ、ほんとうにおきゃくさんですよね」

　とびかかるようないいかたです。

　キキは思わず笑いながらうなずきました。

「そうよ」

「やったー！　はじめてのおきゃくさんだあ！」

　女の子はぴょんととびあがりました。よく見ると、ほっぺたに炭のよごれがついています。

「スープでいいですか？　といってもそれしかないんだけど……」

「ええ、一杯、ちょうだい」

「は、はい」

　女の子はふるえる手で深皿にスープを入れると、スプーンといっしょにさしだしました。

「すいません。立って食べてください。いすがないんです」

「おいくらなの？」

「今日は試しにお店をだしてみたんです。だからただでいいです」

　そういいながら、女の子はキキの足下で自分をじっと見上げているジジに気がつきました。

「あら、猫ちゃん、あんたも、ほしいの？　わたしの猫のスープだったらあるわよ。ね、チャリ、すこしおすそわけしてもいいでしょ」

「にゃ」どこからか、鳴き声がきこえてきました。

　女の子はもう一つの小さいなべから、小さなお皿にスープを一さじ入れました。すると、石のかげから真っ黒な猫がぬっと顔をだし、ジジを見て、「ぶー」って乱暴に息を吹きかけました。でもすぐ表情をやわらげ、ぺろりと桃色の舌をだしました。最初からあまい顔はしませんよという感じです。ジジもそれにはわざと知らんぷりして、いきなりスープをぺろっとなめました。でもそのとたん、顔をしかめ、口をまげ、「ぶぶ」と変な声をだしました。

「あら、やだ、『いただきます』はなしなの？」

　女の子がジジにいいました。ジジはそれにはこたえずに下をむいて口のまわりを手でごしごしとこすっています。

「ごめん。この子、人見知りするの」

　キキはいいわけをしながら、どうしたの、いつもは前足をそろえてからいただくのに……照れてるのだわ、いやあねと思いながら、ジジをにらみました。するとジジのほうは目のはじでぱちぱちとキキになにか合図をおくっています。キキは、なにか文句あるの？　といいたげに眉まゆをひそめました。

「それでは、わたしも……ごちそうになります」

　キキはジジのぶんもこめて大きな声ではっきりいうと、一さじ口に入れました。

（ぶー）

　キキの口からも変な音がとびだしました。

（これは、ひどい！）

　飲んだスープがのどのところでとまって、なかなかおりていきません。キキはむせるような音をたてて、やっと飲みこみ、ちらっとジジを見ました。ジジの目が、まいったでしょとでもいうように、ぱちんと閉まりました。まれにみる奇妙なスープです。なんともいえない不思議なにおい、しかも味がまったく、まったくないのです。

「おいしくないですか？　やっぱりね。どうしよう」

　女の子は途方にくれたようにいいました。「わたし、なんにもできなくって……あと三百六十日もあるのに……」

「あら、一日限定じゃないの？」

（小さい女の子の、一日だけのおままごとなんだわ。それならこれでいいかも……）とキキは考えはじめていたのです。

「この町でね、まず試しに一日だけやってみようと思ったのですよ。旅立ちから、今日で五日はすぎたから、でも見習い期間はあと三百六十日もあるのですよ。スープで勝負しようと思ったんだけど、だってこれしかないし……やっぱり、むりかなあ……やっぱりむりですよね」

　女の子は黒いエプロンのすそをにぎりしめています。かしこまりすぎて、かえって変になってしまった言葉づかいです。目もすこしうるんでいます。

「えっ、旅立ちって！　あなた……もしかして……」

　キキがおどろいてさけぶようにいったとたん、女の子もびっくりして、後ろにのけぞりました。

「あ、あ、あ、もしかして、おねえさんもわたしとおなじ？」

「そ、そうらしいわね。もう何年も前のことだけど……。わたしも旅立ちして、この町で見習いして、気に入っちゃってそのまま住むことにしたの。今はほうきで空を飛んでおとどけやさんをしてるのよ」

　女の子はふっと口をつぐんで、キキを見つめました。

「あーあ、どうしよう。魔女のいる町に来ちゃった。魔女のいる町にもうひとり魔女はいけないんですよね」

「そ、そういう……き、決まりにはなってるけど……でも、時代もかわったし……あまりかたく考えなくても」

　キキは言葉をつまらせながら、いいました。すこし声の調子がやわらかくなっています。

「いいのかなあ。でも、決まりはかえちゃいけないんじゃないかしら。おねえさんはいいわ。飛べるんですものね。ちゃんとお仕事までして」

　女の子はキキの頭のてっぺんから足下まで見て、うらやましそうにいいました。

「わたしはなんにもできないんですよ。まったくなんにも……飛ぶのって気持ちがひゅうひゅうするでしょ。氷の山を滑り落ちていくような気がして。こわくって、こわくって、わたし高いとこだめなんですよ。だから魔女にはならないつもりだったんですけど、友だちがせっかく魔女の血筋に生まれたのにもったいないっていうんですよ。そういわれると、宝物を落としたような気になるじゃないですか。やっぱり損かなって思っちゃって。魔女のしるしなんてなんにもないのにね」

　女の子はいいながら、ちらりと負けずぎらいな様子を見せました。

　わたしもそうだった。めずらしものずきから、魔女になったようなものだもの。冒険にあこがれて、あこがれだけでなんでも実現すると思ってた。キキは胸がじーんとしてきました。

　しだいに、空の上では暴れていたキキの気持ちがやさしくなっていきました。

　わたしだってあるようなふりしてたけど、ほんとうは、あのときはなんの自信もなかった。どうしたらいいか、わからなかった。あったのは、なにかおもしろそう、ちょびっとのぞいてみようという小さな元気だけ。それに自分から魔女になろうと決めたのだという小さな自尊心。キキは宅急便屋を始めたときの心細かった気持ちを思い出しました。

　この町ではやっていけない、自分でえらんだことだけど、失敗だったかもしれない……もうだめ、できないと思ったあの朝、ふとなにげなく窓を開けたらやわらかい風がはいってきて、わたしをつつんでくれた、あの風はどこからやってきたんだろう。ずっと閉じこもりきりだったから、まるで愛してくれる人に会ったような気持ちだった。おどろいて目をあげたら、ちょっとはなれた建物から、あのお針子さんが手をふっていたんだわ。そう、風が運んでくれたおきゃくさま……。今日、この子の赤いリボンをはためかせていた風は、あの日、わたしをよんでくれた風とおなじ風なのかもしれない。

　キキの胸は、とめようもなく鳴りだしました。

（わたしもこの子のお針子さんになれるのかしら……なれるといいのだけど）

　そのお針子さんがキキのおきゃくさま第一号でした。このはじめての仕事から、キキのコリコの町でのくらしが、すこしずつひろがっていったのです。

「ママはいうんですよ。だれだって小さくっても魔法を一つもっているのよ。だから魔女のあなたがもってないはずがないでしょっていうのですよ。すこしでもやってみたくなったなら、やらなくちゃって。でもそんな言葉を信じてはいけませんでした。信じたわたしは、あさはかでした。ママは親ばかでした。子どものほうは徹底的に子ばかでした。かんたんにその気になっちゃって」

　女の子は突っかかるようないいかたをしました。でもそのなかにどうしていいかわからなくて立ちすくんでいる、あまったれの子どもの顔がのぞいていました。

「そんなこと、まだわかんないじゃないの。決めちゃうことないわ」

　キキは表情をやわらげていいながら、手もとのお皿をみて、それにしてもこのスープの味はひどすぎる……と思いました。

「なぐさめてくれたって、わたし、魔法なんてなんにもないんだもん。人をおどろかすこともできないのですよ。魔法で人のお役に立つなんてこと、とても、とても。ただのつまらない十三の女の子なのですよ。でも名前はあるのですよ。『ライ』っていうの。みんなに、『ライちゃん』ってよばれてたの。つれの猫は雄猫よ。チャリっていうの。生まれたときからいっしょ。このチャリとの関係は伝統的に、完かん璧ぺきに、魔女流だけど。ね、チャリ」

　ライちゃんという女の子は下をむいて、猫にうなずきかけました。チャリはこたえるようにしっぽをぴんと立て、ライちゃんの足下をまわって歩いています。見ると、その背中にはまんまるの白い模様がぽんと一つついていました。

「ちょっぴり白い丸がまじってるけど……。これでも魔女猫よ、わたしの猫。今はこのくらいほかの色がまじってもいいんだって。なかなか完璧な真っ黒はいないのよ。でもこの模様、どう？　おしゃれでしょ」

　女の子はいいました。

「わたしはキキっていうの。わたしの猫はジジ。やっぱり伝統どおりの男の子よ。ライちゃんはどこからきたの？」

「遠いとこ」

「歩いてきたの？」

「バスと、電車と、足。飛べないのがほんとうになさけなかった。やっぱり、つづけて練習しとけばよかった。ここまで来たら、つかれちゃってさ、それで、試しにスープ屋を始めてみようと思ったのです。あのー、わたしのスープ、そんなにひどかった？」

「まあね、でも……そんなでも……」

　キキはあいまいにこたえながら、さっき飲んだスープがまだじゃぼじゃぼとさわいでいるおなかをおさえました。

「よかった。そうでしょ。わたし、スープならちょびっとは自信があったのですよ。だって毎日ママに飲まされてたから。作りかたも知ってたし……このスープはね、『心をあたためるスープ』っていうんです。ママが名前をつけたの。畑で、特別味のいい香り野菜を作って、その種をよく煮て作るのです。だから野菜の中心がぎゅっとつまってはいっているんですよ。これってちょっとした魔法だって、ママはいうのですよ。当分つかうぐらいの種はママがもたせてくれたんだけど」

「心をあたためるスープ」というライちゃんの言葉をきいたせいか、スープがじわじわとしみてきて、キキの体がゆるんだようにあたたかくなってきました。ジジの目も心なしかいきいきとしています。

「このスープ、なにかかわってるよ」

　ジジがつぶやきました。「それにしても味はひどすぎ！」

「このスープ、どうやって作るの？」

　キキはきいてみました。

　ライちゃんはうれしそうに首をふっていいました。

「あのね、おなべにお水を入れて、あとは香り野菜の種を指先でつまんで入れるの。


　　　一つ　入れて

　　　三つ　入れて　また　一つ　入れて

　　　三つ　三つ　入れて

　　　五つで　おわり



って、歌いながらね」

「じゃ、種は五種類あるの？」

「ううん、なん種類あるかはわからない。きっともっとたくさん。みんなまぜこぜになってるの。袋のなかに指を三本入れてつまむのよ。一つ入れて、三つ入れてって……この種を春に畑にまくと、まぜこぜの芽がでて、まぜこぜの野菜ができるの。そのあとできたまぜこぜの種を、中秋の満月の下で、『おきよめ』するのよ。『まぜこぜぜんぶ、天のしずく、わたしの願い、しのばせて』って歌いながら」

「やっぱり、魔女の仕事って、歌がつくのね」

「おねえさんも歌うの？」

「ええ、『くしゃみの薬』を作るくすりぐさの種を『おきよめ』するときにね。


　　　あかね

　　　ねのたね

　　　たねのつぶ



って、つづくの」

　キキは小声で歌いました。

「わー、わたしのと似てる。わたしのよりちょっと大人っぽいけど」

　ライちゃんは手をぎゅっとにぎって、うれしそうにいいました。

「ちょっとその種、見せてくれる？」

「悪いけど、それはできないの。わたしの家の秘密だから。我が家流だもん。ママはママ魔女流っていってたけど」

「ライちゃんが作れば、ライちゃん流になるってわけね」

「でも、まずかったんでしょ。よろこばれなくちゃね。魔女のくらしは、『もちつもたれつ』だもん。これじゃやってけないわ」

「だったらこれからライちゃんががんばればいいのよ」

　ライちゃんは顔をぐいっと空にむけました。それからぽつりといいました。

「天のしずく、わたしのスープに落ちてこないかな」

「くるわよ、きっと」

　キキはなんとかこの新米さんをなぐさめたくなりました。

「ふーん、そっかあ。でもわたしはふつうの、ふつうの魔女だから……悲しいぐらい平凡魔女なのですよ」

　ライちゃんはしょうがないやというように両手をひろげました。

「そんなことないわよ、とってもかわいいわ」

　すると、ジジが追いかけるように声をあげました。

「ほんと。すごーく、かわいい。それって、宝物だよ。キキ、ぼくがそういってるってつたえてよ」

　ジジはじっとライちゃんを見つめています。

「あなたがとってもかわいいって、わたしの猫がいってるわ」

「ありがとう。でもかわいいだけっていうのもどうもね。いつもみんなにそういわれるけど、でもわたし、それだけなのって思っちゃう。わたしは一人前になりたいのよ。一目見て、できる魔女だって思われるようになりたいの。でもわたしの猫ちゃんのほうは、ちょっとばかり個性的でしょ。この白い模様は、一目見たらわすれられないでしょ。そのおかげでね、わたしは村の人に、『水玉猫の魔女ちゃん』ってよばれてたの」

「わー、おもしろい！」

　キキは小さな村でかわいがられて育ったライちゃんを想像しました。そして、自分の生まれた町が恋しくなりました。キキはそっと胸に手をあてました。

「スープにも、一目でわかる、チャリのような模様があるといいんだけどな、一目でわたしのスープだってわかるように」

　ライちゃんがいいました。

「ふんふん。そうねえ、ライちゃんらしくね。あっ、そうよ。スープにもチャリのようなかわいい模様つけたら……ああそうだわ。わたしの家では、スープにまんまるの肉だんごを入れるのよ。ライちゃんもそうしたら。スープにおだんご入れたら。そう、白いおだんごがいいわね。チャリの背中みたいな。じゃがいものおだんごをトマトスープのなかに、ぽとんと一つ入れるの。そしたら水玉にならない？　おだんごの作りかたはね、かんたんよ。教えてあげる。じゃがいもをゆでてつぶして、粉と卵を入れてねってまるめて、スープに入れてにるの。もちもちしておいしいわよ。それでライちゃんの『水玉スープ』のできあがり。『水玉スープの魔女ちゃん』になれるわ」

「すごーい！　それすごくすてきだわ。ありがとう。水玉なら天から落ちてきたしずくみたいだし。『水玉スープ』、すてきな名前だわ。スープはちゃんとまぜこぜ種でつくれば、わたしの家の魔法は消えてないしね」

　ライちゃんは目をきろって動かしながら、指を口に入れてちゅっとすいました。

「作るときは、もうちょっとお塩を多めに入れたほうがいいと思うわ」

　キキはさりげなくいいました。

「うん、今度はライちゃん流だから、きちんと味をみる」

　キキは声にはださずに思わずつぶやきました。

（あれれ、なんだあ、味見をしてなかったのか）

「これからあと三百六十日、毎日、スープ作るのね……ライちゃん大変ね」

「でもだんだん上手になると思うわ。どうしてもならなくちゃ。上手になれば、飲んだ人が安心するようなやさしいスープができるようになるかもしれない。やっぱり魔女のスープだからこれがないとね、やすらぐっていうかさ。そうすれば、自然とみんなに伝わっていくでしょ。そしたら、お友達もできるし……魔女の魔法も認めてもらえるものね」

　ライちゃんはひとりごとのようにいいながら、しきりにうなずいています。すると、わりこむようにジジがいいました。

「すてきな男の子にも会えるよっていってあげて」

　キキはぷっとふきだしました。




「おや、キキじゃないかい？　わが町の魔女さんじゃないの」

　腰にかごをさげ、釣つり竿ざおをもった男の人が立ちどまりました。そばにいるライちゃんに気がつくといいました。

「おや、妹さんかね。この町に来たのかい。こんなかわいい妹がいたのかい。ふたりいっしょか、それはよかった」

　それから看板を見ていいました。

「ほほーう、魔女スープねえ。おじさんも一杯いただくとしようかな」

　キキはびくっとしました。

（このスープはやめたほうがいいかも）

　ライちゃんもあわてておなべをかくすように手をひろげました。

「こ、ここに、一日限定ってかいてありますけど……ほんとうは一日一杯限定のまちがいなんです。それで、もう売りきれちゃったんです。すいません」

「おや、がっかりだねえ。そんなケチな商売をしないで、スープはたくさん作るほうがうまいんだよ。わが町のキキさん、ちゃんと教えてやらないと、妹なんだから」

　おじさんは残念そうにおなべを見ながら、「じゃ、また今度ね、たのしみにしているよ」といって、歩いていきました。

「ああ、よかった。スープなくなってて。今日はふたり分しか作らなかったの。味見しているうちにだんだんへっちゃって、ほんとうに、もうないのよ。わたしの気持ちが、すこしにしときなさいっていったから。なんとなくなんだけど、気持ちってね、こんなふうにいつも助けてくれるんだ」

（あら、やだ、味見はしてたのね。それでもこれ……？）

　そしてキキはもう一度、「お塩はちゃんと入れてね」と念をおしました。

　ライちゃんは「うん、ちゃんとね」とうなずきました。

（あのおじさんたら……わたしの妹だって……）

　キキのなかにあまい蜜みつがじわじわとたまっていくような気がしました。

「ねえ、ライちゃん、この町ですこしやってみたら？　魔女がふたりになっては、絶対いけないってことないと思うわ。時代もかわってるし、そこらへんはだいたいにしちゃって……魔女の伝統も時代にあわせてすこしぐらいはかわったっていいんじゃない？」

　こんな妹がいて、おしゃべりをしたり、ごはんはなににしようか、おしゃれはどうしようかなんて相談しながらくらしたら、どんなにかたのしいでしょう。

　想像しているうちに、キキはどうしてもそうしたくなってしまいました。

「わたしだったら、かまわないわよ。小さいけど部屋も一つあるし……ねえ、えんりょしないで」

　キキはいいました。ライちゃんのほうに、自然と体がのりだしています。

「ありがとう」

　ライちゃんは小さな声でいいながら、どこか一点をじーっと見つめています。それからくるんと頭をふると、いいました。

「でも、やっぱり、やっぱり、ひとりでやらないとね。せっかく魔女の旅立ちしたんだもの。魔法はきちんとしなくちゃいけないもの。どこかにわたしにぴったりの町がきっとあると思うわ。魔女は魔女のいない町でくらすのが決まりだし、それが役目だし……責任もあるし……」

　ライちゃんはほんのすこしだけのこったスープを自分ですっと飲むと、火を消し、おなべをそばのバケツの水であらって、エプロンでふいて、リュックサックに入れました。「一日限定、魔女スープ」の看板もはずして脇のポケットにさしました。

「わたしの魔法、力があるかどうかもわかんないけど、まだ三百六十日のこってるから、元気だしてやってみるわ。それはわたしにしかできないことでしょ？　おねえさんだって、ひとりぽっちでやったんでしょ。いっしょっていいけど……。でもわたし、ひとりでやらなくっちゃ。魔女になるって自分で決めたんだもの」

　ライちゃんは自分にいいきかせるようにつぶやきながら、五徳を水で冷やすと、リュックのひもに結びました。それからバケツの水をすてて、なかにチャリのおなべを入れました。

「上手にしまうのね」

　キキは感心していいました。

「うん、何日も旅してきたから。これだけはやりかたうまくなったの」

　ライちゃんは草からリボンをはずすと、頭に結びました。片手にチャリをかかえ、もう一つの手にバケツをさげました。

「こうして、みんな体につけちゃうのよ。リュックのなかには寝袋も着替えもはいってるのよ。これが今のところ、わたしの家」

　ライちゃんはキキに笑いかけました。

「今日だけでも、わたしのとこに泊まったら」

「ありがとう。でもこれから行けるとこまで行ってみる。多分わたしの気持ちが、ここよって教えてくれるわ。きっといい町が見つかると思う。だからさよならだわ、やっぱり」

「そういう気持ちってね、魔女の計算っていうんだって。やる気をもって、まじめに考えているとね、どこかにいる見えない力が助けてくれるの。その人にぴったりのことをね、知らせてくれるのよ。これもきっと魔法なのよね。わたしも助けてもらったことあるわ。ありがたかった。そのときとっても不思議な気持ちになったわ。幸せな気持ちよ。ライちゃんも、きっと助けてもらえるわよ」

　キキはライちゃんにうなずきかけながらいいました。

「ほんと？　あーあ、そうかあ、そうだったんだわ、きっと。この町も、それにここで、ちょっと試しにやってみようと思ったのも、もしかするとその魔女の計算かもしれない。ふと、思ったのよ。ほんとうにふっとよ。おねえさんにもこうしてあえたし。きっと、そうよ。なんだか希望が生まれてきたわ。わたし、わたしの町を見つけられたら、必ず手紙、書くね」

「うん、まってるわ。住所は『コリコの町、グーチョキパン屋方、キキ』でとどくから」

「わかった。じゃ、またね。さよならだわ」

　ライちゃんは歩きはじめました。おなべがガランガランと鳴っています。それはライちゃんが前へ進め、進めと自分に号令をかけているようでした。

「あのチャリ、なんで水玉ついてるんだろ」

　ジジは背のびして、ライちゃんを見送りながらいいました。

「ジジも模様がほしいの？」

「いや、そういうわけじゃないよ。でも、みんなすこしずつかわってるんだね」

　ジジは大人ぶったいいかたをしました。

　ライちゃんがふりかえって、手をふりました。キキも手をふりながら、つぶやきました。

「おねえさんらしいこと、みんなむこうにいわれちゃったような気がする。わたし、あの子のはじめての風になれなかった。それどころか自分がさみしいものだから、じゃましちゃうところだった。魔女の決まりまでまげて……」

　このごろキキは自分の気持ちを話す相手がむしょうにほしくなっていたのでした。でもいつのまにか、さっきまでのいらいらしていた気持ちがなくなっているのに気がつきました。

「心をあたためるスープって、ほんとだったみたい。これはきっとライちゃんの魔法だわ」




　キキのたいせつなお友達、とんぼさんは目下、遠い町の学校で生物、とくに虫の研究に夢中です。それでなかなかコリコの町には帰ってきてくれません。キキはそんなとんぼさんを理解しているつもりです。でもときどきたまらなくさびしくなってしまうのでした。

　そのとんぼさんから春の空を飛んで、手紙がとどきました。それは大きな封筒で、なかに手紙とうすい紙につつまれた物がはいっていました。


　　「キキ、元気？　ぼくも元気。いうまでもなく。

　　　なかなか手紙が書けなくって、ごめんね。いつも、いつも心で書いているつもりなんだよ。これでもね。でも、夜になると、ねむくなっちゃって。大きいはずのとんぼの目玉も、閉じてしまうんだ。大きいだけでなく複眼のくせにね、しょうがないやつ。

　　　心はいっぱい、キキへの手紙でいっぱい、なんだけど……ね」



　キキは手紙から目をあげて、ぱちりとまばたきしました。

「心ねえ、いっぱいねえ。でも、心って手のようにつなげないんだもの」

　そのつぶやきをきいたジジが、これまたつぶやきました。

「人間の男の子って、成長がおそいなあ。あっさりしすぎ。やっぱり猫式にやんなくちゃ」

「えっ、なあに、それ？」

「猫式というのはね、できるだけそばにいく。姿をあらわす。それにつきる……」

「まあ、あ、か、ら、さ、ま！」

「キキったらむりしちゃってるね。魔女は、ほんとうはおませのはずなんだけどなあ……」

　ジジは大人ぶって、口をちっちっと鳴らしました。

　とんぼさんの手紙はつづきます。


　　「キキ、ちょうちょに逃げられたんだって？　今日、学校への道を自転車に乗って大急ぎで走っていたら、ぼくのそばにもモンシロチョウが飛んできたよ。お日さまの光をあびると、ときどきふっと姿が見えなくなってしまう。この光ってね、『蝶ちようの隠れマント』っていわれたりするんだ。

　　　キキのそばを飛んでいたのも、きっとモンシロチョウだよ。これは、春一番のちょうちょ……白い色してるけど、開くと菜の花みたいな色になる。雄も、雌もおなじ色なんだけどね、おたがい、違いはちゃんとわかっているみたい。それで昆虫仲間のとんぼといたしましては、早速、図鑑を見て忠実にモンシロチョウの再現をこころみました。なかなかむずかしかった。でも勉強になった。虫ってかんたんそうに見えても、すごい機能をもってるんだよ。舌なんてくるくるってまいて口のなかにしまってあるんだから。花の蜜みつをすうときだけ、つーってのばすんだ。むりしてなんとか本物に近づけたかったんだけど……ま、そこそこはうまくいったかも。羽をぴたっとあわせるところとか、それをかわいく開くところとか。キキ、手首にはめて飛んでください。この蝶なら逃げていかないよ。いつもいっしょに飛んでいられる。作っているあいだ、とんぼの目玉はぱっちりしていましたよ。念のため。ではね。とんぼより」



　キキは急いで包みのほうを開けました。モンシロチョウです。ぴったりと羽をあわせています。羽の模様も、おなかのところもほんものそっくり。羽の間に細い針金がついていて、そのさきは手にはめるように輪ゴムになっていました。キキは急いで手に通しました。ゆっくりふると、あわさった羽がぴろりと開きました。

「この間のちょうちょがもどってきたみたい！」

　キキははずんだ声でいうと、ほうきを手にとりました。

「ジジ、くる？　ちょっと散歩」

「いいの？　ひとりでいったら……」

「ありがと」

　キキはにこっと笑うと、ドアをあけて飛び上がりました。とんぼさんのちょうちょがキキの前を飛んでいきます。ぴろりぴろりと話しかけるように羽が開きます。それを見つめるキキの目はうれしそうに細くなり、それからそのうれしさをしまうように、ぎゅっとつぶりました。







　２　六月のベール







　花の色でぼーっとけむっているように見える景色がおわると、コリコの町の木たちは、「さあ、つぎはこっちの出番だぞ」とでもいうように葉を茂らせはじめました。はじめは金色をまぜたようにつやつやと光っていた葉がしだいに濃い緑色にかわっていきます。おとどけもので飛んでいるキキのまわりの空気もしめり気がとれて、きりりとすんできました。するとキキの仕事がにわかにいそがしくなっていきました。

「魔女の宅急便屋さんですか？　あのー、六月の三日、『幸せのベール』はあいているでしょうか？　結婚式におかりしたいんですけど」

　こんな注文が多くなったのです。つぎつぎと予約がはいってきます。それも六月に集中しているのです。三日に始まり、もう十八も予約がはいりました。

「花嫁さんの大行列だわ、はー」

　おとどけに飛び回るキキは胸をおさえて、わざと「はーはー」として見せました。

「人間の女の子って、六月じゃないと花嫁さんになれないとでも思ってるのかな」

　ジジがあきれたようにいいました。

「そりゃあ、青い空、緑の木、風はそよそよ、レースのベールはやさしくゆれる……ってね」

　キキは歌うようにいいました。

「ね、なにもかも花嫁さんの幸せにぴったりでしょ。あら、それなら猫の結婚はいつが多いの？」

「二月かな。猫はさむがりだからね、なるべくくっついて仲よしするんだ。ひとりより、いっしょがあったかいもん」

　ジジはいいながら自慢そうに目をうっとりとつぶってみせました。

「いそがしいのはいいけどさ。お祝いだからって、おすそわけをたくさんくれるのも、いいけどさ。それにおまけに、いつも結婚式のケーキがついてくるでしょ。あれはちょっとまいるよな。口があまくなっちゃってさ」

「ジジ、いただくものに文句をいわないのが、魔女のくらしよ」

　キキはジジをにらみました。

「キキの魔女のくらしだってふらふらしてるよ。この間、今日はお花だったわっていってたじゃない。うれしそうにはきこえたけど」

「わかっちゃった？」

　キキは首をすくめて、舌をぺろりとだしました。




　この花嫁さんの幸せのベールは町のはずれのじゃがいも畑のとなりに住んでいるララ・オーパさんが、ずっと昔にご主人から贈られた物でした。編まれてから百八十年はたつという白いレースのベールです。花や鳥が、細かく編みこまれています。たいせつに、たいせつにつかわれていたので、こんなにながく時間がたっても、ほころびもなく、輝くような白さをたもっています。タンスにしまっておいたのではもったいないと、ララ・オーパさんは知り合いの娘さんが結婚するときに貸していたのです。でも一年半ほど前、だいじな姪めいの娘さんが結婚するとき、ララ・オーパさんは足を痛めてしまい、もっていけなくなりました。それでキキが代わりにとどけたのが、このベールとのお付き合いの始まりでした。名付けて、『ララとキキの幸せのベール宅急便』です。

「ひとりでも多くのお嫁さんにかぶってほしいわ。遠い北国の娘さんが十八歳のときから三十歳まで十二年間、幸せなくらしを夢見て編んだ物なんですもの。一目一目に願いがこめられているのよ。だからこのベールには人を幸せにする力があるとわたしは信じてるの。その娘さん、どんな人だったのかしら。一度会ってみたかったわ。物って命がないみたいだけど、人よりずっと長生きで、心も通うものなのね」

　ララ・オーパさんはキキがベールを運ぶとき、まるでお祈りの言葉のように、こうつぶやいたりします。

『結婚式の始まる直前に魔女さんがどこからともなくあらわれて、空からベールを、まるで幸せが降ってくるように花嫁さんの頭にかけてくれるんですよ。すてきでしたわ』

　結婚式に参加した人からこんな評判がひろまっていきました。ほんとうをいうと、このやりかたはちょっとした偶然から生まれたことでした。でもよろこばれたので、雨でも降らないかぎり、それからずっとこの方法でベールを運んでいます。結婚式の始まるちょうどそのときにあうように空を飛んで、空中から花嫁さんの頭にふんわりとのせるのです。このちょうどぴったりは、なかなかむずかしい仕事でした。それでなくっても結婚式というのは、いろいろなことがおこるのです。

「失敗したら大変。一生に一度のおめでたい日なんですもの」

　キキはとても神経をつかいます。




　ルルルルー　ルルルルー

　電話が鳴りました。

「あのー、幸せのベールの魔女さんですか？　明日、十時にお願いしているハラリですけど。どうか時間厳守していただきたいんです。わたしたち、式のあとすぐ新婚旅行にでかけるので、汽車の時間も決まってて、遅れるわけにはいかないんです。ほんとよ、時間厳守。大丈夫でしょうね、大丈夫でしょうねえ」

「はい、大丈夫ですよ。ご心配なさらなくても。結婚式は、たしか『噴水公園』でしたね」

「たしかもなにも、噴水公園よ。清水公園じゃないわよ。あそこの結婚式は、今、人気なの。場所はごぞんじよね。大丈夫よねえ」

「ええ」

「ところで雨、降るかしら……どう思う？」

（どう思うといわれても……）

　それでもキキは元気をだしてこたえることにしました。

「さあ……、きっと大丈夫ですよ。今日はこんなにいいお天気ですから」

「絶対？　ほんとのほんと？」

「……多分……」

　キキは口ごもりながら、くりかえしました。「大丈夫ですよ」

　このこたえ以外にどんな言葉があるというのでしょう。

　この際、なにはともあれ、安心してもらったほうがよさそうです。

「でも、心配だわ。約束してくれる？」

「ぐっく……やくそく……あっ、ええ、お祈りしますね」

　キキは思わず笑いそうになってしまいました。

　花嫁さんは、だれでも結婚式の前は、瞬間強烈心配性になるようです。この人も今や心配のかたまり。ちょっとした言葉一つにも泣きだしてしまいそうです。

「絶対よ。十時よ。時間厳守よ。ぴかぴかのお天気よ。わたしはハラリです。いいわね、ハラリです」

　電話は念をおすように力をこめてくりかえしていうと、切れてしまいました。

（気持ちはわかるけど……時間のほうは絶対大丈夫としても……でもお天気はねえ、空の神様のご機嫌しだいだわ。それにしても結婚が決まっても心配、決まらなくても心配。うれしいことには、心配ってつきものなのね。つくづく大変）

　キキは、雨が降ってもしょうがないじゃない、お天気まで責任もてないわという気持ちでした。ところが、そう思いつつもだんだんと心配になってきました。できることなら、飛んでいって、ほうきで空の雲を追いはらってあげたいくらいです。でもいうまでもなく魔女にも、魔女のほうきにも、そんな力はありません。

　キキは夜になっても気になって、何度も窓から空をのぞきました。星もでています。すこしある雲も雨雲ではなさそうです。でも、でも、キキの耳の底には「絶対よ」という電話の言葉がこびりついてはなれないのです。

「ジジ、明日の朝、ちゃんとおきてね。わたしがもし寝坊したらおこしてよ」

「はい、はい、かしこまりました。ご心配なく」




　キキはあまり寝られずに朝をむかえました。でも心配することはありませんでした。見事な六月のすみきった空がひろがっています。

「六月ってやっぱりすてきだわ。さ、急いで出かけましょう」

　キキはジジに声をかけました。

「ねえ、まだ時間あるよ。ぴったりに行くのが、キキの技でしょ。約束は十時だよ」

「そう、十時よって、あの人、何回もいってたわ」

「間違えたら大変だよね」

「はい、ジジさま、念のため、念のため予定表を」

　キキは首をのばして、壁にはってあるカレンダーをのぞきました。

「あっ、そうだわ。思い出した。今日はもう一つ、約束してるのよ。ツボミさんっていう人と。あっ、あれ!!　まさか、まさか！　おんなじ十時よ……そんなぁ……でもここに書いてある！　どうしよう！」

「昨日のハラリさんのは？」

「ハラリさんのは……、十一時に印がついてるの、どうしてかしら。昨日、はっきり十時っていってたわよね」

　キキはあわてて、カレンダーをまた見ました。

「そうだわ、思い出したわ。ツボミさんが予約に来たとき、ハラリさんのは十一時にはいっていたんだけど、おなじ噴水公園だから、一時間違えばなんとかなるって、わたし、思ったのよ。どうしても、どうしてもって、ツボミさんにたのまれて。でもハラリさんは、昨日たしかに十時っていってたわよね。重なっちゃった。どうしよう。わたし、間違えちゃったのよ。どうしよう、どうしよう」

　きれいにたたんだベールの包みをかかえながら、キキはあちこちうろうろ歩き回って、もう泣きそうです。

「書きまちがえちゃったんだよ」

　ジジはまだキキより冷静です。「あわててもしょうがないよ。まず行ってみようよ。なんとかなるよ」




　ベールの包みをかかえてふたりは大急ぎ、ほうきに乗り、噴水公園を目ざしました。

　上から見ると、公園の中央にある花に飾られた会堂の前には、花嫁さんを中心に、晴れ着を着た人たちが、二つのかたまりになって集まっています。キキは目立たないように裏門でおりて、走っていきました。

「あら、魔女さん、走ってきたらだめじゃないの。飛んでベールをかけてくれるんでしょ」

　どうじにハラリさんと、ツボミさんがあっちとこっちからさけびました。

「すいません」

　キキは両方にむかって、深く深く頭をさげました。

「申し訳ありません。勘違いしてしまって。お約束の時間が重なっちゃったのです。わたしの責任です。すいません。どちらかがすこしずらしてくださる訳にはいきませんでしょうか？」

　キキはふたりを必死で見つめました。

「たいせつなご結婚の日なのに、失敗をしちゃって、すいません」

「あら、気にしないで。わたしなら、十一時からよ。魔女さんに遅れられたら大変だと思って、じつはね、さば読んだのよ」

　ハラリさんが首をつぼめて、あっさりといいました。

　とたんにキキはくにゃんと倒れるようにすわりこみました。

「キキ、大丈夫？」

　ジジがそばに飛んできました。

「よかったー。どきどきして死ぬかと思った」

　キキはふーっと息をはいて、ふらふらと立ち上がりました。

「ごめん。心配で、心配で、それではやめにいっとけば安心だと思って」

　ハラリさんは、もう一度、「ごめん」と小さくつぶやきました。

「でも、よかった」

　キキはまだどきどきしている胸に手をあてていいました。

「それでは、もう時間ですから、ツボミさんからはじめてよろしいですか。ご心配なく。わたし、ちゃんとむこうの空から飛んできて、ベールをふんわりとおかけしますから」

「それがねえ、わたしのお婿さんがまだ来てないのよ」

「えっ」

　ほんとです。花婿さんがいません。

「じゃ、ハラリさんのほうをさきにさせていただきましょうか？」

　キキがいいました。

「わたしのお婿さんもまだきてないわ。だって彼は十一時だと思ってるもの」

　お婿さんにはさばを読んでいなかったとは……。なんと花嫁さんがふたりいて、花婿さんがふたりともいないのです。しかも時間もありません。

「ツボミさんのお婿さんはいつお着きになりますか？」

「もう来ると思うけど。自転車がパンクしてなきゃね」

「えっ、自転車？」

「ええ、わたしたち式のあとすぐ、新婚旅行に自転車で行くの。それもふたり乗りよ」

　ツボミさんは得意そうにいいました。「新婚用自転車っていうのを買ったの」

　そのとき、キキの頭のなかでなにかがピピッピと動きました。

「わたし、ちょっと飛んで、お婿さんがどのへんを走ってるか、見てきます。どっちの方面でしょうか？」

「北きた山やま街道のほうよ。いくらなんでも、もう町にははいってると思うけど」

「それでは」

　キキは、急いで肩にしがみついたジジといっしょに、飛び上がりました。

「キキ」

　ジジの声が低く耳もとで響きました。

「お説教なら、やめて」

　キキはそれだけいうと、まっすぐ北山の方向にすすみました。つんのめるように下をのぞきながら、飛んでいきます。

　あっ、いました、いました。ツボミさんの花婿さんでしょう。町にはいる手前の上り坂を、うんうんといいながら、ふたり乗りの自転車をこいでいます。結婚式の洋服は、風で後ろになびき、ネクタイも肩に乗っかっちゃっています。それに花婿さんだというのに汗びっしょりです。キキは近づいて声をかけました。

「ツボミさんがおまちですよ。急いでください」

　お婿さんはちらりとキキを見て、足に力を入れました。でも、これからどんなに速度をあげても、まだまだ時間がかかりそうです。

　キキはすとーんと地面におりると、駆け寄っていいました。

「わたしが自転車をおとどけしますから、あなたはタクシーに乗って、式場に急いでください」

　びっくりしているお婿さんから、キキは自転車に手をかけてひっぱりました。

「は、はっ、はい」

　お婿さんは、ズボンをぐいっとひきあげると、「ほんとに、ほんとに、来てくださいよ」とさけびながら、タクシーをさがして走りだしました。

　キキは荷台にからまっているひもをはずすと、自転車をほうきに結びつけました。

「むりじゃない。これ、重すぎるよ」

「なにいってるのよ。わたしはカバだって運んだ、魔女ですよ」

　でも、自転車、しかもふたり乗りの長い自転車は、ハンドルがきゅりきゅりと勝手に動いて、まるで飛ぶのをいやがっている生きものみたいです。キキはほうきにまたがり、いっしょに自転車にもまたがって、ペダルをこぎだしました。

「ジジ、あんたも後ろに乗って、ちゃんとハンドルをにぎって、助けてよ」

　ジジも必死でハンドルにすがりつきました。

　自転車はよろけながらも、浮き上がりました。キキはしっかりほうきの柄と、自転車のハンドルをにぎり、前方をにらみつけながら、噴水公園をめざしました。下を見ると、お婿さんはタクシーに乗りこむところです。

（ああ、これでなんとか……）

　キキはほっとしました。あとは速度をあげて飛ぶだけです。

　噴水公園にキキが無事に到着すると、タクシーから転げるように飛びだした、お婿さんが花嫁さんのとなりにならぼうとしていました。

　キキは大急ぎで、ひもをほどいて自転車をはなすと、今度は、ひばりのような勢いで、空にまいあがり、ベールをひろげて、花嫁さんの上に、ふんわりとかけました。会堂のなかから、音楽がひびいてきました。花嫁さんと、お婿さんは、腕をくんではいっていきました。

　ツボミさんたちの式は無事おわり、ふたりは自転車に乗り、新婚旅行に出発していきました。ツボミさんは走りだすと、すぐベールを空中のキキにむかって、さーっとなげました。もちろんキキもさっと受け取りました。

　そのあと、十一時ぴったりにハラリさんのお婿さんはあらわれました。

「ほらね、この人は心配いらないのよ。ちゃんと約束まもってくれるもの」

　ハラリさんはキキに自慢げにいいました。

「くん」

　キキのなかで怒り爆弾が破裂しそうでした。

（魔女は信用できないってわけね。あ、そう）

　でもそんな気配はちょびっとも見せず、キキはとびっきり優雅にハラリさんの上にもベールをひらりっとかけました。

（でも魔女より、お婿さんのほうを信じるほうが幸せかもね）

　ハラリさんたちも、汽車の時間にゆうゆうまにあい、無事新婚旅行に出発していきました。




　つかれてへろへろしながら、帰ってきたキキから一部始終をきいて、おソノさんはいいました。

「たいしたものね。あなたって……みんなを幸せにして」

「そんな、やめてよう……わたし……もうひやひやだったんだから」

「そうだよ。こんなのほめられないよ」

　ジジはそばから口をだしました。「一歩間違えば、大騒ぎだよ。いろいろ予想して、さきを見るっていうのも魔女の役目なんだから」

「でも、ぎりぎり間に合うって、わたし案外すきかも」

　キキはにやっとおソノさんに笑いかけました。

「あいかわらずねえ、キキのおてんばは。でもそれだから、安心な魔女ってみんな思っているのよ。昔は、魔女は、ひどいことをする人っていわれてたじゃない。なにかいやなことがあると、魔女のせいにして。この町の人だってずっとそう思っていたのよ。でもキキの仕事を見ているうちに、人のせいにしたがる気持ちっていうのかしら……それがだんだんと消えていったみたい。おたがいさま。もちつもたれつが、気持ちがいいって思うようになったのね。これも魔法なのよ、きっと」

「身にあまる、おほめのお言葉」

　キキはうつむいて笑いました。でもキキもまったくおなじ気持ちでした。そう、今ではキキとコリコの町は二つだけど、一つなのです。

「一つの町とひとりの魔女、二つそろって、これまた一つ」

　ジジがおまじないみたいにいいました。

（そう、コリコの町がなかったら、わたしなんてぼーっとかすんだ影法師みたいなものよ）

　キキにとっても、もちつもたれつの安心な町なのでした。

「ところで、キキがキキに幸せなベールをとどける日がまちどおしいことね」

　おソノさんは肩をすくめました。

「さあ、いつかしら……？　そんな日がくるのかしら……？」

　キキはまだ十九です。それはまだきっとさきのことかもしれません。

（でも、でもね、さきはさきでいいんだけど。今年は十代最後の年よ。だから二十代につながるようななにか……予感みたいなものがないものかしら）

　キキは思いました。そしてはなれた町の学校にいる、とんぼさんの顔を思いうかべ、電波が一本、ピピッと飛んでこないかなと、遠くに目を走らせました。




　はい、はい、おまちどおさまでした。六月の空をまちにまったとんぼさんからのピピッは飛んできましたよ。大きな封筒に、手紙と絵がはいっていました。

「とんぼさんの手紙はいつもおまけ付き。たのし、たーのしっ」

　キキははしゃいでいいました。

「しらける」ジジが小さくつぶやきました。


　　「昨日、校庭の草取りをした。まだ六月なのに暑い。ちゃんと帽子をかぶったのに、鼻のてっぺんはまっかっか。肩もひりひりする。そのひりひり肩に冷たいタオルをのせて、この手紙を書いています。ちょっと見せられない姿だよ。とっくに花はおわっているけど、タンポポの葉っぱがいっぱいあってね、それを抜こうとしたら、太くて大変。まるで巨人と綱引きしているみたいだった。ぼくの腕じゃ、とても、とてもむり。それでシャベルで掘ることにした。掘りはじめたらとめられなくなっちゃった。草の根っこの行く先はどこまであるのか知りたくなってね。なるべく根っこを切らないようにまずまわりの土を掘ることから始めて、手もつかって掘り進んで、途中からはこの作業を完成させたいって、もう夢中になっちゃって。用心に用心して、ていねいに土をよけながら、格闘することなんと三十分。すっごい根っこだったよ。春にあのかわいい花を咲かしたタンポポは、びっくりするぐらい長い根っこを地下にもっているんだ。それもつぎつぎ枝わかれして、方々にのびている。魔法の手のようだった。

　　　やっと掘りだして、新聞紙の上にひろげてしみじみ見たら、ぼくは『あれ』って思った。それですぐ根っこをもって、研究室にとんでいった。そしてみんなで生態を観察しているアリのところにいった。そのアリたちはうすいガラス箱のなかで飼われていて、ガラスを通して、アリがどんな巣を作るか見られるようになっているんだ。これって、私生活をのぞき見するんだから、アリにはちょっと失礼なことなんだけどさ。その巣は地上にある穴から地中にはいると、いくつもに分かれていく。そして食料庫とか、卵室とかになるんだけど、びっくりするぐらい上手にできているんだ。二つを比べてみるとね、とっても形が似てるんだ。一つは植物、一つは昆虫なのに。これって二つの気持ちが似ているってことじゃないかな。二つとも生きようっていう気持ちなんだと思う。それが形になると、おなじようになるなんて。これって、おもしろいと思わない？

　　　キキだったらどんな巣をつくるんだろう。　　では、また、とんぼより」



「似てるっていえば、似てるけど……」

　キキは二つの絵を前に、むっと口をつぐんでいました。

（魔女は飛ぶからっていっても、鳥じゃないのよ。巣なんて……）

　キキはこうつぶやきながら、でもだんだんとうれしい気持ちがひろがっていきました。

「巣だって」







　３　海のかぎ







　ルルルルー　ルルルルー

　電話が鳴っています。

「はい、はい、ただいま」

　キキは走ってきて、受話器を取り上げました。

「おまたせしました」

　空いている手でスカートをつまみ、おじぎをするようにかるく腰をかがめました。いつからかこんなふうに電話にむかってあいさつするのがくせになっていました。

　窓からの光が床の上でまぶしくひろがっています。

「あのー、魔女さん、少々ややっこしいお願いなんですけどねえ。たのまれてくれませんか？」

　低めの男の人の声でした。

「はい、なんでもどうぞ」

「わたしは海岸通りからはいったところのこじゃり通りにある中古船の部品をあつかっている店なんですけどね」

「ああ、わかります。船の舵かじが看板になっているお店ですね。青いガラス玉がさがっていて……えーっと『大おお波なみ商会さん』っておっしゃったかしら」

「おう、よくご存じで。それじゃ、来てもらえますか？」

「ええ、もちろん」

「じゃ、用件はそのとき話します」

　キキは話し終わるとふりかえりました。ジジがソファの上であおむけになり、おなかをまるまる見せて寝ています。「ちょっと夏バテ」といって、このところよくお昼寝をするのです。

「ジジ、仕事だけど、行く？　どうする？」

　キキは小さな声でききました。

　ジジはゆっくり頭をあげると、桃色の舌で口のまわりをぺろりとなめました。

「行くよ、もちろん、ふわわーん」

　はずかしくなるような大きなあくびをしながら、ジジはソファからおりると、「共同経営者だから」とぼそりとつぶやきました。

　こじゃり通りの「大波商会」さんの前で、男の人がまっていました。

　形のくずれた、古い船長さんの帽子をかぶり、大きな鼻の下には立派なひげがありました。

「ま、はいってください。ちょっと説明しないと……」

　お店のなかにはいろいろなものがおいてありました。古い船の模型、船の旗、ランプ、ガラス玉、羅針盤など、光っているものやら、さびているものやら。積み重ねられた品物の間のわずかのすきまが事務所のようです。かんたんな机をはさんでいすが二つおいてありました。キキはすすめられるままにいすにすわりました。すぐジジがその膝ひざに乗り、首をのばしてまわりを見回しました。

「このかぎなんですけどねえ」

　大波さんは引き出しから小さなかぎをだして、机の上におきました。

「コリコ湾に沈んだ船のなかにあった物なんですが、さびだらけだったので、ここに入れっぱなしにしてたんです。ところがこのごろ、船関係の品を集める人がふえましてねえ。とくに古い物に目がない人がいるんですよ。たまたまこのかぎを見て、これは百年はたっているだろうと、ぜひゆずってほしいという人がいてね……『なににつかうんですか？』ってきいたら、にやっと笑って、『昔の扉を開けるのさ』って。おしゃれなせりふをいうんですよ。でもあまりにも汚れがひどかったものですから、さびや、こびりついてるフジツボやらをとってみたら、意外としっかりした銀製だったんです。ね？　なかなかかぎらしいかぎでしょ。大きさの割にずっしりと重いし、手のこんだ模様なんかもついてるし、そしたら、ほら、ここに住所が彫ってあったんです」

　大波さんはかぎのよこをキキの目に近づけていいました。

「さるすべり小路、二十九番地、キャプテン・ゴーゴー。キャプテンというからには船長さんでしょう。ゴーゴー船長、この人が持ち主だったと思うんです」

「あら、さるすべり小路なら、旧市街の古い家がドーナツみたいな形につながってならんでいる広場からはいった、小さな道じゃありません？」

「そうなんですよ。このかぎがおなじコリコの町の人の持ち物だったとはねえ」

「じゃ、そこにおとどけすればいいんですか？」

「ええ、わたしが行けばいいんですけど、なにぶん店番はわたしひとりなもんで……それに前から一度でもいいから魔女さんに仕事をお願いしたいと思っていたんですよ」

「ありがとうございます。うれしいわ」

　キキはかるく頭をさげました。

　大波さんは手のひらのかぎをひっくりかえしました。

「この古いかぎなら魔女さんに運んでもらうのにぴったりな気もしてたのでねえ。でも……うー」

　大波さんはこまったぞというように、とつぜん、うーんぱっと口を動かしました。

「なにぶん昔のことですからねえ、まったく違う人が住んでいるかもしれませんねえ、もっていってもらっていいものやら……でもね、かぎですからねえ、相棒のかぎ穴を見つけてあげたくなりますよ。やるだけやって確かめないと、このままではかぎに申し訳ないような気もするんですよ。せっかく魔女さんにお手伝いいただいても、むだになるかもしれないけど……」

　大波さんはえんりょがちに声を小さくしました。

「でも、もしかしたら、そこにこのかぎと仲よしだったかぎ穴があるかもしれないですよね」

「ええ、まあ」

　大波さんはうなずきました。

　キキはぐっとのりだしました。

「わたし、子どものころからこういうお話ってだいすきなんです。あるかどうかわからない。でももしかしたらあるかもしれないっていうの。なんだかワクワクしちゃうわ。もしかしたらって考えているうちは、なんでもできるような気がするんですもの。やってみましょうよ、この冒険」

「冒険か……。ちょっとおおげさだなあ」

「わたし、よろこんでお手伝いさせていただきます」

　キキは立ちあがりました。

「もしかしたらっておっしゃるけど、それこそもしかしたら働き損のくたびれもうけってことになるかもしれませんよ。こんなに小さなかぎだし、売ったとしてもたいした額にはならないし、お礼はそんなにできないし」

「大丈夫です。ご心配なく。もしかしたらって、心がワクワクするでしょ、そのワクワクのおすそわけでじゅうぶんです。もちつもたれつが、魔女の宅急便の心得ですから」

　大波さんの体がゆらゆら揺れだし、歌うようにいいました。

「ほ、ほー、


　　　もちつもたれつ　もしもし

　　　もちつもたれつ　もしかしたら　もしもし

　　　もしかしたらー　おわりは　からっぽー



　なんてね。

　ハッハッハ、ちょっとゆかいになってきた、ねっ、ねこちゃん」

　大波さんはおどけて肩をすくめながら、ジジのあごをちょっと手でさわると、まるい体をゆすって笑いました。ジジはまんざらでもないようにちらりっと大波さんを見上げました。




　キキは銀のかぎをしっかりにぎると、飛び上がりました。

　海からの風が背中をかるくおしてくれます。

「こんな日は、ちょっと、音楽」

　キキはほうきにさがっているラジオのスイッチをまわしました。

　小さな子どもの声で歌が流れてきました。


　　「おひさま　おひさま

　　　うらやましいこと

　　　金色の手をたくさんのばし

　　　にぎっているのね

　　　いいこと　いっぱい

　　　おひさま　おひさま

　　　一つちょうだい」



　キキは歌にあわせて、かぎをもった手をすいとあげました。

「わたしにもちょうだい」

　かぎがきらっと光りました。

「ほら、もらっちゃった」

　キキがふりかえってジジを見ました。

「すぐその気になるキキ、単純」

　ジジが鼻にしわを寄せて小さく息を吹きました。

「すぐ皮肉をいうジジ、複雑」

　キキはにっと笑いかえしました。

　コリコの町はこのごろ、どんどん大きくひろがっています。郊外に建つあたらしい建物は、どれもガラス窓が大きく、それにおひさまの光があたって、上を飛ぶキキの目をまぶしくさします。でもそんなとき、目を町のほうにむけると、時計台を中心に、ひまわりの花のまんなかのように色がくすんで見えるところがあります。昔のコリコの町がそのままのこっているところです。細い道がまがりながらつながり、小さなお店や、アパートが寄りかかるようにならんでいます。そこを歩くと、なつかしい昔にもどったような気がすると、今はとても人気の場所になっているのです。そのなかに、さるすべり小路がはじまるドーナツ形の広場もありました。この広場にはコリコの町の名物、小魚の唐揚げで人気のレストランや、広場にむかってテーブルをだしているお茶とお菓子のお店、また近ごろ、おしゃれなバッグなど小物を売っているお店もならぶようになりました。この付近もかわらないようでいて、すこしずつかわっているのでした。はたして百年以上も前の家がまだあるでしょうか。

　キキがドーナツ形の広場におりたつと、屋根で休んでいた鳩がかわりにいっせいに飛び立ち、建物にそってまわるように飛びはじめました。

　キキは、広場からいくつかでている道の一つ、さるすべり小路にはいっていきました。

「えーと、二十九番地……」

　キキは建物の上にはってある数字を見ながら歩いていきました。その数字もすりへって見えにくくなっています。

「二十九番地ってことは……、小路の入り口から二十九メートルってことよね」

　キキはぶつぶつつぶやきながら歩いていきました。そう、コリコの町の番地の数字は、そういうふうに、道の入り口からその家の戸口までの距離で決まっていました。右側が偶数で、左側が奇数。三番地なら三メートルはいった左側です。これはこの町で宅急便を始めたとき、キキにはわかりやすくて、とても助かりました。

「あったわ！」

　石に彫られた数字はすりへっていてやっと二十九と読めます。見ると扉には錨いかりの形のとんとんと鳴らすかねのノッカーがついていました。

「錨だわ。間違いないわ。船長さんだもの」

　キキはジジをひょいと肩に乗せ、姿勢を正して息をしずめると、とんとんと鳴らしました。

「はーい」

　遠くから声がします。やがて厚い木の扉が内側にあいて、キキよりちょっと年上の女の人が顔をのぞかせました。暗い家のなかからにぎやかな話し声がきこえてきます。

「あのー、つかぬことをうかがいますが、キャプテン・ゴーゴーというお名前にお心あたりはおありでしょうか？　百年、もしかしたらもっと前の方かもしれないのですが……そのころはここの番地に住んでいらしたようなのです」

　口にだしてみて、あらためてほんとうに遠い昔のことなのだと思うと、キキの胸はどきどきしてきました。

「まあ、あなたは……もしかして……この町の魔女さん？　おとどけやさんなさってる。空を飛んでるとこ何回も拝見したわ。わたしが飛んでるわけでもないのに、あなたを見ると、胸がすかっとするのよね。こんな近くでお会いするなんて……」

　女の人はよほどおどろいたのか、ぴっと開いた目でキキを見つめました。

「あのー」

　キキがいいかけると、

「あー、そうそう、百年っておっしゃったけど、百年前のおとどけものなの？　魔女って長生きだってきいていたけど、おどろいた！」

　女の人は目をぱちっとさせ、なにをもってきたかと、キキの手のあたりをいぶかしそうに見つめました。

「百年なんて、いやだわ。わたし、そんなおばあちゃんではないですよ。キャプテン・ゴーゴーさんがもっていらしたと思われるお品をおもちしたんです。ゴーゴーさんにお心あたりはありますか？」

「キャプテン・ゴーゴー？　もちろん、もちろん。お心あたりありますよ」

　女の人は胸をそらしてうなずきました。

「わたしのひいおじいちゃんですもの。でもコリコ湾で、船が沈んで、死んじゃったの。ほら、ここには夏のおわり近くに海坊主風という嵐がくるでしょ。その年はものすごく強烈で、前代未聞の大嵐だったんですって。さしものゴーゴー船長もやられちゃったのね」

　女の人はちょっと話すのをやめると、なぜかおかしそうにくすくすと笑いました。

「あら、ひとりでしゃべっちゃって。ここじゃなんだから、なかにはいって。兄もおばあちゃんもいるから。でもなにかしら……？　そんな昔のことなんて、わたし、背中がゾクゾクしてきたわ！」

　女の人は両手を胸に重ねて大げさに体をふるわせてみせると、キキにはいるように体をかたむけ、おくにむかって大きな声でいいました。

「ねえ、なんだかおもしろそうな話が飛びこんできたわよ」

　入り口からのびる細い廊下のむこうの部屋では、大きながっしりとしたテーブルをかこんで、もう大人になりかかった男の子ふたりと女の子、その子たちの両親と思われる男の人と女の人。姉妹なのでしょう、その女の人はドアを開けてくれた人とそっくりでした。そのむこうにかわいい帽子をかぶって、揺りいすにすわっている小柄なおばあさん。みんなそろってちょうどお茶の時間のようです。

「なに、おもしろい話って」

　みんないっせいに身をのりだして、キキにいいました。その声があまりにもぴったりと一致していたので、キキは思わず半歩あとずさりしました。

「こちらのご先祖でいらっしゃるキャプテン・ゴーゴーさんのかぎが、大波商会さんのとこで見つかったんです。こじゃり通りにある船の古い部品を売っているお店なんですけど……ごぞんじでしょうか……そのかぎのさびやよごれを落としてみたら、ここの住所が彫ってあったので、おとどけしたほうがいいんじゃないかって、わたしがたのまれて、もってきました。昔のことですからご家族はもういらっしゃらないかもしれないけど、確かめるだけ、確かめてみようということで……かぎだから、相棒のかぎ穴があるはずだって、はなればなれじゃかわいそうだと大波商会さんがおっしゃるんです」

　キキは手にしっかりとにぎっていたかぎを見せました。

「なるほど、かぎに、かぎ穴ねえ。そういえば、二つで一つだものね」

　男の人がかぎを手にとりました。

　みんな、いっせいにのぞきこみました。それから「どれどれ」と、手にとって、かわりばんこに窓の明かりにかざして眺めました。

「あっ、あれかも」

　とつぜん、男の子のひとりが体をびくんとふるわせました。

「ほら、あの『もしかしたらの箱』だよ。ここの模様もおなじだし」

　もうひとりの男の子が追いかけるようにさけぶと、女の子が音をたてて階段を駆け上がり、宝石箱のような箱を両手でかかえておりてきました。

「これ、これよ、きっと。かぎ穴はここだわ」

　その箱はなにかの金属でできていて、黒く光っていました。とても手のこんだ作りです。長いあいだにこすれてうすくなってしまったのでしょう、かぎとおなじ模様がかすかに見えます。女の子は箱をゆっくりとふりました。コトンコトンと音がします。その音をきいたとたん、みんなの顔が「わー」っというように輝きだしました。

「この『コトンコトンさん』の正体がこれでやっとわかるのよね。ずーっとずーっと知りたかった正体が」

　みんなの声がまたまたぴったりとそろいました。それからまたぴったりいっしょに、ほーっとため息をつきました。

「さて、ここが問題のかぎ穴です」

　女の子はすこしおごそかな声でいいました。みんなの目がいっせいにかぎ穴に釘くぎ付づけになりました。小さな穴のむこうは真っ暗で、不思議な目のようです。こっちをじっと見ています。

「ほんとになにがはいってるんでしょうね」

「見たいわ」

「そうよ。見られるのよ、いよいよ」

「長年の願いがかなうのよ」

「今までいろいろと試してみたんだけど、どんなかぎでも開かなかったのよ。いらいらして、いっそこわしてしまおうとしたときもあったのよ。一度なんておじいちゃんがわざと石の上に落としたんだけど、それでもこわれなかったの」

　女の子はキキのほうをむいて、説明するようにいいました。

「いい根性してるんだ、この箱」

「ねえ、その秘密の扉を開ける大役をぼくにやらせてよ」

　男の子のひとりがかぎを取り上げ、かぎ穴にさしこみました。ぴたりとはいりました。そのとたんみんなの体がそろってびびっとふるえました。それからさぐるように目をよせて、さしたかぎをじーっと見つめました。みんな息もしていないように動きません。

　キキも体をかたくして穴を見つめました。

　しばらくして、女の子が思いきったようにいいました。

「じゃ、わたしがまわすわよ、いいわね。それでは、歴史的瞬間です。じゃーん」

「ちょ、ちょ、ちょっと、まって！」

　お父さんらしい人が手をのばして、さけびました。みんなの目がお父さんにむけられました。

「あけちゃって、いいのかい？　ほんとうにいいのかい？」

　お父さんはみんなを見まわしました。

　一瞬どきっとしたようにどの目も大きくゆれました。

「あけちゃったら、それでおわり。ぜんぶ見ちゃったら、それでおわり。『もしかしたらのパーティー』はおしまいになっちゃうんだよ。それでいいのかい？」

「あっ」

　だれかが息をのみました。

「そうだよね」

「それはいやだなあ！」

　女の子がさけびました。

「コンペもやれなくなっちゃう！」

「そうですよ、おばあちゃんからの一等賞の賞金もなくなってしまうのよ。おばあちゃんの賞金はね、つづきがつづくたのしみの賞金よ。わからないってことは、一つのたのしみなんだから……」

　今までだまっていたおばあちゃんがいいました。

　キキはめまぐるしく話がかわるので、息をころして様子をうかがっていました。

「あのね、魔女さん」

　表の扉をあけてくれた女の人がいいました。「この箱はね、ずーっと我が家の謎だったのよ。どんなことをしても開かないんですもの。ふると音がするから、なかになにかははいっているのよね、でもそれがなんだかわからないから。家ではね、『もしかしたらの箱』ってよんでいたの。もしかしたらこんなものがはいってるんじゃないか。もしかしたらあんなものがはいってるんじゃないかって……この箱を見ると、いつでもいろいろ想像しちゃうのよ。それでね、キャプテン・ゴーゴーが遭難した八月二十三日に、この箱をかこんでみんなが集まるようになったの。そして十年ほど前から、亡くなったおじいちゃんが、なかになにがはいっているか想像する遊びを始めたの。今はおばあちゃんが受け継いでて、いちばんおもしろいこといった人には賞金がでるのよ」

「ところで魔女さんはなにがはいってると思う？」

　男の子がのぞきこみました。

「えーっ、わたしがいうの？」

　キキは途方にくれたように箱を見つめました。

「そう、想像して」

「うーん、想像？　いきなりきかれても……遠い国の石ころじゃ……、だめ？」

「えー、そんなの平凡だよ、魔女さん」

　男の子ががっかりしたようにいいました。

「もっと、すっとんきょうなこといってよ。魔法っぽく」

「ええ、どうしよう」

　キキはどう考えてもなにがはいってるか、思いつかないのです。なさけなさそうに目をふせました。

「たとえば、鳥になるのに、三百年かかる卵とかさ」

「へー、ほんとうにそんな卵あるの？」

　キキは思わずかぎ穴に顔をよせて、なかをのぞこうとしました。

「いやだなあ。魔女って、案外まじめなんだねえ。それじゃ、一等賞なんてとれないよ」

「わたしは見た夢を消す消しゴムがはいってるっていったことあった。そんなふうにあることないこと考えるのって、案外おもしろいのよ。賞金よりたのしみなぐらいよ。今年こそはって、みんな夢中。一年かけて考えるの」

「うそをつくるおもしろさってたまらないよ。ぞくぞくする。ほんとだよ。でもこれはね、うそじゃない、ほんとでもない、でも見えないほんと、くくく」

「あんまりばかばかしいのはだめなのよ。でもありそう、でもなさそうって思えるようなこと、……これがだいじなの」

　おかあさんらしい人はいいながら、ふーっと一息つきました。「いつもわたしは負けちゃって、ね、おばあちゃん、今度はわたしに一等賞をくださいよ」

「この子がね、四歳のときいったのが、最高におもしろかったわ」

　女の人がいいました。

「はーい、四歳のときだけ天才だった、ぼく」

　男の子のひとりが手をあげました。

「どんなこといったの？　きかせて」

　キキがいいました。

「この箱にはですねえ。『どろのおだんご』がはいっていてね、耳を近づけると、ないしょばなしをしてくれるっていうの」

　男の子は箱を自分の耳のそばにもちあげました。

　それから箱をキキの耳にも近づけました。

「ほら、きこえない？　きこえる……ね、きこえるでしょ」

　キキは耳をすましました。

「きこえないなんていわないでよ、魔女さんなんだから」

　男の子はかさねていいました。なんだかきこえてくるような、きこえてこないような……でもこそこそって、だれかが、だれかにささやいているような気もしました。

「ね、きこえるでしょ。これってうそっていえないうそだよね、ほんとのうそ」

「おい、おい、おまえ、まだ本気でそう思ってるわけ？」

「もちろん。ぼくにはまだ清い子どもの心がのこってるからね。エヘン」

　男の子は肩をすくめ、ぺろりっと舌をだしました。

「証明できないところがすばらしいんだ」

　お父さんがうなずいています。それから男の子はぽつりといいました。

「ほんと、ふたをあけたら、なんだかつまらなくなっちゃうよね」

「うん」

　みんな、つぎつぎうなずきました。

「あけたとたんに、キャプテン・ゴーゴーも不思議なおじいちゃんじゃなくなっちゃうよ。ただのおじいちゃんになっちゃうよ」

「そ、そう。そうだよ。不思議はずっと不思議のほうがいいよ。や、やめようか」

「うん、やめとこう。そのほうがいい」

「でも、見たいなあ、イライラしちゃうぐらい、見たい気持ちもあるわ」

　女の子がいいました。

　男の子たちはそろって両手をひろげ、まわりの空気をおさえるようにいいました。

「お願いだ」

「やっぱりやめようよ」

「このままがいいよ」

「そうね」

「賛成だわ。夢はつづいたほうがいいもん」

　みんな、細かくなんどもうなずきあいました。お父さんの手がのびて、かぎ穴にさしてあったかぎをそっと抜くと、キキにさしだしました。

「せっかくおもちいただいたけど」

「いいんですか？　かぎと宝箱がはなればなれになっても？　こちらにおいておいてもいいんじゃないかと思いますけど」

　キキは手わたされたかぎを見ながらいいました。

「いいんです」

　みんなの声がまたまたぴたりとそろいました。

「あればあけたくもなります。この世は決まりきったことが多すぎるから、なんだかわけのわからない遊びがあってもいいじゃないですか。ほしいかたがいたらおゆずりになってください」

　お父さんがいいました。

「行方がわからなくなってしまうかもしれませんよ」

「ええ、いいです。この世にかぎが存在すると思えば、もしかしたらのたのしみもさらに大きくなる。これからもずっとつづけられるし」

　お父さんの言葉に、みんな「そうよ」というようにうなずきました。

「よかったら、魔女さんも、来年の八月二十三日に、『もしかしたら』をいっしょにやってみませんか？」

「まあ、いいんですか？」

「そのかわり腕をみがいてきてくださいよ」

「腕じゃないでしょ。目でしょ」

「いや、頭だよ」

「努力します」

　キキはおじぎをしました。




　大波商会にもどると、キキはあったことをぜんぶ話しました。

「そうですか、いやはや、そうでしたか。それならわたしもこのかぎを売らないでとっておきますよ。そしたらわたしにも『もしかしたら』がつづくかもしれないから。この気持ちって、いいですねえ。心が動くっていうか……うきうきしますよ。

　キキさん、やっぱり……


　　　もちつもたれつ

　　　もしかしたら　もしもし



ってことになりましたなあ」

「ええ、こんな魔法の箱があると思うだけでうれしいわ。わたしもいいおすそわけ、いただきました。たのしいお仕事でした」

　キキはかぎを大波さんにわたしました。

「そんな気持ちだけのおすそわけじゃ、いくらなんでも……申し訳ないです……あー、こんなつまらないものだけど」

　大波さんはキキに小さな錨いかりがさがった、ネックレスをくれました。でもそれはキキには小さすぎました。

「じゃ、猫ちゃんに」

　大波さんはジジの首にかけてくれました。ジジはぶるんと体をふるわせました。

「似合うわ」

　キキはジジに笑いかけ、頭をさげました。




　家にむかう途中、ジジがいいました。

「人ってさ、ものごとをわざとややっこしくしたりするんだねえ。それでうれしがってるんだから」

「たのしいことはできるだけにぎやかにするっていうの、いいじゃないの。ジジだったら、どうする？」

「きっとあけちゃう」

「そしたら、それでおわりよ」

「おわりじゃないよ。また不思議がでてきたりして、やってみなくちゃわからないじゃないか」

「うーん、それもおもしろそう」

「ね、ほら、ちょっと残念になってきたでしょ。ちゃんと答えを見つけるのもたいせつだよ」

　ジジは得意そうに鼻をひくつかせました。

　キキはふっととんぼさんの大きな眼鏡を思いうかべました。あれを通してとんぼさんはなにを見ているのでしょう。あの眼鏡は「もしかしたら」のかぎとおなじように、きっとつづきの不思議を見ようとしてるのだわ、とキキは思いました。

「あのね、キキとぼく。魔女と魔女猫、いつまでも不思議でいようよね。ただの不思議でなくしっかりしたやつ。あの箱ぐらい、いや百年よりもっとずっとつづけよう。ねっ」

　ジジがあらたまった声でいいました。

「そうね、ほんとうにそうね。約束よ。ドキドキがつづくようにね」

「うん、まあね。いつも生きのいいお魚でいたいよね」

　そばにお魚があるみたいに、ジジの鼻がひくひくと動きました。




　とんぼさんから手紙が来ました。


　　「キキ、元気？　ぼくも元気。いうまでもなく。

　　この間もらったキキの手紙に、『ひとりぐらしはさびしくないか？』って書いてあったけど、ぜんぜんぜんぜん大丈夫」



　キキは手紙から目をはなして、文句をいいたそうに、口をぴゅっととがらせました。

「……なんかつまらない」

　手紙はつづきます。


　　「キキ、ご安心ください。ぼくは虫たちとにぎやかにくらしています。このあいだ学校の近くにある『子ども会』によばれていきました。『アソボ』っていう会なんだ。『学生さん、ぜひ「アソボ」に遊びにきてください』それでぼくが行くことになった。うれしいじゃないか。『アソボ』だよ。もうわすれかけた言葉だよね」



　キキの口が笑いそうにゆがんできました。

「わたしは、いつもいってるのに。ド・ン・カ・ン」

　手紙はまだつづきます。


　　「虫をいろいろもっていきました。カタツムリ、テントウムシ、ミミズ、バッタ、カマキリ、ゲジゲジムシ、ダンゴムシ……。

　　　ぼくがいろいろ教えてもらっているぼくの先生みたいな虫たちです。大きな虫眼鏡ももっていって、子どもたちに見せたら大、大好評！

　　『わー、カマキリ怪獣！』

　　『ミミズってしましまなんだ！　首のところがえりまきみたいになってる』

　　『バッタの足って、つっぱってるのね』

　　　子どもたちの目はみるみるまんまるの、ぴかぴかになった。虫におどろくのはぼくだけじゃないんだね。子どもたちは虫が動くのをじっと見ていたかと思ったら、『虫になってみたいねえ』っていいだして、すぐまねをしだした。はじめは手だけ、でもだんだん大きくなって、とうとう体ぜんぶをつかって動きはじめた。勝手にひとりごとみたいな歌なんてうたっちゃってさ。おぼえているのを、ちょっとここに書いてみるね。







　　　　　『ミミズ　みみあるの？

　　　　　わたし　アコちゃんよ

　　　　　きこえる　ミミズちゃん』







　　　アコちゃんって小さな女の子の歌だよ。ぼくもさ、ときどき自分も虫だって思っちゃうときあるんだけど、アコちゃんもそうらしい。もう一つは……小さな男の子、コンくんの歌。







　　　　　『にんげんの　あかちゃんは　ゆらゆら　ねんね

　　　　　バッタのあかちゃんは　ぴょんぴょん　ねんね

　　　　　おちないように　つかまってるよ』







　　　コンくんは、バッタのあかちゃんになりきってるよね。ほんとはご夫婦なんだけどね。おんぶがうらやましいんだね。ぼくもときどき……虫のこと、うらやましくなるもの。尊敬しちゃうときだってあるよ。

　　　みんな、それぞれ虫のつもりになっててね。それがけっこう上手なんだ。でもゲジゲジムシになる子がいないんだよ。

　　『きもちわるいもん』『あれ手なの、足なの？　わたしにはあんなにたくさんないもんね』

　　　気の毒にゲジゲジくんは、人気ないんだ。あげくに、『とんぼさんが、なったら』っていいだした。ゲジゲジムシかあ……ため息がでたね。あいつはあいつでかわいいとこあるけどさあ。空を飛びたいとんぼが這はい這いのゲジゲジとはね。でもひくわけにはいかないよなあ。それで小さなたくさんの目に見つめられて、ぼく、とんぼはゲジゲジになりました。靴と靴下を脱いで、地面に腹はら這ばいになって、合計四本の足と手をなるべくゲジゲジ式に動かして、ずるじり、ずるじりと進む。そしたらなんていったと思う？

　　『ずいぶんやせっぽちのゲジゲジだなあ』

　　　ゲジゲジはもともとやせてるもんなんだよ。そして、『もっと進め、もっと進め』ってかけ声をかけだした。ずるじり、ずるじり、進んだよ。その距離、二十メートル弱。大変だった。鼻の頭はきずだらけ、手のひらには小石がめりこむわ。痛いからなめたら、しぶかった。土ってしぶいんだね。やってみてゲジゲジの偉大さがわかった。というわけでね、ぼく、とんぼのくらしは、ぜんぜんさびしくないよ。

　　　じゃ、キキ、また書くからね。それでは心をこめて　チ、チ、チ　　とんぼ」






　キキは笑いだしました。

「やだわ、とんぼさんたら土なんてなめて。ジジ、虫になるとしたら、なにになりたい？」

「虫なんて、いやだよ。猫につかまって、食べられちゃうから」

　なんてつまらないことをきくんだというように、ジジはふんとむこうをむいてしまいました。

「ちょ、ちょっと、ジジ。この手紙の最後にさ。

　チ、チ、チって書いてあるのよ。ゲジゲジって、チ、チ、チって、鳴くのかしら」

「チ、チ、チ、は、やもりだよ。それってとんぼさんの鳴き声じゃないの？」

　それからジジは赤い舌で鼻の頭をなめて、つぶやくようにいいました。

「とんぼさん、いうんだったら、チュ、チュ、チュじゃないの？　しっかりしてよ。まったく、だいじなときにずっこけるんだから」







　４　コマコマ屋さん







「あら」

　西にむかって飛んでいたのを、北に方向をかえたとたん、キキはほうきの柄から手をはなし、ほっぺたをさわりました。ひんやりとした風を感じたのです。でもそれは一瞬でまたすぐあたたかい風にかわりました。

（こんなふうに風がまだら模様に吹き始めると、そろそろ夏もおわりになる……のよね）

　キキはちょっぴりさみしそうに首をすくめました。

　毎年、夏のおわり近くに吹き荒れるコリコの町の名物、海坊主風も今年は、小坊主風ぐらいですみました。コリコ湾でとれるお魚もだんだんおいしくなってきました。八百屋さんの店さきには、ぼってりと大きなナシや、青リンゴがならびはじめました。

　コリコの町はまあまあ平和のうちに、一年のおわりにむかってゆっくりゆっくりすすんでいるようです。まあまあ平和というのは、大きな！マークがつくような出来事がなかったということです。キキにとってもそうでした。一ヶ月に二回か三回ぐらいの割で、とんぼさんとの間を行き来する手紙もお行儀がよくて、ふたりとも気持ちがあふれるような！マークがつく言葉を書いたりしないのです。キキはときどき！マークが三つもつくような手紙を書いてみます。でもその手紙はいつもポストに入れられないでおわりになるのです。

「……ったくうもう、こっちはじりじりしちゃうよ」

　ジジはそんな手紙の書きかけを、キキに読んでもらって、あきれています。

「すいませんね。でも、いいのよ、これで」

　キキは便せんをまるめてしまいます。「これで気持ちがすむんだから。ジジだって、おいてきぼりにされるような気持ちになるときってあるでしょ。さびしくなるときだってあるでしょ」

「ないね。ぼくはへいきさ。ひとりでも、おかまいなく」

　ジジは目をまんなかによせてキキを見上げました。

「そんな強がりいわないで。あんたとわたしはいつもいっしょでしょ。どんなことがあってもいっしょじゃないの」

「キキ、話が混乱しているよ。今はぼくのことじゃないでしょ。そうだよ、今の言葉そのままとんぼさんにいえばいいじゃないか」

「………」

　キキはだまってまるめた手紙を見つめました。

「それじゃ、わたしばっかりが夢中になってるみたいじゃないの」

「あーあ、これだよ。わけがわからん。複雑でわからん」

　ジジはため息をつきました。

「ふん、えらそうに」

　キキは、ジジをにらんでいいかえしました。




　キキはまた飛ぶ方向をかえて、遠くに目をむけました。今日は完かん璧ぺきによいお天気です。空気が澄んで、遠く山が重なりあってつづいているのもはっきりと見えます。風がキキの髪の毛をさらさらと後ろに流していきます。


　　「あかね

　　　ねのたね

　　　たねのつぶ

　　　つぶり

　　　めのつぶ

　　　つるのたね」



　キキはくすりぐさの種のおきよめの歌を口ずさみました。あの水玉スープの女の子はどうしているでしょうか。まだ手紙が来ません。

　キキのくすりぐさの取り入れは無事おわりました。できあがった「くしゃみの薬」をながめていると、キキの体じゅうに安心がひろがっていきました。多すぎでもなく、少なすぎでもなく、ちょうどいい量のできあがりでした。あとは十月の十五夜をまって畑にのこした分を刈りとり、種にして来年の春のおきよめの夜まで暗い戸棚にしまうだけです。キキは「あ」「き」と空中に大きく文字を書きながら飛んでいきました。

　なんの不安もないはずです。心はおだやかなはずなのです。でもキキの心のなかでは、とくべつの理由があるわけではないのに、なにかひっかかるものがでたりひっこんだりしているのでした。




　ルルルルー　ルルルルー

　電話が鳴りました。

「あのー、キキちゃん？」

　えんりょがちな声がきこえてきました。

「はい」

「ちょっとお願いきいてもらえるかしら。小さなもの、それもたったの一個、運んでもらいたいんだけど」

　どこかできいたことのある声でした。

「ええ、魔女の宅急便はなんでも運びますよ」

　いつもの通りキキは元気にこたえます。

「ありがとう。わたしはコマコマ屋です」

「あら」

　キキは思わず声をあげました。

「わるいわね。先方は急いでるみたいなのよ」

　せかせか声でした。

「はい、すぐ」

　キキは急いでジジをかかえると、飛びだしました。

「あかちゃんみたいにだかないでよ」

　ジジが苦しそうにもがいています。

「うほほ、コマコマ屋さんだあ」

　キキはさけびました。

　コマコマ屋さんは、時計台をかこんでいる古い町並のなかにあります。ゴーゴー船長さんの家とおなじ区域です。細い道が入り組んでいて、そのなかでもいちばんといっていいほど細い道に、小さなお店が寄りかかるようにならんでいます。「コマコマ屋さん」は、そのなかの一軒でした。このごろ、キキがとっても気に入っているお店です。おイトさんという女の人がひとりでやっています。糸巻きの形の看板には、「コマコマ屋、糸、ボタン」と書いてあります。でも売っているのは糸と、ボタンだけではありません。コマコマ屋さんですから、こまこまと、いろいろです。なにか作りたいと思ったら、間に合わないものなんてありません。たとえば……まず糸、針、まち針、ファスナー、巻き尺、物差し、ハサミ、毛抜き、チャコ、ひも、型紙、その他こまこま、いろいろ。レースや、リボンは天井から雨のようにさがっています。ボタンはビンに入れられ、いくつもいくつも窓際においてあります。どれも食べたくなるほどかわいい色をしています。細長く巻かれた布はうすい棚に、ずらりっとならんでいます。かと思うと、丸めて足下の大きなかごにもはいっています。なかでもいつもほしくなってしまうのは、小切れたちです。水玉模様や、花模様、しましまから、格子柄、色もさまざま、大きさもまちまちの布が紙の箱にふわふわと入れてあります。ぜんぶつなげて、ふろしきにしたら、コリコの町だってつつめそうです。

　キキもお店をするならボタン屋さんにしようと思ったことがありました。魔女の黒い服に、ボタンをいっぱいぬいつけて、「ボタンはいかが、ボタンはいかが」と売り歩くのです。世界中でいちばん小さくて、かんたんなお店だと、考えついたときはちょっと自慢したくなりました。

　キキはせまい路地におりたつと、コマコマ屋さんに近づいて、まず、ウィンドーをのぞきました。なかには小さな木が一本立っていて、枝にいろいろなリボンが結ばれ、ボタンがサクランボや、ブドウのようにつながってさがっていました。そして真上から電気が、天国からの光のように照らしていました。実りの秋をむかえる飾り付けでした。このように季節ごとにかわるウィンドーをのぞくのもキキのたのしみの一つでした。

　そっとドアをあけると、ベルがガランと鳴りました。

「キキ、はやかったわね」

　おくから、小さいリボンを頭にいっぱいつけたおイトさんがでてきました。

「お願いするのは、ほんとうに小さなものなのよ。ボタンが、たったの一個なのよ、わるいわね」

　おイトさんはにぎった手をぱっと開いてみせました。まんなかに革のボタンがのっています。

「ええ、もちろんろんろん。おやすいごよう」

　キキは歌いながら節をつけていいました。

「ボタンが一つたりなくなっちゃったんですって。ウイさんにたのまれちゃって。大急ぎでっていうのよ。おっと……ウイさん、知ってる？　今や、うわさの！」

「アレコレ市のウイさんのこと？　知ってるけど……うわさって？」

「恋するウイさん、ふふふ」

「恋？」

　キキはどきっとしました。この手の言葉にいまとても敏感になっているのです。

　コリコの町に来て、二年目のこと、あれはたしか秋のはじめ、並木道に野天のお店がならぶアレコレ市でウイさんに会ったときのことを思い出しました。古着屋さんをしながら詩を書いている人です。


　　「じんじんしてる

　　　目をつぶっても

　　　いきをとめても

　　　じんじんしてる」



　自分で書いたという、こんな詩を読んでくれました。そして、「これって、恋の詩よ」っていったのです。そのウイさんが、うわさの恋する人だというのです。わー、大変だ、とキキは思いました。あのときのウイさんの顔を思い出しました。お化粧はぜんぜんしてないのに、目をきらきらさせた美しい笑顔でした。

「ウイさんが……恋……ほんと？　うらやましいこと」

　キキがいいました。

「あら、キキだって、恋するキキちゃんじゃないの？」

「ふふふ」

　キキは下をむいて、笑いました。肩に乗っているジジがからかうように、「くん」と鼻を鳴らしました。

「ウイさんのお相手はだれだかわかる？」

　おイトさんはじらすように目をぱちくりさせました。

「そんな……わかんないわ」

「ヒント……時計台の下で働いている人……」

「あれ、時計のネジをまく、時計屋さん？　ま、まさか。あっ、もしかして、ちょ、町長さんとか？」

「あたりよ。そうらしいの。もっぱらのうわさよ」

　おイトさんは肩をすくめました。そのおどけた様子は、事の成り行きをたのしんでいるみたいです。

「わたしは大賛成なのよ。ウイさんって少々かわっているけど、気持ちのやさしい人だもの。いっしょになれば、仕事、仕事の町長さんにもゆとりってものができてくるんじゃないの。あの人は町の人の気持ちはよく理解してくれるけど、びみょうな女の人の気持ちはとんとだめそうなの、それが心配、それが問題」

　キキはおイトさんの言葉をききながら、ウイさんと町長さんが手をつないで歩いている姿を想像しました。いつも、いつも、「わかった、わかった、よーく、わかってる」と力強くうなずいてくれる町長さんが、「じんじんしてる」ウイさんの気持ちもわかってくれるのでしょうか。お似合いのようで……でも心配のようでも……。




　キキはボタンをにぎって、アレコレ市を飛んでいきました。ウイさんのお店で、花柄のドレスを他のお客さんととりっこしてから、もう五年もたっていました。それから何度か来たことはあるのですが、この通りはいつもあまりかわっていません。このところ歩いている人がすこしふえたような気がします。木の葉とおなじ緑色をした新しいベンチがところどころにおかれていました。その色は公園の風景にうまくとけこんでいました。

（町長さんって、こういうとこ、案外趣味がいいから、ウイさんのよさもわかるかも）




　ウイさんは枝に洋服をつるして、お店の代わりをしてもらっている木の根元に、いすをおいてすわっていました。ハサミでぱちんと切ったようなすっきりとした髪形をしています。

「おや、ま、キキじゃないの。お久しぶりねえ」

　ウイさんは立ち上がりました。

「ほんとうに、ごぶさたしちゃって」

「わたしはときどき空を飛んでるあなたを見てるわよ。不思議なんだあ、そのとき空がかわって見えるのよ。つくづく思うわ。あのかわいい魔女さんがいてこそ、コリコの町の空は空になるって……空とわたしがつながっているようなね、うれしい気持ちになるの。もうあんたはこの町には欠かせない」

「わ、ありがとう。なんだか身にあまる光栄。さすがウイさんだわ、すてきな言葉。空とつながる……なんて」

　キキは笑いながら、ちょっとお辞儀をしました。

「あ、そう、そう。今日はね、おイトさんにたのまれて、ボタンをおとどけにあがったのよ。はい、これです。間に合ったかしら？」

　キキは手をぱっとあけました。

「あっ、くくくく」

　ウイさんはうれしそうに笑いだしました。

「たりなくなっちゃったのよ。思ったより胴まわりが大きくってさ。今日できあがると思ってたからあわてちゃって」

　ウイさんはそばの袋をあけて、布を取りだしました。

「ちょっと、見て。これ、チョッキなの」

　それはすこしずつ緑色の違う小さな布を丹念に縫い合わせたものでした。えりのところが、すーっと斜めになっていて、その下にボタンがならんでいます。

「ウイさんが作ったんですか？　いろいろな葉っぱを集めたみたいな緑色、きれいだわ」

「そう、一つ一つつなげてね。一針、一針ぬって……心をつなげるようだったわ。これは詩を書くのととっても似ていたわ」

　ウイさんはそばの箱から、糸を通した針をとると、なれた手つきで、キキがもってきたボタンをつけました。それからそのボタンを穴にくぐらせると、ぱんとひろげて、ていねいにたたみました。

「これでできあがり」

　ウイさんはチョッキを胸にひきよせ、だきしめるようにすると、ちょっとの間、迷っているように、目をあちこちと動かしました。

「あのーねえ、キキ、お願いが……あるのだけど」

　ウイさんは思いきったようにチョッキをキキのほうにつきだしていいました。

「これ、とどけてほしいの。わたしのかわりに」

「えーっ」

　キキは意外でした。おとどけさきはうわさの町長さんだと思ったからです。

「あのね、時計台の下の町長さんまで」

　やっぱりです。でも、なぜ？

　ウイさんは目をふせています。

「どうして？　ウイさんがもっていったほうがいいわよ。手作りだもの、作った人が、その手でわたさなくちゃ」

「いいの。お願い」

　ウイさんは妙にはずかしそうに肩をつぼめました。ウイさんらしくない様子です。

「ねえ、お願い。寒くなったら、着てくださいって」

　ウイさんはチョッキをキキにおしつけました。

「ポケットに手紙を入れといたから」

（わたしだったら、こんなすてきな物作ったら、いばってもっていくのに。ウイさんって、不思議！）




　キキは時計台を目ざしました。

　町長さんはシャツの袖そでをまくって、書き物をしていました。ときどきそばの計算機に手をのばして、せわしなく動かして、「うー」と声をあげたりしています。キキはその真剣な様子に声がかけられません。半分開いているドアを遠慮がちにとんとんと小さくたたきました。

「おう、おう、久しぶりだねえ、キキ」

　町長さんはペンをおいて、両手をひろげました。額に汗をかいています。ウイさんがいっていたようにだいぶおなかのところが太くなっていました。

　キキがこの町に来たとき、この町長さんは町長さんになったばかりでした。まだ若く元気いっぱいの青年でした。でも今は立派なおじさん体型です。その分働き者に見えました。

「ウイさんからのおとどけものです。アレコレ市の……」

　キキがチョッキをさしだすと、町長さんの顔がみるみる赤くなりました。

「寒くなったら着てくださいっておっしゃってました。それからポケットのなかに手紙がはいっているそうです」

「てがみ」

　町長さんの体がびくっと動きました。それからだまってチョッキをさすりながら、目をふせてしまいました。

「よわったなあ」

　ため息のような声が口からもれてきました。

「いつも送ってくれるんだけど……ちょっと見てくださいよ」

　町長さんはキキに手紙をわたしました。

「ぼくにはどうも意味がわからなくって。詩なんだそうだけど……まあ、それはわかるんだけどね」

　町長さんはほんとうに申し訳ないというように、しょぼんと体をちぢめました。

「意味を教えてほしいっていうのも先方に失礼だし……町長が詩も理解できないとなれば、この町の教育について不安をもつ人もいるかもしれないし……」

　そこにはこんな詩が書いてありました。


　　「ひた　ひた　ひた

　　　いつも　そこまで

　　　いつも　足音だけ

　　　波さん

　　　ここ　ここよ

　　　かいがらは

　　　ここよ」



「ふー」

　町長さんはまたため息をつくと、手紙をのぞきこみました。

「魔女さん、わかりますか、この詩？」

「ええ、なんとなく……すてきな詩だわ」

　キキは今の自分の気持ちにぴったりだと思いました。

「なんとなくなら、わたしにもわかる。これはきっと浜辺で書いたんでしょうな。波の音が、ひた、ひた……心の安まる音ですよね。きれいな詩だと思います。でも、なにかいいたいことがあると思うんですよ。いつもそこまで、って町としては浜辺はいつもきれいにするように心がけているつもりなんだけどなあ……」

　町長さんは目を落としました。キキもほほをぴくぴくさせ、下をむきました。ほんとうにとんちんかんのわからんちん。笑っちゃいけないと思えば思うほど、おかしくなっちゃうのです。

「町長さんはほんとうに立派な町長さんですね。頭のなかはいつもコリコの町のことでいっぱいなのね」

「もちろん、そのとおりです」

　町長さんは当然のことですといわんばかりに、ぐっと胸をそらしました。

「今度は波のことですが、この前は石ころだったんですよ。たしか……こ、ここに」

　町長さんは机の上の敷物の下からおなじような紙を取りだしました。そこにはこんな言葉が書かれていました。


　　「ゴロンチョ　ゴロンチョ

　　　わたしの　石ころさん

　　　ころがって　いそがしくって

　　　ゴロンチョ　ゴロンチョ　ごくろうさま」



「こっちのほうはすこしわかった。ころがって、いそがしくってってあるからねえ、石ころはわたしのことだと思う。ゴロンチョなんて、いかにもわたしのことらしい」

　町長さんはおなかをぽんとたたいて苦笑いをしました。

「心配して、わたしを励ましてくれてるんですよ。でも今度は海のことのようだけど、キキさん、さっきなんとなくわかるっていってたけど、あんたのご意見をきかせてください」

「わたしは波は町長さんのことで、かいがらはウイさんだと思ったんです。これ、すてきな恋の詩だと思うわ」

「ツパ！」

　町長さんの口のなかで、なにかが転んだような音がしました。

「いや、はや」

　町長さんはあわててポケットからハンカチをだすと、額の汗をふきました。

　キキは上目づかいに町長さんを見ていいました。

「この詩はこういうことだと思うんですけど……。まちがってないと思うんですけど……。


　　『ひた　ひた　ひた

　　　近くまでくるのに

　　　いつもそこまで

　　　いつも足音だけきかせて　いってしまう

　　　波のような　町長さん

　　　わたしはここよ

　　　かいがらみたいに　まっているのに』



　ウイさんの気持ちがいっぱいつまってるわ。なんてすてきな詩でしょう！」

　キキもすこし照れくさくなって、手をぶらんぶらんとふりました。町長さんはどこか一点をじっと見つめています。額の汗はますます光って、流れだしそうです。

「ふう」

　しばらくして、でてきた言葉はこれでした。

「よわったなあ」

　さっきいった言葉をくりかえしながら、手紙をにらんでいます。

「うん、うん、そうか……詩ってわかるようで、わかんないところが、ゾクゾクしますなあ」

　町長さんははずかしいのをごまかすように手で首をなでました。でもうれしそうです。

「返事はどうしよう……しなくちゃ申し訳ないし……うーむ、うーむ」

　町長さんはうなりながらじーっと一点を見つめています。そしてとつぜん、ぱきりと姿勢を正して、「浜辺」とさけびました。

　キキはその大声にびくっととびあがりました。

「うんよし、『浜辺』。これにしよう。波のつぎは浜辺だ！　えーと、えーと、『わたしは、コリコの浜辺。東西のべ五十三キロ』というのはどうでしょうかなあ。それから……『その長い手で、コリコの町を守ろう。大波も小波も、手なずける、ウフン』うん、うん、できた。これで、よし。どうですかな、キキさん」

　町長さんはうれしそうに胸をはりました。

「あのー、町長さん、小さなかいがらのことは、わすれちゃったんですか？」

　キキはおそるおそるいいました。

「あっ」

　町長さんの顔が一瞬でまた赤くなりました。

「そうだね、最後に、もう一行、入れないといけないね」　町長さんは目をつぶって、じっと考えています。ぶつぶつ口のなかで、なにかいっています。しばらくして目をあけると、「うん、いっしょっていうのがいい」と思いきったようにいいました。


　　「朝　おひさまがやってきたら……

　　　にぎりしめた　かいがらといっしょに……さけぼう

　　　おはようございます

　　　夕方　おひさまが沈んだら……

　　　にぎりしめた　かいがらと　いっしょに　さけぼう

　　　また　あした！」



「ひょっ」

　キキは思わずさけびました。「すてきだわ。すごいわ。すてきな詩、すばらしいわ！」

　ジジもキキの足下で、「すごいや」とつぶやきました。

「そうですか、いいですか？　ほんとですか？　キキさん、今便せんに書くから、ウイさんのところにとどけてくれませんか？」

　町長さんは引き出しをあけ、白い紙を取りだしました。

「いえ、お断りです」

　キキはきっぱりといいました。

「えっ、だめ？　キキの宅急便はお断りなしでしょ」

「だめです。こんどだけはだめです。町長さんがゴロンチョゴロンチョって走って、自分でとどけなくちゃいけません。それですべて解決よ。町長さん、そのときはこのチョッキを着ていくのをおわすれなくね」

　キキはそういうと、町長さんがなにかいっているのもきかないで、回れ右して、部屋を飛びだしました。ジジもあわててあとにつづきます。建物の外にでると、キキは「はあはあ」と息をしながら、「まったく、世話のやける人たちだこと」と笑いだしました。

「それはそのままキキのこと」

　ジジがいいました。キキのなかで、さびしい気持ちがちくりっと動きました。

「キキもさあ、詩を書いたら。そしたらうまくいくかもよ。とんぼさんは昆虫のこと書いてくるでしょ。キキもなにかないの？　とくいなこと」

「……あるわよ。ほうきがあるじゃないの。飛べるんだから、ねっ！」

　キキは肩をつんともちあげました。

　ジジは口をひょいっとまげて、いいかえしました。

「ねっ、っていったって、ねっ、飛べるだけなんて、ねっ」




　キキがもどると、コマコマ屋さんのおイトさんは飛びつくようにききました。

「あのボタン、なににつかったの？　上着？」

「知りたい？　おイトさん」

「ええ、とっても。わたしはうわさがだいすき！　自分にはまったくうわさがないからね。でもこのうわさ、コリコの町、最大のうわさに成長しそうね。わくわく、わくわく」

「それでは、教えてさしあげましょう」

　キキはじらすように体を左右に揺らしました。

「それは、チョッキでした」

「あっ、緑色でしょ？」

「あたり！」

「チョッキになったんだ。あの小切れの箱から、はらっぱ色がいいって、ウイさん、明るい緑色ばかり選んで、百枚も買っていったのよ。あれをぬいあわせて作ったのね。一針、一針」

「それ、ほんと？　すごーい、あれは、そんなにすごーいチョッキなんだわ」

「一針、一針、心をつないで……よ」

　おイトさんは胸に手をあてて、しみじみといいました。

「わたしもやってみようかなあ」

　キキはぼそりっといいました。

「そうよ。コマコマ屋さんはね、布だけじゃなく、心をつなぐお店なんだから。さ、おすきな物をえらびなさい。お手伝いしてもらったから。お安くしておきますよ」

　おイトさんはお店屋さんの顔になっていいました。

「やっぱり百枚、いるかしら……」

　キキは小切れがはいっている箱に手を入れて心配そうにいいました。

「チョッキをつくるつもり？　キキが？」

「変かしら……」

「チョッキはおじさんくさいわ」

「………」

　キキは考えこんでしまいました。そのときふと、とんぼさんの手紙に、『キキはどんな巣を作るの？』って書いてあったのを思いだしました。

「わたし、カーテンにするわ」

「お店の？」

　おイトさんが、「おや」っていう顔をしました。キキのほっぺたがぽーっと桃色になりました。

「ううん、まだ、決まってないけど……」

　キキはかろうじて「わたしたちの巣」という言葉を飲みこみました。

「ほほーう、了解、了解。でもカーテンは大変よ。たくさんつながないとね。心がいくらあっても、大変よ。千枚ぐらいいるかもよ。もっとかもしれない。それに一針、一針よ」

「えっ、千枚？」

　キキは箱から急いで手をはなすと、「千枚」とつぶやいて、動かなくなりました。

「やるつもり？」

　そばでジジがいいました。でもその目は「むり、むり」といっています。そのジジと目があったとたん、キキは断然やりたくなりました。

「あの、おイトさん、もっと大きく切った小切れってないの？」

「ありますよ。でもそれは小切れとはいわないけど……二倍も、三倍も、十倍だって。切ってないのだって」

「あら、ほんと！　十倍だったら百枚か、二十倍だったら五十枚よね。そ、それにするわ。五十枚、わたし、つなぐわ。一針、一針、心もいっしょに」

　キキははりきっていいました。でもはりきりすぎて、声はかすれ気味でした。

「大きな布をつなぐのは、だだっぴろい心をつなぐこと」

　ジジがからかうようにいいました。

　キキは箱から空色の布をひっぱりだしながら、どこかの窓辺で晴れた空のような色のカーテンが風に揺れているのを想像しました。

（今年中にはむりかなあ。十代最後の記念品にしたいけど……）




　とんぼさんから手紙が来ました。

「キキ、手紙ありがとう。町長さんとウイさんの話、パチ　パチ　パチ。

　それで、ぼくも詩……のつもり……


　　『とんぼは　むくち

　　　すいません

　　　口を　ぱくぱく　こまります

　　　かわりに　羽を動かして

　　　でも　まだ　むくち

　　　こまります　わかっているのに　むくちです』」









　５　ほうきに　おまかせ







　ピュー　ピッピュー

　口笛の音のようです。だれかをよんでいるような吹きかたでした。

「あら」

　キキの表情がかわりました。すると、また、

　ピッピュー

　キキは急いで外にでると、まわりを見回しました。それからすこし背のびして、グーチョキパン屋さんの前の道を見回しました。

　朝あさ靄もやがあたりをうっすらとおおっています。遠くのほうから、自転車をこいでこっちにやってくる人の影がぼーっと見えます。キキはのぞくように体を斜めにのばしました。自転車に乗った男の人は、あっという間に近づくと、かるく頭をさげて通りすぎていきました。前のかごのなかには、とったばかりのような元気のいいわれもこうの花が小さな頭をぷるぷると揺らしていました。

（なあーんだ）

　キキはつまらなそうに体をひきました。

「キキったら、だれかが口笛吹いてくれたと思ったんでしょ」

　家からでてきたジジが、キキを見上げてずばりといいました。

「なんでも、かんでも、だれかさんなんだからね……ったくもう。海もだれかさん、川もだれかさん、空もだれかさん、ってね」

　ジジはいきなりとーんと壁をよじのぼると、「見てよ」といいながら、体をまるめてぽーんと一回転、地面にすくっと立ちました。

「これを猫式自由自在の動きっていうんだよ。これをわすれると、けがをしちゃうんだ。キキにも忠告です。けがをしないように。つまり猫のように力を抜いて、猫のようにやわらかい心でいるってことかな。キキもまねしたほうがいいよ。思いこみが強くて、すぐ一つに、決めてかかるんだから」

　ジジはまじめな顔になっていいました。

「あら、朝からお説教ですか？　それが口笛とどういう関係があるわけ」

　ピュッピューピー

　またきこえてきました。

「ほら、やっぱり口笛だわ」

　キキはまた体をのばして、遠くに目を走らせました。

「ほらね、やっぱり決めている。あれはね、ヤカンの音だよ。お湯がわくと口笛を吹くんだ。口笛はね、ヤカンだって吹くんだよ。トンビも吹くけどさ。もちろん男の人も吹くけどね」

　キキはじろりっとジジを見ました。

「えらそうに……」

「これこそ、魔女猫の自由自在なやさしい心！　わかってよ」

　ジジがぱちんとかたほうの目をつぶりました。

「キキ、おはよう」

　おソノさんがパン屋のドアから、顔をのぞかせました。

「朝ごはん、まだでしょ。今、お茶をいれたとこよ。いっしょに、どう？」

「はーい。うれしいわ」

　キキは返事をしました。

「ほらね、ヤカンでしょ。あたりだね」

　ジジがいいました。

　おソノさんの台所では、できたてほやほやのバタパンと、コリコの町の秋の特産いり豆茶が、テーブルの上で湯気をたてていました。コンロではヤカンがまだ小さな口笛を吹いています。

「昨夜ののこりものだけど……」

　おソノさんは、肉だんごにコケモモのジャムをたっぷりそえてだしてくれました。

　挽ひき肉にくだんごとあまいジャム！

　コリコの町に来たはじめての秋、おソノさんがこの料理をだしてくれたことがありました。お肉とジャムといういままで食べたこともない取り合わせに、キキは思わず顔をしかめました。見ただけで気持ちがわるくて、手がでなかったのです。食べない前からおいしいはずがないと決めつけていたのでした。ところがおソノさんにすすめられて、またジジがいちはやく食べたのを見て、おそるおそる口に入れてみると、これがおいしい！　今では、だいすきなものになりました。このときもジジの冒険する自由な気持ちには負けました。

　秋のはじめに、コリコの町の人たちはさそいあって、北にひろがる森にコケモモとりに出かけていきます。そして集めたコケモモをすぐジャムにします。そしてどの家でもその日は挽肉だんごをつくって、いっしょに食べるのです。

「おだんごには、黒くろ胡こ椒しようを多めに。これがこのお料理のこつ」

　おソノさんがキキに教えてくれました。

「ノノちゃん、ごはんよ。キキもジジもいっしょよ。はやくいらっしゃい」

　おソノさんがおくにむかって声をかけました。

「ふん　ふん　ふん」

　鼻歌をうたいながらノノちゃんがでてきました。ひらひらスカートがすきなノノちゃんがめずらしく今日は半ズボンをはいています。白いソックスに、白い運動靴、足がすらりとのびて、もう六歳、ぷくんとまるい赤ちゃんの足ではありません。細い枝をたばねた、小振りのほうきを肩にかついでいます。

「ほおー、今日は勇ましいね」

　おとうさんのフクオさんはお茶を飲みかけていた手をとめました。膝ひざの上では、オレくんが体を揺すりながら、パンをかじっていました。

「わたし、けさはごはんを食べないの」

　ノノちゃんがいいました。

「なに、それ。どうしたの」

　おソノさんがめずらしい格好のノノちゃんをのぞきこみます。

「嵐で落ちた並木道の葉っぱをおそうじにいくの。学校のみんなでお手伝いすることになったのよ。わたしはおそうじ組。たき火組と焼き芋組もいるのよ。おわったら、みんなでたき火して、とれたてのお芋を焼いて食べるんだ。だからおなかをすかせとかなくちゃ」

「オラ、マアマア、ほうきもっておそうじ組ですって。かっこいいこと」

「そうだ、キキもおそうじ組だ。ほうきもってお手伝いに来てよ」

　ノノちゃんはほうきをさっと動かして、キキにいいました。

「ほんとうだ。キキはおそうじ組の代表だわ」

　おソノさんもおもしろそうに、キキを見ました。

「も、もちろん、お手伝いしますよ。もっとはやく知らせてくれればよかったのに」

　キキはあわててほうきをとりに家にもどっていきました。

「ちょ、ちょっと、まってよ」

　ジジも後につづきます。




　海からまっすぐに町の中心にむかう、ひろい並木道は落ち葉だらけでした。今年は小さな海坊主風ですんだと思っていたら、めずらしく二つ目がやってきて並木道の葉を落としていったのです。歩くと足がうずまって、靴が見えなくなるほどです。あまり風もないのに、ところどころで落ち葉が舞い上がります。それは、みんないっしょにねっ、というように、つれだって渦をまいて、たのしくあそんでいるみたいです。ノノちゃんは走っていって、仲よしの友だちに声をかけると、さっそく落ち葉をはきはじめました。はいても、はいても、落ち葉は空いた場所をめがけて、また集まってきます。

「ノノちゃん、はじっこから始めたほうがいいみたいよ」

　ノノちゃんに声をかけて、キキもはきはじめました。さっ、さっ、さっ、いい音です。ほうきではくのって、こんなにいい気持ちだとは思いませんでした。それにほうきにこんな働きができるなんて、当たり前のことなのに、とても新鮮な気持ちでした。はかれた葉っぱはすぐ大きな山になりました。ジジがいい寝床を見つけたというように、いそいそともぐりこんでいきます。

「ちょっと、君、君」

　キキはさっきからじっと自分を見ている男の子にいいました。

「この葉っぱを、そこの袋に入れてくれる？」

　枯れ葉の山のなかで、ぬくぬくをたのしんでいたジジがごそりと顔をだし、キキをにらみました。

「君って、ぼくのこと？」

　男の子はくいっとキキのほうにあごを突きだしました。

「そうよ。ほかにはだれもいないでしょ」

　キキはそのいばった顔に、そっけなくいいました。

「入れてやってもいいけどさ。おだちんくれる？　魔法をかけたアメ玉、三個でいいよ」

「えっ」

　キキは動かしていた手をとめました。

「そんな魔法なんて、ありません」

「それは、おねえさんにはできないってことだよね？」

　キキの目がかっと大きくひらきました。

「いやなら、いいわよ。たのまないわ。わたしの魔法はほうきで飛ぶだけなの。わるいかしらね」

「魔法につかうほうきは、道のそうじもするんだね」

「そうよ。あたりまえでしょ」

　でもキキはとっさにほうきの柄を飛ぶときのようにもちかえました。

「魔女のほうきは、特別なほうきだと思ったよ。なんだかがっかりだなあ」

　男の子は大げさに顔をしかめました。

「がっかりさせてわるかったわねえ。でも、ほうきはほうきです。もともとおそうじをするものよ」

「でも、飛ぶじゃない」

「ほうきが飛ぶんじゃないの。わたし、魔女がとぶんです。そうなんです」

　これはいままで何回も口にした言葉でした。でも今日のキキは妙にかっかとしていました。この小さい男の子相手になぜかこのケンカごしがとまらないのです。

「わたしの魔法はこのわたしなの、わかった？」

「ふーん」

　男の子はなにかじっと考えていたかと思うと、ふふふっと小さく笑って、顔を輝かせました。

「それじゃ、魔女のおねえさん、ぼくのほうきでも、飛べるってわけだよね」

「そういうことね、うん、まあね」

　つられてキキはいってしまいました。「あっ」と思っても、もう間に合いません。どうしたことでしょう。キキの口に、「進め、進め」の魔法でもかかってしまったみたいです。男の子は手を、くいっと、力を入れてにぎりました。「やったぜ」という表情です。

「じゃ、ぼくのほうきで、飛んでみせてよ」

「あそびで飛ぶのは、だめ」

「あそびじゃないよ、実験だよ」

　男の子は生意気に口をまげました。

「実験ずきなんだ。だれかさんに似てるね」

　ジジがからかうように枯れ葉のなかからいいました。キキはますますかっかとしてきました。

「今日は、だめ。おそうじの日ですもの」

「ごまかさないでよ。逃げないでよ」

　そういうと、男の子は急にわざとらしく、やわらかい声でいいました。

「けちけちしないでよ。ちょっとだけ、それで許してあげるからさ」

　またまたキキの体中がかーっとしてきました。

「なんで、あんたに許されなくちゃいけないのよ」

　いったいどうしたことでしょう。どうにも、キキのかっかはとまらないのです。落ち葉のなかからジジの目がなにかちがうぞと、落ちつきなく動きはじめました。

　キキは男の子の手から乱暴にほうきを取り上げ、さっとまたぐと、足で地面をけりました。ほんのかるくです。ちょっとだけ見せてあげるわよ、という気持ちでした。ところがほうきはびっくりしたように、勢いよくとびあがりました。予想をこえて並木のはるか上まで一蹴けりで飛んでしまったのです。キキのほうきよりずっと力がはいっています。

「わーい、飛んだあ、ぼくのほうきが飛んだあー。見て、見て、あれはぼくのほうきだよ」

　男の子は両手をばたばたふって、両足もばたばた動かして、大声でさけびました。その声は並木道で落ち葉をそうじしていた子、全員の耳に飛びこんでいきました。

　さあ、大変なことになりました。みんながみんな、自分のほうきに乗って飛んでほしいといいだしたのです。長い長い行列ができました。ひとりだって、「わたしは、いいわ」なんていう子はいません。ちょっとでも長く自分のほうきで飛んでもらいたいのです。目印に、ほうきの柄に、ハンカチやマフラーをリボンのように結んでいる子もいます。

「キキは、わたしのお友達だもんね。さ、ならんでくださーい」

　ノノちゃんは飛んできて、得意そうに行列の整理をはじめました。それから、「わたしのもやってよ。最後でいいからね」といいました。

「やっぱりすごい、魔法ってすごい」

「どんなほうきでも飛んじゃうんだから」

「やせほうきも、チビほうきも、ぼさぼさほうきも！」

「魔法の種がほうきにのりうつったんだよ」

　そのあとの並木道のそうじはとってもはやく進みました。みんな、飛んだほうきをつかうのが、うれしくてたまらなくなったのです。


　　「ほうきに　おまかせ

　　　空を飛んだ

　　　ほうきに　おまかせ」



　誰からともなく、こんな言葉が生まれました。この言葉にのって、並木道の大そうじは、おどろくほどすっきり、きれいにおわりました。

「やっぱりちがう。魔法のほうきは……」みんな大満足です。

　キキはごほうびに焼き芋をいっぱいもらって、うちに帰ってきました。なぜかとってもつかれていました。キキはお芋をかじりながら、自分がどうにもなさけないのです。飛べることを見せびらかしたことも気になりました。なんであんなに気持ちがすべっていってしまったのでしょう。どうもこのところキキは、気持ちがイライラするとほうきを変に動かしたくなってしまうようです。どこかで魔法を見せびらかして、注目されたい気持ちが動いているのかもしれません。キキはいつもいっしょに働いてくれるほうきに、「おそうじを手伝ってね」と一言いわなかったことも、気になっています。キキはほうきにからまっている枯れ葉やごみを、一つ一つとりのぞきながらだまっていました。

　ほうきはほうきです。魔法はキキにあるのです。でも、ほんとうにそうでしょうか。

　ほうきの房は柳の枝でできています。柄も昔から不思議な力があるといわれていた木、とねりこの枝でできています。二つとも土に根をはり、おひさまの光や、雨の滴をあびながら育ってきたものです。どれも命をもっていたのです。根からはなれ、ほうきになった今もその命はつづいているのではないでしょうか。魔法は魔女のキキにあるとしても、ほうきもその魔法に命を添えてくれているのではないでしょうか。

「忠告です。けがをしないように」

　ジジが今朝いいました。

（けがはしなかったけど、気持ちがすべっちゃった！）

　そんなキキのそばで、ジジはかるいいびきをかきながら、気持ちよさそうにねむっていました。







　６　ジジがかわった







　町はずれまでおとどけものをして家に帰ると、肩から飛びおりたジジにキキはいいました。

「ジジ、ごくろうさま。時間がかかっちゃったわね。つかれたでしょ。なぜかほうきが思うようにならなくって、はやく飛べなかったの。このところ、ちょっとおかしいのよ」

「いえ、いえ、どういたしまして。ふつうでしたよ」

　ジジはちょっと首をかしげて、ていねいにいいました。ちょっと大人っぽく、でもなにかよそよそしい、こんないいかたを、ジジはこのごろよくするのです。「おかげさまで」とか、「いえいえ、そんなことはありません」とか、「おたがいさまですよ」とか……。

　ところがそうかと思うと、妙にへんなしゃべりかたになったりもします。「相手しちゃいられない」とか、「そんなのごめんだね」とか、そっけないいいかたをしたり、また「あの、あの」と妙に言葉がでてこなかったり。

「いったい、どうしたの、このごろ変よ。あんたの言葉こんがらがってるわよ」

　キキは不満そうにいいました。

「いや、大丈夫です。ちょっとした知恵熱のようなもんです。ご心配なく」

　やっぱりどこか変なのです。

「知恵熱ってなに？」

　キキはたずねました。

「子どもが急に知恵をつけはじめたころ、ふっとでたりする熱のことですよ」

「あれ、学生さんみたいな、立派なおこたえねえ」

　ジジはキキも知らないようなこんな言葉もこのごろ、さらりっとつかったりします。キキはそのたびに、心がごちゃごちゃと動いて、そのあとなぜかおいてきぼりにされたようなさびしい気持ちになるのです。

　ドアをあけてキキが家にはいりかけると、あとにつづいていると思ったジジが何気なさそうに、目をきょときょとさせ、壁のむこうに行こうとしています。しっぽのさきがするりっと消えるのを、目のはじで見たキキは足をとめ、背のびをしてのぞきました。でもジジの姿はもうそこにはありませんでした。このすばやさはどうでしょう。まるで逃げようとしているみたいです。

「変だわ」

　キキが追いかけながら、遠くを見ると、ジジはもうずっとむこうの塀の上を脇目もふらずに走っています。ふつうの猫が通るような高いところを、それもよろけもせず、走りなれた様子でまっすぐに進んでいます。ふだんジジがあまり歩いたりしないところです。

　キキはそのまま家にはいろうとしました。でも逃げるように行くジジの後ろ姿を見ているうちに、自然とキキの足も動いていました。ジジは塀の上を走ります。ないしょであとをつけているキキは下の道を歩いて追いかけるしかありません。ときどきジジの姿が見えなくなります。すると、キキはジジがますます重大な秘密をかくしているように感じるのです。塀がとぎれると、そこからは丘に通じる細い道がつづいています。ジジはもう大丈夫と思ったのか、しっぽを揺らして、ゆっくり歩いていきます。ときどき道の脇に咲いているコスモスの花に鼻をくっつけて、思い入れたっぷりに、ふーっと大きなため息をついたりしています。あやしい気配です。

　細い道は、白い塀にかこまれた、白い家の門へとつづいていました。ジジは黒いまりのように、ぽーんと飛んで、その白い塀にとりつくと、むこう側に姿を消しました。

　この家はコリコの町でも特別に目立つ家でした。丘の上に一軒だけ、お城のように建っているのです。みんな、夕日館とよんでいました。夕日があたると、横にながくのびた白い壁がオレンジ色に輝くのです。コリコの町で夕日がいちばん遅くまであたるところでもありました。いつも窓にあつくカーテンがひかれ、だれも住んでいないように、しずまりかえっています。でも一度、キキが真上を飛んでいたとき、車が何台もとまり、にぎやかな笑い声がきこえてきたことがありました。

　キキはジジの姿を追って、塀のなかをのぞきました。今日は、どの窓のカーテンも大きくあけられ、ガラス越しに緑の鉢植えが見えます。かすかに音楽が流れてきました。そして玄関の脇にはくっきりと赤い自転車が立てかけてありました。ジジは前庭を横切り、建物に近づくと、ぴょんとかるく窓枠に飛び乗りました。

「にゃああ」

　ジジが小さく鳴き声を上げました。ささやくような声です。とたんにガラスのむこうに姿を見せたのは、白い猫でした。青いリボンを首に結んでジジよりだいぶ小柄です。返事でもしているように、口が動き、赤い小さな舌がみえます。ジジはそれを確かめると、さっと飛び降りて、建物の裏のほうに回っていきます。キキも塀にそって裏に回っていきました。すると、ドアについた小さな猫ドアがぱたりと開いて、さっきの猫が飛びだしてくると、すっと体をジジに寄せていきます。

「ぐるぐるぐーぐるるぐるるる」

　はなれているキキにまでうれしそうにのどを鳴らす二匹の声がきこえてきます。ジジがさっと走りだしました。白猫が追いかけます。逃げたり、追いかけたり、白と黒の毛糸玉のように転がっていきます。ふざけあう笑い声がきこえてくるようでした。それはいつものジジとはまるで違って見えました。キキの猫ではなく、ふつうの猫みたいでした。

　キキはだまって回れ右すると、もどりはじめました。つまらなそうに目は下をむいたままです。

　パタン

　戸の閉まる音がきこえました。キキが門柱のかげから、そっとなかをのぞくと、家のなかからひとりの青年がでてきたところでした。若草色のシャツに、白いズボン、白いスニーカー。靴下はシャツとおなじ緑色です。一瞬のうちに全身の姿がキキの目に飛びこんできました。色もスタイルもぴしりっと決まっていて、雑誌にでてくる男の人のように見えました。

　青年はかるく口笛を吹きながら、赤い自転車に手をかけ、さっとのりこむと、一漕こぎで、半分開いていた門を走りぬけました。キキがあわててむきをかえ、歩きだすと、「あれ」という声といっしょに、きい、きいー、大きなブレーキの音をさせて自転車がとまりました。

「やあ」

　青年はキキをのぞきました。目の大きな人でした。瞳ひとみの奥がいたずらずきそうにふるえています。

「もしかして、ぼくに会いにきたとか、とか？」

　青年は首をかしげておもしろそうに、にこっと笑いかけました。とつぜんボールをあてられたみたいに、キキはぎくっと立ちどまりました。

「それとも、ぼくをまっていたとか、とか？」

　青年はこんどは首をすくめて笑いました。キキはこわばらせた顔をかすかに左右にふりました。そんなキキの反応を無視して、青年は、ますますはずんだ声で、「わるいなあ。今日はもう予約済みなんだ。また、今度にしてくれる？　あれ、君……前に会ったことあったかな、かな？　わすれてたら、ごめん。このとこいそがしくってさ。でもすてきなドレスだね、その色……」

　と、勝手にしゃべりながら、またがっていた自転車から、足をまわして、おりました。

「町までだったら、ごいっしょしましょうか」

　青年はハンドルをもっていない手を、ズボンのポケットに入れ、また首をかしげました。どうやらこれが決まりポーズのようです。

「ぼく、サヤオ」

　ぽきりっといいました。そういえばだれでもわかるといった自信たっぷりの顔つきです。

　キキの目がチカッと光りました。そのままくいっと横をむくと、いきなりほうきにまたがり、乱暴に柄を上にむけてすごい勢いで飛び上がりました。

「あっ、おっ」

　後ろで自転車が、ばたんと倒れる音がしました。

「ま、ま、魔女かよ。まいったなあ！」

　うわずった声がきこえてきました。




　夕方遅く、ジジはまるで影のように、するりと家にはいってきました。下をむいて、いつできあがるともしれないカーテンを夢見ながら、針を動かしていたキキは、上目づかいに、ジジの様子をうかがいました。ジジは、「ただいま」もいわずに、いきなりごろんと横になると、「にゃぐ　ぐるぐるぐるるー」とのどのおくから低い声をあげながら、あおむけになって背中を床にこすりつけました。キキがそこにいることなんか、まったく気にしていません。それからまっすぐ自分の寝床にはいっていきました。すぐすーすーと寝息がきこえてきました。

「どうしちゃったの？」

　キキはまるくなって寝ているジジを見て、顔をしかめました。ちょっと信じられない気持ちです。ジジがこんなに知らんぷりするなんて。まるでキキが見えてないみたいです。

　つぎの朝、キキはベッドのシーツをぴんぴんとわざと大きな音をさせてひっぱりながら、おきだしてきたジジに、ちょっとついでという調子でいいました。

「ジジ、あのね、丘の上のおうちの白猫ちゃんとは、お友達なの？」

「あーにゃ」

　ジジのほうもたまたまでてしまったあくびのような返事です。それからゆっくりと体をのばすと、何気なさそうに、キキからはなれて歩きだしました。

「ジジっ」

　キキは声を強めてよびました。

「返事は、それだけ？　このごろ、にゃごにゃごしかいわないけど、どうしちゃったの。わたしたちの言葉、わすれちゃったみたいね」

「わりっ、にゃらーあ、に、にゃ、にゃ、にゃけど……魔女のにゃあ、言葉にゃあ、でてこないのにゃあ」

　半分以上ふつうの猫言葉です。

「はっきりいってよ。なにをいってるのかわからないわ」

　キキは腰をかがめ、ジジに顔を近づけていいました。

「わたしたちふたりだけの言葉は、消えちゃったっていうの？」

「かもにゃあ」

「かもにゃあ、ですって。ふざけないでよ。なにいってるのかわからないわ。いったいどうしたの」

「だってにゃあ、笑われちゃったんだにゃあ。にゃあ」

「にゃあじゃなくて、はっきりいってよ。わたしはあの白猫ちゃんじゃないんだから」

　キキはジジをにらみつけました。その目のはげしさに、ジジは腰をおとしてきゅっと体をちぢめました。それから大きく咳せき払ばらいをすると、頭をぶるぶるとふりながら、

「あーあーあー、試し声、試し声でーすー」といって、ゆっくりのどをのばしました。「にゃ、にゃ、あっにゃ、よかった。魔女猫言葉、すこしもどってきたにゃあ」

　ジジは背筋をのばし、しっぽをぴーんとたてると、まあまあいつもの言葉で話しはじめました。

「だってにゃあ、笑われちゃったにゃもの。あんたのしゃべりかた、とっても変にゃあ。変な猫言葉、まじってるにゃん、だって。それって『ちゃった、ちゃった』とか、『あれれれ』とか、『そうそうそう』といったりする、あわてん坊の、からっぽ頭の猫みたいよって、にゃあ」

「だれが……？」

　ジジはキキの質問にはこたえないで、つづけました。

「ぼくにゃあ、この機会に気持ちを入れ替えてにゃあ、猫語の勉強をやり直さないといけないと思ってにゃあ。かっこいいにゃあ、おとなの猫言葉をつかいたいんだ」

「でもねえ、ジジとわたしは赤ちゃんのときからの仲間よ。ふたりとも赤ちゃん言葉しかはなさなかったのに、いっしょに大きくなっていくうちにおたがいの言葉がわかるようになったんじゃないの。これはね、ふたりで作ってきた魔法かもしれないのよ。それをもういらないっていうの？」

「でも言葉がどっちつかずっていうのもにゃあ。思想がないよにゃあ」

「なに？　その思想って」

「思想って、すてきな言葉でしょ。思想をきちんともった大人ってすてきよ、っていわれちゃったんだ。ぼく、がんばらなくちゃにゃあ。それで、キキとぼくの魔女猫言葉の魔法は当分、どっかに行っててもらいたいんだにゃあ」

「ふん、そうですか。あんたって、かんたんに影響されちゃうのね」

「それをキキからはいわれたくないにゃあ。でも……キキ、どうして白猫ちゃんのこと知ってるの？」

「ジジが猫道なんか歩いていたから、あとつけたのよ」

「そういうのあり？」

「ありよ、もちろんありよ。だってジジは猫道なんて、ふつうの猫が歩くとこだって、ばかにしてたじゃない。わたしはね、ジジが町の人たちに、『魔女のお仕事のお手伝いなんて、すごいのね』なんて、ちやほやされてとくいになってるの、ちょっと自慢だったのに」

「ちやほや……それっていじわるないいかたじゃない？　でもいいよ。いわせといてあげるにゃあ。でも、さあ、猫道ってにゃあ、ふたりで歩くのにいいんだよにゃ。吹く風もにゃ、ふたりって風なんだ、悪いけどにゃあ……」

　ジジは塀の上を歩いているように、足をよせてみせました。

「それに高いとこだから、未来を語るのに、ちょうどいい場所なんだ。ドキドキって嵐みたいに力がみなぎるんだ。悪いけどにゃあ……」

　キキはしわをのばしおわったシーツを、もう一度ぱんとたたきました。

（悪いけど……悪いけど……って二回もいって。だれに悪いっていうのよ。気をつかっているふりして、これって、見せびらかしじゃないの？）

　キキは急に自分の胸が暴れはじめるのを感じました。

（未来……ジジは未来を語ってるのね！　ふん、ごちそうさまですわね）

　そっとキキからはなれようとしていたジジが、半分開いたドアのすきまに顔を入れて、おどろいたようにふりかえりました。

「キキ、贈り物がとどいてるよ」

　小さなかごのなかに、うすいピンクと白いコスモスがまざりあってはいっていました。かわいい花かごです。カードもはさんであります。

「今日はあいてます。お会いしましょう。サヤオ」

　キキは思わず下唇をかみました。門のところでの、サヤオさんの失礼な言葉を思いだしたのです。

（それなのに、『お会いしましょう』って、どういう意味？　こっちからたのんだわけでもないのに。なんてずうずうしいの）

　キキは、ふんと怒ったように息をはくと、花かごをそのまま床にとんとおきました。

「にゃごーにゃごーぐおー」

　とつぜん、ジジがはげしい声をあげました。

「キキ、キキ、今、サヤオっていったよね。あの夕日館のサヤオさんのことでしょ。キキ、さそわれたんでしょ。にゃごー、うん、すごいね。行くんでしょ。行くよね」

「なに、興奮してるのよ。ジジ」

「だって、だって」

「どうして、わたしが行かなければならないの？」

「だって、さそってくれてるんだよ。あの家のサヤオさんがにゃあ」

「当然、わたしが来ると思っている、この態度はなによ！」

　キキは頭にきて、ふーんと息を吹きだしました。

「でもねえ、キキ、行ってもいいんじゃない」

「こんな失礼なさそいに、だれがのるものですか」

「まさか！　サヤオさんにさそわれて断る人なんていないよ」

「ジジ、どうしてそんなにしつっこくいうの？」

「だって、ほんとうにすてきな人なんだよ」

「わたし、もう、会ったわよ」

「えーっ、もう？」

　ジジはさけび声をあげ、床から飛びあがりました。

「手ばやいんだね、キキって。ね、すてきな人だったでしょ」

「ふん、ただのうぬぼれやじゃないの」

　キキは口さきで蹴け飛とばすようにいいながら、ちらりっと赤い自転車に寄りかかっていたサヤオさんの姿を思いうかべました。

（あまく見られたらたまらない）

　キキはちらりっとでも姿を思いうかべてしまった自分にも、腹立たしくなりました。あの家の高慢ちきな猫、あのかっこつけてるサヤオ。両方とも大きな顔して、キキとジジのくらしにはいりこもうとしています。キキとジジのふたりっきりの言葉まで取り上げようとしているのです。

「行ってくれると助かるんだけどにゃあ。キキといっしょにあの家にはいっていったら、ヌヌちゃん、びっくりするだろうにゃあ」

　ジジは遠くを見るようにうっとりと、目を細めました。窓の外から合図を送る身分ではなく、お客様として堂々と玄関からはいっていく自分の姿を想像しているのでしょう。

「あの白猫ちゃん、ヌヌっていうの？」

「そう、かわいい名前でしょ。とてもたいせつにされているんだよ。首のリボンなんて、毎日取り替えてもらってるんだ。やっぱり芸術家の猫は違うよ」

「芸術家ってなによ」

「この世にまたとない美しいものを作る人のこと。キキ、知らなかった？」

「それが、あのサヤオさんてわけ？　おおげさなこと」

「すごくきれいなドレスを作るんだってよ。ヌヌちゃんがいってた。『ぼくは、魔女猫なんだよ』って、ヌヌちゃんに自慢したら、そんなおとぎ話のなかの猫より、しっかり、ちゃんと一人前に生きてる猫のほうがわたしはすきっていわれちゃった。うちのサヤオさんなんてすごいんだからって。だからぼくもがんばらなくちゃ。これからは品よくして、きれいな大人の猫語で話すようにしたいんだ」

　ジジは足を踊るように動かしながら、胸をそらして歩き回りました。キキはむかっとして、思わずなにかさけびそうになるのをやっとこらえて、いいました。

「ジジ、悪いけど、あなたのご希望にはそえません。ヌヌちゃんは立派なおうちの猫かもしれないけど、あなただってめったにいない魔女猫なのよ。それも、このキキの猫よ。わすれないでね」

「にゃああーん」

　ジジは「わかってる」というように、大きく口をあけて返事をしました。でも、それは猫語でした。

　ところが、つぎの日も贈り物がとどきました。いつ来たのか、朝おきてドアをあけたら、もうそこにおいてあったのです。今度はチョコレートのようです。カードもついています。

「魔女さん、君を最優先します！」こう書いてありました。

　キキはジジの目のさきにカードをつきだしていいました。

「ほら、見てよ。このいいかた。まるでごほうびをあげるって態度じゃないの」

「どうして、そう思うのかなあ。キキがいちばん会いたい人だっていってるんじゃないの？」

「それがずうずうしいのよ。わたし、行かない。なんといわれても行かなーい」

　キキは強い口調でいうと、手のなかのチョコレートの箱を見ました。目立たない大きさです。箱の色もうすい水色で、チョコレートに品よく合っています。リボンも「ちょっとした気持ち」っていうようにひかえめです。なかには、丸、三角、四角、それにハート形のチョコレートが四つはいっていました。

（いうことはおそろしくずうずうしいけど、いい趣味してるかも……）

　ところが、つぎの朝も贈り物です。断面がハートの形をしている、銀色のえんぴつ一本。真っ赤な蝶ちようネクタイが結んでありました。そえられた消しゴム形のカードには、「…………？」と、「　　　　」しか書いてありませんでした。

「キザなやつ！」

　キキはいつもつかわない乱暴な言葉を、つぶやきました。

「おしゃれな贈り物じゃないか。サヤオさんはだれもやらないようなことするんだよ。だって芸術家だもの。ヌヌちゃんもうっとりしちゃうくらい、きれいなドレスだって」

「うるさい」

　キキは思わずどなりました。でもなぜかすこし心にひっかかります。こんなずうずうしい人にあったことない。でも、それは今までにない新鮮さでした。そう感じてしまう自分がキキは気に入らないのです。ジジがえんぴつを前足でおさえていいました。

「お返事をこの空いてる括弧のなかに入れてほしいんだよ。むこうもえんりょしてるんだよ、きっと」

「えんぴつなんて、おしつけがましいじゃない。わたしは返事なんて書かない。さそわれても行かない。やっぱり、行かない」

　キキは小さな子どものように足踏みしながらいいました。

「どんどん、いじわるく、いじわるく考えるんだねえ。それってよくないと思うよ」

　ジジはいいました。

　足踏みが急に荒々しくなって、キキがとつぜんさけびだしました。

「ものたりない、ものたりない、ものたりなーい」

　床が揺れています。

「どうしちゃったの？」

　ジジはあっけにとられています。

「なんでもないわよ、ものたりないったら、ものたりないの！」

　キキはスカートをぱっとふって、また大きく足踏みをしました。

　ジジは飛びあがって部屋のすみに逃げこむと、体をちぢめてじっとキキを見上げました。







　７　ファッションショー







　つぎの朝でした。

　ルルルルー、電話が鳴りました。

　キキが受話器をとると、

「宅急便の仕事を、お願いしたいんですが」と、いきなり男の人の声がきこえてきました。

「はい、どうぞ」

　キキはいつもの通りのいいかたでこたえました。スカートのはじをつまんで、腰をかがめるのも、いつもの通りです。

「じつは……ぼく、サヤオです」

　キキの体がぎくっと動きました。

「おっと、電話を切らないでよ。今日は仕事の依頼でかけてるんですよ。仕事なら断れないはずですよね。君の番号は、『一、二、三、八、一、八、一、イチニサン　ハイ　ハイ』でしょ。『一、二、三、一、八、一、八、イチニサン　イヤ　イヤ』じゃないもんね」

「………」

　キキは返事をしません。「もういいかげんにしてよ」というように、ぶーっとふくれて受話器をおこうとしました。でも、このコリコの町で宅急便屋を始めてから、キキは一度も注文を断ったことはありません。どんなむずかしいことでも工夫して、なんとかやってきたのです。そうするのが魔女の役目だと思ってきました。

「はい。仕事でしたら、うかがいますよ。それで、お時間はいかがしましょう」

　キキはいつもよりずっと丁寧に返事をしました。でもそれはあんまり丁寧すぎて、機械がしゃべる言葉のようでした。

「そうです、これは仕事なんです。いま、すぐお願いします」

　サヤオさんは、きっぱりといいました。急に仕事の声になっています。

「はい、承知しました」

　キキも、そっけなく返事をすると、さっと受話器をおき、ふりかえって、ジジにいいました。

「仕事よ。出かけるわよ。行くさきは、『夕日館』よ」

「にゃごーん」

　ジジは高い声をあげ、飛び上がるとそのまま二回転、足を床におろしてさけびました。

「行きます、行きます、行きます、もちろん、もちろん」

「なに舞い上がっているのよ」

　キキは、ジジをにらんでいいました。

　でもジジはキキの皮肉に気がつきません。前足でしきりに顔をなでて、ひげのおしゃれをすると、つぎは鏡の前に飛んでいって、毛並を整えはじめました。




　丘の上の夕日館は朝あさ靄もやに裾すそのほうをつつまれて、白く浮き上がって見えました。かすんだ空気のなかから鳥の声がしきりにきこえてきます。

「にゃふーにゃーらーにゃーらーらー」

　ジジがほうきの房の上で、なにやら小声で歌っています。ご機嫌なのです。

（猫の鼻歌って、なんてだらしがないの）

　キキは思わず苦笑いです。

　キキがほうきからおりて、門柱のベルをおしたとたん、扉がひとりでにぎーっと動き、つづいて玄関のドアが内側から開くと、そこにサヤオさんが立っていました。

「どうぞ、お待ちしてました」

　サヤオさんの右手がさっとおくのほうにむけられました。贈り物のカードの言葉や、電話の話しかたとは様子がかわり、意外にもまじめな顔をしています。落ち着いた身のこなしも、大人の男の人に見えます。つられてキキはかるく頭をさげると、だまってはいっていきました。ジジもあとにつづきます。明るい外からはいると、なかは暗くてあまりよく見えません。ジジは緊張でこちんこちんに固まっています。ちょっとおしたらそのまま倒れてしまうのではないかと思うほどです。でも目だけはぱっちり、最大限に開いて、あたりの様子をうかがっています。そのあまりの真剣な表情に、キキはふきだしそうになりました。するととつぜん、おくで、

「にぃ」

　はじけるような声がして、猫が走りでてきました。ヌヌちゃんです。ジジのあこがれの君です。ヌヌちゃんは近づくと、体をすり寄せ、ジジの背中にしっぽをぽんとのせました。

「おや、おや、知りあいなの？　きみたち」

　サヤオさんはおどろいて、いいました。

「にゃーん」

　ジジがサヤオさんを見上げて、みじかく、でも強く返事をしました。多分、「はじめまして」とでもいったつもりなのでしょう。でもそれはキキには意味がわからない、完全な猫語でした。

「あーあ、ほっとしたよ」

　猫同士が知り合いだというのに安心したのか、サヤオさんの体から、すーっと力が抜けていきました。キキにむけた顔に笑いがひろがっていきます。

「何度さそっても、受けてくれないんだものな。やりかたもまずかったけどさ。こんなに苦労したのはじめてだ。でも、魔女さんは……」

「キキです」

　キキはサヤオさんの話にわりこむようにして、いいました。

「そんな、ツンツンものをいわなくってもいいじゃないですか。ちょっとおさそいしただけなのに……。失礼があったらあやまります、すいません。でも、キキ、さ、ん。魔女なんだから、ボーイフレンドなんか、三ダースぐらい、もたなくちゃ、魔法がよわくなっちゃいますよ」

　サヤオさんは肩をすくめておどけたように舌をちろりとだしました。

「そんなご心配はいりません。おとどけもののお仕事でなければ、帰らせていただきます」

　ジジがいきなりキキの肩に飛び乗ってきました。

「にゃごーごーう　ごろごろろーう」

　今度はキキにもわかる魔女猫語でした。「なんで、そうなの。自分で勝手に気を悪くして、勝手に怒って。決めてかかると、けがするっていったでしょ」

「にににゃ」

　ヌヌちゃんもなにかいっています。「そうよ、そうよ」とでもいっているのでしょう。

　キキの機嫌はますます悪くなっていきました。ぶっとしてつったったままです。

「あーあ、いえばいうほど、むずかしくなっちゃったなあ。どうしよう。ほんのかるいノリのつもりだったのに。そこがぼくのいけないところなんだけど」

　サヤオさんは手で自分のあごをさすりました。目はうろうろと動き、口は半分あいて、細いため息がもれてきます。

「やっぱり、ぼく、おかしいんだ。きっと、そうですよね。でも、仕事が仕事だから。いつも刺激を感じていたいんですよ。ひらめいたら、即行動！　だって、物事にはノリってあるでしょ。つまりそういうはじけるような気持ちで、ぼくは仕事をしたいといつも思っているんですよ、つまり。あなたともそういうふうに仕事を始めたかったんです」

（わたしと仕事？　なにそれ）

「あの日、キキさんがいきなり飛んでいっちゃったとき、感動だったなあ。今までの古いやりかたを切って落とすような勢いを感じました」

（そう考えるのは勝手だけど）

　キキはふっと顔を横にむけました。

「いさぎよくって、これだあって思ったんです。そのあとも考えに考えてこれしかないって、決めたんです。真剣なんです。ほんとうなんです」

　サヤオさんはひとりでしゃべりつづけています。

（なにいってるの、この人。決めちゃった、決めちゃったって！　なんて勝手！　決めてかかるとけがするっていうんだったら、ジジ、この人のほうだわよ）

　キキはぶつぶつと怒りの言葉をつぶやいて、冷たい目つきでサヤオさんを見ています。ジジは心配そうに、キキのまわりをおろおろと歩いています。そのジジのあとにこれまた心配そうにヌヌちゃんがつづいています。

「今日は仕事をお願いするために、きちんと考えて、まじめな気持ちでお電話したんですよ、ほんとなんです。これはぼくのたいせつな仕事なんです」

　サヤオさんは、壁のスイッチをぱちんと入れました。光がすーっと走るようにのびて、部屋のむこうを照らしだしました。おくまった壁一面に、やわらかいドレスがとろんと重なり合って並んでいました。

「コリコの海の夕方の景色を、今年のテーマにして作ってみたんです。この家から海を見ながら作ったんですよ。われながら満足してるんですけど……」

　自信にあふれたいいかたです。でも今のキキはそれに突っかかって、なにかいうどころではありません。口惜しいけどドレスを見て、美しいと感激してしまったのです。どのドレスもキキがいつもなによりも美しいと思っている夕方の海の色をしていました。

　雲の間からはじけるようにこっちにのびてくる夕日の色。その光をうけて揺れている波の色。

　そんな色のドレスがいくつも重なっていて、そこにコリコ湾の夕暮れの海がひろがっているように見えました。不思議な光景といってもいいほどです。

「魔法みたい」

　キキは思わずつぶやいていました。ドレスのなかでなにかがチカリと光りました。

「ほら、光ったでしょ。ボタンなんだけど、宵の明星のつもりでつけたんです。お天気なら必ず、夕方になると空のあそこらへんに、いちばんさきにあらわれるんですよ。いつも必ず、わすれないであらわれる。偉いやつなんですよ。あのまたたく光をドレスにつかおうと思ったときは、『やった』って、思いました」

　サヤオさんは、窓のむこうの空を指さしていいました。

　キキもこの星がだいすきでした。なんどこの星をまっすぐに見つめて飛んだかわかりません。すると星もキキを見つめてくれるのです。そのとき、キキの心はひっぱられて、一本の線がぴーんとのびていくように思えました。それでなにか願いがあるときは、この星を目ざして飛ばずにはいられませんでした。でもこのサヤオさんのいいかたはどうでしょう。まるで自分がこの星を見つけ、光らせてるようないいかたではありませんか。ドレスの美しさにひきつけられていたキキの心がまたかっちんととまってしまいました。この丁寧ないいかたと、乱暴ないいかたがまじっているのは……ジジの混乱している猫語みたいです。

「おや、おや」

　広間につづく廊下のむこうから、声がきこえてきました。

「ほら、サヤオさん、だめじゃないの。お客さまにおすわりいただいたら」

　あらわれたのは、銀色の髪をゆったり後ろで結いあげた、美しいおばあさんでした。

「ほんとうにこまった人。人をおどかすことばかり考えているんだから。それって品のないことよ」

「あれ、ぼく、またなにか、やっちゃった？」

　サヤオさんは急にあまったれた顔になりました。

「あなたはいつもドキドキしていたいようだけど、ほんとうにすてきなことは、むりしなくてもそれだけでほんとうにすてきなことなのよ。なにもいろいろ付け加えなくってもね。あなたはいいお仕事のできる力があるのに、せっかちで、落ち着きがなく、ひとりではしゃいで突っ走りすぎよ、おばあちゃん、心配だわ。この町はね、あなたが住んでいるあたらしものずきの、ざわざわした大都会とは、違うのよ。それもただ違うだけじゃないのよ。なにしろ魔女さんといっしょにくらしてきた町なんですから。魔女さんという不思議な人を受け入れ、仲よくしてきた町なんですもんね。魔女さんもすてきだけど、町の人たちもすてきなのよ。これはすばらしいことよ、かるく見ないでちょうだいね」

「わかってますよ。おばあさんは、ぼくのやりかたが品がないっていうけど、おどろきってすばらしいことじゃありませんか。そこからまた違った世界が生まれてくるかもしれないじゃない。そんな気持ちをおさえて自分に『とまれ！』って中止命令をかけるなんて、ぼくはしたくないもん。走りだしたいよ」

「あいかわらずせっかちなこと。とまれなんていってないわよ」

　おばあさんはいいました。でもサヤオさんのせっかちを、たのしんでいるような気配もかすかに見えました。




（うん、そういうなにかをかえていこうっていうサヤオさんの気持ち、わたしもきらいじゃないわ。走りすぎたってドキドキがあるもの）

　キキはサヤオさんをにらむ姿勢はかえないまま、心のなかでうなずいていました。

「未来を語る場所」

　ジジがいっていたこの言葉が、違う世界という言葉と、重なってかんじられました。

「ぼくはこのごろぼくたち若者のなかから、そういう冒険の心が少なくなってきてると思うんだ。キキがね、この町に来たときは、みんなすごくおどろいたと思うよ。でも、今はキキのこと、みんな、あたりまえに思ってるじゃないの。この町でも魔女ってそのぐらいの物になっちゃってるんだよ。ぼく残念でしょうがないよ。キキはそれでいいの？　魔女の役割はそんなものじゃないでしょ。もっとどんどん世界をひろげて、もっとどんどんドキドキさせなくちゃ。魔法っていう不思議を感じる心まで失ってしまうよ。ドキドキしないなんて、死んでるのとおなじじゃないか。ねえ、魔女さん、ここで一つ、揺さぶって、またおどろきの存在にならなくちゃ、ぼくたち、ふたりで！」

　わんわんと響いてくるサヤオさんの言葉を、キキはだまってきいていました。

（揺さぶるなんて！　わたしをおどろきの存在なんて、大げさにいうのは勝手だけど、でもかんたんにぼくたちふたりでなんて、いってほしくないわ）

　キキはまたもやむっとしながらも、ひとりで熱くなっているサヤオさんにだんだんと興味をもちはじめていました。そう、まだこの世に不思議なことがあるんですよって。不思議って心が動いて、なにかが生まれるところなんですよって、魔女にはわかってもらう役目があったはずなのでした。それをキキもわすれかけていました。

　子どもっぽいけど……でもちゃんと大人っぽい……人かも……。

「そうかしらね」

　おばあさんは首をかしげました。

「でもせかせかとやるのもいいけど、たまねぎの皮をむいたおさるさんみたいにならないようにね」

　おばあさんはそういうと、にぎっていた手をぱっと開きました。

「カ、ラ、ッ、ポ」

「ぼくはそんな、おばかさんじゃありません。見ててください。今までだって失敗なんてしてないでしょ」

「わたしはね、これからのことをいってるのよ。カ、ラ、ッ、ポ。でもそこになにかがまだあった。そうこないとね」

　おばあさんはいいました。

　サヤオさんが、キキになにをたのみたいのかわからないまま、キキは自分がおどろきの存在になることに、すこし魅力を感じはじめていました。

（だって、わたしのまわりの空気、ぜんぜん動かないんだもの）

　キキはちらりっととんぼさんの顔を思いうかべ、あわてて見事なドレスの列に、目をむけました。ドレスはだれがさわったのでもないのに、裾すそがさらさらとゆれて、キキに合図を送っているようでした。

　キキはずっと「すべての黒の中の黒」といわれている、真っ黒の洋服を着ていました。

（でももうそろそろ、いえ、たまには、きれいな色のドレスを着てみてもいいんじゃないかしら……だってもう十九歳なのよ。学校へ行ってる人だって制服をぬぐ歳なんだから）

　キキはドレスの美しさに魔女の立場なんてものはもはやわすれかけています。以前は、町の人も、「たまには、女の子らしい洋服着てみたら」なんていってくれました。でもこのごろはキキの黒いドレスは当たり前。おなじようにキキが空を飛ぶのも、あまりオドロキではなくなっていたのです。この町には不思議が当たり前に存在しているのですから、それはいいことかもしれないのですが。

「どう？」

　ドレスを見ているキキに、サヤオさんがききました。

「とっても、きれい」

　キキはうなずきました。くやしいけど、そういわずにはいられません。

「海って、ほんとうに美しいよね。ここに来るたびに感激していた。曇りの日でも、雨が降っても、それに気持ちがさびしいときも、もちろんうれしいときも、見てると、いやな気持ちになることがない。というよりいやな気持ちをもっていってくれるんだよね。それで今度、新作発表会のために、海の色のドレスにしようと思ったんだ。それも夕方の海。題は、ちょっと大げさかもしれないけど『不思議を着る』にしようと思ってる。どうしても不思議って言葉をつかいたくってね。そしたら偶然キキに会ったでしょ。それもいきなり目の前で飛び上がるんだもの。ぼくの不思議が二倍になったような気がした。ショーはね、新月の夕方から始めようと思ってるんだ。夕焼けから、一番星、そして星たちが浮き立って見える暗い夜。満月は舞台の上にね、おりてもらって。どう？　お天気だけが心配だけど、そこは魔女さんの魔法で雨雲追いはらってもらってね」

　サヤオさんはここまで一気にいうと、キキの顔をのぞきこみました。

「わたし、お天気魔女ではないから。でもお天気を心配してたら、なにもできないでしょ。きっと大丈夫」

　キキはいいました。

「ぜひこのドレスを会場まできみに運んでもらいたいんだ」

「どこなの、そこ？」

「ビバビバ市」

「ただ、おとどけすればいいの？」

「うん。ま、ちょっと魔女らしくね」

「それならいつもやっていることだわ」

「じゃ、いいんだね。わー、やったっ！」

　サヤオさんは右手をにぎりしめ、ぐいっとあげました。

「正直いって、ぼ、ぼくは、まだ新人なんだよ。さんざん偉そうなこといっちゃったけどね。でも少々期待はされてるんだ。なにかおもしろいことやりそうな新人って新聞にも書かれたりしてね。キキが手伝ってくれたら、ものすごいショーになると思う。間違いなく最高だ。みんな、びっくりするよ。びっくりさせる美しさ、それがぼくのめざしているところ」

　サヤオさんはいいながら、そばでしずかにすわっているおばあさんを気にして、ちらちらと目を動かしました。すると、おばあさんはすっくと立って、「それは見た人が決めることよ」というと、あらわれたときとおなじようにしずかにおくの部屋にはいっていきました。それを見送ると、サヤオさんは小声でいいました。

「おばあさんはね、いつもいつもマテマテ派なの。ぼくのママは、反対でイケイケ派なんだけど」

「ママ？」

「母親。ぼくといっしょにビバビバ市に住んでるんだけど、そばで、『ああしたら』『こうしたら』って仕切りたがるんだよ。だからこっちに逃げてきて、今度こそはひとりでやってみようと、ま、孤独のなかで作ったってわけさ。へへへ、遅ればせながらの独り立ち。そしたら、今度は、おばあさんが、『ゆっくり』とか、『見えないところをじっと見て』とかいいだすしさ。こんがらがるよな」

　サヤオさんは肩をすくめて苦笑いしました。

「大人って、いつもそうよね。でも、愛されてるのね。わたしのかあさんは、どっちかというと、『アトズサリ派』かな。『アシブミ派』かもしれない。でもね、魔女ってそういうものなのかもしれないの」

　キキは、あらためてサヤオさんを見ていいました。

「あなたは、なに派？」

「イケイケ派かな、いや、ドキドキ派のほうかな。きみは？」

「このドレスを見ていて、わたしもそうなりかかってるみたい。イケイケ派の魔女もいいかもね。魔女はドキドキを感じてもらう役目もあるわけだから」

　キキは肩をすくめ、ちろっと舌をだしました。

「そう、こなくちゃ。うれしいな」

　サヤオさんはぱんと手をたたきました。

「それでね」

　サヤオさんはのりだしてきました。

「もう一度いうけど、あのドレスを運んでほしいんだ。海のむこうの見えない世界から、贈り物をとどけに来たみたいに。すべてのものは彼方かなたから来るんだ。それを地上の人たちは受け取るんだ。それがショーの始まりになる」

「ビバビバ市のどこ？」

「野外音楽堂まで。コリコの町にもあるでしょ。野外音楽堂。あれよりはすこし大きいけど」

「どのくらい？」

「三倍ぐらいかな……」

「それじゃ、お客さんも三倍？」

「まあ、そんなとこかな」

　サヤオさんのいいかたが、急にもごもごしてきました。

（あれ、ほんとうは自信ないんだ。それならわたしも気がらく）

　キキは思いました。キキの表情がゆるんだのを、すばやく察したのか、サヤオさんはまた早口で話しはじめました。

「断られるかもしれないと思ったけど、そのとき、君に着てもらおうと思って、いいもの作っておいたんだ。イケイケってね」

　サヤオさんは笑いながらおくから大きなケープのようなものを取りだしてきました。

（あら、また黒だわ）

　キキはちょっとがっかりです。むこうにならんでいるきれいなドレスのようなものを着せてもらえるのかと思ったのに……。旅立ちのとき、コキリさんに「魔女の洋服の色は黒って決まっているの」といわれてから、赤や、桃色のようなきれいな色のドレスは、半ばあきらめていました。それにドレスのことが話題になると、コキリさんはきまって「魔女はひかえめにね」という言葉を付け加えるのです。まさに「アトズサリ派」の言葉でした。いつも意識しているわけではなくても、この二つの言葉は、ずっとキキのどこかをしばってきました。この言葉からはなれて勝手にふるまうことを自然とひかえてしまうのです。でも今まで、二度反抗して派手な色のドレスを着たことがありました。一度はアレコレ市のウイさんからかりた花柄のドレス。二度目は、変な女の子ケケとはりあって、こつこつ貯めたお金をつぎこんで買ってしまった、ぜいたくなドレス。でもこの二回とも失敗でした。いい思い出にならなかったのです。でも今度は仕事ですから、たのまれたらいやとはいえません。どんな派手な色でも、仕事だから着られる。それなのに、またしても、「黒」！

　サヤオさんはケープをさしだして、いいました。

「せっかくキキに着てもらうなら、やっぱり『黒』がいいと思ったんだ。でもぼくが作るんだから、黒は黒でも、現代的に、それも超がつくね。キキの黒は森の闇や、むこうの目に見えない世界を思わせる不思議な黒でしょ。でも、ぼくのはね、それに宇宙の神秘もこめたつもりなんだ。えらそうだね。気持ちだけは大きいんだよ。これがぼくらしさだって、お客さんに見てもらいたいから」

　サヤオさんはぱーっとケープを床にひろげました。ちょっと見ると、黒です。でもさらにじっと見ていると、黒のむこうのおく深くに、なにかがきらめいているのです。サヤオさんはキキの肩にケープをかけてくれました。しゃららら、しゃらららとささやくような音がキキの体をつつみます。着てみると、きらめきは大きな星空に見えてきました。

「ふー、うまくいった」

　サヤオさんは上から下、下から上へと、なんども眺めながらいいました。キキは体をふわっと動かしてみました。光が星のかけらのように散らばっていきます。

「わたし、必ず上手におとどけします！」

　キキは思わず声をうわずらせていました。

（わたしったら、ドキドキ派になってる）

「日が沈んだすぐあとぐらいにね、キキが贈り物をもって上空からおりてきてほしいんだ。ほら、青と黒の境目ぐらいの空ってあるじゃない？　昼から夜へうつっていくちょうどその間の空、お日さまはそのさきの空にうつっていく。そしてむこうでは朝が始まろうとしている。当たり前っていえば、当たり前なんだけど、そう考えると、みんな、つながっているって、なんかうれしいじゃない。でもぼくね、小さいときはあの暗くなりかかった空を見ると、なぜか泣きたくなったんだ。きれいだけど、こわかった。あの空は手のとどかない恐いものをかくしているような気がしてね。子どもって夕方よく泣くんだよね。あの空はおわりと始まりの色。悲しみと、ときめきがいっしょになってる色なんだ。今はぼく、そう感じるんだ。この気持ち、いままでどう表現していいかわからなかったけど、キキがケープを着ているとこを見たらわかったような気がする。子どものころ、うれしいのなかには、悲しいもある。生きていくにはそこを何度も通り抜けなければならないって、どこかで感じていたんじゃないかな。子どもにはその両方が見えてるのかもしれないね。だから泣きたくなる」

　サヤオさんは話しながら、なにかを考えているようでした。深く遠くを見つめている目です。ただのうかれた男の人かと思っているとぜんぜん違う表情にかわったりするのです。サヤオさんは、キキのケープ姿を見上げている、ジジとヌヌちゃんに気がつくといいました。

「そうだ、うっかりしてた。きみたちにもドレスがいるよね」

　サヤオさんはそばの引き出しをあけ、緑色とお日さま色のリボンを取りだすと、器用に手を動かして、ジジには蝶ちようネクタイに、ヌヌちゃんにはリボンに結びました。

「あら」

　キキはジジを見ました。それから小さい声でききました。

「ヌヌちゃんもいっしょに行くの？」

「もちろん、にゃあ」

　ジジがいいました。

「あらまっ、そういうこと。ちょっぴり重くなるけど……、しょうがないか、がまんしようか……」

　それから、ジジのそばぎりぎりに顔をよせていいました。

「そのかわり、その猫語と、魔女猫語をはんぱにまぜるの、どうにかしてよ」

「大丈夫。もうじき、猫語にするから」

　ジジも小声でこたえました。ありがたいことに、今のところ、それは魔女猫語でした。




　ファッションショーの当日になりました。

　準備があるからと、昨日のうちに、サヤオさんは出発していきました。

　キキは用意されたドレスがはいった大きな箱を虹にじ色いろの布でつつみ、ほうきの柄にしっかりと結びつけました。そのさきには小さなランプもさげられました。ジジとヌヌちゃんは準備おさおさおこたりなく、おしゃれをしてまっています。キキは力をこめて、大きく息をすると、ケープをはおりました。それから空を見上げました。空のはじのほうに雲があっても、まあまあのお天気です。サヤオさんの祈りは通じたようでした。

「どれどれ」

　はずむような声がして、オレくんの手をひいて、おソノさんが飛びこんできました。おしゃれがだいすきなノノちゃんも追いかけてきました。

「まあ、すごーい、オドロキ」

　おソノさんはちょっと後ろにさがって、目をまるくして、キキを眺めました。

「いいな、いいなあ。ちょっとさわってもいい？」

　ノノちゃんがそっと手をのばします。

「しゃらしゃらしてる。チリチリ　光ってる！」




「さ、出発しましょうか？」

　キキは、ジジとヌヌちゃんに合図をして、外に出ようとしました。

「あら、ジジ、その子猫ちゃん、お友達なの？」

　おソノさんがジジとならんでいるヌヌちゃんに気がついていいました。

「に」

　ジジが短い鳴き声をあげました。

「いっしょに、行くの？」

　ノノちゃんがききました。

「そうなの。お友達なのよね、ジジ」

　キキがからかうように、笑いました。

「ええーっ、いいなあ、わたしだってジジのお友達よ。連れてって、連れてって」

　ノノちゃんが足踏みしながら、キキのスカートをにぎりしめて揺すりました。

「うん、今度ね。特別バスにのっていこうね」

　キキはぱちんとかたほうの目をつぶりました。

　外にでると、キキは荷物の結び目を確かめて、ほうきにまたがりました。まってましたとばかりに、後ろからジジとヌヌちゃんが飛び乗ります。ほうきはすーっと空中に浮かび上がりました。ドレスのはいった箱が、ぷらんと揺れて、地上からはなれます。風をうけて、ケープがふわーっとひろがります。

「まあ、きれい。キラキラして、目があちこちしちゃう」

　下からおソノさんがいいました。

「そうかなあ、大こうもりみたい」

　ノノちゃんが口をいーっとまげました。




　しばらくはコリコの町の上です。

　キキはこのきれいなケープを、町の人に見てもらいたくって、なるべく低く飛んでいきました。ケープが、しゃらら、しゃらら、と鳴っています。その音に合わせるように、体を左右に揺らすと、しゃららん、とよろこんでいるような音にかわりました。頭の上を黒い布が通りすぎたので、おどろいて、頭をかかえてしゃがみこむ人がいます。ぼーっと上を見て立ちすくんでいる人もいます。

「なんだ、これは？」

　声を上げる人もいます。

「キキですよー」

　キキはさけびました。

「派手だね」

「お祭りでもはじまるのかい」

「ちょっと、出張でーす」

　キキは手をふりました。注目度ばつぐんです。

　ドキドキの種をまかなくちゃね。

　キキはいい気持ちで、ぐんっと高さをあげていきました。




　西の空にむかっておひさまがゆっくり沈みはじめました。キキは雲の間から射してくる、まぶしい光に、さよならするように、北にむかい、速度をあげました。

　このおひさまがコリコ湾のむこうに沈むころ、キキは海からはなれたビバビバ市の野外音楽堂におりたつつもりです。そのとき空は、ちいちゃなサヤオさんが泣きたくなったという、青と黒の境目の、不思議な色になっているはずです。おひさまの動きと、空の色の変化と、ビバビバ市までの距離、かわりばんこに頭に浮かべながら、キキは飛んでいきました。

　遠くに明かりが見えてきました。あたりはすっかり暗くなり、空だけが明るい色をのこしていました。ビバビバ市の上空はすっきりと晴れています。キキはジジがしずかなのに気がついて、後ろをふりむきました。するとジジとヌヌちゃんは房の上にならんですわって、緊張した目でキキを見つめています。

（そうだ。今日は特別のお客様といっしょだったんだわ）

　キキはぱんと手をたたいていいました。

「おふたりさん、さ、着陸態勢にはいりますよ」

「にゃごん」

　ふたりは声をそろえて返事をしました。

　キキはスピードをあげ、もっと上へのぼっていこうとしました。できるだけ高いところから、流れ星のように、一気に落ちていくつもりなのです。ところがなぜかほうきが反対にずるずると下にむかおうとします。キキは柄をひっぱりあげようとしました。でもさからうように下に行こうとします。

「どうしたの？」

　キキはほうきの柄を、ぽんぽんとたたきました。でもほうきはいうことをききません。キキはあせって、精一杯力を入れひっぱりあげました。汗びっしょりです。つられて大きく揺れるケープのはじが顔にぺたんとはりつきます。

　キキは柄に顔を近づけていいました。

「お願い、たのむから。あんたが、頼りなのよ。上にむかって」

　この言葉がよかったのか、ほうきは急に柄を上にむけはじめました。そして上へ、上へ、今度はぐんぐんと速度をましていきます。

「そう、そう、そうよ」

　野外音楽堂は町の中心にある公園のなかときいていました。

「電気を消しとくから、まるくって黒い広場がみえたら、そこが音楽堂だよ」と、サヤオさんはいっていました。でも、見えません。キキは目をこらして、さがしました。

「あそこじゃないの」

　ジジがいつのまにかキキの肩にのぼってきていいました。

「えっ、あれ？」

　広場どころか、スープ皿ぐらいにしか見えません。

「ぼくたち、相当高いところにいるんだよ」

（あそこまで、落ちていくのね……こんなに高いところまでとはたのまなかったのに）

　キキはほうきの柄をぽんとたたきました。

「たのむわよ。最後までしっかりね」

　キキはもう一度ほうきにいうと、柄のさきのランプをつけました。それと同時に、下のスープ皿でも、ちかりっと小さな赤いランプがつきました。サヤオさんからの合図です。

　ふーう

　キキは大きく呼吸をして、気持ちを落ち着けました。それでも体中に緊張がビリビリと走ります。

「なるべく不思議っぽくおりてきてね」

　別れるとき、サヤオさんはいいました。

　不思議っぽくとは、むずかしい注文です。

「たのむわよ」

　キキはほうきの柄をまたかるくたたきました。

　キキは速度を上げ、一気に落ちていきました。しばらくすると急に角度をかえ、斜めにすべるように走りました。後ろで、「みゃ」と息をのむ声がつづいて二つきこえてきました。ケープのなかを風が鋭い音をさせて抜けていきます。するときらきらと粉がこぼれるように光ります。キキは右、左と稲妻のように、空中を切り裂きながらおりていきました。下では赤いランプがくるくる回って、合図を送っています。するとそれにあわせるように、キキのほうきのランプもくるくると動きだしました。せっかくきれいにひろがっていたケープも、つられて変な動きかたを始めました。

「あのランプのまねしちゃだめよ。近づいたらこんどはサーカスのブランコ乗りのように、大きく揺れながらゆっくりおりていくのよ。見せびらかすようにね。たのむわよ」

　キキはほうきの柄をさすっていいました。でもほうきは、くるくる回ることをやめません。

「だめじゃないの。ちゃんということきいてちょうだい」

　するとジジの声がきこえてきました。

「キキ、ほうきが飛ぶんじゃないんでしょ。操縦士はキキでしょ」

「だって」

　キキは口にはいってくる風と闘いながら、声をはりあげました。

「だって、変なのよーう」

　その間も、ほうきはくるくる回りをやめません。よろこんでいるみたいに回っています。そのたびに、ケープはキキの体にまきついていきます。そして、キキもジジも、ヌヌちゃんも、ほうき自体もまきこんで、一本の大きなほうきの房のようになってしまいました。そしてまっさかさまに落ちはじめたのです。

「あっ、あっ、あ」

　キキはさけび声をあげました。その声が合図と思ったのでしょう。下では、ライトがぱっとつき、音楽が鳴りはじめました。それにむかってキキは落ちていきます。そのキキの目にはいってきたのは、ものすごい数のお客さんたちでした。コリコの町の三倍ぐらい……なんて、うそ！　十倍よりもっと、もっと！

　キキは下で手をさしのべているサヤオさんのそばに突き刺すように落ちると、そのままごろごろ転がって、やっととまりました。キキは首のところで結んでいたケープのひもをほどくと、芋虫のように、もそもそとはいだしました。

「にゃあ　にあ」

　苦しそうな声がケープのなかからきこえてきます。キキはあわてて、ケープのはじをもつと、さーっとひっぱりました。まだ明かりを落としている舞台の上で、ケープはきらきら光りながらひろがっていきました。同時に二匹の猫が飛びだして、キキの両肩に飛び乗りました。

　大きな拍手がわきあがりました。ぴゅーぴゅーぴゅーと口笛も飛んできます。

「キキ、お辞儀をしなくちゃ」

　ジジが耳元でどなりました。キキはうなだれて、頭をさげました。

「失敗しちゃった、失敗しちゃった」

　キキの全身にこの言葉が走り回りました。

　サヤオさんが近づいてきてプレゼントの箱をあけました。いままで蓋ふたにおさえられていたドレスたちがふわふわと動いています。それをかかえて、サヤオさんは舞台の後ろに走りこみました。すると、手品のように入れ替わって、おなじドレスを着たモデルさんたちが登場してきました。

　夕焼け色のドレス。明るい色からだんだんとうすく。日が沈んだすぐあとのあわい空色から、だんだんとつややかな濃い藍あい色いろへ。一番星がドレスの胸元で、ぴかりと光っています。怖いような黒々とした、夜の海の色。そして宝石をくだいたような星空のドレス。それを見ている人たちの頭の上にもおなじような星空がひろがっていました。やがて、明かりがすべて消されると、月色のドレスを着た人たちが、手をつないで舞台のはじを歩きだしました。足下からあわい照明があてられます。すると舞台の上に空からおりてきたようにまんまるのお月様ができあがりました。そして、まだ舞台のまんなかで顔もあげずにしょんぼりとしているキキを浮きあがらせました。

　いつの間にか、音楽はとまっていました。

　しーんと静かです。

　それは夕暮れと、夜の間の不思議な時間のようでした。

　しばらくして、また拍手がわきあがりました。キキはびっくりして顔を上げると、ジジとヌヌちゃんをだきかかえ、ぺこりとお辞儀をして、逃げるように舞台の後ろに走りこみました。まんなかにはほうきが、一つ、ぽつんと取りのこされました。お客さんの拍手はまだつづいています。

「これはたんなるドレスのショーとはいえませんね」

「美しい時間を着るドレスっていうんでしょうかね」

「それにしても、それにしてもですよ。あの魔女が着ていたドレスの黒、じつに味わい深い色でしたねえ」

「黒なのに、なんかたくさんのものをかくしているような」

「昔、昔の色っていうのですかなあ……」

「ああいう夜が昔はありましたね」

　客席ではこんな言葉がかわされていました。

「キキ、ほうき、ほうき」

　ジジがさけびました。

「わすれちゃ、かえれないよ」

　キキは立ちどまり、回れ右すると、舞台にもどり、ほうきを手にとりました。

「わー、魔女さーん、飛んで。もう一度、飛んで。さあ、さあ、さあ」

　お客さんたちは拍手といっしょに、さけびはじめました。

　拍手におどろいてキキは、いきなりほうきにまたがり、飛び上がりました。それを追って、ジジとヌヌちゃんがほうきの房にしがみつきました。キキははやくどこかにかくれたくって、ぐんぐんと高い空へとのぼっていきます。星だけがきらめいている真っ暗な空へむかっていきました。




　つぎの日、キキはサヤオさんに、あやまりの電話をかけました。

「ごめんなさいですむことではないけど、あんなおりかたしてしまって。お客さんにせっかくのケープもちゃんと見ていただけなくって……」

「とんでもないよ。大成功だったんだよ。なにしろキキの魔女ドレスが評判でさ。あれもぼくの作品だと思ったらしい。ぼくとしては、ちょっと落ちこむけどね。キキのドレスがあったから、ほかのもきれいに見えたんだよ。おばあちゃんが、魔女といっしょにくらす町って、いばってたけど、その意味がわかった。見えないけど、なにかあるんだね。それを見ようとする気持ちに魔女さんがさそってくれるんだ。ぼくもコリコの町に住もうかな。魔法のおすそわけがほしい」

　サヤオさんはふふふっと笑いかけ、あっと小さくさけびました。

「おすそわけはぼくがあげなきゃいけないんだよね。ごめん。自分のことばかり考えて。まったく、はずかしいよ」

「そんなこと、ご心配なく。わたしとしては、失敗だったんですもの」

「おや、君、おかあさんに似てきたの？　アトズサリ派になっちゃったの」

「あら」

　キキは笑いだしました。

「それじゃ、今に大きなおすそわけをお願いするかもしれないわ」

「もちろん、いいよ。でも、それ、なに？」

「わたしの結婚式のドレス」

「えーっ、もう決まってるの？　だれ、お相手は、だれ？」

「ふふふ」

　キキは笑いながら、「じゃ、またね」といって受話器をおきました。




　それから数日後、キキから来た手紙を前に、学校の研究室でとんぼさんがつぶやいていました。

　目の前の飼育箱には、バッタが二匹はいっています。

「なんかさあ、サヤオさん、サヤオさんって……さりげなくいってるけど……あっちは、にぎやかそうだね」

　それからとんぼさんは、箱からバッタを取りだしました。足をもたれたバッタは前足をあわせて、ぴょこぴょことお辞儀をしました。それを見て、とんぼさんは、またつぶやきました。

「やっぱり、君のようにおがみポーズもたいせつなのかもしれない」







　８　魔法のとまり木







　サヤオさんがビバビバ市にもどったあとも、ジジは毎日のように、夕日館に、ヌヌちゃんを訪ねていきました。それもキキが、あら、今ここにいたのにと思ってると、もう姿を消しているのです。

「魔女猫、首にしちゃうから」

　キキは不満なのです。こそこそかくれて行くなんて、許せない気持ちです。その上、ジジの言葉づかいがますますおかしくなってきたのです。ジジの言葉は、ふつうの人にはただの猫鳴き声にしかきこえません。でもキキにはちゃんとその意味がわかります。このような言葉のやりとりは、魔女と魔女猫のあいだだけの魔法ともいえるものでした。

　ところが、このごろはジジの話す言葉が半分ぐらい魔女猫言葉ではないのです。ふつうの猫言葉まじりなのです。たとえば……

「にゃごにゃ　おソノさんにゃ　にゃごう　お店にゃ」という具合です。これは、「おソノさんのお店がこんでるから、お手伝いに行かなくてもいいの？」といっているのです。長年のつきあいですから、キキにはこれでも通じます。でもキキはジジの心の半分がどこかへ行ってしまったようで、さびしいのです。

「キキはこのところ、ジジの言葉がわからなくなったっていうけど、わたしには今までとおなじようにきこえるけど……」

　おソノさんがいいました。

「でも、かわっちゃったのよ。ふつうの猫言葉がまだらにはいっちゃって、わたしにも、半分ぐらいしかわからないの」




　キキはひとりでおとどけものに出かけることが多くなりました。

　でも変になったのはジジの言葉だけではありませんでした。ビバビバ市のショーのあと、キキのほうきもおかしくなりました。のろのろしている上に、高く飛ばなくなったのです。ふつうの家の屋根よりちょっと高いところから上にはのぼっていきません。それでコリコの町の時計台や、背の高い木、郊外に建ちはじめた大きな建物なんかは、よけて飛ばなければなりません。ジジの言葉とおなじに、つかいものにならないというのではないのですが、とても時間がかかります。

「かんじんのときに、力をだしてくれなきゃ、安心して乗れないじゃないの」

　長い付き合いなんだから、わかってくれてもいいのにと、キキはついいらいらしてしまいます。

「キキの体重がふえたせいじゃないの？」

　ジジはいじわるをいいます。

　町の人たちは、「キキが身近に見えていいわ」といってくれます。でもこのままではどんどん低いところしか飛ばなくなるのではないかと、これまたキキには不安の種なのです。

　とんぼさんに手紙を書いたら、こんな返事が来ました。


　　「それはもしかすると、季節と関係あるかもしれないよ。気圧と浮力は関係あるからね。僕がデータを集めてあげよう。でも、魔法にデータなんておかしいかもしれないよね。それでは応急手当として、ずっと昔、ふたりで工夫したふうせんお散歩方式、これを一時採用してみてはいかがでしょう。ふうせんの浮く力に助けてもらうんだ。今度、帰ったら、もっといい方法を考えてあげるね。いずれにしろキキのせいではないから、心配することないよ」



　キキはすこし気持ちがらくになりました。でもサーカスでもないのに、十九歳になった魔女がふうせんをいっぱいつけて飛ぶなんてはずかしい。もしかしたら飛ぶほうはとんぼさんの得意分野の科学的現象にすこしは関係あるかもしれません。でもジジの言葉のほうはどうでしょうか？　これは明らかに、恋の問題です。とはいえ、おめでとうと、かんたんにいうわけにはいきません。いずれにしろ、キキには憂ゆう鬱うつなことでした。

　キキはコキリさんに手紙を書きました。


　　「かあさん、とっても変なのよ。わたしの世界がね、かるい病気にかかってしまったみたいなの。ジジとけんかしたわけでもないのに、ふたりの言葉がね、こんがらがっちゃってて、ときどき通じないことがあるの。これは魔法に変化がおきたせいではなく、ジジに恋人ができたからだと思うのだけど。ジジがわたしのことなんか、わすれたみたいなんですもの、さびしくなっちゃうの。それなのにぬけぬけと今にちゃんとした大人の猫語を話せるようになりたいなんていうのよ。こんなに平気でわたしを無視できるなんて……。

　　　でももっと大きな問題はね、ほうきのことなの。もしかしたらこれはわたしの気持ちの問題かもしれないのだけど。ほうきがね、高く飛ばなくなってしまったの。一所懸命柄を上にむけてもだめ。低いところを、赤ちゃんみたいに這はい這いして飛ぶのよ。かっこわるいったら。いったいどうしちゃったのでしょう。かあさんにも、こんなことおきたことある？」






　昔、コキリさんはよくほうきをみがいていました。

「こうしてさすっているとね、しみじみ思うの。ほうきだけでは飛ぶことはできないけど、こんなのがあったらいいなっていう人の願いが形になって、物はこの世に生まれてきたのよね。それはおなべも、ヤカンもみんなおなじよね。これ、魔女の魔法とおなじだと思う。魔女も人の願いから生まれたんですもの」

　コキリさんがこんなふうにいうたびに、「また、またあ……かあさんって、どうしてお説教っぽくしか、ものをいえないのかしら」とキキは思いました。でも今、コキリさんの言葉を思い出しながら、ほうきの力が半分になったとしたら、キキの力のほうも半分になってしまうかもしれないと不安なのでした。

　一年前、コキリさんが重い病気にかかり、意識を失ったとき、コキリさんのほうきが白い線を描いて、青い空のかなたに影のように飛び去っていくのを、キキは見たような気がします。そのときコキリさんのなかからも、なにかが飛び立っていったように思いました。

　そのあとすぐコキリさんはくすりぐさの力に助けられて、意識を回復しました。でも病気がすっかりよくなっても、コキリさんの足はめっきり弱くなってしまいました。ほうきで飛ぶのは案外力がいります。飛び上がるとき、ぽんと力を入れて地面をけったり、着地のときにも足に負担がかかります。コキリさんはしだいに空を飛ばなくなりました。ほうきの代わりに杖つえをついて歩くこともあります。今でもほうきはちゃんとコキリさんの家の居間の柱にかかっています。空に飛んでいってしまったわけではないのです。ではあの白い影はなんだったのでしょう。魔法はほうきにあるのではなく、魔女にある……どうもそう簡単に分けられるものでもないような気がするのです。

「かあさん、飛ばないと、さびしくない？」

　キキはこうきいたことがありました。

「うん、ちょっとね。わたしの命を助けようとして、ほうきもつかれてしまったのかもしれないわ。きっとお休みしてるのよ。まさか、これでお別れじゃないと思うんだけど……。問題はね、わたしのほうにあるのかもしれない。もうたくさん飛んだもの。なにかができなくなっても、なにか他のことができるようになるかもしれないじゃない。これからかあさんの年にふさわしい魔法が生まれるかもしれない。それをまってみようと思って」

　コキリさんはいいました。

「かあさん、それはなんだと思う？」

「さあ、わたしにもわからないわ。でもたのしみじゃない。わたしはこう見えても魔女のベテランですからね、そのときは、ぴっ、あっ、これだってわかるかもね。おばあちゃんがよくいってたわ。年をとるとね、なにかを見つけるのがたのしみになるって」

「じゃ、わたしもたのしみにまってる。ぴっときたら、すぐ教えてね」

　ふたりの会話をきいていた、オキノさんがいいました。

「ぴっ、なんてかるくいっちゃいかん。あまく見てはいかん。魔法って、もっとしぶといはずだ」




　キキがコキリさんにだした手紙の返事は、オキノさんから送られてきました。


　　「キキ、今日、とうさんは図書館で本を探していた。君が、コキリさんに送った手紙のことを考えながらね。そしたら、『魔法の闘い』という本が目にはいった。古い本でね、元の本は三百年ぐらい前に書かれたものだよ。そのころから、魔法はいろいろ問題をかかえていたんだね。

　　　こんな見出しがあった。

　　『魔法の逃亡』『魔法のかくれみの』『魔法の体内時計』……

　　　そのなかに、『魔法のとまり木』というのがあった。それにはこんなふうに書かれていた。

　　『魔法のとまり木』は、『魔法の逃亡』とは違う。『魔法の逃亡』は外から加えられる大きな力に耐えられなくなって、魔法が逃げ出してしまうことをいう。たとえば、人や、自然界のさまざまなものを傷つけるために、魔法をつかうようにと命令する力、それがあまりにも暴力的な場合、魔法は逃げ出してしまうんだ。このときはもどってくることは、まずないらしい。

　　　それに比べて、『魔法のとまり木』というのは、外からの力ではなく、魔法が自分でおこすものらしい。魔法の力をかるく見られたり、まるで自分の持ち物のように扱われたり、見せびらかされたり、また魔法がなんとなくつかれてしまったりしたとき、魔法は、俗にいう、『イヤケガサス』という状態になるらしい。すると勝手に休暇をとったりするようだ。天と地の境目あたりに、『魔法のとまり木』というのがあってね、その木にとまって、おなじような仲間と愚痴をいいあったり、ときには寝たりおきたりして、うつらうつらと過ごすらしい。すっかり寝てしまうと、持ち主が、魔法を失ったと思ってあわてるからね。地上に、魔法の力はすこしのこしておくらしい。そして、イヤケが回復すれば、もどってくるといわれている。キキの魔法もすこし、『イヤケガサス』状態にあるんじゃないかな。低くても飛んでるんだから、『逃亡』したとは思えないからね。多分休暇をとっているんだよ。キキも低く飛ぶのは、おもしろいって、あたらしい魔法と出会えたような気持ちでいたらいいよ。おっとりと、やさしい気持ちでくらしなさい。もどってくるさ。三百年前からいわれているんだから、そんなに心配することはないよ。

　　　それからジジのこと、ちょっとのぼせてるんだよ。大丈夫。




　　　キキへ




オキノより」






　キキは、夕日館のおばあさんの、おどかしてやろうなんて、「品のないことよ」といった言葉を思い出しました。もしかしたらキキのなかの魔女の品をとめていたネジが、すこしゆるんでしまったのかもしれません。

　キキは自分の魔法が、空のかなたのとまり木でうつらうつらと揺れている様子を想像しました。

　わたし、イヤケガサスほど、ひどいことしたかなあ。魔法ってずいぶんかんたんにおへそをまげちゃうのね。

　キキはすこし文句をいいたい気持ちにもなりました。

　とんぼさんの気持ちも、きっとどこかのとまり木にとまって、うつらうつらしているんだわ。もしそうだとしたら、目覚まし時計でも送ってあげなきゃ。

　キキはなんでもとんぼさんにつなげないではいられないのです。




　とんぼさんからはがきが来ました。それを見たキキの目がつんととがってきました。宛あて名なが、キキではなく、「ジジへ」となっていたからです。

「ジジ、あんたに、はがきよ。とんぼさんから」

　キキはぶっきらぼうに、ジジの目の前におきました。

「えーっ」

　ジジはおどろいて、のぞきこみました。

「わからないにゃあ。とんぼさん、ぼくが字を読めないこと知ってるのに」

「あら、読めるときもあるじゃないの」

「このごろキキは言葉っていうといじわるっぽくなるんだから……知らなかったっていうの？　キキが読むでしょ、それでぼくがわかる。そういう順番だったじゃないか」

「でも、宛名はジジだから、わたしがさきに読むわけにはいかないわ」

　キキはそっけなく、顔をそらしました。

「そんなこといわないでよ。ただでさえぼくたちの言葉、このごろ、こんがらがっているんだから」

「こんがらがらせてるのは、だれかしらね。じゃ、いいわ……読んでさしあげよう。特別サービスよ」

　キキはじらすように、ゆっくりとうなずいて読みはじめました。

「ジジ、爪をかんではいけませんよ」

　いきなりこんな文章から始まっています。

　キキは「あれっ」って顔をしました。ジジはあわてて前足を丸めて、爪をかくしました。

「とんぼさんの眼鏡って、こんな遠いとこまで見えるのかなあ」

「ジジ、さては、爪をかんでいるのね」

　ジジはだまって下をむきました。

　とんぼさんの手紙はつづきます。


　　「猫の爪はとんがっているものだよ。丸くしたら、猫とはいえない。やさしい猫になりたいからって、かじったらいけない。猫はとがってる爪をちゃんとかくすことができるんだからね。このごろ、キキと言葉がうまく通じないってきいたけど、ジジの言葉、もしかして猫なで声になってるんじゃないの？　自然がいちばん。ジジらしくありのままに生きるのがいちばんだよ。弱気にならずに、おたがいがんばろうぜ、な。じゃ、バイバイ」



「『おたがいがんばろうぜ』だって……なに、これ……」

　キキはおもしろくなさそうに眉まゆをひそめました。

「ぼくには、なんとなく、わかる」

　ジジが自分の爪をしみじみ見ながら、ぽつりといいました。

　森に住んでいるモリさんからも手紙が来ました。モリさんはコリコの町からはなれた森のなかでお店をやっているキキの遠距離親友です。キキはいそいそと封を切ります。


　　「キキ、お久しぶり。一年ぶりかしら。ところでほうきの調子がおかしいんですって？　おっとおどろかないで。わるいけど、キキのことなら、なんでも知っているのよ。うちのヤアくんと、パン屋のノノちゃんは、あいかわらず仲よしさんでね。ノノちゃんが十日にいっぺんはヤアくんに手紙をくれるのよ。ヤアくんはあの調子だから、あまり返事をださないようだけど。ときどき電話で怒られてるから。でもあのふたりは今もって不思議なふたりです。

　　　キキ、少なくとも、ほうきは飛んでいるんでしょ。どっかに行っちゃったならともかく。気にしない、気にしない。それは自然なことじゃないの。

　　　わたしだって、気にしたらきりないわ。なにしろおひさまのご機嫌にまかせて、くらしているんだから。今年はトウモロコシがぜんぜん穫れなかったの。おおかた虫さんのごちそうになっちゃったのよ。これってトウモロコシのせいじゃないわ。虫さんだっていいときがないとね。おかげで、当店人気のトウモロコシせんべいがつくれなくって、とんだ収入減。

　　　ノラオさんがね、あの例のノラオさんよ。あいかわらずキャベツ作りをしているんだけど、ときどき森の草の間から、ふらっとあらわれるのよ。そしてうちの小さい畑になにか植えてってくれるのよ。でもすぐ帰っちゃうから、育てるのはわたしなんだけど。そのなかの名なしの権兵衛野菜ちゃんが大きく育ってね、根元の赤いところをジャムにしたら、大成功。それがきれいな赤い色。はにかんでいるような薄い赤なの。とっても人気で、ずいぶん売れたの。できることを、できるだけしようとすれば、なにかが飛びだしてくるのね。これは当店の不思議です。モリはそう思いました。

　　　ノラオさんて渡り鳥みたいな人だけど、ちゃんともどってくるのよね。思いがけないおみやげをもってさ。当てにはできないけど、頼りにもなるノラオさんにも支えられて、わたしの小さな森のお店、二年目をむかえました。

　　　とんぼさんはあいかわらずお元気？　あいかわらず元気ってとこがいいわよね。

　　　たまにはキキにあいたいな。

　　　じゃ、元気でね。心配はなしよ。　　モリより」






　キキは手紙をたたみながら、ふっと笑うと、目をあげて、遠くを見つめました。いろいろなことが、キキのなかでかけめぐっていきます。

　モリさんも、みんなも、あいかわらずなんだ。あいかわらずってすてきなことなのね。モリさんはいつも頼りになる人！




　二年前、とんぼさんと雨傘山で見たアカミちゃんのような、まっかなとんぼが山からおりてきて、町のあちこちに群れをなして飛びはじめました。赤い羽をお日さまの光できらめかして、並木の細い枝の間を器用によけながら飛んでいきます。

　上手だなあ！

　キキはつくづく感心してしまいます。このよけ飛びが、今のキキにはうまくできないのです。ほうきが高く飛んでくれないので、工場の煙突や、時計台、高い木などをキキもよけて飛ばなくてはなりません。目立って高いものはいいのですが、なれない場所にたまたま高い木などがあったりすると、ついつい足をひっかけてしまいます。小さかったとき、飛ぶ練習をしていて、よく擦り傷を作ったことを思い出しました。

　種にするために畑にのこしておいたくすりぐさを刈り取って十五夜の月明かりのなか、家に運んでいるときも、まがりそこねて高い木にぶつかってしまいました。危うく衝突寸前で飛び降りたジジはあまりのことに腰を抜かし、道にすわりこんで、「にゃぎゃ　にゃぎゃ」とわけのわからないさけび声をあげました。このところ二つの猫語をやっとなんとかつかいわけるようになっていたのに、もうごちゃごちゃでした。キキのほうは左の肩を思いっきりぶつけて、打撲。それに転がったとき、鼻をすりむき、膝ひざもぶつけました。いまだにほうきの柄を強くにぎれません。

「ほうきより、杖つえがいりそうだね。いくら気持ちの未来が見えないからって、目のさきぐらいはちゃんと見てくれないとね」

　ジジは心配そうな顔をしながら、それでもちょっぴりいやみをいいます。口惜しいことに、こういうときはちゃんとした魔女猫言葉になるのです。

　しばらくすると、鼻のさきに赤いかさぶたがちょんとつきました。

「お豆みたいだ」

　おソノさんちのオレくんが、おおげさに手を口にあてて、笑いをこらえてみせました。おソノさんだって、ノノちゃんだっておかしくってたまらない様子です。

　そんな失敗つづきのキキを見て、町の人たちも気の毒そうにしながら、でもどこかでおもしろがっているみたいなのでした。

「つい、ぽーっとなっちゃったのね」

「たまにはうきうきもありですよ。悲観することないわ」

「でも、キキにはもうお決まりさんがいるってききましたけど」

「ええ、そういううわさですねえ」

「でも、お相手のかた、このところあまり姿を見ませんねえ」

　こんなおしゃべりが、キキの耳にもはいってきました。

　なんとかしなくちゃ。このままじゃはずかしい。練習したほうがよさそう。いつ魔法がとまり木からもどってくるかもしれないから準備もしとかなくっちゃ。これじゃ十三のときの、あかちゃん魔女に後もどりしちゃってる。なさけないったら！

　キキは赤とんぼを見て、刺激されました。

　ほうきをかくすようにかかえて、キキは家をでました。森に着くとすぐほうきにまたがり、頭を柄に近づけるように体を低くすると、足で地面をとんとけりました。すっかり葉を落とした森には、明るい光がさしこんでいます。キキはゆっくり飛びはじめました。なにも考えずに、目の前をよく見て、右へ、左へ。なるべくなめらかな曲線をかくようにして、木の幹をよけていきます。のびている枝をくぐったり、ときには飛びこしたりして、つぎつぎあらわれる障害物を注意深くよけながら進みました。それでも枝をばらばらとはじいて、ほっぺたにあたったりします。ひりひりと痛いところがあちこちできても、キキはがまんして飛びつづけました。

　しだいによけ飛びが上手になっていきました。でもほうきの柄はまだ上をむいてくれません。森はまだまだつづいています。どのくらいたったでしょうか、キキは、「あっ」と、顔をあげました。あわてておりて、あたりを見回しました。いったいここはどこなのでしょう。夢中になっているうちに、キキは迷子になってしまったのです。いつもなら、さーっと空の高いところにのぼっていけば、迷子はおわりです。コリコの町の時計台のさきがちょびっとでも見えれば、家に帰れます。

　どうしよう……。

　キキは体をぐるりっと動かしました。冬をむかえようとしている森はほかほかとしたあたたかさにつつまれていました。足下には落ち葉があつくつもっています。太い毛糸でぼこぼこ編んだ敷物のようです。キキはさそわれるように腰をおろすと、なるべく遠くに手をのばし、落ち葉を集めると、投げだした足の上にかけていきました。それから寝ころんで体の上にもかけ、顔だけのこして落ち葉に埋まっていきました。耳もとで、落ち葉が小さな音をたてています。

　カサリ　コソリ　カサリ　コソリ

「落ち葉がおしゃべりしてる」

　キキはつぶやきました。

　木の葉は、春に芽をだし、夏には重なりあうように茂り、秋になると色をかえ、かさかさになって落ちていきます。そして一年の命をおわるのです。でも、この「カサリ　コソリ」をきいていると、長かった仕事をおえて、みんなでたのしいないしょ話でもしているようです。

　キキはこどものとき裏山で、茂っていた草にくるまってあそんだときのことを思い出しました。そのとき、土のなかから、「くしゅん」ともぐらのくしゃみの音がきこえてきて、コキリさんの「くしゃみの薬」をとどけたことがありました。そのときもぐらとお話をするようになったのです。

　落ち葉は音をたてつづけます。

　キキは音にあわせて、口を小さく動かしました。





　　　カサリ　コソリ　カサリ　コソリ

　　　あなたの　ひみつ　カサリ　コソリ

　　　ひみつは　一つないとね

　　　実のまんなかの　種みたいに

　　　カサリ　コソリ　カサリ　コソリ






　思わず口をついた言葉です。秘密、秘密ってなんでしょう。魔女、キキにも一つあるのでしょうか……種のような秘密。見上げると、はだかん坊の木の間に、青い、青い空がひろがっています。

　あーんな、高いとこ、いつも平気で飛んでいたんだけど……キキは思いました。

「キキはコリコの空についたブローチだね」

　だれかがいってくれたときのことを思い出していました。




　日が傾いてきました。

　キキはぬくぬくとした落ち葉のなかから、ゆっくりと立ち上がりました。

「そうだわ。南に行けばいいのよ。南に行けば、海にでる」

　あの十三歳の旅立ちの日、キキはそう思ってコリコの町まで飛んできたのです。

　キキはほうきにまたがり、顔を夕日にむけると、左手をあげました。そして体を手のほうに傾け、木の間をぬって飛びはじめました。




　その年もあとわずかという日の夕暮れ、コリコの中央駅におりたった男の人と女の人のふたり連れがありました。男の人は黒のコートから緑のチョッキをのぞかせ、手には大きな旅行カバンをさげています。女の人のほうはコートの胸に、貝殻のブローチを光らせ、手には小さな花束をかかえていました。

「おや、町長さん、ご旅行でしたか？」

　改札口で駅長さんが、声をかけました。

「ぎゅう」

　町長さんとよばれた男の人は、なにかに踏まれたような声をあげ、体をのけぞらせました。でもとなりの女の人はにっこり、「そうよ」とうなずくと、「新婚旅行にね」と小さい声でいいました。

　駅長さんは棒みたいにきをつけして、口をぱくぱくあけたりしめたり、あわてて手を帽子のところまであげると、やっと「それは、それは」といいました。

　駅のなかには大勢人が歩いていました。でもこの三人に気がつく人はありませんでした。

　でもそれから三十分もしないころ、キキがパン屋さんの手伝いをしていると、駅長さんが飛びこんできました。

「キキ、キキ、お願いだ。これをほうきにさげて、明日の朝、町の空を飛んでおくれ」

　駅長さんは手にもっていた旗をひろげました。

　そこにはこんな文字が書かれていました。

「ご結婚おめでとう。町長さん、ウイさん。おしあわせに」

　そしてハートマークが二つ。

「なんですって！」

　おソノさんがさけび声をあげました。キキは思わず両手をにぎりしめました。感激で胸がもういっぱいです。

「新婚旅行から帰ったところに、ばったり出くわしましてね」

　駅長さんは得意そうにいいました。

　パン屋さんのなかは大騒ぎになりました。

「おめでたいこと」

　だれかがいいました。

「ほんとうに、うれしいじゃないの」

「あの子どものように若かった、町長さんがねえ。一人前になって」

　パンをかかえたおばあさんが涙ぐむようにいいました。

　おソノさんがキキの耳元でいいました。

「キキ、やったじゃないの。成功ね」

「でもこっそりかくれるようにしなくてもいいのに……」

　キキはちょっと不満です。

「照れ屋の町長さん、いいかげんにしてくださいよ。自分のこととなるとなんにもいえないんだから。まったく、もう」

　だれかがいいました。おなじようにちょっぴり不満なのです。

「でも、必要なことをきちんというお嫁さんを見つけてくれて、安心だわ」

　このパン屋さんから始まった騒ぎは、つぎつぎつたわって、その夜遅くにはコリコの町のラジオから特別ニュースとして流されました。

　そしてつぎの朝早く、キキは旗をほうきの柄にしっかりと結びつけて、ジジをつれて、町中を飛びまわりました。あいかわらず高く飛ぶことはできませんでした。でもお知らせの役目には、この低空飛行は字がよく見えてよかったようです。ひととおり町のなかを回ると、キキは花束を買って、町長さんの家にむかいました。

「いやー。お世話になりっぱなしですな。キキちゃん」

　町長さんははずかしそうに、でもウイさんの肩をしっかりとだきながらいいました。ウイさんはかたほうの目をぱちんとつぶって、「コリコの町の魔女さん、コリコの町の町長さんをこれからもよろしくね」といいました。




　ライちゃんから手紙が来ました。


　　「キキおねえさん、ご報告です。わたしはわたしの町を見つけました。一目見てここだって思いました。オリリという小さな町です。でもにぎやかなところです。近くにある温泉に行く人が通るからです。わたしはここで『ライちゃんの水玉スープ』を売るつもり。あったかスープと温泉、うまくいきそうでしょ。こんど遊びに来てください」



「おねえさんだって、わたしのこと……」

　キキはちょっと照れて、肩をすくめました。

「あとは味だけだね。問題は」

　ジジはつぶやきました。







　９　まんまるの気持ち







　キキはベッドからすいっと足をのばして、床に立ちました。足のうらに凍るような冷たさが伝わってきます。窓のむこうはまだ真っ暗です。キキはジジをおこさないように、足をしのばせて歩き、すばやく顔を洗うと、頭にいつものリボンを結びました。タカミ　カラさんのコンサート事件以来、つかわなかった口紅をだしてうすく塗りました。それから鏡のなかをのぞくようにして、人差し指で赤くなった唇をそっとさわりました。じっと、じっと自分の顔を見つめます。口をきゅっとつぶってから、うんぱとあけ、斜めにむいて、最高にすました顔をしてみせました。

（これでよし）

　キキは大きくうなずくと、洋服をするりと着、柱にさがったほうきを手にとりました。きつく柄をにぎって、深く息をつき、目をつぶります。

（お願い。ずっと前から決めていたことなの。かなえてちょうだい。今日だけでいいから、とまり木からおりてきて、高く飛んで。頼むから『イヤケ』はちょっとの間、お休みにしてよね）

　キキはつぶやきました。外にでると、冷たい空気が一気にキキをつつみます。思わず首をすくめ、でもそのときにはもうほうきにまたがり、両足でぽーんと地面をけっていました。キキはほうきの柄のさきを、遠くに光る北の星にむけました。

「わたし、二十歳になったのよ」

　キキはつぶやきました。今日、二月二日は、キキの誕生日なのです。

　キキはずっと前から、二十歳の誕生日には、空の高いところ、そう、キキが飛べるいちばん高いところまでのぼって、二十歳はじめての朝が始まるのを見ようと、決めていたのです。

（今日は二という数字が三つもつく日よ。幸せな二十歳にしなくちゃ）

　キキが生まれた二日がすぎると、すぐに立春です。暦の上では春が始まる日です。キキはちょうど冬がおわり、春がはじまる境目のときに生まれたのです。コキリさんはこの日に女の子が生まれたことに、運命的なよろこびを感じました。不思議の存在である魔女はなにかの境目ととても関係が深いのです。光と闇、天と地、天と海の間、このように見えるところと、見えないところの境目から不思議というのは、生まれてくるといわれていたからです。魔女の魔法の生まれてくるところもおなじです。

　ふと気がつくと、ほうきはぐんぐんとのぼっています。飛んでいます。飛んでいます、高く、高く。星空が近づいてきました。冷たく澄んだ空に、氷をくだいたような星が、チリリ、チリリと光っています。その下には、星空をさかさまにしたような、コリコの町の光が遠く見えます。そのさきに深い藍あい色いろの海がどこまでもひろがっています。と、とつぜん、東のはじで水平線がすーっと線をひいたように、白い色に変わりました。暗い夜が光の朝にかわろうとしているのです。キキは顔を上にむけ、お誕生日のケーキのローソクを消すように、一つ、一つ、星に息を吹きかけていきました。

　海の上の白い線は、あたりをすこしずつ明るくしていきます。そしてやがてその線がオレンジ色にかわると、空は一気に青さをましていきました。目の上の星も、コリコの町の光も、しずかに消えようとしていました。それはキキの十代がしずかに去っていくようでした。

「わたし、二十歳になったの」

　キキは大きく口をあけて、さけびました。

　ひとりだけのお祝いです。でも体が、どこまでものびていくようなうれしい気持ちでした。

　すると下のほうから、返事をするように、鳥の声が、ピチリ、ピチリときこえてきました。

　キキは朝日に、まぶしそうな目をむけて、ゆっくりとおりていきます。

　ほうきはちゃんと飛んでくれました。たっぷり休んで、もどってきてくれたのでしょうか。それともお誕生日の贈り物として一時帰宅のつもりでしょうか。いずれにしろご機嫌はよさそうです。

　キキは途中でとまり、目の下にひろがるコリコの町を、右から左へ、ゆっくりと眺めました。

　それからキキは両手を大きくひろげ、深く息をすいこみました。




　家にもどると、とんぼさんから手紙が来ていました。


　　「キキ、お誕生日、おめでとう。

　　　あーあ、この日に、ちゃんとお祝いがいえてよかった。

　　　ぼくのことだから、また遅れたり、早すぎたりするんじゃないかと、一週間も前から落ち着かなかった。二月二日、ちょうどその日に、手紙が着くように、郵便局の配達時間なんて調べたりして……ちょうどそのときって、なかなかむずかしいんだよね。なんてね。こんなところで自慢なんかしてる……。

　　　でも、でも、おめでとう。

　　　二十歳になったんだね。ぼくより一つ下。ぼくは一足さきに、この世にきて、キキの来るのをまっていたといいたいんだけど……。でもきっとまっていたんだ。そう想像すると、うれしい。

　　　学校の物置小屋のすみで、猫の赤ちゃんが五匹生まれた。母猫は俗にいう、野良ちゃんなんだけど、赤ちゃんのことがかわいくってたまらないんだね、ぼくたちがのぞくと、とられちゃうんじゃないかと警戒して、ものすごい勢いでうなるんだ。でもチビ猫たちはほんとうにかわいい。目をぱっちりあけて、見つめられると、こんなかわいいものが、この世にあるかと思ってしまう。その目をさらにじっと見ているとね、去年の秋、卵から一度にかえって、ぼくの部屋をうじゃうじゃと占領したカマキリの赤ちゃんと不思議なくらいおなじ目をしているのに気がついた。あの目は自分の生まれた世界を信頼している目だよ。でもね、そのなかにちょびっと不安もはいっている……ような気がする。赤ちゃんって文句なくかわいいけどね、でもそれだけじゃない。もう知っているんだよ。生きるのはよろこびだけど、そのなかには哀しみもあるって。でもその哀しみのなかにも、よろこびがあるんだよね。二十年前のキキもきっとおなじ目をしていたんじゃないかな。そしてすばらしいことに、今でもその輝きを失っていないよ。

　　　一年さきに生まれたお兄さんのぼくは、とってもうれしい気持ちで、キキのお誕生日に、おめでとうをいいます。もし、十年さきに生まれてたら、会えなかったかもしれないものね。幸運としかいいようがないね」



　キキはちょっと目をつぶりました。やさしい手紙でした。いつものことだけど、とんぼさんのやさしい言葉は昆虫や動物経由でないと、キキのところまでやってこないのでした。でも必死で自分たちの世界を見ようとしている、とんぼさんの気持ちはよくわかりました。

　手紙はまだつづいています。


　　「春になれば、ぼくもいよいよ卒業です。仕事を探さなければなりません。いろいろ夢があります。今度会ったとき、話します。帰る日が決まったらすぐ知らせるね。ワクワクしてきたぞ。

　　　もう一度、おめでとう。二十歳の魔女さん」



　キキは手紙をにぎりしめました。ジジにさきをこされていた、「未来を語る場所」が、キキにもすこし見えてきたようです。




　もうすぐ春分の前の満月の夜がやってきます。くすりぐさの種のおきよめをする夜です。

「どうか晴れますように。まんまるの月の光をあびてできますように」

　キキはその夜をまちながら、しきりにお天気のことを気にしていました。

「ジジ、おしゃれがしたくなっても、顔がかゆくなっても、顔をなめちゃだめよ。猫が顔をなめると、雨になるっていうでしょ。だからがまんしてよ。こんどのお清めはね、二十歳記念の特別なお仕事なんだから」

　キキは、ジジがそわそわしてヌヌちゃんのとこに行きそうになると、いいました。その前には決まっておしゃれのために、顔をなめるからです。

「どうして」

　ジジはぶーっとふくれていいました。

「そんなの猫の勝手でしょ。雲がでるのも、雲の勝手。雨が降るのも、雨の勝手。ぼくのせいではありません」

「だから、おねがいするのもキキの勝手でしょ」

　キキはまけずにいいかえしました。

「そういうことです。わかってればいいのさ。雲も、雨も、ジジのおしゃれも、みんなとめて、まんまるのお月様をだせばいいでしょ。魔女でしょ。力こめてなんとか自分でやったら。できないときはあきらめもたいせつ」

　ジジはなんでもわかるおじいさん猫のような低い声でいいました。

「やだ！」

　キキのほうはだだっ子みたいないいかたです。

「なんだろうねえ。二十歳、二十歳って。時間はとまってなんかいないんだよ、いつも流れているんだから、満月の夜はもう二十歳ちょっきりじゃないんだよ」

「いじわるばっかりいって。だって今度のおきよめは絶対に特別、完かん璧ぺきにしたいんだもの、協力してくれてもいいでしょ。願いごともあるし」

「願いごとってなあに」

「ないしょ。言葉にならない願いごとだもん」

　今までもおきよめの夜が、すっきりと晴れなかったときもありました。月の出をまって、十二時を過ぎてしまったときもありました。ぼーっとにじむような光しかおりてこない夜もありました。でも、でも、今度だけは、ほうきで空のごみをはきだしたって、まんまるのお月さまの下でやりたいのです。

　ところがいよいよ今夜というのに、お昼ごろからどうも雲の動きがあやしくなってきました。まるでキキをじらすように、つぎつぎと雲軍団があらわれるのです。そして暗くなると、雨がどうどうと音をたててふりはじめました。なにもかも流してしまうような雨です。キキはあきらめていすにどっかりとすわりこみました。さすがに気の毒と思ったのか、ジジはそばにぺたりとくっついてはなれません。お天気ばかり気にしていたので、つかれたのでしょう、キキはうとりうとりと、舟をこぎはじめました。ジジもしずかな寝息をたてています。ふたりとも雨の音にすっぽりとつつまれていました。

　がくりと頭が揺れて、キキが顔をあげました。足下の床が、窓の形にくっきりと光っています。キキの体のなかで、なにかが音をたてたように動きだしました。目を走らせると、時計はなんと十二時三分前です。

　キキは飛びついて、ドアをあけました。まんまるのお月さまが光っています。いつもの倍はあるかと思うような、大きなお月さまです。雨のあとのどこまでも澄み切った空の光までもさそいこんで、これ以上はないというような美しいお顔をしていました。

　キキは種をかかえると、外にでていきました。追いかけて外にでてきたジジは空を見上げながら、なぜかあわてて顔をなめはじめました。

　そして春分の日、キキは無事この年のくすりぐさの種をまくことができました。つづく十三日間の水やりもしっかりとすませました。





　　「キキ、とんぼは無事卒業しました。すぐ帰りたかったのだけど、飼育係を後輩たちに受け継いでもらうのに、案外時間がかかってしまいました。

　　　今度の金曜日に帰ります。まず家に行って、かあさんと、とうさんに会ってから、四時ごろ、いつもの浜辺でいかがですか？　会えますか？　　　とんぼ」



　手紙を読むキキの目がどんどんはやく動き、いっしょに胸がどきどき鳴りだしました。読みおわるとキキは手紙をだきしめました。でもいつものようにすこしずつ口がとがっていきます。

「ねえ、ジジ、きいて。とんぼさんたら、わたしに『いかがですか？　会えますか？』なんていうのよ。このいいかたってなんかものたりない！」

「キキ、まだなれないの、とんぼさんのいいかたに」

「ジジだったら、なんという？」

「ぼく？　ぼくは、ちがうよう。くらべられないよ、ぼくは。ただ走る。走って、走って、い、く、よ、だもん」

　ジジは半分笑って、にっと口をゆがめました。

「くう」

　キキは声にならない声をだしました。

「人間の男ってさ、いつもちょっぴりかっこつけるんだよな」

　ジジはむこうをむいてつぶやきました。

「でも、いいんだ。もうじきだもん」

　不満はあっというまに晴れていき、キキは、るんるん気分で、部屋のなかを歩きだしました。

「人間の女ってさ、いつもかんたんなんだよな」

　ジジはむこうをむいたまま、ため息といっしょにつぶやきました。




　海にむかってとんぼさんが立っていました。足下近くまで寄ってきた波が、ぷくぷくと泡を作りながら消えていきます。キキは浜辺のはじに、しずかに着地すると、砂を踏みしめながら走っていきました。

「お、か、え、り、な、さーい」

　キキはさけびました。

　とんぼさんがぱっとふりむきました。メガネのむこうで、はずかしそうに目がしばしばと動いています。

「元気そうだね」

「ええ、もちろん」

　キキはとなりに立って、背のびしながら、こっくりとうなずきました。それは小さな子どものような、ちょっとあまえたこっくりでした。

「ほっとした」

　とんぼさんがいいました。

「なにが？」

　キキがとんぼさんの目をのぞきました。

「キキに会えて、ほっとした」

　とんぼさんは笑いかけました。

　ふたりは、いいあわせたように砂の上に腰をおろしました。

　夕方のはじまりの光はやわらかく、春らしい桃色の空気がまわりの景色をつつんでいます。

「ねえ、もっとくっついてすわろうよ」

　とんぼさんはずずっと体を動かしました。キキもずずー。そしてふたりは顔を見あわせ、「くくく」と声をあげて笑いました。

「どうしてた？　いそがしかった？」

　とんぼさんが手をキキの肩において、いいました。

「うん。わたしね、縫い物なんてしちゃってるの。小さい布をつなげてるのよ。チクチクって縫っているとね、おしゃべりしてる気持ちになるの。だからさびしいときは助かった」

「さびしかったの？」

「うん、ときどき」

「ファッションショーのお手伝いをしたんでしょう？　サヤオさんていう人の」

「うん。でも失敗しちゃった。おもしろかったけど」

　とんぼさんはちらりっとキキを見ました。

「ぼく、学校の先生になることになったんだ。中学校の生物の助手先生。コリコの隣の町の学校なんだけど、自転車で通えるんだよ。助手を二年して、試験に受かれば、一人前とはいかないけど、先生になれるんだ。ね、どう？」

　とんぼさんの声がいちだんと高くなりました。

「とんぼさん、きっといい先生になれると思うわ」

「そう思う？　うれしいな。ぼくね、いろいろなこと、いっぱい考えているんだ。一度ね、学校の近くの中学で一年生に授業をさせてもらったことがあるんだ。刺激的だったなあ。ぼくは、今までどっちかというと、虫とか、鳥とかだったじゃない。でもね、人間はそれよりもっともっとおもしろいな。おなじ言葉をもってるからかもしれないけどね。特にね、十三歳ぐらいの子どもってたまらない。小さい子とはまた違う、おもしろさがあるんだ。なにかがすこしわかりかけてるんだけど、でもまだまだってところがね。そのわけのわからなさみたいなのが、すごく、かわいい。やる気と不安がいっしょにあってさ、そこがねえ、ぼくの仲間だっていう気になるんだ。ねえ、キキ、きいてる？」

　とんぼさんは一息つくと、キキの返事をまたずに話をつづけました。

「ひとりの子がね、こんな質問したんだよ。『カブトムシには気持ちがあるか』って。おもしろい質問でしょ。心ではなく気持ちっていうところが、どこかおもしろいよね。でもむずかしい質問だ。ぼくはどうこたえたらいいかわからなくって、逃げ出したくなった。でも思いきって『あると思う』ってこたえたんだ。証明できなくてもいい、感じてるままでいいと思ってね。すると追いかけるように質問第二弾。『幼虫と成虫では形があんなに違うから、気持ちもかわらないのかな』って。またまた難問！　ぼくはなんとかこんなふうにこたえた。

『かわると思うか、かわらないと思うかは、君たちの想像のなかにしかないと思う。君とカブトムシの関係だから、カブトムシと勝手に、自由に、話し合ってくれよ』っていったんだ。そしたらみんな、『勝手でいいわけ？　そんなのあり？』って。『だって目に見えないものだから、自由に見てよ』とぼくはこたえた。ほかに思いつかなかったんだよ。そしたら、思い思い議論を始めちゃって。にぎやかというか、混乱した授業になっちゃった。なかには無責任な先生だっていう子もいてさ。まいったよ」

　とんぼさんは手のひらを動かしながら、ひとりで、「くっくく」と笑いました。そしてまた話しつづけました。

「もうひとり、おもしろい子がいたよ。昆虫って、機械みたいだっていうんだ。羽とか、足の関節とか、よーくできてて感心しちゃうって。あの形をつかって動くいすとか、乗り物をつくったらどうだろうか、垂直跳びの乗り物なんかできるかもしれないって。

　みんな、エッていう考えをもっているんだ。この子たちと、ぼくもいっしょにエッておどろきたい。そんな毎日が送れたらどんなにすてきだろう。ね、キキ、おもしろいでしょ？」

　とんぼさんはキキのほうをむきました。

「あれ、キキ、どうしたの？　気分でも、悪いの？」

　キキは下をむいたままじっとしています。そのほほを伝って涙がすーっと落ちていきました。

「キキ、ごめん。ぼく、なにか悪いことした？」

　とんぼさんはあわててのぞきこみました。

　キキはだまって頭をふると、立ち上がり、手で涙をふきながら、後ろをむいて走りだしました。

「キキ、キキ、どうしたの？」

　とんぼさんは立ったまま、呆ぼう然ぜんとしています。キキはふりかえりもしないで、そのまま走ると、ほうきにまたがり飛び上がりました。

「キキ、キキ」

　とんぼさんの声が追いかけてきます。でもその声はキキの後ろで、だんだんと小さくなっていきました。

「虫ばっかり！」

　キキはぶすっとつぶやきました。久しぶりに会うのだもの、きっとやさしくしてくれる……さびしかったことをなぐさめてくれる……と、キキは、何度も、何度もうっとりと想像していました。それなのにとんぼさんはいつもこうなのです。




　でもキキは、家に着くころにはもう後悔していました。いつまでたっても小さな女の子のままの自分が情けなくなりました。

　なにかあったな……とじっと様子を見ているジジに声もかけずに、夕ごはんもなしで、キキはベッドにもぐりこんでしまいました。




　カーテンのすきまが、ぼーっと白くかわりました。ねむれないまま夜を過ごしたキキは、のろのろとおきだして、カーテンをあけました。

　キキは目を見張りました。

　通りのむこうに、とんぼさんが立っています。朝霧のなかに、すこしかすんで立っていました。

　キキは靴をはくのももどかしく飛びだしていきました。その足音におどろいてジジが頭をあげました。とんぼさんは飛びついてきたキキの手をとってだまって歩きはじめました。

「いっしょに歩こうと思って、朝が来るのをまっていたんだ」

　ふたりはそのまま夕暮れ路みちを抜け、小さな芽が出始めているくすりぐさの畑にはいっていきました。かすかなにおいをただよわせはじめた、畑を前にして、ふたりはそばの芝生の上にすわりました。

「昨日は、ごめんね。自分のことばかりしゃべっちゃって」

　とんぼさんはキキの手をにぎっていいました。

　ううんと、キキはなにもいわずに首を振ると、ささやくようにいいました。

「もう、いいの。わたしも、ごめんなさい」

　とんぼさんはキキの肩に手をおいてひきよせました。

「なぜか、キキにぜんぶ話したくなっちゃったんだよ。ぜんぶ、ぜんぶね。でもついついいい気になっちゃって、ごめん。キキも話したいことあったよね」

「うん、ちょっと、あった。でも、たいしたことじゃない。わたし、学校にあまり行かなかったでしょ。やきもちやいたのかな」

　キキははにかんでとんぼさんに寄りかかり、頭を肩にのせました。ふたりはだまってどこかを見つめていました。やがてキキが小さな声でいいました。

「わたしのこと、すき？」

「もちろん」

「ほんと？」

「ほんとだよ」

「愛してる？」

「もちろんだよ」

　キキをだくとんぼさんの手に、力がはいりました。

「どのくらい？」

　キキは下からとんぼさんを見上げました。とんぼさんは一瞬とまどったようにキキを見つめました。

「どのくらいって……いっても……」

「ねえ、いって。おねがい」

「どのくらいかあ……」

　とんぼさんはこまったように、キキから目をそらしました。

　キキは、ねえ、いってというように、自分のほほを、とんぼさんにくっつけました。

　とんぼさんはそのままじっとどこかを見つめていました。それから、キキの手のひらを上にむけると、人さし指でゆっくりと小さな丸をかきました。

「このくらい」

　とんぼさんはいいました。

　キキは「えっ」とつぶやいて、手のひらを見ました。小さな、小さな丸の感じがのこっています。

「それだけ？」

「うん、これくらい」

　とんぼさんはすこし笑いながら、また小さな丸をかきました。そのあとをキキはじっと見つめていました。キキの目にとまどいが浮かんでいます。

　こんなちいちゃなまる、ちいちゃなまる……まる、ひとつきり……まるって……まるなんて……。

　そのとき、キキの口がぱっとあいて、ぱくぱくと息がもれました。なにもいうことができません。ちょっとしてから、はじけるように言葉が飛びだしてきました。

「あっ、あの、あのね、そうなの、魔女の旅立ちは満月の夜って決まってるのよ。そう、まんまるの……まんまるのお月様の夜。どっこも欠けてない、まんまるのまんまる。ぴかぴかのまんまる、永遠のまんまる……」

　そのあとはキキの口は音もなくぱくぱく動き、顔が一気に輝いていきました。目には涙がにじんでいました。キキは両手をいっぱいにひろげて、とんぼさんにしがみつきました。

（まんまる、まんまる、まんまる）

　キキの心のなかに、旅立ちの日のまんまるのお月さま、くすりぐさの種のおきよめのときのまんまるのお月さまが、つぎつぎと浮かんできました。でも今キキの手のひらにのった小さなお月さまがいちばん大きなお月さまに思えました。




　それから二年して、キキととんぼさんは結婚しました。

　もちろん、ジジとヌヌちゃんも。

　そして、十三年が過ぎていきました。

　このつづきのお話は、二年と十三年、そう、十五年後から始まります。
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　はじめに







　いまから三十数年前、草山にかこまれた小さな町に、キキという名前の女の子が生まれました。この女の子にはちょっぴり秘密がありました。おとうさんのオキノさんはふつうの人なのに、おかあさんのコキリさんは魔女だったのです。

　キキは十歳になったときに、魔女になることを決心しました。でも、昔の魔女のように、たくさん魔法はつかえません。ほうきで空を飛ぶことしかできないのです。ただ生まれたときからいっしょに育った、黒猫のジジとは、魔女猫言葉で話ができます。これも魔法といえるかもしれません。それと、おかあさんのコキリさんに教えてもらった「くしゃみの薬」を作ることができるぐらいです。

　魔女は十三歳になると、満月の夜に旅立ち、まだ魔女が住んでいない町や村を見つけて、自分の魔法を生かしながら、一年間、くらすという決まりがあります。これは一人前の魔女になるための見習い期間なのですが、それといっしょに、この世にはもう不思議はないと思っている人たちに、まだ不思議はあるのですよ、と知ってもらうためのたいせつな役目でもありました。

　この物語のキキもジジと海辺の町、コリコにやってきました。そして、ほうきで空を飛べるという魔法を生かして、宅急便の仕事を始めます。はじめはなかなかなじめなかった、コリコのくらしも、パン屋のおソノさん夫婦に助けられ、また町の人たちからもあたたかく見守られて、しだいにたのしいものになっていきました。

　あれから長い年月が過ぎました。そのあいだキキはほうきに乗っていろいろなものを運びました。動物園のカバを運んだり、おじいさんのさんぽという不思議なものを運んだり、泡立て器を運んだり、「花嫁さんのベール」を運んだり、海に沈んでいたかぎを運んだり……。また、いろいろなこともおきました。悲しいことも、わくわくも、どきどきもありました。人を愛するよろこびも、いっしょに不安も、やきもちも……。なにしろ長いあいだの出来事です。本にしたら五冊分ですから、それはそれはいろいろありました。

　そして、キキは、長年の恋を実らせ、とんぼさんと結婚します。ふたりの子どもにもめぐまれました。この六巻目のお話は、キキの子どもたちの十一歳の春から始まります。おかあさんになったキキ、おとうさんになったとんぼさん、おソノさんたちにも、どうぞ会ってやってください。それにジジの家族もおわすれなくね。







　１　結婚式







　キキととんぼさんが結婚してから、十三年が過ぎました。

　ふたりのあいだには、トトという男の子と、ニニという女の子がいます。ふたりともおそろいの十一歳です。そう、ふたごなのです。

「ねえ、まって、トト」

　つばのひろい帽子を、手でおさえながら、長いスカートの裾すそをばたばたさせて、ニニが追いかけてきます。

「トト、ヤアくんとノノちゃん、あのふたりったら、八歳と、四歳のときに結婚決めたんだって。ねえ、それってださくない？」

「いいじゃないか。ニニ、うらやましいのかよ？」

　ふりむいて、トトがいいました。

「まさかあ。だっけどさあ。その歳からずっとだよ。脇目もふらずだよ。よくあきなかったよね」

　ニニは帽子をむしるようにとると、短い髪にさっと手を入れて、文句でもいいたそうな顔つきです。

「ふたりとも、あんなに幸せなんだから、いいじゃないか」

「だけど、トト、あのふたり、脇目もふらず、ずっと一本道だけなのよ。わたしはね、寄り道っていうのも、修行の一つだと思ってるよ」

「まあね、動物としてはめずらしいことですよね」

　後から来たグーチョキパン屋さんの息子、オレくんが、ニニを追いこしながら、さらりといいました。オレくんは今年二は十た歳ちになりました。グーチョキパン屋を手伝いながら、動物園の飼育係の見習いもしています。カバのマルコさんの係だったママさんが、二年前に園長さんになってから、助手をしているのです。

　ふたりの後から、すこしおいて、常になく着かざった、でもやっぱりすこしずつ年をとったキキ、おソノさんとフクオさん、モリさん、ノラオさん、とんぼさんがおしゃべりをしながら、歩いてきます。その後をゆっくりおしりをふりながら、貫かん禄ろくたっぷりについてくるのは魔女猫夫婦、ジジとヌヌちゃん。すこしはなれて二匹の白黒模様の子猫がじゃれながら走ってきます。

　今日は結婚式だったのです。

　おソノさんの一人娘、ノノちゃんと、とってもやんちゃ坊主だった、モリさんの弟、ヤアくんが、ニニがあきれているように、小さいころからの、正確にいえば十八年間の恋を実らせて、今日、結婚したのでした。

「ねえ、キキかあさん、ノノちゃんって、ませてたよね。四歳から、ヤアくんがすきで、およめさんになるって決めてたんだから。おどろきちょ！」

　ニニがふりむいて、すぐ後を歩いてきたキキに、おおげさにのけぞっていいました。

「また、わざとそんな変ないいかたして」

　キキは帽子をとりながら、渋い声でいいました。それからふりむいて、後につづいているおソノさんにいいました。

「でも、ノノちゃん、きれいだったわよね。幸せのベールがあんなに似合って。わたし、感激だった！」

「そうね、キキが空から上手にかけてくれて、わが娘ながらかわいかった。わたしもぐっと来ちゃった。ふたりは結婚するって、ずっと決まってたことなのにね。十八年もね」

　おソノさんもうなずきました。

　ふたりの目にはうっすらと涙がにじんでいます。それを見て、ニニはぼそりとつぶやきました。

「まあね、そうよね、幸せならけっこうだけどね」

「さあ、さあ、みなさん。おはいりください。ゆっくりお茶でもいかがですか。おつかれになったでしょう」

　フクオさんが、首の蝶ちようネクタイをゆるめながら、パン屋さんのドアをあけました。昔とかわらず、やせののっぽさんです。

　すると、その後からゆっくりと歩いてきたのは、コキリさんとオキノさん。ふたりとも髪に白いものがまじり、ぱっちりとしていた目が、すこし細くなったように見えます。オキノさんは黒い杖つえをしっかりとにぎり、体をあずけるようにして、一歩一歩、歩いてきます。

「キキのうちのまわりを見てきたわ。この町もずいぶんかわったわね」

　コキリさんが立ちどまって息をつきました。

「そりゃ、十一年もたてば……ね」

　オキノさんがいいました。

「そうだわ、この前来たのは、トトとニニが生まれたときでしたからね。わたしたち、具合が悪かったりしたから。キキたちが来てくれるのをいいことに、ごぶさたしちゃったわねえ。このところ、わたしもあまり遠くには飛んでいかないし」

「かあさん、それがいい。もうおてんばはやめてね」

　キキがからかうように鼻にしわを寄せました。

「あの大変な病気のとき、かあさんのほうきが空に飛んでいくのを見たような気がしたから、もうかあさんの魔法は消えたかと思ったわ。でももどってくれたんですもの、だいじにつかわなくちゃね」

「はい、はい」

　コキリさんはあごを小さく動かしました。

「とうさんは、もう大丈夫なの？」

「ああ、とうさんのは、病気っていっても、年寄り病だからね。あちこち痛くても我慢して、なるべく病気とは仲よくくらそうと思ってね」

　オキノさんはキキに笑いかけました。

「とうさんはお勉強ずきで、いつも机にしがみついているからよ。もっと体を動かさなくちゃ」

　キキはそっとオキノさんの腕にふれました。

「さあ、さあ、どうぞ、奥へ」

　フクオさんの言葉に、みんな、ほっと息をつきながら、お店につづく食堂にはいっていきました。

「お茶にしますか、それともコリコの町特産のいり豆茶にしますか」

　オレくんがてきぱきとお湯をわかしながらいいました。

「もちろん、いり豆茶で」

　オキノさんがいいました。

「よく送っていただくんだけど、この町で飲むと、どうも一味、ちがうんだよね」

「ほんとにそうね。わたしにもおねがいします」とコキリさん。

「びみょうなもんですね。水のせいですかね。空気のせいですかね」

　フクオさんがいいました。

　いすにまたがるようにすわって、ふたりを見上げるようにしていたニニがいいました。

「ねえ、コキリおばあちゃん、キキかあさんの恋はどんなだったの？　ねえ、話して」

「もちろん、愛しあっていたのよ。ね、とんぼさん」

　わきからキキが首をのばして、とんぼさんを見ました。

　とんぼさんはふっと笑って、肩をすくめました。

「じゃ、ヤアくんやノノちゃんみたいに、ださーい出会いのままだったんですか？」

「ま、なんていいかた！」

「あーっ、知ってる。なんかさ、危ないときもあったんだ。わかった。謎のケケさんでしょ」

「ご心配なく、わたしたちは相思相愛でした！」

　キキがとくいそうにあごをしゃくりました。

「なに、相思相愛って」

「ニニ、やだな、こんなすてきな言葉知らないっていうの。ふたりともしっかり愛しあってるってことだよ」

　トトがいいました。

「えーっ、それだけ……？　それでおわり？　じゃ、わたしは、なんのスリルもなく生まれてきちゃったってこと？　そんなのつまらないよ」

「でも、キキととんぼさんは、魔女とふつうの男、すんなりいったかな。おたがい見えすぎることもあるし、見えないこともきっとあったと思うよ」

　ノラオさんは、着慣れない背広の前をきゅうくつそうにひっぱりながらいいました。

「またあ、ノラオおじさんたら、なぞなぞすきなんだから。はっきりいってよ。見る、見ないの話じゃなくってさ。かあさんたち、けんかもしなかったの？」

「はははは」

　ノラオさんはぽんとおなかをたたいて、笑いました。

「ニニちゃんも、魔女になれば、きっとわかるよ」

「えっ、わたしが魔女？　そんなの、なしなし」

　ニニはとんでもないというふうに、手をふりました。

「わたしはもっとおもしろいものになるつもり。いろいろあってさ。どきどきしてさ」

「それは、ニニの自由だわ」

　キキがいいました。

「あ、そ。かあさんは、わたしの気持ち、知りたいんじゃないの？　ほんとは……」

「はーい、モリさんおもたせのお菓子でーす」

　オレくんが大きなお皿にやまもりの焼き菓子をテーブルにおきました。

「わー、いいにおいしてる」

　キキがいいました。

「モリおばさんのお菓子はさすがだね」

　トトがいいました。

「ありがと。あのふたり、五月の結婚にこだわっていたから、五月の森のやわらかそうな新芽を摘んでお菓子に入れてみたの」

　モリさんがいいました。あいかわらず働き者ってかんじで、飾り気のない、空色のさっぱりした洋服を着ています。

「わー、いい香り！　素朴なお味！　やせられそう！」

　おソノさんが、つまんだお菓子を口に入れながら、体をすいっと斜めにしてみせました。

「都会の毒はなしなんだものね、モリおばさんは……」

　ニニはからかうように、ひょいっと口をまげました。

「そう、なしでーす」

　モリさんは、大きくうなずくと、腕をぎゅっとにぎってみせました。

「毒がちょっぴりはいっているのも、おつなんですよ。知らないな。ドキドキよ」

「ニニはどうして、そんなふうにわざと変ないいかたをするの？」

　キキはぎゅっとニニをにらみました。

「まあ、まあ、年ごろなんだから」

　ノラオさんがいいました。

「そう、そう」

　そばでとんぼさんがうなずいています。

「あなたって、いつもニニにはあまいのね」

　キキはぷんとほっぺたをふくらませました。

「あ、そうだわ。ケケから、お祝いの手紙が来てるのよ。ノノたちにはべつに来たんだけど、こっちは、『みなさんに』ってかいてあるの。それでまだあけないでいたのよ」

　おソノさんが棚の上から封筒をとりました。

「まあ、ケケから！　元気なの？　このとこずっとごぶさたしちゃってるの」

　キキがのぞきこんでいいました。

「まず、読んでみるわね」

　とおソノさんがあけかけた封筒を、

「僕に読ませて」

　トトが急にのりだしてひっぱりました。

　おソノさんは、トトの力のはいったいいかたに、あれっという顔をして、

「じゃ、おねがいね」と、手紙をわたしました。

　トトは読みはじめました。

「ケケちゃんですよーう」

「まあまあ、あいかわらずね、あの子ったら」

　おソノさんが笑いました。


「みな、みなさま、おめでとうございます。あんなおちびちゃんだったノノちゃんが、結婚するなんて、おどろき。

　あたしは、まだだっていうのにさ。その気配さえぜんぜんないっていうのは、どういうわけかしらね。

　あのときみたいに、髪の毛はもうぼうぼうじゃないよ。

　洋服だって、このごろ、さっぱりと木綿のワンピースばかり。あやしくないですよ。まあまあの女性のつもりなのにさ……。

　それはいいとして……、あたしにも、ちょっぴりおめでとうがあるのよ。

　短い小説をかいたのよ。それがある雑誌の賞にはいっちゃって、ちっちゃな本になる予定……」



　読んでいたトトが、とつぜん飛び上がりました。

「やったあ！」

「なに、それ？」

　キキがおどろいて手紙をのぞきこみました。

「ケケおばさん、小説かいてるんだよ。僕、知ってたんだ。『ざわざわ』っていう雑誌にときどき名前がのってたから。でもいつも落選してたんだ。今度はうかったんだね。すごいや！」

「ねえ、ケケおばさんて、あのうわさの人ね。かあさんと、とうさんを取りっこした人でしょ」

　ニニがわりこむようにのりだしてきました。

「そんな、かんたんな話じゃありませんよ。格好こそすごかったけど、ケケはとってもいい子だったわ。気持ちの底がかわいいの」

　おソノさんがニニの肩に手をおいていいました。

「気持ちの底？」

　ニニはそこに底でもあるみたいに、手でおなかをさすりました。

「トト、その『ざわざわ』っていう雑誌、見せて」

　モリさんがいいました。

「僕、いつも本屋でぱらっと見るだけだから、もってないよ」

「じゃ、買ってこないと。トト、すぐいってきてよ」

　キキがせわしなく、ハンドバッグに手を入れました。

「だって、のってるのは、名前だけだよ。もう、入選したんだからいいじゃないか」

「名前だけでも見たいわ。その雑誌も見たいし……ねえ、おねがい、買ってきてよ」

「ずっと前のでよければ、あるよ。小さな雑誌だよ、がっかりするよ」

「いいから、見せてよ」

「確かぼくの机の引出しに……」

　トトは急いで外に出て行くと、うすい本をもって戻ってきました。

「どこどこ」

　モリさんがページをめくっていきます。

「これには出てないよ、古いから」

「ああ、ここ、投稿作品発表だって……最後のページだわ。ここにのったってわけね。たいしたものだわ」

「どれ……？」ニニがよこから顔を出しました。

「あれ、この選外ってとこに……これトトの名前じゃない？」

「ちがうよ」

　トトは雑誌をひっぱりました。

「えーっ」

　ニニは探るような目でトトを見ました。

「だって、トトってあるじゃないの。これを偶然だっていうの？　でも選外だからどうでもいいか……。ビリのビリってことだから」

「そ、そう、そうです。ケケの名前はね、大きい字だったよ」

「見たかったわ。今まで知らなかったなんて。トトったらだまってるなんて……」

「じゃ、どこかで探して、買ってくるよ」

「それより……ケケの手紙のつづきを読んでちょうだいよ」

　おソノさんがいいました。

「はい、えーと……うん、ここから……じゃつづけるよ」


「本ができたら、みなさんに送りますね。題名は『半分魔女』っていうの。あたしがあのとき、見えたと思った自分の道はね、歩きはじめたら、かんたんじゃなくってさ、遠い道だった。結局、二十年近くかかっちゃったもの。でも小さなお話でもかくのはたのしいわ。今はこれがあたしの道だって思っているのよ。才能あるかないか、わかんないけど、あたし、かくのすきみたい。ママは魔女だったらしいけど、だれもそのこと、はっきり知らないじゃない。あたしもぼんやりと魔女っぽい、自分でもそう感じてるの。だから『半分魔女』にしたの。

　なにぶん半分だから、生活はなかなか苦しいけど、父とはなれてなんとかひとりでくらしてる。でも気持ちはたのしいの……はずかしいけど、本ができたら、読んでね。

　あれ、お祝いの手紙のつもりが、自分のことばかりかいちゃった。あいかわらず、あたしらしいよね。成長してないな。でもだいすきよ、キキ、おソノさん、みんな、みんな、そうそう、いまだまみえぬおちびちゃんたち、トトとニニちゃんだったわよね、そのおとうちゃんのとんぼさんも。元気でね。あたしのだいじな、だいじな、お友達のみなさんへ。ケケより」



「ケケったら……ケケったら……あいかわらず……あの人らしい」

　キキはふっと笑いました。

「魔女って、半分でもいいわけ？」

　ニニがぼそっとつぶやきました。

「ケケって、いくつになるのかしら、あれから……」

　おソノさんは、考えながら、指で数えはじめました。

「三十一かしら……たぶん……わ、おどろき！　立派な大人よね」

「あのこなら、今にきっといい人にめぐりあえるよ」

　フクオさんがぼそりといいました。

「あれ、そのブーケ」

　ニニがモリさんの手元を見ていいました。

「そう、ノノが、モリさんに投げたのよね。わたし、見てた」

　おソノさんがいいました。

「えーっ、わたし、気がつかなかった。ノノちゃんったら、だんなのおねえさんにあげてどうすんのよ。わたしにくれるっていうのが筋ってもんでしょ。順序ってもんじゃありませんか」

　ニニがちょっとおどけていいました。

「わるかったわね。逆順序っていうのも、ありかもよ」

　モリさんはそういってにこっと笑い、細くなった目からひかりをすいっとノラオさんのほうに走らせて、小さくうなずきました。







　２　なつかしい顔







「セミってさ、ミン、ミン、ミンって鳴くんじゃなかったっけ。今年はムシ、ムシ、ムシってきこえるよ。暑くるしいねえ、セミちゃーん、もーう、いいかげんに口を閉めて。おだまり！」

　ニニはスカートから出てる足を、床にずんと投げだして、窓の外を見ています。

「あれは鳴いてるんじゃないんだよ。足をこすってるんだよ」

　トトがそばから口を出しました。

「足じゃないよ。羽じゃないの？」

「なら、なんで口なんていうんだよ」

「だって、セミに話してるんだから、やっぱ、いうんだったら口でしょ。羽をお止めじゃ変だもん。ね、とうさん」

　ニニはちょうどリュックを肩にかけて、部屋から出てきたとんぼさんにいいました。

「なんの話だい？」

「セミの鳴き声はどこから出てくるかって……」

「あれは正確にいうと、呼び声なんだけど……。おなかをふるわせて出してるんだ」

　とんぼさんはそういうと、体を戸口のほうにむけました。

「ねえ、とうさん。それってだれをよんでるの？」

「そりゃ雌さ」

　とんぼさんはふりむいていいました。

「えーっ、雌なんだ。きゃっ、おませー」

　ニニは大げさに首をすくめてみせました。

「とうさん、夏休みなのに、どこにいくの？」

　トトがいいました。

「学校だよ。虫たちがおなかすかしてまってるからな」

「虫当番はいないの？」

「夏は虫観察にはだいじだからね。生徒は午前午後交代でみんな出てくるんだ。夏休みはなし」

「えーっ、やだあ。変な学校。この暑いのに、お気の毒ですね」

　ニニはあへっと舌を出してみせました。

「みんな、すきだから、よろこんで出てくるのさ。子どものときのとうさんみたいな子ばっかりだから、おもしろいよ」

　とんぼさんは、「じゃ」って手をあげると外に出ていきました。

「ちょっと、おふたりさーん、わすれたの。くすりぐさの刈り取りは一日二回、夕方もあるのよ。さあ、手伝ってちょうだーい。いそがないと日がくれちゃうわよ」

　キキが頭にスカーフをしばりながら、風ふ呂ろ敷しきをかかえて出てきました。

「今日が立秋なんて、おかしいよ。まだ夏の真っ盛りじゃない」

　トトがキキを見ていいました。

「刈り取りってさあ、魔女の仕事じゃなかったっけ？　わたしは魔女じゃないもん、もうやらない」

　ニニはぶつぶつとつぶやいていたかと思うと、キキにいいました。

「かあさん、なにもこんな暑い日にしなくっても。もっと涼しい日にしようよ」

「暑くても立秋なのよ。さ、したく、したく」

　キキが手をたたいて、せかしました。

　トトは立ち上がりました。

　ニニは顔に不満をいっぱいみせながら、それでものろのろと立ち上がりました。

「もーう、まったく、魔女ってどうして、秋とか、春とか、朝とか、満月とか、夜とか、そういう決まりにこだわるんだろ」

　やっと三人がそろって戸口に体をむけたとき、ルルルルと電話が鳴りだしました。

「お、とっとと」

　キキがひっぱられるようにふりむいて、受話器をとると、わかい女の人のせっぱつまったような声がきこえてきました。

「あの、魔女さんですか？　あっ、キキさんですよね」

　そばでおおいかぶさるように赤ちゃんの泣き声がしています。

「里の母が、この暑さで食欲をなくしてるもんですから、冷たいスープを届けてあげたいと思って。でもおちびちゃんが、こんな調子でしょ。それでキキさんにおねがいしちゃおうと……」

「ええ、もちろん、お手伝いします」

　キキはこたえました。

「わたしのところは、さるすべり広場に面した二十五番地。母のとこは、オリーブ並木道の五十番地。すいません。よろしく」

「はい、すぐ、うかがいます」

　キキは受話器をおくと、「町の反対から、反対までだわ。いそがしいときって、いつもこうなる」と息をつきました。

「トト、ニニ、先にいって、刈りはじめてて。おねがい」

　キキは大きな風呂敷をかかえ、ほうきをつかむと、ふたりの「はい、はい」という、力の抜けた声を後にして出ていきました。

　それから、ふいっと後ろをむいて、「ジジ、いかないの」とさけびかけ、「ああ、そうでした。あの子、子育て真っ盛りだったんだ」とつぶやいて笑いました。

「いや、いや、いきますよ」

　ジジが家の裏のほうから走り出てきました。

　ジジは、ヌヌちゃんと結婚して、毎年のように赤ちゃんが生まれて、今年もつい一カ月ばかり前に、二匹の赤ちゃんが生まれたばかりなのです。今までになんとぜんぶで十八匹。ヌヌちゃんの白い色をもらって、子どもは白黒水玉模様ばかりです。二カ月が過ぎると、つぎつぎ知り合いの家にもらわれていきました。ジジは魔女猫としては今や男ざかりで、すっかりいいパパ猫になりました。でもキキとの宅急便屋さんはつづけています。

「結婚したら、おたがい別れるのが、伝統的な魔女と魔女猫だけど、細かいこと、いうのはやめない？」

　キキはどうしてもジジとはいっしょにいたいのです。

「思い出をいっしょにもってるんですもの。はなれたって、はなれないの」といいはったのです。

　コキリさんはちょっとしぶい顔をしました。コキリさんにも以前、メメという魔女黒猫がいました。でもオキノさんと結婚したとき、昔からの決まり通りにメメはお嫁さんを見つけて、普通の猫に戻ったのです。

「まあ、いいじゃないか。魔法だって、時代によってかわるさ、人の気持ちにそっていかないとな」

　オキノさんはこういって、キキの後押しをしてくれました。




　さるすべり広場のわかいおかあさんは、ドアをあけて、キキにスープの包みをさしだしました。やっとたっちができるようになった赤ちゃんがおかあさんの足にしっかりしがみついて、まだひくひくと泣き声をのこしています。

「ぶー」

　赤ちゃんはジジにむかって、口をとがらせました。

　ジジは赤ちゃんのおむつでふくらんだおしりをしっぽでぽんぽんとたたきました。あやしてるつもりです。

「わー、いいにおいね」

　キキが包みを受け取って、鼻をひくひくさせると、おかあさんはぱっと笑顔になって、

「ほんと？　じゃ、ちょっと、ちょっと、はいって」と、急いで奥にもどっていきました。

　赤ちゃんもひきずられて、今度はずるずるとはいはいです。ジジは号令でもかけるようにしっぽをふりふり、ならんで歩いていきます。

「ほら、ここなの」

　そこは台所でした。赤ちゃんのおかあさんは冷蔵庫からお鍋なべを出すと、「一口いかが」と大きなスプーンでスープをすくってさしだしました。

　キキはいそいで首をのばして、すすりました。

「あーふー、冷たくって、おいしーっ。あっ、後で、ちょっとぴりっとして」

　キキはぱっと目を開いて唇をこまかく動かしました。暑いところを飛んできて、それは体がひゅっとするほどおいしかったのです。

「そうでしょう。わたしね、今、このスープにこってるの。シチューを煮るとき、いっしょに作っちゃうの。じつはこれは手抜きスープなの。おやさいをいっぱい入れて、お肉も入れて、それからお水もいっぱい入れて、煮るでしょ。あくをていねいにとりながら、しずかにしずかに煮るのよ。そして火をとめて、しばらくおくと、上にスープがたまるでしょ。それをやっぱりしずかに、しずかに、すくってね、そこにトマトのジュースととんがらしの粉ちょっぴり、後はお塩でお味をつけたら、そう、にんにくのしぼり汁もちょっぴり、香りのいい油もちょっぴり、これでおわり。後は冷たく、冷たく冷やして、出来上がり。お鍋にのこった半分は煮つめて、味をこくして、シチューにするの。母は作りかたをべつべつに教えてくれたんだけど、今じゃこれがわたし流で、一度で二つ作るという、かんたん省略料理にしちゃったの。夏ばての母にもこのスープ好評なのよ」

　わかいおかあさんは肩をすくめて笑いました。

「あっ、そう、そう、お礼は……？」

「おすそわけでいいのよ。かんたんスープの作りかた、これとってもいいおすそわけだったわ」

　キキはおいしい香りを口のなかに感じながら、オリーブ並木道めざして、飛びはじめました。

　ちょうどそのころ、トトとニニも大きな風ふ呂ろ敷しきをかかえて、夕暮れ路みちをはいっていきました。

「あいかわらず、この道、暗いね。このむこうに、明るい畑があるなんて、何度来ても信じられない。わたしさ、ここに来るたびに、世の中、油断は大敵だって、いつも思うのよね。うん、うん。そう、見た目でだまされたらいかんって……」

　ニニは自分にいいきかせるようにうなずいています。

「かあさんはこの不思議な道がだいすきなんだって、魔法が感じられるんだって」

　トトがいいました。

「やだ、魔女なのにさ、もっと魔法がほしいんだ」

　ニニはくいと右肩をあげて口をまげました。このごろはなんでも皮肉っぽくいいたいのです。

　前のほうから風が吹いてきて、ニニの前髪がふーっともちあがりました。木の葉のあいだから、すこしずつ光がもれてきます。そして、わーっと大きな深呼吸でもしているように、夕暮れ路は口をあけました。西に傾いてもまだまだ強い夏の日ざしにあたって、くすりぐさがこれいじょうないというほど、強い香りを立ちのぼらせています。

「刈って、刈って、はやく刈ってってさけんでるよ」

　ニニが笑いながらいいました。

　そのとき、畑のむこうのほうから人の声がきこえてきました。

　小さなおばあさんがひとり、手で草をなでながら、独り言をいっています。

「おぼえていたのね、あなたたち」

　ふたりが立ちどまって、木のあいだからのぞくと、おばあさんの頭のまわりを、ちょうちょうたちが寄ってきて、ひらひらと飛んでいます。

「おや、あんたなの？　そう、そうなの。あんたもここがいいのね、やっぱり、そうなのよね」

　おばあさんが人さし指をさしだすと、ちょうちょうが一匹寄ってきて、とまって、羽を開いたり、閉じたりしました。おばあさんの目が細くなりすこしふるえています。

「魔女だよ、こっちも」

　トトがささやきました。

　いつもは茂った木の枝や、草でかこまれ、緑のかたまりのように見えていた、小さな家のドアが今日は開いています。

「おや」

　かすれた声がして、おばあさんがふりむきました。それから二、三歩近づくと、ふたりを息をつめたようにして、じっと見つめました。

「どこかで、お会いしたような……なつかしいお顔……」

「やだわ。なつかしいって、わたしたちの顔、古くさいみたいじゃない」

「ふふふ、おもしろいいいかた。古くさいのはこのおばあちゃんのほうよ。あなたたち、ご兄弟なのね。そっくり」

「だってふたごだもん。やんなっちゃう。ちがうのはわたしのそばかすだけ」

　ニニは指で目の下をあっかんべーのように、ひっぱりました。

「くくく、どうして？」

「似てる、でも似てないの、そこがややっこしいの。だって男と、女だもの。だからいっしょで、べつべつってわけ」

「くく、おもしろいいいかた。ところで……」

　おばあさんは急に口をぱくぱくさせました。

「あっ、あっ、おやまあまあ、まあまあ……」

「あわてないで。言葉がのどにつまっちゃうわよ」

　ニニは思わず手を前に出しました。

　小さなおばあさんは、「おや、まあまあ」とまだかすれた声でつぶやきつづけました。

「おや、まあまあ、おや、まあまあ……」

　おばあさんは、この言葉しか知らないみたいに、くりかえしています。

　それから、前にのめるようにして、「ちょ、ちょっと……あなたたち……」といって、大きく息をつきました。

「わ、わかりますよ、わかります。キキさんのお子さんたち……でしょ。よく似てらっしゃるもの」

　ふたりはきをつけをしたまま、こくんっと首を動かしました。

「なんと、まああ……こんな大きいお子さんが……そうよねえ……ずいぶん時間がたったんですものねえ」

　おばあさんは遠くを見るように目を細めてから、ゆっくりとつむりました。

「僕たちも、わかりますよ。おばさんは、ええと……ええと……ト、トチギさん」

「いいえ、残念、ヨモギよ」

「そうだ、砂漠のお菓子のヨモギさんだ」

　トトがいいました。

「そうだわ。かあさんがときどき作ってくれるの。砂漠の石ころみたいな、ゴロンとした薄茶色のお菓子。口のなかでコホコホするけど、味はとってもいけてる」

　ニニが食べているように、口をコホコホと動かしました。

「いけてる？」

「おいしいってことよ」

「まあ、まあ、いけてる？　おもしろい言葉ね」

　ヨモギさんはスカートの両側をつまんで、体を揺すりました。

　夕暮れ路のほうで、急にカラスが飛びたちました。

　同時にキキが道から出てくると、すべるように畑のはじにおりたちました。三人はいっせいに一歩前に足を出しました。

　ほうきをかかえたキキが目をあげると、「かあさん」とニニがさけびました。

　キキはほうきから足をはずすのもわすれて、おばあさんを見つめています。

「あれ、ヨ、モ、ギ、さん……？」

　キキがさけびました。

「あら、キキさん！」

　ふたりは見つめあい、うなずくと、同時に走りより、しっかりとだきあいました。

「また、会えた、また、会えた、ほんとうに会えた！」

　ヨモギさんは手でキキの肩をたたきながら、むせるようにいいました。

　キキも袖そで口ぐちにさしこんでいたハンカチを出して、涙をぬぐっています。

「ねえ、顔を見せてちょうだい、キキさん」

　ヨモギさんはだいていた手をのばして、キキをじっと見つめました。

「おお、感激のご対面だ！」

　ニニがつぶやきました。

「い、いつもどってらしたの？」

　キキがいいました。おどろいて胸が大きく動いています。

「昨日……夕方。まだほやほや。荷物を入れただけ」

「ずっとこちらに？」

「ええ、もとにもどって……、キキさんには会えると思ったけど、こんなにはやく、うれしいわ」

「にゃ、にゃ」

　えんりょがちなジジの声がします。

「あ、あら、ジジ、ジジね。まあ、どうしましょう。どうしましょう」

　ヨモギさんはジジをだきあげました。

「お久しぶりね。あら、立派になって。あのころより、ずいぶん大きくなったのね」

「だって、もう、おとうさんですもの。それも大家族のね」

　キキが笑いながらいいました。

「そうでしょうね。そうでしょうね」

　ヨモギさんはまたくりかえしました。くりかえして、確かめないと、今見ているものが、夢のように消えてしまうのではないかと思っているようにあわてています。

「キキさん、どうやらあなたもおかあさんのようね」

「ええ、息子はトトといいます。娘はニニ」

「ふたごなんですってねえ」

「わたしがお姉さんで、トトが弟なの」

　そばでニニは胸をすいっとそらしました。

「ちょっと先に生まれただけなのにさ、お姉さんなんだってさ」

　トトはぶっとした様子でいいました。

「お会いできて、うれしいわ」

　キキがあらためて、ヨモギさんの手をとって、いいました。

「ええ、やっぱり、ここなのよね。息子が最後を過ごしたここで、わたしものこりの人生を過ごしたいと思ったの。飼っていた小鳥が死んでね、気がかりもなくなったので、急に決めてもどってきたのよ。あのときは『さよなら』もいわずに消えちゃってごめんなさい」

「あっ、わたし、その人のこと、知ってる！　うちに絵があるもの。センタさんでしょ」

「ニニ」

　キキがたしなめるようにいいました。

「そう、ニニちゃん、センタっていうのよ。わたしの息子。キキさんのおかげでね、センタはあの絵がかけたんです。

　キキさん、わたし、わすれてませんよ。あなたが教えてくれた、おまじない。『いいこと　ありそな、いいこと　ありそな』いっつもそう思ってくらしてきたわ。すると今日みたいに『いいこと』があるのね。あっ、ちょ、ちょっと、まってね」

　ヨモギさんは急いで家にはいり、しばらくして、おぼんにジュースをのせて出てきました。

「あっ、ゆすらうめのジュース！」

　キキが息をのむようにさけびました。「なつかしい！　ヨモギさんの色」

「さあさ、どうぞ、刈り入れはこれを召しあがってからでもいいでしょ」

　四人はテーブルにすわって、ジュースを飲みはじめました。

「こればかりは季節が来るとどこにいっても作っていたわ。いつも水筒に入れてもちあるいていたの。あの夏のわたしたちを思い出しながらね」

　ヨモギさんは乾杯でもするように、コップをもちあげ、なかをすかして見ました。

「やっぱり、この場所は、不思議なとこなんだね。かあさんはいつも、ここの空気のなかに、手をつっこむと、なにかつかめるような気がするっていってるよね。僕もわかったような気がする」

　トトはいつになく興奮して、キキを見上げました。

「そうね、ここはほんとうに不思議。いつも、なにかがあるのよ、なにか……」

　キキがしみじみといいました。

「そう感じるのね、トトくんも」

　ヨモギさんはトトにほほえみかけました。すると、ニニが鼻にしわを寄せながら口を出しました。なにか気になるときは、いつもこのしわが寄ってしまうのです。

「わたしは、なにかつかむんだったら、空気のなかになんて、手を入れないわ」

「まあ、ニニったら」

　キキが苦笑いをしました。

「おもしろいおじょうちゃんね。ニニちゃん、きいてもいいかしら？　じゃ、なにをつかみたいの？」

「うーん、今は……ぴかぴかした赤いカバン。時計台の近くのおしゃれなお店のなの」

「あら、まあ、まあ」

「秋物なんだけど、友達、みんな目をつけてるのよ」

「あなたに似合いそうね」

「でも、気持ちだけなの、赤いぴかぴかはうちには似合わないもの、ね、かあさん」

「じゃ、あなた、おかあさんみたいになるのね」

　ヨモギさんはゆっくりと首をかしげました。

　ニニはまたふっと鼻にしわを寄せました。

「まあね、今のところはね、我が家の平安のためにね、そういうこと」

「ふたごなのに、ずいぶんちがうでしょ。いっしょに生まれてきたとは思えないの」

　キキは笑って、肩をすくめました。

「それじゃ、刈り取りはじめましょうか」

　キキがいうと、ふたりもひっぱられるように立ち上がりました。

「それじゃ、わたしは引越し荷物をかたづけましょ」

　ヨモギさんもいいました。

　三人はそばにある小さな木箱から鎌をとりだすと、ならんで腰をかがめました。それからまず草を一束握ると、右手でもった鎌をぐさりっと入れます。くすりぐさのにおいはさらに強くひろがっていきます。

「すごい。このにおい。はりきってるなあ。魔法がいっぱいはいってるよ、この草、やっぱり」

　トトは鎌を入れると同時に飛びだしてきた虫をよけながら、つぶやきました。

　草は刈ったそばからそろえて、ひろげた風ふ呂ろ敷しきの上においていきます。

　風呂敷の上がみるみる山になっていきます。刈った後、姿をあらわした土からも、くすりぐさのにおいがむんむんとわきあがってきました。

「さあ、おふたりさん、風呂敷のはじをひっぱって、わたしがおさえてるから、ゆわえてちょうだい」

　三人で、「せーのっ」と声をかけあいながら、三つの大きな包みを作りました。

「おや、もう、おわり？」ヨモギさんが窓からのぞいていいました。

　すると、トトがいいました。

「僕、これからヨモギさんのお手伝いします。ねえ、かあさん、いいでしょ」

「もちろんよ、あなたの包みはかあさんがもって帰るから」

「ふん」

　ニニが鼻を鳴らしました。いいとこ見せたかったのに、おくれちゃったって顔です。

「ニニ、明日は朝からくすりぐさをきざむのよ、いいわね。そろそろおぼえてもらわないと」

　ニニはむっとしながら、包みをもちあげました。

「まだ、気持ち、決めてないもん」

　きこえるか、きこえないかぐらいの小さな声がニニの口から出てきました。

　トトはヨモギさんと、家にはいっていきました。

　外とくらべると、空気がしーんとして冷たいほどです。床には荷物の箱がいくつも積み重ねられたままになっていました。

「どこからお手伝いしましょうか」

　トトはききました。

「それじゃ、こっちの箱をおねがい。センタのものがはいっているの。出して彼の机の上にならべてくださいね。これでやっとセンタもだいすきだった家に帰ってこられたわ」

　そういいながらヨモギさんは床にぺたんとすわりました。

「あーあ、いいにおい。あの年と一つもかわってないわ」

　トトは絵の具や、本、センタさんのノートを机の上にのせていきました。日記なのでしょうか、ノートには年号がかかれていました。トトはいちばんおわりの年のノートをそっとあけてみました。悪いと思いつつ、どうしても見ずにはいられなかったのです。絵と文字がまざったようにかかれています。トトはこわごわページをめくっていきました。ノートは十ページぐらいでおわっていました。その最後のところに、この庭のスケッチが何枚かかかれていました。そして、そのわきに、「これからをまつひと、これからをまつひと」と、同じ言葉が二度くりかえして記されていました。それを見たとたん、トトは急にどきどきし、目の前がぼーっとかすむように見えなくなりました。

　ヨモギさんが声をかけたようでした。それからなにがおきたのか……たしか日が落ちるまで、ちゃんとお手伝いはしたようなのですが、トトはなに一つおぼえていませんでした。気がついたときは、家の床に腰をおろし、足を投げだして、自分のベッドに寄りかかっていたのです。目は空中、どこか一点を見ています。

「これからをまつひと……」

　トトの目にノートの字がくりかえし浮かんできます。

　あたりは刈り取ってきたくすりぐさのにおいでいっぱいでした。







　３　ケーキ事件







　くすりぐさを刈った、立秋の日から、トトはずっと考えていました。

「これからをまつひと」

　センタさんがノートに最後に書いた言葉です。これはトトも生まれていない、ずっと前に書かれたものです。この後にはなにも書かれていないページがつづいていました。悲しいことだけど、このとき、センタさんは自分の命が長くないことを知っていたと思えるのです。これは最後の、最後の言葉です。

　この後間もなく、センタさんは、今キキの家の壁にかけられている一枚の絵をのこして、なくなったのでした。それなのに、最後の言葉が「これからを……」そして「まつ……」でした。センタさんはどんな気持ちでこれをかいたのでしょう。トトは考えれば、考えるほどわからなくなってくるのです。

（死んじゃうって、おわりなのに。これからをなんて……なんにもないのに……）

　そのときのセンタさんの悲しみを思うと、トトは怖くなってくるのでした。

　トトはそばにぺたんとくっついている猫のベベを、手でやさしくなぜました。あたたかくって、とくとくと胸の鼓動が小さく伝わってきます。

　トトとニニが生まれたとき、キキは町中を歩いて、まだ目もあかない黒猫の赤ちゃんを二匹探してゆずりうけてきました。魔女になるならないに関係なく、これは魔女の家に子どもが生まれたときの決まりなのでした。ほんとうは将来の魔女候補である、ニニのための猫だけでもよかったのです。でもキキはいっしょに生まれてきたトトもおなじように育てていきたいと思ったのでした。トトの猫は雌で名前はベベ、ニニの猫は雄で名前はブブとつけられました。トトにとっても、ニニにとっても、今はまだふつうの猫です。

　キキとジジのように、魔女猫言葉がはっきりと生まれてくるのは、たぶん、それは女の子であるニニが魔女になると決めたときでしょう。気持ちがなければ、なんにも生まれてきません。不思議も……魔法も……です。

　それでは男の子であるトトとベベの関係はどうかわっていくのでしょう。

　今のところ、トトにとってこの黒猫、ベベはだいすきな本を読むときの、気持ちの重しでした。トトが本をひろげると、すぐひざに乗って、まるくなるのです。するとトトはお話の世界へするりとはいっていけるのです。このベベの重さにはこんな不思議な力がありました。友達もすくなく、家族以外とはあまり話をしないトトには、本は大きなあそび場所でした。また安心できる時間でもありました。

「この絵だわねえ、この絵、なるほどね」

　二階から音をたてておりてきたニニが、センタさんの絵の前で立ちどまると、感心したようにうなずきました。その絵には、テーブルをかこんですわっているヨモギさん、キキ、ジジがかかれています。そばにはコップにはいったゆすらうめのジュースがおかれています。そこから光が生まれてでもいるように輝いていました。

「ねえ、トト。センタさんってさ、キキかあさんのこと、すごくすきだったんだね、きっと。わたし、わかる。この絵を見てると、わかる。センタさんの気持ちがぐんぐんこっちにおしよせてくる。かあさんだってとってもきれいにかかれてるし」

　ニニは本を読んでいるトトの後ろ姿にむかってしみじみとした口調でいうと、いきなりがらりと調子をかえて、おおげさに手をひろげ、お芝居の言葉のようにおどけてつづけました。

「そのとき、とんぼさんはどうしたか……というと、と、と……と、さわがず、あわてず、いや、だまって……がとうさんらしいかな」

「なに興奮してるんだよう。おまえは……かるいね、どうしようもないね」

　トトは本を閉じて、ふりむきました。

「おまえはやめてよ。お姉さまにむかって」

　ニニはあごをしゃくると、テーブルで書き物をしているキキにいいました。

「ねえ、ねえ、かあさん、とんぼとうさんはセンタさんのことどう思ってたの。やきもちやいた？」

　キキはきこえないのか、書く手をとめません。

「やめろよ」

　トトは低くおさえた声でいいました。キキは知らんぷりで仕事をつづけています。

「そうよね、弟よ。あなたもおなじお悩みをかかえておられるんですものね。お、お、おかわいそーに」

「やめろ！」

　トトはふるえながら立ち上がると、今度は本気でどなりました。

「いらいらしない、いらいらしない。バスは八時三十分。しらべてあげたよ。うふふ、わたし、あんたにかわって、あの子に、お気持ち、お伝えしましょうか」

　とつぜん、トトがニニにぶつかっていきました。ふたりはそのままたおれて、とっくみあったまま、ばたばたと暴れています。ベベがさっと部屋のすみに逃げていきました。

「いいかげんにしなさい！」

　キキがばんとテーブルをたたきました。

「ふたりとも、ならんで、そこに立ちなさい。トト、いい？　らんぼうはいけないわ。ニニもよ、いっていいことと、悪いことがあるでしょ。あんたは、どうしてそううわべばかりしか見ないの。物事のむこうにはね、見えるものとおなじくらい、見えないものがかくれてるのよ。それを見ようとしなければね。人間にはそういう力があたえられてるんだから。よく考えてよ。やさしい子になってちょうだい」

「あっ、また魔女のお説教だ」

　ニニはひょいっと頭をひっこめると、「そのお話なら毎度です」といって、家から飛びだしていきました。

　見えないものと、見えるもの、これはキキの口ぐせです。ニニはきこえてくると、まず知らんぷり。ときにはこんなことをつぶやきます。

「自動ドアつけてるからね、わたしの耳には……。さっと閉めちゃう。考えたってわからないものは、考えないのがいちばん。でも、見えないものってなに？　見えるものならわかるけどさ……」

　キキはそっとトトを見ました。うつむいたトトの目にうっすらと涙が浮かんでいます。キキはその肩に手をおいて、いいました。

「かあさんは、センタさんには会ったことないのよ」

「えっ、ほんとうに？」

「かあさんは知らなかったけど、とても重い病気でね、ベッドに寝たきりで、あの家の窓からわたしたちを見ていたの。そしてあの絵をかいたのね。かあさんはなにも知らなかった。たまたまヨモギさんに会ってジュースをごちそうになっていただけなの」

　キキは遠くを見るように、目をあげました。どこかわからないけど、キキがよく口にする見えない世界を思いうかべているように見えました。

「センタさんがいたから、わたしもいたの。あの年はすばらしい夏だった」

「センタさんは死んだっていうのに？　よく、そんなこといえるよ」

「うん、お別れになっちゃったけど、でも、つづいているわ。わすれないもの。トトもわすれないでね」

　キキはトトをじっと見ていいました。

　トトの胸はいっぱいになりました。あの小さな家の、小さな窓から、センタさんは、キキかあさんを見ていたのです。センタさんのいたところは、きっと暗く、ひんやりとしていたことでしょう。反対にキキは強い日ざしを浴び、輝く光のなかにいたのです。ずいぶんの違いです。どうにもならない力に動かされ、センタさんは死へむかっていたのです。センタさんの気持ちはどんなだったでしょう。そんなときにセンタさんはこの絵をかいたのです。こんなに光いっぱいの幸せな女の子の絵をかいたのです。




（僕だったら、とってもだめ。きっとどうにかなってる）

　トトはだまって、センタさんの絵に目をうつしました。

（これからをまつひと……）




　トトはバス停のそばの並木に体を半分かくして、バスがやってくるほうを背伸びして見ています。いつもは歩いて学校にいくのに、今日からバスでいくことにしたのです。お目当ては八時三十分のバス。そう、くやしいけど、ニニが教えてくれたバスです。目下トトが気にしている女の子、サラミが乗っているはずです。すらっとして、いつも元気いっぱいで、見ているだけで、うれしくなってしまうピッカピッカの女の子なのです。トトはこういう元気で、活発な女の子がすきでした。

　トトはまだあいさつぐらいで、ふたりで話したことはありません。でもちょびっとでもいいから気持ちにのこる話をしたいのです。それもごくごくなにげなく、絶対、絶対偶然に。それで今、バスをまっているというわけなのです。トトの胸はもうどきどき。

　バスがトトの心みたいに揺れながら近づいてきました。トトはステップにつまずきそうになりながら乗りこむと、さりげなーくなかを見回して、すわっているサラミのそばにそっと立ちました。気配を感じて、サラミが顔をあげました。

「あら、トト、めずらしいね。いつもは歩きじゃなかったの？」

　トトは外にむけている目をそのままに、小さくうなずきました。

「わたしはね、トトとは反対。あしたから、歩きにかえようと思ってるのよ。大おお晦日みそかのマラソンめざして、足きたえるんだ。ほんとは今日からだったんだけど、ねぼうしちゃってさ。あ、そう、そう、ちょうどよかったわ。トトにたのみたいことがあったんだ。ねえ、あんたのおかあさん、スニーカーに魔法をかけて、はやく走れるようにしてくれるんだって？　うわさをきいたのよ。ねえ、たのんで、おねがい。わたしの靴に特別はやいやつかけてって。わたし、もっと、もっとはやく走りたいの。だって、タイくんは、ばつぐんに足がはやいでしょ。だから、今から練習して、タイくんといっしょに、大晦日のマラソン、走りたいのよ」

　トトの目はかすかに細くなって、じっと窓の外を見たままです。でも、トトのなかでは、「いっしょに、いっしょに、タイくんと……」というサラミの言葉が駆け回っていました。タイくんはおなじクラスの男の子です。走るのがはやく、それもとってもかっこよく走ると、人気でした。

「ねえ、トト、きこえてんの」

　サラミがつっつきました。

「そ、そんな魔法、かあさん、できないよ。それはただのうわさだよ」

　トトはあわてて、それでも精一杯ふつうの声でこたえました。でもどうしようもなくほっぺたがぴりぴりとふるえています。




　キキは、台所でさっきからケーキを焼いているトトを何度ものぞきにいっては、満足そうにいいました。

「ケーキっていったら、やっぱりトトにかぎるわ」

「お菓子はね、やさしい気持ちがだいじなの。それならトトよね。パンは大きな心。わたしみたいな大きな体っていうかな……」

　パン焼き天才、グーチョキパン屋のおソノさんもこんなことをいって、トトのケーキがだいすきなのです。

　ほんとうに、なぜかトトはケーキを焼くのがうまいのです。とくに教えたわけでもないのに、四歳ではじめてビスケットを焼いたときから、お菓子なら、トトにおまかせしましょうということに、決まってしまいました。

　けさ、とつぜんケーキを焼きたいといいだしたトトにキキは思わず、「今日はなんの日だったっけ」とつぶやきました。でもおいしいものがあらわれるのですから、文句をいう気持ちはさらさらありません。みんなでわくわくしながらまっていました。

「お菓子ってさ、ああいう無口なやつがすきなんだよ。どうせ口に入れられるんだから、せめてそれまではきちっと口を閉めてまっててもらいたいのよ。味も出会いがたいせつ」

　ニニは、理屈っぽくからかいながらも、こればかりは争うことなく、トトの才能を認めています。

「ほほほっ、できてる、できてる」

　台所にはいってきたニニが、クリームで飾ったケーキを、トトの肩越しにのぞいて、いいました。

「さあ、お茶、お茶にしましょ、かあさーん、おいしそうよー」

　ニニはうれしそうにさけぶと、あら、と、調理台の脇にかくすようにおいてあったもう一つの小さなケーキに目をうつしました。

「なに、このケーキ。かわいいね。白いお花つけちゃって」

　そして、手をのばして、そのケーキにいきなり指を突っ込み、ぺろりとなめました。

「やめろ！」

　トトがどなりました。その声にびっくりしたニニはあわてて指を口から抜きました。

「そんなに怒ることないじゃないの。つまみ食いしただけじゃない。クリームをちょいっとつけてなおせばいいでしょ。わたしが、やったげるわよ」

　ニニはいいかえしました。

　その声をふりはらうように、トトは家を飛びだしました。

　これからおいしいお菓子が食べられると、いそいそとまっていた、キキもとんぼさんも、おソノさん夫婦も、あっけにとられています。

　トトは走りつづけました。途中とめてあった自転車に足をぶつけ、痛くてぴょんぴょんはねながら、でも走りつづけました。

（ケーキっていうと、いつもこうだ）

　あの小さいケーキは、明日、サラミにあげるつもりでした。それでついでにみんなの分も焼いたのです。小さいほうが百倍もだいじなケーキだったのです。サラミがタイくんをすきでも、そんなこと関係ない。ほんとうはとっても関係あるのですが……、でもトトは強いてそう考えました。おいしいから食べてくれたらうれしいと、そう思うことにしたのです。自分の得意なものはこれしかないのです。ついでに作ったからとさりげなくわたすつもりでした。




　十歳の誕生日に焼いたケーキも、みんながおいしい、おいしいと食べてくれたのに、トトはどこかでつまらなさをかかえていました。

　こういうとき、いつも話はニニに集中するのです。そう、魔女になるか、ならないか、そればかりです。このときは十歳のお誕生日だったので、特別その話でもりあがりました。

「魔女になれるんだから、ならなきゃ損。友達、みんなうらやましいっていうしぃ……わたし、なろうかな、かな、かな、かなー。せっかく、コキリおばあちゃんから、キキかあさんへ、そしてわたしのものになるんだものね。つかわない手はないよね。わたし、えらばれてるんだから」

　ニニは得意そうに、みんなを見回しました。

「まあ、なんてことを！　よくばりと、うぬぼれを、絶対もってはいけないのよ。魔女は」

　キキがいいました。

「なんてことを、っていったって、ほんとのことじゃない。だれでももってる気持ちよ。世の中、損しないようにしなくちゃ」

　キキは渋い顔して、とんぼさんを見ました。

　ニニのいいたい放題はとまりません。

「それでね、学校でさ、いわれちゃった。あんた、おとうさんに魔法教えてあげなさいよ、おかあさんが魔女なのに、おとうさんはただの人じゃ、かわいそうでしょって。だからわたし、いってやった。おとうさんはとびっきりいい目をもってるんだから。それもずば抜けてるんだから。どんな小さな虫とも、仲よしになっちゃうんだからって。ね、とうさん、そうでしょ、これって魔法みたいだもんね」

「いい目……かな。おもしろがりの目ならもってるかもしれないけど」

　とんぼさんは笑いながらいいました。

「娘は、これでも結構、神経つかってるのよ。わかる？」

　ニニはテーブルにひじをついて、とんぼさんをのぞきこみました。

「これは、すべて、魔女の娘に生まれた、ヤドメイだもんね」

「ヤドメイ？　なに、その言葉。ちょっと、それ、間違ってない？」

　トトがいいました。

「宿に命ってかくんだよ。チロコが手紙にかいてくれたの。ニニは魔女になる宿ヤド命メイだって」

「それは、シュクメイって読むんだよ。やだな」

　トトが顔をしかめました。

「じゃ、宿命って、どういう意味？」

「まったく、もーう、話にもなにもならないよ。なっさけなーいったら。おばかな姉、もって」

　トトはうんざりだというように、手をふりました。

「もうすでに決まってて、かえられない運命っていう意味だよ。ちゃんとおぼえて、人前で間違えるなよ」

「じゃ、わたし、魔女になる、シュクメイなの。かえられないの？　そんなのやだなあ」

「あんたって、まあ、こういったかと思うと、くるりとかわる。むりになることはないのよ。どうぞご心配なく」

　キキが、けわしい目つきでにらみました。




　そうはいっても、キキはニニが自分とおなじように、いつか、きちんと魔女の道をえらんでくれるのを、どこかでねがっていました。ふつうは十歳で魔女になるかならないか決めることになっています。そして、魔女のおかあさんにいろいろ習って、十三歳の満月の夜にひとりだちの旅に出かけるのです。ニニはもう十一歳です。でもまだ魔女になると決めていません。魔女の決まりはもうとっくに過ぎているのです。キキは、このごろではほとんどあきらめかけていました。

「まあ、ニニの問題だからね、自由に考えていいのよ。わたし、むりやりって、だいきらいだから。でも、かるがるしく考えないでね。魔女はね、古い血筋なのよ。伝統があるんだから」

　キキはニニとおなじ年のころ、コキリさんによくいわれたおなじ言葉を口にしていました。あのころ、キキもコキリさんのやんわりとした、それなのにおしつけがましい言葉がうるさくてたまりませんでした。またニニとおなじに、なれるんだからならなきゃ損って、ちゃっかり思ったこともあったのです。こういうことは、わすれてないけど、わすれているのでした。

　それでニニにはあまり強いことはいえません。いらいらしながらも、我慢して様子を見守っているところでした。

「でも、わたしさ、母さんとおなじことはしたくないのよね。そうだ、宅急便じゃなくって、タクシーにしようかな……かな。ほうきタクシー」

　ニニはかるく体を揺らしていいました。

　なんとまあ、いいたい放題です。小さいときは、いつもいつもキキのスカートをにぎって、「魔女のかあさん、魔女のかあさん」といいながら、はなれようとしなかったのに。

　トトのほうは、こういう話題はどうもおもしろくありません。いつも自分は話にはいっていけないのです。ニニの運命の話なのですから。僕の運命だってあるのに……でも、どうして自分は魔女になれないのだろう。トトは納得できません。男だからって！　おなじキキから生まれてきたのに。しかもほとんど同時にです！

　でも、トトは感じていました。魔女の家だから、女の子が上になるのは当然だとみんなが思っていることを。いつもトトのことは二番目にされるのです。

　キキに直接きいたこともありました。

「どうして、男の子は魔女になれないの？」

「だって、そう決まっているんですもの」

「かあさんが、決めたわけじゃないんでしょ？」

「かあさんじゃないわ」

「じゃ、いいんじゃない。男がなっても」

「でも、昔からそうなってるの。伝統だから……どうしてっていわれても……女は子どもをうんで、家族を守っていくからっていわれてるのよ……」

　キキは口ごもって、ごまかすように目をそらし、はっきりこたえてはくれません。

（伝統って、えらそうにいうけどさ、伝統って、いじわるじゃないか。子どもを育てるのは女だけじゃない、家族を守るのも女だけじゃない！）

　トトは納得がいきません。

　飛べるのは魔女の血が飛ぶのだ……といわれているそのおなじ血がトトにも流れているのに、なぜ？

　おてんばで、いつもいいかげんなことばかりいってるニニよりも、ずっと自分のほうが魔女にあっていると思うのに、なぜ？

　もちつもたれつの気持ちだって、ニニよりはずっと強いって自信もあるのに、なぜ？　どう考えても、これは不公平です。

　魔女になれば、ニニは一年間、学校を休んで、修行といって、すきな所にいけるのです。場合によってはそのまま魔女をつづけることだってできます。

（伝統っていえばそれですんじゃうんだから）

　トトは不満です。そのあいだもトトは、すきでもない学校にいかなければなりません。なんという差別でしょう。

　友達は、「ふたごのお姉ちゃんが、どっかの町にいったら、あんたも、いっしょにいって、お姉ちゃんのお手伝いなんかするの？」というのです。これもひどい話です。ニニのお手伝いなんて！

　でも、もしトトもどうぞ一年間自由に過ごしなさいといわれたら、ちょっとこまってしまいそうです。知らない町で、ひとりぽっちになって、どうしたらいいでしょう。ほうきで飛ぶこともできないし……。トトには魔法がないのです。でもはじめから、ダメっていわれるのは、どうしても我慢できないのです。だれも自分のことを、ニニとおなじに考えてくれないのが、トトには不満でした。




　家をとび出したトトは走りつづけました。橋をわたり、砂浜を走り、海へじゃぶじゃぶとはいっていきました。しぶきが顔にかかったのに気がついてはじめて立ちどまりました。遠くまで水がちろちろと光っています。トトは砂浜にあがって、すわりこむと、砂をつかんで、ばんとたたきつけました。

　しゅわしゅわとえんりょがちに波が寄ってきます。近くまで来ては、あわててさーっともどっていきます。波までトトのご機嫌を気にしているようです。そんな波の動きを目で追っているうちに、トトの大暴れの気持ちもだんだんと落ち着いていきました。ふと、そばであたたかな気配がします。みると、トトの腰にぴったりとくっついて、ベベがすわっていました。

「なんだ、いつ来たの、ベベ」

　トトはだきあげて、膝ひざのあいだにのせました。それからだまって、また波のほうに顔をむけました。

　しずかです。ゆっくり寄せる波も今日は無口です。トトはベベを見ました。ベベも上をむいて、だまってトトを見ています。ふと笑ってるような顔をすると、桃色の舌がちらりとのぞきました。

「トト」

　小さな声がします。

　トトははっとしてまわりを見回しました。だれもいません。

「ひょっとして、今、僕の名前、よんだ？　ベベ」

　でもベベはいつものとおり、「にゃーん」といっているように口をあけました。

　かすかに、でもはっきりとトトにはきこえました。

「僕、ひょっとして、ベベと話してるのかなあ。まさか……な、まさかだよなあ、な」

　ベベは大きく口をあけてあくびをすると、すいっと背伸びして、トトのあごをぺろりとなめました。

「あ　ん　た　っ　て、せ　っ　か　ち」

「ベベ、ベベだよね。僕たち、話せるんだ」

　トトは思わず、ベベをだきあげました。

「く、る、し、い。あ、ま、っ、た、れ、な、い、で」

　トトはくすくすと笑いだしました。ベベが話したのです。トトにはきこえるのです。これが魔女猫言葉でなくてなんでしょう。きっとだれも信じてくれないでしょう。それでもいいんだ──ベベの気持ちが、トトにわかる言葉で、きこえたのです。すこしだけど魔法が顔をのぞかせたのです。どきどき胸が鳴って、トトの体があたたかくなっていきました。ベベの胸の音もトトの腕に伝わってきます。とくとく、とくとくと、いつもより、ちょっと大きくって、はっきりしています。

（ベベもうれしいんだ。こいつもあわててる）

　トトはおかしくなりました。

「さ、帰ろうか」

　トトはゆっくりと立ち上がり、歩きだしました。その後を、「にゃー」と鳴いて、ベベが追いかけていきます。




「ただいま」

　トトはいつもの調子で家にはいっていきました。

「トト、どこにいってたの。あんなに怒らなくっても」

　キキがいいました。

「べつに。あー、ケーキ、ケーキ食おうぜ」

　トトはさっきのことなんかなかったみたいに、さばさばした声を出して、台所にはいっていきました。

「みんな、まってたのよ……かあさん、クリームをたして形をなおしといたわよ。あのケーキ、だれかにあげるんでしょ」

「ちがうよ。僕の分だよ。一つまるごと、食ってみたかったんだ」

　そういうと、トトはサラミのために作ったケーキにフォークをぐさりとさして、大きな塊を口に運びました。

「あー、うまい。僕って、天才！」

　トトはにっこりすると、足下を見て、「な、ベベ」といいました。

「とうさーん、ケーキ、ケーキだよ。いっしょに食べようよ。おソノさんたちにも来てもらってさ」

　トトは大きな声でいいました。

　ニニは、どうしちゃったの……というように、部屋の入り口に立って、飛びだしそうな目でトトを見ています。

「ニニも、食べれば。どうぞ、ごえんりょなく」

　トトは口のはじをちょっとゆがめて笑いました。







　４　トトの巣







「かあさん、僕、おねがいがあるんだけど」

　トトが夕ごはんの後、階段のそばで、ぐずぐずしていたかと思うと、思いきったようにいいだしました。

「僕、自分の部屋がほしいんだ、だめ……？」

「あっ、そ、そうねえ」

　キキはおどろいたように体をぴんとさせて、トトを見つめました。キキはこのところトトが毎日姿をかえるように大きくなっていくのに気がついていました。とんぼさんに似て、背の伸びははやく、もうすこしでキキを追いこしそうな勢いです。

　ついこのあいだまで、いつもぺたりとキキにくっついていたのに、このごろは、じょうずにキキと体がふれるのをさけています。外を歩くときも、ニニはキキと腕をくみ、ぶらさがるようにしてるのに、いつのころからかトトは手もつながなくなりました。

「ひとりの部屋がほしくなったのね」

　キキは顔をかたむけてうなずきました。

「そういえばにゃあ……オチビさんたち、ずいぶん大きくなったなあ」

　めずらしくキキの足下にすわっていたジジが、遠い昔をなつかしむようにいいました。

「ほんとよね、ジジ、わたしもびっくりよ。まるで夏のさかりのくすりぐさみたいにのびてさ。そんなに急いで大人にならなくたっていいのに」

　キキは今度はジジに顔をむけて、いいました。

「ジジ、わたしのかあさんとないしょばなしはやめてよ。わたしたちにわかるようにいってよ」

　ニニがふりむいてむっとしたように、ジジにいいました。

「そりゃ、むり。悪いけどむり。われらは特別な関係だからな」

　ジジは顔を上にむけ、鼻先でくんといばった音をたてました。

「なに、その態度！　でもね、わたし、ジジとかあさんの話、半分ぐらいはわかるんだから。長い付き合いだからね。顔つき、しっぽの動きでわかっちゃうのよ。用心したほうがいいよ。ジジはわたしたちのことまだ赤ちゃんだと思ってるんでしょ。当たりでしょ」

　ニニはジジにむかって、イーッと口をつきだしました。

「ばかにしないでよね。わたしたち、もうだいたいのところ、大人なんだから」

「あんなに世話をしてやったのに、このいばりようだよ」

　ジジもニニにむかって、ふーっと体をふくらませました。

「そうよね、ジジ、あんたもいっしょに育ててくれたものね。ふたごの赤ちゃんは大変だったもの」

　キキがいいました。

「えーっ、ジジがわたしたちの世話したっていうの？　それは聞き捨てならないわ。そばに来て、おしりのにおいをかいだだけじゃない。鼻をぶるぶるってすると、かあさんがおむつかえてくれたりしてさ。それだけじゃないの。あの態度、ちょっと失礼だったわよ、ねぇ、トト、おぼえてるでしょ」

「ジジはいつもそばにいたけど……そこまでは……」

　トトははにかんで、首をすくめました。

「そういえば僕、ジジとはいはいごっこしてたよね。あれって、あそんでくれてたの？」

「わたしだって、みんな、ちゃんとおぼえてますよ。わたしは、天才だからね……ふふふ」

　ニニの言葉をききながら、ジジはつんと顔をあげて、自分の家のほうに歩きだしました。すると小さな赤ちゃん猫が二匹ころがるように走ってきて、ジジの背中に飛びのりました。ジジは、ぐいっとしっぽをたてると、右、左とおおげさにふりはじめました。あかんぼの世話はなれてるんだからとでもいいたそうです。

「かあさん、わたしはね、部屋なんかいりませんよ」

　ニニがいいました。

「あら、そう。それはまたどうして……」

「だってむりでしょ。このせまさだもん。わたしはものわかりがいいからさ。トトといっしょでいいよ、我慢する」

「また、ニニはいい子ぶっちゃって。ほんとはね、いっしょだと僕を奴隷のようにつかえるからだよ。命令できるもんね」

「あら、そんなこといつした？　わたしは弟を教育してるのよ。トトは、おぼえがはやい、いい子だもん。才能は生かしてあげなくちゃね」

　ニニはにっと鼻にしわを寄せました。




「ねえ、とんぼさん、女の子のニニが自分の部屋がほしいというのはわかりますよ。そろそろはずかしい年ごろですから。でも、いいだしたのは、トトよ。それにトトったら、魔女になりたいみたいなこといってるし。どうして、うちはこう、いつも反対になっちゃうのかしら」

　キキはとんぼさんにいいました。

「へー、そうかい。だけど、なにも魔女になれないからっていって、魔女じゃないとはいえないさ」

「えっ、なに、それ？　どういう意味なの？　あなたって、すぐなぞなぞみたいなこというんだから」

「キキはもともと魔女だから、そこらへんのことはわからないかもしれないけど。ま、魔法っていうのは、かたく考えることないんじゃないか。トトはトトでなにかを見つけるさ」

「でも、なんとか助けてあげないと、トトには思いどおりにならないことばかりだもの。せめて部屋のこと、どうにかならないかしら……ねえ、あなた、考えてよ。でもここの家をひろげるのは、むりよね。昔とちがって、家がたてこんじゃったから。おソノさんのお店だって、ひろげたくてもできないのよ」

「そうだねえ、いい魔法はないもんかねえ」

　とんぼさんは苦笑いをしました。




　キキの家はもともとグーチョキパン屋さんの粉置き場でした。キキがこの町にやってきたとき、おソノさんが、その二階をかしてくれたのです。その後、ケケが乗りこんできて、一階に短いあいだ住んでいました。キキが結婚すると、粉袋はおソノさんの物置にうつされ、一階は台所と居間に改造されて、キキの仕事机、とんぼさんの机、そしてまんなかに大きなテーブルがおかれました。キキはキャプテン・ゴーゴーの家の大きなテーブルにあこがれていたのです。それから、ふたりの子どもたちが生まれると、仕切りをつけて二階を二間にしたのです。それでもういっぱいいっぱいです。ギリギリです。

　トトが自分の部屋がほしいといっても、その希望をかなえてあげられそうもありません。




　とんぼさんはトトとニニを前にしていいました。

「どうだい。自分の部屋の設計図をかいてみたら。こういうのがいいなっていうのを」

「わー、たのしそう。わたしもかこうっと」

　いちばん先に返事をしたのはキキでした。

「えーっ、かあさんもするわけ。それってしらけるよ。子どもの問題に親がはいるのよそうよ、ね」

　ニニがすかさずいいました。

「あら、悪い？」

「だってわたしたちの部屋だもん。ふつうの親はだまって、我慢でしょ」

「どうして？　みんな、いっしょが、たのしいじゃない？」

「みんな、いっしょがいやだって、トトはいってるのよ。それでこの話始まったんじゃない」

　キキの顔はみるみる不満でふくらんでいきました。

「それじゃ、いいわよ。自分たちで考えなさい」

「そうです」

　ニニはうなずきました。

「とうさん、じゃ、僕のすきにかいてもいいの？」

「ああ」

「でもおソノさんちの土地なのよ、ここ」

　ニニがいいました。

「そういうことも考えて、すきにやってごらん」

「ふふふー、おもしろくなってきたぞ、きたぞ」

　ニニはそういうと、足音も高く、二階へあがっていきました。

「じゃ、ヨーイドンだね」

　トトもニニを追いかけて、あがっていきました。

「つまらないわ。どうしてわたしは入れてもらえないの？　いつもわたしを仲間はずれにするんだから……」

　キキは口をとんがらせて、不満顔です。

「えっ！」

　とんぼさんはおどろいたように顔をあげました。

「君はトトとニニとおない年なのかい。しっかりしてよ、魔女のおじょうちゃん」

「くーう」

　足下から、ジジのからかうような声が響いてきました。

　キキはむっとして、天井を見上げました。

　光の届かない隅に、ぼーっと水玉模様のスカートが浮かんできました。

「おそろいがいいの、おそろいがいいの」

　小さいときの自分の声がきこえます。

「となりのルリちゃんと、いっしょがいいの。ほしいの、ほしいの」

　キキはお店の床に寝ころがって、足をばたばたさせました。

「だって、魔女だから、いっつもべつだっていわれるんだもの」

　このとき、オキノさんも、コキリさんも、声をそろえていいました。

「だめ。まねっこは」

（わたしって、子どものときから、仲間はずれによわいんだ）

　キキはずっと、魔女だからっていう言葉にしばられてきたのでした。とんぼさんといっしょになってずいぶんなおったと思ったのに、今でも特別に見られるのがいやで、仲よしこよしずきが、なおらないのです。

「わたしって、かわってないな……でも、仲よく、いっしょに、にぎやかにやりたいのよ、やっぱり。変かな」

　キキはそれでも、成長のおそい自分にすこしはあきれているのでした。




　ニニが筒のように丸めた紙をかかえて、歩いています。つんのめるような急ぎ足です。そして「建築設計」と看板がかかったお店にはいっていきました。

「こちらで、家のたてかえなんてしてくださいます？」

「ええ、やりますよ。犬小屋から、王様の宮殿まで」

　出てきたどっしりと大きい男の人が笑顔でうなずきました。ニニは顔をしかめました。

（わたしのこと、子どもだと思ってる）

「部屋を一つふやしたいんです。でも場所がないから、トンネルの部屋にしたいの。この家の下に部屋を作ったらどうかと思って」

「ほほーう、これが設計図か……穴ほりか……夢の部屋だね」

　男の人はまだ笑い顔で、ニニを見ました。

「はじめは、こうでなくちゃ。自由に考える、これがいちばんだよ。これが、子どもの特権だ。ね、おじょうちゃん」

　ニニのほっぺたはぶーとふくらんで目もとんがってきました。

「できないんですか、できるんですか？」

「うーっ、やってやれないことはないけどね。いちばんかんたんなのは今ある家をそのままどこか、となりにでも動かせるといいんだが……でもこの町なかじゃ、むりだな。場所がないよ」

「それなら、大丈夫。ごぞんじかもしれないけど、わたしのかあさん、魔女なの。宅急便屋をやってて、カバだって運んだことがあるのよ。トンネル掘るあいだ、家を空からつるしてもっててもらうわ。なんとかしなくっちゃって思ったら、なんでも運べるって、かあさん、いつもいってるもん」

「……そ、そう、かい？」

　男の人は、ひっくりかえるような声でいいました。でも目はおかしそうに笑っています。

「すてきなかあさんだね。でもまず、むりだな。すくなくとも十日はつりさげてもらわなくちゃならないよ。そのあいだ君はどこに住むの？　いっくら魔法だって、むりだろ。魔女のおかあさんでも、むりだよ。でもね、おじょうちゃんのような、なんとかしなくっちゃっていう冒険の気持ちはだいじだよ」

　男の人はなだめるように、もう一度、「冒険はだいじだ。わすれないようにね」といいました。

　ニニはしょげて帰ってきました。でも、できないといわれると、なおさらトトに部屋を作ってあげたくなりました。なんとかしなくっちゃっていうこの気持ち、ニニは気に入ったのです。

　一方、トトも変な絵をかいていました。

「おソノさんが、『家もパンみたいにふくらむといいのにね』って、いったんだ。それで、ふくらませちゃった」

　その絵は屋根にあんパンみたいな形のものが乗っているものでした。

「ふくらませるの？　ふくらし粉入れるんだ。トトは、お菓子作りうまいもんね」

　ニニがからかうように、口をはさみました。

　とんぼさんは、トトの絵を前にして、天井を見上げています。

「ふーん、ふくらませるねえ。それならいけるかもしれないなあ。トト、いいかもしれないぞ」

「あら、それ、また、あなたの風船作戦ですか？」

「いや、トトの絵のように、ちょっぴりふくらませるのさ。空にむかって。大家さんのおソノさんたちにおねがいしてね」

「パンを部屋にするの？　ほんとに！　とんぼさんは、いつもわたしを煙けむにまくんだから」

　キキは眉まゆを寄せました。

「いや、まじめな話だよ。なにもパンで作るってわけではないんだ。でもこういうやりかたは自然界にはいくらでもある話さ。泥蜂なんか、壁に泥で子どものために巣を一晩で作ってしまうんだからね。うまいもんだよ。なにせ、僕は昆虫の仲間、とんぼだからね。息子の巣ぐらいなんとかしなくちゃな」

　とんぼさんはにやにやと笑いながら、目をぱちぱちさせて、

「ま、ちょ、ちょいと魔法をつかってな……」と、とぼけたようにいいました。




　しばらくして、小さな小屋のようなキキの家の屋根に、これまた小さなヘンテコに丸いコッペパン形の部屋ができあがりました。パンといえば、すこしはかわいいけど、頭にできたたんこぶみたいです。トトとニニの部屋の天井に穴をあけ、壁にくっつけた垂直の梯子はしごをのぼってはいります。小さな机と、ベッドがついています。トトは大満足です。

「トトったら、出たり、はいったり、蜂みたい。でももうすこし背がのびたら、足をちぢめなくちゃね」

　キキはのぞいておかしそうにいいました。

「そうなったら、窓から足をにゅっと出して寝るよ」

　トトはもう、うきうきです。

「巣立ちっていうのもあるからな。それまでこれで間に合うさ」

　とんぼさんも満足そうです。

　ニニはトトがうらやましくなってしまいました。トンネルの部屋もいいけど、空にむけてふくらんでる部屋は、なんだか遊園地みたいで、おもしろそうです。

「いいなあ、いいなあ。弟なのに、わたしの上に住むわけ。今からいっとくけど、乙女の部屋をじろじろ見たりしないでよ」

「だれが、見ますかね。そんな屑くず箱ばこみたいに散らかってる部屋なんて」

「気分悪いんだったら、えんりょすることないわ。かたづけてくれてもいいのよ。あ、いいこと考えた。ものがふえたら、トトのところにおいてもらおうっと」

　ニニはなにがあってもあいかわらず調子がいいのです。




「チーロコ」

　ニニは校門を走って出ようとしているチロコを追いかけてよびました。

「ねえ、ちょ、ちょっと、まってよう。いっしょに帰ろうよう」

　チロコは立ちどまってふりむきました。

「わたし、やることがあるのよ。だからね、ごめん、ニニ」

「え、やることってなに？　わたしもいっしょに入れてよ、ねえ、いいでしょ」

　ニニは追いかけていいました。

「ニニ、あんたって、なんでもいっしょがすきなのねえ。くっつくのすきねえ」

「だって、ひとりより、ふたりがいいでしょ」

「じゃ、お手洗いいくのもおててつないで、いっしょにいきたいの？　レアちゃんたちみたいに。わたしは、そんなの、いやだ。べたべたは、おーいやだ」

「やだって……、昨日までわたしとべたべたしてたじゃない。だって、わたし、チロコがだいすきなんだもん」

「あんたって、ずいぶんかんたんにだいすきっていうのね」

「かんたんじゃないよ。いちばんだいすきなんだよ、それ、いやなの？」

「へーっ、すきに順番つけるわけ。魔女って、差別してもいいの……？」

「……そんなのわたしの自由よ。魔女とは関係ないでしょ。すきにさせてよ」

「まあ、そうなんだけどね。ニニ、ところで、あんた、そんなこといってもやっぱり魔女になるんでしょ」

「まあ、そうなっちゃうかなあ……」

「それって、生まれたときから、お金持ちだってこととおなじよね」

「そんなことないよ。魔女って大変なんだから」

「でもいいじゃない。一つは決まってるんだから。やること見つからなかったら、魔女になればいいんだから。ふつう生まれのわたしはこれから、探さなくっちゃならないの。大変なんだから。だから、はい、さいなら」

　チロコはニニの顔も見ないで、駆け出しました。

「ねえ、どこにいくのーよーう」

　ニニは、体をすねたように動かして、さけびました。チロコは走りながら後ろをむいて、右手をあげて、ひらひらとふりました。

　ニニは目をまんなかに寄せ、泣きそうな顔で、チロコの姿が遠くなって、角をまがるまで見ていました。それからじっとどこかをにらみつけていたかと思うと、足でばんと地面をけり、のろのろと歩きはじめました。

　三日前まで、チロコといっしょにあそんでいたのに、歩くのだって、いつもばっちり腕をくんでいたのに。なぜなぜとつぜん……こうなっちゃったの？　ニニには理解できないのです。わたし、悪いことしたかしら……それともチロコにわたしよりすきな友達ができたのかしら……ニニは目をしばしばと動かしました。口もからからしています。でもすぐそれをはらうように、力を入れて、走りだしました。




「ねえ、キキかあさん」

　ニニはいすにすわって、書き物をしているキキに体当たりするように寄りかかりました。

「ねえ、かあさん、わたしのことすき？　愛してる？」

「なに、いきなり、どうしたの。もちろん、もちろん、でしょう」

「かあさん、わたしねえ、そろそろ飛ぶ練習しようかと思って」

「おや、おや、それはまた、どうして」

　キキは、おどろいたのと、うれしいのがまざった顔つきで、ニニを見つめました。

「飛ぶ練習したら、魔女にならなくちゃいけないの？　途中でやめたっていいんでしょ」

「そりゃ、やってみて、なりたいって思ったらでいいんだけど。そう、魔女にむりやりはなしだけど……。でも飛ぶ練習はちょっと大変よ」

「落ちたりする？」

「まあね。多少はね」

「痛かった？」

「そりゃもう。でもイタタ、キモチ、ヨカッタって感じかな」

　キキはふふと笑いました。急に出てきたにきびを気にしているうちに、木にぶつかりそうになった子どものときを思い出したのです。

「かあさん、なに笑ってるの？」

「ふふふ、なんでもない。そうだわ、鈴をつけましょう。まずそれから」

「なに、鈴って」

「落ちたときのために、木の枝に鈴をつけるのよ。うっかりしててぶつかると、チリチリ鳴るでしょ。あっ、落ちてるって、それで気がつくの。そして、また飛び上がる。これはコキリさんが、わたしのために考えだしたやりかたなの。わたしが魔女になったとき、コキリさんが、またいるときまでしまっといてあげるっていって、そしてあなたが生まれたとき、送ってくれたのよ。だからいつでも鈴はつけられるわ」

　キキは立ち上がって、うきうきと戸棚から箱を取りだしました。

「今は町なかじゃ、練習するのはむりだから、町はずれの森がいいわ。そう、子どもたちが、お泊まり会で、まっくらくらさんぽをするあの森のあたりがいいわ」

「えーっ、あんなとこ？　町じゃだめなの？　それじゃ、見せびらかせないじゃない。つまんなーい」

「見られないほうがいいかもよ」

　キキはまたくすくすと笑いました。それから箱のひもをほどいて、鈴を取りだしました。小さいのや、大きいのや、いろいろです。

「ああ、さびちゃってる。みがかなくちゃね。あっ、そうだ、もう一つあるはず……」

　キキはまたふふふと思い出し笑いをしました。

「かあさん、さっきから笑っちゃって。なに、それ？　うれしいこと？」

「ええ、もちろんよ。だいじな思い出なの」

「どうせ、とうさんのことでしょ」

「あたり！」

　キキは大きな声でいいました。キキはうれしそうです。いつも生意気ばっかりいっているニニが自分の助けを必要としているのです。




　その夜、キキは麻の布で鈴をみがきはじめました。

　手伝おうかといったとんぼさんに、キキは「これは、たぶん、わたしの仕事だわ」というと、一つ一つ、力を入れて、こすりつづけました。そばで、とんぼさんとニニがのぞきこんでいます。そして、すこしはなれたところに、体半分むこうをむいて、見て見ないふりしてるトトがいました。とんぼさんはときどきふりむいては、トトの様子を気にしています。

　鈴はにぶい銀色に光りだしました。

「そうだ、かんじんのほうきはどうするんだい」

　とんぼさんがキキにいいました。

「それなら、わたしのを一つ、あげるつもりなの。こうなるかもしれないと一本、だいじにとっておいたの。つかいこんであるから、飛びやすいわ。わーっ、また思い出しちゃったわ。昔、コキリさんもおなじこといってた」

「でも、一つしかないじゃないか……二本、必要だろ。

　そうだ、そのほうきのふさをほぐして、半分ずつにして、あとはあたらしい柳の枝をたせば、二つになる。これならキキの気持ちもはいるし。よし、とうさんが作ってあげよう」

　キキがびくっと顔をあげました。ニニも目を丸くしてとんぼさんを見ています。トトはといえば、あまりおどろいて、口をぽかんとあけたままです。

「な、僕に、まかせてくれ」

　とんぼさんは、ふだんとかわらない様子で、みんなの顔を見回しました。







　５　今夜決行







　トトが肩からさげたかばんを揺らしながら、家にむかって全速力で走ってきます。今さっき郵便配達のおじさんとすれちがったので、おおあわてです。だれよりもはやくポストのなかの手紙を取りださないと、おそらく、たぶん、きっと、ややっこしいことになってしまいそうです。

「魔女の宅急便」の看板の下にある、ポストの上にどかんと、トトの猫、ベベがすわっているのを見て、

「やっぱり、あれ、来たんだね」とトトは小声でききました。

「見張りしてくれて、感謝です」

　ベベが耳をぴぴぴっと動かしました。

「わたしだって、まってたもん」

　空気のささやきみたいな小さな声です。でもトトにはその空気の動きでなんとなくベベの言葉の意味がわかるようになったのです。

　トトはあたりを見回し、人の気配がないのを確かめると、ポストから手紙を取りだして、すばやく宛名に目をやるとするりとかばんに入れ、歩きだしました。ベベが飛び降りてついてきます。トトはせまい道にはいっていきました。今では小さな美術館になっている、昔、デザイナーのサヤオさんの家だった夕日館へつづく道です。こんなせまい道がのこっているのは、近くではもうここだけになってしまいました。昔よくジジが歩いたように、ベベは塀の上に飛びのると、しっぽをたててついてきます。

　トトは両側の塀のあいだがひときわせまくなっているところに来ると、立ちどまって、寄りかかりました。

「ねえ、はやくう」

　上からベベがのぞきこんでいます。

　トトはまず封筒の裏を見ました。そこには「ケケより」とかかれていました。トトの両ほほがぽーっと赤くなりました。トトはかばんからはさみを取りだすと、封筒のはじをていねいに切り、はさみをまたきちんと元にもどしてから、やっと手紙を開きました。

「ふたごのくせに、まったくもーう……ニニとちがうんだから」

　ベベがじれったそうにつめをたて、塀の上をかりかりとひっかいています。

　トトは目を細めて、読みはじめました。


「トト、ああ、トト。キキの息子ちゃんなのね。あなたから手紙をもらうなんて、うれしいやら、びっくりやら。もう十一歳なの！　まだ赤ちゃんだと思ってたわ。ちゃんときれいな字でかいてあるんだもの、感慨無量。やっぱり時間は走ってるのね。時間ってもう、まったくつかれしらずなんだから。こっちもついつられて走っちゃうのよね。そしていつのまにか過ぎてる。

　いいんだか、悪いんだか……ということは、さておいて……。

　あたしの『半分魔女』を読んでくれたんだって？　ありがとう。興味をもってくれてうれしいわ。キキに送ろうと思ったんだけど、あたしとしては妙にしりごみしちゃってさ。ゴメンでした。

　ところで、トトくんの『半分魔女』の問題だけど……君もやっぱり半分にこだわっているのね。気持ちわかるわ。あたしだってぐっと考えたわよ。いまだに考えている。あたしも、あんたも、名前のかいてない半端な免許証をもらってさ、つかっていいんだか、悪いんだか……はたして本物なのか、偽物なのか、うろうろよね。だれも生まれる前のことはおぼえてないしね。でもさ、仮に半分ってことはよ。もう半分がどこかにあるってことよ。見えないものなんだけど、でもないとはいえない。だからトト、自分で作ってもいいのよ。自分の半分は。えらぶんじゃなくって、思うままに作ることができるのよ。これってもしかしたらすごいことじゃない。あたえられた半分をぜんぶにするのもいいし、その半分をすてちゃって、まったく違うぜんぶにするのもいいし。見つけなくっちゃ。きっとどこかにあるわ。そこで考えなくちゃいけないのは、自分の気持ちよね。得とか、損とかじゃなくてよ。まわりが望むか、望まないかじゃなくてよ。正直、正直がいちばんだと思う。それにさ、君はとんぼさんのいい目ももらってるんでしょ。もしかしたら半分はそっちのほうかもしれないよ。とんぼさんは分厚いめがねをかけてるけど、あたしのいってるのはめがねの目じゃない、ほんとうの目よ。

　あたし、偉そうなこといっちゃってる。柄じゃないよね。はずかしいよ。あたしなんてさ、まだまだなんだから。『半分魔女』が本になったけどさ。世の中はきびしい！　ときどき、子守なんてしてるの。これって案外いいお小遣いかせげるのよ。おとうさんはあたしをだいじすぎるくらいに、育ててくれたけどさ。トトもあたしの本を読んで、知ってるでしょ。あたしにはかあさんに子守された思い出がないじゃない。それを知りたい、探りたいって気持ちもあってさ。おかあさんって、あたしにとっちゃ、いわば見えない半分なのよね。まわりの人、みんな、子どもまるだしのケケが子どもの面倒を見るなんて、笑っちゃうっていうけどさ。でもかんたん。子どもが泣くときはいっしょに泣けばいいし、笑うときはいっしょに笑えばいいのよ。なにしろ、正直、正直がいちばん。

　というようなケケ……でした。じゃ、またね……なんの意味もない手紙になっちゃったね、ごめん」



　トトは読みおわって、しばらくどこかをぼーっと見つめていました。それからていねいにたたんで、かばんのなかに入れ、ぱんと上からたたくと、歩きだしました。

「そうすると……ねえ、わたしも半分魔女猫ってわけ？」

　ベベがかすかな声でつぶやきました。

「おい、字、わかるのかよ」

「なんとなくね。でもさ、それもこれも、トトの出方によるわけよね。わたしがぜんぶになるかどうかはさ」

「ベベ、あまったれるなよ」

　トトはひょいと肩に乗ってきたベベにいいました。

　あの衝撃的な、とんぼさんの二本のほうき発言の後、四、五日して、出入り口の壁に、キキのほうきにならんで、二本のほうきがぶらさがりました。キキのつかいこんだほうきの房は、きっかり半分ずつにされ、あたらしくたされた柳の枝とまぜてあります。それでまだらになった色は、髪の毛のおしゃれ染めみたいです。大きさも、形も、ふたごのようにそっくりです。

　とんぼさんがたのしそうに口笛を吹きながらほうきを作っているのを見ていたら、もしかしたらトトも魔女のように飛べるかもしれないと、キキは思いました。トトにはニニのような、なにをやりだすかわからない心配はありません。でも、トトのこれからのほうがずっとむずかしいことになるかもしれないのです。

（魔女の子どもに生まれるって大変ね……でもだれでも、だれかの子どもなのよね。考えてみればみんなおなじなのに、でもこれって、かんたんなようでかんたんじゃないのね）

　でも、もし、もしも、トトが飛べたら、どんなところにいって、どんな仕事を見つけるのでしょう……キキは想像しただけで、うれしいような、でもやっぱり怖いような気持ちになるのでした。

　とんぼさんは、まじめにきっちり二つおなじほうきを作ったりして、ほんとうにトトが飛ぶようになると思っているのでしょうか……かわいそうだけど、キキは、やっぱりむずかしいと思うのです。だって魔女は女の人だと、ずっといわれてきたし、男の人がほうきに乗って、飛んでいたといううわさも今まで一度もきいたことがありません。だからといって、魔女に興味をもっているトトに、できないのよと、目の前でドアをぴしゃりと閉めてしまうようなことはとてもできません。ふたりともキキの子どもなのに、ニニはうなずくだけでかんたんになれて、トトは望んでいるのになれないというのは、あまりにも不公平です。

　トトは家を出入りするたびに、なにげなさそうに立ちどまっては、ほうきを眺めたり、さっと手でなぜたりしています。

　ニニのほうは、通るたびに、どっちのほうきがかっこいいか気になってしかたがありません。かわりばんこにかかえたり、乗るまねをしたりしています。でもとんぼさんの技は見事、二つともまったくおんなじなのでした。




　入り口のドアをあけて、ニニが寒そうに外を見ています。肩をつぼめて、手をこすりあわせています。

「寒くなってきたなあ。締め切り近いからなあ。チェチェチェ」

「なに、その声？」

　キキは結婚前からいまだに縫いつづけているキルトのカーテンに針をさしながらいいました。

「鳥よ。鳴き声よ。チェチェチェ。日ひ暮ぐれ鳥どりじゃなくって、十一歳年とし暮くれ鳥どりっていう鳥の鳴き声かな……」

「なに、そんな鳥いるの？」

「とうさんなら、すぐわかってくれるんだけどな。鳴き声もわかるし、鳴き声の気持ちもわかるし」

「すいませんね、わからなくって」

　キキは、こたえながら、いつもこんなふうにニニには突っかかるようないいかたになってしまうのを気にしていました。

「かあさん、約束ごとって、遅れたらまじいよね」

「そりゃあ、そうでしょ」

「でもさ、きりきり守るっていうのもどうかなあ。余裕がないよ。決まりごともたまにはかえなきゃ、空気がかわらないもんね。わたしはかえる人になりたいな」

「なにをぐちぐちいってるの？　あなたはいつも気楽にくるくるかえてるじゃないの」

　キキが小さく笑いました。すると、トトがそばから口をはさみました。

「つまり、自分に都合いいようにかえたいんだろ」

　ニニはトトの言葉にはこたえないで、部屋の奥にむかって、

「ねえ、とうさん」と、すこしあまったれた声でいいました。

「バッタってさ、生まれたときから、すぐ飛べるの？」

「ああ、飛ぶよ。まず飛ぶんだ。ぐずぐずしてると、鳥におそわれちゃうからな。生まれつきそんなことは、知ってるのさ。バッタはなぜとか、どうしようとか、考えないんだよ。そんなこと考えたとしたら、とたんに墜落するかもな」

　とんぼさんはぶつぶつとこたえながら、机にむかって、鉛筆でしきりに線をひいています。近づいてのぞくと、虫のような、子どものおもちゃのような、形をしています。

「なにかいてるの？　変な絵！　先生なのに。変な先生！」

「ふふふ、とうさんにもわからん。でもかいてると、なにかいいものが見つかりそうなんだ」

「いいものってなに？」

「昆虫の足って強いんだよ。どんな構造になってるのか、そこがおもしろくって。とうさんもそんな力がほしくなる」

「どれ、とうさん、見せて」

　トトがのりだしてきました。

　見ると、紙にまがりくねった線やら、絵のようなものやら、ごちゃごちゃとかさなるようにかいてありました。

「なに、それ。謎の地図みたい」

「まだとうさんにだってわからないんだよ。いたずらがきさ。もやもやがき、ふふふ」

「とうさんも、もやもやなときあるの」

「あるさ。ずっと、あったさ。いろいろもやもやはね。でも虫にはないんだよ。そこがすごい。はねるときは、はねる。飛ぶときは、飛ぶ。逃げるときは、逃げる。はっきりしてて、そこがいい。だからいくら見ても見あきないんだ。それに、ずっと見てると、さらに見えてくる」

「見てると、見えてくる……なにが？」

　トトがとんぼさんの言葉をなぞるようにいいました。

「自分のなかにね、虫が住みつく。その見えない虫といっしょにくらすのさ」

　とんぼさんがつぶやくようにいいました。

　ニニは、あへというように、首を前に出しました。

「かあさんも、よく、そんなこというよね。見えない世界がだいじとかなんとか……うちってなぞなぞがすきだよなあ。なぜ？　なぜ？　なぜなの？　なんちゃって。そういえば……いつか、ノラオおじさんもおなじようなこといってたね。でも、なんかそういうのめんどくさいね……すきなら、やる、きらいなら、やめる。はっきりがいい。わたしはバッタのやりかたでいくわ」

「それって、あきっぽいってことじゃないの」

　トトはいいながら、目は、とんぼさんのいたずらがきをじっと見ています。

「とんぼさんはね、いつもいつも冒険がすきなのよ。わたし、そこがすてきだと思うわ」

　キキは手をとめて、自慢するように、うなずきました。

「やれ、やれ、かあさんたら、そういう自慢、子どもにしてどうするの」

　ニニがおおげさに肩をすくめました。

（僕、とうさんに、似てるかも……ケケもいってた）

　トトは声に出さないでいいました。

「あーあ、わたしのこのカーテン。今年中には完成するかしら」

　キキは手元のつぎはぎだらけの布をもちあげ、ため息をつきました。

「コマコマ屋さんで買った布だけにしておけばよかったんだけど、ニニの赤ちゃんだったときのよだれかけの布、すてられなくって縫いつけたいとか、トトのだいすきだったズボンのポケット、はりつけようとか、寄り道しちゃったから。あら、これって、よく見ると、我が家の地図みたい。でも、今年こそは完成させるわね。大おお晦日みそかまでにはいくらなんでも」

「そうだ、もうすぐ誕生日だ。ここは、一ついい子でいないとな」

　ニニが首をすくめました。キキはそんなニニをじろりと見ました。

（十歳までには決めるっていう魔女の約束、この子ったらわすれてるのかしら。もうすぐ十二になるっていうのに。でもニニの問題だから、あくまでもこれは）

「キキかあさん、またなに考えてるのよ。わたしのことでしょ。もやもやは体によくないからいいかげんにしたら。これがおすすめよ」

「わかってますよ。それにしてもあなたたち、十二月二十八日とは、なんていそがしいときに生まれてきたのかしらね」

　キキはいいました。

「いそがしいっていったって、かあさんがうんだんだから。しょうがないでしょ。ああ、そう、トト、いよいよ年の暮れだね。お気持ちはどう？」

「なにがだよ？」

　ニニはトトをのぞきこみました。

「やだ、しらばっくれちゃって。大晦日の我が町、コリコのマ、ラ、ソ、ン大会のことよ。さてはいかないつもりね。見せつけられちゃうから？」

「………」

　トトは口をむっとつぐんで外を見ています。

「トト、寒いから、窓を閉めてくれない？」

　キキは顔をあげずに、縫い物をつづけています。

　子どものころのコキリさんの声がきこえてくるようでした。

（あなたの気持ちで決めなさい。むりして決めるのは、いちばんいけないわ。魔女はそういうものよ）

　コキリさんはよくこんなふうにいっていました。そのくせ今か今かとまっているのが、キキに伝わってきました。

（コキリさんも今のわたしのように我慢してたんだ）

　でも、魔女になるって気持ちで決めていいのでしょうか。ほんとうにそれでいいのでしょうか。キキは今までこのことをあまり深く考えたことはありませんでした。

　もし気持ちで決められるなら、気持ちで魔女になることもできるってことではないでしょうか。

　キキは縫い物の手をとめて、トトをそっと見上げました。

　気持ちでいいなら、トトにはその気持ちがたっぷりあるのに……。

　すこしの迷いはあったにしても、かんたんに魔女になると決めてしまったキキには、トトを勇気づける言葉が見つからないのでした。

「ふたりいっしょに生まれてきたんだから、おなじがいいのに。べつべつで、だから、心配もべつべつになってしまう……」

　こんな気持ちをキキはとんぼさんに話したことがありました。するととんぼさんはこうこたえたのです。

「おなじじゃ、きっとつまらないよ。心配があるってことは、にぎやかってことでもあるのさ！」




　コリコの町のマラソン大会で、トトは家族といっしょに、いつものように走りました。ニニはめずらしく、冗談もいわずに走っていました。でもちらちらとサラミとタイくんのほうを見ているのに、トトは気がついていました。

（サラミのことは、もう卒業したのに）

　でもトトはニニの姉らしいやさしい気遣いを感じていました。




　トトとニニは十二歳になり、お正月も過ぎていきました。ニニの気持ちも決まらないまま、キキのいらいらもおさまらないままに過ぎていきました。




　今夜、決行。

　トトは三日前から決めていました。

　時計の針が一時をさすまで、トトは必死に目をあけてまちました。それからそっとベッドから抜け出し、頭をぶるっとふって眠気を吹きとばすと、梯子はしごから下をのぞいて、ニニの様子をうかがいました。「くんくん」と子犬みたいな寝息がきこえてきます。トトは昼間ベッドの下にかくしておいたほうきを取りだしました。パジャマに着替えないで、洋服のままはやばやと寝たふりをしていたのです。トトはそっと窓をあけました。冷たい風がすーっとはいってきます。下で、ニニが寝返りをうっています。トトはあわてて体をのりだし、屋根の上に出ると、そっと窓を閉めて下をのぞきました。えっと思うほど地面ははなれて見えます。それからかかえているほうきと靴を家の壁に滑らせるようにしておろすと、屋根のはしに手をかけて、ぶらさがり、ぱっと手をはなしました。トトの体はかるがると地面に着地しました。

「背がのびててよかった」

　トトはふっと笑って、つぶやきました。

　トトは靴をはき、ほうきをかかえて、走りだしました。走ると、冷たい風が倍も冷たくなって、体にあたります。

　もう行く先は決めてありました。夕暮れ路みちのむこうの、ヨモギさんの家と、くすりぐさの畑の先から始まる急な斜面です。その下の運動場にむかって飛んでみるつもりなのです。

（みんなはむりだって思ってるんだ。それはわかってるけど、もしかしたら僕だって飛べるかもしれないじゃないか。やってみなくちゃわからないよ。やってもみないであきらめるなんて、やだもん。でも、もし、もしも、飛べたらどうしよう。空から、コリコの町がいっぺんにぜんぶ見えるんだぜ。星くず群島の小さな島に、ちょーんちょーんと片足ずつつけて、三段とびみたいに飛んだりしちゃってさ。なんか空を手に入れたみたいじゃないか。空の上では、風ってどんな音を出すんだろう……風が口とがらせて口笛吹いたりしてさ、すごいよな。一度でいいからきいてみたいよ。もし、もしもだけど……飛べたら、コキリさんや、オキノさんのところだって、さーっていけるんだから。ケケおばさんにだって、会いたいときに会える。手紙かくよりかんたんだ）

　トトは、飛べないかもしれないと思っている自分をまぎらせたくって、いろいろなことをつぎつぎ考えました。

　葉を落とした林の木はどれも、たくさんの枝を上にのばし、その先はかじかんだ指のようにふるえています。ざざっと風が通りすぎていきました。

（チェッ、コート着てくるんだった）

　トトが上着の襟をたてて、下を見ると、暗いなかに、背丈ほどもある枯れ草が、なにかの影のようにつづいて、暗い闇のなかに沈んでいました。

　トトの胸がきゅっとふるえました。

（なんだよ、いつも来てるとこなのに、びびるなよ）

　トトはそっとあたりを見回して、だれもいないのを確かめると、キキのようにほうきを足のあいだに入れながら、ちょっと照れて肩をすくめました。

（やっぱり手がたく、準備運動からだよな）

　トトは斜面の上を通っている、草の生えた、細い平らな道を走りだしました。はじめは歩くように、それからだんだんはやく。道が林でおわると、回れ右して、もと来た道を走りました。かるく、かるく体をもちあげるようにすると、足が地面から浮いていくような気がします。地面は黒く、遠くにあるようです。

（僕だって、かあさんの子なんだから、ほら、できないわけないんだ）

　トトの胸はどきどきしてきました。

（でも飛ぶってことは、やっぱり高く、空のまんなかまでいかないとなあ）

　トトはこれが本物の飛ぶってことではないと思わないわけにはいきませんでした。いくらはじめてだからといっても、三歩に一歩は足が地面をけっています。それをちゃんと感じています。ごまかしようもありません。飛んでない……やっぱり……。

　でもトトはそう認めてしまうのは、いやでした。

（じゃ、いっきに飛んでみるか）

　トトは立ちどまり、下を見ました。それから空を見上げました。濃い藍あい色いろの空がひろがっていました。星がチリリ、チリリと寒さにふるえているようです。月は、見えません。

（チェッ、まずい。魔女にはやっぱり満月だよな……そこまで考えなかったよ）

　でもトトは口をちょっとまげて笑うと、ほうきにまたがり、おそるおそる下をのぞきました。空から冷たい風が吹きおりてきます。思わず肩をつぼめて、足ぶみをしました。でもすぐ目をきっと光らせると、風に追われるようにいきなり飛び上がりました。

　ズボンの裾すそから冷たい風がはいりこみ、上着の裾がひろがります。

「ヤッタッ！」

　こうさけぶつもりでした。でもその声は「ヤッ」とも出ないうちに、トトは茂った枯れ草のなかへ、もまれるように落ちていきました。枯れた草の茎がぶすぶすと体をさします。

「イテテッ、イタッ」

　トトは見えない相手とけんかをするように、もがきました。でも落ちるのはとまりません。そしてがっつんとぶつかったのは、運動場の鉄棒の杭くいでした。トトはくたんとしたまま動きません。髪の毛だけが風で揺れています。

　そばでもそもそと動いているものがいます。ベベでした。自分もどこか怪我をしているのか、はうようにしながら、トトに近づいてきます。

「にゃごーん、にゃごーん」

　いつになく大きな声です。さけびながら、赤い舌で、トトの顔をなめはじめました。

　やっと姿をあらわした細いお月さまがうすい光をのばして、トトたちを照らしました。

　こそっと、トトが動きました。

「にゃーごー」

　ベベが鳴きます。

　トトはゆっくり体をおこしました。体中で血がずきずきと動いています。破けた上着から冷たい空気がはいってきて、痛い傷をさします。

　トトははうように体をずらして、鉄棒の杭に寄りかかってすわりました。ベベがおなかの上によじのぼってきました。じわじわとあたたかさがしみてきます。

「ベベ、おまえも来てたのかよ」

　トトはベベの背中に手をおきました。

「そうよ、ほうきの房の上に乗ってみたの。だってこれ魔女猫の乗りかたでしょ」

　ベベのおしりがくたんとなっています。

「怪我したの？　ベベも、いっしょにころげたの？」

「当たり前でしょ。仲間だから」

「ごめん。大丈夫？」

「痛いけど。トトだって痛いんでしょ」

「僕は自分でしたことだから」

「わたしだって、そうよ。わたしだけ飛べないのは大問題だもの」

「まいったよなあ」

　トトはそういいながら、ベベに手をおいたまま、ぼーっと前を見つめていました。

　やっぱり飛べないや！　やっぱりな。

　この言葉が何度も何度も、トトの体のなかを通りぬけていきました。

（かあさんから魔女の半分はもらってるはずだから、すこしぐらい飛べると思ったのに、ぜんぜんのぜんぜんだよ。がっかりだな）

　トトは腰が抜けてしまったように、そのままだらりとすわっていました。

　さっきはあんなに寒かったのに、今はなにも感じません。なにかがすとんと落ちて、自分が消えてしまったような気分です。トトは目を閉じてじっとすわっていました。

　気がつくと、お尻しりが痛いほど冷たくなっています。

　空がすこし明るくなってきました。どこかですずめが鳴きはじめました。朝もやのなか、運動場のむこうを走っていく人がいます。トトは体をおこすと、おなかにしがみつくようにすわっている、ベベをだきあげました。

「ベベ、歩ける？」

「トトは？」

「大丈夫だよ」

「こっちも、おんなじ」

「おー、さむ。寒いや。いくか？」

　トトはベベをだいて、ゆっくりと立ち上がりました。腰と膝ひざがずきずきと痛みます。ベベはトトの腕から飛び降りました。

「へっ、へいきなの？」

「人間よりはつくりがいいもの」

　そういいながら先を歩きはじめたベベも後ろの右足をひきずっています。

「ほんとうに大丈夫なのかよ。だいてやるよ」

「それよりほうきはどうしたの？」

　トトはあわててまわりを見回しました。すると運動場のまんなか近くに、無残なすがたのほうきが横たわっていました。柄は半分に折れ、房はずりぬけて散らばっています。

（あんなとこまで……いってるよ）

　トトは足をひきずりながら、ばらばらになったほうきを集めました。

　トトはさっきころげおちた、急な斜面をのぼるのはあきらめて、ぐるっと遠回りをして家にむかいました。

　トトが折れたほうきをかかえ、足をひきずりながら、パン屋さんの前の道を歩いてきます。後からおなじように足をひきずって、ベベがついてきます。いつも早起きのおソノさんと、フクオさんが窓ごしにそれを見て、ぎくりと顔を見合わせると、飛びだしてきました。

「トト、トト……」

　おソノさんはよびかけて、声をのみました。トトのきずだらけの顔と、こわれたほうきを見て、すべてがわかったのです。

　家のドアはあいていました。その前にキキが立っていました。走りだそうとしているキキにトトは両手をあげて、にっと笑いました。キキもつられて笑いかえしました。でも笑いながらトトは、今にも足ががっくりと折れて、しゃがんでしまいそうでした。

「まあ……」

　キキから出てきた言葉はこんな半端なものでした。

「見事、墜落。いてえのなんの」

　トトは両手をひろげて、キキに破けた上着を見せました。

　とんぼさんがゆっくりとドアから出てきました。トトを見て、ちょっと目を見開くと、すぐにっと笑いました。

「トト、おまえも、失敗かあ」

「そうらしいわ。とうさんとおなじね」

　キキもほっとしたように、笑いました。

「やってみたかったんだよな。確かめたかったんだよな。わかるよ。とうさんなんか、もっとらんぼうだった。なにしろキキのほうきを盗んでやったんだからな」

「そう、そう、そうだった。こわれかたまでそのほうきにそっくりよ。新米魔女だったわたしは、ほうきがなくなって、途方にくれたわよ。でも自分であたらしいのを作ったのよ。そうだわ、こわれたコキリさんのほうきの房をまぜてね。とうさんたら、いたずらだったんだから。今でもそこんとこ、なおってないみたいだけどね」

　キキは気まずさをうずめるように早口でしゃべりながら、トトにもう一度笑いかけました。

「これでさっぱりしたよ」

　トトはそうつぶやくと、家にはいっていきました。それから、壁にかかったニニのほうきのとなりの空いた釘くぎを見て、

「僕、なおすからさ、またここにかけてもいいでしょ」

　キキがちょっとのりだして、なにかいいかけると、

「大丈夫。もうむちゃしないから」といいました。それからふりかえり、あらたまった口調で、

「本日、トト、十二歳と二十八日でありました」

　だれだかわからないものに報告するように声に出していいました。

　キキは眉まゆと目を寄せ、じっとトトの後ろ姿を見つめました。その目には涙があふれてこぼれそうでした。

　トトは階段をのぼり、ニニの部屋のドアをそっとあけました。ニニはなんにも知らないで、ブブといっしょに、くーくーと平和な寝息をたてています。トトは足下のベベをだきあげ部屋にあげると、自分は梯子はしごをのぼって、そのままベッドにたおれこみました。







　６　かくれた名前







　あのほうき事件の後、トトは何事もなかったように、いつものトトにもどりました。しずかで申し分のない、いい息子です。でも、キキも、とんぼさんも、あれ以来トトの体のなかで、どきどきざわざわとなにかが揺れているのを感じていました。

「彼の問題だからなあ……」

　キキが心配すると、とんぼさんはこういいました。

「わたし、ほんとうにおばかさんだったわ。男の子が生まれて、びっくりしちゃったんですもの。一つも不思議なことではないのに。子どもは女の子で、魔女になるって、勝手に思いこんでいて」

「そういうのを凝りかたまりっていうんだよ。しっかりしてよ、キキ。魔女は気持ちが自由なのが取り柄なんでしょ」

「うん、そうよね、でもトトのことになると、わからなくなっちゃうの。修行がたりなくってすいません。トトって、いつもいい子だったでしょ。今でもいい子だけど。でも、このごろ、ちょっとちがってきた。心がもやもやしてる。トトってすこし複雑でしょ。むずかしいわ」

「そうおっしゃいますがね……僕だって、トトとおなじだったよ。考えることはたくさんあった」

「やっぱりわたしが魔女だったからよね。トトもそれがすごく気になってるのよ。それはよくわかるの。空を飛ぶのは、ほうきではなく、魔女の血が飛ぶんだっていわれてるんだから……トトはその血をもってるんですもの。でも、男の子だから……」

「だから、たのしみ」

　とんぼさんはいいました。

「わたしは心配で……」

　キキはつぶやきました。




　北の山から吹きおろしてくる風に力がなくなると、土のなかからかすかにあたたかい空気がのぼってきます。この季節、いつもだったら、キキは、さあ、始まりよという、はりきった気持ちになるのです。でも今年はちょっと気分が落ちこんでいました。もうすぐ春分がやってきます。その前の満月の夜、魔女のたいせつな仕事、くすりぐさの「種のおきよめ」をしなければなりません。これは昔からの決まり、魔女の仕事です。男の人は参加できないのです。キキは、トトがまた仲間はずれにされたように思うのではないかと気がかりでした。ニニのほうもまだはっきりと、魔女になるとはいいだしません。ほんとうにまだなのです、まったく。ニニはまるで流行の洋服でもえらぶみたいに、迷っているのです。人にうらやましがられれば、ほいほいとなろうかなといってみたり。もっとおもしろそうなことが目につくと、やっぱりやめて、こっちにしよう、なんていうのです。気持ちは行ったり来たり、まるできまぐれブランコです。

　ついこのあいだは、コマコマ屋さんから、小切れを買ってくると、つぎあわせて、変てこな形のぬいぐるみを作りはじめました。「おめめちょ」「おやゆびちょ」なんて名前をつけて、一目見たのではなにがなにやらわからない形をしています。

「すごくかわいいでしょ。わたしって、天才かも」

　こんなことをいいだしました。

「そんないいかげんな天才なんて、いるのかね」

　トトが薄笑いして、からかいました。

「やだ、いいかげんでも天才は天才よ。わかってないなあ。わたしの作品、すっばらしく今的でね、抽象的なんだって。抽象的ってどういうことなの？……たぶんかわいらしいってことだよね。お店の人にいわれちゃったわ。ぜひ売らせてください、きっとはやりますよ、って。出来上がったらみんなもってきてくださいねって。わたし、十二歳で社長になれるかも」

　これをきいて、トトはあきれたように首をふってつぶやきました。

「抽象的ってさ、わけがわからないってことじゃないの」

　ニニがこんなことをいって、さわいでいたのは、つい三週間ばかり前のことでした。でも、いまではぱたりと、おわりです。

「あきっぽいんじゃないわよ。どんな形にしていいか、わからなくなっちゃったんだもの」

「天才なのに??」

　トトがまた皮肉をいいました。

　キキは、こんなニニの態度を気にしない、気にしないと自分にいいきかせながら、やっぱり心配なのでした。

（ニニはずっとあんなふうに生きていくのかしら。それですめばいいけど……でも魔女は『いや』なことでもたのしみにかえていかないと……）

　そうはいってもキキだって、相当いいかげんに決めたのです。（魔女になるのって、おもしろそーう！）それだけです。もうすっかりわすれているのです。

「まだ時間はあるよ。いちばんたいせつなことは、あきっぽいニニが、あきないほどおもしろいものを見つけることじゃないか。それが魔女じゃなくてもいいじゃないか」

　とんぼさんはこんな意見です。

「そんなこというから……この世の中には不思議なんてない。見える世界がすべてだって、考える人がふえてくるんじゃない。今はどんなことでもお金で計算して考えるんですもの。それを上手にできることが魔法だって思う人がいるでしょ。それはどうかしら……？」

「でもな、キキ、見える世界もだいじだよ」

　とんぼさんはいつでも、ゆっくりです。それに短い言葉しかいいません。

　とんぼさんの考えももっともです。ニニがいやだというなら、それもしかたがありません。でもキキはコキリさんから受け継いだこの役目を上手にニニにわたしていく責任をやっぱり感じてしまうのです。




　ルルルルー　ルルルルー

「はい、魔女の宅急便です」

　キキは受話器をとると、いつものように、ちょっと頭をさげていいました。

「ええ、ほんとうにぽかぽかしていいお天気ですね。はい、……はい、そうですか……『ふたごののっぽさん』ていうんですか。わかりました。うかがいます」

　キキは電話を切ると、二階へむかって、大きな声でいいました。

「ねえ、ニニ、かあさんの代わりにいってくれないかしら。たのみたいことがあるんですって。お年寄りらしいの。かあさんは反対のほうに急ぎのお届けものがあるのよ。おねがいできませんか？」

　すると、すぐニニの声が階段を伝っておりてきました。

「わたし、空を飛べないよ。魔女の宅急便なのに、これって規則違反じゃないの」

「もーう、どうしてニニはいつも問題をややっこしくするの」

　キキは急いで出かける支度をしながら、高い声をあげて、いいかえしました。

　そばで本を読んでいたトトが顔をあげていいました。

「ねえ、ニニ、魔女になるんだったら、はやくかあさんに、そういったらいいよ。かあさん、いらついてるよ」

「それが、わたしはいやなのよ。かあさんは、面とむかってはいわないくせに、どっかで、こんなふうにチクチクにおわせるんだから」

「もう、その言葉は、ききあきたよ」

　トトは立ち上がると、階段をおりながら、キキにいいました。

「かあさん、僕がいくよ。僕でもいいんでしょ」

「あら、あなたが……」

　キキはちょっと言葉をつまらせました。それから思いなおしたように明るい声でいいました。

「ありがとう。トトはいつも協力的で、助かるわ。そんなに遠いところじゃないから、でも一時間はかかるかな。ほら消防署の道をどんどんいくと、道がせまくなるでしょ。しばらくすると、道の両側に銀杏いちようの木が生えている家があるでしょ。その木、『ふたごののっぽさん』てよばれてるんですって。そこが門だから、ちゃんとあいだを通ってはいってくださいって。ふたごがよろこぶから……だって」

　キキは窓からその先のほうを指さして、ふっと笑うと、「コリコの町って、ふたごばやりだこと」といいました。




　トトは歩いていきます。

（飛べるってことはだよ、あっという間に着いちゃうってことだよな。僕はくやしいことに、たっぷり、たっぷり時間がかかる）

　トトはぶつぶつひとりごとをいいながら歩いていきます。

　しばらくすると、「ふたごののっぽさん」の銀杏の木の先が見えてきました。近づいていくと、まるで魔女のほうきをさかさまにしたように、葉を落とした枝がぼうぼうと空にむかってのびています。秋に落ちた葉は黄色と茶色のまだらになって、まわりに散らばっていました。トトは葉っぱをひろって、胸のポケットにさしました。でもなにを思ったのか、もう一つひろって、重ねるようにさしました。

（この木が門なのか。ちゃんとまんなかをくぐって……と。ふたごさん、いっぱいよろこんでくださいよっと……）

　トトはまわりを見回しながら、二つの木のあいだをはいっていきました。細い道がつづくその奥に、古い家がありました。軒が低く、ドアをはさんで、小さい窓が二つならんで、おばあちゃんのめがねのように、きらりと光っています。屋根にはまだらに草が生え、丸みをおびたその形は、肩を落とし、ゆったりとすわりこんでいるように見えました。地面に近いところは苔こけ、その上は軒先まで、葉を落とした蔦つたのつるがぐねぐねとはっています。半分ひかれた窓のカーテンは陽にやけて色があせていました。

「おう、おう、あんたも魔女かい、坊や」

　暗い入り口から出てきたおじいさんが、いきなり声をかけてきました。トトは思わずむっとしていいました。

「ちがいます。魔女の息子です。代わりに来ました」

「そうかい。じゃ、魔女って名前にしなさい」

　おじいさんはいきなりこんなことをいって、満足そうに大きくうなずきました。

「うん、ぴったりだ！」

「ええ!?　魔女？」

　いきなりいわれて、トトの目がぐっとまんなかに寄り、「それっていやみかよ」と口のなかでいいながら、おじいさんを見つめました。

「そういわれても僕、飛べません」

　トトは突っかかるようにいいました。

「これはべつの問題だ。つまり、ふつうによばれているのは、人がつけた名前だ。だがほかにだれもが、ちゃんと自分でつけた名前ももっている。知らないだけでね。ふだんはかくれていて、あるときふっとあらわれる。人に影があるようにね。影っていうと、暗くって、陰気な感じがするけどね、そうじゃなくて、いってみれば、その人の愛する中身っていうかな……そこをわすれてはいかんのだ。君には『魔女』って名前がかくれていそうだぞ。なにも君のおふくろさんに気をつかってるわけじゃないよ。ふん、いい名前じゃないか。わしのところの門は、『ふたごののっぽさん』ってよばれているだろ。ごぞんじのように、ふつうあの木は銀杏って名前なんだけどね、それが表の名前。裏の名前は『のっぽさん』でね。二つがあるから、それがまんまるの一つになるっていうのが、ま、この世ってことだと、わしは思うのさ」

　トトは思わず手をぐっとにぎりしめました。

（なにいってるんだろ、このおじいさん。すこしおかしくなってるんだ）

「おや、頭が、こんがらかったって顔してるぞ。こんがらかったのは、わしの頭じゃないぞ。君の頭だぞ」

　おじいさんの目はトトの気持ちを見すかすように、細く揺らいできらりと光りました。それからズボンのつりひもに親指を入れてにぎると、大きな口をあけて体を揺らして笑いました。

「わっ、は、は、は、は。わしは、この名前探しに、このごろ、生きがいを感じておるんじゃよ。ま、名づけ親じゃな。だってそれがないっていうのは、ほんとうにあるってことにはならないからね。この世にいるってことにもならないしな。このごろじゃ、自分でいうのもなんだけど、だいぶうまくなってな、ぴったりの名前を見つけてあげられるようになった。見つければ、呼んでやるしね。そうすりゃ、相手もうれしがる。ごらん、ふたごののっぽたち、うれしそうに揺れとるだろ。これこそ年寄りの役目だ、そう思うとる」

　おじいさんは顔をはるかむこうの銀杏の木にむけて、目をぐるりんと回しました。

（やっぱり……変だよ……）

　トトはなるべくはやく帰ろうと、それでご用事は……というようにおじいさんを見上げました。するとおじいさんはトトの目の前で、おいでというように、手をひらりと動かして、家にはいっていきました。トトはしかたなく後につづき、暗い部屋のなかを見回しました。いろいろなものが、いろいろなところにおいてあります。棚のはじっこやら、壁にそって、ならんでいたり、すきまにささっていたり。

「ラクサンはいかがかな？　わしは『お茶』のことを、『ラクサン』ってよんでいるんだ。この名前でよぶと、いい味を出してくれるよ。どうだい、ぴったりの名前だろ」

　トトは思わず顔をしかめました。

　どう考えても、変なことばかりです。でも、家のなかは、ごちゃごちゃといっぱいものがおいてあるのに、なんだかいやな気がしません。この家のようにどれもゆったりと満足げにすわりこんでいます。

「湯飲みは『キモチン』なんだよ。どうしてそんな名前になるの？　ってききたいだろ？　いっしょにくらしているとな、だんだんそのものの根っこみたいなものが見えてくるのよ。湯飲みは、『キモチン』なんだ。いいだろ。せめてわしだけは、そうよんでやりたい。愛なんだなあ、これが。君もやってごらん。えんりょするこたあない。自由に見る、これがだいじじゃ」

（まねなんてするわけないよ！）

　トトは声には出さずに、いいました。

　おじいさんはうれしそうにしながら、「ラクサン」を「キモチン」に入れてくれました。

「魔女は特に、かくれたものを見る目をもっているはずだよ。魔女ってそういうものさ。君の将来がたのしみだね」

（僕は男だよ。魔女にはなれないことになってるのに。この人、しっつこいなあ）

　トトはため息をつき、とりあえず口にふくみました。

（これで、いい味って……いうわけ……？）

　トトはどうせお茶はお茶だと思いながら、飲みこみました。すると、いつにないあまい香りが鼻を抜けていきます。

（気のせいかなあ……）

「そう、そう、わしのたのみはな、君に花の球根をもっていってもらうことなんだ。ほしい人に分けてあげてください。たくさんあるもんで、おすそわけだ。手のひらぐらい深く掘って、植えるんだよ。植えるのは秋がいいらしいが、ま、その人の気持ちで、自由にやってもいい……たのめるかな？」

「ええ、もちろんです」

　トトはこれでおわりになると思って、ほっとしました。




　トトはおじいさんに別れをいい、球根のはいった、重いバケツをさげて、歩きはじめました。ところがあんなに変な話だと思ったのに、この球根のかくれた名前はなにかなと気になりだしたのです。トトは道ばたにすわると、球根を手にとって、じっとながめました。茶色くって、まるい。ちょっと頭がとんがっていて、ひげのような根っこがさがっています。

（これのかくれた名前ってなにかなあ。見つけないと、ほんとうにあるってことにはならないんだ。この世にいるってことにもならないんだよな）

　トトはおじいさんがさっきいった言葉を、思い出していました。

（僕の名前、「魔女」か……そういわれてもな。そんなかんたんなものじゃないんだけど。ところで……この球根の名前は……。やんなっちゃうなあ。気になってしょうがないよ）

　トトは手にもった球根を、ぽーんと投げて、受け取りました。それからふっと笑いました。

（勝手に僕がつけたっていいんだよね。自由でいいっていったもん。ふーん、そうだなあ。「エクボ」、っていう感じかなあ……）

　夕ごはんのとき、トトはおもしろいおじいさんのことといっしょに、「もう一つの名前」のことをみんなに話しました。

「ねえ、話をきくと、気になるでしょ。ね、気になるでしょ。じゃ、階段ってさあ、もう一つの名前があるとしたら、なんだと思う？　ねえ、かあさん、考えてみない？」

「トトったら、はまっちゃったね。あんたって、ややっこしいのすきだねえ、やれやれ」

　ニニはサラダのトマトを口に入れると、めんどうくさそうな顔をしました。

「僕はね、僕はね、ド、レ、ミ、ファ、ソって名前にしたいな。いっつも、口のなかで歌いながら、のぼったり、おりたりしてるもん」

　ニニの額にぐっとしわが寄ってきました。

「それで、なんかいいことあるわけ。階段がよろこんで、滑り台になってくれるとか」

「でも、トト、それはおもしろいね。のぼりおりがたのしくなるよ。階段も新鮮な気分だろうよ。こっちも気持ちが歌いそうになる。ドレ、ドレ、とか、ミファ、ミファなんて、すすんだり、もどったりしながら、のぼってみたりしてな」

　とんぼさんはテーブルの下で、言葉にあわせて足を動かしています。

「そう、そういわれれば、とうさんが虫の絵なんかを、何回も、何回もかいたりするのも、かくれた名前を探してるようなもんだな。ほんとうの姿を探ってるんだ」

　とんぼさんはいいながら、まだ足を動かしています。

「じゃ、とうさん、バッタなら、なんてつけたい？」

　ニニがいいました。

「うーん、そうだな、めすだったら、バネコ、おすだったら、バネオ」

「えー、単純！　どうしてえ！」

「だって、あの足のバネはすごいよ。ああいうのあったら、人間はビョーン、ビョーン歩きもできる」

「でも、雌はよろこぶかなあ。バネコなんてかわいくないよ。夢ないな」

　ニニがいいました。

「そういえば、わたしの飛んでる姿のこと、コリコの町の、空についたブローチみたいって、いわれたことあったわ」

「それ、自慢ですか？　かあさん」

　ニニはくいっと口をまげました。




　つぎの朝、トトは球根のバケツを、グーチョキパン屋さんの前におきました。そばにはこんな看板を出しました。

「これは『エクボ』です。『花の球根』ともいいます。ご希望のかたはいくつでもおもちください。そして植えてください。『エクボ』はきっと笑います。もしお気持ちがあれば、花が咲いたら、写真でも、絵でも、手紙でもいいですから、『ふたごののっぽさん』の家までお送りください」

「なかなかいい言葉じゃないか」

　とんぼさんが出がけに見て、トトにいいました。

「トト、名前が二つだと、たのしみも二つってことだわね。わたしも植えてみるわ。咲くのがまちどおしい」

　キキはいいました。

「トトには『エクボ』が見えるの？」

　ニニがいいました。

「見えないよ。でも、この名前もいいと思ったんだ」

「ま、ちょっとおしゃれだけど。でも、球根はいやかもよ。勝手につけられてさ」

　ニニは鼻にしわを寄せて、ふっと笑いました。

「かわいいから、これで、いいんだよ」

「一つもらってもいい？　咲いたら、だれかにあげるんだ」

「だれかって、だれ？」

「わからないから、だれかなんじゃないの。ドンカン」




　それからしばらくした満月の夜、キキはニニ、それにジジとブブといっしょに、くすりぐさの「種のおきよめ」をしました。

　ニニが素直に参加したのは、キキにも、とんぼさんにも、それからトトにも意外でした。

「だってさ、夜更かしできるもん。おもしろいよ。変なものがどろろーんなんて、出てくるかもしれないものね」

　ニニはふざけて、ひょんと肩をすくめました。

「残念ながら、それには会えなかったけどさ。気持ちよかったよ。お月さまの光ってさ、はっかみたいに、すーっとするんだよね。でも、にょごにょごってなんか歌みたいなこというのは、めんどくさいよ。つぎはかんたんにしちゃおう、かんたんに。ねえ、かあさん、そうしようよ」

　キキは苦笑いしながら、（この子は、変なとこ、わたしに似ちゃってる）と思いました。

　トトは、キキとニニが、くすりぐさの種のおきよめをしているあいだ、ベッドによこになって、窓からお月さまを見ていました。

（僕にだって、まんまるのお月さまだ）







　７　遠距離恋愛







　ニニは空を見上げて、目を細めました。さわやかな四月の空がひろがっています。前の家の屋根におひさまがあたって、その光がはねかえって、ニニの顔を浮き上がらせています。

（空って、まぶしいんだ。サングラスがいるかも）

　ニニはつぶやいて、目の上に手をかざしました。それから、くるりと後ろをむくと、家にはいっていきました。

「とんぼとうさん、一度決めたら、一生かえちゃいけないのかなあ」

　ニニは、机にむかって、いつものように虫のような、機械のような、線のような、絵のようなものをかいているとんぼさんを肩越しにのぞいてききました。

「なにを決めようっていうんだい？」

　とんぼさんが顔をあげました。

「やだ、ま、じょ、のことに決まってるじゃない。わたしが魔女になるってことよ。もうとっくに決めなきゃいけなかったんだ……。だけどさあ、心配なんだ。もし約束破って、途中でやめたりしたら、殺されちゃうのかなあ」

「ほほーう、そういうことか……そうだなあ……まさか殺されたりはしないだろうけど、どうかなあ、おばけぐらいは出てくるかもしれないぞ」

「えー、やだあ。おばけ？」

「約束破るんだから、それぐらいは我慢しなくちゃな」

　とんぼさんは、ちらっとニニを見ました。笑いだしそうに口がゆがんでいます。

「どんなおばけ？」

「さあな、どんなかな」

「小さいのならいいよ。かわいいのならいいよ」

「いや、魔女を相手にするんだから、そうはいかないだろう」

「なにされると思う？」

「くく、『かわいいニニちゃーん、魔女やめるなら、お友達になりましょー。仲よくしーましょー、しましょー』って、冷たーい手でだきついてくるかもなあ」

　とんぼさんは、笑いながら、手をくねくねとひろげて、ニニをだきよせました。

「うっそ。やめて、やめて」

　ニニは体をよじってとんぼさんの腕から抜けだすと、笑いながら、階段をのぼっていきました。




　その夜、とんぼさんはキキにいいました。

「ニニは、やる気あるよ。自分から、いえないだけさ」

「ほんと？　わたしにはいやそうなことばかりいうのよ」

「時間の問題だよ」

「でもその時間がないから……あせってるのよ。ふつうは十歳で決めるのよ。それじゃあ、ってすぐ空を飛べるものでもないし……」

「キキ、まってないで、きいてみたらいいじゃないか、あっさりと」

「そうねえ、そのあっさりが、あの子にはむずかしくって。すぐややっこしくなっちゃうんですもの」

　キキは、そっと二階を見上げました。二階からは、ニニとトトがはやりの歌を、歌いあっている声がきこえてきました。





　　「おとこのこは　ポケットに　ライオンを　かってる

　　　あー　なぞだ　なぞだ　なぞだ

　　　おんなのこは　ポケットに　はちを　かってる

　　　あー　チクリ　チクリ　チクリ」






　つぎの日、キキはジジにききました。

「ニニは、ブブと話ができてるのかしら。ジジ、知ってる？」

「キキ、知らなかったの？　ニニはずっと前からブブとしゃべってるよ。トトだって、ベベと話をしてるようだよ」

「えっ、ほんと？　どうして教えてくれなかったの、ひどいじゃない」

「だってさ、それふつうのことだと、僕には思えたから」

　そのつぎの日から、キキはなにを思ったか、ぴったりと、ニニの魔女問題を口にしなくなりました。トトの気持ちを思って、心を痛めることもなしにしました。そう決めたのです。もしかしたらキキで、魔女の血筋がとだえてしまうかもしれません。おかあさんのコキリさんは残念に思うでしょう。でもそれもしかたのないことです。こればかりはニニが自分で決めることなのです。キキにもそれは十分わかっていたことでした。そうは思っていても、やっかいなのがキキのお母さんとしてのおせっかいな気持ちです。でもニニはニニなのです、キキのものではないのです。ひとりで勝手に心配し、ひとりで勝手にイライラしても、どうなるものでもありません。




　キキはおなじような気持ちを、結婚前のとんぼさんにももっていました。

（どうして、わかってくれないの……わたしはこんなに一生懸命なのに……）

　そう、ひとりでばたばた心配するこの気持ちです。それでとんぼさんにも、重い負担をかけてしまったことがありました。

　キキは、十歳のとき魔女になろうと自分で決めた日のことを思い出しました。

（コキリさんにいわれたからじゃない。自分で決めたのだ）と思ったとき、一瞬、びりりと体中に恐ろしさが走りました。でもその後、自分で決めたのだというよろこびがあふれてきたのです。そしてはじめてコキリさんと、空を飛ぶ練習をしたとき、はっきりと、魔女になるうれしさを感じたのです。それから、自分のほうきを作ろう、かわいい形のほうきを作ろう。旅立ちの日に着る洋服は……、どんな町にいこうか……つぎつぎこれからおこるたのしいことを想像して、贈り物をあけるときのような、わくわくした気持ちになったのでした。そしてはじめて、ジジがこれからの時間をともにする、かけがえのない仲間だと知ったのでした。

　自分で決めたときの、あのふるえるような一瞬を、キキはニニにも、トトにも味わってほしいと心から思いました。これがなければなんにも始まらないでしょう。

　とんぼさんがいっていた「あきないほどおもしろいものを見つける」という言葉の意味はこのことだったのでしょう。

　魔女の世界でも、「魔女になるか、ならないかは、自分で決めること」といわれています。昔はそうではありませんでした。魔女の子は魔女になると決まっていたのです。でもこの考えは、かわってきました。よろこびを感じなければ、意味がない、また本物の魔法も生まれてこないと考えるようになってきたのです。




　キキは毎日を、平和な気持ちで過ごせるようになりました。

　ルルルルー　ルルルルー

　電話のベルが鳴りました。

「はい、はい、魔女の宅急便です」

　キキはいつものように、電話の前でかるくお辞儀をしました。

「すいません。花束を届けていただけませんか。今日、僕の彼女、リンちゃんの誕生日なんです。二は十た歳ちです。いつもは自分で届けるのですが、足の骨を折ってしまいましてね。入院してるんですよ。わたしはスルヘリ山脈のふもとで、リンちゃんはコリコの町、……遠距離恋愛なんです。もう三年もですよ。よくやりますよね。彼女の誕生日には、いつも花束を届けて、豪華晩ばん餐さん会……へへ、彼女の手料理をごちそうになってたんです。あっ、すいません。僕、しゃべりすぎですよね。それでバラの花、赤い、真っ赤な花、二十本、買って、彼女に届けていただきたいんです。まず、花のお代をお支払いしなければなりませんので、すいません、先にこちらまで来てください。スルヘリ山脈の南で、住所は『スルヘリ郡、山のなか山村、大おお字あざ山やま、字あざ山やま森もり』です。すごい住所でしょ。山が四つもはいってるんですから。僕、そこの小学校の先生してるんです。でも、今は、学校から東南へちょっとくだったところにある、『山のなか山村立病院』の七号室におります。白い壁の建物です。すいません、こちらまで。よろしく」

「はい、かしこまりました。ご安心ください」

　入院してるのに、よくしゃべること……、キキは思わずつぶやきながら、「ジジはどうするの？」と声をかけました。

「もちろん、いくよ」

　ふだんはヌヌちゃんといっしょに、家族の世話でいそがしいジジも、仕事というと、キキと動きます。大家族ですから、おとうさんも、働かないといけません。ちゃんとした身分もたいせつです。今でも立派な「魔女の宅急便の魔女猫ジジ」なのです。

　キキはジジをつれて、「山のなか山村立病院」をめざしました。ほんとうに山のなか、森だらけのところを空からかきわけるようにしてのぞくと、小さな村が見えてきました。

　キキが白い病院の七号室にはいっていくと、わかい男の人が包帯をぐるぐる巻きにした足を天井からつって上向きに寝ていました。ボールをぽーいぽーいとほうりなげながら、お誕生日の歌を口笛で吹いていました。

「あっ、すいません。それではよろしくおねがいします」

　男の人はキキを見ると、枕の下から財布を出して、お金を数えながらいいました。

「彼女、二十歳になったので、バラは二十本おねがいします。赤いバラをね。『足をつらなくてもよくなったら、僕も飛んでいくからね』って伝えてください。そのときは、魔女さん、僕を運んでくださいね」

「あら……すいません。わたしのほうきは人は運べないことになってるんですよ。はやくなおしてご自分でいらしてください」

「えー、そうなんですか。あと一週間の我慢と思ってたのに。それじゃ当分いかれないなあ、あーあ」

　男の人は思わず包帯の足で空中をけとばしました。

「あっ、いて、いててて」

「リンちゃんに来ていただけば」

「あっ、そうですね。そうですよ。来てくれますよ。あーあ、そうですよ」

　男の人は、もう一度、「そうだよ、そうだよ」とつぶやき、うれしそうにまた足をあげました。

「いて、いていててて」

「あわてちゃだめですよ。我慢してはやくなおさないと……。それで、リンちゃんはどちらに？」

「あ、コリコの町です。海岸のところに、海につきだしたレストランがあるでしょ。『海の指定席』っていうんです。きれいなところだからすぐわかりますよ。リンちゃん、そこでウェイトレスをしてるんです」

「あら、そこならわたしもよく知っています」

　キキはうなずきました。




　キキはコリコの町にもどると、赤いバラを二十本、かわいい花束にしてもらい、「海の指定席」に急ぎました。「海の指定席」は春まっさかりのさわやかな風のなか、昔のように優雅にたっていました。

「あーっ、なつかしいこと！」

　キキはさけび声をあげていました。あの十四歳のときのことを思い出したのです。いつもどきどきして、なにかをまっている女の子だったときのことを。魔女であることを誇りに思ったり、またそのためによけいな引け目を感じてしまったり。いろいろありました。

「あのときは、おしゃれなドレスが、砂だらけになっちゃってさ、ひどかったね」

　ジジも思い出したようです。

　キキがさしだした、バラの花束をリンちゃんはぎゅっと胸に寄せて、いいました。

「わたし、いきます。今、すぐ。彼に会いにいきます。魔女さん、乗せてってくださいね。超特急で！」

　今にも飛び上がりそうな勢いです。

　キキは思わずリンちゃんをだきしめました。

「気持ちわかるわ！　会いたいわよね。彼からもおなじことをたのまれたのよ。でも、魔女のほうきには、人は乗せられないの。魔女のほうきは人の気持ちを運ぶものなんですもの」

　リンちゃんの目が一瞬にして、ぬれてきました。

「あら、そうなの……でも気持ちを運ぶなんてすてきなほうきね。わたし、なるべくはやく、お休みをとっていきます。ガタンゴトンと電車に乗って。揺れて……揺れる気持ちを届けに……あーあ、想像しただけでうれしくなっちゃう」

「そう、それが、なんといってもいちばんよ」

　キキはいいました。

　キキの気持ちは、ふたりのやさしい言葉をいっぱいすって、久しぶりにあまくぽあんとふくらんでいました。

「いいね、わかいってことは……」ジジがしみじみといいました。

「ジジ、あなただって、わかいわよ。みんな、今、今がいちばんわかいとき。そう思おうよね。ドキドキしようよね」

　キキは勢いをつけてくるんと方向をかえると、海岸線にそって飛びはじめました。

　久しぶりにラジオのスイッチを回しました。

「それでは今日のさわやかな空を眺めながら、おききください。『すいこまれるって、どんな気持ち？』です」

　ラジオから音楽が流れてきました。


　　「すいこまれるって　どんなきもち？

　　　すき　すき　すき　って　きもち

　　　わたしの　わたしだけの　うちゅうが

　　　わたしの　むねに　すいこまれる

　　　すき　すき　すき　って　きもち」



　キキが十八のころ、はやっていた歌です。あのころの気持ちにぴったりで、ときどき口ずさんでいました。

「なつかしいなあ、思い出しちゃうよ」

　ジジもうっとりとしています。

　キキもすっかりあまい気持ちになって、ほうきに体をあずけるように、ふわーりふわーりと飛んでいきました。

「キキ、おすそわけ、もらわなかったね」

「もらったじゃないの。昔を思い出したもの」

　そして家に着くと、机にむかっているとんぼさんに、後ろからいきなりだきつきました。

「どうしちゃったんだい」

　とんぼさんはいささか迷惑そうにふりむきました。この二、三日のあいだにとってきた原っぱの虫の写真を整理していたのです。

「今年はモンシロチョウが多いんだよ」

「気持ちいいもん。ちょうちょだって、飛びたいのよ。それだけ世界は元気なのよ」

「そうかなあ。単純だなあ」

「魔女の計算を信じなさい、虫のおとうさん。魔女の心にはね、ちょうどいいがわかるはかりが入っているのよ。つまりそれが魔女の計算ってわけ、ふふふ」

　キキのご機嫌は満開です。とんぼさんの肩に手をおいたまま、顔を近づけて、ほっぺたをくっつけました。

　ちょうど階段をおりかけていた、トトはそんなふたりを見て、すいっと顔をそむけると、またのぼっていきました。それをめざとく見たニニは、くくくと小さく笑うと、「しげき強いかも、失恋男には」とつぶやきました。

　キキはふたりの視線を感じて、「すいこまれるって……」と口ずさみながら、なにげなさそうにとんぼさんからはなれていきました。

「平和だなあ。ドラマがないよな、うちは……」

　ニニはまたつぶやき、やれやれと肩をすくめました。

「ふん」ジジが荒い息をはきだしました。それからぽーんと飛び上がると、ニニの頭の上に飛びのり、またぽーんとおりて、歩きだしました。

「なによ、びっくりするじゃないの」

　ニニが手を出して、ジジのしっぽをつかみました。ジジはぐいっとひきもどされながらも、「生意気娘！」とさけび、つめでニニの手をひっかきました。

「イタ、イタイ！」

　ニニはあわてて手をひっこめると、目をまるくして、「ジジ、今、『生意気娘！』っていったわよね」とさけびました。

　ニニはジジのいっていることがはじめてくっきりわかったことに、おどろいて、すわりこんだままです。

「でも、ほんとうのことだからね」

　いつの間にかそばに来ていたニニの猫、ブブが、からかうように口をゆがめています。

　ニニはじろっとブブを見ただけで、ジジにひっかかれた手の傷を、ぺろりとなめました。







　８　はじまりのひびき







　この二、三年、グーチョキパン屋さんのまわりには、レストランや、ブティック、喫茶店がつぎつぎとできて、コリコの町でも、わかい人が集まる、おしゃれな通りにかわっていました。すぐそばには、かわいいお菓子屋さんもできて、老舗しにせのグーチョキパン屋としては競争心を燃やしています。

「でもね、なんでも、ほいほいとかわればいいってもんじゃないと思うわ。うちの定番、チョコレートパンも、コケモモパンも、昔からの朝焼きパンも、かわらずに売れてるし、ケケが考えてくれたふうせんパンだって、まだまだ大人気よ。いいものはいいのよ。おいしいものは、おいしいのよ。流行には流されないわ」

　ついこのあいだも、通りの先の古いお屋敷の前の塀が取りはらわれたかと思うと、庭にテーブルといすがおかれて、広々としたコーヒー屋さんになりました。「庭園茶屋」という名前も、古っぽいけど、おしゃれだと、わかい人たちに人気です。ところが、ニニは予想に反して、「ちぇっ」と、いやそうな顔をしています。

「トト、あそこさ、なんか味気ないよね。明るすぎる。『茶屋』なんだから、すこし暗めがいいよ。ね、怖いとこがないとつまらない」

「怖いって……ニニ、古い家だったから、ゆうれいとか、おばけとか期待してたわけ？」

「やだ、トトったら考えることが、幼稚！　ス・リ・ルよ、どきどきすることよ。なにがおきるかわからないってとこがほしいのよ。あそこは、まったくたんなるふつうのコーヒー屋だわ」

「僕、まだいったことないから」

「ま、一度ぐらいはいいかも。アイスクリームは、まあまあだから。でもいすにすわると、値段が高くなるから、ご用心。立ってぺろぺろがおすすめよ」

　ニニはいいました。




　それから二、三日して、トトはぶらりと「庭園茶屋」にはいっていきました。カップにはいったアイスクリームを買って、ニニのご忠告通りに、すわらず、壁に寄りかかって、なめはじめました。

　そのとき、通りからわかい男の人がひとり、すいっとはいってきました。ここいらではあまり見ない顔と服装です。黒い上着は短めで、細めのズボンがまっすぐにのびています。トトよりだいぶ年上に見えます。カウンターに寄りかかるようにして立つと、「コーヒー」と一言、お金をぽんと前におきました。それから庭のほうに体をむけ、胸のポケットからうすい櫛くしを取りだすと、すいっと髪の毛を後ろにとかしました。それから櫛をズボンの太もものところにあて、調子をつけてぱたぱたとうちだしました。体もそれにつれて、揺れています。

　トトの目から光の線のようなものが、一直線、その人にむかってのびていきます。トトは映画でも見ているような気持ちでした。

　男の人は櫛をポケットにもどし、カウンターに出されたコーヒーカップをつまんで、一口、二口、くいっと投げこむように飲むと、満足したように、小さく咳せき払ばらいして、外にむかって歩きだしました。上着の肩が揺れています。おどるように動いている腰を、親指だけポケットにひっかけた手で、たたきながら、ふりむきもしないで、歩いていってしまいました。

　トトは大急ぎでアイスクリームを口におしこみ、ひっぱられるようにあとをつけていきました。

（ニニは、この店にはスリルがないっていったけど、あるじゃないか）

　男の人は時計台の近くまで来ると、コリコの町では有名なレコード屋さんの脇の階段を飛ぶようにおりていきます。トトは急いで近づいて、下をのぞきました。

　ごんごんとふるえるような音が響いてきました。階段のよこには「夜十時開演　終演時間は未定」と書いた張り紙がありました。

　トトはちょっと体をちぢめて、一段、一段、とまっては、様子をうかがいながらおりていきました。でもあと四、五段というところで、そのまま壁に寄りかかるとすわりこみました。音はますます激しくなってきます。ごんごんとトトの胸をうちます。じっとしていられません。トトの体が揺れだしました。腕も動きだし、体も前後に動きます。今にも立っておどりだしそうです。

「おう」

　声がします。トトはびくっと体をこわばらせました。

「気に入ったかい？」

　さっきの男の人です。かたほうの足をいちばん下の階段に乗せて、見上げています。

　トトは声も出ません。ただこくりとうなずきました。

「きみ、乗ってるじゃないか。音、すきなんだ。おどってたよ」

「えっ、ぼ、僕、おど、おどってました？」

　トトの口は不自然に、ぱくぱくと動いています。

「いい感じに揺れてたよ。ききに来たのかい。残念だね。まだやってないんだよ。でもな、子どもにはむりな時間に始まるんだよ。夜中だよ。音も、ちょっときついしな。でも、差別はしないよ。子どもだって、すきはすき。大人だってすきはすきだもの。ま、練習でよかったら、はいってきいていくかい」

　トトはぎくっと体を動かしました。

「大丈夫だよ。おっそろしい音出してるけどよ、おっそろしい人間じゃないからさ。これだって、真剣にやってんだから。おれ、ゾイっつうの。ずっとビバビバ市でやってるんだ。そこそこ人気でね。この町で五日ばかり、鳴らす予定。よろしくね」

「ぼ、僕、トトっていいます。すいません。この音にひっぱられちゃって」

「おっ、ひっぱられたか。いいこと、いうじゃないか。はいんなよ」

　トトは立ち上がると、男の人について、そろそろとはいっていきました。なかは二十人もはいればいっぱいというぐらいの大きさで、一段高くなっている舞台の上には、男の人がひとりと女の人がひとり、汗びっしょりになって、大きな楽器をかきならしていました。すごい音です。四方の壁もびんびんとふるえています。

「じゃ、すわって。わりいな、いすないんだ」

　トトは腰を抜かしたようにして、前の床にすわりこみました。薄暗く、がらんとしているのに大勢の人のにおいがします。床には電線のようなものがはっていて、天井にもなにやら線がたくさんぶらさがっています。

「キャオウー」

「オッキャッ」

「キェーエッ」

　三人の口からときどきするどいさけび声がはじけます。楽器の音といっしょに、ものすごい力でぶつかってきます。

　音は、ちょっととまったかと思うと、まただれかのかけ声が響き、さらに大きくなってつづいていきます。すわってきいているうちに、音が体のなかにたまってきて、トトは胸が苦しくなってきました。自然と立ち上がり、体が動きだしました。

「気に入ったかい」

　ゾイが顔をトトの耳に近づけて、どなるようにいいました。

「うん」とうなずいて、それでもたりないような気がして、トトは手をラッパにして、「すごい！」とどなりました。

「いやじゃないの？　いやだっていうやつ多いんだよ。君みたいな子どもたちは、もっとあまい音のほうがいいんじゃないの？」

　トトはだまって、首を左右にふりました。

「下手だって、いう人もいるしさ。しょうがないよね、それは……でも、文句いったら、耳をふさいで、きいてくれっていってやるんだ。ハ、ハ、ハ、ハ」

　ゾイは大きく口をあけて笑いました。

「どきんどきんしてる、こんなのはじめて。ほんと、はじめて！　体が動いて、たのしいよ、僕」

　トトは胸に手をあてて、ふはふはと動かしてみせました。こんな大きな声を出したり、大きな身振りをしている自分にトトはおどろいていました。気持ちが、すかっ、すかっと自動扉のように開いていきます。今までトトはなにかにつけ、なぜとか、だけどとか、どうせとかむずかしく考えて、結局やめてしまうたちでした。それがこの勢いです。

　舞台の上の三人が手をとめて、前に出てきました。

「気に入ってくれたの、そりゃ、光栄すね」

　男の人がいうと、

「どきんっていうの、うれしい言葉だわ」

　女の人がいいました。長い髪をかきあげて、上からトトを見ています。

「君も、やってみる？」

「だめだめ、もう、音に負けちゃってるもん」

　トトはあわてて後ずさりしました。

「大丈夫。そういう言葉は、やってみてからいうもんだよ」

　ゾイがトトの肩をおしました。

　トトはおずおずと舞台にあがっていきました。

　ゾイがトトにギターのような楽器をわたしました。

「おれが作ったんだけど、やってごらん。音は出るから。いいから、鳴らしてごらん」

　それはトトのほうきに形がよく似ていました。かかえると体にぴったりとくっつきます。

　みんな、それぞれ楽器をもちなおすと、ばーんと音をはじきだしました。

　トトも思いきって、手ではじきました。

「ビーイイーイーン」

「オーヤッ」

　音はからみあって、どんどん大きくなります。かけ声も、追いかけるように盛り上がります。

「いいぞ、いいぞ。ビョーンだよ」

　ゾイがトトをうながしました。

　トトはみんなにあわせるように、おずおずと音を鳴らしていきました。つられて体が動きだします。だんだんと体も揺れだし、思いきってトトはさけび声をあげました。

「キャーッ」

　足で舞台をけりつけます。

「キュ、キューン」

　トトは生まれてはじめてこんな声を出しました。自然と出てしまったのです。

「いいぞ、いいぞ」

　ゾイがトトの声にあわせます。みんなも笑いながら追いかけるように音を鳴らしました。トトの顔に汗がにじんできました。顔をふるたびに髪の毛がひろがり、その先から汗が飛び散ります。

　激しい音、激しい動きがつづきます。

　トトは頭がくらくらしてきました。胸もばくばくです。でもすぱーんと飛び上がりたい気持ちです。いっしょになにかが飛びだし、すぱーんとなにかがはいってきたみたいでした。自分がどんな格好をしているか、人がどう見ているかなんて、気にしていられません。もう夢中でした。

「そうそう、それでいいぞ。やりたいようにさ、やりたいようにさ」

　ゾイが舞台の上で、トトにあわせて、びょーんと飛び上がりました。

「もうだめだー、こうさん！　息が切れる！」

　トトはたおれるようにすわりこみました。

「でも、あんた、なかなかやるじゃないの」

　女の人がいいました。

「君、魔法に、かかったね」

　もうひとりの男の人がいいました。

「魔法？……」

「夢中、夢中がいいんだよ。そうすると、魔法になるんだ」

　ゾイは、どなるようにいうと、顔をくちゃっとくずして笑いました。




「キャオーン」

　トトは家に帰ってくると、いきなりさけび声をあげました。それから壁につるされているニニのほうきをとると、楽器を弾くように手をぶっつけ、「タタタタッ」と声をあげながら床をふみならしました。

「！！？」

　キキはふりむいて、目をむきました。

　とんぼさんも、部屋の隅から飛びだしてきました。ダダダダー、ニニが階段を走りおりてきます。ブブとベベはぽーんと飛び上がると、テーブルの下に駆け込んでいきました。

「キャオーン、どう、これ、すごいでしょ」

「どうしちゃったの？」

　キキはあやしんで、トトをのぞきこみました。

「気持ちいーっんだっよっ」

　トトは汗だらけの顔をシャツの裾すそでふきました。

「いいから、はやく顔あらって、着替えなさい」

　キキがいいました。

　とんぼさんはそんなトトを見て、肩をすくめ、だまって部屋にもどっていきました。

「きかせて、きかせて、なにがあったのよう」

　ニニは洗面所にいったトトを追いかけて、背中をたたきました。

「いえないね！」

　トトは大きな声でいいました。

　その日はだれもトトからこれ以上ききだそうとはしませんでした。とつぜんはじけたトトにびっくりしながら、でもキキはちょっぴりうれしい気持ちもしているのでした。




「かあさーん、かあさーん、見て」

　あまったれた声をだして、ニニがキキの背中にもたれかかってきました。キキは肩越しにニニを見て、おどろいてふりむきました。

「どうしたの、その頭！」

「いいでしょ。心境の変化よ！」

　ニニはすまして、くるっと回りました。

　ニニの髪の毛がみじかーくなっています。肩まではあったのに、耳すれすれのところでばっちんと切ってあります。

「『切りそろえてもらうだけよ。ちょっとだけよ』って、いったでしょ。そんな男の子みたいな髪にしちゃって」

　キキはニニの頭をさわりながら、にらみました。

「だってえ、このほうが髪の毛が顔にかかってこないと思って。だってえ、かあさーん、飛ぶ練習するんでしょー」

　ニニはまた体をキキにおしつけていいました。

「えっ？」

「もう、そろそろ魔女の練習してもいいかなって、ニニちゃんとしては、思ったわけさ」

　ニニはちょいっと鼻にしわを寄せました。

「もう、そろそろなんて、あんたって、いきなり勝手なことばかり」

　キキはあきれたように、ため息をつきました。

「だってかあさん、わたしに、魔女になってほしいんでしょ？　それともほしくないの？」

「ニニが心から、そう思うんだったら、かあさん、うれしいけど……ほんとなの……？」

「また、そんな学校の先生みたいなこというんだから。うれしくないの？　練習始めてみようかといってるのよ。もうおそいの？」

「おそいっていえばおそいけど、あなたっていつもおどろかせて……」

「かあさん、うれしくないの？」

「もちろん、うれしいわ」

「でも、鈴をつけるのは、やめてほしいんだけど」

「なぜ？　つけたほうがはやく飛べるようになるわよ。それに墜落事故をおこさなくってすむしね」

「でも……きっとものすごく鳴っちゃうよ。ガランガランだよ。コリコの町、うるさがるよ。それに下手なの、ばれちゃうし」

「でも、鈴はつけますよ。かあさんは、コキリさんがやってくれた通りにやりたいの。娘が魔女になるっていいだしたらそうしようとずっと思ってたんだから。やらせてほしいわ」

「ブー、じゃ、いいよ。でもスカートははかないよ。わたしは足が長くて、おしりがくいっとあがってて、ズボン姿がとってもかっこいいっていわれてるんだから」

「あら、それは、それは。自慢はいいけど、旅立ちのときはそうはいかないわよ。魔女は黒いドレス、これ決まりです」

「ねえ、かあさん、もしよ、もしもよ、やめたくなったら、途中で帰ってきてもいいの？　ほんとうにもしもの話だけどさ……」

「絶対いけないっていう決まりはないけど……でも、それこそはずかしいことよ」

「だれがはずかしいの？　かあさんが？」

「わたしではありません。ニニに、決まってるでしょ。自分にはずかしい、それこそ、いちばんはずかしいことよ。一生つづくもの」

「はずかしいだけで、すむなら、そんなのへいちゃら。気にしないもん。でも、いいや。やってみるわ。やめたっていいなら、あーあ、安心した」

「みんなにさよならいって、すぐまた、ただいまなんて、やめてほしいわ」

　ニニはそれにはこたえないで、ぴょんと後ろに飛びのくと、「始めるの、明日からでもいいよ」と笑いました。それから、ちょっと真剣な顔をしてつぶやきました。

「絶対、鈴は鳴らさない。チロコに知れたら、とんでもないよ」







　９　試運転







　キキは戸棚から箱に入れておいた鈴を取りだしました。もうちゃんとみがいて、つるす丈夫なひももつけてあります。

「とんぼさん、あの子の気のかわらないうちに、どんどんすすめちゃうわね」

　キキはいいました。

「そんなに心配しなくても、ニニはちゃんと考えてるよ」

　とんぼさんはいいました。

「そうね、でもあの子は、いつなにが飛びだすかわからないから、はらはらしちゃう」

　キキはよいしょと箱をかかえると、二階にむかって、いいました。

「ニニ、さ、いきますよ」

「どこに？」

　とたんにキキの目がきゅっととんがりました。

「どこにって、あんた、なに考えてるの。まっくらくらさんぽの森でしょ。鈴をかけにいくのよ」

「あ、そうだ。でもわたしもいかなくちゃだめ？」

「なんですって、だめよ。あなたのことでしょ。つけたとこ見といたほうがいいでしょ。失敗がすくなくってすむから」

「はい、はい、そうでした。それはだいじなことでした。いきます、いきます」

　ニニはうすい上着を肩にかけて、おりてきました。

「さ、はやく、暗くなるまでにおわらせなくちゃ」

　キキはニニをうながすようにして、入り口にむかいました。すると、さーっと出てきたのはジジです。

「キキ、ブブも連れていかなきゃ」

「あ、そう、そうね」

「ブブはまったく、魔女猫の自覚がないよ。このとこ、夜になるとあそびに出かけてるの知ってる？　それもニニをさそって……」

「へー、わたしにかくれて？」

「そう」

「どうして、わたしに教えてくれないのよ」

「だって……」

　ジジがつづきをいおうとすると、

「ふたりでなに話してるのよ？　こそこそ」

　近づいてきたニニがいいました。

「ニニ、あんた、夜になると、ブブとあそびにいくんですって？」

「あそびじゃないわよ。ブブの魔女猫教育よ。ちゃんとしとかないといけないでしょ。さては、かあさんにいいつけたのは、あんたね」

　ニニがぐいっとジジをにらみつけました。

　ジジは一歩、二歩と逃げ腰になりながら、ぶつぶつといいました。

「ほら、キキ、今の子って、こうだから。でも、魔女猫教育ったって、なにしてるかわかんないよ」

「ニニ、ちょっと、説明してほしいわ。その、あなたの魔女猫教育を……」

「べつに、たいしたことじゃないわよ。夜、ふたりで歩くときの用心とか……ね、ブブ」

　ブブは部屋の隅で、用心深く、こっちを見ています。

「だってさ、ひどくほえる犬がいるから、それになれとくとか……いろいろ、ね、ブブ」

「いろいろだなんて……ふたりで公園の木にのぼったり、つながれている犬をからかったり……要するに、いたずらだよ」

　ジジは後ろにさがりながら、キキにいいました。

「あら、このあいだ、夜おそく、犬がうるさくほえてたけど、あれはニニたちのしわざだったの？　ニニ、ちょっと、説明してよ」

「べつに……かあさんが心配することないよ。ふたりで考えてるんだから」

「あなたとブブ、もう言葉がつうじあってるのね」

「まあね。やることは、ちゃんとやってるよ」

　ニニはぶすっとこたえました。

　キキは深くため息をつきました。それから、どうしようもないというように頭を左右にふりました。

「でも、もうやめなさい。子どもが夜出歩くなんて、とんでもないわ。わたしにかくれてなんて、悲しくなる」

「わかったわよ。悪かったわよ。もう、やらないわよ。でも、悪いことばっかり先々想像して、しばりつける親のやりかたって、自分の安心のためじゃないの」

　ニニはきっとした声でいうと、キキから目をそらしました。

　部屋の隅にいきかけたジジが、反対側の隅から様子をうかがっているブブのところに近づいて話しかけるように鳴きました。

「にゃう、にゃう、にょご、にょご、にゃるー」

　なにかいいきかせているようないいかたです。

「にぃ」

　ブブが短くこたえています。

「ジジなにいったの？」

　キキがいいました。

「ちょっと、お説教」

「それで？」

「わかったって」

「ならブブもちゃんとわかったのね」

「まあまあってとこだね」

　ジジは先輩ぶって、鼻をもぞもぞと動かしました。すると、ブブがいきなり飛び上がったかと思うと、走りだし、棚の上に飛びのり、カーテンに飛びつき、くるったように走りだしました。

「ブブ、やめなさい」

　キキがさけびました。でもさらに勢いがついて、部屋中を走り回ります。

「わかった、わかった。もう力があるってとこ見せなくってもいいよ、ブブ」

　ニニがにやにやしながらいいました。すると、ブブはぱたりとおとなしくなり、ニニの足下をゆっくりと回りはじめました。

「ほら、いい子でしょう。いつだってわたしを守ってくれるのよ。大きな犬がほえても、ブブがうなったら、後ろむいて逃げ出すよ」

「そうなの？？？　ほんとかしら……」

　キキは信じられないようです。

「あんたたち……なんかあやしい。でも、仲はよさそうだから……まあ、いいとするけど」

「ブブって、ニニにそっくりだよ。ゆだんしたらだめだよ」

　ジジがいいました。

「わかってますよ」

　キキはぶすっと、こたえました。

「ニニの練習には、僕もいくよ。仕事始めだから。見ときたい」

「ジジも心配してくれるのね。感謝です」

　そういいながら、キキは心のなかで、つぶやきました。

（いまだにジジはわたしに命令する）

　それから、ニニにいいました。

「あなたは、西行きの電車に乗るのよ。一つ目の駅でおりたら、大きな森が見えるからね、はやく来てよ。ブブ、ちゃんとあんたも来るのよ。なまけちゃだめよ」

「はーい。ご心配なく」

　ニニは靴をはきながら、ブブの代わりに、こたえました。

「それから、ほうきをわすれないようにね」

「うん、それじゃ、飛んでいってもいいの」

「とんでもないわ。まだ、飛べるわけないでしょ。町のまんなかで墜落してもいいの？」

「それはこまります。こまります」

　ニニは壁からほうきをとると、「ブブ」と声をかけて、歩きだしました。でもすでにブブはニニの肩に乗っていました。でもニニはぜんぜん気がついていないのです。

「ブブ、はやく」

　奥にむかって、もう一度さけびました。

「ここにいるよ。ドンカン」

　耳のそばで、ブブがさけびかえします。

　ニニはびっくりして、飛び上がりました。

「大丈夫かな、この魔女。鈍感な魔女なんてつかいものになるかなあ……」

　ブブはぶつぶつといいました。

「さ、はやく、いくなら、はやく！」

　ブブがしっぽをいらいらとふりました。見ると、キキはすでにはるか空高くを飛んでいます。ほうきの房の上にこのごろ急に太りはじめたジジのおしりがまるく見えました。

「ジジったら、あいかわらずえらそうにして」

　ニニはくすっと笑って、ジジの後ろ姿が遠のくのを見上げていました。




　キキは森の上をぐるり、ぐるりと回って下を眺めました。

「あーあ、なつかしいなあ」

　ジジがため息をつくようにいいました。

「あの、まっくらくらさんぽのときは子どもたちだけが夜の森へいって。でね、ジジは小屋で、お留守番させられて、ご機嫌斜めだったわね」

「そうだよ、先輩風吹かしたかったのに……でも猫は闇のなかでも、目が見えるから、いっしょじゃ子どもたちの冒険にならないからね」

　あのころより、森は一本一本の木がひろく枝をのばし、葉も濃く重なって、全体が盛り上がって見えます。まわりの畑をおとものようにしたがえて、大きく、立派になっていました。その脇で、このごろ、あまり子どもたちが来なくなった、「お泊まり小屋」はさびしげに、しょんぼりとちぢこまって見えました。キキはおりて、森のなかにはいっていきました。午後の陽のなかでも、夕方のように、暗くひんやりとしています。べつの世界のようです。キキはあの、まっくらくらさんぽのときのヤアくんの堂々とした姿を思い出し、なつかしさでいっぱいになりました。

「あの子はいつも先頭だった。モリさんとおなじ。頼れるおちびさんだった。ノノちゃんと仲よくやってるかな」

　キキはまたほうきに乗ると、あらためて、すーっと垂直に飛び上がりました。それからあたりを見回し、枝をえらんで、鈴をつけていきました。つけるたびに鈴は「おひさしぶり」とでもいうように、カランカランと音をたてました。

　駅のほうから、ぶらりぶらりと手をふって、ニニが歩いてくるのが見えます。


　　「おとこのこは　ポケットに　ライオンを　かってる

　　　あー　なぞだ　なぞだ　なぞだ

　　　おんなのこは　ポケットに　はちを　かってる

　　　あー　チクリ　チクリ　チクリ　やーっ　やだ　いたいよーだ」



　気持ちよさそうに歌っています。ブブも肩の上で、のんきにしっぽをふってあわせています。

「大丈夫かしら……あのふたり。ねえ、ジジ、わたしたちは、もうちょっと、しっかりしてたと思わない？」

　キキは後ろをふりむいて、いいました。

「僕はね」

　ジジはあっさりといいました。

「あいかわらずの自慢屋。すこしはわたしをほめてくれてもいいでしょ」

「キキはあまいよ。鈴ぐらいニニにつけさせろよ。まあ、そういってもなあ……まだニニ、飛べないもんな。そういえば、コキリさんもやってたね」

　キキは手をのばして、ジジの耳をにぎりました。

（またお説教のつもり？）

　でも、そのとおりだったかもしれないと、キキは思いました。

　キキが、自分ひとりでなんでもできると思っていられたのは、コキリさんと、オキノさんに、そしてジジにも守られていたからです。その人たちに包まれていたから、キキは、冒険に飛びこみ、そこで出会うことに手ばなしでよろこぶことができたのです。そしてつぎの冒険にも贈り物をあけるような、わくわくした気持ちになれたのです。

　自分ひとりでできたことなんて、ほんのすこしでした。今はそう思います。ここはしっかりニニを見守ってあげなきゃ。

　だけど……と、やっぱりキキは思ってしまうのです。

「あの子、なんでも『べつに……』って、平気な顔してるんだもの。感激がないのよね」

「でも、なんでも感激するのは、おっちょこちょいだし」

　ジジがにまっと口をまげました。

「かあさん、どこ？」

　下から、ニニの声がのぼってきました。

「ここ、ここよ」

　キキは高い枝からぽーんと飛び上がると、ゆっくりニニのそばにおりたちました。

「鈴は、あと二つでおわり。『お泊まり小屋』の屋根にもつけとこうか」

「やだ、あんな低いとこなんて意味ないでしょ」

「おう、おっしゃいますね」

　キキは機嫌良くおどけてみせました。

　キキはのこりの二つを、比較的低い木の枝と、近くの電信柱のてっぺんに取りつけると、まじめな顔でニニを見ていいました。

「やってみる？」

「うん」

　ニニもまじめな顔でうなずきました。

「どきどきしてる？」

「ううん、べつに」

　ニニは首もふらず、口先だけでこたえました。どうやらどきどきしてるのは、キキのほうです。

　ニニはズボンのポケットから、サングラスを出してかけました。

「なに、それ！」

　キキはおどろいて、飛び上がらんばかりです。

「だって、空ってまぶしいよ。それに、これって、魔女っぽいでしょ」

「やめて。不良の魔女みたい」

「めがねだけで決めちゃうの？　もしかしたら、わたし、めがねなくてもほんとうの不良かもしれないよ」

「ちがいます。わたしの娘です、ちがいます」

　キキはきっぱりといいました。

「うわー、すごい自信！　信じてくれて、ありがとう。でもそんなにいわれちゃ、サングラスがかわいそう」

　こんな光景を「お泊まり小屋」の後ろにかくれて見ている者がありました。トトです。そばに立てかけてある自転車を見ると、ここまで乗ってやってきたのでしょう。ベベもいっしょです。

「自信ありそうだけど、きっとうまくはいかないわよ。はじめからはむりよ。いっくらおてんばでもさ」

　ベベがこそこそといいました。ベベとしては、トトをなぐさめているつもりなのです。このごろでは、ベベの言葉は、ぜんぶといっていいほど、トトにわかるようになりました。でもこのことは、なるべくかくしておこうとベベと約束していたのです。

「魔法はね、秘密だと力が大きくなるものよ」

　ベベがそういったのです。トトはベベの「魔法」という言葉に、ぞくっとするほどうれしくなりました。魔法はめったにないものだけど、魔女だけのものでもない、トトはそう思いたいのです。




「あのね、しっかりとほうきをまたいでね、目は前方斜め上、一点を見つめるのよ。きょろきょろしないように」

　キキは自分もほうきにまたがっていいました。ジジがブブを横目で見て、さっと房の上に飛びのります。しっかりと先輩風を吹かせてます。

　ブブはそれをちらりっと見て、よこむいて、鼻を鳴らしています。

「えー、よそ見しちゃだめなの？　見物しちゃだめなの？　それじゃ飛ぶ意味ないじゃない」

　ニニがぷーっとほっぺたをふくらませました。

「上手になったら、それもできるようになるわよ。はじめは集中。それがかんじん。さあ、つま先で、ぽーんと地面をかるくけってごらん」

「わかった」ニニはうなずいて、地面をかるくけりました。

「やったっ！」

　よろこんでさけび声をあげたとたん、ニニは糸のとれた風船のようにまっすぐに浮き上がっていきます。

　それを見上げて、トトは呆ぼう然ぜんと立っていました。ニニはあんなにかんたんに飛んでいきます。うらやましいような、うん、うらやましい！　でもなんだかすこしうれしいような気持ちもするのです。

「やった！　できた、できた。かんたん」

　ニニがさけびました。

　一歩おくれたブブが、うなるような声を出して、ほうきの先に飛びつきました。ほうきがぐらりとかたむき、がくがくと揺れだしました。ニニはとっさに自転車をこぐように足をはげしく動かしました。ほうきはもとにもどり、ブブはうまく房のまんなかに乗ることができました。

　するとまたニニのほうきは、ぷーっと垂直にのぼりはじめました。

「あっ、上手、上手よ、ニニ。どう、たのしいでしょ。いい気持ちでしょ。空気がすーっとしてるでしょ」

　キキの声はうれしさにうわずっています。

　でも、ニニはそのまま、あれよあれよという間にまっすぐにのぼっていきます。ほうきの柄をいろいろ動かしても、前にも後ろにも、右にも、左にも動きません。ただただまっすぐに、上へ、上へ。キキはびっくりして、見上げるばかりです。

「あれ、変だよ。どこまでいっちゃうの？」

　ジジもおどろいて、おろおろ声です。

「どうするの、どうするの、とまらないよ。かあさーん」

　ニニの声が風に乗ってきこえてきました。近づいてきた灰色の雲のなかにすいこまれていきそうです。キキはあわててほうきの柄をにぎりしめ、飛び上がろうとしました。

　すると、遠くから声がきこえてきました。

「ニニ、ニニ、さっきの自転車、自転車こぎ」

　トトです。ベベを肩に乗せ、自転車をこいで走ってきます。

　それをきいたニニは足を見えないペダルに乗せるようにして、こぎだしました。ほうきはゆっくり回れ右を始めました。そして右にも左にも動くようになり、はやくもおそくも飛ぶことができるようになりました。キキはほっとすると、そのニニの飛びかたを笑いながら、後ろについて飛びはじめました。

「なんだ、これ」

　ジジも笑いをこらえています。

　ニニは足をふみつづけ、ふわふわとおりてきます。そして、音もなく地面におりたちました。これを上手な飛びかたといえるかどうか、でもニニは鈴を一個も鳴らさずに、はじめての飛行を終了したのです。

　つづいておりてきたキキは、

「ニニ、やったわね。一回で成功、すごい」といいました。それから、そばに立っているトトに気がついて、笑いかけました。

「あんたの、お姉ちゃま、なかなかですね」

「まあ、墜落は免れたね。行方不明にもならなくてすんだし。まあ、上出来でしょ」

　トトも笑いました。

「トト、でも、よく自転車飛びって気がついたわねえ。かあさん、びっくり」

　キキはとてもご機嫌です。

「だけど……これでいいのお？　変だよ、やっぱり」

　ニニは不満です。鳥のようになめらかに、最高にかわいく飛んでる自分の姿を想像していたのです。足をばたばた動かすなんて、鳥よりかえるに似ています。

　ところがニニの自転車型飛行は、このままの姿で、ずっとつづくことになりました。見えないペダルをこがないと、ぷーっと真上にのぼりつづけてとまらないのです。空の果てまでもいってしまいそうです。

　どうやらニニにはこの自転車ギコギコ飛びしかできないようです。これなら、まあまあ、上手といってもいいくらいです。小回りもできます。どこにだっていけて、またもどってもこられます。鈴だって一回も鳴りません。

　でもニニは決して町の上を飛ぼうとはしませんでした。このギコギコ飛びを見たら、キキの優雅な飛びかたになれている町の人がなんというでしょう。とくにチロコには絶対見られたくありません。

　キキは「今になおるわよ、一人前になれば。大丈夫、ニニにはできる」となぐさめてくれました。

（ズボンをはいたせいかなあ。やっぱ、サングラスかなあ）

　ニニはわがままをいったことが気になりました。昔からの、伝統魔女たちが怒りはじめたのかもしれません。

　やがてすこしずつ、ニニが練習を始めたことがコリコの町にひろまっていきました。

「今度のは、なかなかおてんばだね」とか、「けがしないといいがね」とか、「足をばたばたさせて、あれ流行なんでしょうかねえ」とか、ささやかれ、それはゆっくりとひろまっていきました。
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　ルルルルー　ルルルルー

　電話が鳴りました。

「はい、こちらは、魔女の宅急便です。あっちから、そっちまで、こっちから、あっちまで、見えるものも、見えないものも、なんでもお届けいたします」

　キキはいつになくはりきって、魔女の宅急便の宣伝文句をぜんぶいいました。たとえ自転車ギコギコ飛びしかできないにしても、ニニがやる気になったのが、キキにはうれしいのです。

「あの、魔女さんですか？　魔女さんですね。ほんとうの魔女さんですよね」

「は、はい、ですけど……」

　キキは、何回も確かめられて、とまどいながら、こたえました。

「たしかに、本物です」

　本物が本物っていっています。変な気持ちです。

「もってきていただきたいものが、ありますのよ」

　電話は年とった女の人の声でした。

「わかりました。なんなりと、どうぞ」

「お会いして、お話ししないと。まず、こちらにいらしていただけます？」

「はい」

「あたらしい町って、ごぞんじ？」

「はい、東にできたあたらしい団地ですね」

「そうよ。おなじ形の家ばかりならんでるんで、おわかりにならないといけないので、ドアに、『ココ』って張り紙をしておきます」

「はい、ありがとうございます」

　キキは、受話器をおくと、「仕事でーす。出かけますよーう」とうちのなかに声をかけました。でもだれの返事もありません。それはわかっているのです。ニニとトトは学校だし、とうさんのとんぼさんも学校なのです。ジジもさっき家族でさんぽに出かけていきました。

　それでもキキは出かけるときはいつも、必ず声をかけます。

　戸締まりをし、キキはほうきにまたがりました。

「まって」

　むこうからジジが走ってきます。

「あら、おさんぽじゃなかったの」

「僕、いく、いったほうがいいみたい」

「へー、ほんと？」

　キキはジジがほうきの房に乗ったのを確かめると、飛び上がりました。

　ふたりはあたらしい東の団地をめざしました。

　ドアにはられた張り紙、「ココ」の家は、すぐわかりました。この張り紙がなかったら、見分けることがほんとうにむずかしかったでしょう。どの家もまったくおなじ形をしているのです。屋根も、窓も、ドアも、その脇に植えられた一本の木も。しかも肩をくっつけるようにぴっちりとならんでいるのでした。

　キキがベルを鳴らすと、おばあさんが出てきました。その後ろから、ばあっていうように、小さな男の子が顔をのぞかせました。

「魔女さん、来てくださって、うれしいわ。じつは、ちょっと、不思議なおねがいなのよ。いいかしら？」

「ええ、もちろんです」

「おばけをね、連れてきていただきたいのよ」

　キキはかすかに眉まゆをひそめました。

「あなた、たしか、目に見えないものも……運ぶっておっしゃいましたよね。さすが、魔女さんだと思いましたわ。それならきっとわかっていただけると思って、ほっとしました」

　おばあさんは肩で一つ息をつくと、つづけました。

「そのおばけと仲よしなのは、わたしと、孫のこの子だけなの。おとうさんも、おかあさんも、信じてくれなくって。ここにこすとき、バッグにかくして、連れてきたんですよ。それがね、ちょっと目をはなしてるすきに、出ていっちゃって、帰ってこないんですよ。どのうちだか、わからなくなっちゃったのよ、きっと。ここはみんな、おなじだから」

「前のおうちに帰っちゃったんだよ」

　男の子がつづけていいました。

「そうかもしれないわ。迷ったら、もとのところにもどりなさいって、いつも教えてたから。この子にもね」

「はあ、そうですか……」と、キキはとりあえずうなずきました。だって、たのまれたのは、おばけです。見えないものも運ぶといったけど、それは形のないもの、思い出とか、ねがいとか。でも見えないけど形のありそうなものを、今まで運んだことなんてありません。そんな注文もありませんでした。

「この子のいうとおり、きっともとの家にもどってしまったのよ。おばけには、古い家のほうが住み心地がいいことはわかってるけど。でも家族とはなれたら、やっぱりさびしいでしょ。わたしたちも、いないと、気持ちがすーすーしちゃうの。これ心によくありませんわ」

　おばあさんは、「心」といったとき、とっても真剣な表情をしました。

「場所は、さつき小路、おわかり？」

　キキはだまってうなずきました。町の中心近くにある、せまい通りです。

「その道からはいった、つぼみ路地の五番地。小さな建物の二階です。やっとおひさまのあたるとこにひっこせて、わたしたちはありがたいんだけど、でもおばけちゃんにはあわなかったのかもしれないわね。もしどうしても帰りたくないというなら、希望どおりにしてやってください。むりはいけませんもの」

　キキはまただまってうなずきました。魔女の宅急便は人を乗せる以外はどんなことでもできないとはいわないことになっているのです。

　でも、見えないものを連れてくるだけではなく、それだって、できるかどうかわからないのに、姿形が見えないおばけさんの気持ちも確かめなければならないのです。

「かしこまりました」

　キキはこたえました。

　ところが、いってみると、つぼみ路地五番地には、もうあたらしい人が住んでいました。わかい男の人でした。

　細くドアをあけて、おどおどした目でキキを見ると、だまって、奥にひっこんでしまいました。

　どうしていいかわからないまま、キキはドアをおさえ、「あの……」と追いかけるようにいいかけて、はっと口をとじました。

（「おばけ、います？」なんて……いったら……）

「あの、あの」

　口がぱくぱくしてしまいます。

「前のかたがおわすれものなさって……連れてくるようにたのまれたんですけど……」

　男の人が急に部屋のむこうから顔をのぞかせました。

「連れて？」

　心配そうに、眉を寄せて、こっちをにらんでいます。

「ええ、ちょっと……変な話なんですけど……見えないものなんです。でもここにいらっしゃるはずだって……じつは……お、おばけ……なんです。冗談ではないんですよ」

「ここには、そ、そそ、そんなものいませんよ。ぼ、僕、ひ、ひとりぐらしで、ですから」

　男の人は急に早口になり、言葉がつっかえています。

「い、い、いないったら、い、いないんです」

　ジジがキキの足下をすりぬけて、小さなうなり声をあげながら、奥に飛びこんでいきました。

「やめなさい」

　キキがのりだしたと同時に、「やめろよ」と、男の人も一言。ジジのしっぽをすごい勢いでひっぱりました。ジジが大きな鳴き声をあげました。

「キキ、いるよ、部屋の隅に、い、いるよ、キキ」

「だ、だめだ！　それは僕のだから」

　男の人は飛びだして、キキの前に立ちはだかりました。

「わたしませんよ。僕たち、仲よくくらそうって、約束してるんです。絶対、わたしませんよ」

　男の人は必死な顔つきです。

　キキもこまって、男の人を見ました。

「でも、あちらでも、お年よりと、小さな男の子がまっているんです。いないと、気持ちがすーすーしちゃうんですって」

「僕は、ひりひりしちゃいます。今まで、子どものときからずっとひとりだったんですから。ここにこしてきたら、なんと仲間がいたんですよ。見えないし、言葉はつうじないけど、いつもとなりにすわって、僕のいうこと、だまってきいてくれるんです。せっかく、せっかく、出会えたのに。だめです、いやです。お断りです」

「おばけも……そうしたいんですよね。それを承知してるんですよね」

「当たり前です。僕たち約束したんです。その証拠に、ほら、あの子も、部屋の隅から出てこないじゃないですか。僕からはなれたくないんですよ」

「じゃ、お話しできるんですかね」

「いや、わかるんです。伝わってくるんです。伝わるって、ほんとうに気持ちがつながってる証拠でしょ」

　あんなによわよわしそうな人だったのに、急に力のこもったいいかたにかわっていました。

　見ると、ジジももうあきらめたのか、足をそろえてすわり、おとなしく部屋の隅を見ています。

「わかりました」

　キキは小さく頭をさげていいました。

　どうしていいかわからないけど、この人からおばけをひきはなすことはできないと思いました。さびしい人ほど、見えないものがたいせつなのかもしれません。ひとりって、どうにもならないほどさびしいときがあります。キキにはいつもジジがいたけど、そのさびしさはわかります。真っ暗な夜、通りの電飾看板がちかちか動いているのを見て、あそこにもひとりで生きてるものがいるとなぐさめられたこともありました。ただの電気の瞬きでした。でも、あのちかちかのひかりが、キキへ特別の言葉を贈ってくれたのです。ひとりぽっちじゃないよ、ここにもひとりぽっちがいるよ、って。知ってる人がだれもいない町でのひとりぐらしです。いるかいないかわからなくっても、それでもいいのです。いるんだって思うだけで、さびしさがうすめられるのです。キキにはこの人の気持ちがよくわかりました。

　同時に、ひとりぐらしをすることになるかもしれないニニのことを思いました。

「あの子にできるかしら……」

　ブブがいるにしても、来年ニニがひとりぽっちのくらしを始めることになるかと思うと、キキはもうさびしさと、心配で胸がつぶれる思いです。あのキキが旅立った日、キキは平気な、いえ、むしろうれしくってたまらない顔をしていたけど、コキリさんのほうはおなじ気持ちだったのでしょうか。




　キキは、「あたらしい町」のおばあさんのところにもどってきました。一目見て、おばあさんはいいました。

「あの子、あちらにいたいのね」

　キキはうなずきました。おばあさんにはおばけがいっしょでないことが、すぐわかったのです。

「そう、わたしが間違っていたわ。この家のおばけにも大変失礼なことしちゃったわね。あたらしいうちにだって、あたらしいおばけが住んでいるのよね。家といっしょで、生まれたてのほやほやなんだわ。これからお付き合いが始まるんだわ。坊や、はやく仲よくなりましょうね」

　おばあさんは、男の子の頭に手をおくと、あたりを見回しながら、たのしそうに笑いました。




「そうすると……うちにもおばけがいるってわけだ」

　家にむかって飛んでいると、ジジがしみじみとつぶやきました。

「会ったことないなあ」

「でもいるわ、ジジ。にぎやかだから、気がつかないのよ」

「それって、幸せってことかな」

「うん、でもほんとうにさびしいときには、きっとそばに来てくれるわ。おばけってそういうものじゃない？　みんな、怖がるけどね。いるか、いないか、いや、いるいるおばけ、っていうもの」

「なんかさ、魔女に似てるとこもあるね」

　ジジがぼそりといいました。

　キキは気持ちよさそうに、吹く風に顔をむけました。
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「とうさん、このごろ、夜おそくまで仕事してるけど、なにかいてるの？」

　トトは通りすがりに、机にむかって、鉛筆を動かしているとんぼさんをのぞきこみました。とんぼさんは時間があれば、なにかをかいているのです。

「それって、秘密の地図でしょ。宝物をかくすつもり？」とニニがよこから半分からかうようにいうと、

「すーごい宝なんだぞ。見てろよ。おたのしみだぞ」なんて、とんぼさんもふざけていいかえしました。

　でも、今、トトはとんぼさんがかいているものを見て、おやと足をとめました。これまでは、むずかしそうな、昆虫の細かい絵や、その解剖図みたいなものを、くりかえしかいていたのに、今日のは意外にもかんたんな絵です。ちょっと長い靴下みたいな形をしています。なかには斜めの線が二、三本ひかれ、ところどころに数字や、なにかの印のようなものがかきこまれていました。

　なにができるのだろうとトトもニニとおなじようにたのしみにしていたのに、こんな靴下のかたっぽみたいなものになってしまったとは……。

「えっ、これ？」

　トトは思わずのりだしました。

「なんだと思う？」

　とんぼさんが顔をあげました。トトの反応をためすように笑っています。

「ぼ、僕には、く、靴下に……見えるけど……」

「よし、靴下に見えれば、しめたものさ」

「虫の絵かいてると思ったよ」

「はじめはね……」

「僕は……虫のロボットができたらいいなって、ちょっとたのしみにしてたんだけど」

　トトはついがっかりした声を出してしまいました。

「ロボットねえ、そういえなくはないんだけど。ほら、オキノさん、足が痛いっていってただろ。ひざがまがらないって。だからすこしらくになるものがないかなって。虫の足って強いからね、なにか教えてもらえるかと、細かい絵をかくことから始めてみたのさ。昆虫みたいな足の力がちょびっとでもあったらいいなって、単純に思ったんだ。そしたら、だんだん気持ちがはいってきてね、足の力のもとが見えてきた」

「気持ち、はいるって？」

「うん、はじめは虫の形のほうにこだわっちゃってた。でもオキノさんがすこしでもらくになる方法はないかなって考えていったら、すこしずつかわってきて、こんなかんたんな形になってきた。まだまだ……時間かかりそうだけど、もうすこしだな」

「とうさん、すきだね」

　トトはとんぼさんの目をまっすぐに見ると、うん、うんと、うなずきました。

「ああ、すきだねえ。自分でも、つくづくそう思うよ」

　とんぼさんは、照れたように笑いました。

「これをコマコマ屋さんにたのんで、丈夫な布地で試作品を作ってもらおうと考えてるんだ。まだ改良するとこはいっぱいあるんだけど、オキノさんの足、すこしはらくになるかもしれない」




　トトはこの二、三日、町の細い裏通りにある、楽器屋さんのウィンドーをのぞきに通っていました。このお店は小さいけど、いろんな楽器をならべているのです。豚のおしりみたいなものに、これまた豚のしっぽみたいなものがついていて、そのしっぽをひっぱると、鳴るらしいのです。いったいどんな音が出るのでしょう。

（きっとさ……ぶーりぶーりなんてさ。くくく、なんかくさそう！）

　想像してはたのしんでいます。

　ほかにも、これが楽器なの？　っていいたくなるようなものがいっぱいあります。

「だれが作ったんだろう……」

　見ていてあきません。

「君、いつも、来てるね」

　お店のなかから、とんぼさんぐらいの年の、男の人が出てきました。

「はいって、見ていいよ」

「僕、買えないんだけど」

　トトはいいました。

「そんなこと、問題にするなよ。さ、さ」

　店のなかにも、いろいろな形の楽器がおいてありました。

　ただの棒なのに、小さな穴がたくさんあいているのや、三重になっているタンバリンや、まるいギターや、柄のながーいほうきみたいな形のギターや。

「これも、楽器ですか？」

　トトは底を木ではってある、靴を指さしました。

「打楽器だよ。わたしの近作でね。底にかたい木をはってある。はいてね、おどって、地球をたたいて音を出すんだ」

「地球を？」

「うん、ここ、地球だろ」

　楽器屋さんは、板底の靴を手にもって、床をたたいてみせました。

「じゃ、ここにある楽器、みんなおじさんが作ったの？」

「そうさ、たのしい音の出るもの作るのすきなのさ。こんなのどうかなって、勝手に作っちゃうんだ。君、興味あるの？」

「ええ、とっても」

　トトははにかみながら、うなずきました。

「僕も作ってみたいなって」

「作ってごらんよ。できたら見せてほしいな」

　楽器屋さんはいいました。

「ええ、ぜひ」

　トトは自分のこわれたほうきのことを考えました。あれから二つに折れた柄の両方に穴をあけ、細い針金を何度もくぐらせて、一本につなぎました。柄はだいたいもとの長さにもどりました。でもほぼまんなかに針金のお団子のようなものができてしまいました。房も枝をたして、きつくくくりつけました。ちょっと多すぎて、ほうきというよりは、スカートをはいた、棒の人形みたいになってしまいました。

　ニニは意外とお気に入りで、「これ、かわゆーい」なんて、さわったりしています。

「飛ぶわけじゃないんだから、これでいいんだ。記念品だからね」

　けげんそうにしているキキに、トトはいいました。

　でも、この楽器屋さんを見ていると、トトは自分のほうきも音を出しそうな気がしてくるのです。

　だれもいないときに、そっともちだして、浜辺にいっては、房をなぜてみたり、柄の針金の所をたたいてみたりしました。

　しゅゆーん　しゅゆーん

　房はこんな音を出しました。

　しゅらりーん　しゅしゅりりーん

　針金に響いて、柄はこんな音を出しました。なかなかすてきです。

　調子をつけると、はずんだ音にも、しずかな音にもなります。でも強くたたくと、音が急にわれて変になり、きれいな音にしようとすると、どうも小さくなってしまうのです。

（たのしむだけだから、これでもいいか）

　でもトトはとんぼさんが、気持ちがはいれば、力のもとが見えてくる、といったことを思い出しました。それで、自分の風変わりなほうきにもなにか力のもとがかくれているかもしれない、それと「ふたごののっぽさん」のおじいさんもおなじようなことをいっていたのを思い出しました。なんにでも、もう一つの名前がある……このこわれたほうきにもかくれてる名前があるかも……もしあるならなんだろうと思いました。

　トトはとんぼさんのまねをして、絵をかきはじめました。

（房がもっと細くて、長かったら、しなやかになって草のささやいているような音にきこえそうだ。針金のとこは、なにかでこすったら……たぶんぎーぎー声だな）

　トトはああでもない、こうでもないと思いながら、絵をかきつづけました。かいていると、体のなかで、すこしずつ、音が生まれてくるのです。それはトトのなかから生まれてくるのに、どこかよその世界から響いてくるようでした。トトはビバビバ市からきた、ゾイさんたちの音を思い出しました。気持ちよくって、にぎやかで、体がおどりだすような音楽でした。でもトトは、あれとはすこしちがった音が……もっと、もっと自分の気持ちにぴったりくる音が、きこえてくるといいなって、今は思っています。

　いろいろな形のほうき？　いえ、楽器の絵ができました。

　トトはそのなかから一枚をえらんで、楽器屋さんに出かけていきました。

　トトがおずおずと絵をひろげると、楽器屋のおじさんはくりかえし見ながらいいました。

「おう、こう来たか……おもしろいね」

　それから絵の表面をなぜていいました。

「ところで君、どんな音がきいてみたいの？」

「………」

　トトはとっさにこたえが出ませんでした。でもすぐ、「これだ」と心に浮かんできたものがありました。

「空の高ーいとこを吹く風の音……そういう音、きいてみたい」

　トトは思わず前のめりになりました。変なこといっちゃったかも……顔が熱くなって、あわてて下をむきました。とつぜん出てきたのです。トトは自分でおどろいていました。

「空ねえ……」

　楽器屋さんは、上を見上げました。

「高いとこねえ……風かあ……」

「僕、その風を感じてみたいんです」

　自信なさそうに肩をすぼめて、トトはいいました。

「ふーん、そうかい。僕には、わからないなあ。君の音だからね。君の気持ちにぴたっと来るまで、すこしずつ手を入れて、鳴らしてみて、また手を入れてみたら、どうかな。いつか納得できる音、見つかるよ」




　それからトトは自分のかいた絵を見ながら、ほうきを改良していきました。柄に口のような穴をあけたり、房に細い枯れ草をたしてみたり、木の実をいくつかくくりつけたり。

　この「ほうき楽器」の形をかえるたびに、トトは自転車にのせて、だれもいない浜辺のはじっこや、ニニが飛ぶ練習をしたまっくらくらさんぽの森の奥にいって、ためしに音を出してみました。さすってみたり、ちょんとたたいたり、あけた穴を吹いてみたり、ひもをつけてびょーんとひっぱってみたり、力を入れて、空中を切るようにふってみたりしました。そしてまた改良していきました。だんだん音に変化がついてきて、鳴らしていると、うきうきと心が、そして体も動きだします。またその動きにつれて、ちがった音が出てきました。気がつくと、いつもベベがそばにいて、応援でもするように耳を立ててきいています。そっと家を出てきたのに、不思議な猫です。

「いい音になってきたね、ふん、まったく、よくなってる」

　ベベは耳をぴぴっと動かしました。

「そうかな」

　トトは、あまり素直になれません。噓ではないにしても、ちょっとおせじがはいっていると思ってしまうのです。

（ベベもいいけど……）

　トトはだれかにきいてほしいと思いました。それもトトの気持ちをわかってくれそうな人……。




　トトは塀のかげにかくれて、郵便屋さんが来るのを、毎日、毎日まっていました。ベベも、木の上から様子をうかがっています。

　あっ、今日は、郵便屋さんがとまって、カバンから手紙を出しました。

　パタン、ポストのふたが閉まる音がします。郵便屋さんが角をまがると、トトはすばやく手紙を取りだし、ちらりと裏を見ました。

「ケケより」

　トトは手紙をポケットに入れ、かけだしました。





「トト、返事がおくれてごめんなさい。お申し出の件承知しましたよ。歓迎します。夏休みだから、ひとり旅をするには、とってもいい時期だと思います。ただケケには条件があります。まず、とんぼさんと、キキのお許しをもらうこと。だまって家出はだめよ。へへへ、あたしはやっちゃったけどね。それから計画はすべて自分ひとりで立てること」



（当たり前だよ。そうじゃなかったらいかないよ）

　トトはケケの手紙から、顔をあげて、笑いました。


「これは、そんなにかんたんなことではないわよ。コリコの町から、あたしの住んでいるソロン村まではとっても遠いんだから。父からできるだけはなれて遠いとこに住もうってケケさんは健気けなげにも思ったんだけどね。これははなれすぎかも、とってもとっても遠いとこなのよ。そこからここへ来る方法は三通りもあるの。どれも列車は何回も乗り換えなくてはならないし、乗り継ぎの時間も、まちまちだし。列車によっては毎日、動いていないしね。それをうまくつないだ計画ができたとしても、二晩は夜行列車でお泊まりね。それもいちばん上手にできてよ。ちょっとでも行き違いがあると、真夜中のだれもいない駅で、ひとりぽっちで過ごすなんてことになるかもしれない。ホテルに泊まるなんて、大変だし、子どもひとりはなかなか泊めてくれないし……その覚悟、ありや、なしや？

　ケケは決して意地悪いってるのではありません。

　トトに会えるなんて、とってもうれしいこと、このうえなしよ。行ったり来たりの手紙で十分知ってるつもりだけど、はじめて顔をあわすんだものね。背は何センチ？　まさかあたしより大きいなんていうのではないでしょうね。そうだ、似顔絵を送りっこしようよ。ではご成功を祈ります。トト、だいすきよ。　ケケより」






　つぎの日からトトは図書館にいって、しらべはじめました。いくら地図を見てもソロン村なんてのっていません。いちばん大きな地図を見て、へー、こんなところ！　って、やっと探しあてました。直線距離にして、千三百キロ。コリコの町から北へ、スルヘリ山脈をこえて、さらに北へ、ひたすら北へいったところです。なんでこんな小さな村にいるの？　って感じです。

「あたしって、さびしがり屋だから」とケケはいつもいっているのに。

「ここには知り合いもいないんだよ。ひとりぽっちという仲間とくらしてる」とケケが手紙でいってきたとき、トトは、「半分魔女」だから、やっぱりどこかかわってるんだ……と思いました。

　トトは地図と、時刻表をかじりつくようにしらべて、ソロン村への自分の地図を作りました。列車と列車の時間もつなぎ、お弁当を買うところ、食べるところまでかきこみました。通る時刻をはかって、おひさま、月、星などもかきました。でも暦を見ると出発の夜は、残念なことに魔女好みの満月ではなく、月のない夜でした。

　トトは地図をしっかりと、「ほうき楽器」の柄にまきつけました。

　こんなトトなりの準備をしたところで、おそるおそるとんぼさんと、キキに自分の計画を打ち明けました。

「いいでしょ、いってもいいでしょ？」

　トトはくりかえし、ふたりに攻め入るようにいいつづけました。

「夏休みだからな……」

　しばらくしてとんぼさんは、ふーっと天井を見上げてから、つぶやきました。

「なんのためにいくの？」

　キキがききました。声がとんがっています。

「いきたいから」

「それだけ？」

「うん、それだけ」

「なにかいいことあるの？」

「わからない」

　いいことか……悪いことか……なにかがおきるかもしれません。きっといいことがおきる……でもそんなことは後の後、まずいきたい。ひとりでなにかしたいのです。まったくのひとりでは、やっぱり心細いのですが、それでもケケに会えたなら、ケケはきっとトトの気持ちをわかってくれるし、変な楽器で、変な音を出しても、笑ったりしないで、ちゃんときいてくれると思ったのです。

　キキはトトと目をあわせないで、どこだかわからないところをにらんでいます。反対なのです。いくらケケのところにいくにしても、はじめてひとりになるトトを心配しながらまつなんて、考えただけでも、胸が苦しくなります。

　しかもケケは、わけもわからないほど遠くに住んでいるのです。




　とんぼさんはトトの顔をじっと見てぽつりといいました。

「ひとりでいくのか……」

　とんぼさんは思い出していたのです。夏休みをキキに会わずに、雨あま傘がさ山やまでひとりで過ごしたときのことを。

　キキも同じことを考えていて、トトも本気なのだ、きっといくんだ、もうそれは決まっているんだと思いました。

　キキは、窓のむこうを見て、

「あー、きれいな空」とつぶやきました。

　するとこわばっていた顔がふとゆるみました。

「じゃ、毎日、うちに電話をするのよ」

「やだ、そんなことするなら、いかないよ」

　トトはキキの言葉がおわらないうちにいいかえしていました。

　この話を知ると、ニニはさわぎはじめました。

「えーっ、いいなあ。ひとり旅、かっこいいじゃない」

「まあな」

　トトは得意げに、いいました。

「ねえ、連れてってよ、ねえトト」

「なにいってるんだよ。かっこいいっていったくせに。ひとり旅って、なんだと思ってるのさ。言葉のとおり、ひとりでいくもんなんだよ。連れてってもらうもんじゃないんだよ」

「だって、だれもいないなんていやだあ。だからトトといっしょがいい。遠足って、おしゃべりがたのしいんだもん」

　ニニの口はあまったれてゆがんでいます。

「まったく、ニニってわけがわからない」

　トトは話にならんというように、苦笑いしました。




　明日は出発するという夜、朝はやく出るから、絶対見送りはいらないと、トトはみんなにいいました。

「ほんとうにいらないよ。ほんとうにね」

　トトはしつっこいぐらいにくりかえしました。

　それからベベを、自分の部屋に連れていって、背中をやさしくなぜながらいいました。

「ベベ、僕たちいつもいっしょだけど、今度だけはいっしょにいけない、悪いけど」

「うん」

　ベベはあっさりとうなずきました。

「ほんとうだよ。あとをつけてきても、切符がなけりゃ列車に乗れないんだよ。カバンになんて、かくれないでよ」

「しつっこいなあ。わかってるったら」

　ベベはそっぽをむいて、にゃーんと鳴きました。




　トトは朝はやくどころか、夜明け前に家を出ることにしました。キキの見送りを警戒したのです。「いってきます」なんて、まじめにいうのは照れくさいし、キキから細かい注意をきくのももうたくさんでした。足音をしのばせて、そっと外に出ました。

　トトはドアの前で、ぐるりとまわりを見回しました。

（なんだよ。たった十日のつもりだよ。弱気だぞ）

　そう、いちばん不安を感じているのは、トトかもしれません。

　いつも朝のはやい、グーチョキパン屋さんも、カーテンがしっかりと閉まっています。

　まだ夜の気配のなかで、街灯がトトをあやしむように見下ろしていました。見なれた道が、ちがって見えます。黒いかたまりが、さーっと道をよこぎっていきました。

「ベベだ」

　トトは追って走りだそうとしました。でも、ゆっくりと「ほうき楽器」をもちなおすと、また歩きつづけました。

　始発列車にはまだまだです。駅は、がらんとひろく、大きな生き物のおなかのなかにいるようでした。トトは隅のベンチで横になると、ひざをかかえるようにして、体を丸めました。

　すこしずつ、あたりが明るくなり、人もひとり、ふたりとふえてきました。

　そして、トトが乗った列車はしずかに、コリコ中央駅を出ていきました。窓のむこうを、コリコの町が後ろへ過ぎていきます。大きい町だと思っていたのに、あっという間に、列車は町の外に出ていきました。

　トトはあけた窓の枠に両ひじをのせて、じっとしたまま、どんどん動いていく景色を見ています。風が顔にあたっては、後ろに飛んでいきました。

　さあ、いよいよ、始まりです。今から二晩と三日、上手に乗り換えをして、ケケのところまで、旅をつづけなければなりません。こうしていると、とってもかんたんに思えました。体を乗せていれば、列車はひとりで動いて、運んでくれるのです。

　ところが話はそんなにかんたんにはいきませんでした。雨がふりだし、窓は閉められ、駅名をかいた看板がけむって見えなくなりました。

　トトは地図をひろげては、眺めました。でも地図と窓のむこうの景色とは、まったく、まったくべつのものでした。

　トトはまず最初の乗り換え駅で失敗しました。乗り越してしまって、駅を三つもどらなくてはなりませんでした。予定していた列車はとうに出てしまっていました。つながりがいいと思って、乗り換え時間を短くしたのが失敗でした。後の列車が来るまで、何時間もまたなくてはなりません。考えて、考えて、完全だと自信があったところが、かえってうまくいきませんでした。間違えると、その間違いをなおせなくなり、どんどん計画はくるっていきました。

　第一日の夜から、乗り換え駅のベンチで過ごさなければならなくなりました。この駅からは網の目のようにいくつもの線路がのびています。どの線を明日、トトはたどっていくことになるのでしょう。北にいくはずだから、あれかな、あっちかな……でも北のほうにのびてる線は何本もあるのです。

「考えたってしょうがないよな。電車にまかすより」

　トトは線路から目をそらしました。でも自分が走る線もわからずだれかにまかせてるなんて、なさけない気もします。トトはリュックをだきかかえ、かしこまって、すわったまま夜の明けるのをまちました。外が明るくなり、立ち上がったときには、体が四角にかたまったように、こわばっていました。のどもからから、おなかもからっぽです。駅の人が水をまきはじめました。かわいた道がぬれていくのを見て、トトははじめてもってきた水筒とお弁当のことを思い出しました。昨日の朝、家を出てから、なにも食べていませんでした。

　ところが、リュックから水とお弁当を取りだしても、まったく食べたくないのです。やたら頭がかわいたようになって、目もしみて痛く、口もあけたくないのです。トトはこじあけるようにして、水筒の水をちょびっと口に入れました。すると、どうでしょう、そのちょびっとした水がじわじわと体にひろがっていくのがわかりました。のどを通って、胸の奥を通って、おなか、それから手の先までも……。トトはもう一口飲み、つづけて飲み、パンをかじりました。ふとトトは夏の暑い日のくすりぐさを思いうかべました。水ちょっとと、パンのふたかじりで、こんなに気持ちが強くなれるものでしょうか。安心が体にひろがってきたのです。

（体があって、よかったよ）

　トトは、こんなわけもわからないことを考えました。でも不安をなおしてくれたのは、ほんのすこしの水とパン、そして自分の体。それはとても不思議な感じでした。

　トトはこれからの旅を考えることができるようになりました。

　でも問題はこれだけでおわりませんでした。ちがう方向の列車に飛びのってしまって、あわてて飛び降りたり、「ほうき楽器」に気をとられて、リュックをわすれそうになったりで、もういろいろたくさんありました。でもいいこともありました。

　もう何カ月も旅をしているというお兄さんに会いました。

「おれはね、リュックをしょって、家の扉を閉めて、自転車に乗って、まず西にむかって、まっすぐ、まっすぐ走りはじめたんだ。なんども、なんども背中からおひさまがのぼって、おれがむかっているはるか西の彼方かなたに沈んでいった。ひたすらペダルをふむ、ただそれだけをくりかえしてるのに、ほんとうにいろいろなことに出会うんだ。いつもドキドキしてる。なにがむこうからやってくるかわからないからね。それがさ、たとえ大嵐でもさ、嵐だって、永遠につづくわけじゃないからね。出会ってしまったら、付き合うしかない。おれは知らんぷりっていうのが、いちばん嫌いなんだ。見たつもり、知ったかぶりも、なさけないけどさ。そんな旅はやらないほうがいいもんな」

　お兄さんは日に焼けた顔から、白い歯をぴかっと光らせて、笑いました。

「今日のお初の出会いは、君だった。でも、君、なんか、気持ち、あわててない？」

「いや、べ、べつに」

　トトは顔をこわばらせてこたえました。なんだか今の自分を見透かされてしまったような気持ちです。

「行く先ばっかり気にしてると、かえってどじるよ。気持ちよく旅つづけろよな。おれも、また、こぐ。ほら、見てくれよ。おれの足、自転車こぎの形になっちゃったよ」

　お兄さんはそういって、手で足をたたくと、自転車にまたがりました。

「君、これからどこへいくの？」

「北のほうのソロン村まで。コリコの町から来たんです。でも電車に乗り遅れちゃって」

「そうか、君に会えてよかったよ。君がちゃんと電車に間に合っていたら、そしておれが、この駅に寄らなかったら、会えなかったものな。さて、おれは、出かけるか。じゃあな、また、どこかで会おうぜ」

「えっ、また？」

　トトは走りかけたお兄さんにいいました。

「そうだよ。まただよ。君の北と、俺の西がつながるときな。魔法がおきたらな。地面ってつながってるからさ。ありがたいことに地球はまるいらしいぜ」

　お兄さんはふりかえって笑いました。短いズボンから出ている足は、まぶしいほどかたい筋肉で盛り上がり、機械のように動きだしました。

「ええ、たのしみです」

　トトはその後ろ姿にいいました。家を出てから、ちぢみがちだった気持ちが、ふーっとひろがっていくようでした。そして、お兄さんがいった、「知らんぷり」という言葉をトトは気にしていました。

　トトははじめの予定より、一日余計にかかって、やっとのことソロン駅に到着しました。無人駅でした。たしか、駅から左のほうにつづく切通しを過ぎたところに村はあるはずです。トトは歩きはじめました。道はぽこぽこしたかるい土で、歩くたびに煙のようにまいあがりました。峠の途中から、十軒ほど、草屋根の小さな家がぽつんぽつんとはなれて、建っているのが見えました。やっと、やっとです。到着です。

　ケケと似顔絵を交換したとき、「おなじような家ばかりだけど、村からちょっとはなれた、小川のむこうの小さな家よ。間違えようがないけど……念のため、赤いリボンの旗をたてておくからね」とかいてありました。見わたすと、その家はすぐわかりました。トトは峠をかけくだりました。畑のなかの道を通り、小さな川をこえると、赤いリボンの家がありました。

「ケケおばさーん、トトが来ましたよーう」

　トトはうれしさのあまり、いつになく大声でさけんで、ドアに通じる道を走りました。ところがすぐ近くまでいって、ぴたりととまりました。ドアに封筒がさがっていたのです。封筒いっぱいに大きく、トトへ、とありました。急いであけると、白い紙にはこう書いてありました。


「トト、遠路はるばるごくろうさん。ところで、ごめん。急に出かける用事ができました。どうしても十日は帰れません。たぶん君がいるあいだは帰れないと思います。ほんとうにごめんね。ドアはあいています。はいって、まず休んでください。細かいことはなかの手紙にかいてあります」



（なんだよう、これ）

　トトは呆ぼう然ぜんと立ちすくみました。
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　トトがこわごわドアをおすと、だれかがひいたように、むこうにさっと開きました。勢いあまって、トトは飛びこんでいきました。

（なんだよ、びっくりするじゃないか）

　立ちどまって、トトはあたりを見回しました。

（鶏小屋みたいだ）

　あまりきれいにけずられていない板が、壁にはってあります。それもまっすぐだったり、斜めだったり、重ねてあったりと、おもしろがってはったという感じです。

（ケケおばさんがやったんだな）

　それはほんとうにケケらしいやりかたでした。

　そんな壁にトトが送ったトトの似顔絵と、さっきとおなじ封筒がピンでとめてありました。


「トト、わたしがいないからって、帰っちゃだめよ。

　なんにもないから、自分で見つけてね。でもなんにもないけど、あると思えばあるわ。どうぞ、自由にお探しください」



（変ないいかただなあ。自分が約束を破ったくせに、僕を試しているみたいじゃないか）

　トトは探るように眉まゆを寄せました。ケケはなぜこんな遠くに住むことにしたのでしょう。妙に気になります。この壁の板のように気まぐれにえらんだとも思えないのです。

　トトは手紙を片手に、流しの下や、戸棚をあけてみました。ジャガイモが五、六個。ニンニクが一房、小さなビンにお塩、こしょうのビン、半分しかはいっていないケチャップ。ざっと見回して、これぐらいです。

（ほんとうになんにもないや）

　手紙はつづいています。


「わたしの家はとってもすてきよ！　といっても、まあ、不思議にすてきって部類にはいるけどね。なんにもないけど、あるわ。まあ、トトしだいだけど……。

　この近くの森では、夕方になるとね、なにかがおきる。まあ、ふうがわりなところっていうかな。心さわがしいところなのよ。どう、トト、こわい？　それともわくわくする？　さあ、どうぞごゆっくり」



　トトは顔をしかめて、ちっと舌を鳴らしました。

（約束とちがうじゃないかあ。歓迎するっていったよな。これ、歓迎かよ）

　でもいくというだけで、ケケと細かいことを約束したわけでもないのです。

　部屋は一部屋しかありません。テーブルにいす二つ、空のお鍋なべとフライパンがおいてあるストーブ、その脇には大きなかごにはいった薪まき、せまい流しには、水道の蛇口がついてます。脇には水のはいったブリキのバケツ。板だけの棚には、お皿が三枚に、カップが二つ、大ぶりの木のスプーンとナイフにフォークが何組か、木をけずったお箸はしが一握り。そして、部屋の隅にはひとり用のベッドがおいてありました。

　ベッドのとなりには小さな机があり、そこには、ろうそく、鉛筆が三本、書きかけらしい原稿がまるめられたり、しわくちゃになったりして、散らかっていました。

　奥の細いドアをあけると、かこいだけの風ふ呂ろと手洗いがありました。そのむこうには森がつづいていました。せまってくるように大きい森です。

　トトは後ろをふりむきました。このまま帰ってしまおうかと思いました。でもとんぼさんにも、キキにもあんなに自信たっぷりにいきたいといったのです。ケケがいないから、帰ってきたでは、それはあまりにも情けないことです。

（せめて一晩ぐらいは、いないとなあ）

　トトは荷物をおくと、かたときもそばからはなさずにいた「ほうき楽器」をかかえて、さっき来たとき見えた村のほうにいってみることにしました。

　小川にかかった小さい橋をわたると、村まで一本道で、その道ぞいに実りの悪いトウモロコシのように、家がばらばらとならんでいました。しーんとして、人の気配がありません。強い日ざしです。でもときどき森から川の流れのように風が吹いてきて、暑くなったり、寒くなったり、変な空気です。

　道のまんなかほどに、お店ともいえないような小さな店がありました。なかに、やせたおばさんが肩をまるめて、すわっています。

「こんにちは」

　トトははいっていきました。

　トトは棚にならんでいるものを見ました。お酒らしきもの、石けん、タマネギ、ジャガイモ、めぼしいものはこのぐらいです。後はたわし、ざる、ほうき……。

　おばさんはゆっくりと顔をあげました。

「あんた、あの家に来た子？」

　おばさんはケケの家のほうにあごをむけました。

「ええ」トトはうなずきました。

「坊やがきたら、よろしく、って、ケケにいわれたよ」

「よろしく」

　トトもいいました。

「といってもねえ、この村は貧しいから。ジャガイモ、三つぐらいならあげるよ。それだけだよ」

「ジャガイモならあります」

「そうかい、ほかは、なにもないしね、まったくさ」

　おばさんはそういうと、そっけなく下をむいて、ざるのなかの豆をよりわけています。

　トトはおばさんの後ろのドアからのぞいている、リンゴの木に目をとめました。まだすこし青いところはあるけど、まんまるで、たっぷりしたリンゴがびっしりとなっています。

（あれがほしいな。なんにもないなんて、あるじゃないか）

　でもトトは、だまって後ろをむいて歩きだしました。

　そして、ケケの家までもどると、その後ろにひろがる、森のなかにはいっていきました。

　大きな木が、枝をひろげて、くっつくようにたっています。ぼってりと重たく見える森です。コリコの町の近くでは見たこともないような大きな森です。風が森へむかって、すいこまれるように吹いていたかと思うと、今度はこちらにぶつかるように外へ吹き出てきます。

（気まぐれだなあ）

　トトは落ち葉がつもってやわらかくなっている土をざくざくとふんではいっていきました。木のあいだを抜ける風の音しかきこえません。ふりむくと、家が見えません。ちょっと歩いただけなのに、トトは急にこわくなり、ひきかえしました。

「腹、へったなあ」

　トトの口から自然に声が出ました。自分でもおどろいてしまいました。気分はまったく余裕もなくせっぱつまっているのに、腹へったなんていう言葉が出てくるとは……。

「じゃ、なにか食べなくちゃ」

　トトはわざと大きな声でいってみました。食べ物を口に入れると、不安が小さくなると、旅のあいだに知ったのです。

　トトはケケの家にはいると、まずストーブに火をつけました。もうもうと煙が出てきました。煙は、意地悪しているようにトトの目にむかってきます。トトはしみる目をこすりながら、紙をまるめて、ふーふーと息を吹きかけました。学校でのキャンプの体験が役立ちました。

　すると、ちょろ、ちょろり、と炎があがり、しだいに大きくなっていきました。

「火っておもしろいな。いつもよろこんでるみたいに見える」

　トトはジャガイモをそこにあるだけほうりこみました。

「まるやきだぜ」

　トトは、山賊の大親分にでもなったつもりで、わざとらんぼうにいいました。

　ジャガイモは、ほんとうにおいしい「まるやきだぜ」になりました。こげこげの皮をむきながら、ふーふーと口に入れました。お塩なんかもちゃんとつけちゃいました。

「完かん璧ぺきだぜ」

　トトはまたえらそうにいいました。それから、これまた山賊みたいに、顔もあらわず、洋服もぬがずに、ケケのベッドにもぐりこみ、あっという間に、寝てしまいました。




　朝です。うるさいほどの鳥の声です。まぶたのむこうが、赤く見えます。トトは目をあけました。閉めるのをわすれて寝てしまった窓から、おひさまの光がトトの顔に一直線にさしています。

「寝坊しちゃった!!　おソノさんとこに、手伝いにいかなきゃ」

　あれ、ここは、どこ？

　そのとたん、トトは自分がケケの家にひとりでいることを思い出しました。気分は音を立てるように暗くなっていきます。

　ずっと夜だといいのに。ずっと寝てれば、知らない間に時間がたっていく。何日かたったら、コリコの町に帰れる。でも見ると、着ているものはよれよれ、おまけに変なにおいもします。顔をさわると、べとべとです。鏡で見ると、髪の毛はぐしゃぐしゃ、口のまわりは、昨日のジャガイモのこげた皮で、黒くまだらになっていました。

　トトはお風呂にはいりたいと思いました。でも、蛇口をいくら回しても、お湯どころか、水もちょろちょろとしか出てきません。

　トトはかーっとなって、お風呂をけとばしました。

「いた!!」

　ひざっこぞうが赤くふくれました。

（僕は、なにをしても、失敗するんだ！　どうして僕はいつもこうなるんだよ。やりたいのに、なんにもできない。じゃまされてる、みんながじゃまする）

　トトは足をひきずって、部屋にもどると、いきなり昨日ののこりのジャガイモをつかんで、がぶりとかじり、かみもしないで、飲みこみました。胸がつまって、せきこみ、あわててはきだしました。

　トトは自分がとんでもなく変な人になってしまったような気がしました。最低な人！　いつもの自分とはまったくちがう人になってしまいました。世界中の人に嫌われてしまったような気分です。

（「いい子」って、あんなにいわれていたのに）

　トトはバケツの水で、らんぼうに顔をあらいました。こんなところにじっとなんてしてられない。いきなり「ほうき楽器」をつかむと、がむしゃらに森のなかにはいっていきました。

　迷子でもなんでもなってやると早足で歩いていきました。

　つるばらのとげがズボンをひきさき、その下の足をひっかきます。でもトトはとまらず歩いていきました。そして、なにかにつまずいて転び、そのまますわりこみました。脇にしっかりとかかえていた「ほうき楽器」が、めちゃくちゃな音を出しました。

　トトはしみじみと「ほうき楽器」を眺めました。

　トトはほうきの柄をやさしく何回もなぜると、人差し指と中指でかるくたたきました。

　ぽあん　ぽー

　くぐもった音がします。笑ってるみたいです。

「ふん、なんだよ」

　でもトトはつづけてたたきました。

　しだいに手が動いていきました。

　たたいたり、なぜたり、はじいたり……。

　音は木のあいだをぬって、森のほうぼうにのびていきました。トトは音が流れていくほうを、じっと眺めました。

「ふん、なんだよ」

　トトは文句をいいました。でもそのいいかたはさっきとすこしちがっていました。

　ぐるぐる巻きにされていたうすい布がすこしずつほどけていくような感じがします。

（「ほうき楽器」って……不思議なやつだぜ）

　自分が出した音に耳をかたむけながらまた楽器をたたいていると、だんだんとトトの気持ちがかわっていきました。まわりの景色も見えてきました。音にあわせて体も動いているようでした。そして体のなかにあたたかいものがひろがっていきました。

　トトは夢中で、「ほうき楽器」を鳴らしつづけました。いつのまにか、口から自然と出てきた歌をうたっていました。


　　「そらの　たかいところから

　　　ちいさい　かぜが　おりてくる

　　　ふふふーふふふー

　　　おくりもののように

　　　ふふふーふふふー

　　　ほほを　なぜて

　　　声ひびかせて

　　　さあ　いきましょう

　　　これからの　きみへ

　　　これからの　きみへ」



　トトはすこしずつ言葉をかえながらくりかえし歌いつづけました。ふと気がつくと、「ふふふ～～」と、トトの声を追いかけるような音がします。草が揺れてるような、かすかな音です。

　トトは手をとめてそっと後ろをむきました。

　なにかの影がすっと木の後ろに消えていきました。トトの胸がびくっと飛び上がりました。

「だれ？」

　こわごわトトはいいました。首だけのばして、いいました。

「だれか、いるの？　いるんでしょ。見たよ。見えたよ」

　木のむこうで、髪の毛が揺れ、ちらっと女の子の白い顔があらわれて、かくれました。やさしそうな女の子だったので、トトはほっとしました。

「ほら、やっぱりいたんだ。よかったらいっしょに、歌わない。どお？」

　女の子はおずおずと木のかげから出てきました。

「ねえ、その木の幹を僕の音にあわせてたたいてみなよ。いっしょに歌ってみてよ」

　トトは腰を浮かせ、たのむようにいいました。

「わたし、すきよ。あんたの歌」

　女の子はトトを見てとつぜんいいました。風のような声でした。

　トトは手をとめ、口をあけたまま、呆ぼう然ぜんと女の子を見ています。

　女の子は布を裂いたようなスカートをはいて、裸足はだしで立っていました。

「わたし、すきよ。あんたの歌」

　女の子はもう一度いいました。

「君、村に住んでるの？」

「ううん」

　女の子は首をふりました。

「じゃ、どこに？」

「あっちかな、むこうかな……そんなこと、どうでもいいじゃない。あんた、知りたいの？」

「うん」

　トトは大きくうなずきました。

「あんた、すぐ知りたがる人？」

「だって、ほめてもらって、うれしいから。もっときいてもらいたいから」

「この歌がすき。わたしの歌……にしたい。いいかしら」

　女の子はどこかにむかってつぶやくようにいいました。

「でも……」

「わたし、いちばんすき。たいせつにするね」

　女の子はまたいいました。だれにむかっていってるのか、目はどこか遠くを見つめています。

　トトはどきどきして、じっとしていられないほどでした。

　トトの歌を、「わたしの歌」っていってくれたのです。

　トトは「ほうき楽器」をもちなおし、じっと見つめました。もうどうしていいかわからないほどうれしくなっていたのです。目をつぶり、そっと楽器に手をふれました。そして、はにかみながら、いっしょに歌おうとさそうように女の子を見上げました。すると、そこには大きな木の幹があるだけで、女の子の姿はありませんでした。トトは立ち上がり、走りました。女の子はもう信じられないほど遠くを走っていきます。トトは追いかけました。でもその後ろ姿はすーっすーっと遠ざかり、のびた草のかげにスカートのすそがするりと消えたきり、見えなくなりました。

　トトは立ちどまりました。体中がものすごい音を立てています。

　でも、あたりはまったくしずかで、ただ女の子の消えたほうに、森の香ばしいにおいが、小さな流れのようにのびていました。
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　森の奥で幻のようにあらわれた女の子が、トトの歌を、「わたしの歌」なんていってくれたのです。あれはほんとうにあったことなのでしょうか。

（僕の声にあわせて歌って……この歌、すきよって）

　トトはうれしくって、どうしていいか……じっとしていられません。なんとしても、あの子にもう一度会って、幻ではなく、ほんとうにあったことだったと、確かめたくなりました。トトはもう一度村にいってみようと思いました。

　それにしてもなんてひどい格好でしょう。ズボンもシャツもよれよれのどろどろ、裂けているところもあります。こんな姿をあの子に見られてしまったのです。

　トトはもってきたシャツとズボンに着替え、川から水をくんできて、念入りに顔をあらうと、汚れた服もあらって、そばの木につるしました。




「なんだって？　女の子に、森で会ったって！　あんたぐらいの女の子だって？　そりゃこの村にもそんな女の子は幾人かはいるけどね。森のなかへひとりきりではいっていく子なんていないよ。すぐ迷子になるって知ってるからね。あの森は奇妙なところさ。もしかして、あんた、森の奥までいったんじゃないだろうね。とんでもないよ。狼だっているし、あそこじゃ季節が順番を間違えたりするからねえ」

「じゃ、森のなかに住んでいる人はいないんですか？」

「わたしの知るかぎり、そんなひねくれ者は、いないね。今は夏だから、もしかしたら迷いこんでいるかもしれないけど、でもねえ、まず考えられないね。女の子がのんびり歩いてるなんて、とんでもないよ。夕方にでもなればとことんさびしくなるからね。ケケだって、そうとうかわってるけど、この森はなにをかくしてるかわからないって、あまり奥にはいかなかったよ」

「だけど、僕、たしかに女の子に会ったんだけど……」

「あの森は、さびしいから、そう思いたいのもわかるけど、それ、腐った木だったんじゃないの。よく見間違えるんだよ」

「口もきいたんですよ」

「そうまでいうなら、店先にすわって、通る人を見ててごらん。半日もすわってれば、村の人ぜんぶに会えるから」

　お店のおばさんは、昨日とかわらず愛想のない声でいいました。それから、すいっと立って、裏の戸をあけると、手をのばして、リンゴを一つもぎとりました。

「これ、ほしかったんだろ。ほしかったら、そういえばいいのに」

「いいです」

　トトはむっとして、一歩さがりました。

（ひねくれ者はいないなんて、よくいうよ。目の前にいるじゃない）

「いいからさ。かじってごらんよ、がぶってさ」

　おばさんのほっぺたがふっと笑いました。

　トトはのろのろと手を出して、受け取ると、道のはじにすわって、リンゴを食べはじめました。くやしいほどあまくて、おいしく、意外にも気持ちが、わくわくしてきました。

　人が通っていきます。子ども、大人。みんな、えんりょなく立ちどまっては、トトをめずらしそうに見ています。

　女の人はおそろいの縞しま模様のスカートをはいています。男の人は黒のズボンに、麦わら帽です。靴はわら靴でした。子どももかわりません。おそろいです。村の制服みたいです。あの女の子のように細く裂けたスカートをはいた人も、裸足の人もいませんでした。あの子はあまりにも村の人とちがっていました。

　陽がかたむいてきました。トトはあきらめて、立ち上がりました。

「ねえ、坊や」

　お店のおばさんがいいました。

「僕、トトっていいます」

「そうね。たしか、ケケもそういってたわ」

（知ってんなら、はじめからそうよんでよ）

　トトはむっとおばさんをにらみました。

「ジャガイモ、もっていきな。タマネギも。リンゴもさ、三つばかり入れといたよ」

　おばさんはわらであんだ袋をさしだしました。

「おいくらですか」

「いいんだよ。おすそわけさ。この村じゃそうなってるのさ。物々交換のときもあるけど。それもあるときでいいんだよ」

　トトは小さな声で、「ありがとう」というと、袋をもらいました。

（おすそわけだって……どこかできいたよな……あっ、かあさんだ）




　トトは部屋の掃除を始めました。ここであと三日間、予定していた日まで過ごすことに決めたのです。ここにいれば、あの子に会える、きっと会えるという気持ちが、このさびしい家にとどまる勇気をくれたのです。

　それにしてもケケおばさんは相当あわてて出かけたようでした。スリッパはあっちとこっちに飛んでいるし、机の引き出しは半分あいているし、インクの壺つぼはふたがしてありません。

（これ、下書きなのかなあ）

　トトはぐちゃぐちゃになっている、原稿らしき紙を、一枚一枚ていねいにのばしはじめました。ふと、一行の言葉に目がとまりました。


「森の奥の奥で、あるとき、人が、ひとり、生まれます。その人は木のように生えてくるのです」



「なに、これ」

　トトは大きな声を出していました。トトは机の上の原稿をぜんぶ手にとり、しわをのばしました。順番もごちゃごちゃになっています。それをぶるぶるふるえる手で、ならべかえていきました。

　トトははやる気持ちをおさえて、まず机の上のろうそくに火をつけました。それからベッドのはじにすわって、読みはじめました。


「森の奥の奥で、あるとき、人が、ひとり、生まれます。その人は木のように生えてくるのです。

　ある雨上がりの日、やわらかい緑の芽が顔を出しました。その芽はすぐ、よく人が顔を回して不思議そうにあちこち眺めるように、体を動かしました。そばでおなじように生えてきた芽がひたすらおひさまのほうをむいているのとは、まったくちがっていました。その芽はだんだん大きくなり、枝をのばし、葉っぱをつけていきました。そして春には新芽、夏には葉っぱを重たく茂らせ、秋にはそれを落として、冬になると、雪の下で、うとうとしながら、ときどき枝で雪をかきわけて、外をのぞいたりしていました。

　その木は何年かして、子どもの背丈ほどになると、春のはじめに、ぐーんと背伸びをくりかえした後、腰をかがめるように力を入れて、根っこを、『よいしょ』っとひきぬきました。そして、と、と、とっと歩きはじめました。しばらくすると、さらに木は大きくなっていきます。それにつれ、枝はスカートのような形になり、根っこは白い足になり、葉っぱはやわらかな胸のふくらみに形をかえていきました。

　てっぺんのわかい枝は、風に揺れるたびに、さらさらとした髪の毛になり、そのなかから、濃い緑の瞳ひとみの女の子の顔があらわれました。

　女の子は明るいほうをめざして、歩きはじめました。そして、森の出口に来ると、立ちどまり、スカートのポケットに手を入れて、『わたしはだれなのかしら』とつぶやきました。でもポケットのなかには、なにもはいっていませんでした。

　やがて女の子はまっすぐ前をむいて、森の外へ歩きだしました」



　ケケの原稿は、ところどころ「……」とか「××××」のところがあって、でもトトが想像を加えながら、読むと、だいたいこういうことがかかれていたのでした。

　原稿はとつぜんここでおわっていました。でももう一枚の白い紙のはじっこに、こんな走り書きがかかれているのに気がつきました。

「とすると……森から生まれた人は、今、どこにいるの？」

　トトはしばらく動けませんでした。これはどういうことなのでしょう。ケケが書いた物語なのでしょうか？　それともほんとうにおきたことなのでしょうか。こんな森だからケケはここに住むことにしたのでしょうか。あの女の子に会った後なので、トトはもしかしたらこの森でこんな不思議なことがおきているのかもしれないと思いました。トトとの約束を破って、ケケがあわてて出かけてしまったこととなにか関係しているのでしょうか。

「今、どこにいるの？」

　ケケの書いた言葉は、そのまま、トトもいいたい言葉でした。

　ほんとうに、昨日会ったあの女の子は今どこにいるのでしょう。あの子はここで生まれて、まだ森から出ていかないで、のこっていたのでしょうか。また、森から出ていこうとしたときに、トトの歌声をきいたのでしょうか。ケケの書きのこしたものを読んだ後では、考えれば考えるほど、あの子はこの森で生まれた子に思えてきました。トトの体はぶるぶるとふるえてきました。どうしてもとまらないのです。見えないあの子の手で揺さぶられているみたいでした。

　トトはあの子にもう一度会いたいと思いました。それはとても強い気持ちでした。

　しばらくして、トトはつぶやきました。

「ここにいよう。あと三日あるから、それまでいよう。探すんだ」




　つぎの日、トトは「ほうき楽器」にひもをつけて、肩にかけられるようにしました。

「森のなかへひとりきりではいっていく子なんていないよ。すぐ迷子になるって知ってるからね」

　あのお店のおばさんにいわれた言葉をわすれませんでした。

　トトは戸棚の中をあちこち探して、古い布ふ巾きんを見つけると、細く裂いて、ひもを作りました。めじるしに木に結ぶつもりです。これは小さいころ、山のぼりしたときとんぼとうさんが教えてくれたことでした。それからジャガイモのお弁当とリンゴと水をもって、出かけていきました。

　ほんとうに森は果てしなくつづいているように見えました。ところどころに大きな木が重なりあうようにたおれています。昔の木の下にもっと昔の木がよこたわっています。厚くつもった落ち葉は、深い穴をかくしています。トトはそれに足をとられてころんだりして、奥に進んでいきました。トトは暗いところでは、怖さをまぎらわせるために、歩きながら「ほうき楽器」をひきました。明るいところに来ると、すわりこみ、「ほうき楽器」をかかえ、気分のままに音を出しました。そしてあのときの歌をくりかえし歌いました。どこかであの子がきいているかもしれないと、思いながら。でもだんだん気持ちがのってくると、そのこともわすれて、夢中になっているのでした。ときにはばきんと大きな音がします。トトはびくりと飛び上がり、その自分のあわてようがくやしくて、おかえしに「ほうき楽器」をらんぼうに鳴らしたりしました。

　トトは小さな芽を出したばかりの木を見つけると、しゃがみこんで、話しかけました。

「大きくなったらさ、なにになるの？」

　でも木からは、不思議な感じはただよってきません。

「まあそうだよな、もし返事をされたら、こっちが逃げ出すよな」

　トトはちょっとおかしくなりました。

　それでもトトは歩き回りました。この森はコリコの近くの森とはまったくちがっていました。ものすごく太い木もあれば、ひょろんとして、いつも揺れている木もあります。そろっていないのです。それが重なりあって、とても深い森になっていました。だれが切ったのでしょう、朽ちはじめた大きな古い切り株があり、そこにおひさまの光が流れこむようにさしていました。まるい濃い茶色の切り株と、ひかりの二重丸ができていました。トトは切り株に腰かけて、「ほうき楽器」を鳴らしました。音はぽっかりあいている空の上のほうで吹いている風と響きあっているようにきこえます。

（あっ、これかもしれない。これが、出したかった空の高いところを吹く風の音かもしれない）

　トトは楽器屋のおじさんと話したことを思い出しました。口から歌も出てきます。夢中になっているうちに、おひさまのひかりが消えかけて、あわてて立ち上がりました。

　ケケがいったように、おかしなことは、よく夕方におこりました。

　雷が森の上をよこに走るのです。決まってそれは森の上でした。それも追いかけるように、何本も走るのです。まるでびりびりした音つきの楽譜が、森に落ちていくようでした。

　女の子に会えなかったけど、あんまりがっかりはしませんでした。探しているうちに、今は会えないと感じはじめていたのです。

（会えるとしたら、きっと、どこか、人の住んでるとこだ）

　そんな気がしてしょうがないのです。




　帰る日が来ました。

　トトはケケに手紙をかくと、インク壺つぼを重しにして、机の上におきました。

「ケケおばさん、ここで僕は一生に一度の経験をしました。ここは僕の一生で一度の場所でした。ありがとう」

　それから家のなかを、きれいに掃除して、出発しました。







　14　ノックちゃん







　トトが「ただいま」と大きな声でドアをあけると、家のなかはただならぬ気配です。ジジの家族が四匹、トトのベベ、ニニのブブ、この家の猫たちぜんぶが、まあるくならんで、おしりをつきたて、盛大にうなり声をあげているのです。そしてまんなかに小さい、小さい犬がこれまた、体に似合わず、威勢よくほえています。

　そばにすわりこんでいたキキは、顔をあげ、トトを見ると、「ああ、トト」とつぶやくようにいったきり、鳴いているというより、わめいている子犬を「シー」とにらみつけました。

（なんだ、これ）

　トトはみんなが自分の帰りをまっていてくれると、期待してたのに、このあっさりさかげんはどうでしょう。話したいことがいっぱい、いっぱいあるのに、「どうだった？」とだれもきいてくれません。トトはキキに会ったら、だきつきたいほどの気持ちだったのです。

「ただいま！」

　トトは大きな声でもう一度いいました。

「ちょっと、トト、あんたのいないあいだ、大変だったんだから」

　催促がましいトトの声をきいて、これまたすわりこんで、猫たちを見ていた、ニニがいいました。

「うちの猫ちゃんたち、ストライキおこしちゃってさ。なんにも食べないのよ。そして、このとおり鳴きまくり」

「どうして……？」

　トトは荷物をおろしながらききました。

「かあさんがね、犬をかうっていうから」

「だって、それよりしかたないでしょ。すてるわけにはいかないんだから」

　キキは乱れた前髪をなでつけながら、つかれた声でいいました。

「とうさんはね、みんな、いっしょに、平和にくらそうよ、っていうんだけど。ジジたちは大反対。とうさんは、ほら、いつも正義の味方、弱い者の味方でしょ。それに、魔女じゃないしさ。でも、猫ちゃんたち一致団結して、『いにゃーっ』だって」

「ほとほとこまったわ」

　キキはあらためて、トトを見つめました。

「あら、トト、ずいぶん日に焼けたわね。背ものびたみたい」

（いまさら、おそいんだよ）

　トトは心の中でつぶやくと、「どうして、こんなことになったのさ」とききました。

「そもそもはかあさんのお届けの仕事から始まったのよ。子犬を八匹生んだ母さん犬が、産後の巣立ちも悪く」

「ちょ、ちょっと、それ、産後の肥立ちも悪く、だろ」

「そうそう、それ、で、死んじゃったのよ。同時にのこされた赤ちゃんたちのおっぱいもなくなっちゃったわけで、相談されたのね。それでかあさんが、おっぱいの出る元気な犬を見つけて、毎日運んで、飲ませてたの。おっぱいの宅急便よね。で……やっと自分でミルクを飲んだり、ごはんも食べられるようになったから、かってくれる人を見つけて、一匹ずつ届けたんだけど……ノラオさんのとこにも、一匹いったのよ。だけど、この子だけは、とんでもないらんぼうものでさ、大声でほえるわ、あばれるわで、だれももらってくれないのよ。まだこんなに小さいのにものすごいのよ。それで、かあさんがうちでかおうといいだしたら、もう、大変。ジジを先頭に、猫たちそろって、大騒ぎ。魔女の家に犬をかうとはなにごとだあ、ってね」

　ニニは一気にしゃべると、鼻にちちっとしわを寄せました。

「ジジたちの気持ちもわかる、魔女の家には、犬は似合わないものねえ」

「でも、かっちゃいけないっていう、決まりあるの？」

「べつにないはずよ。コキリさんからなにもきいてないわ」

　キキがいいました。

「じゃ、僕がかうよ。僕は魔女じゃないんだから」

「あら、でも半分魔女でしょ」

　ニニがいいました。

　トトはわけもなく腹が立っていました。この魔女の家は、「おすそわけ」とか「もちつもたれつ」なんて、やさしげなことをいってるくせに、どうも、うちはふつうの家とはちがうんですっていう気持ちが、ときどき見えかくれするのです。

「半分は、ないとおなじだよ」

　トトはどなるようにいいました。

　とたんに猫たちがいっせいに地響きのようなうなり声をあげました。特に、トトの猫、ベベはパーンと一気に、トトの頭に飛び上がると、トトにだけわかる言葉でいいました。

「そんなことしたら、わたしは家出する。トトだって、魔女でしょ。ちゃんと魔女よ。出来そこないじゃない。だから、わたしがそばにいるんでしょ。そうかんたんにかえたりしないでよ」

　そういうと、ベベはトトの頭にガリッと爪を立てました。

「よ、よせよう」

　トトはそのすさまじさに、おどろいていました。

（魔女だっていわれても……そりゃあ、キキの子ではあるけど……僕は男だし……）

　だからといって、犬はだめっていうことはないはずです。

「僕がなんとかするよ。世話するよ。だから、みんな、しずかにしてよ」

　そのとたん、ベベはだっと走って、外に出ていってしまいました。

「あまいよ、その考え。トト」

　ニニがいきなり、ブラウスの袖そでをめくると、腕をつきだしました。ひっかいたあと、かみつかれたあと、ほうぼう赤くはれて痛そうです。

「あのちび、ほやほやの赤んぼのくせにこのひどさ。かあさんだって、やられてるよ。それでもかうって」

「だってあの子もかわいそうじゃないの。あんなに小さいのに親とはなれてしまったんですもの。ジジたちもなんとか仲よくしてくれるといいんだけど……どうにかならないかしら、ねえ、トト」

　キキがため息まじりにいいました。

「ちょ、ちょっと、まってよ。僕、帰ってきたばかりなんだぜ。『お帰りなさい』ぐらいいってくれてもいいじゃない」

　みんな、はっとした顔になりました。

「あら、ごめん。おかえりなさい」

　キキとニニがいいました。

　ジジも申し訳なさそうにあわてて寄ってきてトトの足に体をすりよせました。まわりの猫たちもすいと顔をあげてトトを見ました。

　ベベは出ていったままです。

　でもニニの警告通り、このちび犬の性格の悪さは相当なものでした。気持ちをつかいわけるというのでしょうか、家の者たちにはものすごくほえかかるのに、外に出ると、これ以上ないというほどのいい子ちゃんになるのです。いつの間にか、だれがいいはじめたのか「ギャア」という名前になってしまいました。

　この犬はいつもそんな声でわめいているのです。

「おまえな、いいかげんにしろよ。犬は犬だろ。猫にはなれないんだからね。それは、わかるだろ。どうにもならないことってあるんだよ。だから、僕と仲よし、仲よし、な、我慢しろよ」

　トトはギャアに、いいきかせました。

　ところが、いえば、いうほど、ギャアはひどくなります。そうなれば猫たちだってまけてはいません。爪で、バリッとひっかいては、さっと棚の上に逃げ、「にゃあーん」なんて、すましてみせたり、ギャアのえさをひっくりかえしたり。ばかにされたと思ったギャアの怒りは、もうすさまじく、家のなかは四六時中戦争状態です。みんな、ほとほとつかれてきました。

　トトは最初から仲間にしてもらえない、ギャアの気持ちもわかるのです。でも犬は、犬。かなしいかな、そこに黒猫の魔法はありません。それはトトにもいえることかもしれないのです。

　トトは「ほうき楽器」をさげ、ギャアをかかえて、敵ばかりの家からはなれて海辺に出ていきました。

　今のところ、ギャアに、トトがやってあげられることは、こんな散歩しかありません。このギャアはふつうの犬が夢中になるボールあそびとか、おなかをなぜてもらうとかは大嫌いなのです。それに自分の足で歩く散歩も。そんなひまがあったら、ほえてるほうがましっていう態度です。

　トトは砂浜にすわると、膝ひざにギャアをだいて、「ほうき楽器」を鳴らしました。小声で歌もうたってみました。すると、ギャアはきょとんとした目でトトを見上げ、口を大きくあけました。ひねくれてとんがっていた目がすこしまあるくなっています。


　　「まったく　ギャア　ギャア　ギャア

　　　わるい子はいい子

　　　いい子はわるい子

　　　それが魔法だっていうの

　　　いいかげんにしろよ　やい　やい　やい

　　　まったく　ギャア　ギャア　ギャア」



　このくりかえしです。このもてあまし犬にささげる歌なんて、このぐらいしか浮かんできません。ところがめずらしくギャアは耳を立てて、じっとトトを見つめています。目をはなしません。歌うのをやめると、鼻をトトの顔におしつけて催促するのです。

（なんだ、こいつ、とことんへそまがりだなあ）




「やんちゃぼうずは、ちゃんと、しつけたよ」

　トトは家に帰ると、みんなの前で、歌をうたって、ギャアの変わりようを見せました。

「そんな歌でえーっ？　なにかあげたんでしょ？」とニニ。

「なにか食べさせたの？」とキキ。

「なんで食いものなのさ、僕の歌がいいからってなぜいってくれないのかよ」

　トトは不満です。

「不思議なんだよね。そういうこともあるさ」ととんぼさん。

　ジジたち猫は、「トトにおべっかつかってるんだよ。あいつは計算高いやつだよ。これですむとは思えないね」と、冷たい態度です。

　そうはいっても、この変わりようには、みんな、びっくりです。

「いや、これは、僕のおまじない。歌にはおまじないの力があるのですよ、おわかりかな。ふふふ」

　トトは得意そうにいいました。でもベベだけは、まだつんとよこをむいたままでした。




　それから幾日かして、とつぜんギャアがいなくなりました。手をつくして、探しても、見つかりません。せっかくいい子になったのにと、みんな残念がりました。でもベベだけは、ご機嫌で、「ふにゃー」なんて、鼻歌のような鳴き声を上げて歩き回っています。




　まだひどい暑さなのに、秋という字のつく立秋が、今年もやってきました。

　キキはニニとトトを連れて、朝はやくくすりぐさの刈り入れに出かけていきました。三人の話し声をきいて、ヨモギさんがいつものゆすらうめのジュースをもって、出てきました。すると、その後から、一匹の犬が……。

「あっ、ギャアじゃないの」

　ニニがおどろいてさけびました。

「あら、お知り合いなの？」

　ヨモギさんもおどろいています。

「ええ、ちょっと」

　ニニは口ごもりました。

　でも、ギャアは知らんぷりです。こんな人知らないよって、顔しています。信じられないぐらいにおとなしく、ヨモギさんのそばについています。

「この犬ね、この家のドアをノックしたんですよ。とつぜんね。礼儀正しいじゃありませんか。ノックするなんて、犬がですよ。だから、『よかったら、おはいんなさい』っていったら、ほら、このとおり。ここが気に入ったみたい。それで、昨日名前をつけてやったの」

「なんて？」

　みんな、いっせいにいいました。

「ノックちゃん」

　ヨモギさんは、笑いながらいいました。

「クー、ワン」

　ギャアではなく、ノックはかわいい声で返事をしました。





「トト、ごめん。すっぽかしちゃって。急に思いたって、あたし、パリパリ市という町にいってたのよ。なぜかわかんないんだけど、どうしてもいかなきゃって気持ちになってね。すいません、あたしはどうもこんな感じで動くくせがあるのよね。ずっと前に、ちょっとした出会いがあってね、それがだんだんと気持ちの上で無視できなくなってしまって。あや、想像してるな……残念、男の人じゃないわよ。女の子。朝はやく、裏の森の脇にぼーっと立っていたの。すごくやせた子だったから、森から飛んできた小枝みたいに見えた。あたしが声をかけると、『大きな町にいきたい』っていうのよ。それもいちばん大きな町だっていうの。それなら『パリパリ市』だわねっていたら、『そこどっち』って。南よ、遠い南よ、っていったら、『ありがとう』と一言いうと、走りだしたの。

　いきたいわけをきこうと思ったのに、そのはやいこと、家の前の道をまっすぐ飛ぶように走って、南のほうへ。たちまち姿は遠くなり、切通しに消えていったわ。その姿を見て、あたしは思ったの……昔のあたしみたいだって。わけもわからず思いつめている、あたしの半分が走っているって。それから気になってね。日がたつにつれ、ますます気になってね。もうとめられないほど気になってね。トトには悪かったけど、パリパリ市に出かけてしまったの。でも会えなかった。冷静に考えたら、あんな大都会だもの、かんたんに、会えるわけないわよね。それに、いるかいないかもわかんないのに。

　トト、あなたも、一生に一度の経験をしたっていってたけど……なんだったのかしら……こうききながら、あたし、どきどきしてる。この森は不思議なのよ、まったく。しかも相当あやしい！　重くって深いのね、ときによっては入り口もあるし、ちゃんと出口もあるっていわれてる。ときによってはよ。ときによってはあるらしいというのがあやしいでしょ……。村の人は怖がって、はいっていこうとしないけど。そうなの、とっても不気味なんだけどさ。でも、この森はわたしをさそうのよ、探してごらんって……。なにを？　ってききたいけど、たぶんなにかよ。それはたしかよ。なぞっぽいこといっちゃったけど。

　では、またね。トト、ごめんね。

　このところものすごく心がさわがしい、ケケより」



　トトが家に帰ってきて、一週間後に来たケケの手紙でした。

　読みながら、トトもドキドキしてきました。偶然でしょうか……おなじ経験をするなんて。あの書きかけの文章……もしかしてケケの想像？　それとも……ほんとうのこと？







　15　予約切符







　ニニはズボンのポケットに両手を入れて、肩を揺すって歩きながら、大通りのウィンドーを一つずつのぞいています。まだ暑いのに、もう秋の洋服や、バッグが飾られています。どれもぴかぴかに光って見えます。空のむこうからやってきたあたらしいお知らせって感じです。

「ふー」

　ニニはかすかなため息をはきながら、見入っています。

「そうかあ、秋のおしゃれは、こう来るかあ……」

　うなずきながら、つぶやいていると、となりの店から、大きな袋をさげた女の子が出てきて、ニニにぶつかりそうになりました。

「あ、ごめん」

　ニニが一歩さがると、

「あれ、ニニじゃない」とその女の子は、声をあげました。みると、チロコです。夏休みで会わないあいだに、急に子どもから大人になったように背がのびて、なにやらすてきな空気にすっぽりつつまれています。

「明日ね、面接があるのよ」

　チロコは肩を見せるようにきゅっとあげて、いいました。

　しばらく前から、チロコは、学校がおわると、いつも急いで帰っていきました。たまに声をかけても、手をひらひらと動かして、「さよなら」というだけで、走って校門から出ていってしまいます。

「へー、面接、なに、それ？」

「わたしね、劇団にはいってるの。知らなかった？」

「おけいこ？」

「ううん。ちゃんとした劇団よ。試験して受かったの。秋にね、ビバビバ市で公演があってさ、明日、その娘役の面接を受けにいくのよ。それに着ていくお洋服を買いに来たの」

「………」

　ニニはとっさに口から言葉が出てきません。

「とすると……じょゆう……さん？」

　ニニは思わずつっかえてしまいました。

「やだあ、まだ女優の卵の、しかもなりかけ。女優なんてそんなにかんたんになれるわけないじゃない。でもやるだけやるの。たのしいよ。踊り習ったり、歌やったり、お化粧のしかたも教えてくれるの。ほら、そういえばキリちゃんもね、卒業したらお菓子学校にいくんだって。はりきってるわ。みんな、それぞれがんばりはじめてる。だから、わたしも……。ニニは、もう決まっているからいいよね」

　たった何週間かのことなのに、チロコはとってもきれいになっていました。派手ずきだったのに、さらっとした品のいいワンピースを着ています。体もすーっと細くのびて、足も細くなって、とっても格好がいいのです。うすくきれいにお化粧までしています。ニニはあわてて、ポケットにつっこんでいた手を出し、背中をくいっとのばしました。

「ニニも準備始めたんでしょ。このあいだ、電車からちらっと見たわよ。おかあさんのキキとはちがう飛びかたにしたの？　かえないほうがいいと思うよ。キキとおなじがいいよ。キキはかっこいいもん。じゃ、わたし、準備があるから……夏休みがおわったら会おうね」

　ニニはむっとして、チロコの後ろ姿を見ていました。おもしろくありません。うかれるのも、落ちこむのもはやいニニは、とたんに、世界中からおいてきぼりにされたような気持ちになりました。しばらくじっと下をむいたままでした。でもそんな気分が長くつづくニニでもありません。さっと顔をあげると、前を見つめて歩きだしました。

（わたしだって、わたしだって……）

　ニニのなかで、こんなつっぱった言葉がいそがしく動いています。でも、（わたしだって……）の後につづく言葉がないのです。ただくやしい気持ちだけでした。

（わたしだって、やるわよ。だれもできないこと、びっくりさせてやるから……まってなさいよ）

　やっとここまで考えても、なんでびっくりさせるのか、なにも思いつかないのでした。




　キキが急ぎの品物を届けて、家にむかって飛んでいると、とつぜん、後ろから、ジジが肩をたたいていいました。

「キキ、見て、下を見てごらん。あの公園にいるのは、ニニじゃない？」

　そう、ニニでした。ズボンの足をひろげて、ベンチにすわり、なにやらノートにかいています。まわりをおおぜいの友達がかこんでいます。

「人気だね」

　ジジが感心したようにいいました。

「あの子は、いつも、いつもにぎやか」

「なんか不思議にかわいいんだよね」

「そう、生意気ばっかりいってるけど、かわいいのね」

　キキは笑ってうなずきました。




　その夜、ニニは常になく机にむかっていそがしそうにしています。紙を切って、カードのような物を作って、鼻歌をうたいながら、鉛筆で書きこみをしています。


　　「いすは　あるくか

　　　ほうきは　とぶか

　　　フライパンは　およぐか

　　　くつは　どうなの

　　　カバンは　しらない……」



　それからうんと、うなずくと、つぶやきました。

「やっぱり、ほうきがいちばん魔法っぽいか……うちはラジオつきのほうきが売りだから」

　ひざの上には、ブブがすわって、ニニのやることをのぞいています。

「あんたの目って、緑色ね。はじめて気がついた」

「まったく、十二年もつきあっているのになんたることか……」

　ブブは自慢の長いしっぽで、自分の頭をぱんぱんとたたいていいました。

「こうやって、頭のア、キ、レ、タをしずめないと、ニニとは付き合いきれないよ」

「まったく、すんません。ア、キ、レ、タ」

　ニニは、自分もまねして、手で自分の頭をぱんぱんとたたいて、きゃっきゃと笑いました。ご機嫌です。




「今日、公園でなにしてたの？　お届け物の帰りに、上から見えたけど、たのしそうだったわね」

　キキが近づいて、ニニの手元をのぞきこみながら、いいました。

「それが、わたし、人気でさあ」

　ニニはキキににっこりと笑いかけました。目がきらきらと光って、左右にせわしなく動いています。こういうときのニニは決まってなにかに夢中なのです。

「結構じゃない……ニニは気持ちがかわいいから、当然よ」

　キキはいいました。

「ありがとさん。そうなんだよね。すぐ気に入られちゃう。魔女になったら、ほうきに乗せて、空を飛んであげるっていったらさ、大勢集まってきちゃって。だから、予約とってたの」

「えっ、なんですって！」

　とたんにキキの声がひっくりかえりました。

「そ、そんな噓ついて」

「噓じゃないよ。魔女になったらねって、いったもん。もしかしたらなるかもしれないからね、っていったもん。絶対的約束なんてしてないもん。予約は予約だもん。それに、あと二年ぐらいしてからじゃないとできないっていったよ。みんな、それでもいいって。でも渋いんだよ。そんなまたせるなら、早割にしろっていうの」

「早割って？」

「やだなあ、かあさんは　なんにも知らないんだから。はやく予約すると、料金が安くなるのよ。超お買得切符ってわけ」

「料金？」

「まあ、一回、５００エンズぐらいにしようかなって……」

「えーっ」

　キキは目をむいて、くたくたとすわりこみそうになりました。

「お金だなんて！　魔女はね、もちつもたれつしながらくらし、お礼もおすそわけよ。ずっとそうしてきたのよ」

「そうでしょ。わたしだって、ちゃんとわかってるわよ。みんなは空を飛べない。でもわたしは飛べる。だから、乗せてあげる。これっておすそわけじゃない？　わたしのできることを分けてあげるんだから。これって、もちつもたれつじゃない？　お金はだめなら……チョコチョコを七つでもいいや」

「あなた、あなた、とんでもないわ。魔女のほうきには人間は乗せられないのよ」

「えっ、噓、やばい！」

　ニニは飛び上がりました。

「どうしてもだめなの？　だまってやっちゃえばいいよね。かあさんだって、海でおぼれそうになった男の子を助けたじゃない。今でも町では語りぐさだよ。それにカバのマルコさんも運んじゃったし」

「それは命が危ないときだったから。そういうときは特別」

「じゃ、みんなを乗せて、遊覧飛行ってだめなの？」

「もちろんです。魔女はね、見えない世界と人とをつなげる役目をしてるだけなの。人は運ばないけど、お届け物といっしょに見えない気持ちを運ぶのよ。よろこびとか、ねがいとか……」

「えーっ、見えないなんて、そんなのちっともうれしくなーい！　それに、なんだか、偉そうだよ！　かあさんて、いっつも、見えないなんじゃらって……いうんだから。見えないものなんてどこがいいのさ。それって、噓っぽいよ。見えないなら、わざわざ空を飛んで運ばなくてもいいじゃん」

　ニニはふくれていいました。

「でもね、ニニ、わかってちょうだいよ。飛ぶっていう魔法がまだのこってるんだもの。みんなに、知ってもらいたいでしょ。まだ不思議があるんですよって……知ってもらいたいじゃない。それだからたのしいし、満足もあるのよ」

「それだけなんだ、たったそれだけなんだ」

「そう、それだけ……でも魔女が空を飛んでるのを見た人は、見えない世界がまだあることを、想像すると思うの。自分だけで生きてるんじゃないって。なにか大きな力につつまれて生きているんだって……それがわたしたちのささやかな役目」

「じゃ、かあさんは、魔女の宣伝してるのかあ……。でも……こまっちゃったなあ、人は乗せられないなんて今さらいえないよ。予約とっちゃったもん」

　ニニは作ったばかりの予約切符を見て、顔をしかめています。

「ふん、魔女になっても、これじゃ、あんまり、いいことないな。やめちゃおうかな」

　それをきいて、キキは体をこわばらせ、なにもいわずにむこうをむいてしまいました。




　キキはすわりこんで、さっきからニニの寝顔を眺めています。ニニはブブをだいて、くーくーくーと、赤ちゃんのような寝息をたてています。ときどきくちびるをつきだして、文句でもいいたそうに、ぶつぶつと寝言。

（こんなに大きくなっちゃって……生意気なことばっかりいって……）

　キキはじっとその寝顔を見つめていました。

「魔女もわたしの代でおわりだわ、それもいいかもしれない。むりはよくないもの」

　その夜、キキは枕に顔をうずめて、つぶやきました。

（ニニが、あきないほどおもしろいものを見つけること）

　とんぼさんがいった言葉を思い出していました。その通りです。こっちがさわいだって、どうなるものでもありません。




「そうだ、見習うべきは、チロコだ！」

　朝おきると、ニニはとつぜん頭に浮かんだ言葉を、さけびました。そのとたん、この二日間、ニニの頭の上に乗っかっていたゆううつな黒雲がさっと消えていきました。

「やるんだったらさ、『おう！』って、だれでも立ちどまっちゃうようなすてきな魔女になればいいのよ。そう、それがいい」

　ニニは鏡の前にいって、のぞき見ました。

（大丈夫。わたしはまあまあ美人だもん、みんながそういってくれるもん。かわいい魔女になれるよ）

　でもまたすぐニニはゆううつな気分に沈んでいきました。それはあのどうしてもなおらない自転車ギコギコ飛びです。風が強いときなんて、前のめりになって、汗をかきかきこぎつづけなければ、なかなか前にも進めません。かっこわるいこと、このうえなし！　まずこれをなんとかしなくては……かわいい魔女なんて、とんでもありません。

「ニニ、そんなに鏡にへばりついていると、顔へっちゃうよ」

　トトがからかいました。でもそのトトも自分の顔が、このところちょっと気になっているのです。口のすぐ上あたりに、ちびちびとひげが顔をのぞかせはじめたのです。

「ねえ、とうさん、わたし、かわいい魔女になりたいの。どうすればいいと思う？」

　ニニはあまったれた声を出して、とんぼさんにいいました。ここでとんぼさんに「ほいほい」と、気分をひきたててもらいたいのです。

「ニニはなんにもしなくっても、じゅうぶんかわいいよ」

「大人になったら、もっときれいになれると思う？」

「もちろんさ」

　とんぼさんはいいました。

「そっかあ。そんじゃ、魔女と女優さん、両方になるっていう手もあるな。よし、ぴかぴかに目立つぞ」

　ニニは、やっぱりかんたんに「ほいほい」に乗っていました。




　にぎやかなニニの魔女修行を横目で見ながら、トトは毎日、ベベを連れ、「ほうき楽器」を肩にかけて、自転車に乗って出かけていきました。

「トト、どこいくの？」

　パン屋のおソノさんは、いちはやく姿を見かけて、声をかけてくれます。

「うん、ちょっと」

「夏休みだもんね。せいぜいやりなさい」

　おソノさんは、そういうのです。なんにもいわなくても、トトの気持ちがわかっているようです。

「お弁当に、ふうせんパンをもっていきなさい」

　おかげで、トトは一日中すきなところに出かけて過ごすことができました。ベベはだまって、ついてきます。

　丘にのぼって、じっと夕暮れまで、海を見ていたり、町を出て、畑の細い道を歩いてみたり。そして気に入ったところがあると、すわりこんで、「ほうき楽器」を鳴らしてみたり、あわせて、歌ってみたりしました。

　そして、たえず、あの森で会った女の子のことを考えていました。

「わたし、すきよ。あんたの歌」

「この歌がすき。わたしの歌……にしたい。いいかしら」

「わたし、いちばんすき。たいせつにするね」

　女の子はこういってくれたのです。一言一言はっきりとおぼえています。あの子にとって、いちばんの歌を、トトはきかせることができたのです。

　トトはあの女の子に会いたいと思いました。あの子はあのくちゃくちゃの紙にかかれていたお話のように、森から生まれてきたのでしょうか。

　もう一度会うことができれば、トトはもっと自分のことがわかるような気がするのです。ケケとおなじように、自分の半分があの子のなかに住んでいるような気がするのです。そして、見えかくれしながらも、ずっとトトの心のなかに住みついている、わすれられない言葉を思い出すのでした。

「これからをまつひと」







　16　おさがりのドレス







「かあさん、わたし、黒いドレス着てみようかな」

　ニニがとつぜんいいだしました。

「あら、ドレスっていったらスカートよ、いいの？」

「やだ、わかってるわよ」

「たしか、わたしが旅立ちのとき着た洋服、まだあるはずだけど、でも古いから、あたらしく作ってあげるわよ」

　キキはもう作りださんばかりの勢いでうきうきと立ち上がりました。

　やっと、来たぞ、来たぞ、来たぞって気持ちです。

「その古いのでいいや、試しだから」

　キキは、「そおお」ってつぶやきながら、戸棚を開き、その奥から、風ふ呂ろ敷しき包みを取りだしました。あけると、ドレス、ペチコート、それから、はじめてとんぼさんからもらったピンクのポシェットが出てきました。

「なに、これ、かわいいっ！　ジジがついてる！」

「そのポシェット、いいでしょ……」

　キキがなつかしそうにいいかけると、

「わかった、だいすきなとんぼさんから、もらったんでしょ」

　ニニはからかうように、ぱっちん、片目をつぶりました。ニニはドレスも着て、「わたしに貸してね」とポシェットを肩からさげました。

「まあ、ぴったり。ちょっと、ちょっと、ニニ、その姿、おソノさんに見せていらっしゃいよ」

　ニニは走って、おソノさんの店に飛びこんでいきました。

「まあ、キキ……あっ」

　と、いいかけて、おソノさんは胸に手をおいて、息もつけないほどおどろいています。

「まあ、そっくり、そっくり……キキちゃんだわ。なんて、まあ、まあ。ねえ、ねえ、フクオさーん、ちょっと、ちょっと」

　奥からパン屋さんの帽子をかぶったフクオさんがなにごとかと、出てきました。でもニニを見たとたん、ぱたりと足をとめました。

「ほーう」

　これしかいえません。おソノさんのほうはもはやにじんできた涙をふいています。

「そんなに似てるの？　髪の毛は短いのに？」

　ニニはちょっぴりいやな気分です。だれもかれも、なにかというと、まずキキのことを口にするのです。

（まあ、しょうがないけどさ）

　こんなとき、ニニは自分にこうつぶやきます。でも度重なると、あまりうれしいことではありません。

「じゃ、失礼しまーす」

　昔をなつかしんでいる、ふたりをのこして、ニニはもどってきました。

「また、この洋服が役に立つとはねえ」

　キキもまだ興奮気味です。でも、ニニはこのまま、ずっとこの洋服を着るつもりはありません。ちょっとだけ試してみるつもりなのです。問題は自転車ギコギコ飛びがなおるかどうか……。

「出かけるね、試運転」

「まあ、そのドレスで！」

　キキのいちだん高い声が追いかけます。

　ニニはほうきをかかえると、走りだしました。ブブが後を追いかけます。

　どこか、どこか、人に見られないとこ……。

　ニニは走り回って、夕暮れ路みちの入り口で立ちどまりました。ここで試してみよう。このなかなら、暗いし、出口の手前でとまれば、だれにも見られずにすみそうです。入り口をちょっとはいったところで、ニニはほうきにまたがり、地面をかるくけりました。いつものとおり、かわりなくぷーっと浮きあがり、あっという間に、重なりあっている枝に頭をごつごつごつとぶつけてしまいました。えーっと、顔をしかめながら、とっさにニニはいつもの自転車こぎをしていました。すると、ほうきはちゃんと方向をかえて、トンネルをまっすぐにすすみはじめました。

（ちぇっ、だめかあ）

　残念ながら、このぷーっと間が抜けて浮き上がるのと、ギコギコ飛びはズボンのせいではなさそうです。がっかりして、ニニはほうきの柄をたたきました。

「ほうきさん、あんたのせいだわ、きっと」

　そんな文句をいっているあいだに、ほうきはトンネルのなかをギコギコと飛び、するりと外に出てしまいました。とまらせようと、ニニがあわてていると、

「あら、キキさん、キキさんね」

　ドアがあいて、ヨモギさんが走り出てきました。

「まあ、来てくれたのね。おや、まあ、ジジも……あの子がうれしがるわ。センタ、ひさしぶりにキキさんが来てくれたわ。よかったねえ」

　ヨモギさんは家のほうを見て、いいました。

（またかよー）

　ニニはむっとしています。

「ちょ、ちょっとまっててね」

　ヨモギさんは急いで家にはいると、ゆすらうめのジュースをもって出てきました。

「ひとやすみしようと思ってたとこよ、さ、キキさんもどうぞ」

「あ、あ……」

　ニニは口をぱくぱくさせました。でもニニはなにもヨモギさんにはいえなくなりました。ブブもおどろいて、体をかたくしています。ヨモギさんのなかで、時間がすっかり昔にもどってしまったようです。目を細めて、笑い、とってもうれしそうです。まったく気がついていないのです。

「また、あそびに来ますから」

　ニニはジュースを飲むと、すぐ立ち上がり、後ずさりしました。

「あら、もう、帰るの？　キキさんはいそがしいんですものね、しょうがないわね。また、来てね。きっとね、きっとよ」

　ヨモギさんは追いかけるように、体を前にかたむけて、何度もくりかえしました。ヨモギさんはさびしそうで、きゅうにおばあちゃんになってしまったように見えました。ニニも胸がどきどきして、泣きそうになりました。




「ねえ、トト、わたし、ヨモギさんにあったの。そしたらわたしを、かあさんだと間違えて、キキさんってよぶのよ。もうすっかり、信じてるみたいで……どうしていいかわからなかった……」

　ニニは家に帰ると、そっとトトにヨモギさんの様子を話しました。あまりさわぐと、ヨモギさんの時間がもっとむこうにいってしまうような気がしたのです。

「わたしが、かあさんの洋服着てたからかも。わたし、なんにもいえなくて、すぐ帰ってきちゃった。あれでよかったのかなあ」

「よかったと思うよ。ヨモギさんは、いい思い出のなかにいたんだよ」

　トトはいいました。

「そこからもどってこられるかなあ」

「大丈夫だよ。僕たちだって、夢見てて、目を覚ましたとき、一瞬、ここはどこって思うじゃない。きっとヨモギさんもおなじだよ」

「そうね、年とって、頭がごちゃごちゃになったんじゃないよね。おソノさんも、フクオさんも、わたし見て、びっくりしてたもの。これで、とうさんに間違えられたら、相当やばい」

　ニニはにたっと笑いました。そして、ほうきをもち、ポシェットをさげ、ブブをだいて、とんぼさんの後ろから、そっと近づくと、肩をぽんとたたきました。

「おおう！」

　ふりむいたとんぼさんは、いすから腰をびくっとあげて、さけびました。

「ひゃー、びっくりした。時間がもどったかと思ったよ。それにしても似てるもんだなあ」

「なつかしいでしょ。でも、わたしはニニよ。間違えないでね」




　それから二日ばかりニニは鏡にむかい、自分の姿を見つづけました。

（やっぱり、このままじゃ、いやだなあ。この服、ニニじゃないよなあ）

（よーし、一目で、ニニだーって、わかるようになってみせるよ。遊覧飛行サービスがだめになっちゃったから、おしゃれで目立たなくちゃ。わたし、腕はいいんだから。ぬいぐるみの「おめめちょ」たちを、作ったときみたいに、頭働かせてさ、すごいドレス作ってみせるからね）

（まず、かあさんのドレスの裾すそにフリルを三段。これは欠かせない。お花もつけよう……色はやっぱり黒かなあ……光るボタンもいいな。頭のリボンは、髪が短いから思いっきり大きく。きらきら光るビーズつき。旅立ちは満月の夜だから、こりゃ、派手に光るぞ。でもかあさんにも、とうさんにも、ないしょのないしょ。できてからのおたのしみでーす。おまちください、なんちゃって）

　ニニははりきってコマコマ屋さんに出かけていきました。そして、端切れの山から黒い布ばかりえらんで、光るビーズも、ボタンも買って……。

（おこづかい、すっからかんだよう）

　ニニはおおげさにひとりごとをいって、「あへ」と、あごを出しました。ご機嫌です。夢見ています。




　トトのほうはそのころ、夕暮れ路のトンネルを歩いていました。ヨモギさんに会うためです。ニニがいってたことも、気になっていました。それにもう一度センタさんのノートを見せてもらいたいという気持ちもありました。暗いトンネルを抜けると、明るいくすりぐさの畑がひろがっています。つぎの種まきにそなえて、キキが掘りかえした土は黒々としめって、栄養たっぷりに見えます。小さな黄色い花があちこちに散らばって咲いていました。隅のほうには来年の種をとるためのくすりぐさがこんもりとのこっていました。

　とんとん

　トトはえんりょがちにドアをたたきました。ノックの鳴き声がして、そばの窓のカーテンが動くと、「おや、まあまあ」といつものヨモギさんの声、すぐにドアが開きました。

「まあ、またちょっとのあいだにずんずん背がのびて、大きくなって。夏のくすりぐさみたいね」

　ヨモギさんは目を細めて、トトを眺めました。

「さ、おはいりなさい。夏休みはどうでした。どこかにいったんですってね。たのしかった？　キキさんからききましたよ」

　ヨモギさんの口はとまりません。いつもとかわっていません。

　トトは「はあ、ええ、はい」といいながら、ほっとして、いすにすわりました。

「今年の夏は海坊主風も来ないようだし、しずかに過ぎていきそうね」

　ヨモギさんはいいました。

（僕はしずかどころか、大騒ぎだった）

「あのー、ぼ、僕、去年、お引越しの手伝いしたでしょ。あのとき、悪いと思ったけど、だまって、センタさんのノートを見ちゃったんです。お断りもしないで。どうしても見たくて。すいません」

「あら、そうだったの、それで……」

「たしかいちばんおわりのノートでした」

　ヨモギさんはちょっとおどろいたように目をひらいて、机の上を見ました。それから手をのばして、重なった本やノートのなかから、一冊とって、トトにわたしました。

「これかしら……」

「そう、これです。なくなった年がかいてある……この最後のところに、『これからをまつひと』って……書いてあったんです」

　トトは迷いもなくページをあけて、ヨモギさんに見せました。

「ほら、ここに。僕、この言葉を見たとき、どきっとしちゃって、あわてて閉じちゃったんですけど、それから気になって、ずっと考えていたんです。いろいろなことに出会うたび、この言葉を思い出すんです。だって、センタさんの、最後の言葉でしょ。この『ひと』って、だれのことだろうって……。はじめはかあさんのことだと思ったけど、そうじゃないんじゃないかと……それに『これから』ってかいてあるし……あのときのセンタさんにとって、『これから』は……どういうことだったのだろうと……ごめんなさい、こんなこといって」

　トトの声はかすかにふるえていました。目はまっすぐノートの字を見つめています。強くにぎりしめた手はノートのはしにおかれていました。

　ヨモギさんはすっと目をそらすと、立ち上がって、ゆっくりとお茶を入れはじめました。

「そうねえ、わたしもそれを見たとき、考えたわ。どういう意味だろうって。センタは小さいとき、とってもやんちゃだったのよ。元気で、元気で、いつも走っているような子どもだった。小さなことでも、すぐ見つけてね、『これ、なあに、これ、なあに』『それで、それで』って、知りたがりやだった。病気になって、あの力はなくなってしまったと思ったけど、そうじゃなかったのね。ずっとあったんだわ。わたしは彼がいなくなったことばかり悲しがって、ただもうそれだけだったけど、センタは最後まで、心のなかにあの力をもっていたのよ。そして、いつものように、『これ、なあに？』『それで、それで』って思いつづけて、これからをまっていたんだと思うの。あの『まつひと』は、自分のことだったのよ。わたし、そう思うようになったので、ここに帰ってきたの」

　ヨモギさんはしずかな声でいいました。顔がほんのりと赤くなっています。

「僕、センタさんは、自分のこれからを僕たちのかあさんにたくしたんだと思ってたけど、でも、ちがう。センタさんは自分のことをいっていたんだと僕も感じたんです」

「もちろん、センタはキキさんがだいすきだったと思いますよ。でも、キキさんはセンタと会っていないんです。言葉もかわしたこともないんですよ」

「ええ、かあさんも、そういっていました」

「センタは、おひさまの下で輝いているキキさんと、おなじ気持ちを自分もまだもっていると思えてうれしかったのね。あの絵はそのよろこびであふれているもの。今でもあのようにセンタは生きていると思うの。見えないけど」

　ヨモギさんは、手をトトの手に重ねて、いいました。

「ねえ、トト、人の一生は、空の星から見たら、火のなかで、しゅんと消える水の粒のように、ちっちゃいものよね。でもね、水の粒はあったのだし、消えても空気のなかにいるのよ」

　ヨモギさんは、ふっと息をつきました。

　トトは泣きそうでした。でもじっとこらえながら、自分にもその言葉のもっている力が伝わってきたことが、とても、とてもうれしいと思いました。

　そんなトトを見ながら、ヨモギさんはふっと笑いました。

「わたし、このあいだね、間違えちゃったのよ。ニニちゃんを、キキさんと……そっくりだったから。でもちょっとした勘違いとはちがうのよ。時間がぱーんともどっちゃってね。わたし、あの年の夏にいってしまった……。でもたのしかったわ」

　トトはほっとしながら、うなずきました。

「でもね、ちょっぴり不安。いったきり帰ってこられないと、こまるでしょ。トトに会えないもの」

「大丈夫。僕、毎日でもあそびに来るから」

「うれしいわ。ありがとう。でもね、トト、いつかあなたにも魔女のような旅立ちの日がやってくるわ。そしたら元気でいくのよ。こっちは大丈夫」

　ヨモギさんは、ぱちんとかたほうの目をつぶってみせました。

　そばでノックが、ことばをあわせるように、しっぽをぱんとふりました。
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　ニニはとってもご機嫌です。やるなら派手に、徹底的に、と思いついたら、もう夢中です。

（かあさんはこの世に不思議があるのを信じない人が多くなってるってなげくけど、あります、あります、不思議はここに、わたしに、ありますですよ。びっくりしてもらいますよ。わたしの魔女の姿を見てもらうことが、そのままもちつもたれつ、おすそわけになるんだから、だいじなことよ！　そうです、だいじなことです）

　ニニはもうすっかり舞い上がっています。ひそかにそろえた材料で、キキの古いドレスの改造にかかりました。


　　「ドレスの裾すそには三段フリルはかかせない。

　　　もちろん袖そでにもフリル三段。

　　　ポケットにも、肩にもふりふりフリル。バラの花も満開で、ドレスの上に咲いている。

　　　ららら～～、巨大なリボンで頭をかざり、お星さまだって、キラキラ光る。

　　　めいっぱいのピカピカ魔女。ピカピカピッ。やるんだったらえんりょはしない。

　　　ほうきだって、靴だって、もちろんおしゃれをいたします。

　　　色はすべての黒のなかの黒。

　　　残念だけど、これだけはしょうがない。

　　　魔女だから、ららら～～」



　なんて、でまかせの歌を小声で口ずさみながら、背中を丸めて、いそがしそうです。

「ブブ、あんたもおしゃれしなくちゃね」

　そっと寄ってきては、脇にすわって、いささかあきれ顔で見ているブブにいいました。

「僕はいいよ、地味で。……派手ずきお姫様のおつきだから」

「ずいぶん、気のきいたこというわね。でもかわいい蝶ちようネクタイぐらい作ってあげるわよ。まかせて。わたしって作るのうまいでしょ。もしかしたら、飛ぶより上手かもよ」

　ニニは針をもった手をとめずにいいました。

　部屋の入り口の壁には、

「勉強中。読書中。立ち入り禁止。トトは出入りのとき、のぞき見禁止」の張り紙がはってあります。

「いったい何事が始まったの？」

　キキは見たくって、知りたくってたまりません。首をのばして、階段の下を、行ったり来たりしています。

「心配ご無用。魔女のお勉強でーす」

　ニニは、意味ありげに、くくくって笑いました。

「かあさん、わたしね、すてきな魔女になるからね、大丈夫よ。安心して。だから、かあさんも娘の心配しないで、自分の仕事をしっかりやってください。あなたの娘を信じなさいったら、信じなさい」

　キキは、あれっと立ちどまりました。どっかできいた言葉です。そう、昔そっくりそのまま自分もいった言葉でした。

（不思議……、教えたわけでもないのに……）

　こうなったらキキはもうなにもいえなくなりました。

　とんぼさんも、急にニニがなにかに夢中になっていることは気がついていました。

（トトとちがって、おしゃべりなニニがいつまで秘密にしておけるかな）

　でもめずらしく一つのことに夢中になっているのです。当分は見守るつもりでした。




　ニニはキキのドレスを改造して、豪華なドレスを作り上げました。自分でもおどろいてしまうほど、派手になりました。いざっていうときにほうきにつける、光る星も作りました。夜空にむけて飛び立つとき、くるくる回して、流れ星みたいに見せるつもりです。よそいきの靴にも星くずのようなビーズをつけました。

　ニニは、だれもいないときをえらんで、大きなバッグにつめて、家を出ました。

（やっぱり試してみなくっちゃ。試運転……試着飛び！）

　ニニは電車に乗り北山の麓ふもとまでいくと、人がいない森にはいって、上からすっぽりとお手製の魔女ドレスをかぶり、そっとズボンを脱ぎました。動かしてみると、裾は重たく、ゆっくりと波打っています。いい感じです。舞踏会の始まりみたいです。ニニはほうきにまたがりました。ズボンを脱いで、キキのドレスで試しても自転車ギコギコ飛びはなおらなかったのです。だから飾りをつけ、優雅なドレスにかわったとしても、なおるとは思えません。それはほぼあきらめています。でもこのかわいい服を着たら、すこしはかっこよく飛べるようになるかも……と大いに期待しているのです。

（かわいく！）

　いまではこれがニニの最大の目標です。

「さ、ブブ、いくわよ」

　ニニはいつものように地面を足でかるくけりました。ぷーっと浮いていきます。

（そうよ、この浮いていく瞬間が見せ場よね。ここをどうすてきに見せるか……だわ）

　ニニは胸をそらし、空のかなたに顔をむけ、よろこびの笑顔を作ってみました。ニニはちらちらと地上にうつる自分の影をうっとりと見ながら、浮いていきます。残念、やっぱり浮きつづけです。森の高さを抜けると、ニニは不満そうにちゅっと口をとがらせ、ゆっくりと足を動かしはじめました。

「いいじゃない、いいじゃない。あわてなければ、これは、これですてき。スカートがゆらゆら揺れて、かっこいいじゃない。ブブ、あんたも優雅にすわって、協力しなさいよ」

「ふーっ、ご心配なく。僕はね、男の優雅で、ぴっちりきめるよ」

　ブブはしっぽをぴーんと立てて、えらそうによこをむいてこたえました。

　まずは大成功と、ニニは満足です。それからいい気持ちで、北山の裾を、だれも見ていないのをいいことに、足こぎしながらでんぐりがえりとか、手ばなしとか、急降下とか、いろんなポーズを、あれやこれやと試し飛びしました。そのたびに風がひゅーひゅーとうずをまいて、ニニのそばを通りすぎ、その音がいっそうすてきに飛んでいるような気分にさせてくれました。

（見てなさいよ、きっとびっくりするから。かあさんだって、チロコだって、町の人もね、うふふ）

　ニニはすっかり満足して、地上におりると、魔女服を脱いで、バッグにつめて、来た道をもどっていきました。




　無口なトトのほうも毎日のように「ほうき楽器」をかついで、出かけていきます。

　そしてひとりになって、いつもいつも森で会った女の子のことを考えました。できたらもう一度会いたい。ぜひ会いたい。でも、この気持ちはずっと前に、同級生の女の子、サラミに感じたものとはまったくちがうものでした。森のあの子はただの女の子ではありませんでした。自分の気持ちが、女の子の姿になってあらわれたような、それに近い感じがするのです。





　　「そらの　たかいところから

　　　ちいさい　かぜが　おりてくる

　　　ふふふーふふふー

　　　おくりもののように

　　　ふふふーふふふー

　　　ほほを　なぜて

　　　声ひびかせて

　　　さあ　いきましょう

　　　これからの　きみへ

　　　これからの　きみへ」






　トトは何回も、何回も、歌いました。気持ちを乗せて、ゆらゆら揺れてくれるような音がいいと、トトは思いながら歌いました。

「おい、どうだい、この歌」

　いつもついてくるベベにもききました。

「ねえ、空ってさ、底ってあるの？　海みたいに」

　ベベが空を見上げていきなりききました。

「さあなあ……ないんじゃない」

「じゃ、おわりがないってこと？」

「うん、そうかな……どこまでも、ずっと先ってことかなあ。果てしないってことかなあ」

　トトはつぶやきました。そのとき、体がふーっとのびて、むこうの、むこうに目が走っていくようでした。とつぜんトトは、はっとして、もっと、もっと歌を作りたい、と強く思いました。

　あの子が「わたしの歌」っていってくれたので、もうこれでいい、これよりすてきな歌なんていらないと思いこんでいました。でも、「もっとわたしの歌になったわ」って、いってくれるかもしれないし、ほかの人、キキや、ヨモギさん、もしかしたらいつもおねえさん風吹かしてるニニだって、「これわたしの歌だわ」って、いってくれるかもしれません。トトの心がいろいろな人の心に住みはじめるかもしれないのです。トトはあの森の出来事ばかりを考えて、気持ちがずっとあそこにのこったままでした。

　トトはもうれつになにかを作りたくなりました。それはどこかに飛びこむような強い気持ちでした。あの女の子が、走っていたように、トトも走ってみたくなりました。

　そんなとき、ケケから手紙が来ました。


「トト、ああ、トト。元気？

　どうぞ気分屋のケケとよばないでください。あの森の家をはなれて、またまたひっこすことになりました。今度はこのあいだいった『パリパリ市』です。超大きい町ですよ。あたしは人のなかに飛びこんで、追いかけつづけようと思っているのです。なにを？　ってききたいでしょ。それはいまだに不思議なないしょです。やるだけやってみるつもり。あたしの気まぐれ、トトにはわかってもらいたいな。

　いまだにあくせくしているケケより

　追伸、手紙はパリパリ市、中央郵便局の局留めにしてください」



（ケケおばさんも不思議を追いかけずにはいられないんだ。その気持ち、僕にもわかる。なにかを見つけたくって、とまれないんだ）

　トトは手紙を見つめながら、つぶやきました。




　ニニはさっきからだれかにつけられているような気がしていました。この数日何回もそんな気がするのです。それもあまり人の通らない道に来ると、感じるのです。

「だれ？　だれなの？」

　ニニは立ちどまって、後ろをふりむきながら、思いきって大きな声でいいました。

「そんな、やめてよ。わたし、怖いよう」

　ニニは泣きそうな声をあげて走りだしました。

「あっ、まって、ごめん。怖くない、怖くないよ」

　後ろからあわてた声が追いかけてきます。

「ほんとうに、ごめん。だから、まって」

　わかい女の人がさけびながら、塀のかげから飛びだしてきました。体からさげた大きな荷物がぽんぽんと揺れています。

「おどかして、ごめん。ちょっと話、きいてほしいんだけど……おねがーい」

　ニニは思わず後ずさりしながら、立ちどまりました。大きな目が、ニニを見つめて近づいてきます。

「あなた……魔女さんでしょ。魔女さんのおじょうさんでしょ」

「………」

　ニニはぎくっと体をこわばらせました。

「そうよね、そうよね。絶対よね」

　女の人はいいながら、ニニのほうにじりじりっと寄ってきます。

「やだ、やめて。なにすんのよ」

　ニニは後ずさりしながら、どなるようにいいました。

「あー、ごめん。わたしって、いっつもこれで失敗しちゃうのよ。すぐ夢中になっちゃって、相手をこわがらせちゃう。あーあ、またやっちゃった」

　女の人は、（だめだー）っていうように、顔をしかめると、バッグを肩からおろして、地面におきました。

「わたし、ハリンっていうの。まずここから始めるべきよね、すいません。それで、何者かっていうとね、まだ何者でもないんだけどね。写真とってるのよ。いいかな……わたしの話きいてくれるかなあ」

　ハリンという女の人は汗のにじんだ顔をかるくかしげ、のぞくようにニニを見ています。その目はすんで、まっすぐにニニにむかっています。うすいお化粧のさっぱりとした顔は、悪い人ではなさそうです。

「わたし、あなたを見たとき、これだって、思っちゃったの。今度、編集長、雑誌のね、編集長からおおせつかった仕事はね、『不思議！　でも、かわいい！』っていう写真をとってこいってことだったのよ。むずかしい注文でしょ。だって、『不思議』って、たいていちょっぴり怖いじゃない。でも、かわいいなんて……それがさあ、あなたはまったく、まったくもって、それにぴったりなのよ」

　ハリンは指で、バッグをさして、「ここにカメラがはいってるの。爆弾じゃないから……」と、笑いかけました。

（不思議な女の子なんていわれるの、もうききあきてるよ）

　ニニはむっとして、女の人をにらみました。

「わたしが仕事を始めた雑誌はね、『チ、チ、チの世界』っていうんだけど……しってる？」

　ニニはうなずきました。その雑誌なら、今、わかい女の子にとても人気です。おしゃれから、料理、短い物語なんかがのっているのです。写真も多く、出てくるモデルさんも、みんなのあこがれです。でも、それだけではないのです。ちょっと上をむいた雑誌というか、すてきな女の人をめざそうというところに力を入れているのが、魅力なのでした。

「このごろ、どんどん読者がふえているの。雑誌としては、今がだいじなときでね。そこで、あなた、かわいい魔女さんに登場してほしいのよ！　あなたは魅力度ばつぐんよ。すごい話題になると思うわ。『コリコの町の不思議の黒バラ』なんて、題つけたら、あなたにぴったり」

「わたし、ニニっていうの」

「わ、名乗ってくれるのね。前から気になって、あとつけてたんだけど……ごめん。このところあなた、ますますかわいくなってるし、それになにより元気いっぱい。それ、とっても魅力よ。こっちもどきどきしてくるし、夢中になっちゃって。このあいだ森で飛んでたでしょ。すてきなドレスで。わたし、見てたの」

　ハリンはさらにじりじりと近づきながらいいました。

「そんなこといわれても……わたし、まだ本物の魔女じゃないし。これから修行しなけりゃならないのよ」

　ニニの頭をキキの顔がさっとよこぎっていきました。

「それがいいのよ。『チ、チ、チの世界』としては……成長過程っていうのが、重要なの。そうはいってもニニさんはもうすでにすでによ、特別の空気につつまれてる。一目で、不思議な存在ってわかる。そこがね、いいのよ。今の人たちへの贈り物になるわ。だってさ、今、不思議なんてあるわけないって考えてる人ばかりじゃない。人間がいばってるよね。このコリコの町はべつよ。あなたのおかあさんがいるから。でも、ほかの町では、みんな、目先の役に立つものばっかり追いかけて、あくせくあくせく、夢がないでしょ。あなたが思いっきりさわやかに飛んでくれたら、きっとすごいわよ。ああ、あんなかたいつぼみのような女の子にも、不思議がある。不思議って、あんなわくわくするものなんだって、人気になるわ」

　下をむいていたニニの目が細かく揺れて、

「それいいかも……」

　と、きこえるかきこえないかの声でつぶやきました。

「え、今、なんていったの？」

「うー、かあさんがね……」

「キキさんが？」

「いつもいってるの。この世にまだ不思議があることを知ってもらう役目も、わたしたち魔女にはあるんだって……」

「まあ、わたしたちが考えていることにぴったりじゃないの！」

「そうだけど……わたしはまだ旅立ち前で、一人前の魔女じゃないし……」

「そんな儀式が魔女にはあるっていうのは知ってるけど……でもね、一人前ってね、もうできあがっちゃっててさ、おどろきがすくないのよね。ふつうに感じちゃうのよね。これから……って、心がふるえてる、そしてちょっとおびえている、そこがいいのよ、今のあなたみたいに」

「でも、かあさんは、だめっていうと思う。ちゃんと決まりをすませてからじゃなくちゃ、だめって。かあさんは、そういうきちんとがすきなの」

「そうねえ……その気持ちもわかる。大人はいつもそうだから。でもさ、ニニさん、おどろきっていうのもたいせつよ。あなたがどきどきしながら、飛ぶと、その一生懸命な気持ちが伝わるのよ。あなたのおかあさんはすてきな魔女だけど、飛べるのはもう、ちょっと当たり前な感じになってるでしょ。

　だけどニニさんはまだはじまったばかり。だから、これからなにかをしようって、思ってる子たちには、上手より、ちょびっと失敗しそうなほうが、身近に感じるのよ。それだからこそあこがれる気持ちが生まれてくるの」

「そうなの？……」

　ニニは口ごもりながら、町で会ったときのチロコの姿を思いうかべていました。なにかにむかって、勇んでいたチロコ、目が輝いて、ほっぺたがぽーっと赤くなっていました。あのとき、ニニのなかで、自分も負けたくない！　っていう気持ちが生まれてきたのです。

　ハリンはニニの気持ちにかぶせるように、早口でいいました。

「だからといって、だれでもが空を飛べるわけではないけど……でもそこで気がつくのよ、もしかしたら自分にもなにかいいことできるかもしれないって。魔法があるかもしれないってね」

「魔法？」

「そう、わたしはね、だれでも一つは魔法をもってるって思ってるのよ。わたしのかあさんは、掃除がすきで、しかもばつぐんに上手でね。ほうきをもたせたら、天下一品。いまじゃ、掃除の先生になってる。だいすきなんだってさ。信じられない。掃除がすきなんてさ。残念なことにわたしに遺伝してない！　でもね、わたし、これって、かあさんの魔法だって思ってるの。ふふふふ、わたしのかあさんも、あなたとおなじほうきで勝負なんて、ちょっと笑えるね」

「じゃ、ハリンさんが、ここにいるのも魔法なの？」

「まあ……ね。でもまだまだ力よわいけどさ。力つけてる最中よ。だから、あなたの姿を見て、びりって来たのよ」

　ハリンは、重いバッグをもちなおして、大きくうなずきました。

「なんか、そのいいかた、うまくない？」

　ニニがいいました。

「魔法つかってるかな……ふふふ、わたしも」

　ハリンは肩をすくめて笑いました。

「でも、これだ！　って、思っちゃったの、あなたのこと。だから協力してよ」

　ニニはうなずきかけて、やっぱりキキのことを考えていました。

（かあさん、気に入らないだろうなあ、きっと……）

　その気持ちを察したのか、ハリンはぐっとのりだしていいました。

「もし、『チ、チ、チの世界』で、ニニさんの姿を大勢の人が見たらよ、まずはいいものを見たって思うわ。さわやかで、かわいくて。わたし、絶対いい写真をとるから。全力をつくすわよ。それを見たら、だれだって力がわいてくる。年とった人だって、わかいっていいなって思うし、まだまだ自分もなにかできそうだぞって思うかもしれない」

「それって、大げさだわ、わたしにはそんな力ない」

　ニニはすこし不機嫌になってきました。

「ある！」

　ハリンは負けずに口をとがらせました。

「ない！　まだ！」

「あなたって、世のなかの決まりにこだわるのね。不安なんだ。だけど力ってね、いつだって欲張りなのよ。もっと、もっとって、がんばるのが力よ。だからいつだってあるの、ないなんてことないの」

　ニニはなにかいいかけて、やめました。でもやっぱりキキの気持ちが気になります。

（いい子でいたい！）さんざんいいたいほうだいだったニニのなかにも、いい子の部分がちゃんと住んでいたのです。

　でも、チロコのように、自分で決めたいという気持ちもだんだんと大きくなってきました。

（かあさんの許可をとらなくちゃできないなんて……）

「協力してもいいわ」

　ニニはいいました。するりと口から出て、先に走りだした自分の言葉におどろいています。あっと、口をおさえました。

「ほんと？　やった!!」

　ハリンはぎゅっと両手をにぎりしめました。

「まかせて、必死で、いい写真とるから。やってよかったって、絶対思わせるから」

「それは、絶対よ。ほんとよ。みんながよかった！　って、いってくれなきゃ。それにかわいく！　宝物以上よ、約束よ」

　ニニは笑っていいました。

「わかった。そうと決まったら、はやいほうがいい。じつは締め切りが決まってるのよ。あさってじゃ、どお？　お天気はつづきそうだし。今年の夏は、めずらしく海坊主風も来なかったものね」

「いいわ」

　ニニは、その日、キキがいないことを思い出しました。ヤアくんのお嫁さん、ノノちゃんのおなかに赤ちゃんができたので、キキがお見舞いにいくことになっていたのです。昔からの風習で、魔女にお腹をさすってもらうと、健康な赤ちゃんが生まれるといわれているのです。それで、ヤアくんのたってのたのみで、キキは泊まりがけでモリさんの田舎へいくことになっているのです。

「はやいほうがいいわ。約束破りたくなると悪いから」

　ニニはにやっと笑いました。

「じゃ、あさって。だれにも見られないほうがいいから、あなたが練習してた森のとこじゃどう？　なにしろおどろきがたいせつだからね。でも最後にやっぱり時計台のとこを飛んでる写真もほしいな。うまくわからないようにとるから、安心して。わたしだって、絶対これは成功させたいもの。お昼ごろ、どう？　あなたの影が地面にきれいにうつるから」

「わかった」

「じゃ、十二時。それからあの洋服がいい。もってきてね。かわいいね、あれ」

「わたしがかあさんの古いドレスを作りなおしたのよ。ほめられて、うれしいわ」

「へー、うまいのね。おどろきよ、おせじじゃないよ」

　ハリンは、ほんとうにおどろいたように、目を丸くしました。

「そんなことも、できるんだ！」

「じゃあ、あさって」

　ニニはそういうと、歩きだしました。なんだかうれしい気持ちでした。すっかりキキかあさんの重しは消えていました。

「じゃ、あさって、わすれないでよ」

　ハリンがまだすこし心配そうな声で後ろからいいました。
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「ニニ、じゃ、かあさんは出かけますから、今日のごはんはたのむわよ」

「へーい、おまかせ」

　ニニはベッドのなかから機嫌よく返事をしました。

「あ、僕のことならいいよ。学校に仕事がのこってるから、今日はおそくなる。夏休み中にすませないとな。気をつけていっておいで、キキ、みなさんによろしく」

　おきだしてきたとんぼさんはまだねむそうな声でいいました。

「じゃ、いきますよ」

　キキがほうきをもち、「さ、出発よ」と声をかけると、ジジは申し訳なさそうに頭をちぢめました。

「わりい、僕はお留守番するよ。ヤアくんと、ノノちゃんによろしくね」

　それからぼそっとつぶやきました。「なんか、用事があったんだよな」

「あっ、そう。わかったわ。わたしはひとりで遠出。久しぶりだわ。今日はいいお天気だし、たのしみ。じゃ、ジジ、お留守番おねがいね」

　キキは晴れ晴れとした顔で、出発していきました。

　キキが風を切って飛び上がる音をきいて、ニニはまっていたようにおきあがりました。それから手ばやくいつものズボン姿になると、台所で朝ごはんを作りはじめました。

「とうさん、ごはんよ。はやく」

「やに、はりきってるなあ」

　とんぼさんはめがねのはじをもって、のぞくようにニニを見ました。

「わたしだって、やるときはやるのよ」

　ニニはいばって、目玉焼きをお皿にのせました。

「トト、ごはんできてるよ。お姉さまの朝ごはんですよーう」

　今度は上をむいてさけびました。

「なんだよ、かあさん、いないんだから、みんなで、たまには、ぐだぐだしようよ」

　トトは「巣」とよばれている自分の部屋から、うるさそうな声を出しました。

「トト、あんた、夏休みの宿題、まだなんにもやってないじゃない。はやくしなさいよ」

　ニニがすかさず声をとばすと、しばらくして、トトがぶっとふくれておりてきました。それから不機嫌そうな顔で、テーブルのいすにどんとすわりました。

「ふぁ～～、ニニにはいわれたくないね、ふぁ～～」

　大きなあくびをして、いきなりパンをちぎって、口に入れようとしました。

「やだ、顔もあらわないで！　トト、あんた、なんか寝ぐさーい」

「ふん」

　トトはいすから音をたてて立ち上がると、顔をあらいにいきました。

「やれ、やれ、おちびなかあさんも、一人前にいうねえ」

　とんぼさんは苦笑いしながらお茶を飲むと、「ごちそうさま」といって、立ち上がりました。

「いってらっしゃーい」

　ニニがすかさず声をあげました。

「なんだよ、追いだされるのかい」

「だって、お仕事いそがしいんでしょ」

　ニニは鼻にしわを寄せて、にっと笑いました。

「いい天気だあ、さーてと」

　とんぼさんはいつものカバンを肩からかけて、出かけていきました。

「はやく、はやくって、いったいなんなんだよ」

　トトはふくれたまんまで、目玉焼きを突っついています。

「これ、朝めしかよ、さびしいなあ」

「なにいってるの。わたしだっていそがしいんだから」

「なんでさ、これから二度寝するんだろ。いいとこ、ちょびっと見せといてさ」

「そ、そうよ。当たり。だからどっかに出かけてよ。宿題があるんでしょ。図書館にでもいったら」

　ニニはトトの前に顔をつきだし、いいました。

「そういう、おまえさんはどうなのさ」

　トトも負けてはいません。

「もち、これからですよ。ま、いいこと考えてるんだ……だからニニちゃまはいそがしいのでーす」

「偉そうに、どうせ町を歩いてちゃらちゃらするんだろ」

「まあね、でもトトが目をむいておどろくようなことよ」

　ニニは目をぱっと見開いて、大げさにぐるっと回しました。

　トトはどきっと体を後ろにひきました。それから探るようにニニを見ました。

「なんか、あやしいなあ。ニニ、あまりはずれるなよ」

「心配はご無用。だからさ、トトもね、がんばってよ」

「余計なお世話だよ。いわれなくったって、やるときは、トトさまだってやるんだから。おどろくなよ」

　トトはそうどなるようにいいながら、（そうだ、ケケおばさんに手紙を書こう）と思いました。

「それじゃ今日一日、ニニの希望にそって図書館にこもることにする」

　トトは姿勢を正すと、自信たっぷりな様子でいいました。

「そう、こなくちゃ。でも、また、なにしに？」

「もちろん宿題だよ！　決まってるだろ」

　トトはあっさりといいました。

「おなじときに、やる気が出るなんてさ、わたしたちやっぱりふたごよね」

　ニニはぽんぽんとトトの肩をたたきながら、「なら、ほら、ほら、はやくいきなさいよ」といいました。そしていそがしさを見せびらかすように音をたてて後片付けをしながら、「さっさ、ほらほら、はやく、はやく」と手をふりました。

「なんだよ、まったく」

　トトは露骨にいやな顔をして、のろのろと着替え始めました。いつもなら洋服なんか気にしないトトなのに、あれこれ迷い、その合間に「ほうき楽器」を手にとって、ぱらりぱらりと音を出したり……。これ見よがしにぐずぐずしています。ニニは目をつりあげて、ぴりぴり、いらいら、音をたてて歩き回り、とうとう大きな声でいいました。

「おねがい、ひとりになりたいの。はやくどっかにいってよう」

「わかった、わかったよ」

　ニニの態度におどろいて、トトはかばんと「ほうき楽器」をかかえると、靴を突っかけながら、いいました。

「じゃ、いいな。おたがい今日は自由にしようぜ。帰りがおそくなっても、うるさいせんさくはなしだぜ」

　そして大きな音をたててドアを閉めました。

「もちろん、そうしましょ」

　ニニはほっとした顔で、トトの後ろ姿にいいました。

　これでみんな出かけていきました。家のなかはしずかです。心配はすべて解決です。

　すると小さな足音がして、ジジがのっそりと出てきました。

「やだ、ジジ、いたの？」

　ニニは飛び上がらんばかりにおどろいています。

「ああ、いるよ。悪いかね。なぜか足がだるいんだよ。なんか、気になる、おかしいんだよね」

「体の調子でも悪いんじゃないの？」

「いや、ちがう……それと、ちがうんだ」

　ジジは首をかしげながら、考え、考え、歩きながら、ふっとふりかえると、じっとニニを見て、出ていきました。

「やだ。はじめて、わたしを見るみたいに……」

　ニニはどきんとしました。

　油断なりません。さすが、キキの猫です。ニニは眉まゆをひそめて、ジジがいったほうを不安そうに眺めました。

（まさか……ばれてないよね。でもジジには用心しないと）

　ニニはそうつぶやくと、ぶるんと気がかりを頭からふるいおとして、支度にかかりました。

　まず家いちばんの大きな袋を戸棚から取りだすと、昨日の夜、またひらひら飾りを三つほどたして、一段とにぎやかになったドレスをていねいにたたんで入れました。とんぼさんに似たのでしょうか、ニニはこういう手をつかう細かい仕事はほんとうにうまいのです。それからきらきらした靴、いつもは脇にかかえているほうきも袋のなかに入れました。これで袋はただの荷物になりました。なにげなくことを運ぶ。秘密にはこれがだいじです。それからブブの毛繕い。ブラシをかけ、ひとたれ香水もつけてやりました。

「やめて、いくらなんでも、やめてよ」

　ブブは大騒ぎで、逃げ回りました。

「鼻がきかなくなっちゃうよ」

「猫くさいのが、写真にうつっちゃうよ」

「なに、わけのわからないこといってるんだろ。この人は」

　ブブは怒って鼻から息をしゅっと吹き出しました。

　用意ができたら、自分のお化粧です。旅立ちの日のために、前から研究していました。それを今日はやってみるつもりです。悩みは目の下に散らばっているそばかす。みんながかわいいといってくれるこのそばかすです。でもニニには子どもっぽく思えるのです。それで今日は思いきって、大人の女性をめざして、なんとか消してみるつもりです。キキのおしろいをかりて、見えなくなるまで厚くぬりました。でも自分の顔じゃないみたいです。やっぱりとろう。石けんで顔をごしごしとあらい、はじめからやりなおしです。いつもだったらめんどくさいお化粧なんて、すぐあきちゃうのに、今日はそうはいきません。ぬったり、とったり、またぬったり。ほっぺたがまるで下敷きみたいにつっぱってきました。でも、もう一度！

　すると、

　ルルルルー　ルルルルー

　電話が鳴りだしました。

　ニニはびっくと飛び上がり、電話をにらみつけました。

（こんな、いそがしいときに）

　でも知らんぷりすることはできません。もしかしたら、あのハリンかもしれません。

　ニニは手をふきふき受話器をとりました。

「あああ、魔女のキキさんでしょ？　ああ、よかった。ふー、あのねえ……」

　電話は男の人で、走りながらしゃべっているように、はあはあしていました。

「あ、あのー」

　ニニは「ちがう」といいかけました。でもニニの話なんか、むこうはきこうともしません。

「あああ、おれ、星くず群島のはずれで、漁師をしてるんだけど。む、無線が、無線が、はあ、はあ、飛びこんできたのよ。電気がないのかねえ、その声がとぎれとぎれでさあ。はっきりしないんだけど、泣きそうな声なのよ。はあ、はあ、はあ、こっちも息が切れる。そんでさあ、馬が子産むんだってさ。それが予定の日をとっくに過ぎてるのに、生まれないんだって。死にそうだってんだよ。『助けて、助けて』って、さけぶのさ。『これは、わたしたちの全財産。死なれたら、わたしたちも、生きていけない』って、いうんだよ。馬も死んで、その人らも死ぬっていうんだよ。ものすごくせっぱつまってるの。なんか気の毒でさあ。お医者にみせなくちゃって。でもその人たち、船をもってないらしいんだよ。近くに船もないらしい。それによ、その島には夫婦と赤んぼしかいないんだってよ。なんとか、助けて、助けてっていうもんだから、気の毒でさあ」

　電話の人は声をはりあげて、さけんでいます。そのむこうでは波の音がうなっています。

「そしたら、おれ、思い出したのよ。魔女さんにたのもうって。前にカバを運んだって噂をきいたからさ。なんとかしてやるって、いってやった。どうか、助けてやってよ。これから船を探したんじゃ、間に合わないよ。たのむよ。星くず群島よりずっと手前にある島で、コリコからそんなに遠いとこじゃないらしいよ。アラ島だっていってたよ。小さいとこらしい。白い旗をあげとくって。いい天気だし、すぐ見つかるよ。どうか、はやく獣医に連れてってやってよ」

「あの、すいません。その魔女は、今留守なんです。明日まで帰ってきません」

「なんだって……じゃ、あんた、だれ？」

「娘です」

「魔女の娘なら魔女だろ。娘でもいいよ。血ひいてるんだろ。かえってわかいほうがいい。この荷物は、重いからね」

「わたし、魔女じゃないんです」

「え、魔女の娘のくせして！　ちぇっ、な、なっさけない！　そんなだいじなこと、親から教わってないの？　わがまましてるからだよ」

　ニニはかっとして、いいかえしました。

「飛べますよ。でも新米なんです。まだ、まだ、よたよたで……これからなんです……」

「よたよただって……上等！　新米、結構じゃないか。いいからいってやってよ。おれだって、知らなきゃよかったよ。でもあの必死な声きいたら、だまってられないよ。あんただって、もう知っちゃったんだから、逃げるなんて許せないよ。むこうは死にそうなんだから」

「だって、だって、むりよ、むり、馬なんて！」

　ニニは泣きそうになりながら、首を激しくふりました。

「勇気、勇気だよ。やっておくれ、おねがいだよ、あ、あ、あ、でっかい波が。道具が流されちまう！　う、う、うー、じゃ、たのんだよ」

　かぶさるように波の音がして、電話はそれっきり切れてしまいました。

　ジジが窓から飛びこんできました。

「ニニ、いきなさい」

　大きな声で、うなって、にらんでいます。毛を逆立て、いつになくすごい顔つきです。

「いやよ。わたしにはできっこないわ。だって馬を運ぶのよ。まだなんにも運んだことないのに」

「でも、いきなさい。それが魔女ってもんだよ」

「いやよ、むりよ」

「むりでも、やるんだ！」

「だって、だめ、だめ、だめよ。わたし、だいじな約束があるんだもの」

「馬の命がかかってるんだよ」

「だって、だって、小さな島なのよ。海の上なのよ。運ぶなんて絶対できない」

「なんて島だって？」

「アラ島……」

　ジジはぽーんと机に飛びのりました。それから壁にはってあるコリコの地図を見つめました。

「近いよ！　コリコ湾をまっすぐ抜けて、水平線の向こうにかすかに星くず群島が見えたら、西へ方向を変えれば、小さな島がいくつか見えてくるよ。そのひとつだ」

「とうさんに、相談する！」

「わからずや。とんぼさんにいってどうするのさ。代わりに飛んでもらうのかい」

「やだ、やだ、わたし、約束があるっていったでしょ」

「約束はすこし遅らせてもらうんだね。やらなくって、どうする！　ニニはできる」

　ジジが毛を逆立てて、どなりました。

「じゃ、ジジもいってくれる？」

「それはだめ。これはブブの役目だ！」

　ジジはそういうと、キキの部屋に飛びこんで、ベッドのシーツを口にくわえて、ひっぱってきました。

「これもって、馬をつつんで、ぶらさげて、たりなかったら、その家のシーツか、魚の網でも……それならあるだろ。さ、はやく」

　ジジは爪をむきだして、手をあげ、ニニをおどかしました。

「なによ、なによ。だからいやなのよ、魔女なんて。むりむりばかり」

　ジジはニニの文句なんてまったく無視。飛びだすような目でにらみつけ、毛は針金のようにつっぱって、口からは火でもふきだしそうです。その迫力のすごいこと！　こんなジジを見たのははじめてです。ニニは「だってだって」とわめきながらも追いたてられて袋をあけると、なかからほうきを取りだし、かわりにシーツを突っ込みました。ニニはせまってくるジジにおそれをなし、外に飛びだすと、はじめっから足をこぎ、がくがくと浮き上がりました。思いっきりの自転車こぎです。はやく飛ばなきゃ。こうなったら、やるっきゃありません。ブブが飛び上がって、ほうきにしがみつきました。

　幸いおだやかな海です。空もピカピカしています。

「さっさとすませて帰ってくる、ぜったいにーぜったーい」

　ニニは風にむかって、どなるようにさけびました。

　ニニは激しく足を動かしながら、目が飛びださんばかり、前をにらんですすみます。

「ねえ、ニニ、なんだか空気、いらいらしてない？　こっちの気持ちのせいかな」

　背中にかじりついてるブブがいいました。

「ブブ、そう思う？　わたしもなのよ。空気のなかで、細い線がいくつも、斜めになって、走ってるみたい。ぴりぴりする。こんなにきれいなお天気なのに。わたしたち、緊張しすぎ」

　真っ青な海の上に、細かな波が白いあわをたてています。魚がときどき飛び上がります。

　やがて、前方にうっすらと星くず群島が見えてきました。ニニは、ジジがいったように、西に方向を変えました。小さな島一つ一つに、波がしま模様になって、寄せています。ニニの気持ちも、やっとすこし落ち着いてきました。風も追い風です。あんまり強くこがなくても、はやくすすんでくれます。

　あっ、小さい島のはじっこで、白い旗がちらちらと動いています。

「見つかった！　やった！」

　ニニは思わず両手をあげて、ばんざいをすると、旗をめざしておりていきました。ずずずーっとひきずるように地面に立つと、目の前にかたむきかけた小屋が見えました。ぎゃぎゃーと赤ちゃんの泣く声がしています。

「こんにちはー」

　ニニはさけびながら、なかに飛びこんでいきました。

　小屋の裏にある庭ではぱんぱんにはれたおなかをした、茶色い馬がいました。馬はひきつるような息をして、汗をびっしょりかいています。その体を布きれでこすっているわかい夫婦。赤ちゃんはおかあさんにおぶさって、火がついたように泣いています。

　ふたりはニニを見ると、立ち上がりました。でもそのまま、ただ呆ぼう然ぜんと立ちすくみました。

「わたし、魔女です。電話でたのまれて……」

　ニニはいいかけて、口をつぐんでしまいました。ふたりの目は、とってもがっかりしているようでした。

「まだ、子どもじゃないか」

　男のほうが汗と泥にまみれた顔でつぶやきました。

「でも、あんた……おねがいしなくちゃ」

　女の人は、泣いている子を揺すり上げながら、いいました。この人もがっかりしている様子をかくしません。

「大丈夫ですよね」

　念をおすように、ニニを見ました。

「予定日過ぎてるのに、生まれないんです。はじめてのお産なんです。苦しんで、苦しんで。わたしたちにとっては、たいせつな馬。全財産なんです」

　ニニは急いでシーツをひろげました。

「もっと大きなものもってきます」

　女の人は急いで、走っていくと、魚をとる網をひきずってきました。

「これをかごにしたら」

　女の人と、男の人は急いで四隅にロープを通しました。

「大丈夫ですか、これで……」

　ニニは、大丈夫もなにも、怖くって、うなずくこともできずに、わなわなとふるえています。

　ふたりは力いっぱい馬をはげまして、網の上まで歩かせました。ニニはもってきたシーツを馬の上にかけました。

「おねがいです。なんとか、コリコ町立動物園のママ先生のところまで運んでください」

「はい」

　ニニはふるえながら、うなずきました。でも、馬はニニの十倍ほども大きいのです。はたしてもちあがるでしょうか。

　ニニはロープのはじををほうきの柄に通すと、またがりました。足で地面を思いきりけると、荷物はずずっとひっぱられ、おや、まあ、ありがたいことに、浮き上がりました。ほうきの柄がいまにも折れそうにしなっています。ブブがあわてて馬の背中に飛びのります。ほうきはよろろよろろと、すこしずつ地上をはなれていきます。

　落ちてきたら受けとめるつもりでしょうか、馬主のふたりは両手を空中にささげて、泣きそうな顔をしています。ニニはそれを見て、力を入れて口をぎゅっとむすびました。

　おひさまは元気に光っています。時計を見ると、約束の時間まで、あと三十分はあります。このままいけば、すこしの遅れで、すみそうです。ニニはほっとして、息をつき、馬の様子を気にしながら、方向を変えました。そのとたんニニはぎくりっと体をこわばらせました。右後方はるかむこうから、ものすごく黒い雲が、まるで悪魔のしっぽのようにのたくりながらこっちにむかってきます。

「やばい！」

　ブブがさけびました。「もどったほうがいい」

「まだ遠くだから、あれよりはやく飛べば。前をすりぬければ……」

　ニニはぶらんぶらん落ち着きなく揺れる馬にあわてながら、「このまま、いってみる！　いかなくちゃ」とさけびました。そして、高いところをめざし、足を激しく動かしました。胸はもうはれつしそうにどきどき鳴っています。

「大丈夫よ、大丈夫よ。約束には、きっと間に合わせてみせる」と、ニニは自分にいいつづけました。

（でも、なぜ、なぜ、さっきまであんなにしずかだったのに）

　黒い雲はみるみるひろがってきます。先端が急にのびて、巨大な舌のように、ニニをからめとろうとします。すりぬけるなんて、とても、とても。

　風も強くなってきました。ニニたちはたちまち真っ黒な雲にまきこまれていきました。ぐらんぐらんとつるした馬が揺れます。あたりの闇を切り裂くように、稲光が走ります。つぎから、つぎへ。

　今年は来なかったといっていた、海坊主風がやってきたのです。それも例年になく、大きいのが。

　風にまかれ、渦巻きのように回転しながら、ニニは落ちはじめました。

「ニニ、下、下！」

　後ろでブブのさけび声がします。見ると、目のすぐ下に、水面がひろがっています。気がつかないうちに、方角を見失い、ニニはすごい速度で落ちていたのです。横殴りの雨のなか、あわてて周囲を見回すと、小さな島がかすんで見えます。ニニは力いっぱい足をこいで、その島をめざして、おりていきました。

　山のような波が、どーどーっと小さな島の上をこえていきます。このままではたちまちみんな流されてしまうでしょう。

「おねがい、立って！」

　ニニは馬にどなりました。「歩いてよ！」

　その剣幕におそれをなしたのか、馬はよろよろと立ち上がり、歩きだしました。

　たたきつけるような雨と波のなか、あたりをすかしてみると、屋根のようにすこし出っ張っている岩を見つけました。ニニは馬の手綱をひっぱって、そこにおしこめました。馬はぐらりとひざをつくと、ちぎれるような荒い息をはきつづけています。ニニはその体にしがみついて、「大丈夫、大丈夫、守ってあげるね」と声をからさんばかりにいいながら、でも守ってほしいのは自分もだと思っていました。馬の体は熱く、それがふるえているニニにも伝わってきて、すこし勇気がわいてきました。助けるはずの馬に、ニニは助けられてるような気持ちでした。そばにちぢこまってブブもいます。ありがたいことにほうきはこわれていません。あのだいじな洋服のはいった袋も、ぬれてはいても、そこにありました。命もなくしていません。

　嵐はますます激しく、海の底がわれたかと思うほど、恐ろしい音をたてています。この海坊主風は、いつも一晩はつづきます。このままじっと通りすぎるのを、耐えなければなりません。ニニは気が狂いそうでした。馬はますます苦しそうな息をはき、おなかもぐらぐらと、揺れています。あたりは夜のように暗く、波がひいたときに、ぼんやりとあたりが見えるだけです。ニニは手で馬のおなかをさすりました。そのとき、ニニのなかにノノちゃんのおなかをさすっているキキの姿が浮かんできました。魔女の手は力があるのよ。さすってあげると、丈夫な赤ちゃんが生まれるのよ。キキがそういっていました。ニニは腕で涙をふきながら、また力をこめて、馬のお腹をさすりました。

「安心していいよ。わたし、魔女だから」

　ニニはしゃくりあげながら、馬の耳にささやきました。

　ふっと馬の動きがとまりました。ニニはあわてて、首にかじりつきました。馬が大きく息をはいたかと思うと、体からするりっとかたまりが出てきました。暗いなかで光っています。生まれたのです。ニニはあわてて、袋をあけ、あのだいじなドレスをひっぱりだして、赤ちゃんの体をおおうと、力を入れてふきました。

　雨も、風も、いっこうにおさまりそうにありません。

　しばらくしてまた、馬が大きくふるえ、息をはきました。見ると、もう一頭生まれているではありませんか。ふたごです。波のしぶきの光のなかに、二頭の赤ちゃん馬がよこたわっています。ニニは、洋服を布のようににぎりしめ、細かくふるえる体を、かわりばんこに、ごしごしとさすりつづけました。お母さん馬も舌で、赤ちゃん馬をなめています。やがて、赤ちゃんは細い足でよろよろと立ち上がりました。ニニはふーっと気が遠くなりました。




「ニニ、生きてる？」

　声がします。顔のまわりで、すーすー、くーくーと音がします。ニニが目をあけると、胸の上にブブ、顔のそばに赤ちゃん馬が二頭、その上からのぞくようにして、お母さん馬が見ています。

「あっ」とさけんだとたん、ニニはすべてを思い出しました。体はびじょびじょにぬれています。髪もよれて顔にかかっています。ニニはしばしばした目を外にむけました。

「ああ、よかった、よかったね。ニニ、大丈夫なんだよ。僕たち生きてるんだよ」

　ブブがいいました。

　ニニは目を海のほうにむけました。雨はやんでいました。まだ黒い雲にはおおわれています。うねりをのこしている波のむこうの空が、かすかに明るくなってきました。

　ニニは立ち上がり、網をひろげると、そこに母さん馬をまんなかに、赤ちゃん馬をならべました。そして網の四隅のロープをほうきの柄に通しました。袋もわすれずにかけました。

「運ぶつもり？　いくらなんでも、むりだよ」

　ブブがニニの肩に飛びのり、いいました。

「一頭が三頭にわかれただけじゃない。やるだけやってみる！」

　ニニは、それからほうきにまたがり、エイッと小さくかけ声をかけて地面をけりました。

　ずずずるー

　荷物を岩の上にひきずって、ほうきは浮き上がり、海のほうに動きだしました。

　ニニの目は、きょろきょろするばかりです。ここがどこなのか、自分がどこにいるのかわからないのです。どっちにむいて飛んだら、アラ島なのでしょう。どっちのほうにコリコの町があるのでしょう。

　空が明るくなってきました。太陽がのぼろうとしているのです。そのとたん、ニニは、「あっ、こっちだ」とさけびました。コリコの町の方角がわかったのです。毎朝コリコの浜辺のむこうからおひさまはのぼってきます。なら、おひさまに背をむけて飛べばコリコの町に帰れます。ニニは赤ちゃん馬のことも心配でした。はやく体をきれいにしてあげなければ、と考えました。うろうろアラ島を探すより、ここはまっすぐコリコの町に帰るほうがよさそうです。

　さすがに三頭の馬は重く、海面すれすれにしか持ちあがりません。ニニはまるで海の上を自転車で走っているような姿で飛びつづけました。幸い、嵐ののこりの風が背中をおしてくれました。

　むこうから、朝はやく漁に出る船がやってきました。ハンドルをにぎっている漁師さんが、びくっとしたように飛び上がり、あわてて無線に飛びつくのが見えました。

　ニニは思わずくすりと笑いました。そして、ハリンとの約束を思い出しました。でも、それはもう遠い世界のような気がしました。するりとニニから抜けていったのです。ほんとうにするりと。

　そして、（あの島のふたり、よろこぶだろうな、いっぺんに赤ちゃん馬が二頭になったんだもの）と思いました。

　コリコの港が見えてきました。朝日をうけて、輝いています。そのなかで、飛びはねながら、手をふっているのは、船から知らせをきいて、かけつけたとんぼさんと、トト、ジジ、それに動物園のママ先生です。

　でもニニは動くのがやっとです。半分はもう水のなかです。馬もニニも漂うようにして、近づいていきました。水のなかにはいって、手をのばしている、とんぼさんと、トトの手にすがりつくと、ニニは浅瀬にたおれこみ、いいました。

「馬たちに水を。それから、わたしとブブにも」

　トトが近くから水を運んでくると、馬たちも、ニニも、ブブも音をたてて飲みました。ママ先生がおかあさん馬のおなかを布で強くこすると、子馬たちは体をすりよせ、おっぱいを飲みはじめました。それを見て、ニニはしゃがみこみ大声をあげて泣きだしました。トトも後ろをむいて、涙をふいています。

　ニニは、顔をあげて、涙をふきふき、「うちって、よっぽどふたごに縁があるね」と笑いました。

「ところでさ、ニニ、どっちが先に生まれたの？」

　トトがのりだしてきました。

「あっ、どっちだろう。わからないよう。小さな島の穴、真っ暗だったんだもの。いっしょ、いっしょでいいじゃない」

　ニニはいいました。




　それから一週間ほどして、馬の親子は船に乗って、島に帰っていきました。子馬は雌と、雄でした。

「なんでえ、またあ。やっぱさ、かあさんのしわざだね。魔法、つかったんじゃないの。ノノちゃんたちもふたごだったりしてさ」

　トトがいいました。

　キキは、「まさか」といいながら、うれしそうにトトとニニの肩をだきました。

「かあさん、動物だけ運ぶ、魔女の宅急便っていうのどうかな？」

　ニニがいいました。

　すると、キキがそくざにこたえました。

「魔女の宅急便は選えり好みしてはいけません。なんでも、はい、はい、です」

　その三人のやりとりを、めがねのなかのとんぼさんの目がじっと見つめていました。うれしそうに、小さくうなずいています。
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「トト、ご機嫌よう。

　お返事、遅れてすいません。君の郵便局留めの手紙は、たしかに受け取りました。

　パリパリ市って、大きいよ。いつもいつも、夜も、昼も、動いているの。やっと、だいたいの地形がわかってきました。下町のアパートに、ちっちゃな部屋を見つけました。ほんとうに小さいのよ。君の『巣』とおなじぐらいかも。でもそばに安い食堂があったので、さっそく『ケケの台所』なんてあだ名をつけ、毎日通っています。これで食事の心配はなし。ちゃっかりしてるでしょ。今のところ、あたしはなにしろ町を歩いています。すれちがう人を見ながら、いや、探りながらっていったほうがいいかも……。

　ここで、あたしがなにをしてるかっていうとね、前にいったかもしれないけど、『探してる』んだ。こんな不思議なこと、ありえないんだけどね、どうも気持ちが決まらないのよ。やっぱり探してみようって思ったの。やるだけやってみようってね。半分魔女はしつこい！　だって、もう半分がよ、この町のどこかに、歩いているような気がするのよ。半分が二つで、一つ。まずそこから始めないとね。それでなにかが見えてくる……といいんだけど……？　まあ、ゆっくりやるわ。でも働かなくちゃ。『ケケの台所』にいくためにも働かなくっちゃ。

　トト、これが、今のあたし。まだ、半分のままです。いい先輩になれないね。あたしの物語はまだ歩きつづけています。では、また手紙を書きます。申し遅れましたが、キキ、とんぼさん、あんたのお姉ちゃん、ニニによろしく。おっとと、ふたりとも十二月に十三になるのよね。ニニは、やっぱりキキのあとつぐのかな？　まだ、あの旅立ちの儀式はつづいてるの？　こういう大きな都会にいると、なおさらキキたちの儀式について考えてしまう。あれはやっぱりたいせつなことと、あたしは思う。じゃ、さよならのケケでした」



　ケケおばさんはやっぱり自分の仲間だとトトは思うのでした。

（ケケおばさんの物語……、僕にも物語）




　あの馬の事件から、ニニは妙にしずかになりました。ブブを連れ、毎日、どこかに出かけていくのです。なにもいわず、肩にブブをのせ、まっすぐ歩いていきます。キキは、それをだまって見ていました。




　ニニはハリンに電話をかけて、約束を破ったことをあやまりました。

「わたし、きいたわ。ニニ、いいことしたね。すごい冒険力だね。ますます、すてきよ。ねえ、旅立ちのときの写真、とってもいいでしょ。おねがいね」

　ハリンがいいました。

「うん、約束だから、いいよ。でもすてきにとってよ」




　夏休みもおわり、秋が始まろうとしていました。

（秋ってさ、もうあそびはおわりよって、顔してる、なぜかさ。みんなも自然とまじめな顔になって、動きがはやくなる、これってなんだろう）

　ニニは、日増しに北からの風がかわいてくるのを感じていました。

（今年もおわり……。わたしは……十三……）

　ニニは、うすい雲の空を見上げました。




「昨日、ヨモギさんの家にいったとき、気がついたんだけど、かあさん、畑に種用のくすりぐさ、ずいぶんのこってるね。意外に多いんでおどろいた」

　トトがいいました。

「あら、そう」

　キキはうなずきながら、「種が多いのね」とつぶやきました。

　そして、十月の十五夜に、キキは、ニニをさそって、のこしておいたくすりぐさを刈り取り、種にすると、十二種をそれぞれに分けて袋に入れ、暗い戸棚の奥にしまいました。その作業をしながら、ふたりはおしゃべりをして、たのしそうでした。

　でも、キキはニニに、魔女のことはなにもいいませんでした。

　そしてとうとう十二月二十八日、ふたりの誕生日がやってきました。

「キキがこの町にやってきたのも、十三のときだったなあ」

　夕ごはんを前に、とんぼさんは、なつかしそうにいいました。

「そうね」

　キキは、反応も小さく、うなずいただけです。

　いつもの年なら、お誕生日ですからおソノさんたちもよんで、にぎやかに食事をするのに、今年は、だれもそのことをいいだしませんでした。十三歳というのは、魔女の家では記念すべき歳のはずです。でも、まだニニの気持ちもはっきりしていないのです。だれもが、その話題をさけて、自然とえんりょがちになっていました。

「じゃ、ささやかに、いり豆茶で乾杯しようか。ふたりの誕生日なんだから」

　とんぼさんがいいました。

「ところで、その前に」

　とつぜんニニが口を開きました。

「かあさん、十三になったら、魔女はいつ旅立ちしてもいいの？」

「い、いいんだけど……。その前に魔女になるかならないかが、問題よ」

「わたし、なるよ。ずっと前から決めてたわ。わかんなかった？」

　ニニはあごをしゃくって、えらそうに口をひょいとまげました。

「また、そんな……。わたしは、まだあなたの口からはっきりときいてませんよ」

「ごめん、照れくさくってさあ。きっちり宣言なんてわたしらしくないもん。でも、だれもなんにもいわなくなったから、知ってるんだと思った。そしたら、こんな地味なお誕生日会になっちゃってさ。がっくり。まあ、さんざんいいたい放題いってたから、無視されてもしょうがないけどね」

「こんなだいじなことを、ふざけないでよ」

　キキはもうびりびりふるえています。

「ちゃんと考えたもん。ねえ、ブブ、話しあって、ずっと前に決めてたのよね」

　ニニは味方をもとめるように、足下のブブにいいました。ブブは、「にゅー」と小さく返事をしました。

「やー、おどろいたね。決まってたんだって。ブブもいってるよ」

　ジジが、キキに大きな声をあげました。

「もう、知らない！」

　キキはおこって、目が真っ赤です。

「わすれないでもらいたいな。まったく。僕だって、おなじ十三なんだから。いつもおいてけぼりは、ひどいよな」

　トトがいいました。

「そうだよ。ふたりそろって、おめでたいんだよ。キキかあさん、かりかりする気持ちはわかるけど、ニニはこういう娘なんだから。そこがかわいいんだよ、みんなをおどろかして」とんぼさんがいいます。

「すねてみせて、あとはかわいいってやだ。ずるいよな」

　トトがにっと笑いました。

「ごめんなさい。でもうちって、わたしがいるから、にぎやかでしょ。どきどきできるでしょ」

　ニニも肩をすくめ、キキに笑いかけました。

「それじゃ、はっきり決めたのね」

　キキはもう半分は機嫌をなおしていいました。

「そう、決めたの。もう一つおどろかしちゃうけど、わたし、十三になったから、すぐ旅立ちたいの。お正月の後、すぐの満月に、旅立つわ」

「まあ、なんってこと！」

　キキの目は丸く、口も丸くあいたまま閉まりません。

「一月なんて、寒いぞ」

　とんぼさんがいいました。

「空の上は、空気も凍ってるぞ」

　トトもいいました。空の上が……でもふと、氷みたいに冷たくても、飛べるなんてやっぱりうらやましいと思いました。

「うん、わかってる。でも、もう、決めたの。いいでしょ」

「あとすこししかないわ。つぎの満月は一月の七日よ」

　キキは暦をちらっと見ていいました。

「もう準備はできているから、心配しないで」

　ニニはきっぱりといいました。

「わたし、今は心から魔女になりたいの。本物のね。さんざん迷ったけど。ほんとに迷ったけど、決めたの。わたし、魔女の決まりどおりに、一年間、どこかでくらすわ。これはきちんとするわ。お届けやさんをするかどうかは、わからないけど。わたしが、自分に、『いいよ』っていえるものになるの。そしたらがんばる。この言葉は、盛大な誕生パーティーで派手にいうつもりだったんだ。それがこの地味パーティーとは……残念！」

　ニニはくっと口をとがらせました。

「かあさん、なんでもすぐで悪いけど、わたし、せっかちだから、ごめんね」

　キキはそわそわと歩き回りました。あんなにやきもき気がかりだったのに、はっきりと決まったとなると、気持ちは複雑でした。うれしさと、さびしさが急にこみあげてきたのです。

　しばらくだまってうつむいていたキキが顔をあげていいました。

「そう、わかった。最高に素晴らしい夜にしようね」

　キキは自分も通ってきた道なのに、あんなに平気な顔で、あんなにうれしい気持ちで、旅立ったのに、ニニのことになると、どうしてこんなにさびしいのでしょう。キキはとんぼさんのほうを見ました。とんぼさんは、キキにうなずきながら、「そうか、そう決めたか」とひとりごとのようにいいました。それから、ニニにむかって、「ニニ、たのしみだなあ、わくわくするなあ、とうさんも」と、いいました。




　旅立ちの日が近づくにつれ、ニニはにぎやかに動きはじめました。遠くに住んでるオキノさん、コキリさんをはじめ、ヤアくんやら、モリさん、仲よくしてきた人全員に知らせました。

「派手だね」

　トトはあきれていいました。

「当然でしょ」

　みんなが、自分の旅立ちを見たい、見たくないわけがないと、ニニは思っているのです。

（僕だったら、えんりょしちゃうな。まったく、僕って、変なやつ）

　その変なやつも、ひそかに旅立ちを考えていました。ニニとおなじ満月の夜に、だれがなんといおうと、出かけることにしたのです。もう学校にあてて、手紙も書いてあります。

「自分も、ニニとおなじ魔女の血筋だから、一年間の休学を許してほしい。性格はちがうかもしれないけど、僕はニニとまったくおなじに成長しました。ただ空を飛べないというだけです。一年たったら、絶対帰ってきます。ご心配をかけるようなことは絶対しません。自分が満足のいく、呼び名はちがっても魔女とおなじような生き方を見つけたい。それが目的です。それがきっと僕の魔法です。空を飛ぶ姿は見せられないけど、僕の魔法です。信じてください」

　こんな内容の手紙です。これを旅立つそのときに、ポストに入れるつもりです。

　トトはキキにも、とんぼさんにも、その日の朝、いうつもりです。ニニが許されることを、トトにも許されないはずがありません。きっとふたりともびっくりするでしょう。でも、理解してくれるはずです。トトはそれを信じていました。




　とうとう、ニニが旅立つ日の朝になりました。午後にはみんなも見送りに集まってくるでしょう。パン屋のおソノさんは、オレくんといっしょに、昨日のうちに、てるてる坊主をたくさん作って、まわりの家にくばりました。おかげで、お天気はよさそうです。冷たくかわいた空がひろがっています。きっとお月さまは姿を見せるでしょう。

「ねえ、おねがいがあるんだけど。見送りの人たちが来ないうちに、やってもらいたいことがあるの」

　ニニがいいました。

「なに？」

　キキと、とんぼさんがそろってききました。

「笑わないでよ。小さいときさ、よく四人で重ねいすごっこってしたでしょ。あれやりたいの」

　ニニは照れながらいいました。

「ほーう」

　とんぼさんが声をあげました。

「えーっ、あれーっ？」

　トトがいやそうな声をあげました。

「いいぞ、やろう、やろう」

　とんぼさんは急いでいすに腰かけて、手で膝ひざをぽんぽんとたたきました。

「さ、おすわり。キキ」

　キキは、「くくく」と、のどの奥で音をたてました。笑いだしそうなのです。自分も旅立ちの日、オキノさんに「たかいたかい」をしてもらったことを思い出していました。

「いいわよ。でもとんぼさん、大丈夫？　ふたりはもう小さな子じゃないのよ。重いわよ」

　キキはそういいながら、とんぼさんの膝にすわると、今度ははっきりと笑いながら、「おつぎのかた、どうぞ」と膝をぽんぽんとたたきました。

「じゃ、わたし」

　ニニはわざとはずみをつけて、キキの膝にどんと乗りました。

「ぐっ」

　とんぼさんのおしつぶされたような声がしました。

「さ、トトも、思いっきりいらっしゃい」

　キキがいいました。トトも、どんと、ニニの膝の上にすわりました。

「ぐっ」、「きゃは」、「ぶっ」

　それぞれのつぶされた声が飛び出してきます。


　　「かーさなった　かさなった　みんな　みんないすになった

　　　かーさねーいすでーすよっ　さ　だれかさん　おねがいしーます

　　　いっぺんにかたづけてくださいな　さあ　さあ　さあ　重いよ　重いよ」



　ニニが子どものころのように、甲高い声で歌いました。


　　「さあ　さあ　さあ　重いよ　重いよ」



　キキもあわせて、歌いました。とんぼさんも、「ははは、重い、重いぞ」といって、笑いました。「弟はいちばん上で、らくちん、らくちん」トトの声がつづきます。

「ねえ、トト、今度は順番代わってあげてもいいよ。かあさんのお膝に乗りたいでしょ」

　トトはくっと口をまげて、「そんなこと、どうでもいいよ」とらんぼうにいいました。

「それでーは、おかたづけをいーたしましょう、いーたしましょう」

　ニニがトトの肩をたたいていうと、四人は立ち上がり、腰をのばしながらばらばらになりました。

　キキは、下をむいて、まるで小さな女の子のように泣いています。

「なんだね、たった一年のことだよ。あっという間にたっちゃうよ」

　とんぼさんは、キキの肩に手をかけていいました。

「ところで……こんなときに、なんですけど……」

　トトがおそるおそるいいかけました。

「わかってる、もういわなくってもいいよ。とうさんも、かあさんもわかってるから」

　とんぼさんはうなずきながら、キキをはなすと、トトの両肩に手をおきました。

「お祝いしたいぐらいだぞ。決めたんだね」

「今夜、いくの？」

　キキがききました。

「うん」トトがうなずきました。

「わかってたの？」

「そりゃ、わかるさ」

　とんぼさんがいいました。

　ニニは、トトの手をにぎって、ぶらんぶらんとふりながら、いいました。

「へーっ、そうなんだ。へーっ、そうなんだ。いっしょに旅立つんだ。そうなんだ！」

　キキはにこっと笑うとトトをだきしめました。そしてしばらくなにもいわずにそうしていました。

「そんな、たった一年だよ」

　トトはキキの手をそっとほどいていいました。

「うん、すぐたってしまうわね。でも……今のトトは変わるわ。今のトトとはお別れだもの、そしてかあさんはたのしみに、変わったトトをまってるわ。それでどこへいくつもり？」

　キキはまだ心配そうです。

「わかんない」

　トトはこたえました。でもトトは、パリパリ市にいくつもりでした。ケケとはまったく関係なく、この大都会を行き先にえらびました。トトの気持ちのなかに、森で会った女の子のことがないといったら噓になります。でも、会いたい、それだけではないのです。はっきりと口に出せないけど、どうしてもそこになにかがあるように思えるのです。

「僕も自分のなかの不思議を見つけにいくんだ」

　トトは自分にむかってうなずきました。




「あっ、お月さまが出てきましたよ」

　家の外で声がします。ニニが窓から見上げると、金色の、まんまるのお月さまが東の空に姿を見せました。そばに幸せのベールのような、うすい雲をひきつれています。月のせいで、空は黒い鏡のようにつややかにひろがっていました。

「わたしのお月さま、よろしく」

　ニニは小さく手をふって合図を送りました。

「じゃ、元気でな」

　いつ来たのか、後ろでトトがささやきました。ふりむくと、背中にリュックを背負い、「ほうき楽器」をかかえ、手にベベを入れたかごをさげています。

「一足お先に」

　トトはかたほうの目をぱちんとつぶりました。それからドアを細くあけると、みんなに見られないようにするりと抜けて、歩きだしました。

「トトったら」

　ニニはじっと、じっとトトの後ろ姿を見つめました。べそをかいたように、口がまがっています。ニニのなかで、今までいつもいっしょだったトトとの時間が思い出され、それがぐるぐると回っていました。

「さ、ニニ、こっちも笑って、いこうぜ」

　ブブが足下でいいました。

「もうそろそろよ、ニニ。さ、コートを着て。マフラーをまいて、このくすりぐさの種もわすれないで」

　キキがニニのそばに来ていいました。

　あんなにこだわっていたのに、ニニはやっぱりズボン姿で旅立つことにしたのです。

「自転車こぎだもの、このほうがらくだから」

　それをきいてキキは首をすくめただけでした。

「ニニ、これからニニの一年が始まるのよ。たのしくね。宝物にしてね。仲よしをたくさん作るのよ。じゃ、握手」

　キキはニニの手をにぎって、「ね」とうなずいて、笑いました。

「うん、わくわく、わくわく」

　ニニは笑って、手をぶらんとふりました。ふたりの目は涙でいっぱいです。

　見送りの人たちのにぎやかな声がきこえてきます。

「ああ、わたしは、やっぱりいくんだわ」

　ニニは小さくつぶやきました。その自分のつぶやきをきいて、あらためて自分で決めたことに納得をし、こっくりとうなずくと、ふきあげてくるようなよろこびを感じました。

「さあ、これからよ。いこうぜ、ブブ。覚悟はいいか？」

　ニニはほうきをもち、バッグを肩にかけると、さっとドアをあけました。

「おう」

　ブブがしっぽをぴんとたてて、返事をしました。

「わー、いよいよ、出発ね！」

　いっせいにさけび声があがります。

「はーい、いってまいりまーす」

　ニニはすばやくほうきにまたがり、とんといつものように地面をけりました。こういう出発のしかたに決めるまで、ニニはいろいろ考えました。

　派手にやるか？

　しめっぽくみんなとだきあおうか……。

　お別れの一言も必要かな……。

　でも、あっさりに決めたのです。泣くのもいやだし、泣かれるのもごめんです。

　とんとけって、地面の力をかりると、ニニは浮き上がりました。

　またしても、ぷーっと浮いていきます。やっぱりぷーです。どんどん浮いていきます。ニニは目のはじに、とんぼさんと、キキの姿をとらえました。ふたりは肩をだきあい、じっとニニを見ています。ニニとのあいだはどんどん開いていきました。ハリンの姿も見えます。両手でにぎっているカメラのレンズが目のように光っていました。遠くにコリコの中央駅も見えました。トトはきっとあそこにいるはずです。

　ニニは力を入れて足をこぎました。そしてまあるく円をかくと、もどるようにおりてきました。みんなの頭の上すれすれまで来ると、もう一度手をあげて、

「いってきまーす」

　とさけびました。おや、声がかすれています。

「えへん」

　ニニはわざとせきばらいをして、もう一度声をはりあげました。

「いってきまーす。またね。ありがとう」

　それから足こぎをつづけ、上へ、上へと、のぼっていきました。

「元気でねー」

「がんばってねー」

　下からの声も、だんだんと小さくなっていきました。

　ニニは顔を上にむけました。

　すぐそばにあるように、まんまるのお月さまが見えます。まぶしいようなひかりが、ニニの体全体を浮き上がらせました。

「お月さまよろしく、わたしをおねがいね」

　ニニは大きな声でいいました。




　そのころ、トトは駅のホームで、パリパリ市行きの列車がはいってくるのをまっていました。

　ベベをかごから出し、肩に乗せてやりました。

　トトは顔をあげ、空を見上げていました。小さい影が遠くでぷーっとあがり、ゆれながら飛んでいきます。トトは胸のところまで、手をあげて、何回もふりました。

「ベベもしばしコリコの町とお別れだよ。いいな」

　トトはベベの背中をなぜながらいいました。すると、しんみりとしているトトとベベのあいだを裂くように、

「うー、うー、ぎゃあ」

　後ろからうなり声がきこえてきました。おどろいてふりむくと、ベベにむかって、あのギャアが……いや、ノックが、ほえながら走ってきます。その後ろからヨモギさんが小走りについてきます。

「えーっ」

　トトは声をあげました。

「お見送りよ」

　ヨモギさんはそばに来ると、はあはあといいながら、ほほえみました。

「どうして、どうして、わかったの？」

「そりゃ、わかりますよ。こういうふうになると思っていたわ」

　ヨモギさんはトトの手をにぎって、いいました。

「ああ、これでよし。これでいいのよ。元気でいってらっしゃいね。わたしもノックと帰りをまってますよ。ノックがいて、毎日がたのしいのよ、おかげさまで。じゃ、これで帰りますよ。見送りは、あっさりが、わたし、すきなの」

　ヨモギさんはノックに、「さ、いきますよ」と声をかけると、手をふふふっとふって、後ろをむきました。

「うー、うー」

　ノックはベベに低いうなり声をあげると、ヨモギさんについて歩きだしました。

「『へっ、あばよ』だってさ、あの子ったらさ、かっこつけちゃって」

　ベベがふんと鼻を鳴らしました。




　パリパリ市行きの列車がホームにはいってきました。トトは乗客のすくない車両をえらんで、窓辺にすわりました。

　空にはすんだひかりを放つ冬の満月が輝いています。

「僕にもまんまるのお月さまだ」

　トトはつぶやいて、手をちょっとあげて、あいさつを送りました。

　列車はきしむような音をたてて、動きはじめました。ホームをはなれていきます。

　そのとき、トトは目を見張りました。

　あのときのあの森のにおいをかいだような気がしたのです。

「あっ」

　思わず声をあげると、膝ひざの上のベベも、はっと顔をあげ、空中に鼻をむけて、くくっと動かしました。


〈完〉
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